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 第 1 章 : Borland AppServer の概要 1

第 章

Chapter   1Borland AppServer の概要     
Borland AppServer （AppServer） は、 企業環境において分散エン タープラ イ ズ アプ リ ケー
シ ョ ンの開発、 デプロ イ メ ン ト 、 管理を行 う ための、 サービ スやツールのセ ッ ト です。

AppServer は J2EE 1.4 標準の先進実装製品であ り 、 EJB 2.1、 JMS 1.1、 Servlet 2.4、 JSP 2.0、
CORBA 2.6、 XML、 SOAP などの 新の業界標準技術をサポー ト し ます。 ボーラ ン ド は、
2 つのバージ ョ ンの AppServer を提供し てお り 、 これには、 「Java メ ッ セージング サービ ス
（JMS）」 に対する 先端のエン タープラ イ ズ メ ッ セージング ソ リ ューシ ョ ン （Tibco と  
OpenJMS） がそれぞれ同梱されています。 ユーザーは、 AppServer で必要とする機能や
サービ スのレベルを選択する こ と ができ、 それら を変更する必要があ る場合には、 ラ イセ
ン ス をア ッ プグレードする こ と によ り 容易に対応でき ます。

AppServer を利用する こ と によ り 、 J2EE 1.4 プラ ッ ト フ ォーム標準を実装し た分散 Java/
CORBA アプ リ ケーシ ョ ンを安全にデプロ イ し、 さ まざまな側面から管理する こ と ができ
ます。

AppServer では、 イ ン ス ト ールご と のサーバー イ ン ス タ ン スの数は無制限です。 そのため、
同時接続ユーザーの数は無制限です。

AppServer は次のコ ンポーネン ト を備えています。

■ J2EE 1.4 の実装。

■ Apache Web Server バージ ョ ン 2.2.3。

■ Borland Security。 AppServer のセキ ュ リ テ ィ のためのフ レーム ワーク を提供し ます。

■ 先進の集中管理型 JMS 管理ソ リ ューシ ョ ン （Tibco および OpenJMS）。 AppServer に同
梱されています。

■ 分散コ ンポーネン ト のための強力な管理ツール群。 AppServer の外部で開発されたアプ
リ ケーシ ョ ン も含まれます。
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AppServer の機能

AppServer の機能

AppServer では次の機能が提供されます ： 
■ BAS プラ ッ ト フ ォームに対するサポー ト （AppServer に対し てサポー ト されているプ

ラ ッ ト フ ォームの リ ス ト については、 http://support.borland.com/
kbcategory.jspa?categoryID=389 を参照し て く ださい）。

■ ク ラ ス タ リ ング ト ポロ ジーに対する完全サポー ト 。

■ VisiBroker ORB イ ンフ ラ ス ト ラ クチャ と のシームレ スな統合。

■ Borland JBuilder 統合開発環境 （IDE） と の統合。

■ 他のボーラ ン ド製品 （Borland Optimizeit Profiler や ServerTrace など） と の統合の強化。

■ AppServer によ り 、 既存のアプ リ ケーシ ョ ンを Web サービ ス と し て公開し た り 、 新しい
アプ リ ケーシ ョ ンや追加 Web サービ ス と統合する こ と ができ ます。 Borland Web サービ
スは、 Apache Axis 1.2 テ ク ノ ロ ジー （SOAP 1.2 をサポー ト する次世代 Apache SOAP 
サーバー） をベース と し ています。

Borland AppServer のドキュメント

AppServer 関連の ド キ ュ メ ン ト には次のものがあ り ます ： 
■ 『Borland AppServer イ ンス ト ール ガイ ド』 ： AppServer をネ ッ ト ワーク上にイ ン ス

ト ールする方法について説明されています。 これは、 Windows、 UNIX の各オペレー
テ ィ ング システムに精通し ている システム管理者の方を対象に書かれています。

■ 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 ： 運用環境における分散オブジェ ク ト  ベース  アプ
リ ケーシ ョ ンのパッ ケージング、 デプロ イ メ ン ト 、 管理についての詳細情報が記載さ
れています。

■ 『Borland 管理コ ン ソール ユーザーズ ガイ ド』 ： Borland 管理コ ン ソール GUI の使用方
法についての情報が記載されています。

■ 『Borland セキュ リ テ ィ  ガイ ド』 ： VisiSecure for VisiBroker for Java や VisiSecure for 
VisiBroker for C++ など、 AppServer のセキ ュ リ テ ィ を確保するためのボーラ ン ド のフ
レーム ワーク について説明されています。

■ 『Borland VisiBroker for Java 開発者ガイ ド』 ： Java によ る  VisiBroker アプ リ ケーシ ョ
ンの開発方法について説明されています。 本書によ り  VisiBroker ORB の設定と管理、
プロ グ ラ ミ ング ツールの使用方法に精通でき る よ う 、 記載されています。 また、 IDL 
コ ンパイ ラ、 スマー ト  エージェ ン ト 、 ロ ケーシ ョ ン サービ ス、 ネー ミ ング サービ ス、
イベン ト  サービ ス、 オブジェ ク ト  ア ク テ ィ ベーシ ョ ン デーモン （OAD）、 サービ ス品
質 （QoS: Quality of Service）、 イ ン ターフ ェース  リ ポジ ト リ について も説明されていま
す。

■ 『Borland VisiBroker VisiTransact ガイ ド』 ： OMG オブジェ ク ト  ト ラ ンザク シ ョ ン 
サービ ス仕様に対するボーラ ン ド の実装、 および、 ボーラ ン ド の ト ラ ンザク シ ョ ン 
サービ ス統合コ ンポーネン ト について説明されています。

通常、 ド キ ュ メ ン ト にア ク セスするには、 AppServer 製品 と共にイ ン ス ト ールされるヘル
プ ビ ューアを使用し ます。 ユーザーは、 ス タ ン ド ア ロ ンのヘルプ ビ ューアから、 も し く
は AppServer GUI ツールから、 ヘルプを参照する こ と ができ ます。 どち らの場合も、 独立
し たウ ィ ン ド ウ内にヘルプ ビ ューアが起動される ため、 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンを利用で
き るだけでな く 、 ナビゲーシ ョ ンや印刷のためのヘルプ ビ ューアの メ イ ン ツールバーも
利用する こ と ができ ます。 ヘルプ ビ ューアのナビゲーシ ョ ン ペイ ンには、 すべての 
AppServer ド キ ュ メ ン ト や参考ド キ ュ メ ン ト の目次、 イ ンデッ ク ス、 包括的な検索を実行
でき るページがあ り ます。

PDF 形式の 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 や 『Borland 管理コ ン ソール ユーザーズ ガ
イ ド』 は、 http://info.borland.com/techpubs/appserver よ り 入手可能です。

http://support.borland.com/kbcategory.jspa?categoryID=389
http://info.borland.com/techpubs/appserver


 第 1 章 : Borland AppServer の概要 3

ドキュメント表記規則

AppServer オンライン ヘルプ トピックへのアクセス

オン ラ イ ン ヘルプにアクセスするには （次のいずれかの方法を利用） ：

Windows の場合

■ [ ス ター ト ｜すべてのプロ グ ラ ム｜ Borland AppServer ｜ Help Topics] を選択。

■ または、 Web ブラ ウザを起動し、 <AppServer_Home>/doc/index.html を開 く 。

UNIX の場合

■ Web ブラ ウザを起動し、 <AppServer_Home>/doc/index.html を開 く 。

AppServer GUI ツールから AppServer オンライン ヘ
ルプ トピックへのアクセス

AppServer GUI ツールからオン ラ イ ン ヘルプにアクセスするには （次のいずれかの方法
を利用） ：

■ Borland 管理コ ン ソールから、 [Help ｜ Help Topics] を選択。

■ Borland デプロ イ メ ン ト  デ ィ ス ク リ プタ  エデ ィ タ （DDEditor） から、 [Help ｜ Help 
Topics] を選択。

ドキュメント表記規則

AppServer の ド キ ュ メ ン ト では、 文中の特定の部分を表すために、 次の表に示す書体や記
号を使用し ています ：

プラットフォームの表記規則

AppServer の ド キ ュ メ ン ト では、 プラ ッ ト フ ォーム固有の情報を表すために、 次の記号を
使用し ています ：

表記規則 用途

ボールド 新規の用語およびドキュメント名に使用されます。

computer ユーザーやアプリケーションが提供する情報、 サンプル コマンドライン、 お 
よびコードです。

bold computer 本文では、 ユーザーが入力する情報を示します。 サンプル コードでは、 重 
要な文章を強調表示します。

[ ] 省略可能な項目であることを示します。

... 直前の引数が繰り返し可能であることを示します。

| 二者択一であることを示します。

記号 意味

Windows サポートされているすべての Windows プラットフォーム

Win2003 Windows 2003 のみ

WinXP Windows XP のみ

Win2000 Windows 2000 のみ

UNIX サポートされているすべての UNIX プラットフォーム

Solaris Solaris のみ
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Borland サポートへのお問い合わせ

Borland サポートへのお問い合わせ

ボーラ ン ド社は各種のサポー ト  オプシ ョ ンを提供し ています。 それらには、 イ ン ターネ ッ
ト 上からの無償サービ ス も あ り 、 大規模な情報データベース を検索し た り 、 他のボーラ ン
ド製品ユーザーからの情報を得た り する こ と が可能です。 また、 ボーラ ン ド製品のイ ン ス
ト ールに関するサポー ト から、 有償のコ ンサルタ ン ト  レベルのサポー ト 、 および高レベル
なアシス タ ン スに至る までの複数のカテゴ リ から、 電話サポー ト の種類を選択でき ます。

ボーラ ン ド のサポー ト  サービ スについての詳細情報の入手や、 実際にテ ク ニカル サポー
ト へお問い合わせいただ く には、 Web サイ ト  http://support.borland.com を参照の
上、 製品をお使いになっている地域を選択し て く ださい。

ボーラ ン ド社のサポー ト への連絡にあたっては、 次の情報をご用意 く ださい。

■ 名前

■ 会社名およびサイ ト  ID
■ 電話番号

■ ユーザー ID （米国のみ）

■ オペレーテ ィ ング システムおよびバージ ョ ン

■ ボーラ ン ド製品名およびバージ ョ ン

■ 適用済みのパッチまたはサービ ス  パッ ク

■ ク ラ イ アン ト の言語と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ データベース と そのバージ ョ ン （使用し ている場合）

■ 発生し た問題の詳細な内容と経緯

■ 問題を示すロ グフ ァ イル

■ 発生し たエラー メ ッ セージまたは例外の詳細な内容

オンライン リソース

ネ ッ ト ワーク上の次のサイ ト から情報を得る こ と ができ ます。

ワールド ワイド ウェブ

http://www.borland.com は、 定期的にご確認 く ださい。 AppServer 製品チームによ る、
ホ ワ イ ト  ペーパー、 競合製品の分析、 FAQ への回答、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ン、 更新
ソ フ ト ウ ェア、 更新ド キ ュ メ ン ト 、 および新旧製品に関する情報が掲載されています。

特に、 次の URL を確認される こ と をお勧めし ます ： 
■ http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html （AppServer ソ

フ ト ウ ェアおよびその他のフ ァ イル）

■ http://support.borland.com （AppServer FAQ）

Borland ニュースグループ

AppServer を対象 と し た数多 く のス レ ッ ド化されたデ ィ ス カ ッ シ ョ ン グループに参加する
こ と ができ ます。 Enterprise Server やその他のボーラ ン ド製品に関する、 ユーザー主体の
ニュース グループへ参加するには、 http://www.borland.com/newsgroups を参照し
て く ださ い。

メ モ これら のニ ュース グループはユーザーによ って管理されている も のであ り 、 ボーラ ン ド 社

の公式サイ ト ではあ り ません。

ワールド  ワイ ド  ウ ェ ブ ： http://www.borland.com

オン ラ イ ン サポー ト ： http://support.borland.com （ユーザー ID が必要）

http://support.borland.com
http://support.borland.com
http://www.borland.com
http://www.borland.com/downloads/download_appserver.html
http://support.borland.com
http://www.borland.com/newsgroups
http://www.borland.com
http://support.borland.com
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第 章

Chapter   2Borland AppServer の概要     
とアーキテクチャ

こ こ では、 Borland AppServer （AppServer） の製品について概説し ます。

AppServer アーキテクチャの概要

AppServer は CORBA ベースで、 アーキテ クチャ を介し て分散オブジェ ク ト を利用する  
J2EE サーバーです。 さ らに、 企業の メ イ ンフ レームから、 小規模なビジネスアプ リ ケー
シ ョ ンや リ モー ト 型データベース を搭載し た異種システム まで、 あ らゆるプラ ッ ト フ ォー
ム と接続する こ と ができ ます。 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ンのパッ ケージングや、
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタによ る アプ リ ケーシ ョ ンモジ ュールの記述内容に基づいて、
AppServer のコ ンポーネン ト はエン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ンを処理し ます。
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AppServer サービスの概要

次の図のアーキテ クチャ構造で、 AppServer の 1 番上がエン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ
ンです。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーイ ン ス ト ールには、 AppServer コ アサービ ス と パー
テ ィ シ ョ ンがあ り ます。

AppServer サービスの概要

AppServer サービ スは、 AppServer でサービ ス を受けるすべてのアプ リ ケーシ ョ ンに共通し
て利用でき るサービ スです。

■ Web サーバー

■ Java メ ッ セージ （JMS）

■ スマー ト エージェ ン ト

■ 2PC ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス

Web サーバー

AppServer には、 Apache Web Server バージ ョ ン 2.3 が組み込まれています。 Apache Web 
Server は、 堅固な市販製品ク オ リ テ ィ の HTTP プロ ト コル リ フ ァ レ ン ス イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンです。 サード パーテ ィ のモジ ュールを追加する こ と で、 Apache Web Server は高度に
設定および拡張する こ と ができ ます。 Apache は洗練された機能性で ク ラ イ アン ト をサポー
ト するだけでな く 、 ク ラ イ アン ト エン ド までのコ ンテンツネゴシエーシ ョ ン もサポー ト し
ています。 Apache では、 さ らに URL エ リ アス も無制限で提供し ます。

Borland では Apache Web サーバーに IIOP プラ グ イ ンを追加し ま し た。 IIOP プラ グ イ ンで
は、 イ ン ターネ ッ ト イ ン ター ORB プロ ト コル （IIOP） を介し て Apache と  Borland Web コ
ンテナが通信でき、 従来にない方法で CORBA 機能を Web アプ リ ケーシ ョ ンに追加でき ま
す。 また、 IIOP は VisiBroker ORB のプロ ト コルで、 Web アプ リ ケーシ ョ ンで Borland の 
ORB が提供するサービ ス をフルに活用でき ます。
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AppServer サービスの概要

JMS

AppServer は、 標準 JMS 接続性をサポー ト し、 現在は Tibco メ ッ セージサービ スがバン ド
ルされています。 JMS サービ スに関するベンダー固有の情報については、 221 ページの
「JMS プロバイ ダの接続性」 を参照し て く ださい。

スマートエージェント

スマー ト エージェ ン ト は、 BES で使用し ている  VisiBroker ORB が提供する分散デ ィ レ ク ト
リ サービ スです。 スマー ト エージェ ン ト は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンの両方で使用する機能で、 ローカルサーバーネ ッ ト ワーク にあ る ホス
ト の少な く と も  1 つで起動する必要があ り ます。

メ モ Web サーバー と  Web コ ンテナを HTTP やその他の Web プロ ト コルで通信させる場合は、
Web Edition でスマー ト エージェ ン ト を使用する必要はあ り ません。 ただし、 IIOP プラ グ
イ ン （および広い意味では Web Edition の提供する  ORB） を活用するには、 スマー ト エー
ジェ ン ト をオンにする必要があ り ます。

ネ ッ ト ワーク上で実行でき る よ う に、 複数のスマー ト エージェ ン ト を設定でき ます。 ス
マー ト エージェ ン ト が複数のホス ト で起動される と、 各スマー ト エージェ ン ト は、 利用で
き るオブジェ ク ト のサブセ ッ ト を認識し ます。 また、 ほかのスマー ト エージェ ン ト と通信
し て、 発見できないオブジェ ク ト を検索し ます。 さ らに、 スマー ト エージェ ン ト のプロセ
スの 1 つが予期し ないで終了する と、 そのスマー ト エージェ ン ト に登録されていたすべて
のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンがこ のイベン ト を発見し、 使用可能な別のスマー ト エージェ ン
ト に自動的に登録されます。 必要とするサービ ス検索の付加が高い場合は、 ネー ミ ング
サービ ス （VisiNaming） を使用する こ と をお勧めし ます。 VisiNaming には永続的ス ト レー
ジ機能と ク ラ ス タ負荷分散機能があ り ますが、 スマー ト エージェ ン ト では osagent 単位の
単純な ラ ウ ン ド ロ ビンだけが提供されます。

2PC トランザクションサービス

2 フェ ーズコ ミ ッ ト （ 2PC） のト ラ ンザク ショ ンサービス は、 分散ト ラ ンザク ショ ンを扱う  
CORBA アプリ ケーショ ンに対する 完全に回復可能なソ リ ュ ーショ ンです。 2PC ト ラ ンザク
ショ ンサービス は VisiBroker ORB 上に実装さ れ、 単一の統合アーキテク チャ で基本的な
サービス を提供し て、 分散ト ラ ンザク ショ ンを単純化し ま す。 提供さ れる サービス には、
ト ラ ンザク ショ ンサービス 、 回復、 ロ グ、 データ ベース と の統合、 管理機能などがあり ま
す。
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パーティションとサービス

パーティションとサービス

パーテ ィ シ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト 先です。 パーテ ィ シ ョ ンは、 すべ
ての J2EE 1.3 アプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト する と きに必要な J2EE サーバー側実行時環境
を提供し ます。 パーテ ィ シ ョ ンは、 単一のネイ テ ィ ブプロセス と し て実装されますが、 そ
の中心イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは Java です。 パーテ ィ シ ョ ンが起動する と、 パーテ ィ シ ョ
ンは内部に埋め込み Java Virtual Machine （JVM） を作成し、 パーテ ィ シ ョ ン イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ン と  J2EE アプ リ ケーシ ョ ン コード を実行し ます。

パーテ ィ シ ョ ンは、 AppServer の各エデ ィ シ ョ ン と製品に用意されていますが、 Web 
Services、 Team、 および Visibroker Edition で使用でき る アーカ イブは限られています。 こ
こ では、 すべての Borland Enterprise Server に備わっている全機能パーテ ィ シ ョ ンについて
説明し ます。 各パーテ ィ シ ョ ンのイ ン ス タ ン スには次の機能があ り ます。

■ 接続サービ ス

■ EJB コ ンテナ

■ JDataStore サーバー

■ 存続期間イ ン ターセプタマネージ ャ

■ ネー ミ ングサービ ス

■ セ ッ シ ョ ン ス ト レージサービ ス

■ ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャ

■ Web コ ンテナ

接続サービス

VisiConnect と も呼ばれる コネ ク タサービ スは Borland によ る コネ ク タ  1.0 規格のイ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ンで、 さ まざまな EIS を AppServer に統合する ための簡潔な環境です。 コネ
ク タは、 J2EE プラ ッ ト フ ォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  EIS を統合するためのソ
リ ューシ ョ ンを提供する こ と によ り 、 J2EE プラ ッ ト フ ォームの利点であ る接続、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ン、 およびセキ ュ リ テ ィ 基盤を活用でき る よ う にし て、 EIS の統合 と い う 課題に対
応し ています。 詳細については、 261 ページの 「VisiConnect の概要」 を参照し て く ださ
い。

EJB コンテナ

AppServer は、 統合された EJB コ ンテナサービ ス を提供し ます。 こ う いったサービ ス を使
用し て、 複数のパーテ ィ シ ョ ン上で統合された EJB コ ンテナや EJB コ ンテナを作成し た
り 、 管理する こ と ができ ます。 こ のサービ ス を使用し て、 EJB をデプロ イ メ ン ト 、 実行、
および監視し ます。 ツールには、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ （DDEditor） と、
EJB と その関連デス ク リ プタ フ ァ イルをパッ ケージングおよびデプロ イ メ ン ト する タ ス ク
ウ ィ ザード が含まれています。 また、 EJB コ ンテナは J2EE コネ ク タ アーキテ クチャ を使
用する こ と もでき るため、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンから企業の情報システム （Enterprise 
Information Systems、 EIS） にア ク セスでき る よ う にな り ます。

JDataStore サーバー

Borland の JDataStore は、 完全に Java で記述さ れたリ レーショ ナルデータ ベース サービス で
す。 JDataStore は、 必要な数だけ作成し て管理でき ま す。 JDataStore の詳細については、
JDatastore のオンラ イ ンマニュ アル（ www.borland.com/techpubs/jdatastore/） を参照し てく ださ
い。

存続期間インターセプタマネージャ

存続期間イ ン ターセプタ を使用し て、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを さ らにカ ス タマイ ズでき
ます。 パーテ ィ シ ョ ン存続期間イ ン ターセプタ を使用する と、 パーテ ィ シ ョ ンの存続期間
内の特定のポイ ン ト でオペレーシ ョ ンを実行でき ます。 詳細については、 273 ページの
「パーテ ィ シ ョ ン イ ン ターセプタの実装」 を参照し て く ださい。
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パーティションとサービス

ネーミングサービス

ネー ミ ングサービ スは、 VisiBroker ORB によ って提供されます。 こ のサービ ス を使用し
て、 開発者、 アセンブラ、 デプロ イヤが 1 つ以上の論理名をオブジェ ク ト リ フ ァ レン スに
関連付け、 その名前を VisiBroker の名前空間に保存する こ と ができ ます。 また、 こ のサー
ビ スによ り 、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 オブジェ ク ト に割 り 当て られた論理名を
使用し てそのオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を取得でき ます。 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンは名前空間にあ るオブジェ ク ト の 1 つに名前をバイ ン ド でき ます。 ク ラ イ アン ト ア
プ リ ケーシ ョ ンはこ の名前空間で、 resolve() メ ソ ッ ド を使って名前を解決し ます。 メ
ソ ッ ド はネー ミ ング コ ンテキス ト やオブジェ ク ト に対し てオブジェ ク ト リ フ ァ レン ス を返
し ます。

セッションストレージサービス

Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） は特定のユーザーセ ッ シ ョ ンに関係する情報を格納する
サービ スです。 JSS を使用する と、 セ ッ シ ョ ン情報をデータベースに簡単に保存する こ と
ができ ます。 た と えば、 シ ョ ッ ピングカー ト の場合、 JSS はロ グ イ ン名、 シ ョ ッ ピング
カー ト 内の品目数などのセ ッ シ ョ ン情報を取得し て保存し ます。 これによ り 、 Borland Web 
コ ンテナの予定外のシ ャ ッ ト ダウ ンでセ ッ シ ョ ンが中断されて も、 JSS を介し て別の 
Tomcat イ ン ス タ ン スからにセ ッ シ ョ ン情報を回復でき ます。 JSS はローカルネ ッ ト ワーク
で実行し て く ださ い。 ク ラ ス タ設定内の Web コ ンテナイ ン ス タ ン スは、 JSS を検索し て接
続し、 セ ッ シ ョ ン管理を続行し ます。 詳細については、 51 ページの 「Java セ ッ シ ョ ンサー
ビ ス （JSS） の設定」 の 「設定」 を参照し て く ださい。

トランザクションマネージャ

パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャは、 AppServer の各パーテ ィ シ ョ ン内にあ り
ます。 これは、 CORBA ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様の Java によ る イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンです。 パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャは、 ト ラ ンザク シ ョ ン タ イ ムア
ウ ト と  1 フ ェーズコ ミ ッ ト プロ ト コルをサポー ト し ます。 特殊な環境では、 2 フ ェーズコ
ミ ッ ト プロ ト コルでも使用でき ます。 詳細については、 153 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ン
管理」 を参照し て く ださ い。

Web コンテナ

Web コ ンテナは、 Web アプ リ ケーシ ョ ンやその他のアプ リ ケーシ ョ ン （サーブレ ッ ト 、
JSP フ ァ イルなど） の Web コ ンポーネン ト のデプロ イ メ ン ト をサポー ト する よ う に設計さ
れています。 AppServer は、 Tomcat 5.5.17 に基づ く  Borland Web コ ンテナを提供し ます。
Tomcat は、 サーブレ ッ ト 、 JavaServer Pages、 HTTP をサポー ト する、 先進的で高い柔軟性
を備えたオープン ソースのツールです。 また、 Borland は、 Web コ ンテナを含む IIOP プラ
グ イ ン も提供し てお り 、 厳密な HTTP ではな く 、 IIOP 上でアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン
ト と  Web サーバーの通信を可能にし ます。 こ のほかにも、 Web コ ンテナには次のよ う な
機能が搭載されています。

■ EJB リ フ ァ レンシング

■ データ ソース リ フ ァ レンシング

■ 環境 リ フ ァ レンシング

■ 業界標準の Web サーバーへの統合

詳細については、 27 ページの 「Web コ ンポーネン ト 」 を参照し て く ださい。
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Borland AppServer と J2EE API

AppServer は、 J2EE 1.4 に完全準拠し てお り 、 次のよ う な J2EE 1.4 API を使用でき ます。

■ JNDI ： Java ネー ミ ング とデ ィ レ ク ト リ イ ン ターフ ェース

■ RMI-IIOP ： IIOP （Internet Inter-ORB Protocol） 経由で実行される  RMI （Remote Method 
Invokation）。

■ JDBC ： データベースに接続し た り 、 データベースからデータ をモデル化

■ EJB 2.1 ： Enterprise JavaBeans 2.1 API
■ Servlets 1.0 ： Sun Microsystems サーブレ ッ ト  API
■ JSP ： JavaServer Pages API
■ JMS ： Java メ ッ セージサービ ス

■ JTA ： Java ト ラ ンザク シ ョ ン API
■ Java Mail ： Java 電子 メ ールサービ ス

■ コネ ク タ 1.5 ： J2EE コネ ク タ アーキテ クチャ

■ JAAS ： Java 認証 と承認サービ ス

■ JAXP ： XML 解析用の Java API

JDBC

Borland は、 Sun Microsystems の Java DataBase Connection API を実装し ます。 JDBC は、
データベース ド ラ イバを記述する  API と、 独自の ド ラ イバを開発するための完全なサービ
スプロバイ ダサービ ス （SPI） を提供し ます。 また、 接続プール と分散 ト ラ ンザク シ ョ ン
機能もサポー ト し ています。 詳細については、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン管理と  JDBC」 の
「JDBC API の変更」 を参照し て く ださい。

Java Mail

Java Mail は、 Sun の Java Mail API のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。 これは メ ールシステム
をモデル化する抽象 API のセ ッ ト で、 Java 技術ベースの電子 メ ールク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ンを構築するプラ ッ ト フ ォームやプロ ト コルに依存し ないフ レーム ワーク を提供
し ます。

JTA

JTA （Java Transactional API） は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの開始、 停止、 ロールバッ ク、 および
実行する ためのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト で必要な UserTransaction イ ン ターフ ェー
ス を定義し ます。 ほかのコ ンポーネン ト が JNDI 検索を使用するのに対し て、 EJB は 
getUserTransaction メ ソ ッ ド を使って ト ラ ンザク シ ョ ン関与を確立し ます。 また、
JTA は、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャ と通信する コネ ク タや
リ ソースマネージ ャで必要な イ ン ターフ ェース も指定し ます。

JAXP

JAXP （XML 解析用 Java API） は、 DOM、 SAX、 および XSLT 解析のイ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンを使った XML 文書の処理を可能にし ます。 開発者は、 API の リ フ ァ レ ン ス イ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ン と と もに提供されるパーサを使用し て、 Java アプ リ ケーシ ョ ンから簡単
に XML を使用する よ う にでき ます。
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JNDI

Java ネー ミ ング とデ ィ レ ク ト リ イ ン ターフ ェースは、 開発者がアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポー
ネン ト をアセンブ リ とデプロ イ メ ン ト 時にコ ンポーネン ト のソース コード に変更を加えず
にカス タマイ ズでき る よ う にする こ と を目的と し て使用されます。 コ ンテナはコ ンポーネ
ン ト に対する実行時環境を実装し、 その環境を JNDI ネー ミ ング コ ンテキス ト と し てコ ン
ポーネン ト に提供し ます。 コ ンポーネン ト の メ ソ ッ ド は、 JNDI イ ン ターフ ェース を介し
てその環境にア ク セス し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン環境情報は JNDI ネー ミ ング コ ンテキス
ト 自体に格納され、 実行時にすべてのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト で利用でき る よ う
にし ます。

RMI-IIOP

VisiBroker ORB は、 RMI-over-IIOP プロ ト コルをサポー ト し ます。 Apache と  Borland Web 
コ ンテナの IIOP コネ ク タモジ ュール と と もに使用する こ と で、 CORBA をベース と し て分
散 Web アプ リ ケーシ ョ ンを構築でき ます。 詳細については、 『VisiBroker for Java 開発者ガ
イ ド』 の 「IIOP を介し た RMI の使い方」 を参照し て く ださい。

その他の技術

ほかの技術を取 り 込んでサービ ス と し て提供し、 AppServer で実行する こ と もでき ます。

Optimizeit Profiler と Optimizeit ServerTrace

Borland の Optimizeit Profiler （別売 り ） では、 Java アプ リ ケーシ ョ ンを開発する際の メ モ リ
と  CPU の利用率に関する問題を追跡でき ます。 Optimizeit ServerTrace は、 複雑な分散 J2EE
／ SOA 対応システムにおいてパフ ォーマン スの問題を解決する包括的で高レベルなアプ
リ ケーシ ョ ンパフ ォーマン ス分析と根本原因診断の機能を提供し ます。 AppServer は、
Optimizeit Profiler と  Optimizeit ServerTrace をパーテ ィ シ ョ ンレベルで実行し ます。

API の詳細については、 『Sun Java Center』 を参照し て く ださい。
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第 章

Chapter   3 パーティションの使い方   
こ こ では、 管理コ ン ソールを使用し て、 Borland AppServer （AppServer） のパーテ ィ シ ョ ン
を操作する方法を説明し ます。 具体的には、 次の作業について説明し ます。

■ パーテ ィ シ ョ ンの作成、 ク ローンの作成、 パーテ ィ シ ョ ンの削除

■ パーテ ィ シ ョ ンへのモジ ュールのデプロ イ メ ン ト

■ 既存のパーテ ィ シ ョ ンの設定

■ パーテ ィ シ ョ ン情報の表示

■ パーテ ィ シ ョ ンのパフ ォーマン スの調整

■ ロ グ フ ァ イルへのパーテ ィ シ ョ ンのス タ ッ ク  ト レースのダンプ

■ パーテ ィ シ ョ ン と  Optimizeit Profiler または ServerTrace の実行

パーティションの作成、クローンの作成、パーティション
の削除

管理コ ン ソールを使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのパーテ ィ シ ョ ンの作成、 ク ローン作成、
および削除を行 う こ と ができ ます。 パーテ ィ シ ョ ンをテンプレー ト から作成、 または既存
のパーテ ィ シ ョ ンから ク ローン と し て作成でき ます。 パーテ ィ シ ョ ンは、 管理コ ン ソール
の ［Hubs］ ビ ューのナビゲーシ ョ ン ペイ ンに、 親設定の子ノ ード と し て表示されます。

新しいパーティションの作成

新しいパーテ ィ シ ョ ンを作成するには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンで、 新しいパーテ ィ シ ョ ンが所属する設定を選択し ます。

2 設定を右ク リ ッ ク し、 ［Add Managed Object］ を選択し ます。

3 管理オブジェ ク ト の ［Template Gallery］ が開き ます。

4 AppServer カテゴ リ または OpenJMS Partition カテゴ リ で、 次のパーテ ィ シ ョ ン テンプ
レー ト から選択し ます。

■ AppServer 6.7 Partition ： AppServer 6.7 のデフ ォル ト の partition.config を
使って管理パーテ ィ シ ョ ンを生成し ます。

■ Standard Partition ： 管理パーテ ィ シ ョ ンを作成し ます。
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■ Explicitly Pathed Partition ： 既存のパーテ ィ シ ョ ンへのパス を作成し ます。 既存の
パーテ ィ シ ョ ンを現在の設定の管理下に移動する場合は、 このテンプレー ト を使用
し ます。

■ JBuilder Partition ： 非管理パーテ ィ シ ョ ンを作成し ます。 JBuilder パーテ ィ シ ョ ン
は、 JBuilder によるローカル サーバーのデバッ グに使用されます。 デバッ グ目的で 
JBuilder を AppServer と と もに使用する と、 自動的に作成されます。 JBuilder 
パーテ ィ シ ョ ンをほかの目的で使用し ないで く だ さい。

■ Partition with Embedded OpenJMS ： OpenJMS を含むパーテ ィ シ ョ ンを生成し ま
す。

5 パーテ ィ シ ョ ン テンプレー ト を選択し て、 ［Add］ を ク リ ッ ク し ます。

［Add From Template］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

メ モ ［Add From Template］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スに表示される情報は、 前の手順で選択し たテ
ンプレー ト によ って異な り ます。

6 ダ イ ア ロ グで必要な情報 （太字） を入力し ます。

こ のダ イ ア ロ グには、 選択し たテンプレー ト によ って異な るプロパテ ィ が表示されま
す。 テンプレー ト 間で共通のプロパテ ィ は次の とお り です。

■ Name ： ［Name］ フ ィ ール ド に一意のパーテ ィ シ ョ ン名を指定し ます。 この名前は、
ダ イ ア ロ グのほかの部分で文字列置換変数 ${mo.name} の値と し て使用され、 パー
テ ィ シ ョ ンの表示名と し て使用されます。 表示名を実際のパーテ ィ シ ョ ン名と違 う
名前にする場合は、 ［Display Name］ フ ィ ール ド の値を変更し ます。

■ Management Agent ： ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から有効な管理エージェ ン ト を選択し
て、 パーテ ィ シ ョ ンを作成する ホス ト を選択し ます。 文字列置換変数 
${hub.name} で表される現在の管理エージェ ン ト を使用する場合、 こ のフ ィ ール
ド を変更する必要はあ り ません。

■ Display Name ： オプシ ョ ンで、 管理コ ン ソールに表示される フ レ ン ド リ 名を入力で
き ます。 文字列置換変数 ${mo.name} には、 ［Name］ フ ィ ール ド の値が表示されま
す。

■ Smart Agent Port ： こ のフ ィ ール ド に有効なポー ト 番号を入力し て、 デフ ォル ト の 
osagent （スマー ト  エージェ ン ト ） ポー ト 番号を変更でき ます。

■ HTTP Connector Port ： こ のフ ィ ール ド でデフ ォル ト の HTTP コネ ク タ  ポー ト 番号
を変更でき ます。

■ Data Directory ： 明示的にパスが指定されるパーテ ィ シ ョ ンの場合は、 既存のパー
テ ィ シ ョ ンのパス を入力する必要があ り ます。

7 その他のパーテ ィ シ ョ ン設定プロパテ ィ を表示する場合は、 ［Show hidden properties］ 
チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

8 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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既存のパーティションのクローン作成

既存のパーテ ィ シ ョ ンのク ローンを作成するには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンから、 ク ローンを作成するパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

2 パーテ ィ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ［Clone］ を選択し ます。

［Clone Managed Object］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

3 ［Target Configuration］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 新たにク ローン と し て作成された
パーテ ィ シ ョ ンを ターゲ ッ ト にする設定を選択し ます。

4 ［New Name］ フ ィ ール ド に、 ク ローン と し て作成されるパーテ ィ シ ョ ンに指定する名前
を入力し ます。

こ の名前は、 ダ イ ア ロ グのほかの部分で文字列置換変数 ${mo.name} の値と し て使用
され、 ク ローン と し て作成されるパーテ ィ シ ョ ンの表示名と し て使用されます。 表示
名を実際のパーテ ィ シ ョ ン名と違 う 名前にする場合は、 ［New Display Name］ フ ィ ール
ド の値を変更し ます。

5 必要に応じ て、 ［Description］ に入力し ます。 この情報は省略でき ます。

6 ［Data Directory］ （${config.path}/mos/${mo.name}） は、 エージェ ン ト からの相
対パスでパーテ ィ シ ョ ンの場所を識別し ます。

7 ［Target Agent］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 ク ローン と し て作成されるパーテ ィ シ ョ ン
をホス ト する管理エージェ ン ト を選択し ます。

8 ［Target Group］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 ク ローン と し て作成されるパーテ ィ シ ョ ン
が所属する グループを選択し ます。

9 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パーティションの削除

パーテ ィ シ ョ ンを削除するには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンから、 削除するパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

2 パーテ ィ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ［Remove］ を選択し ます。
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パーティションへのモジュールとライブラリのデプロイメ
ント

パーテ ィ シ ョ ンにモジュールをデプロ イするには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンから、 デプロ イ メ ン ト 先のパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

2 パーテ ィ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ［Deploy modules］ を選択し ます。

モジュール と ラ イブラ リ のデプロ イ メ ン ト  ウ ィ ザー ド が表示されます。

3 モジュールを追加するには、 ［Add］ を ク リ ッ ク し ます。

［Add J2EE Module］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

a パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イするモジ ュールを参照し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

b こ の手順を繰 り 返し て、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン モジュールを追加し ます。

間違えた場合は、 そのモジ ュールを リ ス ト で強調表示し、 ［Remove］ を ク リ ッ クする
と削除でき ます。

4 チェ ッ ク  ボ ッ ク ス を使用し て、 追加のオプシ ョ ンを選択し ます。 次のオプシ ョ ンがあ
り ます。

■ Restart partitions on deploy (cold deploy) ： " コール ド " デプロ イ メ ン ト を実行し、
デプロ イ メ ン ト 操作が完了し た らパーテ ィ シ ョ ンを再起動し ます。 実行中のパー
テ ィ シ ョ ンへの " ホ ッ ト " デプロ イ メ ン ト を実行し、 パーテ ィ シ ョ ンを再起動し な
い場合は、 こ の項目をオフのま まにし ます。

■ Verify deployment descriptors ： Borland 固有のデス ク リ プタ を含むすべてのデプ
ロ イ メ ン ト  デス ク リ プタが適切に作成されているかど う かを確認する検証ツールを
実行し ます。 これは推奨のオプシ ョ ンです。

■ Generate stubs ： デプロ イ メ ン ト 時にアプ リ ケーシ ョ ン ス タブを生成する場合は、
こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。 これは推奨のオプシ ョ ンです。

5 ［Advanced Options］ を ク リ ッ ク し て、 このデプロ イ メ ン ト の詳細なプロパテ ィ を設定し
ます。 詳細については、 17 ページの 「デプロ イ メ ン ト の詳細オプシ ョ ン」 を参照し て
く ださ い。

6 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

ウ ィ ザード のステ ッ プ 2 が表示されます。

7 モジュールのデプロ イ メ ン ト 先にな るパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

選択可能なパーテ ィ シ ョ ンが自動的に リ ス ト に表示されます。 パーテ ィ シ ョ ンが表示
されない場合は、 ［Refresh List］ を ク リ ッ ク し て く ださい。 Shift キーまたは Ctrl キーを
押し たま ま ク リ ッ クする と、 複数のパーテ ィ シ ョ ンを選択でき ます。

8 終了し た ら、 ［Finish］ を ク リ ッ ク し ます。

9 モジュールのデプロ イ メ ン ト 中は、 ［Deploying Modules］ ダ イ ア ロ グに進行状況が表示
されます。

10 終了し た ら、 ［Close］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ アプ リ ケーシ ョ ン モジュール （EAR） の仕様によ り 、 マニフ ェ ス ト  フ ァ イルで指定し た
サブモジュールのク ラ スパス  エン ト リ はアプ リ ケーシ ョ ンの ク ラ スパスに追加する必要が
あ り ます。 こ の機能は、 多 く の場合使用し ません。 使用する場合は、 VM プロパテ ィ  
enable.add.classpath.entries を対応する設定フ ァ イル （partition.config や 
iastool.config など） に指定し て く ださい。
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デプロイメントの詳細オプション

デプロ イ メ ン ト  ウ ィ ザード のステ ッ プ 1 では、 ス タブ生成 と検証ツールの詳細オプシ ョ ン
を設定でき ます。

詳細設定を行う には ：

1 デプロ イ メ ン ト  ウ ィ ザード のステ ッ プ 1 で、 ［Advanced Options］ を ク リ ッ ク し ます。

［Advanced Deployment Options］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

2 ［Stub Generator］ タブで次のオプシ ョ ンを設定でき ます。

■ Generate stubs ： このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 デプロ イ メ ン ト 時にス タ
ブの生成が有効にな り ます。

■ Classpath ： ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から ク ラ スパス を選択し た り 、 ［Edit］ を ク リ ッ
ク し、 ク ラ スパスの リ ス ト にアーカ イブを追加し ます。

■ Edit ： ［Edit］ を ク リ ッ クする と ク ラ スパス  エデ ィ タが開き、 そ こ でアーカ イブ と パ
スの追加と削除ができ ます。

■ Java2IIOP arguments ： このフ ィ ール ド に java2iiop コマン ド ラ イ ン引数を入力
し ます。 有効な コマン ド ラ イ ン引数の リ ス ト については、 ［More Info］ を ク リ ッ クす
るか、 『Borland VisiBorker for Java 開発者ガイ ド』 の 「Java 対応プロ グ ラ マ ツー
ル」 を参照し て く ださ い。

■ More Info ： ［More Info］ を ク リ ッ クする と、 ス タブ ジェネレータのコ ンパイル フ ラ
グの使い方が表示されます。

■ Javac arguments ： こ のフ ィ ール ド に javac コマン ド ラ イ ン引数を入力し ます。

3 ［Verifier］ タブでは、 チェ ッ ク  ボ ッ ク ス を使って検証のレベルを選択でき ます。

■ Verify deployment descriptors ： Borland と標準のすべてのデス ク リ プタ を確認す
る場合は、 こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

■ Show all warnings ： デス ク リ プタに関するすべての問題のロ グ情報を受け取るに
は、 こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

■ Use strict (pedantic) checks ： デス ク リ プタの厳密なチェ ッ ク を行います。

4 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

追加モジュールのホスト

パーテ ィ シ ョ ンのフ ッ ト プ リ ン ト 上にない " デプロ イ メ ン ト 前 " のモジュールをホス ト す
る こ と もでき ます。 さ らに、 " 展開されたアーカ イブ " と呼ばれるパス （アーカ イブ形式
に変換されていないアプ リ ケーシ ョ ン） をホス ト する こ と も でき ます。

パーテ ィ シ ョ ンでアーカ イブをホス ト するには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンから、 デプロ イ メ ン ト 先のパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

2 パーテ ィ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ［Host additional module］ を選択し ます。

［Host Additional Module］ ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示されます。

3 アーカ イブをホス ト するには、 ［Select File］ を選択し ます。 展開されたアーカ イブをホ
ス ト するには、 ［Select Directory］ を選択し ます。

4 ホス ト する アーカ イブまたは展開されたアーカ イブを指定するには、 ［Browse］ を ク
リ ッ ク し ます。

5 オプシ ョ ンで、 ホス ト されるモジ ュールにわか り やすいモジ ュール名を指定でき ます。

6 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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パーティションの設定

ナビゲーシ ョ ン ペイ ンでパーテ ィ シ ョ ンを選択し た と きに内容ペイ ンに表示されるプロパ
テ ィ などのパーテ ィ シ ョ ンのプロパテ ィ を設定でき ます。 パーテ ィ シ ョ ン、 パーテ ィ シ ョ
ンのプロパテ ィ 、 統計情報の収集の設定、 JMX エージェ ン ト の設定、 ロ グの設定、 JMX 
ク ラ イ アン ト の設定、 時間ルール、 管理の詳細オプシ ョ ンなどの一般情報を指定でき ま
す。

パーテ ィ シ ョ ンのプロパテ ィ を編集するには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンでパーテ ィ シ ョ ンを選択し、 右ク リ ッ ク し ます。

2 ［Properties］ を選択し ます。

［Partition Properties］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

3 以下で説明する タブを使用し て、 設定を編集し ます。

4 変更が完了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

一般プロパティ

［General］ タブのプロパテ ィ では、 パーテ ィ シ ョ ンの一般情報を指定でき ます。

次のオプシ ョ ンを編集でき ます。

■ Display name ： 管理コ ン ソールに表示されるパーテ ィ シ ョ ンの名前を入力し ます。

■ Data directory ： パーテ ィ シ ョ ンのフ ッ ト プ リ ン ト の場所 （エージェ ン ト からの相対パ
ス） を入力し ます。

■ Version ： 管理システムによ って作成および管理されるバージ ョ ン番号。

■ Vendor ： 管理オブジェ ク ト のベンダー。 標準パーテ ィ シ ョ ンのベンダーは、 Borland 
Software Corporation です。

■ Description ： パーテ ィ シ ョ ンの説明 （オプシ ョ ン）。

パーティション設定のプロパティ

［Partition Settings］ タブのプロパテ ィ を使用し て、 パーテ ィ シ ョ ンのコマン ド ラ イ ン引数の
指定と、 JPDA デバッ グの設定を行います。

次のオプシ ョ ンを設定でき ます。

■ Arguments ： パーテ ィ シ ョ ン実行可能フ ァ イルのコマン ド ラ イ ン引数を スペース区切
り リ ス ト で入力するか、 ［Edit］ ボタ ンを押し てコマン ド ラ イ ン引数を リ ス ト に保存でき
ます。

■ Enable JPDA remote debugging ： パーテ ィ シ ョ ンでデバッ グを有効にするかど う か
を指定し ます。

■ JPDA debugging transport address ： パーテ ィ シ ョ ンに接続するために JPDA デバッ
ガによ って使用されるポー ト 。 ラ ンダムにポー ト を割 り 当て る場合は、 このフ ィ ール
ド を空白にし ます。

■ Suspend partition until debugger attaches ： オンにされた場合は、 デバッ ガがア タ ッ
チに成功する までパーテ ィ シ ョ ンを 「Running （実行中）」 と し てマーク し ません。
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統計情報のプロパティ

［Statistics］ タブのプロパテ ィ では、 統計のタブに表示される統計情報を管理コ ン ソールか
ら収集でき ます。 統計情報の収集は、 デフ ォル ト で有効にな り ます。 統計情報の収集を無
効にする と、 パーテ ィ シ ョ ンのパフ ォーマン スが向上し ます。

有効にする と、 統計情報の収集について次の設定を行 う こ と ができ ます。

■ Enable Agent Statistics ： こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て、 パーテ ィ シ ョ ンの統
計情報エージェ ン ト を有効にし ます。

［Statistics level］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト を使用し て、 ロ グのレベルを設定でき ます。 ま
た、 ［Snapshot period］ フ ィ ール ド に値を入力し て、 ポー リ ング間隔を設定でき ます。

■ Enable Agent Statistics Reaping ： このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て、 保存されて
いる統計情報を定期的に削除し、 デ ィ ス ク  スペース を確保し ます。

［Reap older than］ に値を入力し て、 統計情報を保存する期間を指定し ます。 ［Reap 
period］ に値を入力し て、 統計情報ロ グを削除する頻度を設定でき ます。

JMX エージェントのプロパティ

［JMX Agent］ タブのプロパテ ィ を使用すれば、 パーテ ィ シ ョ ンに実装される  JMX MBean 
サーバー、 RMI-IIOP アダプタ と  HTTP アダプタ、 および MLet サービ スの一部のオプシ ョ
ンを設定でき ます。

次のオプシ ョ ンを編集でき ます。

■ Enable JMX ： こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 JMX MBean サーバーが有効に
な り ます。

MBean サーバーは、 JMX のエージェ ン ト 仕様レベルで定義される イ ン ターフ ェ イ ス と
フ ァ ク ト リ  オブジェ ク ト です。 このオプシ ョ ンは、 JMX コ ン ソールを起動する ために
有効にする必要があ り ます （『管理コ ン ソール ユーザーズ ガイ ド』 の 「JMX コ ン ソー
ルの使い方」 を参照）。

■ Enable HTTP Adaptor ： こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 HTTP アダプタが有
効にな り ます。

HTTP アダプタは、 HTML 3.2 準拠のブラ ウザまたはアプ リ ケーシ ョ ンを使ってパー
テ ィ シ ョ ンを管理するための HTTP プロ ト コルのアダプタです。

こ の設定タブでは、 HTTP アダプタが監視するポー ト の番号 （デフ ォル ト 値 8082） を設
定し、 XSLT プロセ ッサを有効にでき ます。 Web ブラ ウザを使ってパーテ ィ シ ョ ンを監
視する場合は、 XSLT プロセ ッ サを有効にし て、 HTTP アダプタの出力を未編集の XML 
から  HTML に変換する必要があ り ます。 ホス ト 名 （デフ ォル ト 名 localhost） を設定
するには、 partition.xml を編集する必要があ り ます （詳細については、 345 ページ
の 「パーテ ィ シ ョ ン XML リ フ ァ レ ン ス」 を参照）。

■ Enable RMI-IIOP adaptor ： こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 RMI-IIOP アダプ
タが有効にな り ます。

RMI-IIOP アダプタは、 JMX ク ラ イ アン ト  フ レーム ワーク に基づ く ので、 管理アプ リ
ケーシ ョ ンが RMI を使って MBean サーバーと通信する場合に役立ちます。

■ Enable mlet service ： このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 MLet サービ スが有効に
な り ます。

MLet サービ スによ って、 MBean サーバーの JVM 内の MBean ク ラ ス と リ ソース を 1 つ
の操作で簡単に リ モー ト  ホス ト から ロー ド し て登録でき ます。

JMX エージェ ン ト のプロパテ ィ 設定の詳細については、 345 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン 
XML リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て く ださい。 JMX コ ン ソール （パーテ ィ シ ョ ンに関連付け
られている  MBean の監視に使用でき る  JMX ク ラ イ アン ト ） の使い方については、 『管理
コ ン ソール ユーザーズ ガイ ド』 の 「JMX コ ン ソールの使い方」 を参照し て く ださい。
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JDK のプロパティ

［JDK］ タブのプロパテ ィ では、 パーテ ィ シ ョ ンに JDK のプロパテ ィ を設定でき ます。

次のオプシ ョ ンを編集でき ます。

■ Select the JDK to be used by this partition ： ク リ ッ ク し て リ ス ト から適切な JDK を
選択し ます。

■ Heap and Thread Stack Sizes ： ［Initial heap size］ フ ィ ール ド に値を入力し て、 初期
ヒ ープサイ ズを設定し ます。

［Maximum heap size］ フ ィ ール ド に値を入力する と、 大 ヒ ープサイ ズを制御でき ます。
VM によ る ス レ ッ ド の管理方法を制御するには、 ［Java thread stack size］ フ ィ ール ド を使
用し ます。

■ Java VM Type ： 適切な ラ ジオボタ ンを選択し て、 Java VM タ イプを選択し ます。 値は、
［Server］、 ［Client］、 ［Other］ です （ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から カ ス タマイ ズ）。

その他の JDK オプシ ョ ン
［Advanced Configuration］ を ク リ ッ ク し て、 編集ウ ィ ン ド ウに 
partition_server.config フ ァ イルを開き ます。 必要に応じ て、 フ ァ イルにエン ト リ
を追加し ます。 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

パフ ォーマンス調整のヒ ン ト
［Performance Tuning Hints］ を ク リ ッ ク し て、 パーテ ィ シ ョ ンのパフ ォーマン スの 適
化に関する ヒ ン ト を取得し ます。 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 パフ ォーマ
ン ス調整の詳細については、 24 ページの 「パーテ ィ シ ョ ンのパフ ォーマン スの調整」
を参照し て く ださい。

VisiBroker のプロパティ

［VisiBroker］ タブのプロパテ ィ では、 パーテ ィ シ ョ ンで使用される  VisiBroker ORB のプロ
パテ ィ の一部を調整でき ます。

次のオプシ ョ ンを編集でき ます。

■ Select a server connection manager ： ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト からサーバー接続マ
ネージ ャ を選択し ます。

■ Listener port ： サーバー接続マネージャの リ スナー ポー ト を設定し ます。

■ Connection Pool ： これらのフ ィ ール ド で、 許容される 大接続数と 大接続ア イ ド ル
時間を設定し ます。

■ Thread Dispatcher Pool ： これらのフ ィ ール ド で、 許容される ス レ ッ ド の範囲 と 大
ス レ ッ ド  ア イ ド ル時間を設定し ます。

その他の VisiBroker オプシ ョ ン

［Advanced］ を ク リ ッ ク し て、 編集ウ ィ ン ド ウに vbroker.properties フ ァ イルを開き
ます。 必要に応じ てフ ァ イルを編集し ます。 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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セキュリティのプロパティ

［Security］ タブのプロパテ ィ では、 パーテ ィ シ ョ ンのセキ ュ リ テ ィ 情報を設定でき ます。

セキ ュ リ テ ィ を有効にするには、 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から ［Security profile］ を選択し ま
す。 パーテ ィ シ ョ ンで SSL を有効にするには、 ssl_enabled オプシ ョ ンを選択し ます。
ssl_enabled を選択し た場合は、 次のオプシ ョ ン も設定でき ます。

■ SSL Listener Settings ： SSL リ スナー ポー ト を設定し、 そのポー ト を介し て接続する
ク ラ イ アン ト の信頼を有効にし ます。

■ SSL Connection Pool ： これらのフ ィ ール ド で、 許容される 大接続数 と 大接続ア
イ ド ル時間を設定し ます。

■ SSL Thread Dispatcher Pool ： これらのフ ィ ール ド で、 許容される ス レ ッ ド の範囲 と
大ス レ ッ ド  ア イ ド ル時間を設定し ます。

ログ設定のプロパティ

［Log Settings］ タブのプロパテ ィ では、 パーテ ィ シ ョ ンにロ グのプロパテ ィ を設定でき ま
す。

次のオプシ ョ ンを編集でき ます。

■ Partition log format ： ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から ロ グ形式 （XML またはテキス ト ） を
選択し ます。

■ Trace Level Settings ： ト レースが提供されている各サービ スに ト レース  レベル （必要
小限 （minimal） または詳細 （verbose）） を選択し ます。

時間ルールのプロパティ

［Time Rules］ タブでは、 パーテ ィ シ ョ ンの実行 と停止の時刻に関するルールを設定でき ま
す。

次のプロパテ ィ を編集でき ます。

■ Default state ： パーテ ィ シ ョ ンのデフ ォル ト の状態を実行中にするか、 停止状態にする
かを こ の ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト で指定し ます。

■ Rules ： パーテ ィ シ ョ ンの管理オブジェ ク ト を利用でき る時間に関するルールを設定し
ます。

詳細設定のプロパティ

［Advanced］ タブのプロパテ ィ では、 パーテ ィ シ ョ ンの管理方法に関する詳細情報を設定で
き ます。

2 種類の管理情報 （「管理オブジェ ク ト の設定」 と 「管理ア ク シ ョ ンの設定」） を設定でき
ます。

管理オブジ ェ ク ト の設定

次の管理オブジェ ク ト の設定を編集でき ます。

■ Local restart ： チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 リ モー ト  ハブが要求を送信するの
ではな く 、 ローカル エージェ ン ト がパーテ ィ シ ョ ンを再起動し ます。

■ Escalate stop ： チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする と、 パーテ ィ シ ョ ンの停止処理がタ イ
ムア ウ ト になった場合に、 強制終了に移行し ます。

■ Ping policy ： ［Always］ に設定する と、 パーテ ィ シ ョ ンは、 実行中かど う かにかかわら
ず常にステータ ス を ping されます。 ［Not-when-stopped］ に設定する と、 パーテ ィ シ ョ ン
は、 実行中と わかる場合にだけ ping されます。

■ Ping strategy ： こ の操作に使用する ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ。

■ Ping interval ： パーテ ィ シ ョ ンの状態をチェ ッ クする間隔 （秒）。
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■ Max failure retries ： 管理オブジェ ク ト が起動、 停止などの操作を再試行でき る 大回
数。

■ Failure retry interval ： 管理オブジェ ク ト が操作を再試行する間隔。

管理アクシ ョ ンの設定

こ こ には、 パーテ ィ シ ョ ンの起動、 停止、 強制終了を設定する  3 つのタブがあ り ます。 起
動、 停止、 強制終了の各操作に対し て、 次の項目を設定でき ます。

■ Strategy ： この操作に使用する  AppServer のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ。

■ First ping delay ： ping を開始する までの時間。 初の ping 操作に遅延時間を設定し な
い場合は、 こ のフ ィ ール ド を空白にし ます。

■ Ping interval ： 操作が成功し たかど う かを判断するためにパーテ ィ シ ョ ンの状態を
チェ ッ クする間隔。

■ Retry interval ： （停止 と強制終了のタブのみ） 再試行の間隔。

■ Max retries ： 初に操作が失敗し てから管理オブジェ ク ト が操作を再試行する 大回
数。

■ Timeout ： 成功する まで操作を続行する時間。

パーティション情報の表示

ナビゲーシ ョ ン ペイ ンでパーテ ィ シ ョ ンを選択する と、 管理コ ン ソールの右側の内容ペイ
ンにさ まざまな情報が表示されます。 こ こ では、 内容ペイ ンに表示される タブ と、 タブに
表示される情報について説明し ます。

［General］ タブ

［General］ タブには、 パーテ ィ シ ョ ンに関する基本的な情報が表示されます。 一般プロパ
テ ィ 、 パーテ ィ シ ョ ンのプロパテ ィ 、 セキ ュ リ テ ィ 設定、 Web コ ンテナ ルー ト  コ ンテキ
ス ト の 4 つのカテゴ リ の情報が表示されます。

一般プロパテ ィ
■ Display Name ： 管理コ ン ソールに表示されるパーテ ィ シ ョ ンの名前。

■ Name ： パーテ ィ シ ョ ンの論理名。

■ Agent name ： パーテ ィ シ ョ ンのホス ト エージェ ン ト 名。

■ Data directory ： パーテ ィ シ ョ ンのフ ッ ト プ リ ン ト の場所 （エージェ ン ト からの相対パ
ス）。

■ Version ： ユーザーがオプシ ョ ンで指定し たバージ ョ ン番号。

■ Vendor ： ユーザーが指定し たパーテ ィ シ ョ ンのベンダー。

■ Description ： ユーザーがオプシ ョ ンで指定し た説明。

パーテ ィ シ ョ ンのプロパテ ィ
■ Path of partition on server ： パーテ ィ シ ョ ンのフ ッ ト プ リ ン ト の物理的な場所。

■ Verify all modules when loaded ： パーテ ィ シ ョ ンの起動時に検証ツールを実行するか
ど う かを指定する フ ラ グ。

セキュ リ テ ィ のプロパテ ィ
■ Security profile ： パーテ ィ シ ョ ンで基本的なセキ ュ リ テ ィ （認証 / 承認） を有効にする

かど う かを指定する フ ラ グ。

■ Secure transport enabled ： RPC が SSL を実装するかど う かを指定する フ ラ グ。
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Web コ ンテナ ルー ト  コ ンテキス ト

［General］ タブのこのプロパテ ィ では、 Web コ ンテナのルー ト  コ ンテキス ト が表示されま
す。

［Properties］ タブ

［Properties］ タブには、 JPDA リ モー ト  デバッ グ と サーバー接続マネージ ャ設定に関する情
報が表示されます。

仮想マシン
■ Enable JPDA remote debugging ： パーテ ィ シ ョ ンでデバッ グを有効にするかど う か

を指定し ます。

■ JPDA debugging transport address ： パーテ ィ シ ョ ンに接続するために JPDA デバッ
ガによ って使用されるポー ト 。

■ Suspend partition until debugger attaches ： true の場合は、 デバッ ガがア タ ッチに成
功する までパーテ ィ シ ョ ンを "Running （実行中） " と し てマーク し ません。

サーバー接続マネージャ設定
■ Server connection manager name ： パーテ ィ シ ョ ンにサービ ス を提供するサーバー接

続マネージ ャ。

■ Listener port ： サーバー接続マネージャが着信接続を監視するポー ト 。

■ Connection Pool ： パーテ ィ シ ョ ンへの接続の許容される 少数 と 大数の範囲を表示
し ます。

■ Dispatcher Pool ： パーテ ィ シ ョ ン内のス レ ッ ド の許容される 少数 と 大数の範囲を
表示し ます。 ほかに、 大ス レ ッ ド ア イ ド ル時間も表示されます。

［XML］ タブ

［XML］ タブには、 パーテ ィ シ ョ ンの管理プロパテ ィ を定義する  XML データ  ブロ ッ クが
表示されます。 こ のデータ  ブロ ッ クは、 configuration.xml フ ァ イルから抜粋されま
す。

［Class Loading］ タブ

［Class Loading］ タブには、 パーテ ィ シ ョ ンのク ラ ス ローデ ィ ング ポ リ シー と ク ラ ス ロー
ダー階層が表示されます。

［Logs］ タブ

［Logs］ タブには、 log4j、 stderr、 stdout のロ グが表示されます。 タブの左上隅にあ る ド ロ ッ
プダウ ン リ ス ト を使用し て、 各ロ グの内容を表示し ます。 log4j ロ グには、 フ ィ ルタ リ ン
グの機能があ り ます。

［Status］ タブ

パーテ ィ シ ョ ンの統計情報エージェ ン ト を有効にし ている場合は、 ［Status］ タブにパー
テ ィ シ ョ ンに関する情報が リ アルタ イ ムで表示されます。 統計収集を有効にするには、 19
ページの 「統計情報のプロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。
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［JDBC Pool States］ タブ

パーテ ィ シ ョ ンの統計情報エージェ ン ト を有効にし ている場合は、 ［JDBC Pool States］ タブ
に JDBC プールに関する情報が リ アルタ イ ムで表示されます。 統計収集を有効にするに
は、 19 ページの 「統計情報のプロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。

パーティションのパフォーマンスの調整

パーテ ィ シ ョ ンには、 パフ ォーマン スのチューニング ウ ィ ザー ド があ り 、 パーテ ィ シ ョ ン
の操作に関する環境設定を行 う こ と ができ ます。 パフ ォーマン ス  チューニングの詳細プロ
パテ ィ も設定でき ます。

パーテ ィ シ ョ ンを調整するには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンから、 調整するパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

2 パーテ ィ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ［Performance Tuning］ を選択し ます。 ［Performance 
Tuning Wizard ｜ Step 1］ が表示されます。

こ のステ ッ プで、 統計情報の調整の使用モデルを選択でき ます。 こ こ で選択し た内容
は、 ウ ィ ザード の次のステ ッ プにあ る統計情報の収集の設定に反映されます。 次のモ
デルから選択し ます。

■ Developer ： 大レベルの統計情報の収集を有効にし ます。

■ System test ： 中間レベルの統計情報の収集を有効にし ます。

■ Production ： 小レベルの統計情報の収集を有効にし ます。

■ Best performance ： このオプシ ョ ンを選択する と、 統計情報の収集が無効にな り 、
パーテ ィ シ ョ ンのパフ ォーマン スが向上し ます。

■ Custom ： 目的の設定が上記の定義済みの使用モデルに該当し ない場合は、 こ のオ
プシ ョ ンを選択し ます。 上記の使用モデルをカ ス タマイ ズする こ と も でき ますが、
その場合、 使用モデルはカ ス タ ム と表示されます。

3 終了し た ら、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Performance Tuning Wizard ｜ Step 2］ が表示さ
れます。

こ のステ ッ プでは、 パーテ ィ シ ョ ンが操作に関する統計情報を収集する方法を選択し
ます。 統計情報は、 デ ィ ス ク に書き込まれ、 内容ペイ ンのパーテ ィ シ ョ ンの 
［Statistics］ タブに表示されます。 パーテ ィ シ ョ ンの統計の詳細については、 345 ページ
の 「パーテ ィ シ ョ ン XML リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て く ださい。 パフ ォーマン ス を 大
にするには、 統計情報の収集を無効にし ます。 このステ ッ プでは、 次のオプシ ョ ンを
指定でき ます。

■ Enable Agent Statistics ： こ のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て、 パーテ ィ シ ョ ンの
統計情報エージェ ン ト を有効にし ます。 ［Statistics level］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト を使
用し て、 ロ グのレベルを設定でき ます。 また、 ［Snapshot period］ フ ィ ール ド に値を入
力し て、 ポー リ ング間隔を設定でき ます。

■ Enable Agent Statistics Reaping ： このチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし て、 保存され
ている統計情報を定期的に削除し、 デ ィ ス ク  スペース を確保し ます。 ［Reap older 
than］ に値を入力し て、 統計情報を保存する期間を指定し ます。 ［Reap period］ に値を
入力し て、 統計情報ロ グを削除する頻度を設定でき ます。

4 続行するには、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 ステ ッ プ 3 が表示されます。

不要または使用されていないデプロ イ メ ン ト  モジュールをパーテ ィ シ ョ ンで有効にす
る と、 パーテ ィ シ ョ ンの起動時間が長 く な り 、 メ モ リ のフ ッ ト プ リ ン ト が増加し、 ガ
ベージ コ レ ク シ ョ ンにかかる時間が長 く な り ます。 無効にするモジュールを リ ス ト か
ら選択し ます。 Shift キーまたは Ctrl キーを押し たま ま ク リ ッ クする と、 複数のモ
ジュールを選択でき ます。

5 続行するには、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 ステ ッ プ 4 が表示されます。

アプ リ ケーシ ョ ンで必要がないパーテ ィ シ ョ ン サービ ス を無効にでき ます。 パーテ ィ
シ ョ ン サービ ス を無効にするには、 チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオフにし ます。 有効にするに
は、 チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。
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6 続行するには、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 ステ ッ プ 5 が表示されます。

VM パラ メ ータ をアプ リ ケーシ ョ ンに合わせて調整すれば、 パフ ォーマン ス を向上でき
ます。 こ のステ ッ プで、 次の設定を行 う こ と ができ ます。

■ Select the JDK to be used by this partition ： リ ス ト から  JDK を ク リ ッ ク し て選択
し ます。

■ Heap and Thread Stack Sizes ： ［Initial heap size］ フ ィ ール ド に値を入力し て、 初期
ヒ ープサイ ズを設定し ます。 ［Maximum heap size］ フ ィ ール ド に値を入力する と、
大 ヒ ープサイ ズを制御でき ます。 VM によ る ス レ ッ ド の管理方法を制御するには、
［Java thread stack size］ フ ィ ール ド を使用し ます。

■ Java VM Type ： 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。 有効な値は、 ［Server］、 ［Client］、
［Other］ です （ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から選択）。

さ らに、 一部の詳細設定 （25 ページの 「パフ ォーマン スのチューニングの詳細オプ
シ ョ ン」 を参照） を行い、 パフ ォーマン ス調整の ヒ ン ト を参照する こ と も でき ます。

7 終了し た ら、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 ステ ッ プ 6 が表示されます。

パフ ォーマン スに影響を与え る  VisiBroker パラ メ ータの一部を設定でき ます。 こ のス
テ ッ プで、 次の設定を行 う こ と ができ ます。

■ Connection Pool ： 適切なダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで、 許容される 大接続数と 大接
続ア イ ド ル時間を設定し ます。

■ Dispatcher Pool ： ［Minimum number of threads］ フ ィ ール ド と  ［Maximum number of 
threads］ フ ィ ール ド で、 許容される ス レ ッ ド数の範囲を設定でき ます。 ［Maximum 
thread idle time］ フ ィ ール ド を設定し ます。

■ Security ： パーテ ィ シ ョ ンで基本的なセキ ュ リ テ ィ （認証 / 承認） を有効にするかど
う かを指定する フ ラ グ。

8 続行するには、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。 後のステ ッ プが表示されます。

こ のステ ッ プでは、 J2EE 固有のプロパテ ィ を調整でき ます。 次の設定を設定でき ます。

■ EJB Container Tuning ： ［Session passivation timeout］ フ ィ ール ド を設定し ます。
Bean 内呼び出しで PBV を使用するには、 チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにし ます。

■ Message-driven bean thread pool ： ［Minimum number of threads］ フ ィ ール ド と  
［Maximum number of threads］ フ ィ ール ド に値を設定し て、 ス レ ッ ド プールの範囲を
設定し ます。 ［Maximum thread idle time］ フ ィ ール ド を設定し ます。

■ Web Container Tuning ： ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から  HTTP サービ ス  コネ ク タ を選
択し、 プロセ ッ サ と接続タ イ ムア ウ ト について設定し ます。

9 終了し た ら、 ［Finish］ を ク リ ッ ク し ます。

パフォーマンスのチューニングの詳細オプション

パフ ォーマンスのチューニングの詳細オプシ ョ ンにアクセスするには ：

1 パフ ォーマン ス  チューニング ウ ィ ザード のステ ッ プ 4 で、 ［Advanced Configuration］ を
ク リ ッ ク し ます。

2 編集ウ ィ ン ド ウに partition_server.config フ ァ イルが表示されます。

3 必要に応じ てフ ァ イルを編集し ます。 終了し た ら、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。
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ログ ファイルへのパーティションのスタック トレースのダ
ンプ

ト ラブルシューテ ィ ングのために、 ロ グ フ ァ イルにパーテ ィ シ ョ ンのス タ ッ ク  ト レース
をダンプでき ます。

ログ フ ァ イルにパーテ ィ シ ョ ンのス タ ッ ク  ト レースをダンプするには ：

1 ナビゲーシ ョ ン ペイ ンでパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

2 パーテ ィ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ［Dump stack to log］ を選択し ます。

3 ス タ ッ ク  ト レースは、 次の場所にあ る  stdout.log にダンプ されます。

<install_dir>/var/domains/<domain-name>/configurations/<configuration-name>/ 
     mos/<partition-name>/adm/logs/<partition_name>.stdout.log

パーティションと Optimizeit Profiler または ServerTrace 
の実行

Optimizeit ServerTrace と  Optimizeit Profiler が統合された管理コ ン ソールの設定 と使い方に
ついては、 『管理コ ン ソール ユーザーズ ガイ ド』 の 「Optimizeit Profiler と  ServerTrace の使
い方」 を参照し て く ださ い。
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第 章

Chapter   4Web コンポーネント    
こ こでは、 Borland AppServer （AppServer） に含まれ、 VisiBroker Edition の一部 （Web サービ
スパッ ク （VisiExchange） コ ンポーネン ト ） と してオプシ ョ ンでイ ンス ト ールでき る  Web コ
ンポーネン ト に関する情報を提供し ます。 詳細については、 Borland AppServer の 『イ ンス
ト ールガイ ド』 の 「Borlans AppServer の Windows へのイ ンス ト ール」 または 「Borland 
AppServer または Linux へのイ ンス ト ール」 のセク シ ョ ンを参照して く ださい。

Apache Web サーバーのインプリメンテーション

オープンソース Apache Web Server バージョン 2.3 （httpd サーバー） の AppServer のインプリメン
テーションは HTTP 1.1 準拠で、 Apache モジュールを介して高度にカスタマイズ可能です。

Apache 設定

Apache Web サーバーはあ らかじめ設定済みで出荷されるので、 起動し てすぐに使用でき
ます。 Apache の起動時に、 多 く のモジ ュールが動的にロード されます。 Apache は、 後で、
1 つ以上の Web コ ンテナで IIOP コネ ク タ、 ク ラ ス タ、 フ ェ イルオーバー、 負荷分散の設
定をカス タマイ ズでき ます。 管理コ ン ソールを使って設定フ ァ イルを変更でき ます。 プ
レーンテキス ト の設定フ ァ イル httpd.conf で、 指示文を使って変更する こ と もでき ま
す。

デフ ォル ト では、 Apache httpd.conf フ ァ イルは次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/
mos/<apache_managedobject_name>/conf

また、 httpd.conf フ ァ イルの場所については、 次の場所にあ る  configuration.xml 
フ ァ イルを参照し て く ださ い。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>

そ し て、 Apache 管理オブジェ ク ト の apache-process httpd-conf サブ要素の属性を検
索し ます。

httpd-conf=

IIOP コネ ク タ／ リ ダ イ レ ク タの httpd.conf フ ァ イルの設定については、 「Web サーバー
と  Web コ ンテナの接続」 の 37 ページの 「Apache における  IIOP 設定の変更」 を参照し て
く ださ い。
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Apache Web サーバーのインプリメンテーション

Apache 設定構文

httpd.conf フ ァ イルを編集する際は、 次に示す構文のガイ ド ラ イ ンにし たがって く ださ
い。

■ httpd.conf フ ァ イルは、 1 行に 1 つの指示文から な り ます。

■ 指示文が次の行に続 く こ と を示すには、 行の 後の文字と し てバッ ク ス ラ ッ シュ （日
本語環境では ¥ 記号） を使用し ます。

■ 行の 後と バッ ク ス ラ ッ シ ュ 「\」 の間に、 ほかの文字や空白は入れないで く ださい。

■ 指示文では大文字と小文字は区別し ませんが、 指示文の引数では大文字と小文字が区
別される場合があ り ます。

■ ハッ シュ文字 「#」 で始ま る行はコ メ ン ト とみな されます。

■ 設定指示文の後の行には、 コ メ ン ト は挿入でき ません。

■ 指示文の前にあ る空行と空白は無視されるため、 わか り やす く するために指示文を イ
ンデン ト する こ と ができ ます。

特権ポートでの Apache Web サーバーの実行

UNIX ホス ト の特権ポー ト にア ク セスするプロセスは、 適切なア ク セス許可を持つ必要が
あ り ます。 た と えば、 ユーザー root のア ク セス許可付きでプロセス を開始する必要があ
り ます。 通常、 root のア ク セス許可付きで開始する必要があ るプロセスは、 設定内の一部
のプロセスだけです。 setuser ス ク リ プ ト は、 Apache Web サーバーがルー ト またはルー
ト 特権で起動でき る よ う に BES を設定し ます。 setuser ツールの使い方 と マルチユー
ザーモード については、 『イ ン ス ト ール ガイ ド の』 「setuser ツールによ る所有権の管理」 を
参照し て く ださ い。

設定を開始する前に、 Apache を イ ン ス ト ールするシステムについて、 以下の情報を収集し
ます。

1 AppServer イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ

2 ルー ト  UID を放棄し た後にエージェ ン ト が使用する アカ ウ ン ト 、 つま り イ ン ス ト ール
オーナーのユーザー名と グループ名。

3 システムルー ト アカ ウ ン ト のユーザー名と グループ名 （通常は root/sys）

次の手順で、 Apache Web サーバーがポー ト  80 で実行する よ う に設定する方法を説明し ま
す。

1 管理ハブ と  Apache Web サーバーを含む設定フ ァ イルが実行されていないこ と を確認し
ます。

2 AppServer イ ン ス ト ールでマルチユーザーモード を有効にし ます。

a プロパテ ィ を編集し ます。

agent.mum.enabled.root.mo=true

次の場所にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/base/adm/properties/agent.config

b root ユーザーにな り ます。

c setuser ス ク リ プ ト を実行し ます。

setuser -u <user> -g <group> +m

こ こ で、 <user> と  <group> はイ ン ス ト ールオーナーのアカ ウ ン ト 属性です （上記の 
B を参照）。

3 管理ハブを起動し ます。

4 管理コ ン ソールにあ る  Apache Web サーバーを編集し ます。

a Apache Web サーバーの MO を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択し ます。

b ［Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで ［Apache Process Settings］ タブを選択し ます。
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c ［More settings］ を ク リ ッ ク し、 ［Advanced Process Settings］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を開
き ます。

d ［Platform Specific Settings］ タブを選択し ます。

e ［Unix Settings］ グループで、 ［Start as user］ と ［Start as group］ フ ィールド にシステム
ルー ト アカウ ン ト のユーザー名と グループ名を入力し ます （上記の C を参照）。

f ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［Advanced Process Settings］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ ます。

g ［Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ［Files］ タブを選択し、 httpd.conf フ ァ イルを選
択し ます。

h ユーザーと グループの指示文を、 AppServer イ ン ス ト ールを所有する アカ ウ ン ト の
ユーザー名と グループ名の値に変更し ます （上記の B を参照）。

i Listen 指示文を 「80」 に変更し ます。

j ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［Apache Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ ます。

5 設定フ ァ イルを起動し ます。

.htaccess ファイルの使い方

Apache Web サーバーでは、 Web ツ リ ーの中に置かれた .htaccess フ ァ イルで、 設定を
分散的に管理し ます。 これらのフ ァ イルは、 AccessFileName 指示文で指定し ます。

.htaccess フ ァ イルに書かれた指示文は、 このフ ァ イルが置かれたデ ィ レ ク ト リ と その
すべてのサブデ ィ レ ク ト リ に適用されます。 .htaccess フ ァ イルの構文は、 メ イ ンの設
定フ ァ イル と同じです。 .htaccess フ ァ イルは、 すべての要求で読み取られる ため、 こ
のフ ァ イルに対する変更はすぐに反映されます。 .htaccess フ ァ イルに組み込むこ と の
でき る指示文については、 指示文のコ ンテキス ト を参照し て く ださい。 .htaccess フ ァ
イルに組み込むこ と のでき る指示文は、 メ イ ンの設定フ ァ イルに AllowOverride 指示文
を設定し て制御し ます。

Apache デ ィ レ ク ト リ構造
Apache Web サーバーを イ ン ス ト ールする と、 デフ ォル ト では、 次の場所に Apache 固
有のデ ィ レ ク ト リ 構造が作成されます。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/
mos/<apache_managedobject_name>/

Apache 固有のデ ィ レ ク ト リ名 説明

cgi-bin すべての CGI スクリプトを格納します。

conf すべての設定ファイルを格納します。

error すべてのエラー html ドキュメントを格納します。

htdocs すべての HTML ドキュメントと Web ページを格納しま    
す。

icons .gif 形式のアイコン画像を格納します。

logs すべてのログファイルを格納します。

proxy Web アプリケーションのプロキシを格納します。
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Borland Web コンテナのインプリメンテーション

Borland Web コ ンテナは、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの開発とデプロ イ メ ン ト をサポー ト し ま
す。 Tomcat 5.5.17 をベースにし た Borland Web コ ンテナは AppServer Edition に含まれ、 オ
プシ ョ ンで VisiBroker Edition の一部と し て イ ン ス ト ールでき ます （VisiExchange に含まれ
る）。 詳細については、 Borland AppServer の 『イ ン ス ト ールガイ ド』 の 「AppServer の 
Windows へのイ ン ス ト ール」 または 「AppServer の Solaris または Linux へのイ ン ス ト ール」
のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い。

Borland Web コ ンテナは洗練された柔軟性のあ る ツールであ り 、 Servlets 2.4 仕様や JSP 2.0 
仕様をサポー ト し ます。

「パーテ ィ シ ョ ンサービ ス」 と し て、 Borland Web コ ンテナ設定フ ァ イルはすべて、 次の下
のパーテ ィ シ ョ ンの各データデ ィ レ ク ト リ に置かれています。

adm/tomcat/conf/

デフ ォル ト では、 パーテ ィ シ ョ ンのデータデ ィ レ ク ト リ は次の場所にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/
mos/<partition_name>/

た と えば、 「standard」 と い う 名前のパーテ ィ シ ョ ンの場合、 デフ ォル ト では、 Borland Web 
コ ンテナ設定フ ァ イルは次の場所にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/
mos/standard/adm/tomcat/conf/

また、 パーテ ィ シ ョ ンのデータデ ィ レ ク ト リ の場所については、 次の場所にあ る  
configuration.xml フ ァ イルを参照し て く ださい。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/

さ らに、 パーテ ィ シ ョ ン管理オブジェ ク ト の partition-process サブ要素の次の 
directory 属性を探し て く ださい。

<partition-process directory=

サーブレットと JavaServer Pages

「 サーブレット 」 とは、Web サーバーの機能を拡張する Java プログラムです。これらは、動的なコンテンツを生成
したり 、要求／応答の形式で Web クライアント との通信を行います。

「JavaServer Pages （JSP）」 は、 サーブレ ッ ト モデルよ り さ らに抽象的な ものです。 JSP は、
テンプレー ト データ、 カ ス タ ム要素、 ス ク リ プ ト 記述言語、 サーバー側 Java オブジェ ク ト
を使用し て、 ク ラ イ アン ト に動的コ ンテンツを返し拡張 Web 機能です。 通常、 テンプ
レー ト データは HTML 要素または XML 要素であ り 、 そのク ラ イ アン ト は多 く の場合 Web 
ブラ ウザです。

サーブレ ッ ト と  JSP は、 通常 Web サーバー内で実行されるサーバーコ ンポーネン ト です。
サーブレ ッ ト は、 HTML ページなど と は別に、 Web サーバーの拡張機能と し て開発し ます
が、 JSP では Java コード が直接 HTML に埋め込まれます。 実行時に、 JSP Java コード は自
動的にサーブレ ッ ト に変換されます。

サーブレ ッ ト は Web 要求を処理し、 これら をバッ ク エン ド のエン タープラ イ ズアプ リ
ケーシ ョ ンシステムに渡し、 処理結果を HTML や XML のク ラ イ アン ト イ ン ターフ ェース
と し て動的に表現し ます。 また、 サーブレ ッ ト はク ラ イ アン ト セ ッ シ ョ ン情報を管理する
ため、 ユーザーは同じ情報を何度も入力する必要があ り ません。
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一般的な Web アプリケーション開発プロセス

Web アプ リ ケーシ ョ ンの一般的な開発プロセスは、 次のよ う な手順にし たがいます。

1 Web デザイナが JSP コ ンポーネン ト を記述し、 ソ フ ト ウ ェア開発者が表示ロ ジ ッ ク を
処理するサーブレ ッ ト を作成し ます。

2 さ らに、 サーバー側コ ンポーネン ト （EJB アプ リ ケーシ ョ ン層、 CORBA オブジェ ク
ト 、 JDBC オブジェ ク ト ） に送る ク ラ イ アン ト 要求を処理する ために、 その他のソ フ ト
ウ ェアエンジニアが、 サーブレ ッ ト の Java ソース コード を記述し た り 、 .jsp フ ァ イル
や .html フ ァ イルを作成し ます。

3 Java ク ラ ス フ ァ イル、 .jsp フ ァ イル、 および .html フ ァ イルは、 デプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタ と バン ド ルされて WAR （Web ARchive） フ ァ イルにな り ます。

4 WAR フ ァ イル （または Web モジュール） は、 Web アプ リ ケーシ ョ ン と し て Borland 
Web コ ンテナにデプロ イ メ ン ト されます。

AppServer デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ （DDE） を使って Web アーカ イブ
（WAR） フ ァ イルを作成する方法については、 『ユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタエデ ィ タの使い方」 の 「WAR 情報の追加」 を参照し て く ださい。

Web アプリケーションアーカイブ（WAR）ファイル

Borland Web コ ンテナで Web アプ リ ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト するには、 Web アプ リ
ケーシ ョ ンを Web アーカ イブ （WAR） フ ァ イルにパッ ケージする必要があ り ます。 それ
には、 一般的な Java アーカ イブツール jar コマン ド を使用し ます。

WAR フ ァ イルには、 WEB-INF デ ィ レ ク ト リ を組み込みます。 このデ ィ レ ク ト リ には、
Web アプ リ ケーシ ョ ンに関連し たフ ァ イルが保存されます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンの ド
キ ュ メ ン ト ルー ト デ ィ レ ク ト リ と は異な り 、 WEB-INF デ ィ レ ク ト リ のフ ァ イルでは、 ク
ラ イ アン ト と の直接的な対話機能があ り ません。 WEB-INF デ ィ レ ク ト リ には、 次のもの
が入っています。

Borland 固有の DTD
web.xml フ ァ イルには、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのための標準的なデプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタ機能が含まれます。 ただし、 web-borland.xml には、 Borland 固有の拡
張機能を格納し ます。 以下の表では、 Borland 固有の要素と その使い方を説明し ます。
一部の要素は標準構造体を強化し た ものであ り 、 一部は新規の構造体です。

デ ィ レ ク ト リ／フ ァ イル名 内容

/WEB-INF/web.xml デプロイメントデスクリプタ

/WEB-INF/web- 
borland.xml

Borland 固有の DTD を持つデプロイメントデスクリプタ。

/WEB-INF/classes/* サーブレットとユーティリティクラス。 アプリケーションクラス
ローダーは、 このディレクトリでクラスをロードします。

/WEB-INF/lib/*.jar Web アプリケーションに役立つサーブレット、 Bean、 その 
他のユーティリティクラスを含む Java アーカイブ （JAR） ファ  
イル。 すべての JAR ファイルは、 クラスをロードするために  
Web アプリケーションのクラスローダーに使用します。
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Web コ ンテナの環境変数の追加
パーテ ィ シ ョ ンの Web コ ンテナ環境変数は、 パーテ ィ シ ョ ンサービ スの環境変数を
設定するの と同じ方法で追加でき ます。 <env-vars> 要素を使用し、 partition-
process サブ要素内で xml コード を挿入し ます。

メ モ Web コ ンテナ環境変数を追加する際は、 値のペアをスペースで区切って入力して く ださい。

すべての configuration.xml は、 デフ ォル ト では次のデ ィ レ ク ト リ に置かれています。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/

パーテ ィ シ ョ ンの管理オブジェ ク ト の Web コ ンテナ環境変数を追加するには、 env-vars 
要素と  env-var サブ要素を次の構文で使用し ます。

<managed-object name="standard"> ...> 
    <partition-process ...> 
        <env-vars ...> 
          <env-var name="name" value="value"/> 
        </env-vars> 
        ... 
</managed-object>

こ こ で、 <name> は環境変数名、 <value> は指定された環境変数に設定する値です。

次に例を示し ます。

<managed-object name="standard"> ...> 
    <partition-process ...> 
        <env-vars ...> 
          <env-var name="ABC" value="val_abc"/> 
        </env-vars> 
        ... 
</managed-object>

Microsoft Internet Information Services（IIS）Web 
サーバー

Microsoft Internet Information Services （IIS） Web サーバーは、 AppServer 製品には含まれて
いません。 ただし、 AppServer には、 Borland の Tomcat ベースの Web コ ンテナから  IIS 
Web サーバーへの接続 と、 IIS Web サーバーから  CORBA サーバーへの接続を提供する  
IIOP リ ダ イ レ ク タが含まれています。 IIOP リ ダ イ レ ク タは、 次の IIS バージ ョ ンでサポー
ト されています。

■ Microsoft Windows 2000/IIS バージ ョ ン 5.0
■ Microsoft Windows XP/IIS バージ ョ ン 5.1
■ Microsoft Windows 2003/IIS バージ ョ ン 6.0

詳細については、 46 ページの 「IIS Web サーバーと  Borland Web コ ンテナの接続」 を参照
し て く ださ い。

IIS/IIOP リダイレクタのディレクトリ構造

AppServer 製品を イ ン ス ト ールする と、 デフ ォル ト では、 次のよ う な IIS/IIOP リ ダ イ レ ク
タ固有のデ ィ レ ク ト リ 構造が作成されます。

<install_dir>/etc/iisredir2/

IIS/IIOP リ ダイ レ ク タ固有のデ ィ レ ク ト リ名 説明

conf すべての設定ファイルを格納します。

logs すべてのログファイルを格納します。
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スマー ト エージェ ン ト は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンの特定やマ ッ ピングに役立つサービ スです。 スマー ト エージェ ン ト は、 デフ ォル ト のプ
ロパテ ィ で自動的に起動し ます。 スマー ト エージェ ン ト の設定については、 『VisiBroker for 
Java 開発者ガイ ド』 の 「スマー ト エージェ ン ト の使い方」 を参照し て く ださい。

スマー ト エージェ ン ト は、 動的な分散デ ィ レ ク ト リ サービ スであ り 、 ク ラ イ アン ト プロ グ
ラ ム と オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの両方にサービ ス を提供し ます。 スマー ト
エージェ ン ト は、 バイ ン ドする ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムで使用するオブジェ ク ト 名やサー
ビ ス名をオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに関連付ける こ と で、 ク ラ イ アン ト プロ グ
ラ ムを適切なオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにマ ッ ピング し ます。 オブジェ ク ト イ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と は、 Borland Web コ ンテナなど、 サーバーが提供するオブジェ ク
ト リ フ ァ レン スのこ と です。

ローカルネ ッ ト ワーク内の少な く と も  1 つのホス ト でスマー ト エージェ ン ト を起動する必
要があ り ます。 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムが （bind メ ソ ッ ド で） オブジェ ク ト を呼び出す
と、 スマー ト エージェ ン ト が自動的に問い合わせを受けます。 スマー ト エージェ ン ト は、
ク ラ イ アン ト および指定されたオブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの間に接続を確立す
る ために、 オブジェ ク ト イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを検索し ます。 スマー ト エージェ ン ト と
の通信は、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムに対し て完全に透過的です。

次に、 AppServer Web コ ンポーネン ト によ る スマー ト エージェ ン ト の使用例を示し ます。

■ Apache Web サーバーの Borland Web コ ンテナへの接続

■ Borland Web コ ンテナの Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） への接続

Apache Web サーバーの Borland Web コンテナへの
接続

スマー ト エージェ ン ト は、 分散デ ィ レ ク ト リ サービ ス と し て、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス
のア ク テ ィ ブな ID を登録し、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムで使用し ます。 次の図では、 ス
マー ト エージェ ン ト でバイ ン ド し た ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム と オブジェ ク ト と の間の対話
を示し ます。 こ の例では、 Apache Web サーバーはク ラ イ アン ト と し て機能し、 Borland 
Web コ ンテナはサーバー と し て機能し、 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を提供し ます。

図 4.1 オブジ ェ ク ト リ フ ァ レンスにバイ ン ド し たク ラ イアン ト プログラム
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Borland Web コンテナの Java セッションサービスへ
の接続

こ の構成では、 起動時に複数の Web コ ンテナを Java セ ッ シ ョ ンサービ スに接続する必要
があ り ます。 ク ラ イ アン ト と サーバーは、 スマー ト エージェ ン ト で接続し ます。 次の図で
は、 Borland Web コ ンテナの複数のイ ン ス タ ン ス を示し ます。 それぞれの Web コ ンテナは
ク ラ イ アン ト と し て機能し ます。 起動時に、 スマー ト エージェ ン ト はデ ィ レ ク ト リ サービ
ス と し て問い合わせを受け、 JSS オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン ス を検索および接続し ます。
Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） については、 51 ページの 「Java セ ッ シ ョ ンサービ ス
（JSS） の設定」 を参照し て く ださい。

図 4.2 複数の Web コ ンテナを 1 つの JSS に接続する
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第 章

Chapter   5Web サーバーと Web コンテナの接続      
こ こ では、 Borland AppServer （AppServer） で提供され、 VisiBroker Edition の一部 （Web 
サービ スパッ ク （VisiExchange） コ ンポーネン ト ） と し てオプシ ョ ンでイ ン ス ト ールでき
る  Web サーバーと  Web コ ンテナ IIOP の接続性について説明し ます。 詳細については、
Borland AppServer 『イ ン ス ト ールガイ ド』 の 「Windows へのイ ン ス ト ール」 または
「Solaris または Linux へのイ ン ス ト ール」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

Apache と  CORBA の接続については、 61 ページの 「Apache Web サーバーから  CORBA 
サーバーへの接続」 を参照し て く ださい。

Apache Web サーバーと Borland Web コンテナの接続

こ こ では以下の Web コ ンポーネン ト の機能について説明し ます。

■ オープン ソース  Apache Web Server バージ ョ ン 2.2.3 のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン

■ Tomcat ベースの Borland Web コ ンテナ

■ Apache Web サーバーから  Tomcat ベースの Borland Web コ ンテナへの接続を提供する  
IIOP コネ ク タ

これらの Web コ ンポーネン ト は、 BorlandAppServer AppServer Edition に含まれ、 オプシ ョ
ンで VisiBroker Edition の一部と し て イ ン ス ト ールでき ます。 詳細については、 『イ ン ス
ト ールガイ ド』 の 「AppServer の Windows へのイ ン ス ト ール」 または 「AppServer の 
Solaris または Linux へのイ ン ス ト ール」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

Borland Web コンテナの IIOP 設定の変更

server.xml は、 Borland Web コ ンテナの メ イ ンの設定フ ァ イルで、 パーテ ィ シ ョ ンの
データデ ィ レ ク ト リ に格納されています。

adm/tomcat/conf/

詳細については、 「Web コ ンポーネン ト 」 の 30 ページの 「Borland Web コ ンテナのイ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

server.xml フ ァ イルには、 IIOP コネ ク タ設定に関する次のコード行があ り ます。

<Connector className="com.borland.catalina.connector.iiop.IiopConnector" 
 name="tc_inst1 debug="0" minProcessors="5" 
 maxProcessors="75" enableChunking="false" port="0" 
 canBufferHttp10Data="true" downloadBufferSize="4096" shortSessionId="false" />
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こ のコード行と次の属性を使って Borland Web コ ンテナの IIOP コネ ク タ を設定し ます。

属性 デフ ォル ト 値 説明

name tc_instl Apache および IIS Web サーバーがこのコネクタに到    
達するために使用する名前。

debug 0 デバッグ情報のレベルを設定する整数。デフォルトの
0 に設定すると、 デバッグはオフになります。 デバッ 
グをオンにするには、 1 に設定します。 詳細なデバッ 
グメッセージを得るには、 99 に設定します。

minProcessors 5 要求を処理するためにこのコネクタにあらかじめ作成
する 小スレッド数。

maxProcessors 75 要求を処理するためにこのコネクタに作成できる 大
スレッド数。

enableChunking false コネクタでチャンク化動作を有効にします。 チャンク
化を有効にするには、 この属性を true に設定しま  
す。 
重要 ： チャンク化を有効にする場合は、 サーブレット 
の応答ヘッダー Transfer-Encoding の値も  
chunked に設定する必要があります。 詳細につい 
ては、 「大量データのダ ウ ン ロー ド」 を参照してく
ださい。

downloadBufferSiz
e

4096 enableChunking を true に設定した場合に使用   
される、 「チャンク化」 バッファサイズを定義します。
この指示文は、 0 より大きい数値を受け付けます。 基 
本的に、 この指示文に指定するバイト数を大きくする
と、 データを Apache または IIS に送信するために必    
要な CORBA RPC の数が減少します。 ただし、 この   
指示文の設定値を大きくすると、 トランザクションを処
理する際に消費されるメモリが増えます。このパラメー
タを調整してパフォーマンス特性を微調整できます。
これにより、 管理者は、 メモリリソースの使用量より
RPC コストを重視してシステム上のアップロードを  
適化できます。 
メ モ ： 無効な値 （数値以外の値や負数） が存在す
ると、 デフォルト値の 4096 が使用されます。 詳細に  
ついては、 「大量データのダウ ン ロード」 を参照し
てください。

port 0 IIOP コネクタポート。 デフォルトの 0 （0） に設定す  
ると、 ランダムポートが選択されます。 メ モ ： Apache
または IIS からこのコネクタを探すのに corbaloc メカ    
ニズムを使用する必要がある場合は、 port を 0 以   
外の値に設定する必要があります。
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Apache における IIOP 設定の変更

httpd.conf フ ァ イルは、 Apache Web サーバーのグ ローバル設定フ ァ イルです。
httpd.conf フ ァ イルには、 IIOP コネ ク タに関する次の行があ り ます。

Windows   LoadModule iiop2_module <install_dir>/lib/<apache_managedobject_name>/ 
mod_iiop2.dll 

  IIopLogFile <install_dir>/var/domains/<domain_name>/ 
configurations/<configuration_name>/mos/<apache_managedobject_name>/ 
logs/mod_iiop.log 
  IIopLogLevel error  
  IIopClusterConfig <install_dir>/var/domains/<domain_name>/ 
configurations/<configuration_name>/mos/<apache_managedobject_name>/ 
conf/WebClusters.properties 
  IIopMapFile <install_dir>/var/domains/<domain_name>/ 
configurations/<configuration_name>/mos/<apache_managedobject_name>/ 
conf/UriMapFile.properties

canBufferHttp10Da
ta

true HTTP プロトコルのバージョンが 1.1 より低く、 コンテ   
ンツ長がサーブレットで設定されていない場合、 Web
コンテナは、次の 2 つのうちのいずれかを実行できま  
す。 データをバッファに入れることができる場合は、
コンテンツ長を計算した後、 応答を送信するか、 エ
ラーメッセージを生成できます。 データをバッファに
入れてメモリを消費するのを避けるには、 この属性を
false に設定します。 詳細については、 「HTTP 1.0  
プロ ト コルだけをサポー ト するブラ ウザ」 を参照
してください。

shortSessionId false IIOP コネクタセッション ID のサイズを縮小する   
Borland "collapsed locator" 機能を有効にするには、   
true に設定します。 デフォルトでは、 この属性は無 
効、 つまり false に設定されています。

IIOP コンテナは、 クライアントを指定された Borland  
Web コンテナ （サービスアフィニティ） に関連付ける 
ために、 文字列化されたオブジェクトリファレンス
（IOR） を使用します。 ネットワークルーターやブラウ
ザによっては、Session Id Cookie に格納された大きな   
ペイロードに対応できないものもあります。

この問題を解決するために、 Borland はサービスア 
フィニティをはるかに短いセッション ID 文字列を使っ  
て実装できる collapsed locator 文字列を開発しまし   
た。 shortSessionId を true に設定するとこの   
機能が有効になり、 false に設定するか、 またはパ 
ラメータを省略すると、 デフォルトの従来の IOR ベー  
スのソリューションになります。

メ モ ： "collapsed locator" は、 基本的にコーディング  
された CORBALOC 文字列です。CORBALOC 文字   
列をオブジェクトリファレンスに解決する処理は、 IOR
で同じ処理をするより負荷がかかります。 この余分な
負荷を軽減するために、 Apache Web Server では、   
コーディングされた CORBALOC 文字列から解決済  
みオブジェクトリファレンスへのルックアサイドリストを
保持します。 これにより、 Apache Web Server あたり   
のメモリ使用量はわずかに増加します。

重要 ： shortSessionID 機能が正常に動作する  
には、 IIOP コネクタに port 値を指定する必要があ   
り 、 デフォルトの port 値 （ゼロ） を使用することは   
できません。

属性 デフ ォル ト 値 説明
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こ のコード行を使って Apache Web サーバーの IIOP コネ ク タ を設定し ます。

1 「ク ラ ス タ」 は、 システムが 1 つの名前や URI で認識する  CORBA サーバーイ ン ス タ ン
ス を表し ます。 IIOP コネ ク タでは、 複数のイ ン ス タ ン ス間で負荷分散でき るので、 用語
「ク ラ ス タ」 を使用し ます。

Apache 2.2.3 の IIOP コネ ク タ向けのこの 5 行の代表的な設定例を次に示し ます。

Windows の 
サンプル

  LoadModule iiop2_module C:/Borland/BDP/lib/myapache/mod_iiop2.dll 
  IIopLogFile C:/Borland/BDP/var/domains/base/configurations/j2ee/mos/ 
myapache/logs/mod_iiop.log 
  IIopLogLevel error  
  IIopClusterConfig C:/Borland/BDP/var/domains/base/configurations/j2ee/ 
mos/myapache/conf/WebClusters.properties 
  IIopMapFile C:/Borland/BDP/var/domains/base/configurations/j2ee/mos/ 
myapache/conf/UriMapFile.properties

Solaris の 
サンプル

  LoadModule iiop2_module /opt/Borland/BDP/lib/myapache/mod_iiop2.so  
  IIopLogFile /opt/Borland/BDP/var/domains/base/configurations/j2ee/mos/ 
myapache/logs/mod_iiop.log  
  IIopLogLevel error  
  IIopClusterConfig /opt/Borland/BDP/var/domains/base/configurations/j2ee/ 
mos/myapache/conf/WebClusters.properties  
  IIopMapFile /opt/Borland/BDP/var/domains/base/configurations/j2ee/mos/ 
myapache/conf/UriMapFile.properties

指示文 デフ ォル ト 説明

LoadModule <install_dir>/lib/ 
<apache_managedobject_n
ame>/ mod_iiop2.dll

Apache 2.2 が IIOP コネクタをロードでき    
るようにします。 この指示文は、 Apache
mod_iiop2 モジュールを指定された場 
所からロードするように Apache Web サー   
バーに指示します。 モジュールをロード
すると、 次の 4 つの指示文によって IIOP   
コネクタを有効にして、 通信相手の Web 
コンテナまたは CORBA サーバーを検索  
し、 その他の機能を実行します。

IIopLogFile < i n s t a l l _ d i r > / v a r /
domains/<domain_name>/ 
configurations/ 
<configuration_name>/
mos/ 
<apache_managedobject_n
ame>/logs/mod_iiop.log

IIOP コネクタがログ出力を書き込む場所 
を指定します。

IIopLogLevel error 書き込むログ情報のレベルを指定しま
す。 指示文の値は、 debug、 warn、
info、 error のいずれかになります。

IIopClusterConfig < i n s t a l l _ d i r > / v a r /
domains/<domain_name>/ 
configurations/  
<configuration_name>/
mos/  
<apache_managedobject_n
ame>/conf/  
WebClusters.properties

「クラスタ」 インスタンスファイルの場所を
設定します。 CORBA サーバーの場合、 
IIOP コネクタが認識するための「クラスタ」 
名を登録したファイル名を指定します。 1

IIopMapFile < i n s t a l l _ d i r > / v a r /
domains/<domain_name>/ 
configurations/  
<configuration_name>/
mos/  
<apache_managedobject_n
ame>/conf/  
UriMapFile.properties

URI 対インスタンスマッピングファイルの 
場所を設定します。 CORBA サーバーの 
場合、 IIOP コネクタが認識できる特定の 
「クラスタ」 までの HTTP URI をマッピング   
します。
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Apache IIOP の追加指示文
Apache IIOP 設定を さ らにカ ス タマ イ ズする ために、 次に示すオプシ ョ ンの追加指示
文を使用でき ます。

Apache IIOP コネクタの設定

Apache IIOP コネ ク タには、 Web サーバーのク ラ ス タ情報で更新する必要があ る設定フ ァ
イルのセ ッ ト があ り ます。 これらの IIOP コネ ク タ設定フ ァ イルは、 デフ ォル ト では次の
デ ィ レ ク ト リ に置かれています。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/ 
<configuration_name>/mos/<apache_managedobject_name>/conf

指示文 デフ ォル ト 説明

IIopChunkedUploadi
ng

（コメントアウトされる）
true

Apache が Borland Web コ ン テ ナの    
IIOP コ ネク タ に対し て「 チャ ン ク 形 
式」 アッ プロ ード を試みる かど う かを
制御し ま す。 Apache が 
IIopUploadBufferSize の 値よ り 大き  
いサイ ズのデータ を「 チャ ンク 化」 で
き る よ う にする には、 コ メ ント をはず
し 、 確実に true に設定し ま す。 
メ モ ： server.xml で属性 
enablechunking="true" を設定して、 
「チャンク形式」 アップロードを Web コン  
テナでも有効にする必要があります。 
Apache が、 すべてのデータを収集し終 
えるまで待機してから、 CORBA RPC を  
呼 び 出 し て サ イ ズが 大 き い デ ー タ を
Borland Web コンテナに送信する場合  
は、 この指示文をコメントアウトしたままに
するか、 false に設定します。 詳細に 
ついては、「チャ ン ク形式ア ッ プロード
の実装」 を参照してください。

IIopUploadBufferSi
ze

（コメントアウトされる）
4096

IIopChunkedUploading を true に設定   
した場合に使用される、「チャンク化」バッ
ファサイズを定義します。 この指示文は、
0 より大きい数値を受け付けます。 基本 
的に、 この指示文に指定するバイト数を
大きくすると、 データを Borland Web コン   
テナに送信するために必要な CORBA 
RPC の数が減少します。 ただし、 この指 
示文の設定値を大きくすると、 トランザク
ションを処理する際に消費されるメモリが
増えます。 このパラメータを調整してパ
フォーマンス特性を微調整できます。 こ
れにより、 管理者は、 メモリリソースの使
用量より RPC コストを重視してシステム上  
のアップロードを 適化できます。 
メ モ ： 無効な値 （数値以外の値や負数）
が存在すると、 デフォルト値の 4096 が  
使用されます。 詳細については、 「チャ
ン ク形式ア ッ プロー ド の実装」 を参照
してください。
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次の 2 つの設定フ ァ イルがあ り ます。

メ モ こ の 2 つの設定フ ァ イルを変更する場合は、 Apache Web サーバーまたは CORBA サーバー
を起動やシ ャ ッ ト ダウ ンは不要です。 これは、 IIOP コネ ク タによ ってフ ァ イルが自動的に
ロード される ためです。

新しいク ラス タの追加
WebClusters.properties フ ァ イルは、 IIOP コネ ク タに次の情報を伝えます。

■ 利用でき る各ク ラ ス タの名前 ： （ClusterList）

■ Web コ ンテナの ID
■ 特定ク ラ ス タに自動負荷分散 （enable_loadbalancing） を提供するかど う か

WebClusters.properties フ ァ イルに新しい ク ラ ス タ を追加するには、 次の手順にし
たがいます。

1 ClusterList に設定し た ク ラ ス タの名前を追加し ます。 次に例を示し ます。

ClusterList=cluster1,cluster2,cluster3

2 次の形式でク ラ ス タ名、 必須の webcontainer_id 属性、 および追加属性 （「ク ラ ス タ
定義属性」 の表を参照） を指定する行を追加して、 各ク ラ ス タ を定義し ます。 次に例を
示し ます。

<clustername>.webcontainer_id = <id> <attribute>

メ モ フ ェ イルオーバーと スマー ト セ ッ シ ョ ンは常に有効になっています。 詳細については、 55
ページの 「Web コ ンポーネン ト のク ラ ス タ リ ング」 を参照し て く ださい。

次に例を示し ます。

     ClusterList=cluster1,cluster2,cluster3 
     cluster1.webcontainer_id = tc_inst1  
     cluster2.webcontainer_id = corbaloc::127.20.20.2:20202,:127.20.20.3:20202/ 

tc_inst2  
     cluster2.enable_loadbalancing = true  
     cluster3.webcontainer_id = tc_inst3  
     cluster3.enable_loadbalancing = false

上の例では、 次の 3 つのク ラ ス タが定義されています。

1 初のク ラ ス タは、 osagent 命名方式を使用し、 負荷分散が有効にされています。

2 2 番めのク ラ ス タは、 corbaloc 命名方式を使用し、 負荷分散が有効にされています。

3 3 番めのク ラ ス タは、 osagent 命名方式を使用し ますが、 負荷分散が無効にされていま
す。

IIOP 設定フ ァ イル 説明

WebClusters.properties クラスタと、各クラスタに対応する Web コンテナを指  
定します。

UriMapFile.properties WebClusters.properties ファイルで定義したクラ 
スタに URI リファレンスをマッピングします。

属性 必須 定義

webcontainer_id はい オブジェクトの 「バインド」 名、 またはクラスタを実
装する Web コンテナを識別する corbaloc 文字列。

enable_loadbalancing いいえ 負荷分散を有効にするには、 この属性を省略する
か、 またはこの属性を省略せずに true に設定しま  
す。 負荷分散は、 デフォルトで有効になっていま
す。 負荷分散を無効にするには、 false に設定し 
て、 このクラスタインスタンスが負荷分散技術を使用
しないように指定します。 
警告 ： enable_loadbalancing 属性の指定時には、 
正しい値 （true か false） を指定してください。
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メ モ 特定のク ラ ス タの使用を無効にするには、 目的のク ラ ス タ名を ClusterList リ ス ト から
削除し ます。 ただし、 Web サーバー （ア タ ッチユーザー） にア タ ッチされたア ク テ ィ ブ 
HTTP セ ッ シ ョ ンは削除し ないで く ださ い。 これらの 「ラ イブ」 セ ッ シ ョ ンを要求し て も
失敗するだけです。

メ モ WebClusters.properties フ ァ イルの変更結果は、 次回の要求で自動的に有効にな り
ます。 サーバーを再起動する必要はあ り ません。

新しい Web アプ リ ケーシ ョ ンの追加

重要 デフ ォル ト では、 Apache からは Web アプ リ ケーシ ョ ンを使用でき ません。 Web アプ リ
ケーシ ョ ンを Apache から使用でき る よ う にするには、 Web アプ リ ケーシ ョ ンデス ク リ プ
タにい く つかの情報を追加する必要があ り ます。 追加方法の具体的な手順については、
『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの使い方」
の 「Web デプロ イ メ ン ト パス」 を参照し て く ださい。

Borland Web コ ンテナにデプロ イ メ ン ト し た新しいアプ リ ケーシ ョ ンの場合、 次の手順で 
Apache Web サーバーで利用でき る よ う に設定し ます。 UriMapFile.properties フ ァ イ
ルを使って HTTP URI 文字列を WebClusters.properties フ ァ イルで設定されている  
Web ク ラ ス タ名にマ ッ ピング し ます （40 ページの 「新しい ク ラ ス タの追加」 を参照）。

■ UriMapFile.properties フ ァ イルで次のよ う に入力し ます。

<uri-mapping> = <clustername>

こ こ で、 <uri-mapping> は、 標準 URI 文字列またはワ イル ド カード文字列です。
<clustername> は、 WebClusters.properties フ ァ イルの ClusterList エン ト
リ に出現する ク ラ ス タ名です。

次に例を示し ます。

     /examples = cluster1  
     /examples/* = cluster1  
 
     /petstore/index.jsp = cluster2  
     /petstore/servlet/* = cluster2

こ の例では、 次のよ う にな り ます。

■ /examples で開始する  URI は、 Web コ ンテナや 「cluster1」 Web ク ラ ス タで実行する  
CORBA オブジェ ク ト に転送されます。

■ /petstore/index.jsp と同じ  URI、 または /petstore/servlet で始ま る  URI は、
「cluster2」 に転送されます。

メ モ URI マ ッ ピングの場合、 ワ イル ド カード  "*" は、 URI の 後のワード にだけ有効であ り 、
次のよ う な場合が考え られます。

■ ワード全体 （および下位のすべての リ フ ァ レン ス）。 例 ： /examples/*。

■ フ ァ イル指定文字列のフ ァ イル名の部分。 例 ： /examples/*.jsp。

メ モ UriMapFile.properties フ ァ イルの変更結果は、 次回の要求で自動的に有効にな り ま
す。 サーバーを再起動する必要はあ り ません。

WebCluster.properties または UriMapFile.properties が変更された場合、 それ
らのフ ァ イルは IIOP コネ ク タによ って自動的にロード されます。 つま り 、 Web アプ リ
ケーシ ョ ンを追加や削除、 ク ラ ス タ設定の変更は、 Apache Web サーバーや Borland Web コ
ンテナの起動やシ ャ ッ ト ダウ ンな しで実行でき るわけです。

大量データの転送

こ こ では、 ク ラ イ アン ト と  Borland Web コ ンテナ間で Apache 2.2.3 を通し て大量のデータ
を転送するために使用でき る  AppServer のオプシ ョ ンについて説明し ます。 転送される
データは、 次のいずれかにな り ます。

■ フ ァ イルから取得された静的コ ンテンツ

■ 動的に生成される コ ンテンツ

通常、 静的コ ンテンツでは、 コ ンテンツ長があ らかじめわかっていますが、 動的コ ンテン
ツでは不明です。
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大量データのダウンロード

Borland Web コ ンテナからブラ ウザへ大量のデータ をダウ ン ロードする際は、 次のモード
を利用でき ます。

■ チャ ン ク形式ダウ ン ロード

■ 非チャ ン ク形式ダウ ン ロード

チャ ン ク形式ダウンロー ドの実装
「チャ ン ク形式」 ダウ ン ロード モード では、 Borland Web コ ンテナは、 送信するデータ
をすべて取得し終わる まで待機し ません。 Web コ ンテナは、 サーブレ ッ ト がデータ を
生成する と ただちに、 Apache を通し て固定サイ ズバッ フ ァ でのブラ ウザへのデータ
送信を開始し ます。

データは利用可能にな る とすぐに消去されるため、 チャ ン ク形式ダウ ン ロード転送モード
では、 Apache と  Borland Web コ ンテナの両方で必要な メ モ リ 量が少な く て済みます。 ブラ
ウザのユーザーは、 転送がすべて完了し てから大きなデータ を ま と めて表示するのではな
く 、 データ を受け取 り ながら表示でき ます。

チャ ン ク形式ダウンロー ドの有効化
チャ ンク 形式ダウ ンロ ード モード を有効にする には、 次に示すパーティ ショ ンのデー
タ ディ レ ク ト リ に格納さ れている  Borland Web コ ンテナの server.xml ファ イ ルを更
新し ま す。

adm/tomcat/conf/

詳細については、 「Web コ ンポーネン ト 」 の 30 ページの 「Borland Web コ ンテナのイ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ン」 を参照し て く ださ い。

チャ ン ク形式ダウ ン ロード を有効にするには、 次の手順にし たがいます。

1 Borland Web コ ンテナの server.xml フ ァ イルで、 コード の <Service 
name="IIOP"> セ ク シ ョ ンを見つけます。

2 チャ ンク 形式ダウ ンロ ード を有効にする  IIOP サービスに対し て 
enableChunking="true" を指定し ます。

3 デフ ォル ト では、 ダウ ン ロード バッ フ ァサイ ズは 4096 に設定されています。 IIOP 
サービ スのこ の値を変更するには、 downloadBufferSize 属性を次のよ う に使用し
ます。

downloadBufferSize=<value>

こ こ で、 <value> は、 0 よ り 大きい数値です。

メ モ 無効な値 （数値以外の値や負数） が存在する と、 デフ ォル ト 値の 4096 が使用されま
す。

チャ ン ク形式ダウ ン ロード転送モード では、 要求ご と の余分なス レ ッ ド によ るオーバー
ヘッ ド が発生し ます。

既知のコ ンテンツ長と不明なコ ンテンツ長
コ ンテンツ長が事前にわかっているかど う かによ って、 チャ ン ク形式ダウ ン ロード
モード では、 次の 2 つのいずれかが実行されます。

■ コ ンテンツ長が既知のチャ ン ク形式ダウ ン ロード

■ コ ンテンツ長が不明なチャ ン ク形式ダウ ン ロード
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コ ンテンツ長が既知のチャ ン ク形式ダウンロー ド
この場合、 サーブレ ッ ト または JSP は、 転送前に、 データのコ ンテンツ長を知ってい
ます。 サーブレ ッ ト は、 データ を書き出す前に Content-Length HTTP ヘッ ダーを
設定し ます。 Borland Web コ ンテナは、 1 つの応答ヘッ ダーに続けて複数のデータ
チャ ン ク を書き出し ます。 Apache は、 Web コ ンテナから このデータ を受け取る と、
同じ方法でそれをブラ ウザに送信し ます。

応答ヘッ ダーには次のヘッ ダーが含まれます。

Content-Length=<actual data size>

コ ンテンツ長が不明なチャ ン ク形式ダウンロー ド
HTTP プロ ト コルバージ ョ ン 1.1 では、 事前にデータ長がわから ない場合のデータ転
送処理のために、 新しい機能が追加されま し た。 この機能を 「HTTP チャ ン ク化」 と
いいます。 この場合、 サーブレ ッ ト は、 転送前に、 データのコ ンテンツ長を知 り ませ
ん。 サーブレ ッ ト は、 Content-Length HTTP ヘッ ダーを設定し ません。

Borland Web コ ンテナは、 コ ンテンツ長が事前にわかっているチャ ン ク形式ダウ ン ロード
と ま った く 同じ方法で、 データ を Apache Web サーバーに送信し ます。 つま り 、 1 つの応答
ヘッ ダーに続けて複数のデータチャ ン ク を送信し ます。 応答ヘッ ダーには次のヘッ ダーが
含まれます。

Transfer-Encoding="chunked"

ブラ ウザのプロ ト コルが HTTP 1.1 で、 Content-Length ヘッ ダーがサーブレ ッ ト によ っ
て設定されていない場合、 Borland Web コ ンテナが自動的に Transfer-
Encoding="chunked" ヘッ ダーを追加し ます。

Apache Web サーバーは、 この Transfer-Encoding ヘッ ダーを認識する と、 データ を
「HTTP チャ ン ク」 と し て送信開始し ます。 つま り 、 応答ヘッ ダーに続けて、 「チャ ン ク化」
ヘッ ダー、 「チャ ン ク化」 データ、 「チャ ン ク化」 ト レーラの組合せを複数送信し ます。

メ モ HTTP 1.1 仕様によ り 、 サーブレ ッ ト が Content-Length と  Transfer-Encoding ヘッ
ダーの両方を設定し た場合、 Content-Length ヘッ ダーは、 Borland Web コ ンテナによ っ
て ド ロ ッ プされます。

HTTP 1.0 プロ ト コルだけをサポー ト するブラウザ
ブラ ウザが HTTP プロ ト コルのバージ ョ ン 1.0 以下しかサポー ト し ておらず、 サーブ
レ ッ ト が Content-Length ヘッ ダーを設定し ない場合、 Borland Web コ ンテナは 
Transfer-Encoding ヘッ ダーを自動的に追加でき ません。 HTTP 1.0 プロ ト コルに
対し て、 Transfer-Encoding ヘッ ダーを使用し て も意味がないためです。 この場
合、 Borland Web コ ンテナは、 次のよ う に動作し ます。

1 データがな く な る まで、 すべてのデータ をバッ フ ァに入れます。

2 コ ンテンツ長を計算し ます。

3 自身で Content-Length ヘッ ダーを設定し ます。

Borland Web コ ンテナがこのバッ フ ァ リ ング動作を実行し ないよ う にするには、 IIOP コネ
ク タ属性 canBufferHttp10Data="false" を設定し ます。 デフ ォル ト では、 こ の属性
は true に設定されています。

メ モ canBufferHttp10Data 属性が false に設定されている場合、 次のエラー メ ッ セージが
ブラ ウザに送信されます。

Servlet did not set the Content-Length
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非チャ ン ク形式ダウンロー ドの実装
こ れは、 IIOP コ ネク タ のデフォ ルト のデータ 転送モード です。「 非チャ ンク 形式」 ダウ
ンロ ード モード では、 Borland Web コ ンテナは、 送信する データ をすべて取得し 終わる
ま で待機し ま す。 次に、 コ ンテンツ長を計算し 、 Content-Length ヘッ ダーに実際の
コ ンテンツ長を設定し ま す。 そし て、 その応答ヘッ ダーに続けて  1 つの大き なデータ ブ
ロ ッ ク を送信し ま す。

こ の転送モード では、 データがすべて利用可能にな る までデータ をキ ャ ッ シュするため、
Apache Web サーバーと  Borland Web コ ンテナの両方で必要 メ モ リ 量が増大し ます。 また、
データがすべて転送し終わら ない と、 ブラ ウザのユーザーはデータ を表示でき ません。

非チャ ン ク形式ダウ ン ロード転送モード では、 要求ご と の余分なス レ ッ ド によ るオーバー
ヘッ ド は発生し ません。 こ のダウ ン ロード モード では Transfer-Encoding ヘッ ダーが
ま った く 設定されないため、 こ のモード は、 HTTP プロ ト コルのバージ ョ ン 1.0 および 1.1 
で う ま く 機能し ます。

大量データのアップロード

ク ラ イ アン ト によ って開始された大量データのア ッ プロード では、 次のモード を利用でき
ます （こ の場合、 ク ラ イ アン ト と は、 ブラ ウザ、 または HTTP を使用するブラ ウザ以外の
ク ラ イ アン ト 、 た と えば Java などです）。

■ チャ ン ク形式ア ッ プロード

■ 非チャ ン ク形式ア ッ プロード

ブラ ウザは、 常に、 データ を 「チャ ン ク化された」 状態で Apache Web サーバーに送信し ま
す。 この場合の 「チャ ン ク形式」 ア ップロードおよび 「非チャ ン ク形式」 ア ップロードは、
Apache Web サーバーと  Borland Web コ ンテナ間のデータ転送モード を指し ます。

チャ ン ク形式ア ッ プロー ドの実装
デフ ォル ト では、 Apache は、 大量のデータ を 「チャ ン ク」 形式でア ッ プロード し よ
う と し ます。 このモード では、 Apache は、 ブラ ウザからすべてのデータ を取得する
まで待たずに、 Borland Web コ ンテナへのデータの送信を開始し ます。 Apache は、
データ をブラ ウザから取得でき る よ う にな る と、 固定サイ ズバッ フ ァ でデータ を送信
し ます。

データは可能にな る とすぐに消去されるため、 チャ ン ク形式ア ッ プロード転送モード で
は、 Apache と  Borland Web コ ンテナの両方で必要な メ モ リ 量が少な く て済みます。

チャ ン ク形式転送モード では、 Borland Web コ ンテナで要求ご と の余分なス レ ッ ド によ る
オーバーヘッ ド が発生し ます。

チャ ン ク形式ア ッ プロー ドの有効化
チャ ン ク形式ア ッ プロード モード を有効にするには、 次のフ ァ イルを両方と も更新す
る必要があ り ます。

■ Borland Web コ ンテナの server.xml フ ァ イル。 こ のフ ァ イルは、 次に示すパーテ ィ
シ ョ ンのデータデ ィ レ ク ト リ に格納されています。

adm/tomcat/conf

詳細については、 30 ページの 「Borland Web コ ンテナのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン」 を参
照し て く ださ い。

■ Apache の httpd.conf フ ァ イル。 このフ ァ イルは、 デフ ォル ト では、 次のデ ィ レ ク ト
リ にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/ 
<configuration_name>/mos/<apache_managedobject_name>/conf

詳細については、 27 ページの 「Apache 設定」 を参照し て く ださい。

チャ ン ク形式ア ッ プロード を有効にするには、 次の手順にし たがいます。

1 Borland Web コ ンテナの server.xml フ ァ イルで、 コード の <Service 
name="IIOP"> セ ク シ ョ ンを見つけます。
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2 デフ ォル ト では、 enableChunking 属性は false に設定されています。 
こ の値を enableChunking="true" に変更し ます。

3 Apache httpd.conf フ ァ イルで、 次の IIOP 指示文を探し、 コ メ ン ト をはずし ます。

#IIopChunkedUploading true

メ モ チャ ン ク形式ア ッ プロード転送モード では、 Borland Web コ ンテナで要求ご と の余分なス
レ ッ ド によ るオーバーヘッ ド が発生し ます。

ア ッ プロー ドバッ フ ァサイズの変更
デフ ォル ト では、 IIopUploadBufferSize は、 4096 バイ ト に設定されています。
この値を変更するには、 次の手順にし たがいます。

1 Apache httpd.conf で、 コ メ ン ト ア ウ ト されている次の指示文を見つけます。

#IIopUploadBufferSize 4096

2 こ の指示文のコ メ ン ト をはずし、 次のよ う に設定し ます。

IIopUploadBufferSize <value>

こ こ で、 <value> は、 0 よ り 大きい数値です。

メ モ 無効な値 （数値以外の値や負数） を指定する と、 デフ ォル ト 値の 4096 が使用されます。

既知のコ ンテンツ長と不明なコ ンテンツ長
コ ンテンツ長が事前にわかっているかど う かによ って、 チャ ン ク形式ア ッ プロード
モード では、 次の 2 つのいずれかが実行されます。

■ コ ンテンツ長が既知のチャ ン ク形式ア ッ プロード

■ コ ンテンツ長が不明なチャ ン ク形式ア ッ プロード

コ ンテンツ長が既知のチャ ン ク形式ア ッ プロー ド
この場合、 ク ラ イ アン ト は、 転送前に、 データのコ ンテンツ長を知っています。 ク ラ
イ アン ト は、 データ を書き出す前に Content-Length HTTP ヘッ ダーを設定し ます。
ク ラ イ アン ト は、 1 つの応答ヘッ ダーに続けて複数のデータチャ ン ク を書き出し ま
す。 Apache は、 ブラ ウザから このデータ を受け取る と、 同じ方法でそれを  Borland 
Web コ ンテナに送信し ます。

応答ヘッ ダーには次のヘッ ダーが含まれます。

Content-Length=<actual data size>

コ ンテンツ長が不明なチャ ン ク形式ア ッ プロー ド
HTTP プロ ト コルバージ ョ ン 1.1 では、 事前にデータ長がわから ない場合のデータ転
送処理のために、 新しい機能が追加されま し た。 この機能を 「HTTP チャ ン ク化」 と
いいます。

こ の場合、 ク ラ イ アン ト は、 転送前に、 データのコ ンテンツ長を知 り ません。 ク ラ イ アン
ト は、 Content-Length HTTP リ ク エス ト ヘッ ダーを設定し ません。 ク ラ イ アン ト は、
次に示すよ う に、 Transfer-Encoding HTTP リ ク エス ト ヘッ ダーに chunked の値を設
定し ます。

Transfer-Encoding="chunked"

ク ラ イ アン ト は、 データ を Apache Web サーバーに 「HTTP チャ ン ク」 と し て送信し ます。
つま り 、 1 つの リ ク エス ト ヘッ ダーに続けて、 「チャ ン ク化ヘッ ダー」、 「チャ ン ク化デー
タ」、 「チャ ン ク化 ト レーラ」 の組合せを複数送信し ます。

Apache Web サーバーは、 この Transfer-Encoding ヘッ ダーを認識する と、 チャ ン ク化
ヘッ ダーと チャ ン ク化 ト レーラ を削除し、 データ を通常のデータチャ ン ク と し て Borland 
Web コ ンテナに送信し ます。

現時点で、 主要ブラ ウザで、 コ ンテンツ長が不明なま までのデータのア ッ プロード をサ
ポー ト する ものはあ り ません。 つま り 、 ブラ ウザが Transfer-Encoding="chunked" 
ヘッ ダーを HTTP 要求に追加する こ と はあ り ません。 ただし、 ブラ ウザ以外の ク ラ イ アン
ト は、 こ のヘッ ダーを HTTP 要求に追加でき ます。
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非チャ ン ク形式ア ッ プロー ドの実装
これは、 IIOP コネ ク タのデフ ォル ト のデータ転送モード です。 「非チャ ン ク形式」
ア ッ プロード モード では、 Apache Web サーバーは、 送信するデータ をすべて取得し
終わる まで待機し ます。 次に、 コ ンテンツ長を計算し、 Content-Length ヘッ ダー
に実際のコ ンテンツ長を設定し ます。 次に、 Apache は、 その リ ク エス ト ヘッ ダーに
続けて 1 つの大きなデータブロ ッ ク を送信し ます。

こ の転送モード では、 データがすべて利用可能にな る までデータ をキ ャ ッ シュするため、
Apache Web サーバーと  Borland Web コ ンテナの両方で必要 メ モ リ 量が増大し ます。

非チャ ン ク形式ア ッ プロード転送モード では、 （Borland Web コ ンテナで） 要求ご と の余分
なス レ ッ ド によ るオーバーヘッ ド が発生し ません。 このダウ ン ロード モード では 
Transfer-Encoding ヘッ ダーがま った く 設定されないため、 このモード は、 HTTP プロ
ト コルのバージ ョ ン 1.0 および 1.1 で う ま く 機能し ます。

IIS Web サーバーと Borland Web コンテナの接続

こ こでは、 Tomcat ベースの Borland Web コ ンテナ、 その IIOP コネク タ、 および IIS/IIOP リ ダ
イ レ ク タについて説明し ます。 IIS/IIOP リ ダイ レ ク タは、 Microsoft IIS (Internet Information 
Services) Web サーバー （BES 製品には含まれない） と  Borland Web コ ンテナを接続し ます。
以上の機能は AppServer と と もに提供され、 VisiBroker Edition の一部と して任意でイ ンス
ト ールでき ます （Web サービスパッ ク （VisiExchange） コ ンポーネン ト ）。 詳細については、
『イ ンス ト ールガイ ド』 の 「AppServer の Windows へのイ ンス ト ール」 または 「AppServer の 
Solaris または Linux へのイ ンス ト ール」 のセク シ ョ ンを参照して く ださい。

Borland Web コンテナにおける IIOP 設定の変更

server.xml は、 Borland Web コ ンテナの メ イ ンの設定フ ァ イルで、 パーテ ィ シ ョ ンの
データデ ィ レ ク ト リ に格納されています。

adm/tomcat/conf/

server.xml フ ァ イルには、 IIOP コネ ク タ設定に関するセ ク シ ョ ンがあ り ます。 設定に
ついては、 「Apache と  Borland Web コ ンテナの接続」 の 35 ページの 「Borland Web コ ンテ
ナの IIOP 設定の変更」 を参照し て く ださい。

Microsoft Internet Information Services（IIS）サー
バー固有の IIOP 設定

IIS/IIOP リ ダイ レ ク タ をシステムで使用する前に、 以下の処理を完了する必要があ り ます。

■ IIS を実行し ている  Windows 2003/XP/2000 システムの設定

■ IIS/IIOP リ ダ イ レ ク タ設定

IIS を実行し ている Windows 2003/XP/2000 システムの設定方法
1 SYSTEM 環境に必要な環境変数 OSAGENT_PORT を追加し ます。

IISredirectory は VisiBroker に依存し て IIS と  Borland Web コ ンテナの間に IIOP 通信層を
提供し ます。 VisiBbroker が機能するには、 以下のよ う に環境変数を定義する必要があ
り ます。

重要 OSAGENT_PORT 環境変数を設定し た後に IIS に認識させるために、 Windows システム
を再起動する必要があ り ます。

2 IIS/IIOP リ ダ イ レ ク タ を ISAPI フ ィ ルタ と し て追加し ます。

a ［マイ コ ンピ ュータ］ を右ク リ ッ ク し て ［管理］ を選択し ます。

［コ ンピ ュータの管理］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

環境変数 値 説明

OSAGENT_PORT 14000 AppServer が使用する OSAGENT ポート番号の数値。
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b ツ リ ーを展開し、 ［サービ ス と アプ リ ケーシ ョ ン］ ノード を展開し ます。

c ［イ ン ターネ ッ ト  イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン サービ ス］ ノード を展開し ます。

d ［既定の Web サイ ト ］ ノ ード を右ク リ ッ ク し、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

［既定の Web サイ ト のプロパテ ィ ］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

e ［ISAPI フ ィ ルタ］ タブに移動し ます。

f ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

g ［フ ィ ルタのプロパテ ィ ］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 フ ィ ルタ名と実行可能プロ グ ラ ム
のパス を、 対応するエン ト リ ボ ッ ク スに入力し ます。

次の例のよ う に ［フ ィ ルタ名］ は、 対象のタ ス ク を反映する こ と になっています。

iisredir2

また、 ［実行フ ァ イル］ は、 <install_dir>¥bin 内の iisredir2.dll を指定し
ます。 次に例を示し ます。

C:¥borland¥BDP¥bin¥iisredir2.dll

h ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

新しい ISAPI フ ィ ルタが リ ス ト に表示されます。 フ ィ ルタプロパテ ィ を変更する必
要はあ り ません。

i ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

3 IIS Web サイ ト に 「Borland」 仮想デ ィ レ ク ト リ を追加し ます。

a ［コ ンピ ュータの管理］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ［既定の Web サイ ト ］ を右ク リ ッ ク
し て、 ［新規作成｜仮想デ ィ レ ク ト リ ］ を選択し ます。

仮想デ ィ レ ク ト リ 作成ウ ィ ザード が表示されます。

b ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

c ［エイ リ アス］ に 「Borland」 と入力し ます。

IIS Web サーバーが URI、 http://localhost/borland/iisredir2.dll に応答
する と き、 IIS/IIOP リ ダ イ レ ク タ拡張子を検索するには、 borland 仮想デ ィ レ ク ト
リ が必要です。

d ［デ ィ レ ク ト リ ］ で、 <install_dir>¥bin を参照し ます。

e ［次へ］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

f ［ア ク セス許可］ で、 デフ ォル ト で選択される 「読み取 り 」 と 「ASP などのス ク リ プ
ト を実行する」 のほかに 「ISAPI アプ リ ケーシ ョ ンや CGI などを実行する」 を選択
し ます。

g ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

h ［完了］ を ク リ ッ ク し ます。

4 Windows 2003 のみ ： Windows 2003 に対し て ISAPI 拡張機能のア ク セス許可を設定し ま
す。

IIS のバージ ョ ンによ って、 IIS にロード でき る アプ リ ケーシ ョ ンの拡張機能が制限され
ます。 すべての拡張機能を有効にするか、 または各自の IIS イ ン ス ト ールで実行でき る  
ISAPI 拡張機能だけを選択でき ます。 以下の手順は、 iisredir2 拡張機能だけを有効
にし ます。

a ［コ ンピ ュータの管理］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで ［サービ ス と アプ リ ケーシ ョ ン］ を開
き ます。

b ［イ ン ターネ ッ ト  イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン サービ ス］ を開き ます。

c ［Web サービ ス拡張］ を開き、 ［Add a new Service Extension］ を ク リ ッ ク し ます。

d "iisredir2.dll" 拡張機能に名前を付けます。

e ［追加］ ボタ ンを使って <install>¥bin¥iisredir2.dll を探し ます。

f こ のフ ァ イルを選択し ます。
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g ［Extension allowed］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をチェ ッ ク し ます。

h ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 IIS Service をいったん終了し てから再開し て、 IIS を再起動し ます。

a ［コ ンピ ュータの管理］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ［イ ン ターネ ッ ト  イ ンフ ォ メ ーシ ョ
ン サービ ス］ ノード を右ク リ ッ ク し、 ［すべてのタ ス ク｜ IIS を再起動し ます］ を選
択し ます。

b ［終了／起動／再起動］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ド ロ ッ プダウ ンから 「<name of your 
IIS web server> のイ ン ターネ ッ ト サービ ス を終了」 を選択し ます。

c ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Web サービ スは、 IIS 管理者がロード し た dlls をアン ロード し ます。

d サーバーのシ ャ ッ ト ダウ ンが完了し た ら、 ［イ ン ターネ ッ ト  イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン 
サービ ス］ ノード を右ク リ ッ ク し て ［すべてのタ ス ク｜ IIS を再起動し ます］ を選
択し ます。

e ［停止／開始／再起動］ ダ イ ア ロ グで、 ［<IIS Web サーバの名前 > のイ ン ターネ ッ ト  
サービ ス を開始し ます］ を選択し ます。

f ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

Web サービ スは、 IIS 管理者がロード し た dlls をアン ロード し ます。

6 iisredir2 フ ィ ルタが有効であ るか確認し ます。

a ［コ ンピ ュータの管理］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 ［既定の Web サイ ト ］ ノ ード を右ク
リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。

b ［既定の Web サイ ト のプロパテ ィ ］ ダイ ア ロ グボ ッ ク スで、 ［ISAPI フ ィ ルタ］ タブ
に移動し ます。

c iisredir2 フ ィ ルタに、 有効であ る こ と を示す緑の上向き矢印が表示されます。

表示されない場合、 iisredir2.log フ ァ イルで、 正し く ロード されない理由を調
べます。 こ のフ ァ イルは次のサイ ト から入手でき ます。

<install_dir>¥etc¥iisredir2¥logs.

d ［OK］ を ク リ ッ ク し て終了し ます。

7 IIS Web サーバーから  ¥examples コ ンテキス ト にア ク セス し ます。

先の手順を実行し てお く と、 IIS Server の再起動後に ¥examples コ ンテキス ト にア ク
セスでき ます。

メ モ こ のサンプルコード では、 Web サーバーのポー ト 番号は、 サイ ト 用に設定し た値に合
わせます。 た と えば、 IIS 管理者がポー ト  6060 を監視する よ う  IIS を設定し た場合、 有
効な URL は次の とお り です。

http://localhost:6060/examples

も ちろん、 IIS が Microsoft のデフ ォル ト にし たがって設定されている場合、 ポー ト  80 
が監視対象と な り 、 その場合はポー ト 番号を省略でき ます。 次に例を示し ます。

http://localhost/examples
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IIS/IIOP リダイレクタ設定

IIS/IIOP リ ダ イ レ ク タには、 Web サーバーの ク ラ ス タ情報で更新する必要があ る設定フ ァ
イルのセ ッ ト があ り ます。 これらの IIOP リ ダ イ レ ク タ設定フ ァ イルは、 デフ ォル ト では
次のデ ィ レ ク ト リ に置かれています。

<install_dir>/etc/iisredir2/conf

次の設定フ ァ イルがあ り ます。

メ モ こ の 2 つの設定フ ァ イルを変更する場合は、 IIS Web サーバーまたは Borland Web コ ンテナ
を起動やシ ャ ッ ト ダウ ンは不要です。 これは、 IIOP リ ダイ レ ク タによ ってフ ァ イルが自動
的にロード されるためです。

新しいク ラス タの追加
WebClusters.properties フ ァ イルは、 IIOP リ ダ イ レ ク タに次の情報を伝えます。

■ 利用でき る各ク ラ ス タの名前 ： （ClusterList）

■ Web コ ンテナの ID
■ 特定ク ラ ス タに自動負荷分散 （enable_loadbalancing） を提供するかど う か

WebClusters.properties ファ イ ルに新し いク ラ スタ を追加するには、 次の手順にし たが
います。

1 ClusterList に設定し た ク ラ ス タの名前を追加し ます。 次に例を示し ます。

ClusterList=cluster1,cluster2,cluster3

2 次の形式でク ラ ス タ名、 必須の webcontainer_id 属性、 および追加属性 （「ク ラ ス タ
定義属性」 の表を参照） を指定する行を追加して、 各ク ラ ス タ を定義し ます。 次に例を
示し ます。

     <clustername>.webcontainer_id = <id> <attribute>

メ モ フ ェ イルオーバーと スマー ト セ ッ シ ョ ンは常に有効になっています。 詳細については、 55
ページの 「Web コ ンポーネン ト のク ラ ス タ リ ング」 を参照し て く ださい。

次に例を示し ます。

     ClusterList=cluster1,cluster2,cluster3 
     cluster1.webcontainer_id = tc_inst1  
     cluster2.webcontainer_id = corbaloc::127.20.20.2:20202,:127.20.20.3:20202/ 

tc_inst2  
     cluster2.enable_loadbalancing = true  
     cluster3.webcontainer_id = tc_inst3  
     cluster3.enable_loadbalancing = false

上の例では、 次の 3 つのク ラ ス タが定義されています。

IIOP 設定フ ァ イル 説明

WebClusters.properties クラスタと、各クラスタに対応する Web コンテナを指  
定します。

UriMapFile.properties WebClusters.properties ファイルで定義したクラ 
スタに URI リファレンスをマッピングします。

属性 必須 定義

webcontainer_id はい オブジェクトの 「バインド」 名、 またはクラスタを実
装する Web コンテナを識別する corbaloc 文字列。

enable_loadbalancing = 
true|false

いいえ 負荷分散を有効にするには、 この属性を省略する
か、 またはこの属性を省略せずに true に設定し  
ます。 負荷分散は、 デフォルトで有効になってい
ます。 負荷分散を無効にするには、 false に設 
定して、 このクラスタインスタンスが負荷分散技術
を使用しないように指定します。 
警告 ： enable_loadbalancing 属性の指定時に 
は、 正しい値 （true か false） を指定してください。
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1 初のク ラ ス タは、 osagent 命名方式を使用し、 負荷分散が有効にされています。

2 2 番めのク ラ ス タは、 corbaloc 命名方式を使用し、 負荷分散が有効にされています。

3 3 番めのク ラ ス タは、 osagent 命名方式を使用し ますが、 負荷分散が無効にされていま
す。

メ モ 特定のク ラ ス タの使用を無効にするには、 目的のク ラ ス タ名を ClusterList リ ス ト から
削除し ます。 ただし、 Web サーバー （ア タ ッチユーザー） にア タ ッチされたア ク テ ィ ブ 
HTTP セ ッ シ ョ ンは削除し ないで く ださ い。 これらの 「ラ イブ」 セ ッ シ ョ ンを要求し て も
失敗するだけです。

メ モ WebClusters.properties フ ァ イルの変更結果は、 次回の要求で自動的に有効にな り
ます。 サーバーを再起動する必要はあ り ません。

新しい Web アプ リ ケーシ ョ ンの追加

重要 デフ ォル ト では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 IIS を通し て利用でき ません。 Web アプ リ
ケーシ ョ ンを IIS から使用でき る よ う にするには、 Web アプ リ ケーシ ョ ンデス ク リ プタに
い く つかの情報を追加する必要があ り ます。 追加方法の具体的な手順については、 『管理
コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの使い方」 の
「Web デプロ イ メ ン ト パス」 を参照し て く ださい。

¥examples コ ンテキス ト は、 IIS/IIOP イ ン ス ト ール設定を確認するのに便利ですが、
Borland Web コ ンテナにデプロ イ メ ン ト し た新しいアプ リ ケーシ ョ ンの場合、 次の手順で 
IIS Web サーバーで利用でき る よ う に設定し ます。 UriMapFile.properties フ ァ イル
を使って HTTP URI 文字列を WebClusters.properties フ ァ イルで設定されている  
Web ク ラ ス タ名にマ ッ ピング し ます （40 ページの 「新しい ク ラ ス タの追加」 を参照）。

■ UriMapFile.properties フ ァ イルで次のよ う に入力し ます。

<uri-mapping> = <clustername>

こ こ で、 <uri-mapping> は、 標準 URI 文字列またはワ イル ド カード文字列です。
<clustername> は、 WebClusters.properties フ ァ イルの ClusterList エン ト
リ に出現する ク ラ ス タ名です。

次に例を示し ます。

     /examples = cluster1  
     /examples/* = cluster1  
 
     /petstore/index.jsp = cluster2  
     /petstore/servlet/* = cluster2

こ の例では、 次のよ う にな り ます。

■ /examples で開始する  URI は、 Web コ ンテナや 「cluster1」 Web ク ラ ス タで実行する  
CORBA オブジェ ク ト に転送されます。

■ /petstore/index.jsp と同じ  URI、 または /petstore/servlet で始ま る  URI は、
「cluster2」 に転送されます。

メ モ URI マ ッ ピングの場合、 ワ イル ド カード  "*" は、 URI の 後のワード にだけ有効であ り 、
次のよ う な場合が考え られます。

■ ワード全体 （および下位のすべての リ フ ァ レン ス）。 例 ： /examples/*。

■ フ ァ イル指定文字列のフ ァ イル名の部分。 例 ： /examples/*.jsp。

メ モ UriMapFile.properties フ ァ イルの変更結果は、 次回の要求で自動的に有効にな り ま
す。 サーバーを再起動する必要はあ り ません。

WebCluster.properties または UriMapFile.properties が変更された場合、 それ
らのフ ァ イルは IIOP リ ダ イ レ ク タによ って自動的にロード されます。 つま り 、 Web アプ
リ ケーシ ョ ンを追加や削除、 ク ラ ス タ設定の変更は、 IIS Web サーバーや Borland Web コ ン
テナの起動やシ ャ ッ ト ダウ ンな しで実行でき るわけです。



 第 6 章 : Java セ ッ シ ョ ンサービス （JSS） の設定 51

第 章

Chapter   6Java セッションサービス    
（JSS）の設定

Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） は特定のユーザーセ ッ シ ョ ンに関係する情報を格納する
サービ スです。 コ ンテナで障害が発生し た場合の回復用のセ ッ シ ョ ン情報を JSS に保存し
ます。

Borland は、 JSS を使用するためのイ ン ターフ ェース定義言語 （IDL） イ ン ターフ ェース を
提供し ています。 2 つのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン （DataExpress を使用する場合と  JDBC 機
能を持つ任意のデータベース を使用する場合） がバン ド ルされています。

JSS を使用する と、 セ ッ シ ョ ン情報をデータベースに簡単に保存する こ と ができ ます。 た
と えば、 シ ョ ッ ピングカー ト の場合、 JSS はシ ョ ッ ピングカー ト 内の品目数などのセ ッ
シ ョ ン情報を取得し て保存し ます。 これによ り 、 Borland Web コ ンテナの予定外のシャ ッ
ト ダウ ンでセ ッ シ ョ ンが中断されて も、 JSS を介し て別の Borland Web コ ンテナのイ ン ス
タ ン スからセ ッ シ ョ ン情報を回復でき ます。 JSS はローカルネ ッ ト ワーク で実行し て く だ
さ い。 ク ラ ス タ構成内の Web コ ンテナは、 JSS を見つけ出し て接続し、 セ ッ シ ョ ン管理を
続行し ます。

Borland Web コ ンテナの詳細については、 30 ページの 「Borland Web コ ンテナのイ ンプ リ
メ ンテーシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

JSS によるセッション管理

次の図は、 Web コ ンポーネン ト の一般的な構造 と、 JSS でセ ッ シ ョ ン情報を管理する方法
を示し ます。 JSS セ ッ シ ョ ン管理はク ラ イ アン ト に対し て完全に透過です。

一元化された JSS と  2 つの Web コ ンテナによ る  JSS 管理の図には、 次の 4 つの仮想マシン
があ り ます。

■ 初のマシンは、 Apache Web サーバーをホス ト し ています。

■ ほかの 2 つのマシンには、 Borland Web コ ンテナがあ り ます。

■ 4 番めのマシンは、 JSS と リ レーシ ョ ナルデータベース （JDataStore または JDBC データ
ソース） をホス ト し ています。

Apache Web サーバー （マシン 1） から 初の Web コ ンテナのイ ン ス タ ン ス （マシン 2） に
ク ラ イ アン ト 要求を渡し た と きに障害が発生する と、 第 2 の Web コ ンテナのイ ン ス タ ン ス
（マシン 3） は、 JSS （マシン 4） から セ ッ シ ョ ン情報を取得する こ と で、 ク ラ イ アン ト 要
求の処理を続行でき ます。 シ ョ ッ ピングカー ト の品目情報が保持され、 ク ラ イ アン ト 要求
の処理は続行されます。
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図 6.1 一元化された JSS と  2 つの Web コ ンテナによる JSS 管理

2 つの Web コ ンテナ と一元化されたバッ ク エン ドデータ ス ト アによ る  JSS 管理には、 次の 
4 つの仮想マシンがあ り ます。

■ 初のマシンは、 Apache Web サーバーをホス ト し ています。

■ ほかの 2 つのマシンには、 JSS をホス ト するマシンのほかに Borland Web コ ンテナのイ
ン ス タ ン ス も含まれています。

■ 4 番めのマシンは、 リ レーシ ョ ナルデータベース （JDataStore または JDBC データ ソー
ス） をホス ト し ています。

Apache Web サーバー （マシン 1） から 初の Web コ ンテナのイ ン ス タ ン ス （マシン 2） に
ク ラ イ アン ト 要求を渡し た と きに障害が発生する と、 第 2 の Web コ ンテナのイ ン ス タ ン ス
（マシン 3） は、 JSS （マシン 4） から セ ッ シ ョ ン情報を取得する こ と で、 ク ラ イ アン ト 要
求の処理を続行でき ます。 シ ョ ッ ピングカー ト の品目情報が保持され、 ク ラ イ アン ト 要求
の処理は続行されます。
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図 6.2 2 つの Web コ ンテナと一元化されたバッ クエン ド データ ス ト アによる JSS 管理

JSS の管理と設定

JSS 設定は自身のプロパテ ィ で定義されます。 BES は 2 つのタ イプの設定をサポー ト し ま
す。 デフ ォル ト では JDatastore を使用し ますが、 任意の JDBC データ ソース をサポー ト し
ています。

■ JSS は、 JDataStore フ ァ イルを使用する設定と な り 、 データベーステーブルは JSS に
よ って自動的に生成されます。

■ JSS が、 JDBC データ ソース を使用する設定の場合、 システム管理者が次の SQL 文で 3 
つのデータベーステーブルをバッ ク エン ドデータベースであ らかじめ作成し てお く 必
要があ り ます。

CREATE TABLE "JSS_KEYS" ("STORAGE_NAME" java_string primary key, "KEY_BASE" 
java_float); 
CREATE TABLE "JSS_WEB" ("KEY" java_string primary key, "VALUE" 
java_serializable, "EXPIRATION" java_float); 
CREATE TABLE "JSS_EJB" ("KEY" java_string primary key, "VALUE" 
java_serializable, "EXPIRATION" java_float);

メ モ 前述の SQL ステー ト メ ン ト を使用する と きは、 使用するデータベースで使用される同等
のデータ型に置き換えて く ださ い。

JSS は、 パーテ ィ シ ョ ンの一部 と し てほかのパーテ ィ シ ョ ンサービ ス と並行し て実行でき
ます。
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JSS パーティションサービスの設定

JSS 設定情報は、 「パーテ ィ シ ョ ンサービ ス」 と し て、 各パーテ ィ シ ョ ンのデータデ ィ レ ク
ト リ の partition.xml フ ァ イルにあ り ます。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルは次のデ ィ
レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/base/configurations/<configuration_name>/mos/ 
<partition_name>/adm/properties.

た と えば、 「MyPartition」 と い う パーテ ィ シ ョ ンの場合、 JSS 設定情報はデフ ォル ト で次の
場所にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/base/configurations/<configuration_name>/mos/ 
mypartition/adm/properties/partition.xml

詳細については、 350 ページの 「<services> 要素」 を参照し て く ださい。

また、 パーテ ィ シ ョ ンのデータデ ィ レ ク ト リ の場所については、 次の場所にあ る  
configuration.xml フ ァ イルを参照し て く ださい。

<install_dir>/var/domains/base/configurations/<configuration_name>/

そし て、 パーテ ィ シ ョ ン管理オブジェ ク ト のデ ィ レ ク ト リ 属性を検索し ます。

<partition-process directory=

セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） レベルのプロパテ ィ の リ ス ト と説明については、 「EJB、 JSS、
および JTS のプロパテ ィ 」 の 364 ページの 「Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） のプロパ
テ ィ 」 を参照し て く ださ い。
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第 章

Chapter   7Web コンポーネントのクラスタリング    
こ こ では、 Apache Web サーバーや Tomcat ベースの Borland Web コ ンテナを含む複数の 
Web コ ンポーネン ト のク ラ ス タ リ ングについて説明し ます。 一般的なデプロ イ メ ン ト 事例
では、 複数の Borland パーテ ィ シ ョ ンでスケーラブルな n 層ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。

Borland パーテ ィ シ ョ ンご と に、 同じサービ ス を設定し た り 、 異なるサービ ス を設定する
こ と ができ ます。 ク ラ ス タ リ ング方式に応じ て、 これらのサービ スのオン と オフを切 り 替
えて く ださ い。 いずれにし て も、 このよ う な リ ソース を ま と めて活用し た り 、 ク ラ ス タ リ
ングする こ と で、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト 効率を高める こ と ができ ます。
Web コ ンポーネン ト のク ラ ス タ リ ングには、 セ ッ シ ョ ン管理、 負荷分散、 およびフ ォール
ト ト レ ラ ン ス （フ ェ イルオーバー） などが関係し ます。

ステートレスとステートフルの接続サービス

ク ラ イ アン ト と サーバー間の対話には、 ステー ト レ ス と ステー ト フル と い う  2 種類のサー
ビ スがあ り ます。 ステー ト レ スサービ スではク ラ イ アン ト と サーバー間の状態が保持され
ません。 ク ラ イ アン ト 要求の処理中は、 サーバーと ク ラ イ アン ト 間に 「対話」 はあ り ませ
ん。 ステー ト フルサービ スでは、 ク ラ イ アン ト と サーバーによ って情報ダ イ ア ロ グが管理
されます。

Borland Web コ ンテナの設定フ ァ イルの場所については、 30 ページの 「Borland Web コ ン
テナのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

Borland IIOP コネクタ

IIOP コネ ク タは、 http Web サーバーで Borland Web コ ンテナに要求を リ ダ イ レ ク ト するた
めのソ フ ト ウ ェアです。 Borland AppServer （AppServer） には、 Apache 2.2.3 と  Microsoft 
Internet Information Server （IIS） バージ ョ ン 5.0、 5.1、 および 6.0 の Web サーバーの IIOP コ
ネ ク タが含まれています。 http 要求の リ ダ イ レ ク シ ョ ンを処理する ジ ョ ブは、 次の 2 つの
コ ンポーネン ト 間にまたがっています。

■ Web サーバーで実行するネイ テ ィ ブラ イブラ リ

■ Web コ ンテナで実行する  jar フ ァ イル

AppServer は Web コ ンポーネン ト のク ラ ス タ リ ングをサポー ト し ます。 Borland IIOP コネ
ク タでは、 IIOP プロ ト コルを使用し ます。 次のよ う な独自機能を備えています。

■ 負荷分散サポー ト

■ フ ォール ト ト レ ラ ン ス （フ ェ イルオーバー）

■ スマー ト セ ッ シ ョ ン処理
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負荷分散サポート

負荷分散は、 http 要求を Web コ ンテナセ ッ ト 間で宛先を指定し て転送する能力です。 この
能力は、 システム管理者が http 通信の負荷を複数の Web コ ンテナ間に分散させる と きに
使用し ます。 負荷分散技術によ り 、 システムのスケーラ ビ リ テ ィ を大幅に改善でき ます。
Borland IIOP コネ ク タでは、 次の 2 とお り の方法で負荷分散を設定でき ます。

■ OSAgent 方式の負荷分散

■ Corbaloc 方式の負荷分散

OSAgent 方式の負荷分散
この方法は処理が簡単で、 設定作業も 小限で済みます。 この設定では、 多 く の 
Borland Web コ ンテナのイ ン ス タ ン ス を起動し、 それらの Borland Web コ ンテナの 
IIOP コネ ク タに同じ名前を付けます。

name 属性の設定の詳細については、 35 ページの 「Borland Web コ ンテナの IIOP 設定の変
更」 を参照し て く ださ い。

Apache では、 要求ご と に Borland Web コ ンテナイ ン ス タ ン ス間で負荷を分散し ます。 基本
的に、 Apache は要求ご と に新しいバイ ン ド を実行し ます。 新し く 起動し た Borland Web コ
ンテナは動的に発見でき ます。

重要 すべての Borland Web コ ンテナ と  Apache は同じ  ORB ド メ イ ンで実行し ておき ます。 し た
がって、 OSAgent 方式の負荷分散は、 ORB ド メ イ ンご と にパーテ ィ シ ョ ンが異なる状況で
は使用でき ません。

Corbaloc 方式の負荷分散
この方式では、 ク ラ ス タ を構成する静的な Web コ ンテナを使用し ます。 ただし、
ORB ド メ イ ン間にまたがる こ と ができ ます。 この場合、 CORBA corbaloc セマンテ ィ
ク スで、 Web コ ンテナが実行する場所を指定し ます。 次に例を示し ます。

corbaloc::172.20.20.28:30303,:172.20.20.29:30304/tc_inst1

上の corbaloc サンプル文字列で、

■ 「tc_inst1」 と い う 名前の Web コ ンテナに 2 つの TCP/IP エン ド ポイ ン ト を設定し ます。

■ 「tc_inst1」 と い う オブジェ ク ト 名の Web コ ンテナを、 ホス ト  172.20.20.28 で、
ポー ト  30303 に IIOP コネ ク タ を割 り 当てて実行し ます。

■ ホス ト  172.20.20.29 には、 ポー ト  30304 を監視する  IIOP コネ ク タで、 同じオブ
ジ ェ ク ト 名で実行し ている  Web コ ンテナがあ り ます。

port 属性の設定の詳細については、 35 ページの 「Borland Web コ ンテナの IIOP 設定の変
更」 を参照し て く ださ い。

Web サーバー側 IIOP コネ ク タは、 orb.string_to_object で、 この corbaloc 文字列を 
CORBA オブジェ ク ト に変換し、 VisiBroker の基底の機能によ り 、 corbaloc 文字列で指定し
た これらの 「エン ド ポイ ン ト 」 間に負荷を分散し ます。 エン ド ポイ ン ト の数に制限はあ り
ません。

メ モ リ ス ト された Web コ ンテナのすべてが負荷分散のために実行する必要はあ り ません。
ORB は、 有効な接続が得られる まで、 次のエン ド ポイ ン ト に移行し ます。

ただし、 corbaloc 方式の負荷分散では、 corbaloc 式のオブジェ ク ト ネー ミ ングで対応でき る
よ う に、 既知のポー ト で Web コ ンテナの IIOP コネ ク タ を起動し てお く 必要があ り ます。
次に示すのは、 必要な Web コ ンテナ IIOP コネ ク タ設定の一部です。

<Connector className="org.apache.catalina.connector.iiop.IiopConnector" 
name="tc_inst1"  port="30303"/>

こ のコード では、 IIOP コネ ク タ をポー ト  30303 で起動し、 Borland Web コ ンテナオブジェ
ク ト 「tc_inst1」 を指定し ます。 port 属性は省略でき ます。 ただしポー ト を省略する
と、 ORB によ って ラ ンダムポー ト が選択される ため、 corbaloc 方式でオブジェ ク ト を検索
でき な く な り ます。

組織によ っては、 使用する  Web コ ンテナや IIOP ポー ト 、 あ るいはポー ト の範囲の命名方
法に規則を設けている場合があ り ます。
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フォールトトレランス（フェイルオーバー）

osagent バイ ン ド命名方式と  corbaloc 命名方式を使用する フ ェ イルオーバーは、 どの場合も
自動的に処理されます。 corbaloc 命名方式では、 corbaloc 名前文字列で次に設定し たエン ド
ポイ ン ト が処理対象と な り 、 サイ クル方式で次々処理され、 後は corbaloc 文字列のすべ
てのエン ド ポイ ン ト が処理されます。

osagent バイ ン ド命名方式では、 osagent によ って ク ラ イ アン ト が代替 （ただし等価） オブ
ジェ ク ト イ ン ス タ ン スに自動的に リ ダ イ レ ク ト されます。

メ モ osagent に利用でき るオブジェ ク ト がない場合、 あ るいは corbaloc 名前文字列で指定し たエ
ン ド ポイ ン ト が実行し ていない場合、 http 要求は失敗し ます。

スマートセッション処理

セ ッ シ ョ ンを指定し なければ、 IIOP コネ ク タはラ ウ ン ド ロ ビン方式で無差別に処理し ま
す。 ただし、 セ ッ シ ョ ンを指定する と きは、 セ ッ シ ョ ンを開始し た Web コ ンテナまで、
Apache でセ ッ シ ョ ン要求をルー ト 指定する こ と が大事です。

ほかの http 対サーブレ ッ ト リ ダ イ レ ク タの場合 （または IIOP コネ ク タの初期バージ ョ ン
の場合）、 これは、 Web サーバーのキ ャ ッ シュの sessions-ids-to-web-container-id's の リ ス ト
を管理する こ と で達成し ています。 ただしその場合、 リ ス ト の状態管理に伴って さ まざま
な問題が発生し ます。 まず、 リ ス ト のサイ ズが非常に大き く な るため、 システム リ ソース
が浪費されがちです。 また、 時代遅れの方式であ り 、 セ ッ シ ョ ンがタ イ ムア ウ ト になる な
ど、 一般に、 Web サーバー と  Web コ ンテナ間の リ ダ イ レ ク シ ョ ンの枠組みの非効率的で
問題の多い側面だ と言えます。

IIOP コネ ク タでは、 「スマー ト セ ッ シ ョ ン ID」 と い う 技術でこの問題を解決し ています。
こ の場合、 Web コ ンテナの IOR は、 Web コ ンテナがセ ッ シ ョ ン ク ッ キー （URL 再書き込
みの場合は URL） の一部と し て返すセ ッ シ ョ ン ID 内に埋めこ まれます。

セ ッ シ ョ ン ID を生成する と き、 Web コ ンテナは要求が IIOP コネ ク タ を起点 とする要求で
あ るかど う かを判定し ます。 IIOP コネ ク タが起点の場合、 要求の取得元であ る  IIOP コネ
ク タの文字列化された IOR を取得し ます。 Web コ ンテナは標準セ ッ シ ョ ン ID を生成し ま
す。 通常の ID のほかに、 文字列化された IOR が前に追加されます。 次に例を示し ます。

Stringified IOR: IOR:xyz  
Normal session ID: abc  
The new session ID: xyz_abc

元の Web コ ンテナが停止する と、 フ ェ イルオーバーが起動し、 等価な Web コ ンテナの別
のイ ン ス タ ン ス を検索し ます。

corbaloc 識別 Web コ ンテナの場合、 自動 osagent フ ェ イルオーバーは不確実なので、 IIOP 
コネ ク タは手動 「 リ バイ ン ド」 を実行し て、 実行中の等価 Web コ ンテナまでの有効な リ
フ ァ レン ス を取得し ます。

ほかに実行し ている  Web コ ンテナが明らかにない場合、 http 要求は失敗し ます。

新しい Web コ ンテナは、 セ ッ シ ョ ンデータベースから古い状態を取得し、 引き続き要求
にサービ ス を提供し ます。 応答を返すと き、 新しい Web コ ンテナでは、 その IOR を反映
し てセ ッ シ ョ ン ID を変更し ます。 ブラ ウザク ラ イ アン ト への戻 り で Apache はセ ッ シ ョ ン 
ID を確認し ないので、 以上の処理は Apache には透過で処理されます。
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JSS による Web コンテナの設定

セ ッ シ ョ ンを呼び出すと き、 正し く フ ェ イルオーバーを適用するには、 同じ  JSS バッ ク エ
ン ド で Web コ ンテナを設定し ます。

フェイルオーバーに使用する Borland Web コンテナの
変更

Web アプ リ ケーシ ョ ンご と に、 次のサンプルコード と同様のエン ト リ を、 Borland Web コ
ンテナの設定フ ァ イル server.xml に追加し ます。 server.xml フ ァ イルの詳細につい
ては、 35 ページの 「Borland Web コ ンテナの IIOP 設定の変更」 を参照し て く ださい。

<Manager className="org.apache.catalina.session.PersistentManager"> 
           <Store className="org.apache.catalina.session.BorlandStore" 
           storeName="jss_factory"/> 
     </Manager>

前のコード では、 ス ト レージ ク ラ ス  BorlandStore を持つ PersistentManager の使用
を指定し ています。 jss_factory と い う 名前の BorlandStore フ ァ ク ト リ と の接続も
指定し ています。 そのフ ァ ク ト リ 名で、 ローカルネ ッ ト ワーク で実行する  JSS が必要で
す。

jss.factoryName については、 364 ページの 「Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） のプロ
パテ ィ 」 を参照し て く ださ い。

セッションストレージのインプリメンテーション

ク ラ ス タ リ ング し た Web コ ンポーネン ト 用にセ ッ シ ョ ン ス ト レージを実装する方法は、
次の 2 とお り があ り ます。

■ プロ グ ラ ム的イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン

■ 自動的イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン

プログラム的インプ リ メ ンテーシ ョ ン
プロ グ ラ ム的イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 セ ッ シ ョ ン属性を変更するたびに 
session.SetAttribute() を呼び出し て、 セ ッ シ ョ ン属性の変更を  Borland Web コ
ンテナに通知し ます。

これは、 サーブレ ッ ト の開発では共通のオペレーシ ョ ンで、 このオペレーシ ョ ンを実行す
る場合、 server.xml フ ァ イルを変更する必要はあ り ません。 セ ッ シ ョ ンデータ を変更す
る たびに、 データは JSS を介し てすぐにデータベースに書き込まれます。 Web コ ンテナの
イ ン ス タ ン スに予定外のシ ャ ッ ト ダウ ンが発生し て も、 セ ッ シ ョ ンを収集する よ う に割 り
当て られた次の Web コ ンテナのイ ン ス タ ン スがセ ッ シ ョ ンデータにア ク セス し ます。 原
則と し て、 プロ グ ラ ム的イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 変更箇所がすみやかに保存されま
す。
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HTTP セッションの使い方

自動的インプ リ メ ンテーシ ョ ン
自動的イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの場合、 データが変更されたかど う かに関係な く 、
セ ッ シ ョ ンデータは定期的に JSS に保存されます。 自動的イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで
は、 セ ッ シ ョ ン属性が変更された こ と を  Web コ ンポーネン ト に通知する必要はあ り
ません。

た と えば、 次のサンプルコード のよ う に、 setAttribute () を呼び出さ な く て も状態を
変更でき ます。

Object myState = session.getAttribute("myState"); 
 
// Modify mystate here and do not call setAttribute ()

設定フ ァ イル server.xml のコード は、 次のよ う にな り ます。

<Manager className= 
"org.apache.catalina.session.PersistentManager" 
         maxIdleBackup="xxx"> 
<Store className= 
"org.apache.catalina.session.BorlandStore" 
storeName="jss_factory"> 
</Manager>

こ こ で、 xxx はセ ッ シ ョ ンデータが保存される間隔を秒単位で示し ます。

server.xml フ ァ イルの詳細については、 35 ページの 「Borland Web コ ンテナの IIOP 設
定の変更」 を参照し て く ださ い。

メ モ 自動的イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを使用する場合は、 次の制限事項を考慮する必要があ り ま
す。

1 Web コ ンテナが保存イベン ト と保存イベン ト の間に停止し て し ま う と、 次の Web コ ン
テナのイ ン ス タ ン スには 新の変更内容が伝え られません。 ハー ト ビー ト の時間間隔
を定義する と きは、 こ の点に注意し て く ださい。

2 データが変更されたかど う かに関係な く 、 指定し た間隔でデータは保存されます。
セ ッ シ ョ ンの変更頻度が低い場合に間隔値が短い と無駄にな り ます。

HTTP セッションの使い方

HTTP （HyperText Transfer Protocol） はステー ト レ スプロ ト コルです。 ク ラ イ アン ト ／サー
バー方式では、 Apache Web サーバーが受け取るすべてのク ラ イ アン ト 要求は、 独立し た
ト ラ ンザク シ ョ ン と し て処理されます。 ク ラ イ アン ト 要求の間には特に関係はあ り ませ
ん。 これは、 ク ラ イ アン ト およびサーバーにあ る典型的なステー ト レ ス接続です。

ただし、 ク ラ イ アン ト が完全な ト ラ ンザク シ ョ ン処理を行 う ためには、 セ ッ シ ョ ンの概念
が必要な場合があ り ます。 セ ッ シ ョ ン と い う 概念は、 通常ク ラ イ アン ト と サーバー間にス
テー ト フルな対話を行 う こ と を意味し ます。 セ ッ シ ョ ン概念のサンプルは、 対話型の
シ ョ ッ ピングカー ト を使用し たオン ラ イ ンシ ョ ッ ピングです。 シ ョ ッ ピングカー ト に新し
いア イ テムを追加するたびに、 前に追加し たア イ テム リ ス ト に新しいア イ テムが追加さ
れ、 表示される こ と が期待されます。 HTTP は、 通常ステー ト フルな方法でク ラ イ アン ト
要求を処理し ませんが、 できないわけではあ り ません。

AppServer は、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの次の 2 つの方法を使って HTTP セ ッ シ ョ ンをサ
ポー ト し ます。

■ Cookie ： Web サーバーは Cookie を送信し て、 セ ッ シ ョ ンを識別し ます。 Web ブラ ウザ
は、 その後の要求でも、 同じ  Cookie の送信を継続し ます。 こ の Cookie は、 サーバー側
のコ ンポーネン ト が指定セ ッ シ ョ ンの ト ラ ンザク シ ョ ンを処理する方法を判定する と
きに便利です。

■ URL の変更 ： ユーザーがク リ ッ クする  URL は、 セ ッ シ ョ ン情報を保持する よ う に動的
に書き換え られます。
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第 章

Chapter   8Apache Web サーバーから     
CORBA サーバーへの接続 

Apache IIOP コネ ク タ を設定する こ と で、 Web サーバーは ReqProcessor イ ン ターフ ェー
ス定義言語 （IDL） を実装するすべてのス タ ン ド ア ロ ンの CORBA サーバーと通信でき る
よ う にな り ます。 これは、 ほ と んどすべての CORBA サーバーで Web ベースのフ ロ ン ト エ
ン ド を簡単に導入でき る こ と を意味し ます。

詳細については、 Borland AppServer の 『イ ン ス ト ールガイ ド』 の 「Borland AppServer の 
Windows へのイ ン ス ト ール」 または 「Borland AppServer の Solaris または Linux へのイ ン ス
ト ール」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

Web 対応の CORBA サーバー

イ ン ターネ ッ ト を介し て CORBA サーバーにア ク セスでき る よ う にするには、 次の手順に
し たがいます。

■ CORBA メ ソ ッ ド の URL の指定

■ CORBA サーバーにおける  ReqProcessor IDL の実装

CORBA メソッドの URL の指定

イ ン ターネ ッ ト を介し て CORBA サーバーにア ク セスでき る よ う にするには、 次の手順に
し たがいます。

1 公開する ビジネスオペレーシ ョ ンを決定し ます。

2 ビジネスオペレーシ ョ ンの URL を指定し ます （CORBA メ ソ ッ ド）。

た と えば、 銀行の CORBA サーバーは、 メ ソ ッ ド  debit()、 credit()、 balance() を
実装し、 これらのビジネス メ ソ ッ ド を イ ン ターネ ッ ト 経由でユーザーに公開し ます。
CORBA サーバーの各オペレーシ ョ ンをユーザーがブラ ウザで入力する内容にマ ッ ピング
し ます。

銀行の Web サイ ト は、 http://www.bank.com です。
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Web 対応の CORBA サーバー

イ ン ターネ ッ ト ユーザーに公開する各ビジネスオペレーシ ョ ンに URL を指定するには、
次のよ う に操作し ます。

1 会社のルー ト  URL に Web アプ リ ケーシ ョ ン名を追加し ます。

次に例を示し ます。

http://www.bank.com/accounts

こ こ で、 accounts は Web アプ リ ケーシ ョ ン名です。

重要 デフ ォル ト では、 Web サーバーからは Web アプ リ ケーシ ョ ンを使用でき ません。 Web 
アプ リ ケーシ ョ ンを Apache から使用でき る よ う にするには、 Web アプ リ ケーシ ョ ンデ
ス ク リ プタにい く つかの情報を追加する必要があ り ます。 追加方法の具体的な手順に
ついては、 『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエ
デ ィ タの使い方」 の 「Web デプロ イ メ ン ト パス」 を参照し て く ださい。

2 公開する  Web アプリ ケーショ ンのメ ソ ッ ド に、 ユーザーにわかり やすい名前を追加し ます。

次に例を示し ます。

http://www.bank.com/accounts/balance

こ こ で、 balance は、 balance() メ ソ ッ ド を表す名前です。

CORBA サーバーにおける ReqProcessor IDL の実装

ReqProcessor IDL によ って、 IIOP を使用し た Web サーバー と  CORBA サーバー間の通
信が可能です。ReqProcessor IDL を CORBA サーバーに実装する と、 Web サーバーから  
CORBA サーバーに http 要求を転送でき ます。

こ の IDL を実装するにあた り 、 要求 URL を HttpRequest の一部 とみな し、 その URL に
呼応し て適切な CORBA メ ソ ッ ド を呼び出す必要があ り ます。

ReqProcessor イ ン ターフ ェースの IDL 仕様
*/ 
module apache { 
        struct NameValue { 
                string name; 
                string value; 
    }; 
        typedef sequence<NameValue> NVList; 
    typedef sequence<octet> OctetSequence_t; 
       
    struct HttpRequest { 
                string  authType; // 認証タイプ（BASIC、FORM など） 
                string  userid; // 要求に関連付けられているユーザー名 
                string  appName; // アプリケーション名（コンテキストパス） 
                string  httpMethod; // PUT、GET など 
                string  httpProtocol; // プロトコル HTTP/1.0、HTTP/1.1 など 
                string  uri; // 要求に関連付けられている URI 
                string  args; // この要求に関連付けられているクエリー文字列 
                string  postData; // 要求に関連付けられている POST（form）データ 
                boolean isSecure; // クライアントで https または http が指定されているか 
                string  serverHostname; // URI で指定されているサーバーのホスト名 
                string  serverAddr; // （オプション）URI で指定されているサーバーの IP アドレス 
                long    serverPort; // URI で指定されているサーバーのポート番号 
                NVList headers; // この要求形式に関連付けられているヘッダー（ヘッダー名：値） 
        }; 
         
        struct HttpResponse { 
                long    status; // HTTP ステータス（OK など） 
                boolean isCommit; // サーバーがこの要求をコミットするかどうか 
                NVList  headers; // ヘッダー配列 
                OctetSequence_t data; // データバッファ   
        }; 
 
interface ReqProcessor {     
        HttpResponse process(in HttpRequest req); 
  }; 
};



 第 8 章 : Apache Web サーバーから  CORBA サーバーへの接続 63

CORBA サーバーを呼び出すための Apache Web サーバーの設定

process() メ ソ ッ ド
ReqProcessor IDL には、 process() メ ソ ッ ド が含まれています。 これは、 イ ン
ターネ ッ ト 要求があ る と、 Apache Web サーバーが呼び出す メ ソ ッ ド です。 Web サー
バーはユーザーの要求を引数で process() メ ソ ッ ド に渡し ます。 基本的に、
process() メ ソ ッ ドへの入力は、 ブラ ウザからの要求 HttpRequest です。
process() メ ソ ッ ド からの出力は、 HttpResponse に格納された html ページです。

CORBA サーバーを呼び出すための Apache Web サー
バーの設定

Apache Web サーバーが CORBA サーバーを呼び出すには、 その前に httpd.conf フ ァ イ
ル内の IIOP コネ ク タに関する コード行を変更する必要があ り ます。 詳細については、 35
ページの 「Borland Web コ ンテナの IIOP 設定の変更」 を参照し て く ださい。

図 8.1 Apache から  CORBA サーバーへの接続

Apache IIOP 設定

Apache IIOP コネ ク タには、 Web サーバーのク ラ ス タ情報で更新する必要があ る設定フ ァ
イルのセ ッ ト があ り ます。 これらの IIOP コネ ク タ設定フ ァ イルは、 デフ ォル ト では次の
デ ィ レ ク ト リ に置かれています。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/ 
<configuration_name>/mos/<apache_managedobject_name>/conf

メ モ 「ク ラ ス タ」 は、 システムが 1 つの名前や URI で認識する  CORBA オブジェ ク ト イ ン ス タ
ン ス を表し ます。 IIOP コネ ク タでは、 複数のイ ン ス タ ン ス間で負荷分散でき るので、 用語
「ク ラ ス タ」 を使用し ます。

次の 2 つの設定フ ァ イルがあ り ます。

こ の 2 つの設定フ ァ イルを変更する場合は、 Apache Web サーバーまたは CORBA サーバー
を起動やシ ャ ッ ト ダウ ンは不要です。 これは、 IIOP コネ ク タによ ってフ ァ イルが自動的に
ロード されるためです。

IIOP 設定フ ァ イル 説明

WebClusters.properties クラスタと、 各クラスタに対応する CORBA サー  
バーを指定します。

UriMapFile.properties WebClusters.properties ファイルで定義したク 
ラスタに URI リファレンスをマッピングします。
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CORBA サーバーを呼び出すための Apache Web サーバーの設定

新しい CORBA サーバー （ク ラス タ） の追加
CORBA サーバーは、 IIOP コネ ク タに と って 「ク ラ ス タ」 です。 CORBA サーバーを 
IIOP コネ ク タ と と もに使用する よ う に設定するには、 ク ラ ス タ を定義し て 
WebClusters.properties フ ァ イルに追加し ます。

WebClusters.properties フ ァ イルは、 IIOP コネ ク タに次の情報を伝えます。

■ 利用でき る各ク ラ ス タの名前 ： （ClusterList）

■ Web コ ンテナの ID
■ 特定ク ラ ス タに自動負荷分散 （enable_loadbalancing） を提供するかど う か

新しい ク ラ ス タ を追加するには、 次の手順にし たがいます。

■ WebClusters.properties フ ァ イルで ：

a ClusterList に設定し た ク ラ ス タの名前を追加し ます。 次に例を示し ます。

     ClusterList=cluster1,cluster2,cluster3

b 次の形式で ク ラ ス タ名、 必須の webcontainer_id 属性、 および追加属性 （「ク ラ
ス タ定義属性」 の表を参照） を指定する行を追加し て、 各ク ラ ス タ を定義し ます。
次に例を示し ます。

     <clustername>.webcontainer_id = <id> <attribute>

メ モ フ ェ イルオーバーと スマー ト セ ッ シ ョ ンは常に有効になっています。 詳細については、 55
ページの 「Web コ ンポーネン ト のク ラ ス タ リ ング」 を参照し て く ださい。

次に例を示し ます。

     ClusterList=cluster1,cluster2,cluster3 
     cluster1.webcontainer_id = tc_inst1  
     cluster2.webcontainer_id = corbaloc::127.20.20.2:20202,:127.20.20.3:20202/ 

tc_inst2  
     cluster2.enable_loadbalancing = true  
     cluster3.webcontainer_id = tc_inst3  
     cluster3.enable_loadbalancing = false

上の例では、 次の 3 つのク ラ ス タが定義されています。

1 初のク ラ ス タは、 osagent 命名方式を使用し、 負荷分散が有効にされています。

2 2 番めのク ラ ス タは、 corbaloc 命名方式を使用し、 負荷分散が有効にされています。

3 3 番めのク ラ ス タは、 osagent 命名方式を使用し ますが、 負荷分散が無効にされていま
す。

メ モ 特定のク ラ ス タの使用を無効にするには、 目的のク ラ ス タ名を ClusterList リ ス ト から
削除し ます。 ただし、 CORBA サーバー （ア タ ッチユーザー） にア タ ッチされたア ク テ ィ
ブ HTTP セ ッ シ ョ ンは削除し ないで く ださい。 これらの 「ラ イブ」 セ ッ シ ョ ンの要求が失
敗し ます。

メ モ WebClusters.properties フ ァ イルの変更結果は、 次回の要求で自動的に有効にな り
ます。 サーバーを再起動する必要はあ り ません。

属性 必須 定義

webcontainer_id はい オブジェクトの 「バインド」 名、 またはクラスタを実装
する Web コンテナを識別する corbaloc 文字列。

enable_loadbalancing いいえ 負荷分散は、 デフォルトで有効です。 負荷分散を有
効にするには、 この属性を省略するか、 この属性を
true に設定します。 負荷分散を無効にするには、 
false に設定して、 このクラスタインスタンスが負荷分 
散技術を使用しないように指定します。 
警告 ： enable_loadbalancing 属性の指定時には、 
正しい値 （true か false） を指定してください。



 第 8 章 : Apache Web サーバーから  CORBA サーバーへの接続 65

CORBA サーバーを呼び出すための Apache Web サーバーの設定

定義済みク ラス タへの URI のマ ッ ピング
ク ラ ス タエン ト リ を定義する と、 後は、 Web サーバーが受け取る  HTTP 要求のどれを  
CORBA サーバーに転送するか指定するだけです。 UriMapFile.properties フ ァ
イルを使用し て、 WebClusters.properties フ ァ イルで設定されている  Web ク ラ
ス タ名 （CORBA イ ン ス タ ン ス） に http URI 文字列をマ ッ ピング し ます。

■ UriMapFile.properties フ ァ イルで次のよ う に入力し ます。

<uri-mapping> = <clustername>

こ こ で、 <uri-mapping> は、 標準 URI 文字列またはワ イル ド カード文字列です。
<clustername> は、 WebClusters.properties フ ァ イルの ClusterList エン ト
リ に出現する ク ラ ス タ名です。

次に例を示し ます。

     /examples = cluster1  
     /examples/* = cluster1  
 
     /petstore/index.jsp = cluster2  
     /petstore/servlet/* = cluster2

こ の例では、 次のよ う にな り ます。

■ /examples で開始する  URI は、 CORBA サーバーや 「cluster1」 Web ク ラ ス タで実行す
る  CORBA オブジェ ク ト に転送されます。

■ /petstore/index.jsp と同じ  URI、 または /petstore/servlet で始ま る  URI は、
「cluster2」 に転送されます。

メ モ URI マ ッ ピングの場合、 ワ イル ド カード  "*" は、 URI の 後のワード にだけ有効であ り 、
次のよ う な場合が考え られます。

■ ワード全体 （および下位のすべての リ フ ァ レン ス）。 例 ： /examples/*。

■ フ ァ イル指定文字列のフ ァ イル名の部分。 例 ： /examples/*.jsp。

メ モ UriMapFile.properties フ ァ イルの変更結果は、 次回の要求で自動的に有効にな り ま
す。 サーバーを再起動する必要はあ り ません。

WebCluster.properties または UriMapFile.properties が変更された場合、 それ
らのフ ァ イルは IIOP コネ ク タによ って自動的にロード されます。 し たがって、 これらの
フ ァ イルを変更し て も、 Web サーバーまたは CORBA サーバーを起動し た り シャ ッ ト ダウ
ンする必要はあ り ません。
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CORBA サーバーを呼び出すための Apache Web サーバーの設定
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第 章

Chapter   9Borland AppServer Web サービス      
Borland AppServer （AppServer） は、 すべての Borland パーテ ィ シ ョ ンでそのま ま利用でき
る  Web サービ ス機能を提供し ます。

Web サービスの概要

「Web サービ ス」 は、 標準 XML メ ッ セージ通信でネ ッ ト ワーク上の記述、 公開、 検索、 呼
び出しができ る アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト です。 Simple Object Access Protocol
（SOAP）、 Web Services Description Language （WSDL）、 Universal Discovery、 Description and 
Integration （UDDI） などの新しいテ ク ノ ロ ジで定義し た Web サービ スは、 World Wide Web 
でア ク セス し て再利用でき る ソ フ ト ウ ェアモジ ュールから  e ビジネスアプ リ ケーシ ョ ンを
作成するための新しいモデルです。

Web サービスアーキテクチャ

標準 Web サービ スアーキテ クチャは、 Web サービ スの公開、 検索、 バイ ン ド を行 う  3 つ
のロールから な り ます。

■ 「Service Provider」 は、 利用でき るすべての Web サービ ス を  Service Broker に登録し ま
す。

■ 「Service Broker」 は、 Service Requestor のア ク セス用に Web サービ ス を公開し ます。 公
開される情報の内容は、 Web サービ ス と その場所です。

■ 「Service Requestor」 は、 Service Broker と の対話から  Web サービ ス を検索し ます。 その
結果を受けて、 Service Requestor は、 Web サービ ス をバイ ン ド または呼び出し ます。

Service Provider は Web サービ ス を処理し、 Web 経由で ク ラ イ アン ト に提供し ます。 Service 
Provider は、 Web サービ ス定義と バイ ン ド情報を、 Universal Description、 Discovery、
Integration （UDDI） レジス ト リ に公開し ます。 Web Service Description Language （WSDL）
ド キ ュ メ ン ト には、 受信 メ ッ セージ と返信用の応答 メ ッ セージなど、 Web サービ スに関す
る情報が収められます。

Service Requestor は、 Web サービ ス を利用する ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムです。 Service 
Requestor は、 UDDI や電子 メ ールなどの方法で Web サービ ス を検索し ます。 その後、 Web 
サービ ス をバイ ン ド し て呼び出し ます。

Service Broker は、 Service Provider と  Service Requestor 間の対話を管理し ます。 Service 
Broker では、 すべてのサービ ス定義 と バイ ン ド情報を提供し ます。 現在は、 SOAP （分散
環境の情報通信向けの XML ベースの メ ッ セージ通信、 エン コード プロ ト コル形式） が 
Service Requestor と  Service Broker 間の通信標準と なっています。
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Web サービスとパーティション

図 9.1 標準 Web サービスアーキテ クチャ

Web サービスとパーティション

AppServer のパーテ ィ シ ョ ンは、 いずれも  Web サービ ス をサポー ト する よ う に設定されて
います。 必要な操作は、 パーテ ィ シ ョ ンを起動し、 Web サービ ス を収めた WAR （または 
WAR を収めた EAR） をデプロ イ メ ン ト するだけです。

また、 以前にデプロ イ メ ン ト されたステー ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean を Web サービ ス と し て
公開でき ます。 詳細については、 『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「EJB を Web 
サービ ス と し てエキスポー ト ウ ィ ザード」 を参照し て く ださい。

Borland Web サービ スは、 Apache Axis テ ク ノ ロ ジを基本に、 受信 SOAP Web サービ ス要求
を次の 「Web サービ スプロバイ ダ」 に配信し ます。

■ EJB プロバイ ダ

■ RPC/Java プロバイ ダ

■ RPC/Java プロバイ ダ
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Web サービスプロバイダ

図 9.2 Borland Web サービスアーキテ クチャ

Web サービスプロバイダ

Borland Web サービ スエンジンには、 多 く のプロバイ ダが組み込まれています。 「プロバイ
ダ」 は、 ク ラ イ アン ト  Web サービ ス要求を、 サーバー側のユーザーク ラ スに接続する リ
ン ク です。

プロバイ ダにはいずれも以下のよ う な機能があ り ます。

■ メ ソ ッ ド を呼び出せるオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス を作成し ます。 このオブジェ ク ト
の作成方法は、 厳密にはプロバイ ダによ って異な り ます。

■ こ のオブジェ ク ト で メ ソ ッ ド を呼び出し、 XML ク ラ イ アン ト が送信し たすべてのパラ
メ ータ を渡し ます。

■ Axis Runtime エンジンに戻 り 値を渡し ます。 XML に変換されて ク ラ イ アン ト に返 り ま
す。

deploy.wsdd ファイルにおける Web サービス情報の
指定

新しい Web サービ ス を イ ン ス ト ールする と きは、 Web サービ スの名前を指定し、 サービ
スで利用するプロバイ ダを指定し ます。 プロバイ ダによ ってパラ メ ータが異な り ます。 次
の項では、 各サービ スプロバイ ダ と、 それぞれに必要なパラ メ ータについて説明し ます。
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Web サービスプロバイダ

Java:RPC プロバイダ
このプロバイ ダでは、 Web サービ ス を処理する ク ラ スがアプ リ ケーシ ョ ンアーカ イブ
（WAR） にあ る もの と し ます。 Web サービ ス要求を受信する と、 RPC プロバイ ダは次
の処理を行います。

1 サービ スに関連付け られた Java ク ラ ス を ロード し ます。

2 オブジェ ク ト の新しいイ ン ス タ ン ス を作成し ます。

3 reflection によ って指定 メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

パラ メ ータは次の とお り です。

■ className ： こ のサービ スで要求を受信し た と きにロード される ク ラ スの名前。

■ allowedMethods ： このク ラ スで呼び出せる メ ソ ッ ド。 このク ラ スが利用でき る メ
ソ ッ ド は、 こ こ に示す メ ソ ッ ド だけに と ど ま り ません。 こ こに紹介し た メ ソ ッ ド は リ
モー ト 呼び出しに適用でき る ものです。

例を次に示し ます。

<service name="Animal" provider="java:RPC"> 
 <parameter name="className" value="com.borland.examples.web 
services.java.Animal"/> 
 <parameter name="allowedMethods" value="talk sleep"/> 
</service>

Java:EJB プロバイダ
このプロバイ ダで Web サービ ス を処理する ク ラ スは EJB です。

メ モ 以前にデプロ イ メ ン ト されたステー ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean を Web サービ ス と し て公開で
き ます。 詳細については、 『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「EJB を Web サービ ス
と し てエキスポー ト ウ ィ ザード」 を参照し て く ださい。

Web サービ ス要求を受信する と次の処理が行われます。

1 EJB プロバイ ダは、 JNDI 初期コ ンテキス ト で Bean 名を検索し ます。

2 ホーム ク ラ ス を検索し て Bean を作成し ます。

3 EJB ス タブで reflection によ って指定 メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

ク ラ イ アン ト をア ク セスするには、 実 EJB 自体をパーテ ィ シ ョ ンのいずれかにデプロ イ メ
ン ト し ます。

主なパラ メ ータは次の とお り です。

■ beanJndiName ： JNDI の Bean の名前。

■ homeInterfaceName ： 絶対パスで指定し たホーム イ ン ターフ ェースのク ラ ス。 こ の
ク ラ スの場所は WAR と し ます。

■ className ： EJB リ モー ト イ ン ターフ ェースの名前。

■ allowedMethods ： この EJB で呼び出せる メ ソ ッ ド。 スペースで区切 り ます。 EJB が
利用でき る メ ソ ッ ド は、 こ こ に示す メ ソ ッ ド だけに と ど ま り ません。 こ こに紹介し た
メ ソ ッ ド は リ モー ト 呼び出しに適用でき る ものです。

例を次に示し ます。

  <service name="Animal" provider="java:EJB"> 
    <parameter name="beanJndiName" value="Animal"/> 
    <parameter name="homeInterfaceName" 
value="com.borland.examples.webservices.ejb.AnimalHome"/> 
    <parameter name="className" 
value="com.borland.examples.webservices.ejb.Animal"/> 
    <parameter name="allowedMethods" value="talk sleep"/> 
  </service>
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Borland Web サービスのはたらき

Borland Web サービスのはたらき

1 Web サービ スサーバーは、 ク ラ イ アン ト から  XML SOAP メ ッ セージを受信し ます。

2 その後、 次の処理を行います。

a SOAP メ ッ セージを解釈し ます。

b SOAP サービ ス名を展開し ます。

c サービ スに応答でき るプロバイ ダを決定し ます。

3 SOAP サービ ス と プロバイ ダのタ イプ間のマ ッ ピングは、 WAR デプロ イ メ ン ト の一部
と し て Web サービ スデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ （WSDD） から取得し ます。

4 メ ッ セージは目的のプロバイ ダに転送されます。 各プロバイ ダによ る メ ッ セージのさ
まざまな操作方法の詳細については、 次の箇所を参照し て く ださい。 70 ページの
「Java:RPC プロバイ ダ」 と 70 ページの 「Java:EJB プロバイ ダ」

Web サービスのデプロイメント

Web サービ スは、 WAR の一部 と し てデプロ イ メ ン ト されます。 1 つの WAR で複数の Web 
サービ ス を格納でき ます。 また、 複数の Web サービ ス を格納し た WAR を複数デプロ イ メ
ン ト する こ と もでき ます。

通常の WAR と、 Web サービ ス を格納し た WAR と の違いは、 WEB-INF デ ィ レ ク ト リ に 
server-config.wsdd と い う 名前のデス ク リ プタがあ る点です。 server-
config.wsdd フ ァ イルには設定情報 （Web サービ ス名、 プロバイ ダ、 対応する  Java ク ラ
ス） があ り ます。

WAR 1 つにつき  WSDD は 1 つあ り 、 WAR で利用でき るすべての Web サービ スに関する
情報が保存されています。

Web サービ ス を持つ WAR の代表的なコ ンポーネン ト 構造には次の要素があ り ます。

■ WEB-INF/web.xml

■ WEB-INF/server-config.wsdd

■ WEB-INF/classes/< 各自の Web サービスに対応するクラスがここに配置されます。>

■ WEB-INF/lib/< 各自の Web サービスに対応するクラスが圧縮された JAR 形式でここに
配置されます。>

WEB-INF/lib には、 Axis Runtime エンジンに必要な標準 JAR も組み込まれています。

Web サービ ス と し て Java ク ラ ス を公開するには、 パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト する
項目を WSDD 形式で定義し て く ださい。 た と えば 「BankService」 と い う サービ スに対応
するエン ト リ は、 次のよ う にな り ます。

  <service name="BankService" provider="java:RPC"> 
     <parameter name="allowedMethods" value="create_account query_account"/> 
     <parameter name="className" value="com.fidelity.Bank"/> 
  </service>

こ の場合、 com.fidelity.Bank Java ク ラ スは Web サービ ス  BankService に リ ン ク し
ます。 ク ラ ス  com.fidelity.Bank には、 多 く の public メ ソ ッ ド を設定でき ますが、
Web サービ スで利用でき るのは、 メ ソ ッ ド  create_account と メ ソ ッ ド  
query_account だけです。
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Web Service アプリケーションアーカイブのパッケージ

server-config.wsdd ファイルの作成

server-config.wsdd を作成するには

■ JBuilder を利用し て WAR の一部 と し てデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を生成し ます。

または

1 テキス ト エデ ィ タで deploy.wsdd フ ァ イルを作成し ます。 
<install_dir>/examples/webservices/java/server にあ る  deploy.wsdd 
フ ァ イルを参照し て く ださ い。

2 deploy.wsdd フ ァ イル と と もに 74 ページの 「ツールの概要」 を実行し ます。

prompt>java org.apache.axis.utils.Admin server deploy.wsdd

server-config.wsdd フ ァ イルは、 Web の一部 と し てパッ ケージ されています。

WSDD プロパティの表示と編集

WAR フ ァ イルにパッ ケージされている  Web サービスデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ
（WSDD） のプロパテ ィ （server-config.wsdd フ ァ イル） を表示および編集するには、
Borland 管理コ ン ソール または DDEditor を使用し ます。 詳細については、 『管理コ ン ソール
ユーザーズガイ ド』 の 「J2EE コンポーネン ト の設定の表示」 の 「Web サービスデプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタプロパテ ィ の表示」、 または 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエディ タの使
い方」 の 「Web サービス」 を参照して く ださい。

Web Service アプリケーションアーカイブのパッケージ

Web サービ スアーカ イブにデプロ イ メ ン ト でき る  WAR フ ァ イルを作成するには、 次のよ
う に操作し ます。

1 Web サービ ス ク ラ スが WEB-INF/classes または WEB-INF/lib にあ る こ と を確認し
ます。

2 WEB-INF/lib に Axis ツールキ ッ ト を コ ピーし ます。 Axis ラ イブラ リ は、 次のサイ ト
から入手でき ます。 <install_dir>/lib/axis

3 Axis ツールキ ッ ト に必要な web.xml を WEB-INF デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。
web.xml は、 次の場所にあ り ます。 <install_dir>/etc/axis

4 Web サービ スに関するデプロ イ メ ン ト 情報があ る  deploy.wsdd を作成し ます。

5 こ の deploy.wsdd で Axis 管理ツールを実行し、 次のよ う に server-config.wsdd 
を生成し ます。

java org.apache.axis.utils.Admin server deploy.wsdd

6 こ の server-config.wsdd を WEB-INF にコ ピーし ます。

7 Web アプ リ ケーシ ョ ンを WAR フ ァ イルに JAR し ます。

Borland Web サービスのサンプル

Web サービ スの開発 とデプロ イ メ ン ト 入門用に、 Borland Web サービ スエンジンのサンプ
ルを用意し ま し た。 サンプルは、 AppServer イ ン ス ト ールの次の場所に収められています。

<install_dir>/examples/webservices/

さ まざまな Web サービ スプロバイ ダのサンプルが、 Java、 EJB、 MDB、 VisiBroker の
各フ ォルダの Web サービ スサンプルデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

AppServer イ ン ス ト ールの次の場所には、 Apache Axis サンプルも あ り ます。

<install_dir>/examples/webservices/axis/samples/
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Borland Web サービスのサンプル

Web サービスプロバイダのサンプルの使用

AppServer のサンプルを実行するには、 構築してからデプロ イ メ ン ト し ます。 サンプルの構
築では、 必要な WSDL フ ァ イルを生成し、 アプ リ ケーシ ョ ンのコード とデス ク リ プタ をデ
プロ イ メ ン ト 単位にパッ ケージし ます。 この場合のデプロ イ メ ン ト 単位は、 WAR です。 こ
れで、 WAR を Borland パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト でき ます。 アプ リ ケーシ ョ ンを実行
するには、 コマン ド ラ イ ンから ク ラ イアン ト を呼び出し ます。 サンプルの構築と実行は、
Apache ANT ユーテ ィ リ テ ィーで自動的に処理でき ます。 ただし、 デプロ イ メ ン ト には、
AppServer に添付されている ツールを使用し ます。

サンプルの構築、 デプロイ メ ン ト 、 実行手順

1 構築。 サンプルの構築は、 すべてま と めて同時に、 または個別に行 う こ と ができ ます。
サンプルをすべてま と めて同時に構築するには、 次のデ ィ レ ク ト リ に移動し て Ant コマ
ン ド を実行し ます。

/examples/webservices/

次に例を示し ます。

C:/BDP/examples/webservices>Ant

以上のコマン ド を実行する と、 すべてのサンプルが構築されます。

個別に構築するには、 目的のデ ィ レ ク ト リ に移動し、 Ant コマン ド を実行し ます。

次に例を示し ます。

C:/BDP/examples/webservices/java>Ant

以上のコマン ド を実行する と、 Java Provider サンプルだけが構築されます。

2 デプロ イ メ ン ト 。 サンプルをデプロ イ メ ン ト し て、 AppServer の実行イ ン ス タ ン スにし
ます。 WAR と  JAR をデプロ イ メ ン ト するには、 ant deploy ターゲ ッ ト 、 または次の
いずれかを使用し ます。

■ iastool コマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ 。 詳細については、 315 ページの 「iastool コマ
ン ド ラ イ ン ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

■ デプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード。 詳細については、 『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』
の 「デプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード」 を参照し て く ださい。

3 実行。 サンプルを実行するには、 そのデ ィ レ ク ト リ に移動し、 ant run-client コマ
ン ド を実行し ます。

た と えば、 Java Provider ク ラ イ アン ト を実行するには、 次のコマン ド を実行し ます。

C:/BDP/examples/webservices/java>Ant run-client

Apache Axis Web サービスのサンプル

Apache Axis Web サービ スのサンプルは、 Borland パーテ ィ シ ョ ンにあ る  axis-
samples.war フ ァ イルにデプロ イ メ ン ト 済みです。 以上のサンプルは、 デプロ イ メ ン ト
済みであ り 、 『Apache Axis User's Guide』 に記載された Apache Axis デプロ イ メ ン ト コマン
ド を実行する必要はあ り ません。

『Apache Axis User's Guide』 は、 AppServer イ ン ス ト ールの次の場所にあ り ます。

<install_dir>/doc/axis/user-guide.html

または、 サード パーテ ィ ド キ ュ メ ン ト の 「Axis Documentation」 にあ り ます。

以上のサンプルでは、 Axis の機能を紹介し ています。 元の Apache Axis イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンから そのま ま流用し ているので、 実行するかど う かは保証の限 り ではあ り ません。
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ツールの概要

ツールの概要

こ こ では、 サンプルの各種ツールについて説明し ます。

Apache ANT ツール

Apache ANT ユーテ ィ リ テ ィ は、 プラ ッ ト フ ォームに依存し ない java ベースのビル ド ツー
ルであ り 、 サンプルの構築に使用し ます。

XML ビル ド ス ク リ プ ト  build.xml でツールを実行し ます。 build.xml フ ァ イルは、 プ
ロ ジ ェ ク ト に使用でき る さ まざまな ターゲ ッ ト と、 それらのターゲ ッ ト に呼応し て実行さ
れる コマン ド を記述し ます。 AppServer は、 Apache Ant ツールを実行する ための JAR と ス
ク リ プ ト を提供し ます。

Java2WSDL ツール

Java2WSDL は、 Java ク ラ スに対応し た WSDL を生成する  Apache Axis ユーテ ィ リ テ ィ ク ラ
スです。 こ のク ラ スでは、 さ まざまな コマン ド ラ イ ン引数を受け取 り ます。 このユーテ ィ
リ テ ィ を引数な しで、 次のよ う に実行する と、 対応するすべてのヘルプ情報が得られま
す。

java org.apache.axis.wsdl.Java2WSDL

メ モ 次のコマン ド を実行する前に、 jar フ ァ イルがすべて <install-dir>¥lib¥axis デ ィ レ
ク ト リ に組み込まれる よ う  CLASSPATH を設定し て く ださい。

WSDL2Java ツール

CLASSPATH は、 WSDL フ ァ イルから  Java ク ラ ス を生成する  Apache Axis ユーテ ィ リ テ ィ
ク ラ スです。 こ のツールでは、 （ク ラ イ アン ト 側で使用する） Java ス タブ、 または （サー
バー側で使用する） Java スケル ト ンを生成でき ます。 生成される フ ァ イルによ り 、 所定の 
WSDL 用のク ラ イ アン ト やサーバーを簡単に開発でき ます。

こ のク ラ スでは、 さ まざまな コマン ド ラ イ ン引数を受け取 り ます。 このユーテ ィ リ テ ィ を
引数な しで、 次のよ う に実行する と、 対応するすべてのヘルプ情報が得られます。

java org.apache.axis.wsdl.WSDL2Java

メ モ 次のコマン ド を実行する前に、 jar フ ァ イルがすべて <install-dir>¥lib¥axis デ ィ レ
ク ト リ に組み込まれる よ う  CLASSPATH を設定し て く ださい。

Axis Admin ツール

Apache Admin ツールは、 一部の Web サービ ス固有のデプロ イ メ ン ト 情報から  WAR レベ
ルグ ローバル設定フ ァ イルを生成するユーテ ィ リ テ ィ ク ラ スです。

こ のユーテ ィ リ テ ィ の入力は、 1 つ以上の Web サービ スに関するデプロ イ メ ン ト 情報を収
めた XML フ ァ イル （通常は deploy.wsdd） です。 Apache Admin ユーテ ィ リ テ ィ は、 必
要なグ ローバル定義を追加し、 出力フ ァ イルを書き込みます。 このツールは、 次のよ う に
使用し ます。

java org.apache.axis.utils.Admin server|client deployment-file

メ モ 次のコマン ド を実行する前に、 <install-dir>¥lib¥axis デ ィ レ ク ト リ の jar フ ァ イル
がすべて組み込まれる よ う  CLASSPATH を設定し て く ださい。

こ のツールは、 選択し たオプシ ョ ンに基づいて server-config.wsdd または client-
config.wsdd を生成し ます。
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第 章

Chapter   10 エンタープライズ Bean    
クライアントの作成

エンタープライズ Bean のクライアントビュー

エン タープラ イ ズ Bean のク ラ イ アン ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンか別のエン タープラ イ ズ 
Bean です。 アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 ス タ ン ド ア ロ ンアプ リ ケーシ ョ ン、 アプ リ ケーシ ョ
ン ク ラ イ アン ト コ ンテナ、 サーブレ ッ ト 、 またはアプレ ッ ト があ り ます。 どのよ う な場合
でも、 エン タープラ イ ズ Bean のク ラ イ アン ト がエン タープラ イ ズ Bean を使用するには、
次の処理を行 う 必要があ り ます。

■ Bean のホーム イ ン ターフ ェース を検索し ます。 EJB 仕様で ク ラ イ アン ト から ホーム イ
ン ターフ ェース をア ク セスする場合、 JNDI （Java Naming and Directory Interface） API を
使用し ます。

■ エン タープラ イ ズ Bean オブジェ ク ト の リ モー ト イ ン ターフ ェースへの リ フ ァ レン ス を
取得し ます。 こ の作業の一環と し て、 Bean のホーム イ ン ターフ ェースで定義されてい
る メ ソ ッ ド を使用し ます。 セ ッ シ ョ ン Bean を作成し ます。 または、 エンテ ィ テ ィ  Bean 
を作成するか、 検索し ます。

■ エン タープラ イ ズ Bean で定義された 1 つ以上の メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 エン タープ
ラ イ ズ Bean で定義された メ ソ ッ ド を ク ラ イ アン ト から直接呼び出すこ と はあ り ませ
ん。 かわ り にク ラ イ アン ト は、 エン タープラ イ ズ Bean オブジェ ク ト の リ モー ト イ ン
ターフ ェースの メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 リ モー ト イ ン ターフ ェースには、 エン ター
プラ イ ズ Bean がク ラ イ アン ト に公開する メ ソ ッ ド が定義されています。

クライアントの初期化

SortClient アプ リ ケーシ ョ ンは、 必要な JNDI ク ラ ス と、 SortBean のホーム イ ン ターフ ェー
ス と リ モー ト イ ン ターフ ェース を イ ンポー ト し ます。 ク ラ イ アン ト は JNDI API でエン
タープラ イ ズ Bean のホーム イ ン ターフ ェース を検索し ます。

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンからは、 データベース接続、 リ モー ト エン タープラ イ ズ 
Bean、 環境変数などの リ ソースに、 （各種 J2EE 仕様で推奨されている よ う に） 論理名でア
ク セスする こ と もでき ます。 コ ンテナは、 J2EE 仕様にし たがい、 ローカルの JNDI 名前空
間 （java:comp/env） の管理対象のオブジェ ク ト と し て これらの リ ソース をエ ク スポー
ズ し ます。
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ホームインターフェースの検索

次のサンプルコード に示すよ う に、 ク ラ イ アン ト は JNDI で Bean のホーム イ ン ターフ ェー
ス を検索し ます。 ク ラ イ アン ト は 初に JNDI 初期ネー ミ ング コ ンテキス ト を取得し ます。
こ のコード では、 新しい javax.naming.Context オブジェ ク ト を イ ン ス タ ン ス化し ま
す。 こ のサンプルでは、 initialContext を呼び出すオブジェ ク ト です。 次に ク ラ イ アン ト は、
コ ンテキス ト の lookup() メ ソ ッ ド によ り 、 名前から ホーム イ ン ターフ ェース を識別し ま
す。 初期ネー ミ ング コ ンテキ ス ト フ ァ ク ト リ の初期化方法は、 EJB コ ンテナおよびサー
バーによ って異な るので注意し て く ださ い。

ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンからは、 論理名でホーム イ ン ターフ ェースなどの リ ソース
にア ク セスする こ と もでき ます。 詳細については、 75 ページの 「ク ラ イ アン ト の初期化」
を参照し て く ださ い。

コ ンテキス ト の lookup() メ ソ ッ ド は、 java.lang.Object タ イプのオブジェ ク ト を返
し ます。 作成する コード では、 返されたオブジェ ク ト を要求される型にキ ャ ス ト し ます。
次のサンプルコード は、 sort サンプルのク ラ イ アン ト コード の一部を示し ます。 main() 
ルーチンでは、 まず、 JNDI ネー ミ ングサービ ス と そのコ ンテキ ス ト の lookup メ ソ ッ ド を
使用し て、 ホーム イ ン ターフ ェース を検索し ます。 リ モー ト イ ン ターフ ェースの名前を
（こ の例では sort） を context.lookup() メ ソ ッ ド に渡し ます。 こ のサンプルプロ グ ラ
ムは、 終的には context.lookup() メ ソ ッ ド の結果をホーム イ ン ターフ ェース型 
SortHome にキ ャ ス ト し ます。

// SortClient.java 
import javax.naming.InitialContext; 
import SortHome; // Bean のホームインターフェースを検索 
import Sort; // Bean のリモートインターフェースを検索 
public class SortClient { 
   ... 
   public static void main(String[] args) throws Exception { 
      javax.naming.Context context; 
 
// JNDI コンテキストルックアップの優先  
// ローカルJNDIコンテキスト内の論理的な JNDI 名(ejb-ref など)を使用した JNDI コンテキストの取得  
      javax.naming.Context context = new javax.naming.InitialContext();  
      Object ref = context.lookup("java:comp/env/ejb/Sort");  
      SortHome home = (SortHome) javax.rmi.PortableRemoteObject.narrow 
               (ref, SortHome.class);  
      Sort sort = home.create(); 
      ... // ソートとマージ作業の実行 
      sort.remove(); 
   } 
}

このク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの main() ルーチンは、 一般的な例外を生成し ます。 今回の
よ う なコーデ ィ ングでは、 発生する可能性のあ る例外を SortClient プロ グ ラ ムでキ ャ ッチ
する必要はあ り ませんが、 例外が発生し た場合はプロ グ ラ ムが終了し ます。

リモートインターフェースの取得

エン タープラ イ ズ Bean のホーム イ ン ターフ ェース を取得し た ら、 そのエン タープラ イ ズ 
Bean の リ モー ト イ ン ターフ ェース までの リ フ ァ レ ン ス を取得でき ます。 そ こ で、 ホーム イ
ン ターフ ェースの作成 メ ソ ッ ド または検索 メ ソ ッ ド を使用し ます。 どの メ ソ ッ ド を呼び出
すかは、 エン タープラ イ ズ Bean の種類と、 エン タープラ イ ズ Bean プロバイ ダがホーム イ
ン ターフ ェースに定義し た メ ソ ッ ド によ って決ま り ます。

た と えば、 初のサンプルコード には、 Sort リ モー ト イ ン ターフ ェース までの リ フ ァ レ ン
ス を SortClient で取得する方法が示されています。 SortClient は、 ホーム イ ン ターフ ェース
への リ フ ァ レン ス を取得し、 それを正しい型 （SortHome） にキ ャ ス ト し、 Bean のイ ン ス
タ ン ス を作成し て、 その メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 SortClient は、 ホーム イ ン ターフ ェース
の create() メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 呼び出された メ ソ ッ ド は、 Bean の リ モー ト イ ン
ターフ ェース  Sort までの リ フ ァ レ ン ス を受け取 り ます。 SortBean はステー ト レ スセ ッ シ ョ
ン Bean なので、 そのホーム イ ン ターフ ェースに create() メ ソ ッ ド は 1 つしかな く 、 当
然のこ と ながら こ の メ ソ ッ ド はパラ メ ータ を受け取 り ません。 次に SortClient は、 リ モー
ト イ ン ターフ ェースで定義されている  sort() メ ソ ッ ド と  merge() メ ソ ッ ド を呼び出し
て、 ソー ト を実行し ます。 ソー ト が終了する と、 リ モー ト イ ン ターフ ェースの remove() 
メ ソ ッ ド を呼び出し て、 こ のエン タープラ イ ズ Bean イ ン ス タ ン ス を削除し ます。
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セ ッ シ ョ ン Bean
セ ッ シ ョ ン Bean ク ラ イ アン ト がセ ッ シ ョ ン Bean の リ モー ト イ ン ターフ ェースへの リ
フ ァ レ ン ス を取得するには、 ホーム イ ン ターフ ェースのいずれかの作成 メ ソ ッ ド を呼
び出し ます。

すべてのセ ッ シ ョ ン Bean には、 少な く と も  1 つの create() メ ソ ッ ド があ り ます。 ス
テー ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean には create() メ ソ ッ ド を 1 つだけ定義する必要があ り 、 こ
の メ ソ ッ ド は引数を受け取 り ません。 ステー ト フルセ ッ シ ョ ン Bean には、 create() メ
ソ ッ ド を 1 つ定義でき ます。 また さ まざまなパラ メ ータ を持つ補助的 create() メ ソ ッ ド
を定義でき ます。 create() メ ソ ッ ド にパラ メ ータがあ る場合は、 それらのパラ メ ータの
値で、 セ ッ シ ョ ン Bean の初期化が行われます。

デフ ォル ト の create() メ ソ ッ ド にパラ メ ータはあ り ません。 sort サンプルでは、 ステー
ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean が使用されています。 当然ながら、 ステー ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean 
には、 パラ メ ータ を受け取ら ない create() メ ソ ッ ド が 1 つだけあ り ます。

Sort sort = home.create();

これに対し て、 cart サンプルでは、 ステー ト フルセ ッ シ ョ ン Bean を使用し、 ホーム イ ン
ターフ ェース  CartHome が複数の create() メ ソ ッ ド を実装し ています。 1 つの 
create() メ ソ ッ ド は 3 つのパラ メ ータ を受け取 り 、 それらのパラ メ ータから カー ト 内容
の購入者を識別し て、 Cart リ モー ト イ ン ターフ ェースへの リ フ ァ レ ン ス を返し ます。
CartClient は、 3 つのパラ メ ータ （cardHolderName、 creditCardNumber、
expirationDate） の値を設定し、 create() メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 これを次のサ
ンプルコード で示し ます。

Cart cart; 
   { 
      String cardHolderName = "Jack B. Quick"; 
      String creditCardNumber = "1234-5678-9012-3456"; 
      Date expirationDate = new GregorianCalendar(2001,  

Calendar.JULY, 1).getTime(); 
      cart = home.create(cardHolderName, creditCardNumber, expirationDate); 
   }

セ ッ シ ョ ン Bean に検索 メ ソ ッ ド はあ り ません。

エンテ ィ テ ィ  Bean
ク ラ イ アン ト は、 検索または作成オペレーシ ョ ンによ り 、 エンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト
への リ フ ァ レ ン ス を取得し ます。 こ こで、 エンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト はデータベース
に保存された基底のデータ を表すと い う こ と を思い出し て く ださい。 エンテ ィ テ ィ  
Bean は永続的データ を表すため、 エンテ ィ テ ィ  Bean は長い期間存続し ます。 エン
テ ィ テ ィ  Bean を呼び出すク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンの存続期間よ り 大幅に長い
のは間違いあ り ません。 し たがって、 ク ラ イ アン ト では、 新しいエンテ ィ テ ィ オブ
ジェ ク ト を作成し てデータ を新規作成し て基底のデータベースに格納する よ り 、 まず
は目的の永続的データ を表す既存のエンテ ィ テ ィ  Bean がないか探すのが普通です。

ク ラ イ アン ト は、 検索オペレーシ ョ ンによ り 、 リ レーシ ョ ナルデータベーステーブル内の
特定の 1 行などの既存のエンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト を検索し ます。 つま り 、 検索オペレー
シ ョ ンでは、 データ ス ト レージの既存データエンテ ィ テ ィ を検索し ます。 データには、 エ
ンテ ィ テ ィ  Bean によ ってデータ ス ト アに追加されるデータ と、 データベース管理システ
ム （DBMS） などの EJB コ ンテキス ト 範囲外から直接追加されるデータがあ り ます。 レガ
シーシステムの場合、 EJB コ ンテナを イ ン ス ト ールする前からデータが存在する場合も あ
り ます。

ク ラ イ アン ト は、 エンテ ィ テ ィ  Bean オブジェ ク ト の create() メ ソ ッ ド を使用し て、 基
底のデータベースに格納される新しいデータエンテ ィ テ ィ を作成し ます。 エンテ ィ テ ィ  
Bean の create() メ ソ ッ ド を呼び出すと、 エンテ ィ テ ィ の状態がデータベースに挿入さ
れ、 create() メ ソ ッ ド のパラ メ ータの値にし たがってエンテ ィ テ ィ の変数が初期化され
ます。 エンテ ィ テ ィ  Bean の create() メ ソ ッ ド は リ モー ト イ ン ターフ ェース を返し ます
が、 対応する  ejbCreate() メ ソ ッ ド はエンテ ィ テ ィ イ ン ス タ ン スの主キーを返し ます。

すべてのエンテ ィ テ ィ  Bean イ ン ス タ ン スに、 自分を一意に識別する主キーが割 り 当て ら
れます。 さ らに、 特定のエンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト の検索に使用でき る二次キーを持つ場
合も あ り ます。
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検索メ ソ ッ ド と主キーク ラス
エンテ ィ テ ィ  Bean を検索するためのデフ ォル ト の検索 メ ソ ッ ド は 
findByPrimaryKey() です。 この メ ソ ッ ド は、 主キーの値を使ってエンテ ィ テ ィ オ
ブジェ ク ト を検索し ます。 シグニチャは次の とお り です。

<remote interface> findByPrimaryKey( <key type> primaryKey )

エンテ ィ テ ィ  Bean は、 findByPrimaryKey() メ ソ ッ ド を実装し ます。 primaryKey パ
ラ メ ータは、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの中で定義される別の主キーク ラ スです。 この
キーの型は主キーの型であ り 、 かつ RMI-IIOP の有効な値型であ る必要があ り ます。 Java 
ク ラ スでも作成し た ク ラ スでも、 任意のク ラ ス を主キーのク ラ ス と し て使用でき ます。

た と えば、 主キーク ラ ス  AccountPK が定義されているエンテ ィ テ ィ  Bean の Account があ
る と し ます。 AccountPK は String 型で、 Account Bean の識別子を保持し ます。 こ の と き、
特定の Account エンテ ィ テ ィ  Bean イ ン ス タ ン ス までの リ フ ァ レン ス を取得するには、 次
のサンプルコード のよ う に、 AccountPK をアカ ウ ン ト 識別子に設定し、
findByPrimaryKey() メ ソ ッ ド を呼び出し ます。

AccountPK accountPK = new AccountPK("1234-56-789"); 
Account source = accountHome.findByPrimaryKey( accountPK );

Bean プロバイ ダは、 ク ラ イ アン ト が使用する追加の検索 メ ソ ッ ド を定義でき ます。

作成メ ソ ッ ド と削除メ ソ ッ ド
ク ラ イ アン ト では、 ホーム イ ン ターフ ェースで定義されている作成 メ ソ ッ ド を使用し
て、 エンテ ィ テ ィ  Bean を作成する こ と も でき ます。 ク ラ イ アン ト がエンテ ィ テ ィ  
Bean に create() メ ソ ッ ド を呼び出すと、 エンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト の新しいイ ン
ス タ ン スがデータ ス ト アに保存されます。 新しいエンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト には、 識
別子と し て主キーが割 り 当て られます。 create() メ ソ ッ ド にパラ メ ータ を渡し て、
その値で新しいエンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト の状態を初期化する こ と も でき ます。

エンテ ィ テ ィ  Bean は、 そのデータがデータベース内にあ る限 り 存続し ます。 エンテ ィ
テ ィ  Bean の存続期間は、 ク ラ イ アン ト のセ ッ シ ョ ンに結び付け られてはいません。 エン
テ ィ テ ィ  Bean は、 remove() メ ソ ッ ド のいずれかを呼び出し て削除し ます。 これらの メ
ソ ッ ド は、 Bean を削除する と と もに、 エンテ ィ テ ィ データの基底の表現をデータベースか
ら削除し ます。 また、 DBMS や既存のアプ リ ケーシ ョ ンなどでデータベース レ コード を削
除すれば、 エンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト を直接削除する こ と も でき ます。
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メソッドの呼び出し

Bean の リ モー ト イ ン ターフ ェースへの リ フ ァ レ ン ス を取得し た ら、 ク ラ イ アン ト は リ モー
ト イ ン ターフ ェースで定義されている メ ソ ッ ド を呼び出すこ と ができ ます 。 ク ラ イ アン ト
に と って も重要な メ ソ ッ ド は、 Bean のビジネス ロ ジ ッ ク に関係し た メ ソ ッ ド です。 この
ほかにも、 Bean と そのイ ン ターフ ェースに関する情報を取得する メ ソ ッ ド、 Bean オブ
ジェ ク ト のハン ド ルを取得する メ ソ ッ ド、 2 つの Bean が完全に同一かど う かを判定する メ
ソ ッ ド、 Bean イ ン ス タ ン ス を削除する メ ソ ッ ド などがあ り ます。

次のサンプルコード は、 ク ラ イ アン ト がエン タープラ イ ズ Bean の メ ソ ッ ド （こ の例では 
cart セ ッ シ ョ ン Bean） を呼び出す内容を示し た ものです。 こ こに紹介し たのは、 ク レジ ッ
ト カード の所有者のために新しいセ ッ シ ョ ン Bean イ ン ス タ ン ス を作成し、 Cart リ モー ト
イ ン ターフ ェースへの リ フ ァ レン ス を取得する箇所から始ま る ク ラ イ アン ト コード です。
以上で、 ク ラ イ アン ト から  Bean の メ ソ ッ ド を呼び出す準備が完了し ます。

ク ラ イ アン ト では、 まず新しい book オブジェ ク ト を作成し、 title および price パラ メ ータ
を設定し ます。 次に、 エン タープラ イ ズ Bean のビジネス メ ソ ッ ド  addItem() を呼び出
し て、 book オブジェ ク ト をシ ョ ッ ピングカー ト に追加し ます。 addItem() メ ソ ッ ド は、
CartBean セ ッ シ ョ ン Bean で定義され、 Cart リ モー ト イ ン ターフ ェースによ って公開され
ます。 こ こ には示されていないほかの品目も追加し、 ク ラ イ アン ト 自身の summarize() 
メ ソ ッ ド を呼び出し て、 品目をシ ョ ッ ピングカー ト に記録し ます。 さ らに、 remove() メ
ソ ッ ド で、 Bean イ ン ス タ ン ス を削除し ます。 なお、 ク ラ イ アン ト がエン タープラ イ ズ 
Bean の メ ソ ッ ド を呼び出す方法は、 ク ラ イ アン ト 自身の summarize() などの任意の メ
ソ ッ ド を呼び出すと き と同じです。

... 
Cart cart; 
{ 
   ... 
   // Bean のリモートインターフェースへのリファレンスを取得 
   cart = home.create(cardHolderName, creditCardNumber, expirationDate); 
} 
// 新しい book オブジェクトを作成 
Book knuthBook = new Book("The Art of Computer Programming", 49.95f); 
// カートに新しい book 品目を追加 
cart.addItem(knuthBook); 
 
... 
// 現在カート内にある品目を一覧 
summarize(cart); 
cart.removeItem(knuthBook); 
...

Bean インスタンスの削除

The セッ シ ョ ン Bean に対する  remove() メ ソ ッ ドのはたら きは、 エンテ ィ テ ィ  Bean の場合
とは異な り ます。 セッ シ ョ ンオブジェ ク ト は 1 つのク ラ イアン ト ご とに生成され、 永続的で
はないので、 セッ シ ョ ン Bean のク ラ イアン ト は、 セッ シ ョ ンオブジェ ク ト の処理が終了し
たら  remove() メ ソ ッ ド を呼び出す必要があ り ます。 ク ラ イアン ト は、 2 つの remove() 
メ ソ ッ ド を使用でき ます。 セッ シ ョ ンオブジェ ク ト を削除するには 
javax.ejb.EJBObject.remove() メ ソ ッ ド を使用し、 セッ シ ョ ンハン ドルを削除する
には javax.ejb.EJBHome.remove(Handle handle) メ ソ ッ ド を使用し ます。 ハン ド
ルの詳細については、 80 ページの 「Bean のハン ドルの使い方」 を参照して く ださい。

必ずし も ク ラ イ アン ト でセ ッ シ ョ ンオブジェ ク ト を削除する必要はあ り ませんが、 プロ グ
ラ ミ ングの練習と し てお勧めし ます。 ク ラ イ アン ト がステー ト フルセ ッ シ ョ ン Bean オブ
ジェ ク ト を削除し ない と、 タ イ ムア ウ ト 値で指定し た一定時間が経過し た後で、 コ ンテナ
がそのオブジェ ク ト を削除し ます。 タ イ ムア ウ ト 値はデプロ イ メ ン ト のプロパテ ィ です。
ただし、 ク ラ イ アン ト は、 セ ッ シ ョ ンのハン ド ルを将来参照するために保持し続ける こ と
もでき ます。

エンテ ィ テ ィ  Bean のク ラ イ アン ト がこ の問題に対処する必要はあ り ません。 エンテ ィ
テ ィ  Bean は ト ラ ンザク シ ョ ンの持続期間に限って ク ラ イ アン ト に関連付け られ、 エン
テ ィ テ ィ  Bean のア ク テ ィ ブ化と非ア ク テ ィ ブ化などの存続期間の管理は、 コ ンテナが担
当し ます。 エンテ ィ テ ィ  Bean のク ラ イ アン ト が Bean の remove() メ ソ ッ ド を呼び出すの
は、 基底のデータベースから そのエンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト を削除する場合に限られま
す。
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Bean のハンドルの使い方

エン タープラ イ ズ Bean はハン ド ルでも参照でき ます。 ハン ド ルは、 Bean までの リ フ ァ レ
ン ス と し てシ リ ア ラ イ ズでき ます。 ハン ド ルは Bean の リ モー ト イ ン ターフ ェースから取
得でき ます。 取得し たハン ド ルは、 フ ァ イルなどの永続的ス ト レージに保存でき、 再びス
ト レージから取 り 出し て、 エン タープラ イ ズ Bean への リ フ ァ レ ン スの再確立に使用でき
ます。

ただし、 リ モー ト イ ン ターフ ェースのハン ド ルはその Bean への リ フ ァ レ ン スだけ再生で
き、 Bean 自体を再生でき ません。 別のプロセスで Bean が削除された場合や、 システムが
ク ラ ッ シュ またはシ ャ ッ ト ダウ ン し たために Bean イ ン ス タ ン スが削除された場合は、 ク
ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンからハン ド ルで Bean までの リ フ ァ レ ン ス を再確立し て も、
例外が生成されます。

Bean イ ン ス タ ン スが残っているかど う かわから ない場合は、 リ モー ト イ ン ターフ ェースの
ハン ド ルを使用し ないで く ださ い。 Bean のホームハン ド ルを保存し ておけば、 後で Bean 
の作成 メ ソ ッ ドや検索 メ ソ ッ ド を呼び出し て Bean オブジェ ク ト を再生でき ます。

Bean イ ン ス タ ン ス を作成し た ク ラ イ アン ト は、 getHandle() メ ソ ッ ド でこのイ ン ス タ ン
ス までのハン ド ルを取得でき ます。 取得し たハン ド ルはシ リ ア ラ イ ズ し たフ ァ イルに書き
込むこ と ができ、 再びそのフ ァ イルを読み取ってオブジェ ク ト を Handle 型にキ ャ ス ト でき
ます。 次に、 ハン ド ルに getEJBObject() メ ソ ッ ド を呼び出し て Bean までの リ フ ァ レ
ン ス を取得し、 getEJBObject() の結果をその Bean に応じ た型にキ ャ ス ト し ます。

その例を次の CartClient プロ グ ラ ムで示し ます。 こ こ では、 CartBean セ ッ シ ョ ン Bean のハ
ン ド ルを使って次の処理を行います。

import java.io; 
import javax.ejb.Handle; 
... 
Cart cart; 
... 
cart = home.create(cardHolderName, creditCardNumber, expirationDate); 
// cart オブジェクトで getHandle を呼び出して、そのハンドルを取得 
cartHandle = cart.getHandle(); 
// シリアライズしたファイルにハンドルを書き込む 
FileOutputStream f = new FileOutputStream ("carthandle.ser"); 
ObjectOutputStream o = new ObjectOutputStream(f); 
o.writeObject(myHandle); 
o.flush(); 
o.close(); 
... 
// 後でファイルからハンドルを読み込む 
FileInputStream fi = new FileInputStream ("carthandle.ser"); 
ObjectInputStream oi = new ObjectInputStream(fi); 
// ファイルからオブジェクトを読み込み、ハンドルにキャスト 
cartHandle = (Handle)oi.readObject(); 
oi.close(); 
... 
// そのハンドルを使用して、Bean インスタンスへのリファレンスを取得 
try { 
   Object ref = context.lookup("cart"); 
   Cart cart1 = (Cart) javax.rmi.PortableRemoteObject.narrow(ref, Cart.class); 
   ... 
} catch (RemoteException e) { 
   ... 
} 
...

セ ッ シ ョ ン Bean のハン ド ルの役目が終了し た ら、 ク ラ イ アン ト は、 
javax.ejb.EJBHome.remove(Handle handle) メ ソ ッ ド で Bean を削除し ます。
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トランザクション管理

ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムの ト ラ ンザク シ ョ ンは、 エン タープラ イ ズ Bean （またはコ ンテ
ナ） で管理させな く て も、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ム自体が管理でき ます。 このよ う な ク ラ
イ アン ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ンを自分で管理するセ ッ シ ョ ン Bean と同じ よ う に ト ラ ンザ
ク シ ョ ンを管理し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンを管理する ク ラ イ アン ト には、 ト ラ ンザク シ ョ ン境界を定める責任があ
り ます。 つま り 、 こ のよ う な ク ラ イ アン ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの開始と終了 （コ ミ ッ ト
またはロールバッ ク） を指示する必要があ り ます。

ク ラ イ アント でト ラ ンザク ショ ンを管理する には、
javax.transaction.UserTransaction イ ンタ ーフェ ースを使用し ます。 まず、 JNDI 
で、 UserTransaction イ ンタ ーフェ ースまでのリ ファ レンスを取得し ます。
UserTransaction コ ンテキスト を取得し たら 、 UserTransaction.begin() メ ソ ッ ド
でト ラ ンザク ショ ンを開始し ます。 その後、 UserTransaction.commit() メ ソ ッ ド でト
ラ ンザク ショ ンをコ ミ ッ ト し て終了し ます（ または、 UserTransaction.rollback() で
ロ ールバッ ク し てト ラ ンザク ショ ンを終了し ます）。 開始から 終了までの間に、 照会と 更新を
行います。

こ のサンプルコード では、 ク ラ イ アン ト 自身で ト ラ ンザク シ ョ ンを管理する コード の例で
す。 ク ラ イ アン ト によ る ト ラ ンザク シ ョ ン管理に関係する部分が太字で強調されていま
す。

... 
import javax.naming.InitialContext; 
import javax.transaction.UserTransaction; 
... 
public class clientTransaction { 
   public static void main (String[] argv) { 
      UserTransaction ut = null; 
      InitialContext initContext = new InitialContext(); 
      ... 
      ut = (UserTransaction)initContext.lookup("java:comp/UserTransaction"); 
      // トランザクションを開始します。 
      ut.begin(); 
      // トランザクション作業を実行します。 
      ... 
      // トランザクションをコミットまたはロールバックします。 
      ut.commit(); // または ut.rollback(); 
      ... 
   ] 
]
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エンタープライズ Bean に関する情報の取得

エン タープラ イ ズ Bean に関する情報は、 メ タデータ と呼ばれます。 ク ラ イ アン ト では、
エン タープラ イ ズ Bean のホーム イ ン ターフ ェースの getMetaData() メ ソ ッ ド で Bean の
メ タデータ を取得でき ます。

開発環境やツールビルダでは、 getMetaData() メ ソ ッ ド を頻繁に使用し ます。 これは、
イ ン ス ト ール済み Bean ど う しの リ ン ク など を行 う 場合にエン タープラ イ ズに関する情報
が必要なためです。 ス ク リ プ ト 操作を行 う ク ラ イ アン ト も、 Bean に関する メ タデータ を必
要とする場合があ り ます。

ホーム イ ン ターフ ェースへの リ フ ァ レン ス を取得し た ク ラ イ アン ト は、 ホーム イ ン ター
フ ェースの getEJBMetaData() メ ソ ッ ド を呼び出すこ と ができ ます。 その後、
EJBMetaData イ ン ターフ ェースの メ ソ ッ ド を呼び出し て、 次の情報を取得し ます。

■ EJBMetaData.getEJBHome() で Bean の EJBHome ホーム イ ン ターフ ェース を取得。

■ EJBMetaData.getHomeInterfaceClass() で Bean のホーム イ ン ターフ ェース ク ラ
スオブジェ ク ト （イ ン ターフ ェース、 ク ラ ス、 フ ィ ール ド、 メ ソ ッ ド など） を取得。

■ EJBMetaData.getRemoteInterfaceClass() で Bean の リ モー ト イ ン ターフ ェース
のク ラ スオブジェ ク ト （すべてのク ラ ス情報） を取得。

■ EJBMetaData.getPrimaryKeyClass() で Bean の主キーク ラ スオブジェ ク ト を取
得。

■ Bean がセ ッ シ ョ ン Bean かエンテ ィ テ ィ  Bean かを EJBMetaData.isSession() で判
断。 セ ッ シ ョ ン Bean な らば true が返されます。

■ セ ッ シ ョ ン Bean がステー ト レ スかステー ト フルを 
EJBMetaData.isStatelessSession() で判断。 ステー ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean な ら
ば true が返されます。

JNDI のサポート

EJB 仕様では、 ホーム イ ン ターフ ェース を取得するための JNDI API を定義し ます。 JNDI 
は、 ほかのサービ ス （CORBA のネー ミ ングサービ ス、 LDAP/X.500、 フ ラ ッ ト フ ァ イル、
専用のデ ィ レ ク ト リ サービ スなど） の上に実装されます。 次の図は、 イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンのさ まざまな選択肢です。 通常、 EJB サーバーのプロバイ ダは、 JNDI の特定のイ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンを選択し ます。

ク ラ イ アン ト に と って、 JNDI の下に実装されている テ ク ノ ロ ジは、 重要ではあ り ません。
ク ラ イ アン ト は JNDI API だけ使用する必要があ り ます。
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EJB から CORBA へのマッピング

CORBA と  Enterprise JavaBeans の関係にはさ まざまな側面があ り ます。 その主な 3 つの側
面と し て、 ORB によ る  EJB コ ンテナ／サーバーのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン、 EJB 中間層へ
の既存システムの統合、 および非 Java コ ンポーネン ト （ク ラ イ アン ト ） からエン タープラ
イ ズ Bean へのア ク セスが挙げられます。 ただし、 現在の EJB 仕様は 3 番めの側面だけを
定めています。

EJB の基本構造を実装する には、 CORBA が も 適切で自然なプラ ッ ト フォームです。 EJB 仕
様のすべての項目は、 次の CORBA コ ア仕様または CORBA サービスを使って処理でき ます。

■ 分散のサポー ト 。 CORBA コ アおよび CORBA ネー ミ ングサービ ス。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンのサポー ト 。 CORBA オブジェ ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス

■ セキ ュ リ テ ィ のサポー ト 。 IIOP-over-SSL などの CORBA セキ ュ リ テ ィ 仕様。

CORBA を使用する と、 非 Java コ ンポーネン ト でも アプ リ ケーシ ョ ンに統合でき ます。 既
存のシステム、 既存のアプ リ ケーシ ョ ン、 および各種のク ラ イ アン ト がこのよ う なコ ン
ポーネン ト に相当し ます。 また、 OTS と、 IDL マ ッ ピングをサポー ト する任意のプロ グ ラ
ミ ング言語を使用し て、 バッ ク エン ド システムを容易に統合でき ます。 この場合は、 EJB 
コ ンテナが OTS と  IIOP API を提供する必要があ り ます。

EJB 仕様では、 非 Java ク ラ イ アン ト からエン タープラ イ ズ Bean へのア ク セス可能性と、
EJB から  CORBA へのマ ッ ピングが規定されています。 EJB/CORBA マ ッ ピングの目的は
次の とお り です。

■ CORBA をサポー ト するプロ グ ラ ミ ング言語で記述された ク ラ イ アン ト と、 CORBA 
ベースの EJB サーバーで実行されるエン タープラ イ ズ Bean と の相互運用性をサポー ト
する。

■ ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムから  CORBA オブジェ ク ト への呼び出し と エン タープラ イ ズ 
Bean への呼び出しが同一 ト ラ ンザク シ ョ ン内に混在でき る よ う にする。

■ さ まざまなベンダーから提供された複数の CORBA ベース  EJB サーバーで実行される
複数のエン タープラ イ ズ Bean が関与する分散 ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト する。

このマッ ピングのベースは、 Java から  IDL へのマッ ピングです。 EJB 仕様では、 分散、 ネー
ミ ング、 ト ラ ンザク シ ョ ン、 およびセキュ リ テ ィ にかかわるマッ ピングが定められていま
す。 以下では、 これらのマッ ピングについて説明し ます。 これらのマッ ピングでは、 OMG 
の Object-by-Value 仕様で導入された新しい IDL 機能が使用されるため、 ほかのプログ ラ ミ ン
グ言語との相互運用性を維持するには、 CORBA 2.3 準拠の ORB が必要です。

分散のためのマッピング

エン タープラ イ ズ Bean には、 リ モー ト にア ク セスでき る リ モー ト イ ン ターフ ェース と
ホーム イ ン ターフ ェース と い う  2 つのイ ン ターフ ェースがあ り ます。 これらのイ ン ター
フ ェースに Java ／ IDL マ ッ ピングを適用する と、 対応する  IDL 仕様ができ ます。 EJB 仕
様で定義されているベース ク ラ スは、 同じ方法で IDL にマ ッ ピングでき ます。

た と えば、 口座間で預金の転送する メ ソ ッ ド を備え、 残高不足例外を生成する  ATM エン
タープラ イ ズセ ッ シ ョ ン Bean の IDL イ ン ターフ ェースについて考えてみます。 ホーム イ
ン ターフ ェース と リ モー ト イ ン ターフ ェースに Java ／ IDL マ ッ ピングを適用する と、 次
の IDL イ ン ターフ ェースが得られます。

module transaction { 
   module ejb { 
   valuetype InsufficientFundsException : ::java::lang::Exception {}; 
   exception InsufficientFundsEx { 
      ::transaction::ejb::InsufficientFundsException value; 
   }; 
   interface Atm : ::javax::ejb::EJBObject{ 
   void transfer (in string arg0, in string arg1, in float arg2) 
      raises (::transaction::ejb::InsufficientFundsEx); 
   }; 
   interface AtmHome : ::javax::ejb::EJBHome { 
      ::transaction::ejb::Atm create () 
      raises (::javax::ejb::CreateEx); 
   }; 
};};};};
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ネーミングのためのマッピング

任意の CORBA ク ラ イ アン ト からエン タープラ イ ズ Bean にア ク セスでき る  CORBA ベース
の EJB 実行時環境を構築するには、 CORBA ネー ミ ングサービ スで、 エン タープラ イ ズ 
Bean のホーム イ ン ターフ ェースの公開 と解決を行 う 必要があ り ます。 ラ ン タ イ ムは直接 
CORBA ネー ミ ングサービ ス を使用するか、 JNDI と、 CORBA ネー ミ ングサービ スへの標
準マ ッ ピングを使用し て、 間接的に CORBA ネー ミ ングサービ ス を使用し ます。

JNDI 名の文字列表現は、 「directory1/directory2/.../directoryN/
objectName」 と い う 形式です。 CORBA ネー ミ ングサービ スでは、 複数の名前要素の
シーケン スで名前を定義し ています。

typedef string Istring; 
   struct NameComponent { 
      Istring id; 
      Istring kind; 
   }; 
typedef sequence<NameComponent> Name;

JNDI 文字列名の中の / で区切られた各名前は、 それぞれ 1 つの名前要素にマ ッ ピング され
ます。 左端の要素が CORBA ネー ミ ングサービ ス名の 初のエン ト リ に対応し ます。

JNDI 文字列名は、 JNDI ルー ト コ ンテキス ト と呼ばれるネー ミ ング コ ンテキス ト を基準と
する相対名です。 JNDI ルー ト コ ンテキス ト は、 CORBA ネー ミ ングサービ スの初期コ ンテ
キス ト に対応し ます。 CORBA ネー ミ ングサービ ス名は、 CORBA の初期コ ンテキス ト を基
準とする相対名です。

CORBA プロ グ ラ ムは、 ORB （擬似） オブジェ ク ト の resolve_initial_references 
("NameService") で、 初期 CORBA ネー ミ ングサービ スのネー ミ ング コ ンテキス ト を取
得し ます。 CORBA ネー ミ ングサービ スはルー ト がな く て も ネー ミ ング コ ンテキス ト を構
成でき る ため、 ルー ト コ ンテキス ト の表記は不要です。 ORB の初期化によ って、
resolve_initial_references() が返すコ ンテキ ス ト が決ま り ます。

た と えば、 JNDI 文字列名 「transaction/corbaEjb/atm」 で登録されている  ATM セ ッ シ ョ ン 
Bean のホーム イ ン ターフ ェース を C++ ク ラ イ アン ト から検索する こ と を考えます。 まず
初期ネー ミ ング コ ンテキ ス ト を取得し ます。

Object_ptr obj = orb->resolve_initial_refernces("NameService"); 
NamingContext initialNamingContext= NamingContext.narrow( obj ); 
if( initialNamingContext == NULL ) { 
   cerr << "Couldn't initial naming context" << endl; 
   exit( 1 ); 
}

次に、 CORBA ネー ミ ングサービ ス名を作成し、 前に説明し たマ ッ ピングにし たがって初
期化し ます。

Name name = new Name( 1 ); 
name[0].id = "atm"; 
name[0].kind = "";

初期ネー ミ ング コ ンテキ ス ト で名前を解決し ます。 こ こ では、 初期化が正常に実行され、
エン タープラ イ ズ Bean のネー ミ ング ド メ イ ンのコ ンテキス ト も あ る こ と を想定し ていま
す。 得られた CORBA オブジェ ク ト を予想される型にナローイ ング し、 ナローイ ングが成
功し たかど う かを確認し ます。

Object_ptr obj = initialNamingContext->resolve( name ); 
ATMSessionHome_ptr atmSessionHome = ATMSessionHome.narrow( obj ); 
if( atmSessionHome == NULL ) { 
   cerr << "Couldn't narrow to ATMSessionHome" << endl; 
   exit( 1 ); 
}
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トランザクションのためのマッピング

CORBA ベースのエン タープラ イ ズ Bean 実行時環境で、エン タープラ イ ズ Bean と  CORBA 
ク ラ イ アン ト を同じ ト ラ ンザク シ ョ ンに関与させるには、 CORBA オブジェ ク ト ト ラ ンザ
ク シ ョ ンサービ スで ト ラ ンザク シ ョ ンを制御し ます。

デプロ イ メ ン ト するエン タープラ イ ズ Bean は、 それぞれ異なる ト ラ ンザク シ ョ ンポ リ
シーでイ ン ス ト ールでき ます。 ポ リ シーは、 エン タープラ イ ズ Bean のデプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタの中で定義し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ン対応のエン タープラ イ ズ Bean について、 次の規則が定義されています。
CORBA ク ラ イ アン ト は、 エン タープラ イ ズ Bean の リ モー ト およびホーム イ ン ターフ ェー
スに対応する  IDL イ ン ターフ ェースが生成し たス タブを介し て、 エン タープラ イ ズ Bean 
を呼び出し ます。 ク ラ イ アン ト が ト ラ ンザク シ ョ ンに関与する場合は、 CORBA オブジェ
ク ト ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スが提供する イ ン ターフ ェース を使用し ます。 た と えば、
C++ ク ラ イ アン ト は、 先のサンプルの ATM セ ッ シ ョ ン Bean を次のよ う に呼び出すこ と が
でき ます。

try { 
   ... 
   // トランザクション current を取得 
   Object_ptr obj = orb->resolve_initial_refernces("Current"); 
   Current current = Current.narrow( obj ); 
   if( current == NULL ) { 
      cerr << "Couldn't resolve current" << endl; 
      exit( 1 ); 
   } 
// トランザクションを実行 
   try { 
      current->begin(); 
      atmSession->transfer("checking", "saving", 100.00 ); 
      current->commit( 0 ); 
   }   catch( ... ) { 
      current->rollback(); 
   } 
} 
catch( ... ) { 
   ... 
}

セキュリティのためのマッピング

セキ ュ リ テ ィ については、 EJB 仕様は主にエン タープラ イ ズ Bean へのア ク セス制限を規
定し ます。 CORBA では、 次のよ う な事例も含め、 ア イデンテ ィ テ ィ のさ まざまな定義方
法が定められています。

■ 通常の IIOP。 CORBA の principal イ ン ターフ ェースは、 1998 年初頭に使用されな く な
り ま し た。 こ のイ ン ターフ ェースの目的は、 ク ラ イ アン ト のア イデンテ ィ テ ィ を判定
する こ と でし た。 しかし、 これ と は別に GIOP と い う  CORBA セキ ュ リ テ ィ サービ スが
実装されま し た。

■ GIOP 仕様には、 サービ ス コ ンテキス ト と呼ばれる コ ンポーネン ト があ り ます。 これは
値のペアから な る配列です。 識別子は CORBA long で、 値はオ ク テ ッ ト のシーケン スで
す。 サービ ス コ ンテキス ト 内のエン ト リ で、 呼び出し元を識別でき ます。

■ セキ ュ ア IIOP。 CORBA セキ ュ リ テ ィ 仕様では、 ア イデンテ ィ テ ィ 用の不透過データ
型が定義されています。 これらのア イデンテ ィ テ ィ の実際のデータ型は、 選択された
セキ ュ リ テ ィ メ カニズム （GSS Kerberos、 SPKM、 CSI-ECMA など） によ って決ま り ま
す。

■ IIOP-over-SSL。 SSL では、 X.509 認証でサーバーを識別し ます。 オプシ ョ ンでク ラ イ
アン ト も識別し ます。 サーバーは、 ク ラ イ アン ト に証明書を要求し、 それを ク ラ イ ア
ン ト のア イデンテ ィ テ ィ と し て使用でき ます。
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第 章

Chapter   11VisiClient コンテナの使い方    
VisiClient は、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト のサービ スに J2EE 環境を提供する コ ンテナ
です。

コ ンテナは J2EE アプ リ ケーシ ョ ンに と って不可欠な要素で、 ほ と んどのアプ リ ケーシ ョ
ンはその種類に合った コ ンテナを提供し ています。 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト は、 シ
ステムサービ スの提供を コ ンテナに依存し ます。 これはすべての J2EE コ ンポーネン ト で
共通です。

アプリケーションクライアントのアーキテクチャ

J2EE アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イアン ト は、 独自の Java 仮想マシン内で実行される第 1 階層ク
ラ イアン ト プログ ラ ムです。 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イアン ト は、 Java 技術ベースのアプ リ
ケーシ ョ ンモデルにしたがって動作し ます。 つま り 、 main メ ソ ッ ド によ って起動され、 仮
想マシンが終了する まで動作し ます。 ほかの J2EE アプ リ ケーシ ョ ンコ ンポーネン ト と同様
に、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イアン ト は、 システムサービスの提供をコ ンテナに依存し ます。
ただし、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イアン ト の場合、 これらのサービスには制限があ り ます。

図 11.1 VisiClient のアーキテ クチャ



88 AppServer 開発者ガイ ド

アプリケーションクライアントのアーキテクチャ

パッケージングとデプロイメント

アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト のコ ンポーネン ト を VisiClient コ ンテナにデプロ イ メ ン ト
するには、 XML を使ったデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタによ る指定が必要です。 アプ リ
ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト と、 それを J2EE 1.3 準拠のコ ンテナにデプロ イ メ ン ト する方法の
詳細については、 『J2EE Specification v1.3』 を参照し て く ださい。

アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト は、 JAR フ ァ イルにパッ ケージ され、 デプロ イ メ ン ト デス
ク リ プタ を 1 つ格納し ます。 これは、 ほかの J2EE アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト と同
様です。 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタは、 アプ リ ケーシ ョ ンから参照されるエン タープラ
イ ズ Bean と外部 リ ソース を定義し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト
のパッ ケージ と編集には、 Borland EAppServer （AppServer） のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タエデ ィ タ を使用でき ます。 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの使い方の詳細については、
『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの使い方」
を参照し て く ださ い。

EJB やその リ ソースに名前を割 り 当てる など、 デプロ イ メ ン ト 時にさ まざまな機能を設定
する ためにデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタが必要にな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン
ト を VisiClient コ ンテナにデプロ イ メ ン ト するには、 次の条件が必要です。

■ ク ラ イ アン ト 側のすべてのク ラ スが 1 つの JAR にパッ ケージ されている こ と。 必要な
ク ラ イ アン ト  JAR およびフ ァ イルについては、 以下の項を参照し て く ださい。 正し く
作成された JAR には次の内容が含まれます。

■ アプ リ ケーシ ョ ン固有のク ラ ス。 アプ リ ケーシ ョ ンのエン ト リ ポイ ン ト を持つク ラ
ス （ メ イ ン ク ラ ス） を含みます。

■ 上の JAR フ ァ イル内に、 次のフ ァ イルが格納されている  META-INF サブデ ィ レ ク ト
リ があ る こ と。

■ マニフ ェ ス ト フ ァ イル
■ J2EE 1.3 仕様で要求されている標準 XML フ ァ イル （application-client.xml）
■ ベンダー固有の XML フ ァ イル （application-client-borland.xml）

■ RMI-IIOP ス タブを個別にパッ ケージする こ と もでき ます。 その場合は、 このフ ァ イル
のマニフ ェ ス ト フ ァ イルのク ラ スパス属性を適切な値に設定する必要があ り ます。 こ
のよ う に作成された JAR は、 ス タ ン ド ア ロ ン コ ンテナまたは EAR フ ァ イルにデプロ イ
メ ン ト でき ます。 こ の章では、 こ の手順について後述し ます。

VisiClient コンテナの利点

VisiClient は、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンを使用する こ と で得られる さ まざまな利点をユー
ザーにも た ら し ます。 次のよ う な機能があ り ます。

■ ク ラ イ アン ト コード の可搬性 ： アプ リ ケーシ ョ ンは、 J2EE 仕様で推奨されている よ う
に、 論理名を使ってデータベース接続、 リ モー ト  EJB、 環境変数などの リ ソースにア ク
セスでき ます。 コ ンテナは、 J2EE 仕様にし たがい、 これらの リ ソース を管理対象のオ
ブジェ ク ト と し て ローカルの JNDI 名前空間 （java:comp/env） にエク スポーズ し ます。

■ JDBC 接続プール ： Borland AppServer 内のク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 JDBC 2 
ベースのデータ ソース （フ ァ ク ト リ ） を使用でき ます。 VisiClient コ ンテナは、 JDBC 2 
ベースのデータ ソース を使用する  AppServer 内のク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンに接続
プールを提供し ます。 た と えば、 VisiClient コ ンテナによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンは 
java.net.URL、 JMS、 および メ ールのフ ァ ク ト リ を使用でき ます。

データ ソース と  URL フ ァ ク ト リ は、 起動時に ク ラ イ アン ト コ ンテナの仮想マシンに存在
する イ ンプロセスのローカル JNDI サブコ ンテキス ト にデプロ イ メ ン ト されます。 その他
の res-ref-type （JMS や メ ールなど） は、 各製品のベンダーから提供される関連ツールを
使って設定およびデプロ イ メ ン ト されます。 設定とデプロ イ メ ン ト の詳細については、
『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 のデプロ イ メ ン ト 、 データ ソース、 ト ラ ンザク シ ョ ン
に関する章を参照し て く ださ い。
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Document Type Definition（DTD）

J2EE 準拠の各アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト モジュールには、 それぞれ 2 種類のデプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタがあ り ます。 1 つは J2EE 標準のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで、 も う  
1 つは J2EE 仕様にし たがったベンダー固有のフ ァ イルです。

J2EE アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに対する  XML 文法は、
J2EE アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト  DTD で定義し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタのルー ト 要素は、 「application-client」 です。

メ モ 通常、 XML 要素の内容は、 大文字 と小文字の区別があ り ます。 有効なアプ リ ケーシ ョ ン
ク ラ イ アン ト デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内には、 次の DOCTYPE 宣言が必要です。

<!DOCTYPE application-client PUBLIC '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD J2EE 
Application Client 
 1.3//EN';';http://java.sun.com/j2ee/dtds/application-client_1_3.dtd'>

アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト のベンダー固有デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内には、 次の 
DOCTYPE 宣言が必要です。

<!DOCTYPE application-client PUBLIC "-//Borland Corporation//DTD J2EE 
Application Client 
 1.3//EN""http://www.borland.com/devsupport/appserver/dtds/application-
client_1_3-borland.dtd">

Borland 固有のアプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト  DTD の内容は次の とお り です。

       <!ELEMENT application-client (ejb-ref*, resource-ref*, property*)> 
       <!ELEMENT ejb-ref (ejb-ref-name, jndi-name)> 
       <!ELEMENT resource-ref (res-ref-name, jndi-name)> 
       <!ELEMENT property (prop-name, prop-type, prop-value)> 
       <!ELEMENT prop-name (#PCDATA)> 
       <!ELEMENT prop-type (#PCDATA)> 
       <!ELEMENT prop-value (#PCDATA)> 
       <!ELEMENT ejb-ref-name (#PCDATA)> 
       <!ELEMENT jndi-name (#PCDATA)> 
       <!ELEMENT res-ref-name (#PCDATA)>

こ こ で、 ejb-ref-name と  res-ref-name は、 J2EE XML フ ァ イル内の対応する要素の名前です。
また、 オブジェ ク ト が JNDI 内にデプロ イ メ ン ト される と きに使用される絶対 JNDI 名で
す。

DTD を使った XML のサンプル

上記のよ う に、 各アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト には、 標準フ ァ イル とベンダー固有フ ァ
イルの 2 つの XML フ ァ イルが必要です。

標準フ ァ イルのサンプル ：

 
<?xml version="1.0" encoding="ISO8859_1"?> 
 
<!DOCTYPE application-client PUBLIC '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD J2EE 
Application Client 1.3//EN' 'http://java.sun.com/j2ee/dtds/application-
client_1_3.dtd'> 
<application-client> 
  <display-name>SimpleSort</display-name> 
  <description>J2EE AppContainer 仕様準拠の Sort クライアント </description> 
  <env-entry> 
    <description> 
      環境エントリのテスト 
    </description> 
    <env-entry-name>myStringEnv</env-entry-name> 
    <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type> 
    <env-entry-value>MyStringEnvEntryValue</env-entry-value> 
  </env-entry> 
  <ejb-ref> 
    <ejb-ref-name>ejb/Sort</ejb-ref-name> 
    <ejb-ref-type>Session</ejb-ref-type> 
    <home>SortHome</home> 
    <remote>Sort</remote> 
    <ejb-link>sort</ejb-link> 
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  </ejb-ref> 
  <resource-ref> 
    <description> 
       DD セクションで指定される JDBC データソースへのリファレンス 
    </description> 
    <res-ref-name>jdbc/CheckingDataSource</res-ref-name> 
    <res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 
    <res-auth>Container</res-auth> 
  </resource-ref></application-client>

ベンダー固有フ ァ イルのサンプル ：

<?xml version="1.0"?> 
 
<!DOCTYPE application-client PUBLIC "-//Borland Corporation//DTD J2EE 
Application Client 1.3//EN" 
 "http://www.borland.com/devsupport/appserver/dtds/application-client_1_3-
borland.dtd"> 
<application-client> 
          <ejb-ref> 
            <ejb-ref-name>ejb/Sort</ejb-ref-name> 
            <jndi-name>sort</jndi-name> 
          </ejb-ref> 
          <resource-ref> 
            <res-ref-name>jdbc/CheckingDataSource</res-ref-name> 
<jndi-name>datasources/OracleDataSource</jndi-name> 
          </resource-ref> 
</application-client>

環境エン ト リ 、 ejb-ref、 および resource-ref の詳細については、 Sun Microsystem の EJB 2.0 
仕様 www.java.sun.com/j2ee の関連セ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

サンプルコー ド
このサンプルは、 論理ローカル JNDI ネー ミ ング コ ンテキス ト の使い方を示し ます。
こ こでは、 前のセ ク シ ョ ンで指定されたデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を ク ラ イ アン ト
がどのよ う に使用するかを示し ています。

// ネーミングサービスを使って JNDI コンテキストを取得し、リモートオブジェクト
を作成します。 
 
    javax.naming.Context context = new javax.naming.InitialContext(); 
    Object ref = context.lookup("java:comp/env/ejb/Sort"); 
    SortHome home = (SortHome) javax.rmi.PortableRemoteObject.narrow(ref, 

SortHome.class); 
    Sort sort = home.create(); 
    // JNDI を使って環境エントリの値を取得します。 
    Object envValue = context.lookup("java:comp/env/myStringEnv"); 
    System.out.println("Value of env entry = "+ (java.lang.String) envValue ); 
    // UserTransaction オブジェクトを探します。 
    javax.transaction.UserTransaction userTransaction = 
      (javax.transaction.UserTransaction)  context.lookup("java:comp/
UserTransaction"); 
     
userTransaction.begin(); 
    // resource-ref 名を使ってデータソースを探します。 
    Object resRef = context.lookup("java:comp/env/jdbc/CheckingDataSource"); 
    java.sql.Connection conn = ((javax.sql.DataSource)resRef).getConnection(); 
    // データベース作業を実行します。 
    userTransaction.commit(); 
...............
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リファレンスとリンクのサポート

アプ リ ケーシ ョ ンのアセンブ リ とデプロ イ メ ン ト の間に、 すべての EJB と リ ソース リ フ ァ
レン スが正し く リ ン ク されている こ と を確認する必要があ り ます。 EJB と リ ソース リ フ ァ
レン スの詳細については、 Sun Microsystem の EJB 2.0 仕様 と  J2EE 1.3 仕様を参照し て く だ
さ い。

Borland AppServer のク ラ イ アン ト コ ンテナでは ejb-link を使用でき ます。 ス タ ン ド ア ロ ン 
JAR フ ァ イルの場合は、 JAR がデプロ イ メ ン ト される前に ejb-link を解決する必要があ り
ます。 ク ラ イ アン ト デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタのベンダー固有のセ ク シ ョ ン内で、 対象 
Bean の JNDI 名が指定されている こ と が必要です。

ク ラ イ アン ト  JAR がエン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ンアーカ イブ （EAR） の一部であ る
場合は、 対象 EJB の JNDI 名が別の EJB JAR に存在する こ と があ り ます。 ク ラ イ アン ト 検
証ツールは、 ejb-link タ グで指定された名前の対象 EJB が存在する こ と を確認し ます。

実行時にコ ンテナは、 ejb-link 名に対応する対象 EJB を EAR 内で解決 （検索） し、 そのエ
ン タープラ イ ズ Bean の JNDI 名を使用し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト が独自の 
Java 仮想マシンで実行される こ と に注意し て く ださい。 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト の
場合、 ejb-link は 適化されません。 これは、 同じ コ ンテナ内にあ る別の EJB を参照する  
EJB の場合と は異な り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト コ ンテナのデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで EJB リ フ ァ レ ン
ス と  ejb-link を使用する場合は、 次の規則にし たがって く ださ い。

1 ejb-link ではない ejb-ref は、 参照される （対象） EJB の JNDI 名を保持する  Borland 固有
フ ァ イル内にエン ト リ があ る必要があ り ます。

2 ejb-link の要素を持つ ejb-ref は、 次の規則にし たが う 必要があ り ます。

■ その ejb-ref がス タ ン ド ア ロ ン JAR のク ラ イ アン ト  JAR 内にあ る場合は、 初の規則
が適用されます。 つま り 、 その ejb-ref の JNDI 名が同じ  JAR のデプロ イ メ ン ト デス
ク リ プタ内で解決されている必要があ り ます。

■ その ejb-ref が、 アプ リ ケーシ ョ ンアーカ イブ （EAR） に埋め込まれている ク ラ イ ア
ン ト  JAR 内にあ る場合は、 対象 EJB の JNDI 名が application-client-inprise.xml フ ァ イ
ル内に存在する必要はあ り ません。 この場合、 ejb-link 要素の名前は、 参照されたエ
ン タープラ イ ズ Bean を含む ejb-jar の絶対パス を指定するパス名で構成されます。 こ
のパス名には対象と な る  bean の ejb-name が追加されてお り 、 「#」 記号でパス名と分
け られています。 こ のパス名は、 エン タープラ イ ズ Bean を参照する アプ リ ケーシ ョ
ン ク ラ イ アン ト を含む JAR フ ァ イルに関連付け られているため、 複数のエン タープ
ラ イ ズ Bean が同じ  ejb-name を持っていて も、 それぞれを区別する こ と ができ ます。

パスが指定さ れていない場合、 コ ンテナは EAR にある  EJB JAR リ スト で 初に一致し た 
EJB 名を選択し 、 ejb-link 要素に同じ 名前の Bean が見つから ない場合は例外を生成し ます。

VisiClient コンテナの使い方

次のコマン ド ラ イ ンは、 VisiClient コ ンテナの使い方を示し ます。

Prompt% appclient <client-archive> [-uri <uri>] [client-arg1 client-arg2 ..]

次の表は、 VisiClient コ ンテナのコマン ド ラ イ ン要素 と定義を ま と めた ものです。

要素 定義

<client-archive> スタンドアロンクライアント JAR、 またはクライアント JAR を含む EAR
-uri EAR ファイル内のクライアント JAR の相対位置。 EAR 内にある JAR     

ファイルの場合、 この要素は必須です。

<client-args> クライアントのメインクラスに渡すスペース区切りの引数リスト。
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VisiClient コンテナの使い方のサンプル

次のコマン ド ラ イ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト の使い方を具体的に示し た もので
す。 これらのサンプルでは、 appclient 起動プロ グ ラ ムは、 VisiClient に必要な ク ラ スパ
ス を設定し ます。

こ のサンプルは、 install_dir/examples/j2ee/hello デ ィ レ ク ト リ 内の Hello サン
プルの中にも あ り ます。 サーバー （EJB コ ンテナ） が動作し ている場合、 EAR フ ァ イルに
埋め込まれている ク ラ イ アン ト を実行するには、 次のコマン ド を使用し ます。

appclient me install_dir¥examples¥j2ee¥build¥hello¥hello.ear -uri 
helloclient.jar

スタ ンド アロ ン  JAR ファ イ ル内のク ラ イ アント を実行する には、 次のコ マンド を使用し ま
す。

appclient me install_dir¥examples¥j2ee¥build¥hello¥client¥helloclient.jar

AppServer が動作していないマシン上での J2EE クラ
イアントアプリケーションの実行

Borland Enterprise Server がイ ン ス ト ールされていない ク ラ イ アン ト マシン上で J2EE アプ リ
ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト を実行するには、 次に示す VisiClient フ ァ イルを ク ラ イ アン ト マ
シンにコ ピーし、 次に示す処理を実行し ます。

1 次の JAR フ ァ イルを <install_dir>/lib から ク ラ イ アン ト マシンにコ ピーし ます。

■ lm.jar

■ xmlrt.jar

■ asrt.jar

■ vbjorb.jar

■ vbsec.jar

■ jsse.jar

■ jaas.jar

■ vbejb.jar

2 次の JAR フ ァ イルを <install_dir>/jms/tibco/clients/java から ク ラ イ アン
ト マシンにコ ピーし ます。

■ tibjms.jar

3 <install_dir>/bin/appclient.config を ク ラ イ アン ト マシンにコ ピーし ます。

4 <install_dir>/BES/bin/appclient.exe を ク ラ イ アン ト マシンにコ ピーし ます。

appclient を使って J2EE ク ラ イ アン ト を実行するには、 次の手順にし たがいます。

1 appclient.exe および JDK への PATH を設定し ます。

2 appclient.config を編集し て JAVA_HOME と  lib PATH を変更し ます。

3 <client_application_folder>/client から  J2EE ク ラ イ アン ト を実行し ます。
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既存のアプリケーションに VisiClient コンテナ機能を埋め
込む

VisiClient コ ンテナで ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト や実行を行 う かわ り
に、 既存のアプ リ ケーシ ョ ンにク ラ イ アン ト コ ンテナの機能を埋め込むと い う プロ グ ラ ム
的なアプローチも可能です。 こ の場合、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは main() メ ソ ッ
ド を実装する ク ラ ス を実行する こ と で、 一般的な Java と同じ方法で起動でき ます。

VisiClient コ ンテナ機能をアプ リ ケーシ ョ ンに埋め込むには、 次の メ ソ ッ ド を呼び出す必要
があ り ます。

public static void com.borland.appclient.Container.init  
  (java.io.InputStream   deploymentDescriptorSun, 
  java.io.InputStream deploymentDescriptorBorland)  
throws IllegalArgumentException;

この メ ソ ッ ドは Sun と  Borland のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタが提供する情報に基づいて、
「java:comp/env」 ネー ミ ングコンテキス ト を作成および追加し ます。
deploymentDescriptorSun および deploymentDescriptorBorland パラ メータは、
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに対応するテキス ト の XML データである必要があ り ます。 提
供されたデータが有効なデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ と認識されない場合は、 例外 
IllegalArgumntException が返されます。

サンプルコー ド
次のサンプルでは、 この メ ソ ッ ド の使い方を示し ます。

public static void main (String[] args) { 
   . . .       
     // デプロイメントデスクリプタファイルを読み込みます。 
     java.io.FileInputStream ddSun = new 
   java.io.FileInputStream("META-INF/application-client.xml"); 
     java.io.FileInputStream ddBorland = new 
   java.io.FileInputStream("META-INF/application-client-borland.xml"); 
     // クライアントコンテナを初期化します。 
     com.borland.appclient.Container.init(ddSun, ddBorland); 
     // ejb-ref を使って JNDI で ejb を検索します。 
   javax.naming.Context context = new javax.naming.InitialContext(); 
     Object ref = context.lookup ("java:comp/env/ejb/hello"); 
   . . . 
}

メ モ こ の メ ソ ッ ド でロード でき るのは、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト デス ク リ プタだけで
す。 し たがって、 すべての ejb-ref が解決されるか、 Borland デス ク リ プタの jndi-name を指
定し て見つかる必要があ り ます。 Sun デス ク リ プタの ejb-link では実行でき ません。 ejb-
link を使用する場合、 アプ リ ケーシ ョ ンや EJB JAR デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を含め
て、 アプ リ ケーシ ョ ン全体の完全な知識が必要と されるからです。

マニフェストファイルの使い方

VisiClient コ ンテナは、 アプ リ ケーシ ョ ンの起動に関する情報の取得をマニフ ェ ス ト フ ァ イ
ルに依存し ます。 マニフ ェ ス ト フ ァ イルは、 ク ラ イ アン ト アーカ イブの META-INF サブ
デ ィ レ ク ト リ に保存する必要があ り ます。 VisiClient コ ンテナに関連する属性は次の とお り
です。

■ 起動時にコ ンテナによ って呼び出される メ イ ン ク ラ ス。 つま り 、 マニフ ェ ス ト フ ァ イ
ルにはアプ リ ケーシ ョ ンのエン ト リ ポイ ン ト があ り ます。

■ メ イ ン ク ラ スが依存する ク ラ スのク ラ スパス。 ク ラ イ アン ト  JAR が外部に依存し ない
場合、 またはアプ リ ケーシ ョ ンの起動時にシステム CLASSPATH を使って依存関係が指
定される場合、 こ の属性は省略でき ます。
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マニフェストファイルのサンプル

次に、 マニフ ェ ス ト フ ァ イルのサンプルを示し ます。

Manifest-Version: 1.0 
Main-Class: SortClient 
Class-Path:

こ のサンプルは、 マニフ ェ ス ト フ ァ イルの Main-Class 属性で指定された ク ラ スの main 
メ ソ ッ ド を ロードする こ と によ って実行を開始し ます。 このサンプルでは、 SortClient 
ク ラ スが指定されています。 コ ンテナは、 このク ラ スに次のシグニチャ を持つ メ ソ ッ ド が
あ る もの とみな し ます。

public static void main(String[ ] args) throws Exception {...}

こ の main メ ソ ッ ド が見つから ない場合、 コ ンテナはエラーを報告し て終了し ます。
VisiClient 付属のク ラ イ アン ト 検証ユーテ ィ リ テ ィ は、 メ イ ン ク ラ スの検索を試み、 見つか
ら ない場合はエラーを報告し ます。

例外処理

アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト コード は、 プロ グ ラ ムの実行時に生成される例外を処理す
る責任があ り ます。 処理されなかった例外はコ ンテナによ ってキ ャ ッチされます。 コ ンテ
ナは例外を ロ グに記録し、 JVM のプロセス を終了し ます。

リソースリファレンスファクトリタイプの使い方

ク ラ イ アン ト コ ンテナにデプロ イ メ ン ト された ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、
VisiTransact JDBC 接続プール と  Prepared Statement の再利用の機能を使用でき ます。 設定と
デプロ イ メ ン ト の詳細については、 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 のデプロ イ メ ン ト 、
データ ソース、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関する章を参照し て く ださい。 AppServer 内の ク ラ イ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 JDBC 2 ベースのデータ ソース を使用でき ます。

javax.sql.DataSource （有効な res-ref-type の 1 つ） と同様に、 VisiClient ではアプ リ
ケーシ ョ ンが resource-ref-type の種類 と し て URL、 JMS、 および Mail フ ァ ク ト リ を使用で
き ます。

java.net.url および java_mail.session フ ァ ク ト リ は、 起動時にク ラ イ アン ト コ ン
テナの仮想マシンに存在する イ ンプロセスのローカル JNDI サブコ ンテキス ト にデプロ イ
メ ン ト されます。 JMS や Mail などのほかの res-ref-type では、 それらの製品のベンダーか
ら提供される関連ツールを使用し て、 設定およびデプロ イ メ ン ト を行 う 必要があ り ます。
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その他の機能

AppServer には、 J2EE 仕様の要件を満たす機能のほかにも さ まざまな機能が VisiClient に
組み込まれています。 次のよ う な機能があ り ます。

■ User Transaction イ ン ターフ ェース ： これは、 java:comp/env 名前空間で利用でき、 JNDI 
を使って検索でき ます。 こ のイ ン ターフ ェースは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの確立と伝達を
サポー ト し ます。

■ ク ラ イ アン ト 検証ツール ： こ のツールは、 ス タ ン ド ア ロ ン ク ラ イ アン ト  JAR、 または 
EAR フ ァ イルに埋め込まれた ク ラ イ アン ト  JAR 上で実行し ます。 検証ツールは次の規
則を適用し ます。

■ ク ラ イアン ト  JAR 内のマニフェ ス ト フ ァ イルで メ イ ン ク ラ スが指定されている こ と。

■ JAR/EAR が有効であ る こ と。 つま り 、 必要な正しいマニフ ェ ス ト エン ト リ を持って
いる こ と。

■ ejb-ref が有効であ る こ と。 つま り 、 対象 EJB の JNDI 名が Borland 固有フ ァ イル内で
指定されている こ と。

■ ejb-ref が ejb-link であ る場合は、 そのアーカ イブが EAR フ ァ イルであ る こ と。 また、
ejb-link 値 と同じ名前を持つ EJB が EAR フ ァ イル内に存在する こ と。

■ リ ソース リ フ ァ レン スが有効であ る こ と。

クライアント検証ツールの使い方

次のコマン ド ラ イ ンは、 ク ラ イ アン ト 検証ツールの使い方を示し ます。

iastool -verify -src <srcjar> -role <DEVELOPER| ASSEMBLER| DEPLOYER>

ク ラ イアン ト 検証ツールの使い方のサンプル ：

iastool -verify -src sort.jar -role DEVELOPER 
iastool -verify -src sort.ear clients/sort_client.jar -role DEVELOPER

使用可能なオプシ ョ ンについては、 iastool の 342 ページの 「verify」 を参照し て く ださい。
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第 章

Chapter   12ステートフルセッション Bean の     
キャッシュ

EJB コ ンテナは、 Java Session Service （JSS） ベースのハイパフ ォーマン スキ ャ ッ シュ アー
キテ クチャによ り 、 ステー ト フルセ ッ シ ョ ンエン タープラ イ ズ Bean をサポー ト し ます。
オブジェ ク ト プールには、 準備完了プール と非ア ク テ ィ ブプール と い う  2 つプールがあ り
ます。 エン タープラ イ ズ Bean は設定可能な タ イ ムア ウ ト 値が経過する と、 準備完了プー
ルから非ア ク テ ィ ブプールに移動し ます。 エン タープラ イ ズ Bean が非ア ク テ ィ ブプール
に移動する と、 その Bean の状態がデータベースに保存されます。 ステー ト フルセ ッ シ ョ
ンの非ア ク テ ィ ブ状態には、 次の 2 つの意味があ り ます。

1 メ モ リ リ ソース を有効活用する。

2 フ ェ イルオーバーを実現する。

Borland の JSS のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの設定については、 51 ページの 「Java セ ッ シ ョ
ンサービ ス （JSS） の設定」 を参照し て く ださい。 こ のマニュ アルでは、 個々のセ ッ シ ョ
ンオブジェ ク ト の非ア ク テ ィ ブ状態と永続性を制御するプロパテ ィ の使い方について説明
し ています。

セッション Bean の非アクティブ化

デプロ イ メ ン ト 時には、 特定のパーテ ィ シ ョ ンの EJB コ ンテナのタ イ ムアウ ト を、 Borland 
AppServer （AppServer） ツールで設定し ます。 コ ンテナはア ク テ ィ ブセ ッ シ ョ ン Bean を定
期的にポー リ ング し、 前回のア ク セス時間を確認し ます。 セ ッ シ ョ ン Bean に対し て、 タ
イ ムア ウ ト で指定し た時間を超えてア ク セスがなければ、 その状態が永続的ス ト レージに
転送され、 Bean イ ン ス タ ン スは メ モ リ から削除されます。

単純な非アクティブ化

非ア ク テ ィ ブ化タ イ ムア ウ ト は、 コ ンテナレベルで設定し ます。 セ ッ シ ョ ン Bean の状態
が固定されて イ ン ス タ ン スが メ モ リ から削除される まで、 ア ク セスがない状態を継続でき
る時間は、 プロパテ ィ  ejb.sfsd.passivation_timeout で設定し ます。 値は秒単位で
設定し ます。 デフ ォル ト 値は 5 秒です。 こ のプロパテ ィ は、 設定対象のパーテ ィ シ ョ ンの 
partition.xml プロパテ ィ フ ァ イルで設定し ます。 こ の設定フ ァ イルは、 次の場所にあ
り ます。

<install_dir>/var/domains/base/configurations/<configuration_name> 
/ mos/<partition_name>/adm/properties

こ のフ ァ イルを編集し て ejb.sfsb.passivation_timeout プロパテ ィ を設定し ます。
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セッション Bean の非アクティブ化

こ のプロパテ ィ にゼロ以外の値を設定する と、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタにデプロ イ メ
ン ト 済みのセ ッ シ ョ ン Bean ご と に整数プロパテ ィ  ejb.sfsb.instance_max も設定で
き ます。 こ のプロパテ ィ では、 EJB コ ンテナの メ モ リ に同時に存在でき る特定のステー ト
フルセ ッ シ ョ ン Bean の 大数を定義し ます。 値が 大値に達し た後にステー ト フルセ ッ
シ ョ ンの新しいイ ン ス タ ン ス を割 り 振ら なければな ら ない状況にな る と、 EJB コ ンテナか
ら リ ソース不足を知らせる例外が生成されます。 0 は特別な値です。 これは 大値が設定
されていないこ と を表し ます。

ejb.sfsb.instance_max property で定義したステート フルセッ ショ ンの 大値に達す
ると 、 EJB コンテナは、 新し い Bean の割り 振り に対し て、 整数プロパティ  
ejb.sfsb.instance_max_timeout で定義した時間は、 要求をブロッ ク し ます。 その間コ
ンテナは、 リ ソ ース不足を知ら せる例外を生成する前の値まで値が下がるのを待ちます。 こ のプ
ロパティ は、 ms（ 1/1000 秒） 単位で設定します。 0 は特別な値です。 0 に設定すると 待機時間が 0 
と なり 、 ただちにリ ソ ース不足を知ら せる例外が生成さ れます。

積極的な非アクティブ化

JSS の主な利点は、 フ ェ イルオーバー能力にあ り ます。 JSS を実装する コ ンテナをい く つ
か集めて、 同じ永続的ス ト アを使用する よ う に設定する と、 互いにフ ェ イルオーバーする
役割を設定でき ます。 フ ェ イルオーバーに対する  JSS の設定方法については、 51 ページの
「Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） の設定」 を参照し て く ださい。 JSS のフ ェ イルオーバー
機能を活かすため、 Borland では積極的非ア ク テ ィ ブ化をオプシ ョ ン と し て用意し ま し た。

積極的な非ア ク テ ィ ブ化は、 タ イ ムア ウ ト に関係な く セ ッ シ ョ ン状態を ス ト レージに保存
する機能です。 積極的な非ア ク テ ィ ブ化を使用する よ う に設定し た Bean は、 ポー リ ング
のたびにそのセ ッ シ ョ ン状態を固定し ます。 ただし、 そのイ ン ス タ ン スはタ イ ムア ウ ト に
な ら ない と メ モ リ から削除されません。 これによ り 、 あ る ク ラ ス タでコ ンテナイ ン ス タ ン
スに障害が発生し て も、 同じバッ ク エン ド と通信する同じ  JSS イ ン ス タ ン ス を利用するほ
かのコ ンテナは、 前回保存された Bean のバージ ョ ンを利用でき ます。 ただし、 単純な非
ア ク テ ィ ブ化と同様に、 Bean のタ イ ムア ウ ト に到達し た場合は メ モ リ から削除されます。

なお、 積極的非ア ク テ ィ ブ化は、 論理プロパテ ィ  
ejb.sfsb.aggressive_passivation でパーテ ィ シ ョ ン規模で設定し ます。 プロパ
テ ィ を true （デフ ォル ト ） に設定する と、 前回の非ア ク テ ィ ブ化の要求前にア ク セスが
あったかど う かにかかわらず、 セ ッ シ ョ ンの状態が保存されます。 プロパテ ィ を false に
設定する と、 コ ンテナでは単純な非ア ク テ ィ ブ化だけが適用されます。 なお、 このプロパ
テ ィ は、 次の場所にあ る コ ンテナのプロパテ ィ フ ァ イル partition.xml に設定されま
す。

<install_dir>/var/domains/base/configurations/<configuration_name> 
/ mos/<partition_name>/adm/properties

積極的な非ア ク テ ィ ブ化を使用する と、 フ ェ イルオーバー面で有利ですが、 コ ンテナから
データベース をア ク セスする頻度が高 く な り 、 パフ ォーマン スは低下し ます。 ネイ テ ィ ブ
でないデータベース を使用する よ う  JSS を設定する と （つま り  JDataStore を使用し ない設
定）、 パフ ォーマン スの低下はさ らに顕著にな り ます。 積極的な非ア ク テ ィ ブ化の使用は、
可用性と パフ ォーマン スのバラ ン ス を考慮し て決めて く ださい。
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タ イ ムア ウ ト にな る と、 ほ と んどのセ ッ シ ョ ンは、 永続的ス ト レージに永続的に保存され
ます。 Borland では、 データベースに保存し たセ ッ シ ョ ンで、 有効期限で設定し た時間を
過ぎた ものはデータベースから削除する メ カニズムを用意し ま し た。 有効期限は、 非ア ク
テ ィ ブ化になったセ ッ シ ョ ンを ステー ト フルス ト レージに保存する 短時間を秒数で指定
し た ものです。 未使用のセ ッ シ ョ ンのためにデータベース を定期的にポー リ ングするのは
パフ ォーマン ス面で無駄なので、 データベースに保存される実際の設定時間は状況に応じ
て設定し ます。 セ ッ シ ョ ンが持続する時間は、 低を有効期限の値と し、 高を有効期限
の倍と し ます。

先に紹介し たほかの非ア ク テ ィ ブ化プロパテ ィ と は違って、 有効期限の値の適用範囲に
は、 パーテ ィ シ ョ ン規模と セ ッ シ ョ ン Bean 単位のどち らでも設定でき ます。 特定の Bean 
に有効期限を設定する と、 コ ンテナ規模の値に優先し ます。 有効期限を設定し ない Bean 
があ る と、 その Bean にはパーテ ィ シ ョ ン規模の値が適用されます。

コンテナでの有効期限の設定

Borland JSS イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 プロパテ ィ  
ejb.sfsb.keep_alive_timeout で、 非ア ク テ ィ ブ化セ ッ シ ョ ンを ステー ト フルス ト
レージに保存する時間を指定し ます。 デフ ォル ト 値は 86,400 秒、 または 24 時間です。 先
に紹介し たほかのプロパテ ィ と同様に、 有効期限はコ ンテナプロパテ ィ フ ァ イルに設定し
ます。

<install_dir>/var/domains/base/configurations/<configuration_name> 
/ mos/<partition_name>/adm/properties

こ こ で指定する値は、 いずれも特定のセ ッ シ ョ ン Bean に対する有効期限の設定値で上書
きでき ます。

特定のセッション Bean に対する有効期限の設定

コ ンテナで管理する特定のセ ッ シ ョ ン Bean に対する非ア ク テ ィ ブ状態の保存時間を、 ほ
かの Bean よ り 長 く 、 あ るいは短 く 設定する こ と ができ ます。 特定の Bean の有効期限は、
ejb-borland.xml フ ァ イルの <timeout> で指定でき ます。 セ ッ シ ョ ン Bean の DTD 要
素にこ の要素があ り ます。

<!ELEMENT session (ejb-name, bean-home-name?, bean-local-home-name?, timeout?,  
ejb-ref*, elb-local-ref*, resource-ref*, resource-env-ref*, property*)>

た と えば、 こ こ に personInfo と い う 名前のシンプルなステー ト フルセ ッ シ ョ ン Bean が
あ り 、 シンプルな メ ッ セージフ ォーラ ムの個人情報が収集されている と し ます。 積極的な
非ア ク テ ィ ブ化を適用せずにこ のセ ッ シ ョ ンの可用性を高める こ と にし ま し た。 非ア ク
テ ィ ブ状態にし た と し て も、 数分を超えてデータベースに保存する必要性はほ と んどあ り
ません。 ほかのセ ッ シ ョ ン Bean は、 非ア ク テ ィ ブ状態にし た ら、 これらの Bean よ り は長
く ス ト レージに保存し なければな り ません。 そ こ で、 Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス
ク リ プタ を Bean の JAR に使用し て よ り 短い時間、 た と えば 300 秒 （5 分） に設定し ます。
ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに、 次のよ う に設定し ま し た。

<ejb-jar> 
 <enterprise-beans> 
  <session> 
   <ejb-name>personInfo</ejb-name> 
   <timeout>300</timeout> 
  </session> 
 </enterprise-beans> 
</ejb-jar>

こ の値は、 ejbcontainer.properties フ ァ イルで指定し た値よ り 優先し ますが、 ほか
のサービ ス対象のセ ッ シ ョ ンはそのフ ァ イルで指定し たデフ ォル ト 値を使用し ます。
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第 章

Chapter   13Borland AppServer の     
エンティティ Bean と CMP 1.1    

こ こ では、 Borland AppServer （AppServer） にエンテ ィ テ ィ  Bean をデプロ イ メ ン ト する方
法と永続性を管理する方法について説明し ます。 ただし、 これはエンテ ィ テ ィ  Bean その
ものの入門書ではないのでそのよ う にお読み く ださい。 と い う よ り 、 こ こ では Borland 
パーテ ィ シ ョ ン内におけ るエンテ ィ テ ィ  Bean の使用時の背景説明が主にな り ます。 また、
デス ク リ プタ、 永続性オプシ ョ ン、 その他コ ンテナの 適化について解説し ます。 コ ンテ
ナ管理永続性 （CMP） の Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ と イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンについては、 一般に Sun Microsystems の J2EE 仕様から入手でき る  EJB 情報を優先
し て解説し ます。

エンティティ Bean

エンテ ィ テ ィ  Bean はデータベースに保存されるデータのビ ューを表し ます。 エンテ ィ
テ ィ  Bean は、 エンテ ィ テ ィ  Bean と テーブル行が 1 対 1 の対応で、 1 つのテーブルにマ ッ
ピング された細粒度エンテ ィ テ ィ の場合も あ り ます。 あ るいは、 複数のテーブルにまたが
り 、 基底のデータベース スキーマ と は無関係に存在するデータ を表す場合も あ り ます。 エ
ンテ ィ テ ィ  Bean ど う しは相互に関係を持ち、 ク ラ イ アン ト から照会でき、 さ まざまな ク
ラ イ アン ト 間で共有する こ と ができ ます。

AppServer パーテ ィ シ ョ ンのいずれかにエンテ ィ テ ィ  Bean をデプロ イ メ ン ト するには、
JAR の一部と し てパッ ケージにし てお く 必要があ り ます。 JAR には、 ejb-jar.xml フ ァ
イル と独自の ejb-borland.xml フ ァ イルの 2 つのデス ク リ プタ を組み込みます。 ejb-
jar.xml デス ク リ プタについては、 Sun Java Center を参照し て く ださい。 こ のマニュ アル
では ejb-borland.xml の DTD を転載し てお り 、 合わせてその使用方法について も紹介
し ます。 Borland 専用デス ク リ プタには、 多 く のプロパテ ィ が組み込まれてお り 、 その設
定いかんで、 コ ンテナパフ ォーマン ス を 適化し た り 、 エンテ ィ テ ィ  Bean の永続性を管
理する こ と ができ ます。



102 AppServer 開発者ガイ ド

コンテナ管理の永続性と関係

コンテナ管理の永続性と関係

Borland の EJB コ ンテナには、 エンテ ィ テ ィ  Bean をデプロ イ メ ン ト する と きに、 つま り エ
ンテ ィ テ ィ  Bean をパーテ ィ シ ョ ンにイ ン ス ト ールする と きにデータベースア ク セス呼び
出し を生成する ツールが組み込まれています。 これらのツールはデプロ イ メ ン ト デス ク リ
プタ を使用し ます。 これは、 データベースア ク セス呼び出し をどのイ ン ス タ ン ス フ ィ ール
ド に生成すればよいかを判断するためです。 この場合、 データベースア ク セス を Bean に
直接コーデ ィ ングする こ と はあ り ません。 コ ンテナツールでア ク セス呼び出し を生成する
対象と なる イ ン ス タ ン ス フ ィ ール ド を コ ンテナ管理のエンテ ィ テ ィ  Bean の Bean プロバイ
ダはデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで指定し ます。 EJB コ ンテナには、 エンテ ィ テ ィ  Bean 
のフ ィ ール ド をデータ ソースにマ ッ ピングする先進的なデプロ イ メ ン ト ツールが備わって
います。

コ ンテナ管理の永続性には、 Bean 管理の永続性に比べて多 く の長所があ り ます。 コ ンテナ
管理の永続性を使用する と、 Bean プロバイ ダがデータベースア ク セス呼び出し を コーデ ィ
ングする必要がないため、 コーデ ィ ングが簡単です。 永続性の処理方法を変更する場合
も、 エンテ ィ テ ィ  Bean のコード を変更し て再コ ンパイルする必要があ り ません。 デプロ
イヤやアプ リ ケーシ ョ ンアセンブラでエンテ ィ テ ィ  Bean のデプロ イ メ ン ト 時にデプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタ を変更する こ と で、 永続性の処理方法を変更でき ます。 このよ う に
データベースア ク セス と永続性の管理を EJB コ ンテナに任せる と、 Bean のコード を単純
化でき、 発生するエラーの範囲を狭める こ と ができ ます。 また、 Bean プロバイ ダは基底の
システム関連の問題に と らわれずに Bean のビジネス ロ ジ ッ ク に集中でき ます。

EJB 2.0 仕様では、 コ ンテナ管理の永続性を使用するエンテ ィ テ ィ  Bean ど う しが、 コ ンテ
ナ管理の関係を持つこ と ができ ます。 コ ンテナは自動的に Bean 関係を管理し、 これらの 
Bean 関係の参照の整合性を維持し ます。 これは、 Bean の リ モー ト イ ン ターフ ェースに
よ って Bean のイ ン ス タ ン ス状態をエ ク スポーズする こ と しかでき なかった EJB 1.1 仕様と
は異な り ます。

EJB 2.0 仕様を使用する と、 コ ンテナ管理の永続性フ ィ ール ド を定義し た よ う に、 コ ンテ
ナ管理の関係フ ィ ール ド も  Bean のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を定義でき ます。 コ ンテ
ナは、 1 対 1 の関係と  1 対多、 多対多など、 さ まざまなカーデ ィ ナ リ テ ィ をサポー ト し ま
す。

エンティティ Bean の実装

エンテ ィ テ ィ  Bean の実装は、 EJB 1.1 仕様と  EJB 2.0 仕様の規則にし たがっています。
ホーム イ ン ターフ ェース、 リ モー ト イ ン ターフ ェース またはローカルイ ン ターフ ェース
（2.0 コ ンテナ管理の永続性を使用する場合）、 およびエンテ ィ テ ィ  Bean イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ン ク ラ ス を実装する必要があ り ます。 エンテ ィ テ ィ  Bean ク ラ スでは、 リ モー ト イ ン
ターフ ェース またはローカルイ ン ターフ ェース と、 ホーム イ ン ターフ ェースで宣言し た メ
ソ ッ ド に対応する メ ソ ッ ド を実装し ます。



 第 13 章 : Borland AppServer の エンテ ィ テ ィ  Bean と  CMP 1.1 103

エンティティ Bean の実装

パッケージ要件

セッ シ ョ ン Bean のよ う に、 エンテ ィ テ ィ  Bean は リ モー ト イ ン ターフ ェースやローカルイ ン
ターフ ェースでの メ ソ ッ ド をエク スポーズし ます。 エンテ ィ テ ィ  Bean は JAR のデプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタにも対応するエン ト リ を持っています。 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  
ejb-jar.xml には、 原則と して 3 種類のデプロ イ メ ン ト 情報が収められます。 次にそれら
のデプロ イ メ ン ト 情報について説明し ます。

1 一般 Bean 情報 ： これは、 デス ク リ プタ フ ァ イルにあ る  <enterprise-beans> 要素に
対応し てお り 、 3 種類すべての Bean に使用し ます。 この情報には、 Bean のイ ン ター
フ ェース と ク ラ ス、 セキ ュ リ テ ィ 情報、 環境情報、 さ らには照会宣言まで含まれてい
ます。

2 関係 ： これは、 デス ク リ プタ フ ァ イルにあ る  <relationships> 要素に対応し てお り 、
CMP だけを使用するエンテ ィ テ ィ  Bean に適用されます。 こ こ に、 コ ンテナ管理の関係
を記述し ます。

3 アセンブ リ 情報 ： これは、 デス ク リ プタ フ ァ イルにあ る  <assembly-descriptor> 
要素に対応し てお り 、 Bean と アプ リ ケーシ ョ ン間の関係を全体的に説明し ます。 アセ
ンブ リ 情報は 4 つのカテゴ リ に分類でき ます。

■ セキ ュ リ テ ィ ロール ： アプ リ ケーシ ョ ンが使用するセキ ュ リ テ ィ ロールの単純な定
義。 ユーザーが Bean に定義するセキ ュ リ テ ィ ロール リ フ ァ レ ン ス も定義する必要が
あ り ます。

■ メ ソ ッ ド許可 ： 各 Bean の メ ソ ッ ド には、 それぞれに実行に関する一定の規則が適用
されます。 規則はこ こ で設定し ます。

■ コ ンテナ ト ラ ンザク シ ョ ン ： ト ラ ンザク シ ョ ンに関連する メ ソ ッ ド ご と に、 EJB 2.0 
仕様にし たがって ト ラ ンザク シ ョ ン属性を指定し ます。

■ 除外 リ ス ト ： 呼び出される相手がいない メ ソ ッ ド。

以上は、 いずれもデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タから ア ク セスでき ます。 DTD 情報
とデス ク リ プタ フ ァ イルの正しい使用方法については、 EJB 2.0 仕様を参照し て く ださ い。

エンティティ Bean の主キー

各エンテ ィ テ ィ  Bean には、 Bean イ ン ス タ ン ス を識別する一意の主キーを割 り 当てます。
主キーは、 RMI-IIOP で有効な値の型を備えた Java ク ラ スで表すこ と ができ ます。 し た
がって、 主キーは java.io.Serializable イ ン ターフ ェース を拡張し ます。 また、 主
キーは、 Object.equals(Object other) および Object.hashCode() メ ソ ッ ド のイ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン も提供する必要があ り ます。

通常は、 エンテ ィ テ ィ  Bean の主キーフ ィ ール ド は、 ejbCreate() メ ソ ッ ド内で設定し ま
す。 これらのフ ィ ール ド は、 データベースに新しいレ コード を挿入する と きに使用し ま
す。 ただし操作が難し く 、 メ ソ ッ ド も肥大化し ます。 し たがって、 データベースの多 く
は、 今では内蔵 メ カニズムによ って適切な主キーの値を提供する よ う になっています。 主
キーの生成方法と し て よ り 洗練された方法には、 主キーを生成する ク ラ ス をユーザーに別
途実装する方法があ り ます。 こ のク ラ スでは、 主キーを生成するためのデータベース固有
のプロ グ ラ ミ ング ロ ジ ッ ク も生成でき ます。
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ユーザーク ラスから主キーク ラスを生成
エン タープラ イ ズ Bean によ り 、 一意のデータ を持つ Java ク ラ スで主キーが表されま
す。 この主キーク ラ スは、 RMI-IIOP の有効な値型であればク ラ スは問いません。 し
たがって、 主キーク ラ スは java.io.Serializable イ ン ターフ ェース を拡張し ま
す。 また、 主キーは Object.equals(Object other) メ ソ ッ ド と  
Object.hashCode() メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン も提供し ます。 この 2 つ
の メ ソ ッ ド は、 当然ながらすべての Java ク ラ スが継承し ます。

主キーク ラ スは、 特定のエンテ ィ テ ィ  Bean ク ラ スでのみ使用される場合があ り ます。 言
い換える と、 各エンテ ィ テ ィ  Bean は、 専用の主キーク ラ ス を定義する場合があ り ます。
これに対し て、 複数のエンテ ィ テ ィ  Bean が同じ主キーク ラ ス を共有する場合も あ り ます。

bank アプ リ ケーシ ョ ンでは、 普通預金と当座預金の口座を表現する ために、 2 種類のエン
テ ィ テ ィ  Bean を使用し ます。 どち らの口座も、 同じ フ ィ ール ド で口座レ コード を一意に
識別し ます。 こ の場合、 どち らの口座も同じ主キーク ラ ス  AccountPK で、 両方の口座の一
意の識別子を表し ます。 次のコード は、 口座主キーク ラ スの定義です。

public class AccountPK implements java.io.Serializable { 
   public String name; 
   public AccountPK() {} 
   public AccountPK(String name) { 
      this.name = name; 
   } 
}

カス タムク ラスから主キーク ラスを生成
カ ス タ ム ク ラ スから主キーを生成するには、 
com.borland.ejb.pm.PrimaryKeyGenerationListener イ ン ターフ ェース を
実装する ク ラ ス を作成し ます。

複合キーのサポー ト
主キーは 1 列と は限 り ません。 複数の列で構成される こ と も あ り ます。 た と えば、 講
座は単な る講座名だけでは識別でき ません。 講座が設け られている学科と講座番号自
体が各講座レ コード の主キーにな り ます。 学科コード と講座番号は、 Course テーブル
内の別々の列です。 特定の講座、 またはあ る学生が登録されているすべての講座を取
り 出す select 文では、 主キー全体を使用する必要があ り ます。 つま り 、 両方の列の主
キーを考慮する必要があ り ます。

Borland CMP エンジンは複合主キーをサポー ト し ます。 select 文の where 節では、 複数の列
から なる キーを使用でき ます。 select 文の select 節では、 複合キーのすべてのフ ィ ール ド を
選択でき ます。

where 節では、 単一フ ィ ール ド の名前を指定する場合 と同じ方法で、 複数フ ィ ール ド の名
前を指定し ます。 各フ ィ ール ド は 「and」 で区切 り ます。 次の形式を使用し ます。

<column> = :<parameter>[ejb/<entity bean>]

統合 （=） は、 有効な記号の 1 つです。 このほか、 よ り 大きい （>）、 よ り 小さい （<）、 以
上 （>=）、 および以下 （<=） を使用でき ます。 コ ロ ン （:） はパラ メ ータ置換を表し ます。
パラ メ ータ フ ィ ール ド を指定する場合は、 初に Bean 名、 次に ド ッ ト （.）、 後に Bean 
属性を続けます。

た と えば、 Art 205, Renaissance Art ク ラ スに登録し ているすべての学生を検索する と し ま
す。 こ の講座は、 学科名 （Art） と講座番号 （205） で識別し ます。 この場合、 検索 メ ソ ッ
ド  findByCourse() に対し て次の select 文を定義し ます。

SELECT sname FROM Enrollment WHERE course_department = :c.department[ejb/
Course] AND 
   course_number = :c.number[ejb/Course]

select 文で、 複合キーの複数のフ ィ ール ド を返すこ と もでき ます。 その場合は、 select 文の 
select 節で、 複数のフ ィ ール ド をカンマで区切って指定し ます。 パラ メ ータ と同様に ド ッ
ト 表記を使用する必要があ り ます。 つま り 、 初にエンテ ィ テ ィ  Bean 名、 次に ド ッ ト
（.）、 後に属性を指定し ます。 た と えば、 検索 メ ソ ッ ド  findByStudent() に次の select 
文を指定し ます。

SELECT c.department, c.number FROM Entrollment WHERE student_name = :s
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リエントラント

デフ ォル ト では、 エンテ ィ テ ィ  Bean は リ エン ト ラ ン ト ではあ り ません。 同じ ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ンテキ ス ト 内でエンテ ィ テ ィ  Bean に呼び出しが到着する と、 例外 
java.rmi.RemoteException が生成されます。

デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの中で、 エンテ ィ テ ィ  Bean を リ エン ト ラ ン ト と し て宣言で
き ます。 ただし、 その場合は注意が必要です。 通常、 コ ンテナは、 同一 ト ラ ンザク シ ョ ン
内でのループバッ ク呼び出し と、 同一 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内での同一エンテ ィ
テ ィ  Bean に対する同時呼び出し を区別でき ません。

エンテ ィ テ ィ  Bean を リ エン ト ラ ン ト と し てマーク し た場合、 その Bean イ ン ス タ ン スに対
し て同一 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内で同時呼び出し を行 う こ と はでき ません。 プロ
グ ラマはこ の規則を厳守し て く ださい。

AppServer におけるコンテナ管理の永続性

AppServer の EJB コ ンテナは、 J2EE 1.3 完全準拠です。 Bean プロバイ ダは、 エンテ ィ テ ィ  
Bean に永続性スキーマを設計し、 コ ンテナ管理のフ ィ ール ド と関係をア ク セスする メ ソ ッ
ド を決定し、 これらの メ ソ ッ ド を Bean のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに定義し ます。 デ
プロ イヤは、 こ の永続性スキーマをデータベースにマ ッ ピング し、 Bean の メ ンテナン スに
必要なほかのク ラ ス を作成し ます。

J2EE 1.3 エンテ ィ テ ィ  Bean と  CMP 2.0 については、 131 ページの 「CMP 2.x の AppServer 
プロパテ ィ の使い方」 を参照し て く ださい。

AppServer CMP エンジンの CMP 1.1 インプリメン
テーション

Borland CMP エンジンのすべての面に精通し ていなければ、 これを有効に使用できない と
い う わけではあ り ませんが、 一定の領域であ る程度の知識があ る と役立ちます。 こ こ で
は、 CMP エンジンを利用する上で理解し てお く と よい分野について説明し ます。 特に、
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イル と、 そのフ ァ イル内の XML 文を重点的に扱います。

ただし、 1.1 コ ンテナ管理の永続性を持つエンテ ィ テ ィ  Bean のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで
は、 次の点に注意する必要があ り ます。

■ こ のエンテ ィ テ ィ  Bean は検索 メ ソ ッ ド を実装し ていません。 コ ンテナ管理の永続性を
持つエンテ ィ テ ィ  Bean の検索 メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 EJB コ ンテナが
提供し ます。 し たがって、 エンテ ィ テ ィ  Bean ク ラ スで検索 メ ソ ッ ド を実装するかわ り
に、 検索 メ ソ ッ ド の実装方法をデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに記述し て、 コ ンテナに
通知し ます。

■ エンテ ィ テ ィ  Bean では、 コ ンテナに管理させるすべてのフ ィ ール ド を public と し て
宣言し ます。 CheckingAccount Bean では、 name と  balance が public フ ィ ール ド と し て
宣言されています。

■ エンティ ティ  Bean ク ラ スは、 EntityBean イ ンタ ーフェースで宣言さ れる  7 つのメ ソ ッ ド
（ ejbActivate()、 ebjPassivate()、 ejbLoad()、 ejbStore()、
ejbRemove()、 setEntityContext()、 unsetEntityContext()） を実装し ます。
エンティ ティ  Bean では、 少なく と も こ れら のメ ソ ッ ド のイ ンプリ メ ンテーショ ンスケルト
ンを提供する 必要があり 、 さ ら に必要に応じ てアプリ ケーショ ン固有のコ ード を任意の場所
に追加し ます。 CheckingAccount Bean は、 setEntityContext() が返し たコ ンテキスト を
保存し 、 unsetEntityContext() でそのリ ファ レンスを解放し ます。 こ の点を除き 、
CheckingAccount Bean では、 EntityBean イ ンタ ーフェースのメ ソ ッ ド にコ ード は追加さ れ
ていません。

■ こ のエンテ ィ テ ィ  Bean には、 Bean の呼び出し元が新しい当座預金口座を作成でき る よ
う に、 ejbCreate() メ ソ ッ ド が実装されています。 このイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、
引数にし たがって、 イ ン ス タ ン スの口座名と預金残高を表す 2 つの変数を初期化し ま
す。 コ ンテナ管理の永続性を使用する場合、 ク ラ イ アン ト に返す リ フ ァ レン スはコ ン
テナが作成するので、 ejbCreate() メ ソ ッ ド は null 値を返し ます。

■ ejbPostCreate() メ ソ ッ ド は、 必要であればよ り 高度な初期化作業を行 う こ と もで
き ますが、 こ のエンテ ィ テ ィ  Bean は、 ejbPostCreate() メ ソ ッ ド の 小限のイ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンの内容だけを提供し ます。 これは、 コ ンテナ管理の永続性を持つ 
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Bean の場合は、 ejbPostCreate() がコールバッ ク通知の役割を果たすためであ り 、
ejbPostCreate() メ ソ ッ ド は 小限のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで十分です。
EntityBean イ ン ターフ ェースから継承される メ ソ ッ ド について も同じ こ と が言えま
す。

CMP メ タデータのコ ンテナへの提供
EJB 仕様によ って、 デプロ イ ヤは CMP の メ タデータ を  EJB コ ンテナに提供する必要
があ り ます。 Borland コ ンテナは、 CMP 関連の メ タデータ を  XML デプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタから取得し ます。 具体的には、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内のベンダー
固有の部分を利用し て、 メ タデータ を見つけます。

こ こ では、 特にコマン ド ラ イ ン レベルでコ ンテナ管理の検索 メ ソ ッ ド を生成する場合に、
その メ ソ ッ ド のために提供する必要があ る情報のい く つかを具体的に説明し ます。 構文の
詳細については、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの DTD を調べる こ と も役立ちます。 検索
メ ソ ッ ド と  OR （Object-Relation） マ ッ ピング メ タデータの構文を参照し て く ださい。

検索メ ソ ッ ドの生成
検索 メ ソ ッ ド を生成する場合、 実際には、 where 節を持つ SQL select 文を生成する こ
と にな り ます。 select 文には、 どのレ コード またはデータ を検索し て返すかを指定す
る節があ り ます。 た と えば、 銀行の預金口座を検索し て返すと し ます。 select 文の 
where 節は、 選択操作に対し て制限事項を設定し ます。 た と えば、 指定し た額よ り 大
きい残高のあ る口座や、 月間に一定額以上の出し入れがあった口座だけを検索し ま
す。 コ ンテナがコ ンテナ管理の永続性を使用する場合、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ
で where 節の条件を指定する必要があ り ます。

た と えば、 findAccountsLargerThan(int balance) と い う 名前の検索 メ ソ ッ ド があ
り 、 コ ンテナ管理の永続性を使用し ている と し ます。 この検索 メ ソ ッ ド は、 指定された値
よ り 大きい残高のあ るすべての口座を検索し ます。 コ ンテナがこの検索 メ ソ ッ ド を実行し
た場合、 実際には、 こ の メ ソ ッ ド にパラ メ ータ と し て渡された int 値と、 口座残高を比較
する  where 節を持つ select 文を実行し ます。 コ ンテナ管理の永続性を使用し ている ため、
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで where 節の条件を指定する必要があ り ます。 指定し なけれ
ば、 完全な select 文を生成する方法がコ ンテナには伝わ り ません。

findAccountsLargerThan(int balance) メ ソ ッ ド の where 節の値は、「balance > 
:balance」 です。 これは、 「balance 列の値は、 balance と い う パラ メ ータの値よ り 大き
い」 と い う 意味です （こ の検索 メ ソ ッ ド の引数は、 int 値だけです）。

コ ンテナ管理の永続性のデフ ォル ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 次のよ う な完全な SQL 
select 文を生成する こ と によ り 、 この検索 メ ソ ッ ド をサポー ト し ます。

select * from Accounts where ? > balance

次に、 CMP エンジンは 「?」 に int パラ メ ータ を代入し ます。 後に、 エンジンは結果
セ ッ ト を主キーの Enumeration または Collection に変換し ます。 これは、 EJB 仕様
で要求されている とお り です。

CMP イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが生成する さ まざまな SQL 文を確認する こ と ができ ます。
それには、 コ ンテナの EJBDebug フ ラ グを有効にし ます。 そのフ ラ グを有効にする と、 コ
ンテナによ って生成された とお り の SQL 文を出力し ます。

ほかの EJB コ ンテナ製品が CMP をサポー ト する ためにコード を生成するのに対し て、
Borland コ ンテナ製品はコード の生成を使用し ません。 コード の生成には大き な限界があ
るからです。 た と えば、 コード を生成する方法では、 「調整し た更新」 機能をサポー ト す
る こ と が困難にな り ます。 なぜな ら、 コ ンテナ管理のフ ィ ール ド に対し て異なる  update 文
が大量に必要にな るからです。
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where 節の生成
where 節は、 取得する レ コード の範囲を限定する場合に必要な select 文の一部です。
where 節の構文はかな り 複雑にな る こ と があ り 、 EJB コ ンテナがこの節を正し く 生成
でき る よ う に、 XML デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イルでは、 一定の規則にし た
が う 必要があ り ます。

まず、 必ずし も  <where-clause> で "where" リ テ ラルを使用する必要はあ り ません。 こ
の リ テ ラルのない where 節を生成し、 where 節記入はコ ンテナに任せる こ と ができ ます。
ただし、 コ ンテナは、 <where-clause> 内が空文字列でない場合にだけ、 これを行いま
す。 空文字列は空のま まにな り ます。 た と えば、 次のどち らの方法でも同じ  where 節を定
義でき ます。

<where-clause> where a = b </where-clause>

または

<where-clause> a = b </where-clause>

コ ンテナは、 a = b を同じ  where 節の where a = b に変換し ます。 ただし、 <where-
clause> "" </where-clause> と定義されている空文字列は、 変更されません。

メ モ 空文字列を使用する と、 簡単に findAll() メ ソ ッ ド を指定でき ます。 空文字列だけを指
定し た場合、 コ ンテナは、 次のよ う に文を生成し ます。

select [values] from [table];

こ のよ う な select 文は、 特定のテーブルのすべての値を返し ます。

パラ メ ータ置換
パラ メ ータ置換は、 where 節の重要な部分です。 Borland EJB コ ンテナは、 標準の 
SQL 置換プレ フ ィ ク スであ る コ ロ ン （:） を見つける と、 パラ メ ータ置換を行いま
す。 置換される各パラ メ ータは、 XML デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタにあ る検索 メ
ソ ッ ド仕様の中のパラ メ ータの名前に対応し ます。

た と えば、 XML デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで、 パラ メ ータ  balance を受け取る次の検
索 メ ソ ッ ド を定義し ます。 balance の前にコ ロ ンがあ る こ と に注意し て く ださい。

<finder> 
   <method-signature>findAccountsLargerThan(float balance)</method-signature> 
   <where-clause>balance > :balance</where-clause> 
</finder>

コ ンテナは、 次の where 節を持つ SQL select 文を生成し ます。

balance > ?

デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内の :balance パラ メ ータは、 対応する  SQL 文では疑問符
（?） になる こ と がわか り ます。 呼び出し時に、 コ ンテナはパラ メ ータ  :balance の値を 
where 節の ? に代入し ます。

複合パラ メ ータ
コ ンテナは、 複合パラ メ ータ もサポー ト し ます。 複合パラ メ ータは、 テーブル名の後
に、 そのテーブル内の列が付き ます。 複合パラ メ ータには、 標準の ド ッ ト （.） 構文
を使用し ます。 この構文では、 テーブル名と列名を ド ッ ト で区切 り ます。 複合パラ
メ ータでも、 前にコ ロ ンを付けます。

た と えば、 次の検索 メ ソ ッ ド には複合パラ メ ータ  :address.city と  :address.state 
があ り ます。

<finder> 
   <method-signature>findByCity(Address address)</method-signature> 
   <where-clause>city = :address.city AND state = :address.state</where-clause> 
</finder>

where 節は、 address 複合オブジェ ク ト の city フ ィ ール ド と  state フ ィ ール ド を使用
し て、 特定のレ コード を選択し ます。 基底の Address フ ィ ール ド オブジェ ク ト には、 属
性 city フ ィ ール ド と  state フ ィ ール ド に対応する  JavaBeans 形式のゲ ッ ター メ ソ ッ ド が
あ り ます。 または、 ゲ ッ ター メ ソ ッ ド のかわ り に、 それぞれの属性に対応する  public 
フ ィ ール ド を指定でき ます。
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パラ メ ータ と なるエンテ ィ テ ィ  Bean
エンテ ィ テ ィ  Bean は、 検索 メ ソ ッ ド のパラ メ ータ と し て も使用でき ます。 エンテ ィ
テ ィ  Bean は複合型と し て使用でき ます。 その場合、 SQL ク エ リ ーに渡すエンテ ィ
テ ィ  Bean リ フ ァ レ ン スのどのフ ィ ール ド を使用するのかを  CMP エンジンに指示する
必要があ り ます。 複合型と し てエンテ ィ テ ィ  Bean を使用し なければ、 コ ンテナは、
where 節にその Bean の主キーを代入し ます。

た と えば、 Order エンテ ィ テ ィ オブジェ ク ト に関連付け られている一連の OrderItems 
エンテ ィ テ ィ  Bean があ る と し ます。 次の検索 メ ソ ッ ド を指定でき ます。

java.util.Collection OrderItemHome.findByOrder(Order order);

こ の メ ソ ッ ド は、 特定の Order に関連付け られたすべての OrderItems を返し ます。 そ
の where 節に対応するデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタのエン ト リ は次のよ う にな り ます。

<finder> 
   <method-signature>findByOrder(Order order)</method-signature> 
   <where-clause>order_id = :order[ejb/orders]</where-clause> 
</finder>

こ の where 節を生成する ために、 コ ンテナは文字列 :order[ejb/orders] に Order オ
ブジェ ク ト の主キーを代入し ます。 ブラ ケ ッ ト 内の文字列 （この例では、 ejb/orders）
は、 パラ メ ータの型のホームに対応する  <ejb-ref> です。 こ の例では、 ejb/orders 
は、 OrderHome を宛先 とする  <ejb-ref> に対応し ます。

EJBObject を複合型 と し て使用する （ド ッ ト を使用） 場合、 実際には、 <finder> 定義内
のフ ィ ール ド に対応する基底のゲ ッ ター メ ソ ッ ド にア ク セス し ます。 た と えば、
<finder> 定義の次のコマン ド は、

order_id = :order.orderId

EJBObject の getOrderId() メ ソ ッ ド を呼び出し、 その結果を選択条件の中で使用し ま
す。

エンテ ィ テ ィ 間の関係の指定
RDBMS （ リ レーシ ョ ナルデータベース） では、 あ るテーブルのレ コード を別のテー
ブルのレ コード に関連付ける こ と ができ ます。 そのために、 RDBMS では、 外部キー
を使用し ます。 つま り 、 一方のテーブルのレ コード にあ る  1 つのフ ィ ール ド （列）
に、 別のテーブルにあ る関連する レ コード の外部キー、 または主キーの リ フ ァ レ ン ス
を保持し ます。 エンテ ィ テ ィ  Bean 間にも同様の リ フ ァ レ ン ス をマ ッ ピングでき ます。

CMP エンジンでエンテ ィ テ ィ  Bean 間の リ フ ァ レ ン ス をマ ッ ピングするには、 デプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタの <ejb-link> エン ト リ を使用し ます。 <ejb-link> は、 対応するエ
ンテ ィ テ ィ にフ ィ ール ド名をマ ッ ピング し ます。 CMP エンジンは、 デプロ イ メ ン ト デス
ク リ プタのこ の情報で、 特定のフ ィ ール ド に関連するエンテ ィ テ ィ を検索し ます。 <ejb-
link> エン ト リ の具体例については、 pigs サンプルを参照し て く ださい。

コ ンテナ管理の永続性フ ィ ール ド は、 対応するテーブル内の外部キーフ ィ ール ド に対応付
け られます。 エンテ ィ テ ィ  Bean のコード を見る と、 これらの外部キー CMP フ ィ ール ド
は、 オブジェ ク ト リ フ ァ レン ス と し て表示されます。

た と えば、 address と  country の 2 つのデータベーステーブルがあ る と し ます。
address テーブルには country テーブルへの リ フ ァ レ ン スがあ り ます。 これらのテーブ
ルの SQL create 文は、 次のよ う にな り ます。

create table address ( 
   addr_id         number(10), 
   addr_street1    varchar2(40), 
   addr_street2    varchar(40), 
   addr_city       varchar(30), 
   addr_state       varchar(20), 
   addr_zip         varchar(10), 
   addr_co_id       number(4)         * foreign key * 
); 
create table country ( 
   co_id            number(4), 
   co_name          varchar2(50), 
   co_exchange      number(8, 2), 
   co_currency      varchar2(10) 
);
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address テーブルには addr_co_id フ ィ ール ド があ り 、 これは country テーブルの主
キーフ ィ ール ド  co_id を参照する外部キーです。

これらのテーブルに対応するエンテ ィ テ ィ を表すク ラ スには、 Address ク ラ ス と  
Country ク ラ スの 2 つがあ り ます。 Address テーブルには、 Country テーブルへの直接
ポイ ン タ  country があ り ます。 この直接的なポイ ン タ リ フ ァ レン スは EJBObject リ フ ァ
レン スであ り 、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン Bean を指す直接的な Java リ フ ァ レン スではあ り
ません。

では、 以上 2 つのク ラ スについて、 次のコード で確認し てみます。

//Address クラス 
public class Address extends EntityBean { 
   public int id; 
   public String street1; 
   public String street1; 
   public String city; 
   public String state; 
   public String zip; 
   public Country country; // これは、Country への直接的なポインタです 
} 
//Country クラス 
public class Country extends EntityBean { 
   public int id; 
   public String name; 
   public int exchange; 
   public String currency; 
}

Address ク ラ スから  Country ク ラ スの リ フ ァ レ ン ス を コ ンテナで解決するには、 デプロ
イ メ ン ト デス ク リ プタで Country ク ラ スに関する情報を指定する必要があ り ます。 デプ
ロ イ メ ン ト デス ク リ プタの <ejb-link> エン ト リ を使用し て、 フ ィ ール ド  
Address.country までの リ フ ァ レ ン ス をホームオブジェ ク ト  CountryHome の JNDI 名
に リ ン クする よ う にコ ンテナに指示し ます。 詳細については、 pigs サンプルを参照し て く
ださ い。 コ ンテナは、 こ のエンテ ィ テ ィ 間 リ フ ァ レン ス を 適化し ます。 この 適化のた
め、 エンテ ィ テ ィ 間 リ フ ァ レン ス を使用し て も、 外部キーの値を格納する場合と速度は変
わ り ません。

ただし、 エンテ ィ テ ィ 間 リ フ ァ レン ス を使用する場合と、 外部キー値を格納する場合で
は、 重要な違いが 2 つあ り ます。

■ 別のエンテ ィ テ ィ までのク ロ ス リ フ ァ レン スポイ ン タ を使用する と き、 エンテ ィ テ ィ
のホームオブジェ ク ト  findByPrimaryKey() メ ソ ッ ド を呼び出さ な く て も、 そのオ
ブジェ ク ト エンテ ィ テ ィ を取得でき ます。 上の例でわかる よ う に、 Country オブジェ
ク ト を宛先とする  Address.country ポイ ン タで Country オブジェ ク ト を直接取得し
ています。 Country id に対応する  Country オブジェ ク ト を取得するには、 必ずし も  
CountryHome.findByPrimaryKey(address.country) を呼び出す必要はあ り ま
せん。

■ ク ロ ス リ ファ レ ンス ポイ ンタ の使用時には、 参照さ れる 側のエンティ ティ の状態は、 実
際に使用する と き に初めてロ ード さ れま す。 ポイ ンタ を収めたエンティ ティ をロ ード し
ても 、 参照さ れる 側のエンティ ティ の状態が自動的にロ ード さ れる わけではあり ま せ
ん。 つま り 、 Address オブジェ ク ト をロ ード する だけでは、 実際には Country オブ
ジェ ク ト はロ ード さ れま せん。 Address.country フィ ールド は、「 怠惰な」 リ ファ レ
ンス と みなすこ と ができ ま す。 つま り 、 基底のオブジェ ク ト が実際に使用さ れた場合に
だけ、「 怠惰な」 リ ファ レ ンス は対応する 状態をロ ード し ま す。 こ の「 怠惰な」 動作は 
EJB モデルの一部である こ と に注意し てく ださ い。 EJB モデルのこ のよ う な特徴から 、
Address.country と 、 Address Bean イ ンス タ ンス 自体の存続期間は、 それぞれ独立
し ていま す。 こ のモデルでは、 Address.country は通常のエンティ ティ  EJBObject リ
ファ レ ンス です。 し たがって、 Address.country の状態は、 それが使用さ れたと き に
だけロ ード さ れま す。 コ ンテナは、 EJB モデルにし たがって、 ほかの EJBObject と 同様
に AddressBean.country の状態を制御し ま す。
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コ ンテナ管理のフ ィ ールドの名前
Borland コ ンテナでは、 コ ンテナ管理の永続性のフ ィ ール ド名が、 Java 向きに変更さ
れています。 SQL の列名は、 各列の名前の前にテーブル名の短縮形と アンダース コ ア
が付 く のが普通です。 た と えば、 address テーブルには、 addr_city と い う 名前の
都市の列があ り ます。 この列の完全な リ フ ァ レ ン スは address.addr_city にな り
ます。 Borland コ ンテナの場合、 この列は、 冗長で不便な Address.city ではな く 、
Java フ ィ ール ド  Address.addr_city にマ ッ ピング されます。

こ の Java 向きの列名と フ ィ ール ド名のマ ッ ピングを行 う には、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タ を使用し ます。 こ こ ではデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を手動で編集する方法について説
明し ますが、 こ の作業にはデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの GUI を使用するのが
も よい方法です。 GUI 画面を使用する手順については、 『管理コ ン ソールユーザーズガ イ
ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの使い方」 を参照し て く ださい。

デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を手動で編集する場合は、 <env-entry> タ グ内の <env-
entry-name>、 <env-entry-type>、 および <env-entry-value> サブタ グを使用し
ます。 <env-entry-name> タ グ内に Java 向きのフ ィ ール ド名を入力し ます。 それが 
JDBC 列を参照し ている こ と を確認し て く ださい。 <env-entry-type> タ グにフ ィ ール
ド の型を入力し ます。 後に、 <env-entry-value> タ グに、 実際の SQL 列名を入力し
ます。 次に、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ コード の具体例を示し ます。

<env-entry> 
   <env-entry-name>ejb.cmp.jdbc.column:city</env-entry-name> 
   <env-entry-type>String</env-entry-type> 
   <env-entry-value>addr_city</env-entry-value> 
</env-entry>

プロパティの設定

Enterprise JavaBeans のほ と んどのプロパテ ィ は、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで設定でき
ます。 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ （DDEditor） では、 プロパテ ィ の設
定やデス ク リ プタ フ ァ イルの編集ができ ます。 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの使
用方法については、 Borland AppServer の 『ユーザーズガイ ド』 を参照し て く ださい。 デプ
ロ イ メ ン ト デス ク リ プタのプロパテ ィ では、 エンテ ィ テ ィ  Bean のイ ン ターフ ェース、 ト
ラ ンザク シ ョ ン属性などのほか、 エンテ ィ テ ィ  Bean 固有の情報に関する情報を指定し ま
す。 エンテ ィ テ ィ  Bean の一般的なデス ク リ プタ情報以外に、 CMP イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンをカス タマイ ズするために設定する  3 セ ッ ト のプロパテ ィ があ り ます。 それが、 エン
テ ィ テ ィ プロパテ ィ 、 テーブルプロパテ ィ 、 列プロパテ ィ です。 エンテ ィ テ ィ プロパテ ィ
は、 ［EJB Designer］ で設定するか、 XML で直接設定し ます。
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デプロイメントデスクリプタエディタの使い方

Borland AppServer Edition に付属のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タでは、 コ ンテナ管
理の永続性に関するすべての情報を設定でき ます。 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ と関連
ツールの使用方法の詳細については、 『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 を参照し て く
ださ い。

BMP または CMP 1.1 を使用する J2EE 1.2 エンテ ィ テ ィ  Bean

デスク リ プ タ要素
ナビゲーシ ョ ンツ リ ー
ノ ー ド ／パネル名 DDEditor のタ ブ

エンティティ Bean 名 Bean ［General］
エンティティ Bean クラス Bean ［General］
ホームインターフェース Bean ［General］
リモートインターフェース Bean ［General］
JNDI 名 Bean ［General］
永続性タイプ （CMP または BMP） Bean ［General］
主キークラス Bean ［General］
リエントラント Bean ［General］
アイコン Bean ［General］
環境エントリ Bean ［Environment］
その他の Bean への EJB リファレンス Bean ［EJB References］
EJB リンク Bean ［EJB References］
データオブジェクト／接続ファクトリ
へのリソースリファレンス

Bean ［Resource References］

リソースリファレンスの種類 Bean ［Resource References］
リソースリファレンス認証の種類 Bean ［Resource References］
セキュリティロールリファレンス Bean ［Security Role References］
エンティティプロパティ Bean ［Properties］
コンテナトランザクション Bean ： 

［Container Transactions］
［Container Transactions］

トランザクションメソッド Bean ： 
［Container Transactions］

［Container Transactions］

トランザクションメソッド 
インターフェース

Bean ： 
［Container Transactions］

［Container Transactions］

トランザクション属性 Bean ： 
［Container Transactions］

［Container Transactions］

メソッド許可 Bean ： 
［Method Permissions］

［Method Permissions］

CMP 説明 Bean ： CMP1.1 CMP 1.1
CMP テーブル Bean ： CMP1.1 CMP 1.1
コンテナ管理フィールドの説明 Bean ： CMP1.1 CMP 1.1
ファインダ Bean ： CMP1.1 ［Finders］
ファインダメソッド Bean ： CMP1.1 ［Finders］
ファインダ WHERE 節 Bean ： CMP1.1 ［Finders］
ファインダ ［Load State］ オプション Bean ： CMP1.1 ［Finders］



112 AppServer 開発者ガイ ド

プロパティの設定

コンテナ管理データアクセスサポート

コ ンテナ管理の永続性には、 Borland EJB コ ンテナがサポー ト するデータ型は、 JDBC 仕様
によ ってサポー ト されているデータ型のほか、 JDBC でサポー ト されていないデータ型が
い く つかあ り ます。

次の表に、 Borland EJB コ ンテナがサポー ト する基本型 と複合型を ま と めます。

■ 基本型

■ 複合型

■ java.io.Serializable を実装する任意のク ラ ス （Vector や Hashtable など）

■ その他のエンテ ィ テ ィ  Bean リ フ ァ レ ン ス

Borland コ ンテナは、 java.io.Serializable イ ン ターフ ェース を実装する ク ラ ス
（Hashtable や Vector など） をサポー ト する こ と に注意し て く ださ い。 コ ンテナでは、 Java 
コ レ ク シ ョ ンやサード パーテ ィ コ レ ク シ ョ ンなど もサポー ト し ています。 これら も  
java.io.Serializable を実装するからです。 Serializable イ ン ターフ ェース を実
装する ク ラ ス とデータ型に対し て、 Borland コ ンテナは、 単にそれらの状態をシ リ ア ラ イ
ゼーシ ョ ン し、 その結果を BLOB に格納するだけです。 Borland コ ンテナでは、 これらのク
ラ スや型に対し て何らかのマ ッ ピングを行 う こ と はな く 、 単にバイナ リ 形式でそれらの状
態を格納し ます。 Borland コ ンテナの CMP エンジンには、 明示的にサポー ト されていない
すべての型を BLOB と し てシ リ ア ラ イ ズする と い う 規則が適用されます。

そのこ と から、 BLOB は、 LONGVARBINARY がマ ッ ピングする型であ る と い う  JDBC 仕様
にし たがいます。 Oracle の場合、 これは、 LONG RAW です。

SQL キーワー ドの使用
Borland コ ンテナの CMP エンジンは、 SQL92 標準に準拠するすべての SQL キーワー
ド を処理でき ます。 ただし、 ベンダーによ って独自のキーワード が追加される こ と は
めずら し く ないので注意し て く ださい。 た と えば、 Oracle はキーワード  VARCHAR2 を
使用し ます。 SQL 標準と は異な るベンダーのキーワード を CMP エンジンで確実に処
理するには、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで、 CMP フ ィ ール ド名を列名にマ ッ ピン
グするための環境プロパテ ィ を設定し ます。 この種の環境プロパテ ィ を使用すれば、
コード を変更する必要はあ り ません。

た と えば、 「select」 と い う 名前の CMP フ ィ ール ド があ る と し ます。 次に示すよ う に、 環境
プロパテ ィ を使って 「select」 を 「SLCT」 と い う 名前の列にマ ッ ピングでき ます。

<cmp-info> 
         <database-map> 
            <table>Data</table> 
            <column-map> 
               <field-name>select</field-name> 
               <column-name>SLCT</column-name> 
               </column-map> 
            </database-map> 
</cmp-info>

null 値の使い方
データベースの値が SQL null 値の場合があ り ます。 その場合は、 Java データ型で Java 
null 値を保持でき る よ う なフ ィ ール ド に、 それらの値をマ ッ ピングする必要があ り ま
す。 それには、 通常、 プ リ ミ テ ィ ブ型ではな く  Java 型を使用し ます。 た と えば、 プ
リ ミ テ ィ ブ int 型ではな く  Java Integer 型をプ リ ミ テ ィ ブ float 型ではな く  Java 
Float 型を使用し ます。

■ boolean Boolean ■ short Short
■ double Double ■ byte[]
■ long Long ■ char Character
■ BigDecimaljava.util.Date ■ int Integer
■ byte Byte ■ String java.sql.Date
■ float Float ■ java.sql.Time java.sql.TimeStamp
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データベース接続の確立
CMP エンジンでデータベース接続を開 く には、 DataSource を指定する必要があ り ま
す。 DataSource は、 ユーザー名やパス ワード など、 データベース接続の確立に必要な
情報を定義し ます。 DataSource を定義し た ら、 Bean の XML デプロ イ メ ン ト デス ク リ
プタの resource-ref で DataSource を参照し ます。 これで CMP エンジンは、 その 
DataSource を使用し、 JDBC を介し てデータベースにア ク セスでき ます。

ベンダー固有の XML フ ァ イルでは、 resource-ref に jndi バイ ンデ ィ ングを指定する
場所に、 次の要素を追加し ます。

<cmp-resource>True</cmp-resource>

エンテ ィ テ ィ  Bean が resource-ref を 1 つだけ宣言し ている場合は、 上の XML 要素を
指定する必要はあ り ません。 エンテ ィ テ ィ  Bean に resource-ref が 1 つしかない場合、
Borland コ ンテナは、 その 1 つの リ ソース を cmp-resource と し て自動的に選択し ます。

コ ンテナによ って作成されるテーブル
エンテ ィ テ ィ のコ ンテナ管理のフ ィ ール ド に基づき、 自動的にコ ンテナ管理のエン
テ ィ テ ィ に対応する テーブルを作成する よ う に Borland EJB コ ンテナに指示でき ます。
テーブルの作成とデータ型のマ ッ ピングはベンダーによ って異な る ため、 デプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタでコ ンテナに JDBC データベースダ イ アレ ク ト を指定する必要があ
り ます。 JDataStore 以外のデータベースでは、 ダ イ アレ ク ト を指定する と、 コ ンテナ
がコ ンテナ管理のエンテ ィ テ ィ に対する テーブルを自動的に作成し ます。 ダ イ アレ ク
ト を指定し ない限 り 、 コ ンテナはこれらのテーブルを作成し ません。

ただし、 JDataStore データベースの場合、 コ ンテナは URL から ダ イ アレ ク ト を検出でき ま
す。 し たがって、 JDataStore については、 ダ イ アレ ク ト を明示的に指定し たかど う かに関
係な く 、 コ ンテナはテーブルを作成し ます。

次の表に、 さ まざまなダイ アレク ト の名前と 値を示し ます。 値の大文字と 小文字は区別し ませ
ん。

データ ベース名 ダイアレ ク ト 値

JDataStore jdatastore
Oracle oracle
Sybase sybase
MSSQLServer mssqlserver
DB2 db2
Interbase interbase
Informix informix
データベースなし なし。
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Java 型から  SQL 型へのマ ッ ピング
既存のデータベースに対応するエン タープラ イ ズ Bean を開発する場合は、 データ
ベース スキーマで指定されている  SQL データ型を  Java プロ グ ラ ミ ング言語のデータ
型にマ ッ ピングする必要があ り ます。

Borland EJB コ ンテナは、 Java プロ グ ラ ミ ング言語の型を SQL 型にマ ッ ピングする  JDBC 
規則をサポー ト し ます。 JDBC は、 よ く 使用される  SQL 型を表す共通の SQL 型識別子を
定義し ています。 既存のデータベーステーブルをモデル化するエン タープラ イ ズ Bean を
開発する と きは、 これらのデフ ォル ト の JDBC マ ッ ピング規則を使用し て く ださい。 これ
らのタ イプは、 ク ラ ス  java.sql.Types で定義し ます。

以下の表では、 JDBC 仕様で定義する  SQL 型から  Java 型へのデフ ォル ト マ ッ ピングを示し
ます。

Java 型 JDBC SQL 型
boolean/Boolean BIT

byte/Byte TINYINT

char/Character CHAR(1)

double/Double DOUBLE

float/Float REAL

int/Integer INTEGER

long/Long BIGINT

short/Short SMALLINT

String VARCHAR

java.math.BigDecimal NUMERIC

byte[] VARBINARY

java.sql.Date DATE

java.sql.Time TIME

java.sql.Timestamp TIMESTAMP

java.util.Date TIMESTAMP

java.io.Serializable VARBINARY
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Borland EJB コ ンテナには、 エン タープラ イ ズ Bean のコード内で定義されている  Java 型を
データベーステーブルの型に自動的にマ ッ ピングする機能があ り ます。 ただし、 そのよ う
に自動的にテーブルが作成されて も、 必ずし も も適切なマ ッ ピングが使用される と は限
り ません。 実際、 マ ッ ピング と テーブルを このよ う に自動生成する こ と は、 開発者に と っ
て よ り 便利な ものです。

Borland によ って生成されるテーブルは、 パフ ォーマン スについては 適化されません。
データベース リ ソース を過度に使用する こ と はよ く あ り ます。 た と えば、 コ ンテナは、
Java の String フ ィ ール ド を対応する  SQL の VARCHAR 型にマ ッ ピング し ます。 ただし、
こ のマ ッ ピングでは Java フ ィ ール ド の実際の長さが考慮されないため、 すべての文字列
フ ィ ール ド が 大長の VARCHAR にマ ッ ピング されます。 し たがって、 2 文字の Java の 
String が VARCHAR(2000) 列にマ ッ ピング されます。

本稼動の状態では、 データベース管理者がテーブルを作成し、 型マ ッ ピングを行 う こ と を
お勧めし ます。 データベース管理者は、 デフ ォル ト のマ ッ ピング よ り 優先し て、 パフ ォー
マン ス とデータベース リ ソースの使用に関し て 適化されたテーブルを生成でき ます。

すべての リ レーシ ョ ナルデータベースが SQL 型を実装し ていますが、 その実装方法は、
各データベースによ って さ まざまです。 同じセマンテ ィ ク ス を持つ SQL 型が、 データ
ベースによ って異な る名前で識別される こ と も あ り ます。 た と えば、 Java の boolean が、
Oracle では NUMBER(1,0)、 Sybase では BIT、 DB2 では SMALLINT と し て実装されていま
す。

Borland EJB コ ンテナがエン タープラ イ ズ Bean に対応するデータベーステーブルを作成す
る場合は、 エンテ ィ テ ィ  Bean フ ィ ール ド とデータベーステーブル列が自動的にマ ッ ピン
グ されます。 サポー ト する各データベースにテーブルを正し く 作成するには、 EJB コ ンテ
ナが SQL 型の表現方法を知る必要があ り ます。 EJB コ ンテナは、 使用されるデータベース
に応じ て、 一部の Java 型を異な る方法でマ ッ ピング し ます。 次の表は、 Oracle、 Sybase/
MSSQL、 および DB2 の場合のマ ッ ピングです。

Java 型 Oracle Sybase ／ MSSQL DB2
boolean/Boolean NUMBER(1,0) BIT SMALLINT

byte/Byte NUMBER(3,0) TINYINT SMALLINT

char/Character CHAR(1) CHAR(1) CHAR(1)

double/Double NUMBER FLOAT FLOAT

float/Float NUMBER REAL REAL

int/Integer NUMBER(10,0) INT INTEGER

long/Long NUMBER(19,0) NUMERIC(19,0) BIGINT

short/Short NUMBER(5,0) SMALLINT SMALLINT

String VARCHAR(2000) TEXT VARCHAR(2000)

java.math.BigDecimal NUMBER(38) DECIMAL(28,28) DECIMAL

byte[] LONG RAW IMAGE BLOB

java.sql.Date DATE DATETIME DATE

java.sql.Time DATE DATETIME TIME

java.sql.Timestamp DATE DATETIME TIMESTAMP

java.util.Date DATE DATETIME TIMESTAMP

java.io.Serializable RAW(2000) IMAGE BLOB
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次の表は、 JDatastore、 Informix、 および Interbase を使用する場合の Java 型から  SQL 型へ
のマ ッ ピングです。

Java 型 JDatastore Informix Interbase
boolean/Boolean BOOLEAN SMALLINT SMALLINT

byte/Byte SMALLINT SMALLINT SMALLINT

char/Character CHAR(1) CHAR(1) CHAR(1)

double/Double DOUBLE FLOAT DOUBLE PRECISION

float/Float FLOAT SMALLFLOAT FLOAT

int/Integer INTEGER INTEGER INTEGER

long/Long LONG DECIMAL(19,0) NUMBER(15,0)

short/Short SMALLINT SMALLINT SMALLINT

String VARCHAR VARCHAR(2000) VARCHAR(2000)

java.math.BigDecimal NUMERIC DECIMAL(32) NUMBER(15,15)

byte[] OBJECT BYTE BLOB

java.sql.Date DATE DATE DATE

java.sql.Time TIME DATE DATE

java.sql.Timestamp TIMESTAMP DATE DATE

java.util.Date TIMESTAMP DATE DATE

java.io.Serializable OBJECT BYTE BLOB
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第 章

Chapter   14 エンティティ Bean と CMP 2.x       
のテーブルマッピング

こ こ では、 Borland Enterprise Server にエンテ ィ テ ィ  Bean をデプロ イ メ ン ト する方法 と永続
性を管理する方法について説明し ます。 ただし、 これはエンテ ィ テ ィ  Bean そのものの入
門書ではないのでそのよ う にお読み く ださい。 と い う よ り 、 こ こ では Borland パーテ ィ
シ ョ ン内におけ るエンテ ィ テ ィ  Bean の使用時の背景説明が主にな り ます。 また、 デス ク
リ プタ、 永続性オプシ ョ ン、 その他コ ンテナの 適化について解説し ます。 コ ンテナ管理
永続性 （CMP） の Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ と イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
については、 一般に Sun Microsystems の J2EE 仕様から入手でき る  EJB 情報を優先し て解
説し ます。

エンティティ Bean

エンテ ィ テ ィ  Bean はデータベースに保存されるデータのビ ューを表し ます。 エンテ ィ
テ ィ  Bean は、 エンテ ィ テ ィ  Bean と テーブル行が 1 対 1 の対応で、 1 つのテーブルにマ ッ
ピング された細粒度エンテ ィ テ ィ の場合も あ り ます。 あ るいは、 複数のテーブルにまたが
り 、 基底のデータベース スキーマ と は無関係に存在するデータ を表す場合も あ り ます。 エ
ンテ ィ テ ィ  Bean ど う しは相互に関係を持ち、 ク ラ イ アン ト から照会でき、 さ まざまな ク
ラ イ アン ト 間で共有する こ と ができ ます。

Borland AppServer パーテ ィ シ ョ ンのいずれかにエンテ ィ テ ィ  Bean をデプロ イ メ ン ト する
には、 JAR の一部と し てパッ ケージにし てお く 必要があ り ます。 JAR には、 ejb-
jar.xml フ ァ イル と独自の ejb-borland.xml フ ァ イルの 2 つのデス ク リ プタ を組み込
みます。 ejb-jar.xml デス ク リ プタについては、 Sun Java Center を参照し て く ださい。
こ のマニュ アルでは ejb-borland.xml の DTD を転載し てお り 、 合わせてその使用方法
について も紹介し ます。 Borland プロプ リ エタ リ デス ク リ プタには、 多 く のプロパテ ィ の
設定が可能であ り 、 その設定いかんで、 コ ンテナパフ ォーマン ス を 適化し た り 、 エン
テ ィ テ ィ  Bean の永続性を管理する こ と ができ ます。
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コンテナ管理の永続性と関係

Borland の EJB コ ンテナには、 エンテ ィ テ ィ  Bean をデプロ イ メ ン ト する と きに、 つま り エ
ンテ ィ テ ィ  Bean をパーテ ィ シ ョ ンにイ ン ス ト ールする と きに永続性呼び出し を生成する
ツールが組み込まれています。 これらのツールではデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで、 永続
性を設定する イ ン ス タ ン ス フ ィ ール ド がどれであ るかを決定し ます。 この場合、 データ
ベースア ク セス を Bean に直接コーデ ィ ングする こ と はあ り ません。 コ ンテナツールでア
ク セス呼び出し を生成する対象と な る イ ン ス タ ン ス フ ィ ール ド を コ ンテナ管理のエンテ ィ
テ ィ  Bean の Bean プロバイ ダはデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで指定し ます。 EJB コ ンテナ
には、 エンテ ィ テ ィ  Bean のフ ィ ール ド をデータ ソースにマ ッ ピングする先進的なデプロ
イ メ ン ト ツールが備わっています。

コ ンテナ管理の永続性には、 Bean 管理の永続性に比べて多 く の長所があ り ます。 コ ンテナ
管理の永続性を使用する と、 Bean プロバイ ダがデータベースア ク セス呼び出し を コーデ ィ
ングする必要がないため、 コーデ ィ ングが簡単です。 永続性の処理方法を変更する場合
も、 エンテ ィ テ ィ  Bean のコード を変更し て再コ ンパイルする必要があ り ません。 デプロ
イヤやアプ リ ケーシ ョ ンアセンブラでエンテ ィ テ ィ  Bean のデプロ イ メ ン ト 時にデプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタ を変更する こ と で、 永続性の処理方法を変更でき ます。 このよ う に
データベースア ク セス と永続性の管理を EJB コ ンテナに任せる と、 Bean のコード を単純
化でき、 発生するエラーの範囲を狭める こ と ができ ます。 また、 Bean プロバイ ダは基底の
システム関連の問題に と らわれずに Bean のビジネス ロ ジ ッ ク に集中でき ます。

Borland の永続性マネージ ャ （PM） では、 CMP フ ィ ール ド の永続性を維持するだけでな
く 、 CMP 関係の永続性も維持し ます。 コ ンテナは Bean 関係を管理し、 これらの関係の参
照の整合性を維持し ます。 EJB 2.0 仕様を使用する と、 コ ンテナ管理の永続性フ ィ ール ド
を定義し た よ う に、 コ ンテナ管理の関係フ ィ ール ド も  Bean のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タ を定義でき ます。 コ ンテナは、 1 対 1 の関係と  1 対多、 多対多など、 さ まざまなカー
デ ィ ナ リ テ ィ をサポー ト し ます。

パッケージ要件

セ ッ シ ョ ン Bean と同様に、 エンテ ィ テ ィ  Bean でも リ モー ト イ ン ターフ ェースやローカル
イ ン ターフ ェースで、 メ ソ ッ ド をエ ク スポーズでき ます。 リ モー ト イ ン ターフ ェースは、
ネ ッ ト ワーク を介し てほかの リ モー ト コ ンポーネン ト に Bean の メ ソ ッ ド をエ ク スポーズ
し ます。 ローカルイ ン ターフ ェースは、 ローカルク ラ イ アン ト 、 つま り 同じ  EJB コ ンテナ
にあ る ク ラ イ アン ト にだけ Bean の メ ソ ッ ド をエ ク スポーズ し ます。

EJB 2.0 コ ンテナ管理の永続性を使用するエンテ ィ テ ィ  Bean は、 ローカルモデルを使用す
る必要があ り ます。 つま り 、 エンテ ィ テ ィ  Bean のローカルイ ン ターフ ェースは、
EJBLocalObject イ ン ターフ ェース を拡張し ます。 Bean のローカルホーム イ ン ター
フ ェースは、 EJBLocalHome イ ン ターフ ェース を拡張し ます。 これらのイ ン ターフ ェー
ス も、 Bean のク ラ スのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン同様デプロ イ メ ン ト する必要があ り ます。

エンテ ィ テ ィ  Bean は JAR のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタにも対応するエン ト リ を持って
います。 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-jar.xml には、 原則と し て 3 種類のデプ
ロ イ メ ン ト 情報が収められます。 次にそれらのデプロ イ メ ン ト 情報について説明し ます。

1 一般 Bean 情報 ： これは、 デス ク リ プタ フ ァ イルにあ る  <enterprise-beans> 要素に
対応し てお り 、 3 種類すべての Bean に使用し ます。 この情報には、 Bean のイ ン ター
フ ェース と ク ラ ス、 セキ ュ リ テ ィ 情報、 環境情報、 さ らには照会宣言まで含まれてい
ます。

2 関係 ： これは、 デス ク リ プタ フ ァ イルにあ る  <relationships> 要素に対応し てお り 、
CMP だけを使用するエンテ ィ テ ィ  Bean に適用されます。 こ こに、 コ ンテナ管理の関係
を記述し ます。

3 アセンブ リ 情報 ： これは、 デス ク リ プタ フ ァ イルにあ る  <assembly-descriptor> 
要素に対応し てお り 、 Bean と アプ リ ケーシ ョ ン間の関係を全体的に説明し ます。 アセ
ンブ リ 情報は 4 つのカテゴ リ に分類でき ます。

■ セキ ュ リ テ ィ ロール ： アプ リ ケーシ ョ ンが使用するセキ ュ リ テ ィ ロールの単純な定
義。 ユーザーが Bean に定義するセキ ュ リ テ ィ ロール リ フ ァ レ ン ス も定義する必要が
あ り ます。

■ メ ソ ッ ド許可 ： 各 Bean の メ ソ ッ ド には、 それぞれに実行に関する一定の規則が適用
されます。 規則はこ こ で設定し ます。
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■ コ ンテナ ト ラ ンザク シ ョ ン ： ト ラ ンザク シ ョ ンに関連する メ ソ ッ ド ご と に、 EJB 2.0 
仕様にし たがって ト ラ ンザク シ ョ ン属性を指定し ます。

■ 除外 リ ス ト ： 呼び出される相手がいない メ ソ ッ ド。

また、 各エンテ ィ テ ィ  Bean では、 Borland 固有のデス ク リ プタ フ ァ イル ejb-
borland.xml に永続性情報を保存し ます。 このデス ク リ プタ フ ァ イルでは、 バッ キング
ス ト アでエンテ ィ テ ィ の永続性を維持するために Borland CMP エンジン と  PM が使用する
情報を指定し ます。 次の情報を指定し ます。

■ 一般 Bean 情報 ： Enterprise JavaBeans に関する情報。 イ ン ターフ ェースの場所など。

■ テーブルプロパテ ィ と列プロパテ ィ ： JAR のエンテ ィ テ ィ  Bean が使用するデータベー
ステーブル と列に関する情報。

■ セキ ュ リ テ ィ ロール ： デプロ イ メ ン ト 済み Enterprise JavaBeans の承認情報 。

以上は、 いずれもデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タから ア ク セスでき ます。 DTD 情報
とデス ク リ プタ フ ァ イルの正しい使用方法については、 EJB 2.0 仕様を参照し て く ださ い。

リエントラントに関する注意

デフ ォル ト では、 エンテ ィ テ ィ  Bean は リ エン ト ラ ン ト ではあ り ません。 同じ ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ンテキ ス ト 内でエンテ ィ テ ィ  Bean に呼び出しが到着する と、 
例外 java.rmi.RemoteException が生成されます。

デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの中で、 エンテ ィ テ ィ  Bean を リ エン ト ラ ン ト と し て宣言で
き ます。 ただし、 その場合は注意が必要です。 通常、 コ ンテナは、 同一 ト ラ ンザク シ ョ ン
内でのループバッ ク呼び出し と、 同一 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内での同一エンテ ィ
テ ィ  Bean に対する同時呼び出し を区別でき ません。

エンテ ィ テ ィ  Bean を リ エン ト ラ ン ト と し てマーク し た場合、 その Bean イ ン ス タ ン スに対
し て同一 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内で同時呼び出し を行 う こ と はでき ません。 プロ
グ ラマはこ の規則を厳守し て く ださい。

App Server におけるコンテナ管理の永続性

Borland AppServer の EJB コ ンテナは、 J2EE 1.3 完全準拠です。 EJB 1.1 仕様 と  EJB 2.0 仕様
の両方またはどち らかを実装する  Enterprise JavaBeans のコ ンテナ管理の永続性 （CMP） を
実装し ます。 Bean プロバイ ダは、 エンテ ィ テ ィ  Bean に永続性スキーマを設計し、 コ ンテ
ナ管理のフ ィ ール ド と関係をア ク セスする メ ソ ッ ド を決定し、 これらの メ ソ ッ ド を Bean 
のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに定義し ます。 デプロ イヤは、 この永続性スキーマをデー
タベースにマ ッ ピング し、 Bean の メ ンテナン スに必要なほかのク ラ ス を作成し ます。

Sun Microsystems の EJB 2.0 仕様は、 第 10 章 と第 11 章で述べた Bean と コ ンテナの協定の
仕様の明細です。 永続性スキーマの作成方法の説明については、 このマニュ アルでは触れ
ません。 Sun の仕様や Borland JBuilder のマニュ アルを参照し て く ださい。 また、
『Enterprise JavaBeans Developer's Guide』 と 『Distributed Application Developer's Guide』 には
関連情報も記載されています。
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永続性マネージャについて

永続性マネージ ャ （PM） は、 エンテ ィ テ ィ  Bean の読み書き用のデータ ア ク セス層を提供
し ます。 エンテ ィ テ ィ と  EJB-QL の拡張機能間の関係のナビゲーシ ョ ンや メ ンテナン スサ
ポー ト も提供し ます。 現在、 PM は JDBC によ り 、 リ レーシ ョ ナルデータベースのデータ
ア ク セスだけをサポー ト し ています。 PM では、 楽観的同期方式でデータ をア ク セス し ま
す。 リ ソース状態の競合は、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ミ ッ ト 前、 またはロールバッ ク前に、 検
査済み SQL 更新文と削除文で解決し ます。

PM は ト ラ ンザク シ ョ ンを管理し ませんが （コ ンテナで処理）、 ト ラ ンザク シ ョ ン状態と終
了は認識し てお り 、 し たがってエンテ ィ テ ィ 状態は管理でき ます。 PM は、 ト ラ ンザク
シ ョ ン ラ イ フサイ クルで、 TxContext ク ラ ス を利用し て管理エンテ ィ テ ィ のルー ト を表
し ます。 コ ンテナによ る ト ラ ンザク シ ョ ン管理では、 コ ンテナから  PM に対し て関連 
TxContext イ ン ス タ ン スが要求されます。 新しい ト ラ ンザク シ ョ ンの開始時など関連イ
ン ス タ ン スがない場合、 PM が作成し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンが終了する と、 コ ンテナは
メ ソ ッ ド  TxContext.beforeCompletion() を呼び出し て、 PM にエンテ ィ テ ィ 状態を
検査する よ う に警告し ます。

エンテ ィ テ ィ データ ス ト レージの管理と、 エンテ ィ テ ィ ど う しの関係の状態の維持管理か
ら  PM は解放されます。 関係の編集も  PM によ って管理されます。 これによ り 、 コ ンテナ
と の対話が簡素化でき、 PM は読み書き操作を 適化でき ます。 こ の方法では、 要求され
たエンテ ィ テ ィ に対し て返される主キーの追跡によ り 、 find 要求が重複するのを避ける
こ と ができ ます。 重複し た find 操作があ る と、 そのデータはエンテ ィ テ ィ のデータの
初の読み込み時に返る こ と があ り ます。

Borland CMP エンジンの CMP 2.x インプリメンテー
ション

CMP 2.x では、 フ ァ イ ンダ と  select メ ソ ッ ド の構築に関する詳細が EJB 2.0 仕様に移されま
し た。 データベース  SQL のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン時の詳細については、 仕様を よ く 確
認する必要があ り ます。 Borland EJB コ ンテナは EJB 2.0 仕様に完全に準拠し てお り 、 その
全機能をサポー ト し ています。

2.0 コ ンテナ管理の永続性を使用し たエンテ ィ テ ィ  Bean イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ ス
は、 2.0 コ ンテナ管理の永続性を使用し た イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ク ラ ス と は異な り ます。
主な相違点は次の とお り です。

■ ク ラ スが抽象ク ラ ス と し て宣言されます。

■ コ ンテナ管理フ ィ ール ド であ る フ ィ ール ド には公開宣言はあ り ません。 かわ り に、 コ
ンテナ管理フ ィ ール ド には抽象的な get メ ソ ッ ド と  set メ ソ ッ ド があ り ます。 get メ
ソ ッ ド と  set メ ソ ッ ド が抽象であ る理由は、 コ ンテナがこれら メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを提供するためです。 た と えば、 フ ィ ール ド  balance と  name を宣言する
かわ り に、 CheckingAccount ク ラ スに次のよ う な get メ ソ ッ ド と  set メ ソ ッ ド を組み
込むこ と ができ ます。

public abstract float getBalance(); 
public abstract void setBalance(float bal); 
public abstract String getName(); 
public abstract void setName(String n);

■ コ ンテナ管理の関係フ ィ ール ド も同様に、 イ ン ス タ ン ス変数と し て宣言されません。
ク ラ スはかわ り に抽象 get メ ソ ッ ドおよび set メ ソ ッ ド を コ ンテナ管理の関係フ ィ ール
ド に提供し て、 コ ンテナがこれら メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。

CMP 2.x のテーブルマ ッ ピングは、 ベンダー固有の ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタで行います。 デス ク リ プタは、 EJB 2.0 仕様で定めた ejb-jar.xml デス ク リ プタに
添付されています。 Borland では、 必要に応じ て XML タ グ <cmp2-info> をテーブルマ ッ
ピングデータのエン ク ロージ ャに使用し ます。 <table-properties> 要素 と、 その関連 
<column-properties> 要素で、 エンテ ィ テ ィ  Bean のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに関する
特定の情報を指定し ます。 DTD は、 XML 文法の構文に使用し ます。
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楽観的同期動作

コ ンテナは、 楽観的または悲観的同期を使用し て、 同じデータにア ク セスする複数の ト ラ
ンザク シ ョ ンの動作を制御し ます。 AppServer には、 テーブルプロパテ ィ と し て指定され
ている  4 つの楽観的同期動作があ り ます。 次のよ う な動作があ り ます。

■ SelectForUpdate
■ SelectForUpdateNoWAIT
■ UpdateAllFields
■ UpdateModifiedFields
■ VerifyModifiedFields
■ VerifyAllFields

コ ンテナの動作は、 optimisticConcurrencyBehavior テーブルプロパテ ィ の値に対
応し ます。

悲観的同期
このモード では、 コ ンテナは、 エンテ ィ テ ィ  Bean が保持するデータに一度に 1 つの
ト ラ ンザク シ ョ ンだけがア ク セスでき る よ う にし ます。 同じデータ を探し ているほか
の ト ラ ンザ ク シ ョ ンは、 初の ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト またはロールバッ クする
までブロ ッ ク し ます。 それには、 SelectForUpdate テーブルプロパテ ィ を設定し、
FOR UPDATE 文を含む調整し た SQL 文を発行し ます。 この SQL は、 CMP エンジンに
よ って生成される SQL の上書きによ って発行でき ます。 その行に対するほかの select 
文は、 それまでブロ ッ ク されます。 生成される調整 SQL は、 次のよ う にな り ます。

SELECT ID, NAME FROM EMP_TABLE WHERE ID=?FOR UPDATE

また、 SelectForUpdateNoWAIT テーブルプロパテ ィ を指定する こ と もでき ます。 これ
を指定する と、 データベースは、 現在の ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト またはロールバッ ク
される まで、 行を ロ ッ ク し ます。 ただし、 行内でほかを選択し よ う とする と、 選択はブ
ロ ッ ク されるのではな く 、 失敗し ます。 次の SQL 文は、 こ のよ う な SELECT 文の例を示
し ています。

SELECT ID, NAME FROM EMP_TABLE WHERE ID=?FOR UPDATE NOWAIT

これらのオプシ ョ ンは、 注意し て使用し て く ださい。 データの整合性は保証されますが、
アプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマン スがかな り 低下する可能性があ り ます。 また、 このモー
ド ではエンテ ィ テ ィ  Bean が メ モ リ 内に留ま り 、 ejbLoad() 呼び出しが ト ラ ンザク シ ョ ン
間で行われないため、 オプシ ョ ン A キ ャ ッ シ ュ を使用する と、 このオプシ ョ ンは機能し ま
せん。

楽観的同期
このモード では、 コ ンテナは、 複数の ト ラ ンザク シ ョ ンが同時に同じデータ を操作す
るのを許可し ます。 このモード は、 パフ ォーマン スの点では優れていますが、 データ
の整合性が損なわれる可能性があ り ます。

AppServer には、 テーブルプロパテ ィ と し て指定されている  4 つの楽観的同期動作があ り
ます。 次のよ う な動作があ り ます。

■ SelectForUpdate
■ SelectForUpdateNoWAIT
■ UpdateAllFields
■ UpdateModifiedFields
■ VerifyModifiedFields
■ VerifyAllFields

SelectForUpdate こ のオプシ ョ ンは、 悲観的同期で使用し ます。 このオプシ ョ ンを指定する と、 現在の ト ラ
ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト またはロールバッ ク される まで、 データベースがその行を ロ ッ ク
し ます。 その行に対するほかの select 文は、 それまでブロ ッ ク されます。

SelectForUpdateNo
WAIT

こ のオプシ ョ ンは、 悲観的同期で使用し ます。 このオプシ ョ ンを指定する と、 現在の ト ラ
ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト またはロールバッ ク される まで、 データベースがその行を ロ ッ ク
し ます。 その行に対するほかの select 文は、 失敗し ます。
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UpdateAllFields こ のオプシ ョ ンを指定し た場合、 コ ンテナは、 フ ィ ール ド が変更されたかど う かに関係な
く 、 すべてのフ ィ ール ド を更新し ます。 た と えば、 CMP エンテ ィ テ ィ  Bean に KEY、
VALUE1、 VALUE2 と い う  3 つのフ ィ ール ド があ る と し ます。 Bean が変更されたかど う か
に関係な く 、 ト ラ ンザク シ ョ ンが終了するたびに次の更新が発行されます。

UPDATE MyTable SET (VALUE1 = value1, VALUE2 = value2) WHERE KEY = key

UpdateModified
Fields

こ のオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト の楽観的同期動作です。 コ ンテナは、 ト ラ ンザク シ ョ ンで
変更されたフ ィ ール ド だけを更新し ます。 Bean が変更されていない場合は、 更新をすべて
抑止し ます。 前述の例と同じ  Bean について、 ト ラ ンザク シ ョ ンで VALUE1 だけが変更さ
れた場合を考えてみます。 UpdateModifiedFields を使用する と、 コ ンテナは、 次のよ
う な更新を発行し ます。

UPDATE MyTable SET (VALUE1 = value1) WHERE KEY = key

こ のオプシ ョ ンを使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマン スが著し く 向上する可能
性があ り ます。 データ ア ク セスは、 多 く の場合読み取 り 専用で行われます。 その場合、 ト
ラ ンザク シ ョ ンのたびにデータベースに更新情報を送信するのを避けたほ う が、 処理時間
を大幅に節約でき ます。 また、 こ のよ う な更新を抑止する と、 データベース イ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンが更新を記録し ないよ う にでき、 パフ ォーマン スが向上し ます。 JDBC ド ラ イ
バの負担も、 特に大規模な EJB アプ リ ケーシ ョ ンで、 大幅に減少し ます。 よ く 調整された
ド ラ イバでも、 ド ラ イバ上での作業量が小さい方がパフ ォーマン スは上が り ます。

VerifyModified
Fields

こ のオプシ ョ ンを有効にする と、 CMP エンジンは、 調整された更新を発行し ますが、 そ
の際、 更新される フ ィ ール ド が以前の値と一致するかど う かを検証し ます。 ト ラ ンザク
シ ョ ンが初めに値を読み込んでから更新の準備ができ る までの間に値が変化し た場合、 ト
ラ ンザク シ ョ ンはロールバッ ク し ます。 こ のロールバッ ク を適切に処理する必要があ り ま
す。 値が変化し ていない場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンはコ ミ ッ ト し ます。 前述の例と同じ テー
ブルを使用する場合を考えます。 VALUE1 だけが更新された場合、
VerifyModifiedFields を使用する と、 CMP エンジンは次の SQL を生成し ます。

UPDATE MyTable SET (VALUE1 = value1) WHERE KEY = key AND VALUE1 = old-VALUE1

VerifyAllFields

こ のオプシ ョ ンは、 すべてのフ ィ ール ド が検証される点を除いて、
VerifyModifiedFields によ く 似ています。 前述の例と同じ テーブルを使用する場合で
考える と、 こ のオプシ ョ ンを使用する と、 CMP エンジンは次の SQL を生成し ます。

UPDATE MyTable SET (VALUE1 = value1) WHERE KEY = key AND VALUE1 = old-VALUE1  
AND VALUE2 =  old-VALUE2

メ モ 2 つの検証設定を使用する と、 コ ンテナに SERIALIZABLE 分離レベルを複製でき ます。
アプ リ ケーシ ョ ンがシ リ ア ラ イ ズ可能な分離セマンテ ィ ク ス を必要とする場合があ り ま
す。 しかし、 データベースに分離セマンテ ィ ク スの実装を要求する と、 パフ ォーマン スに
大き な影響を及ぼす可能性があ り ます。 検証設定を使用する と、 CMP エンジンは、
フ ィ ール ド レベルのロ ッ ク を使って楽観的同期を実装でき ます。 ロ ッ ク の粒度が小さ く な
る と、 同期のパフ ォーマン スは向上し ます。

永続性スキーマ

Borland CMP 2.x エンジンでは、 エンテ ィ テ ィ  Bean の構造や、 エンテ ィ テ ィ  Bean のデプロ
イ メ ン ト デス ク リ プタで提供される情報に基づいて、 基底のデータベース スキーマを作成
でき ます。 こ のよ う な場合、 CMP マ ッ ピング情報を提供する必要はあ り ません。 次の
「テーブル とデータ ソースの指定」 の手順にし たがって く ださい。 あ るいは、 CMP エンジ
ンによ り 、 既存の基底のデータベース スキーマへの適合が行われます。 ただしその場合
は、 データベース スキーマに関する情報を CMP エンジンに提供する必要があ り ます。 ま
た、 「テーブル とデータ ソースの指定」 のケース  2 の場合は、 124 ページの 「列に対する  
CMP フ ィ ール ド の基本マ ッ ピング」 も参照し て く ださい。
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テーブルとデータ ソースの指定
in ejb-borland.xml に必要な 小限の情報、 エンテ ィ テ ィ  Bean 名と関連データ
ソースです。 データ ソースは、 データベースへの接続を取得するために使用し ます。
データ ソースの設定については、 181 ページの 「Borland AppServer を使用し た リ ソー
スへの接続 ： 定義アーカ イブ （DAR） の使い方」 を参照し て く ださい。 この情報の提
供手段は、 2 つあ り ます。

ケース 1 ： JDataStore データベースか Cloudscape データベースのどち
らかを使用する、 既存のデータベーステーブルがない開発環境。

こ の場合、 Borland CMP エンジンは、 エンテ ィ テ ィ  Bean 名が目的のテーブル名と同じであ
る とみな し、 テーブルを自動的に作成し ます。 指定する必要があ るのは Bean の名前と、
プロパテ ィ と し てのその関連データ ソースだけです。

<entity> 
 <ejb-name>CustomerEJB</ejb-name> 
 <property> 
  <prop-name>ejb.datasource</property> 
  <prop-value>serial://ds/myDatasource</prop-value> 
 </property> 
</entity>

Borland CMP エンジンは、 Bean 名と フ ィ ール ド から、 このデータ ソースにテーブルを自動
的に作成し ます。

ケース 2 ： サポー ト されているデータベースを使用する、 既存のデータ
ベーステーブルがないデプロイ メ ン ト 環境。

こ の場合、 エンテ ィ テ ィ がマ ッ ピングするテーブルに関する情報を提供する必要があ り ま
す。 テーブル名は、 デス ク リ プタの <entity> 部と、 <table-properties> 部の何か所
かで指定し ます。

<entity> 
 <ejb-name>CustomerEJB</ejb-name> 
 <cmp2-info> 
  <table-name>CUSTOMER</table-name> 
 </cmp2-info> 
</entity> 
. 
. 
<table-properties> 
 <table-name>CUSTOMER</table-name> 
  <property> 
   <prop-name>datasource</prop-name> 
   <prop-value>serial://ds/myDatasource</prop-value> 
  </property> 
</table-properties>

データ ソースプロパテ ィ は、 <table-properties> 要素で指定する場合は 
datasource、 <entity> 要素で指定する場合は ejb.datasource と呼ばれます。
JDataStore や Cloudscape 以外のデータベース を使用し、 Borland CMP エンジンでこのテー
ブルを自動的に作成する場合、 次の <table-properties> 要素に XML を追加し ます。

. 

. 
<table-properties> 
 <table-name>CUSTOMER</table-name> 
  <property> 
   <prop-name>create-tables</prop-name> 
   <prop-value>True</prop-value> 
  </property> 
</table-properties>
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列に対する CMP フ ィ ールドの基本マ ッ ピング
基本フ ィ ール ド マ ッ ピングは、 ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの <cmp-
field> 要素で行います。 この要素の子 ノード では、 フ ィ ール ド名と マ ッ プ先の対応
列を指定し ます。 次に示す XML にあ る  LineItem と い う エンテ ィ テ ィ  Bean を例に
考えてみます。 この Bean は、 orderNumber と  line と い う  2 つのフ ィ ール ド を 
ORDER_NUMBER と  LINE: と い う  2 つの列にマ ッ ピング し ます。

<entity> 
 <ejb-name>LineItem</ejb-name> 
 <cmp2-info> 
  <cmp-field> 
   <field-name>orderNumber</field-name> 
   <column-name>ORDER_NUMBER</column-name> 
  </cmp-field> 
  <cmp-field> 
   <field-name>line</field-name> 
   <column-name>LINE</column-name> 
  </cmp-field> 
 </cmp2-info> 
</entity>

1 つのフ ィ ールド を複数の列にマ ッ ピング
一般には粗粒度のエンテ ィ テ ィ  Bean で Java ク ラ ス を実装し て細粒度のデータ を表し
ています。 た と えば、 フ ィ ール ド と し て Address ク ラ ス を使用するエンテ ィ テ ィ  
Bean があ り 、 ク ラ ス要素 （AddressLine1、 AddressCity など） は基底のデータ
ベースにマ ッ ピングする必要があ る と し ます。 それには、 <cmp-field-map> 要素
を使用し ます。 これは細粒度ク ラ ス と、 基底のそのデータベース表現のフ ィ ール ド
マ ッ プを定義する要素です。 このよ う な ク ラ スでは、 java.io.Serializable を
実装する も の と し、 そのすべてのデータ メ ンバーはパブ リ ッ ク であ る もの と し ます。

Customer と い う エンテ ィ テ ィ  Bean について考えてみます。 これは、 ク ラ ス  Address で
顧客住所を表現し ます。 Address ク ラ スには、 AddressLine、 AddressCity、
AddressState、 AddressZip のフ ィ ール ド があ り ます。 次の XML では、 対応する列 と
と もに、 データベースの表現にク ラ ス をマ ッ ピング し ます。

<entity> 
 <ejb-name>Customer</ejb-name> 
 . 
 . 
 <cmp2-info> 
  <cmp-field> 
   <field-name>Address</field-name> 
   <cmp-field-map> 
    <field-name>Address.AddressLine</field-name> 
    <column-name>STREET</column-name> 
   </cmp-field-map> 
   <cmp-field-map> 
    <field-name>Address.AddressCity</field-name> 
    <column-name>CITY</column-name> 
   </cmp-field-map> 
   <cmp-field-map> 
    <field-name>Address.AddressState</field-name> 
    <column-name>STATE</column-name> 
   </cmp-field-map> 
   <cmp-field-map> 
    <field-name>Address.AddressZip</field-name> 
    <column-name>ZIP</column-name> 
   </cmp-field-map> 
  </cmp-field> 
 </cmp2-info> 
 . 
 . 
</entity>

これで、 データベース列 1 本につき、 <cmp-field-map> 要素を 1 つ使用でき ます。
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CMP フ ィ ールド を複数のテーブルにマ ッ ピング
複数のテーブルで永続性を備え る情報を収めたエンテ ィ テ ィ を設定でき ます。 この
テーブルは、 リ ン ク テーブル内で外部キーを表す少な く と も  1 本の列で リ ン クする必
要があ り ます。 た と えば、 QUANTITY と い う テーブルに収められた外部キーであ る主
キー LINE でテーブル LINE_ITEM にマ ッ ピング された LineItem エンテ ィ テ ィ  
Bean があ る と し ます。 LineItem エンテ ィ テ ィ には、 QUANTITY テーブルのフ ィ ー
ルド もい く つか収められてお り 、 これらは LINE_ITEM の LINE エン ト リ に対応し ま
す。 次に、 LINE_ITEM テーブルのよ う すを示し ます。

QUANTITY、 COLOR、 SIZE は、 次に示すよ う にすべて QUANTITY テーブルにも収めら
れている値です。 フ ィ ール ド のい く つかには同じ値があ り ます。 これは、 LINE_ITEM 
テーブルそのものに QUANTITY テーブルの情報が保存されてお り 、 LineItem エンテ ィ
テ ィ で複合情報を提供し ているからです。

なお、 <cmp-field> 要素と  <table-ref> 要素の組み合わせで、 以上の関係を記述でき
ます。 <cmp-field> 要素は、 LineItem にあ る フ ィ ール ド を定義し ます。 QUANTITY の
情報が必要なフ ィ ール ド があ るため、 通常は TABLE_NAME.COLUMN_NAME 構文で指定し
ます。 た と えば、 LINE_ITEM の COLOR 列を QUANTITY.COLOR と定義し ます。 後に、
リ ン ク列 LINE を指定し ます。 これは、 主キー と外部キーの関係を作成する列です。 その
ために、 <table-ref> 要素を使用し ます。

では、 XML で見てみま し ょ う 。 まず、 LineItem エンテ ィ テ ィ  Bean の CMP フ ィ ール ド
を定義し ます。

<entity> 
 <ejb-name>LineItem</ejb-name> 
 . 
 . 
 <cmp2-info> 
  <cmp-field> 
   <field-name>orderNumber</field-name> 
   <column-name>ORDER_NO</column-name> 
  </cmp-field> 
  <cmp-field> 
   <field-name>line</field-name> 
   <column-name>LINE</column-name> 
  </cmp-field> 
  <cmp-field> 
   <field-name>item</field-name> 
   <column-name>ITEM</column-name> 
  </cmp-field> 
  <cmp-field> 
   <field-name>quantity</field-name> 
   <column-name>QUANTITY.QUANTITY</column-name> 
  </cmp-field> 
  <cmp-field> 
   <field-name>color</field-name> 
   <column-name>QUANTITY.COLOR</column-name> 
  </cmp-field> 
  <cmp-field> 
   <field-name>size</field-name> 
   <column-name>QUANTITY.SIZE</column-name> 
  </cmp-field>

LINE ORDER_NO ITEM QUANTITY COLOR SIZE
001 XXXXXXX01 キティーセーター 2 赤 XL

LINE QUANTITY COLOR SIZE
001 2 赤 XL
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次に、 <table-ref> 要素を使って LINE_ITEM と  QUANTITY の間の リ ン ク列を指定し ま
す。

  <table-ref> 
   <left-table> 
    <table-name>LINE_ITEM</table-name> 
    <column-list> 
     <column-name>LINE</column-name> 
    </column-list> 
   </left-table> 
   <right-table> 
    <table-name>QUANTITY</table-name> 
    <column-list> 
     <column-name>LINE</column-name> 
    </column-list> 
   </right-table> 
  </table-ref> 
 </cmp2-info> 
</entity>

テーブル間の関係の指定
テーブル間の関係を指定するには、 ejb-borland.xml. で <relationships> 要
素を使用し ます。 <relationships> 要素内で、 ロールのソース （エンテ ィ テ ィ  
Bean） を保持する  <ejb-relationship-role> と、 関係を保持する  <cmr-field> 
要素を定義し ます。 デス ク リ プタは、 <table-ref> 要素で 2 テーブル （<left-
table> と  <right-table>） 間の関係を指定し ます。 次のカーデ ィ ナ リ テ ィ ができ
ます。

■ 方向ご と に 1 つの <ejb-relationship-role> ができ ます。 双方向関係の場合、 相
互に関係のあ る  Bean ご と に <ejb-relationship-role> を定義し て く ださい。

■ 関係 1 つにつき、 使用でき る  <table-ref> 要素は 1 つだけです。

<left-table> 要素と  <right-table> 要素で、 リ ン クする列名ど う し を収めた列 リ ス
ト を指定し ます。 列 リ ス ト は、 デス ク リ プタの <column-list> 要素に対応し ます。
XML は次の とお り です。

<!ELEMENT column-list (column-name+)>

次に、 こ の XML を実際にはどのよ う に使用するか、 い く つかの関係を見てみま し ょ う 。

ケース 1 ： 単方向の 1 対 1 関係。

こ こ では、 主キー CUSTOMER_NO を持つ Customer エンテ ィ テ ィ  Bean を使用し ます。 主
キー CUSTOMER_NO は、 エンテ ィ テ ィ  SpecialInfo の主キーと し て も使用されてお り 、
こ のエンテ ィ テ ィ は別のテーブルに保存されている顧客の特別な情報を収めるエンテ ィ
テ ィ です。 こ の 2 つのエンテ ィ テ ィ の関係を指定する必要があ り ます。 Customer エン
テ ィ テ ィ は、 フ ィ ール ド  specialInformation で、 SpecialInfo Bean にマ ッ ピング し
ます。 Bean ご と に 1 つ、 合わせて 2 つの関係ロールを指定し、 左右のテーブルに分けて割
り 当てます。 次に、 各テーブルで対応する列に名前を指定し ます。

 <relationships> 
 <ejb-relation> 
  <ejb-relationship-role> 
   <relationship-role-source> 
    <ejb-name>Customer</ejb-name> 
   </relationship-role-source> 
   <cmr-field> 
    <cmr-field-name>specialInformation</cmr-field-name> 
    <table-ref> 
     <left-table> 
      <table-name>CUSTOMER</table-name> 
      <column-list>CUSTOMER_NO</column-list> 
     </left-table> 
     <right-table> 
      <table-name>SPECIAL_INFO</table-name> 
      <column-list>CUSTOMER_NO</column-list> 
     </right-table> 
    </table-ref> 
   </cmr-field> 
  </ejb-relationship-role>
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次に、 残 り 半分であ る  SpecialInfo Bean を指定し て、 <ejb-relation> エン ト リ を完
成し ます。 単方向関係なので、 テーブル要素を指定する必要はあ り ません。 残 り を追加し
て、 関係のほかの半分と ソース を定義し ます。

  <ejb-relationship-role> 
   <relationship-role-source> 
    <ejb-name>SpecialInfo</ejb-name> 
   </relationship-role-source> 
  </ejb-relationship-role> 
 </ejb-relation> 
</relationships>

ケース 2: 双方向の 1 対多関係。

こ こ では、 主キー CUSTOMER_NO を持つ Customer エンテ ィ テ ィ  Bean を使用し ます。 主
キー CUSTOMER_NO は、 Order エンテ ィ テ ィ  Bean の外部キーと し て も使用されています。
こ の関係を Borland EJB コ ンテナで管理し ます。 Customer Bean は 「orders」 と い う
フ ィ ール ド を使用し ます。 こ のフ ィ ール ド は、 顧客と その注文を リ ン ク し ます。 Order 
Bean は、 フ ィ ール ド 「customers」 を使用し ます。 このフ ィ ール ド は逆方向の リ ン ク を行い
ます。 まず、 初の方向の関係と そのソース を定義し、 Customer の注文のマ ッ ピングを
設定し ます。

<relationships> 
 <ejb-relation> 
  <ejb-relationship-role> 
   <relationship-role-source> 
    <ejb-name>Customer</ejb-name> 
   </relationship-role-source> 
   <cmr-field> 
    <cmr-field-name>orders</cmr-field-name>

次に、 テーブル間の関係を指定するテーブル リ フ ァ レン ス を指定し ます。 この関係は、
CUSTOMER_NO 列から抽出し ます。 これは、 Customer の主キーであ り 、 Orders の外部
キーです。

   <table-ref> 
    <left-table> 
     <table-name>CUSTOMER</table-name> 
     <column-list> 
      <column-name>CUSTOMER_NO</column-name> 
     </column-list> 
    </left-table> 
    <right-table> 
     <table-name>ORDER</table-name> 
     <column-list> 
      <column-name>CUSTOMER_NO</column-name> 
     </column-list> 
    </right-table> 
    </table-ref> 
   </cmr-field> 
  </ejb-relationship-role>

ただし、 これで関係が完成し たわけではあ り ません。 残った方向の関係を指定し ない と完
成ではあ り ません。

  <ejb-relationship-role> 
   <relationship-role-source> 
    <ejb-name>Customer</ejb-name> 
   </relationship-role-source> 
   <cmr-field> 
    <cmr-field-name>customers</cmr-field-name> 
    <table-ref> 
     <left-table> 
      <table-name>ORDER</table-name> 
      <column-list> 
       <column-name>CUSTOMER_NO</column-name> 
      </column-list> 
     </left-table> 
     <right-table> 
      <table-name>CUSTOMER</table-name> 
      <column-list> 
       <column-name>CUSTOMER_NO</column-name> 
      </column-list> 
     </right-table> 
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    </table-ref> 
   </cmr-field> 
  </ejb-relationship-role> 
 </ejb-relation> 
 . 
 . 
</relationships>

ケース 3 ： 多数対多関係。

多対多関係を定義する場合、 CMP エンジンで ク ロ ステーブルを作成する必要があ り ます。
こ のテーブルは左右テーブルの関係をモデル化するテーブルです。 これには、 <cross-
table> 要素を使用し ます。 次に、 その XML を示し ます。

<!ELEMENT cross-table (table-name, column-list, column-list)>

ク ロ ステーブルには、 <table-name> 要素で好き な名前を付ける こ と ができ ます。 2 つの 
<column-list> 要素は、 関係モデルを作成する左右テーブルの列に対応し ます。 た と え
ば、 多対多の関係があ る  2 つのテーブル EMPLOYEE と  PROJECT があ る と し ます。
PROJECT テーブルには、 プロ ジェ ク ト  ID 番号 （PROJ_ID）、 プロ ジェ ク ト 名
（PROJ_NAME） と、 担当の従業員の番号 （EMP_NO） の列があ り ます。 EMPLOYEE テーブ
ルには 3 つの要素があ り ます。 それは、 従業員番号 （EMP_NO）、 姓 （LAST_NAME）、 プロ
ジェ ク ト  ID 番号 （PROJ_ID） です。 PROJECT テーブルには、 プロ ジェ ク ト  ID 番号
（PROJ_ID）、 プロ ジェ ク ト 名 （PROJ_NAME） と、 担当の従業員の番号 （EMP_NO） の列が
あ り ます。

以上 2 つのテーブルの関係モデルを作成するには、 ク ロ ステーブルを作成する必要があ り
ます。 た と えば、 従業員名と その作業プロ ジェ ク ト の名前を示すク ロ ステーブルを作成す
るには、 次のよ う な <table-ref> 要素を作成し ます。

<table-ref>  
    <left-table>  
       <table-name>EMPLOYEE</table-name> 
          <column-list>  
                <column-name>EMP_NO</column-name> 
         <column-name>LAST_NAME</column-name> 
             <column-name>PROJ_ID</column-name> 
          </column-list>  
    </left-table>  
    <cross-table>  
        <table-name>EMPLOYEE_PROJECTS</table-name> 
           <column-list>  
                <column-name>EMP_NAME</column-name> 
          <column-name>PROJ_ID</column-name> 
           </column-list>  
           <column-list> 
            <column-name>PROJ_ID</column-name> 
               <column-name>PROJ_NAME</column-name> 
           </column-list>  
    </cross-table>  
    <right-table>  
        <table-name>PROJECT</table-name> 
           <column-list>  
               <column-name>PROJ_ID</column-name> 
            <column-name>PROJ_NAME</column-name> 
            <column-name>EMP_NO</column-name> 
           </column-list>  
    </right-table>  
</table-ref>

「二次テーブル」 があ り 、 そのために主キーがないので、 PROJ_ID 列は両方の列 リ ス ト に
表示されます。 これは、 データのモデル化の方法によ っては、 共通列 EMP_NO になる場合
も あ り ます。



 第 14 章 : エンテ ィ テ ィ  Bean と  CMP 2.x のテーブルマ ッ ピング 129

App Server におけるコンテナ管理の永続性

カスケード削除とデータベースカスケード削除の使用

<cascade-delete> は、 エンテ ィ テ ィ  Bean オブジェ ク ト を削除する場合に使用し ます。
オブジェ ク ト に対し てカ スケード削除を指定する と、 コ ンテナは、 そのオブジェ ク ト の従
属オブジェ ク ト をすべて自動的に削除し ます。 た と えば、 Address Bean に対し て 1 対多の
単一方向の関係を持つ Customer Bean を作成する場合があ り ます。 Address イ ン ス タ ン ス
は、 顧客に関連付け る必要があ るため、 顧客を削除する と、 コ ンテナは、 顧客に関連付け
られているすべての住所を自動的に削除し ます。

カス ケード削除を指定するには、 次に示すよ う に ejb-jar.xml フ ァ イルで <cascade-
delete> 要素を使用し ます。

<ejb-relation> 
 <ejb-relation-name>Customer-Account</ejb-relation-name> 
 <ejb-relationship-role> 
  <ejb-relationship-role-name>Account-Has-Customer 
  </ejb-relationship-role-name> 
  <multiplicity>one</multiplicity> 
  <cascade-delete/> 
 </ejb-relationship-role> 
</ejb-relation>

データベースカスケー ド削除のサポー ト
AppServer は、 データベース カ スケード削除機能をサポー ト し ます。 この機能によ り 、
アプ リ ケーシ ョ ンは、 データベースに組み込まれている カ スケード削除機能を利用で
き ます。 これによ り 、 コ ンテナがデータベースに送信する  SQL 操作の数が減少し、
その結果パフ ォーマン スが向上し ます。

データベース カ スケード削除を使用するには、 それぞれのデータベースに、 適切なテーブ
ル制約を持つ、 エンテ ィ テ ィ  Bean に対応する テーブルを作成する必要があ り ます。 た と
えば、 Order および LineItem エンテ ィ テ ィ  Bean の EJB 2.0 エンテ ィ テ ィ  Bean でカス
ケード削除を使用する場合は、 テーブルを次のよ う に作成する必要があ り ます。

create table ORDER_TABLE (ORDER_NUMBER integer, LAST_NAME varchar(20), 
FIRST_NAME varchar(20), ADDRESS varchar(48)); 
create table LINE_ITEM_TABLE (LINE integer, ITEM varchar(100), QUANTITY 
numeric, ORDER_NUMBER integer CONSTRAINT fk_order_number REFERENCES 
ORDER_TABLE(ORDER_NUMBER) ON DELETE CASCADE);

ejb-borland.xml フ ァ イルの <cascade-delete-db> 要素は、 カ スケード削除操作が
データベースのカ スケード削除機能を使用する こ と を指定し ます。 デフ ォル ト では、 この
機能はオフになっています。

メ モ ejb-borland.xml フ ァ イルで <cascade-delete-db> 要素を指定する場合、 ejb-
jar.xml で <cascade-delete> を指定する必要があ り ます。

次の <relationships> 要素は、 ejb-borland.xml の <cascade-delete-db> の XML の
例を示し ます。

<relationships> 
        <!-- 
        ONE-TO-MANY: Order LineItem 
        --> 
        <ejb-relation> 
            <ejb-relationship-role> 
                <relationship-role-source> 
                    <ejb-name>OrderEJB</ejb-name> 
                </relationship-role-source> 
                <cmr-field> 
                    <cmr-field-name>lineItems</cmr-field-name> 
                    <table-ref> 
                        <left-table> 
                            <table-name>ORDER_TABLE</table-name> 
                            <column-list> 
                                <column-name>ORDER_NUMBER</column-name> 
                            </column-list> 
                        </left-table> 
                        <right-table> 
                            <table-name>LINE_ITEM_TABLE</table-name> 
                            <column-list> 
                                <column-name>ORDER_NUMBER</column-name> 
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                            </column-list> 
                        </right-table> 
                    </table-ref> 
                </cmr-field> 
            </ejb-relationship-role> 
            <ejb-relationship-role> 
                <relationship-role-source> 
                    <ejb-name>LineItemEJB</ejb-name> 
                </relationship-role-source> 
                <cmr-field> 
                    <cmr-field-name>order</cmr-field-name> 
                    <table-ref> 
                        <left-table> 
                            <table-name>LINE_ITEM_TABLE</table-name> 
                            <column-list> 
                                <column-name>ORDER_NUMBER</column-name> 
                            </column-list> 
                        </left-table> 
                        <right-table> 
                            <table-name>ORDER_TABLE</table-name> 
                            <column-list> 
                                <column-name>ORDER_NUMBER</column-name> 
                            </column-list> 
                        <right-table> 
                    </table-ref> 
                </cmr-field> 
            </ejb-relationship-role> 
   <cascade-delete-db /> 
        </ejb-relation> 
    </relationships>
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の使い方

プロパティの設定

Enterprise JavaBeans のほ と んどのプロパテ ィ は、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで設定でき
ます。 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ （DDEditor） では、 プロパテ ィ の設
定やデス ク リ プタ フ ァ イルの編集ができ ます。 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの使
用方法については、 Borland 管理コ ン ソール の 『ユーザーズガイ ド』 を参照し て く ださい。
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの使い方の詳細については、 131 ページの 「デプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタエデ ィ タの使い方」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。 デプロ イ メ ン ト デス
ク リ プタのプロパテ ィ では、 エンテ ィ テ ィ  Bean のイ ン ターフ ェース、 ト ラ ンザク シ ョ ン
属性などのほか、 エンテ ィ テ ィ  Bean 固有の情報に関する情報を指定し ます。 エンテ ィ
テ ィ  Bean の一般的なデス ク リ プタ情報以外に、 CMP イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンをカス タマ
イ ズするために設定する  3 セ ッ ト のプロパテ ィ があ り ます。 それが、 エンテ ィ テ ィ プロパ
テ ィ 、 テーブルプロパテ ィ 、 列プロパテ ィ です。 エンテ ィ テ ィ プロパテ ィ は、 デプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの ［EJB Designer］ タブで設定するか、 XML で直接設定し ま
す。

デプロイメントデスクリプタエディタの使い方

Borland AppServer （AppServer） に付属のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タでは、 コ ン
テナ管理の永続性に関するすべての情報を設定でき ます。 次の表は、 デス ク リ プタに関す
る説明と、 その情報を入力でき るデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの場所を示し てい
ます。

デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タおよびその他の関連ツールの使用の詳細について
は、 『Borland 管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ
タの使い方」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

EJB Designer

CMP 2.x プロパテ ィ は、 EJB Designer を使って設定し ます。 EJB Designer の詳細について
は、 『Borland 管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ
タの使い方」 の 「EJB Designer」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い。
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J2EE 1.3 と 1.4 のエンテ ィ テ ィ  Bean

CMP 2.x プロパティの設定

AppServer では、 EJB Designer （Deployment Descriptor Editor のコ ンポーネン ト ） で、 CMP 
2.x プロパテ ィ を設定し ます。 EJB Designer については、 『Borland 管理コ ン ソールユーザー
ズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タの使い方」 の 「EJB Designer」 のセ
ク シ ョ ンに詳しい説明があ り ます。

デス ク リ プ タ要素
ナビゲーシ ョ ンツ リ ー
ノ ー ド ／パネル名 DDEditor のタ ブ

エンティティ Bean 名 Bean ［General］
エンティティ Bean クラス Bean ［General］
ホームインターフェース Bean ［General］
リモートインターフェース Bean ［General］
ローカルホームインターフェース Bean ［General］
ローカルインターフェース Bean ［General］
JNDI 名 Bean ［General］
ローカルホーム JNDI 名 Bean ［General］
永続性タイプ （CMP または BMP） Bean ［General］
CMP バージョン Bean ［General］
主キークラス Bean ［General］
リエントラント Bean ［General］
アイコン Bean ［General］
環境エントリ Bean ［Environment］
その他の Bean への EJB リファレンス Bean ［EJB References］
EJB リンク Bean ［EJB References］
データオブジェクト／接続ファクトリ 
へのリソースリファレンス

Bean ［Resource References］

リソースリファレンスの種類 Bean ［Resource References］
リソースリファレンス認証の種類 Bean ［Resource References］
セキュリティロールリファレンス Bean ［Security Role References］
エンティティプロパティ Bean ［Properties］
セキュリティ ID Bean ［Security Identity］

名前 JAR の Bean までの EJB ローカ      
ルリファレンス

Bean ［EJB Local References］

EJB ローカルリンク Bean ［EJB Local References］
JMS のリソース環境リファレンス Bean ［Resource Env Refs］
コンテナトランザクション Bean ： 

［Container Transactions］
［Container Transactions］

トランザクションメソッド Bean ： 
［Container Transactions］

［Container Transactions］

トランザクションメソッド 
インターフェース

Bean ： 
［Container Transactions］

［Container Transactions］

トランザクション属性 Bean ： 
［Container Transactions］

［Container Transactions］

メソッド許可 Bean ： 
［Method Permissions］

［Method Permissions］

エンティティ、テーブル、列プロパティ JAR EJB Designer （以下参照）
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エンティティプロパティの編集

EJB Designer でエンテ ィ テ ィ プロパテ ィ を編集するには、 次の手順にし たがいます。

1 DDEditor を起動し、 エンテ ィ テ ィ  Bean があ る  JAR のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を開
き ます。

2 DDEditor のナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 上位のオブジェ ク ト を選択し ます。 プロパ
テ ィ ペイ ンに、 ［General］ タブ、 ［XML］ タブ、 ［EJB Designer］ タブの 3 つが表示され
ます。

3 ［EJB Designer］ タブを選択し、 表示される  Bean 表現のいずれかを左ク リ ッ ク し ます。
［Properties］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ［Entity Beans Properties］ ウ ィ ン ド ウが開き ます。

4 目的のプロパテ ィ を編集し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 プロパテ ィ そのものについて
は、 次に説明し ます。

図 15.1 エンテ ィ テ ィ プロパテ ィ の編集

テーブルプロパティと列プロパティの編集

テーブルプロパテ ィ と列プロパテ ィ を設定するには、 DDEditor の ［XML］ タブ内の
［Vendor］ タブから  ejb-borland.xml デス ク リ プタ フ ァ イルを編集するか、 EJB 
Designer を使用し ます。 テーブルプロパテ ィ と列プロパテ ィ を編集、 または追加するには、
次の手順にし たがいます。

1 DDEditor を起動し、 エンテ ィ テ ィ  Bean があ る  JAR のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を開
き ます。

2 DDEditor のナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 上位のオブジェ ク ト を選択し ます。 プロパ
テ ィ ペイ ンに、 ［General］ タブ、 ［XML］ タブ、 ［EJB Designer］ タブの 3 つが表示され
ます。

3 ［XML］ タブを選択し ます。 プロパテ ィ ペイ ンには、 ［Standard］ タブ と ［Vendor］ タブ
と い う  2 つのタブが追加されま し た。 ［Vendor］ を選択し ます。
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図 15.2 テーブルプロパテ ィ と列プロパテ ィ の編集

4 <column-properties> 要素または <table-properties> 要素を探し、 Borland 固
有 DTD にし たがってプロパテ ィ を追加し ます （「ejb-borland.xml」 を参照）。 関係エン ト
リ は太字です。 続けてエンテ ィ テ ィ 、 テーブル、 列プロパテ ィ の記述を指定し ます。
データ型、 デフ ォル ト 値、 プロパテ ィ 記述も指定し ます。

エンティティプロパティ

次は、 CMP 1.1 以上のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのプロパテ ィ です。

プロパテ ィ 型 デフ ォル ト 値 説明

ejb.maxBeansInCache lava.lang.Integer 1000 このオプションは、 トランザクションではなく主キー
に関連付けられた Bean を保持するキャッシュ内の  
Bean の 大数を指定します。 これは、 オプション 
「A」 と 「B」 に 関 係 し ま す （下 記 の
ejb.transactionCommitMode を参照）。 キャッシュ 
がこの制限を超えた場合は、 ejbPassivate が呼び出 
されて、 エンティティが準備完了プールに移されま
す。

ejb.maxBeansInPool java.lang.Integer 1000 準備完了プール内の 大の Bean 数。 準備完了  
プ ー ル が こ の 制 限 を 超 え た 場 合 は、
unsetEntityContext() が呼び出されて、 エンティ 
ティがコンテナから削除されます。
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次は、 CMP 2.x イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのみのプロパテ ィ です。

テーブルプロパティ

次のプロパテ ィ は、 CMP 2.x だけに適用されます。 CMP 1.1 から  CMP 2.x に移行する場合は、
CMP プロパテ ィ を更新する必要があ り ます。 CMP 1.1 プロパテ ィ の正式なフォーマッ ト は、
ejb.<property-name> で、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの <entity> 部分で指定されて

ejb.maxBeansInTransac
tions

lava.lang.Integer 500* 
（「説明」を参
照）

1 つのトランザクションから、 任意の数の多くのエン 
ティティにアクセスできます。 このプロパティにより、
EJB コンテナが作成する物理的な Bean インスタン   
ス数の上限を設定します。 アクセスされるデータ
ベースエンティティ／データベース行の数に関係
なく、 コンテナは、 制限された数のエンティティオ
ブジェクト （ディスパッチャ） でトランザクションを完
了します。 このデフォルトは、 
ejb.maxBeansInCache/2 という計算で求められま 
す。 ejb.maxBeansInCache プロパティが設定 
されていない場合は、 500 になります。

ejb.TransactionCommit
Mode

Enumerated Shared トランザクションの面から見たエンティティ Bean の  
特性を指定します。 次の値を指定できます。

■ Exclusive ： このエンテ ィ テ ィ は、 データベース内
の特定のテーブルに排他的にア ク セス し ます。 し
たがって、 後にコ ミ ッ ト された ト ラ ンザク シ ョ
ンの Bean の状態を次の ト ラ ンザク シ ョ ンの 初
の Bean の状態と みなすこ と ができ ます。

■ Shared ： このエンテ ィ テ ィは、 データベース内の
特定のテーブルまでのア クセスを共有し ます。 た
だし、 パフォーマンス上の理由から、
ejbActivate() と  ejbPassivate() を ト ラ ン
ザクシ ョ ン間で無駄に呼び出すこ とのないよ う に、
特定の Bean は ト ラ ンザクシ ョ ン間で特定の主キー
に関連付けられたままにな り ます。 これらの Bean
はア クテ ィ ブプールに残り ます。

■ None ： こ のエンテ ィ テ ィ は、 データベース内の特
定のテーブルへのア ク セス を共有し ます。 ト ラ ン
ザク シ ョ ン間で特定の主キーと の関連付けが解除
され、 ト ラ ンザク シ ョ ンご と に準備完了プールに
戻される  Bean があ り ます。

プロパテ ィ 型 デフ ォル ト 値 説明

プロパテ ィ 型 デフ ォル ト 値 説明

ejb.invalidateFinderC
ollectionAtCommit

java.lang.Boolean False ファインダコレクションを無効にしてトランザクション
コミットを 適化するかどうか。 CMP 2.x のみ。

ejb.cacheCreate java.lang.Boolean True ejbPostCreate が処理されるまでエンティティ 
Bean の挿入をキャッシュするかどうか。

ejb.datasource java.lang.String N/A table-properties を設定しない場合に使用されるデ 
フォルトの JDBC データソース。 CMP 2.x のみ。

ejb.truncateTableName java.lang.Boolean False テーブル名を指定しない場合、 CMP2.x エンジン 
は EJB 名をテーブル名として使用します。 EJB 名   
は、 長さが 30 文字を超える場合があります。 しか  
し、 一部のデータベースではテーブル名の長さが
30 文字以下に制限されています。 このプロパティ 
を使用すると、 テーブル名が 30 文字以下になるよ  
うに切り捨てられます。 CMP 2.x のみ。

ejb.eagerLoad java.lang.Boolean False 行全体を eager ロードし、 そのデータをトランザク  
ションキャッシュに保持します。 ロード後、 すべて
のデータベースリソースは解放されます。 その後の
getter では、 キャッシュ内のデータを取得でき、 
データベースリソースを要求する必要はありませ
ん。 CMP 2.x のみ。
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いま した。 CMP 2.x では、 AppServer に永続性を管理するテーブルプロパテ ィ と列プロパ
テ ィ が追加されています。 次のプロパテ ィ では、 移行に関する問題が発生する可能性があ り
ます。

プロパテ ィ 型 デフ ォル ト 値 説明

datasource java.lang.String なし 現在のテーブルのデータベースの JNDI データ  
ソース名です。

optimisticConcurrency
Behavior

java.lang.String UpdateModifi
edFields

コンテナは、楽観的または悲観的同期を使用して、
共有テーブルにアクセスする複数のトランザクショ
ン （更新） を制御します。 次の値を指定できます。

■ SelectForUpdate： 現在のト ラ ンザク ショ ンがコ ミ ッ
ト ま たはロ ールバッ ク さ れる ま で、 データ ベース
がその行をロ ッ ク し ま す。 その行に対する ほかの 
select 文は、 それま でブロ ッ ク （ 待機） さ れま す。

■ SelectForUpdateNoWAIT ： 現在の ト ラ ンザク シ ョ ンが
コ ミ ッ ト またはロールバッ ク される まで、 データ
ベースがその行を ロ ッ ク し ます。 その行に対する
ほかの select 文は、 失敗し ます。

■ UpdateAllFields ： 変更されているかど う かに関係
な く 、 すべてのフ ィ ール ド を更新し ます。

■ UpdateModifiedFields ： 更新実行前に変更が確認さ
れたフ ィ ール ド のみ更新し ます。

■ VerifyModifiedFields ： エンテ ィ テ ィ が変更された
フ ィ ール ド を更新前にデータベース と照合し て確
認し ます。

■ VerifyAllFields ： 変更の有無に関係な く 、 すべて
のエンテ ィ テ ィ のフ ィ ール ド を更新前にデータ
ベース を照合し て確認し ます。

悲観的同期は、一度に 1 つのト ラ ンザク ショ ンだ  
けがエンティ ティ  Bean にアク セス でき る よ う に  
コ ンテナに指示し ます。同じ データ にアク セス し
よ う と する ほかのト ラ ンザク ショ ンは、 初のト
ラ ンザク ショ ンが完了する ま でブロ ッ ク （ 待機）
さ れま す。 こ のためには、 エンティ ティ  Bean が  
ロ ード さ れる と き に、 FOR UPDATE を指定し て  
設定さ れた SQL が発行さ れま す。 悲観的同期を  
有効にする 場合は、 SelectForUpdate ま たは 
SelectForUpdateNoWAIT を設定し ます。

useGetGeneratedKeys java.lang.Boolean False JDBC3java.sql.Statement.getGenerate
dKeys() メソッドで、 autoincrement/sequence SQL  
フィールドから主キーに値を代入するかどうかを指
定します。 現在は、 Borland JDataStore だけがこの  
文をサポートしています。

primaryKeyGenerationL
istener

java.lang.String なし com.borland.ejb.pm.PrimaryKeyGenera
tionListener インターフェースを実装し、 主 
キーを生成するユーザー記述のクラスを指定しま
す。

dbcAccesserFactory java.lang.String なし アクセッサクラスインプリメンテーションを提供して
java.sql.ResultSet から値を取得し、 
java.sql.PreparedStatement の値を設定 
できるファクトリクラス。

getPrimaryKeyBeforeIn
sertSql

java.lang.String なし 主キー列名を提供する行を挿入する前に実行する
SQL 文。

getPrimaryKeyAfterIns
ertSql

java.lang.String なし 主キー列名を提供する行を挿入した後に実行する
SQL 文。

useAlterTable java.lang.Boolean false エンティティのテーブルを切り替えて、 一致列がな
いフィールドに列を追加する SQL ALTER 文を使   
用するかどうかを指定します。
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列プロパティ

createTableSql java.lang.String なし テーブルを自動的に作成する必要がある場合、 そ
のテーブルを作成するために使用される SQL 文。

create-tables java.lang.Boolean false Borland CMP エンジンは、 Cloudscape データベー   
スと JDataStore Bean データベース、 つまりデプロイ   
メント環境で自動的に作成します。 ほかのデータ
ベースで自動テーブルの作成を有効にするには、
このフラグを True に設定します。

プロパテ ィ 型 デフ ォル ト 値 説明

プロパテ ィ 型 デフ ォル ト 値 説明

ignoreOnInsert java.lang.String false INSERT 文の実行時に設定しない列を指定しま
す。 このプロパティは、
getPrimaryKeyAfterInsertSql プロパティ
と組み合わせて使用します。

createColumnSql java.lang.String なし 標準データ型検索を上書きし、 手動でデータ型を
指定するときにこのプロパティを使用します。

■ javax.ejb.EJBContext の 
setRollbackOnly() および 
getRollbackOnly() メ ソ ッ ド をサポー ト し ま
す。

■ データベース接続と ト ラ ンザク シ ョ ンのタ イ ムア
ウ ト をサポー ト し ます。

■ パフ ォーマン スの観点から見る と 軽量です。

columnJavaType java.lang.String なし テーブルを自動的に作成するときに列を作成する
ための Java 型。 次の値を指定できます。

■ java.lang.Boolean
■ java.lang.Byte
■ java.lang.Character
■ java.lang.Short
■ java.lang.Integer
■ java.lang.Long
■ java.lang.Float
■ java.math.BigDecimal
■ java.lang.String
■ java.sql.Time
■ java.sql.Date
■ java.sql.TimeStamp
■ java.io.Serializable

createColumnSql を設定すると、 このプロパ 
ティは無視されます。
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セキュリティのプロパティ

次のセキ ュ リ テ ィ プロパテ ィ は、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの <entity> 部分で指定し
ます。

プロパテ ィ 型 デフ ォル ト 値 説明

ejb.security.transpor
tType

Enumerated SECURE_ONLY このプロパティは、 特定の EJB の保護品質を設定  
します。 CLEAR_ONLY に設定すると、 クライアント 
は、 この EJB に対してセキュリティで保護されてい  
ない接続だけを受け付けます。 EJB にメソッド許可 
が割り当てられていない場合は、 これがデフォルト
設定になります。

SECURE_ONLY に設定すると、 クライアントは、 こ 
の EJB に対してセキュリティで保護された接続だけ  
を受け付けます。 EJB に少なくとも 1 つのメソッド許   
可がある場合は、 これがデフォルト設定になりま
す。

ALL に設定すると、 クライアントは、 セキュリティで 
保護された接続とセキュリティで保護されていない
接続の両方を受け付けます。

このプロパティの設定により、 ServerQoPConfig ポリ 
シーの転送値が制御されます。 詳細については、
『プログラマーズリファレンス』 の 「セキュリティ API」 
の章を参照してください。

ejb.security.trustInC
lient

java.lang.Boolean False このプロパティは、 特定の EJB の保護品質を設定  
します。 true に設定すると、 EJB コンテナは、 クラ  
イアントに認証 ID を提供するように要求します。

メソッド許可が設定されていないメソッドが少なくとも
1 つ存在する場合は、 このプロパティはデフォルト 
で false に設定されます。 そうでない場合は、 true  
に設定されます。

このプロパティの設定により、ServerQoPConfig
ポリシーの転送値が制御されます。 詳細について
は、 『プログラマーズリファレンス』 の 「セキュリティ
API」 の章を参照してください。
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第 章

Chapter   16EJB-QL とデータアクセスサポート    
EJB-QL では、 オブジェ ク ト 指向ク エ リ ー言語の EJB-QL で ク エ リ ーを指定でき ます。
Borland CMP エンジンはこれらのク エ リ ーを SQL ク エ リ ーに変換し ます。 Borland 
AppServer （AppServer） は、 Sun Microsystems EJB 2.x 仕様に記載されている  EJB-QL 機能の
い く つかの拡張機能を提供し ます。

CMP フィールドまたは CMP フィールドのコレクションの
選択

大き な EJB の 1 つの CMP フ ィ ール ド だけが必要な場合は、 EJB-QL を使用し て、 その 
CMP フ ィ ール ド のコ レ ク シ ョ ンの 1 つのイ ン ス タ ン ス を選択でき ます。 こ のよ う に EJB-
QL を使用する こ と で、 EJB 全体を ロードする必要がな く な り 、 アプ リ ケーシ ョ ンのパ
フ ォーマン スが向上し ます。 た と えば、 次のク エ リ ー メ ソ ッ ド は、 口座テーブルから残高
フ ィ ール ド だけを選択し ます。

<query> 
   <query-method> 
     <method-name>ejbSelectBalanceOfAccountLineItem</method-name> 
      <method-params> 
       <method-param>java.lang.Long</method-param> 
   </method-params> 
   </query-method> 
   <result-type-mapping>Local</result-type-mapping> 
   <ejb-ql>SELECT l.balance FROM Account a, IN (a.accountLineItem) l WHERE 
l.lineItemId=?1</ejb-ql> 
</query>

EJB-QL ク エ リ ー メ ソ ッ ド の戻 り 型は、 次のよ う にな り ます。

■ CMP フィ ールド の Java 型がオブジェ ク ト 型の場合、 ク エリ ーメ ソ ッ ド は単一オブジェ ク
ト のク エリ ーメ ソ ッ ド であり 、 戻り 型はそのオブジェ ク ト 型のイ ンス タ ンスになり ます。

■ CMP フ ィ ール ド の Java 型がオブジェ ク ト 型であ り 、 ク エ リ ー メ ソ ッ ド が複数のオブ
ジェ ク ト を返す場合、 オブジェ ク ト 型のイ ン ス タ ン スのコ レ ク シ ョ ンが返されます。

■ CMP フ ィ ール ド の Java 型がプ リ ミ テ ィ ブ Java 型であ り 、 SELECT メ ソ ッ ド が単一オブ
ジェ ク ト の メ ソ ッ ド であ る場合、 戻 り 型はそのプ リ ミ テ ィ ブ型にな り ます。

■ CMP フ ィ ールド の Java 型がプ リ ミ テ ィ ブ Java 型であ り 、 SELECT メ ソ ッ ド が複数のオブ
ジェ ク ト の メ ソ ッ ド である場合、 ラ ップされた Java 型のコ レ ク シ ョ ンが返されます。
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EJB-QL の集計関数

結果セットの選択

1 つのク エ リ ー メ ソ ッ ド で複数の CMP フ ィ ール ド が返される場合、 その戻 り 型は 
ResultSet 型にする必要があ り ます。 これによ り 、 同じ ク エ リ ー メ ソ ッ ド内の同じ  EJB また
は複数の EJB から、 複数の CMP フ ィ ール ド を選択でき ます。 続いて、 その結果セ ッ ト か
ら目的のデータ を抽出する コード を記述し ます。 この機能は、 Borland によ る  CMP 2.x 仕
様の拡張です。

EJB-QL の集計関数

集計関数には、 MIN、 MAX、 SUM、 AVG、 および COUNT があ り ます。 MIN、 MAX、
SUM、 および AVG 集計関数の場合、 引数にな るパス式は 後が CMP フ ィ ール ド であ る
必要があ り ます。 また、 MAX、 MIN、 SUN、 および AVG のデータベース ク エ リ ーは、 そ
の集計関数の引数に対応する行が存在し ない場合は null 値を返し ます。 戻 り 型がオブジェ
ク ト 型の場合は、 null が返されます。 戻 り 型がプ リ ミ テ ィ ブ型の場合、 ク エ リ ー結果に値
がない と、 コ ンテナは ObjectNotFoundException （FinderException のサブ ク ラ
ス） を生成し ます。

COUNT 関数のパス式の 後は、 CMP フ ィ ール ド または CMR フ ィ ール ド のいずれか、 ま
たは、 ID 変数にする こ と ができ ます。

た と えば、 次の EJB-QL 集計関数は、 CMP フ ィ ール ド で終了し ています。

<query> 
   <query-method> 
     <method-name>ejbSelectMaxLineItemId</method-name> 
      <method-params> 
       <method-param>java.lang.String</method-param> 
      </method-params> 
   </query-method> 
   <result-type-mapping>Local</result-type-mapping> 
   <ejb-ql>SELECT MAX(l.lineItemId) FROM Account AS a, IN (a.accountLineItem) l 
WHERE l.accountId=?1</ejb-ql> 
</query>

集計関数には、 次の制限があ り ます。

■ SUM および AVG 関数の引数には、 数値 （Integer、 Byte、 Long、 Short、 Double、 Float、
および BigDecimal 型） を指定する必要があ り ます。

■ MAX および MIN 関数の引数は、 ソー ト 可能な CMP フ ィ ール ド型 （数値、 文字列、 文
字、 および日付） に対応する必要があ り ます。

■ COUNT 関数の引数を形成するパス式は、 CMP フ ィ ール ド または CMR フ ィ ール ド のい
ずれかで終了する必要があ り ます。 COUNT 関数を使って CMR フ ィ ール ド のコ レ ク
シ ョ ンのサイ ズを決定する と、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマン スが大幅に向上し ま
す。

集計関数データの戻り型

次の表に、 単一オブジェ ク ト を選択する  EJB-QL でさ まざまな集計関数の引数 と し て使用
でき るデータ型と返されるデータ型を示し ます。

複数のオブジェ ク ト を選択する集計関数は、 返される  Java データ型のラ ッ プ された コ レ ク
シ ョ ンを返し ます。

集計関数 引数のデータ型 使用される戻り型

MIN, MAX, SUM java.lang.Integer java.lang.Integer

AVG java.lang.Integer java.lang.Double

COUNT java.lang.Integer java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Integer java.lang.Integer

AVG java.lang.Integer java.lang.Double

COUNT java.lang.Integer java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Byte java.lang.Byte
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AVG java.lang.Byte java.lang.Double

COUNT java.lang.Byte java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Byte java.lang.Byte

AVG java.lang.Byte java.lang.Double

COUNT java.lang.Byte java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Long java.lang.Long

AVG java.lang.Long java.lang.Double

COUNT java.lang.Long java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Long lonjava.lang.Long

AVG java.lang.Long java.lang.Double

COUNT java.lang.Long java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Short java.lang.Short

AVG java.lang.Short java.lang.Double

COUNT java.lang.Short java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Short java.lang.Short

AVG java.lang.Short java.lang.Double

COUNT java.lang.Short java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Double java.lang.Double

AVG java.lang.Double java.lang.Double

COUNT java.lang.Double java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Double java.lang.Double

AVG java.lang.Double java.lang.Double

COUNT java.lang.Double java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Float java.lang.Float

AVG java.lang.Float java.lang.Double

COUNT java.lang.Float java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.lang.Float java.lang.Float

AVG java.lang.Float java.lang.Double

COUNT java.lang.Float java.lang.Long

MIN, MAX, SUM java.math.BigDecimal java.math.BigDecimal

AVG java.math.BigDecimal java.lang.Double

COUNT java.math.BigDecimal java.lang.Long

MIN, MAX java.lang.String java.lang.String

COUNT java.lang.String java.lang.Long

MIN, MAX java.util.Date java.util.Date

COUNT java.util.Date java.lang.Long

MIN, MAX java.sql.Date java.sql.Date

COUNT java.sql.Date java.lang.Long

MIN, MAX java.sql.Time java.sql.Time

COUNT java.sql.Time java.lang.Long

MIN, MAX java.sql.Timestamp java.sql.Timestamp

COUNT java.sql.Timestamp java.lang.Long

集計関数 引数のデータ型 使用される戻り型
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ORDER BY のサポート

ORDER BY のサポート

EJB 2.0 仕様は、 EJB-QL で SELECT、 FROM、 および WHERE の 3 つの SQL 節をサポー ト し
ます。

また、 Borland CMP エンジンは、 同じ  EJB-QL 文の中で WHERE 節の後に置かれている  SQL 
節 ORDER BY をサポー ト し ます。 これは、 <ejb-ql> エンテ ィ テ ィ の標準の ejb-
jar.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタでサポー ト されます。 た と えば、 次の EJB-QL 文
は、 Customer Bean からオブジェ ク ト を個別に選択し、 LNAME フ ィ ール ド で並べ替えま
す。

<query> 
 <description></description> 
 <query-method> 
  <method-name>findCustomerByNumber</method-name> 
  <method-params /> 
 <ejb-ql>SELECT Distinct Object(c) from CustomerBean c WHERE c.no > 1000 ORDER 
BY c.LNAME</eql-ql> 
 </query-method> 
<query>

EJB-QL では、 ASC （昇順） または DESC （降順） も指定でき ます。 どち ら も指定し ない場
合は、 デフ ォル ト の昇順で並べられます。

た と えば、 次の表を参照し て く ださ い。

ク エ リ ー ：

SELECT OBJECT(e) FROM EMPLOYEE e ORDER BY e.HIRE_DATE

上記のク エ リ ーは、 次の結果を生成し ます。

NAME （名前） DEPARTMENT （部署） SALARY （給与） HIRE DATE （採用日）

Timmy Twitfuller Mail Room 1000 1/1/01

Sam Mackey The Closet with the 
Light Out

800 1/2/02

Ralph Ossum Coffee Room 900 1/4/01

NAME （名前） DEPARTMENT （部署） SALARY （給与） HIRE DATE （採用日）

Timmy Twitfuller Mail Room 1000 1/1/01

Ralph Ossum Coffee Room 900 1/4/01

Sam Mackey The Closet with the 
Light Out

800 1/2/02
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GROUP BY のサポート

GROUP BY 節は、 SELECT オペレーシ ョ ンが実行される前に、 結果テーブルの行をグルー
プ化し ます。 次の表を参照し て く ださい。

次のよ う に、 単一ク エ リ ー メ ソ ッ ド を使用し て、 各部署の平均給与を取得でき ます。

SELECT e.DEPARTMENT, AVG(e.SALARY) FROM EMPLOYEE e GROUP BY e.DEPARTMENT

結果は次のよ う にな り ます。

サブクエリー

サブ ク エ リ ーは、 ク エ リ ー対象のデータベースのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで許可されてい
る深さ まで実行でき ます。 た と えば、 次の ejb-jar.xml で指定されるサブ ク エ リ ー （太字）
を使用でき ます。 こ のサブ ク エ リ ーには ORDER BY も含まれてお り 、 結果は降順
（DESC） で返されます。

<query> 
   <query-method> 
     <method-name>findApStatisticsWithGreaterThanAverageValue</method-name> 
     <method-params /> 
   </query-method> 
     <ejb-ql>SELECT Object(s1) FROM ApStatistics s1 WHERE s1.averageValue > 
SELECT AVG(s2.averageValue) FROM ApStatistics s2 ORDER BY s1.averageValue 
DESC</ejb-ql> 
</query>

サブ ク エ リ ーの正しい使い方については、 データベース イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのマニュ
アルを参照し て く ださ い。

NAME （名前） DEPARTMENT （部署） SALARY （給与） HIRE DATE （採用日）

Mike Miller Mail Room 1200 11/18/99

Timmy Twitfuller Mail Room 1000 1/1/01

Buddy Coffee Room 1000 4/13/97

Sam Mackey The Closet with the 
Light Out

800 1/2/02

Todd Whitmore The Closet with the 
Light Out

900 4/12/01

Ralph Ossum Coffee Room 900 1/4/01

DEPARTMENT （部署） AVG(SALARY) （平均月給）

Coffee Room 950

Mail Room 1100

The Closet with the Light Out 850
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ダイナミッククエリー

ダイナミッククエリー

場合によ っては、 さ まざまな基準に基づいてデータ を動的に検索する必要があ り ます。 し
かし、 EJB-QL ク エ リ ーはそのよ う な状況をサポー ト し ていません。 EJB-QL ク エ リ ーはデ
プロ イ メ ン ト デス ク リ プタで指定されるため、 ク エ リ ーを変更する場合は Bean を再デプ
ロ イ メ ン ト する必要があ り ます。 AppServer には、 Bean コード で EJB-QL ク エ リ ーをプロ
グ ラ ムによ って動的に作成および実行でき るダ イナ ミ ッ ク ク エ リ ー機能が備わっていま
す。

ダ イナ ミ ッ ク ク エ リ ーを使用する こ と には、 次の利点があ り ます。

■ EJB を更新し てデプロ イ メ ン ト し な く て も、 新しいク エ リ ーを作成し て実行でき ます。

■ EJB のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イルのサイ ズが小さ く な り ます。 これは、 検索
ク エ リ ーがデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで静的に定義されるのではな く 、 動的に作成
されるからです。

ダ イナ ミ ッ ク ク エ リ ーは、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに追加する必要はあ り ません。 こ
れらは、 動的な ejbSelects の Bean ク ラ スで宣言するか、 動的検索用のローカルまたは
リ モー ト ホーム イ ン ターフ ェースで宣言し ます。

ダ イナ ミ ッ ク ク エ リ ーの検索 メ ソ ッ ド は、 次の とお り です。

  public java.util.Collection findDynamic(java.lang.String ejbql,  
Class[] types, Object[] args) 

    throws javax.ejb.FinderException

  public java.util.Collection findDynamic(java.lang.String ejbql,  
Class[] types, Object[] args, java.lang.String sql)  

    throws javax.ejb.FinderException

ダ イナ ミ ッ ク ク エ リ ーの ejbSelect は、 次の とお り です。

  public java.util.Collection selectDynamicLocal(java.lang.String ejbql, 
Class[] types, Object[] params) 

      throws javax.ejb.FinderException 
 
public java.util.Collection selectDynamicLocal(java.lang.String ejbql, Class[] 
types, Object[] params, java.lang.String sql) 
      throws javax.ejb.FinderException 
 
  public java.util.Collection selectDynamicRemote(java.lang.String ejbql, 

Class[] types, Object[] params) 
      throws javax.ejb.FinderException 
 
public java.util.Collection selectDynamicRemote(java.lang.String ejbql, Class[] 
types, Object[] params, java.lang.String sql) 
      throws javax.ejb.FinderException 
 
  public java.sql.ResultSet selectDynamicResultSet(java.lang.String ejbql, 

Class[] types, Object[] params) 
      throws javax.ejb.FinderException 
 
public java.sql.ResultSet selectDynamicResultSet(java.lang.String ejbql, 

Class[] types, Object[] params, java.lang.String sql) 
      throws javax.ejb.FinderException

次のよ う に指定し ます。

■ java.lang.String ejbql ： これは、 実際の EJB-QL 構文を表し ます。

■ Class[] types ： こ の配列は、 選択 メ ソ ッ ド または検索 メ ソ ッ ド にパラ メ ータのク ラ ス型
を提供し ます （パラ メ ータがない場合は、 空の配列を指定でき ます）。

■ Object[] params ： この配列は、 パラ メ ータの実際の値を提供し ます。 これは、 通常の選
択 メ ソ ッ ド または検索 メ ソ ッ ド のパラ メ ータ引数と同じです。

動的な選択または検索 メ ソ ッ ド の戻 り 型は、 selectDynamicResultSet 以外は常に 
java.util.Collection です。 ク エ リ ーから返されたオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン ス
または値の型が 1 つであ る場合は、 それがコ レ ク シ ョ ンの 初の メ ンバーにな り ます。
ダ イナ ミ ッ ク ク エ リ ーは、 通常のク エ リ ーと同じ規則にし たがいます。

■ java.lang.String sql ： ユーザー指定の SQL。 指定する と、 EJB-QL によ って生成された 
SQL を上書き し ます。
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EJB-QL から生成された SQL を CMP エンジンで上書きする

メ モ デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタでは、 ダ イナ ミ ッ ク ク エ リ ーに関連する  8 つの メ ソ ッ ド を使
用し た跡を残さ ないよ う にし ます。

EJB-QL から生成された SQL を CMP エンジンで上書き
する

重要 こ の機能は、 詳しい知識を持つユーザー向けです。

Borland CMP エンジンは、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに入力された EJB-QL に基づいて、
データベースに対する  SQL 呼び出し を生成し ます。 データベース イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンによ っては、 生成される  SQL が 適でない場合があ り ます。 生成された SQL は、 補助
ス ト ア イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで提供される ツールまたは別の開発ツールを使って取得で
き ます。 生成された SQL が 適でない場合は、 独自の SQL に置き換える こ と ができ ます。
ただし、 ユーザー SQL に対する検証は行われません。

メ モ SQL に問題があ る と、 例外が生成され、 それによ ってシステムが ク ラ ッ シュする こ と があ
り ます。

Borland 専用のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-borland.xml で、 独自の 適化された 
SQL を指定でき ます。 XML の文法は ejb-jar.xml の文法と同じですが、 <ejb-ql> 要素が 
<user-sql> 要素に置き換えられています。 この専用の要素には、 CMP エンジンが生成した 
SQL ではな く 、 データベースにアクセスするために使用される  SQL-92 文 （EJB-QL 文ではな
い） が含まれます。

重要 こ の文の SELECT 節は、 Borland CMP エンジンによ って生成された SELECT 節 と同じであ
る必要があ り ます。

その後の節は、 ユーザーが 適化でき ます。 SELECT 節のフ ィ ール ド の順序は、 CMP エン
ジン固有の順序であ り 、 こ の順序を維持する必要があ り ます。

次に例を示し ます。

<entity> 
 <ejb-name>EmployeeBean</ejb-name> 
 ... 
 <query> 
  <query-method> 
   <method-name>findWealthyEmployees</method-name> 
   <method-params /> 
  </query-method> 
  <user-sql>SELECT E.DEPT_NO, E.EMP_NO, E.FIRST_NAME, E.FULL_NAME, 
          E.HIRE_DATE, E.JOB_CODE, E.JOB_COUNTRY, 
          E.JOB_GRADE, E.LAST_NAME, E.PHONE_EXT, E.SALARY 
       FROM EMPLOYEE E WHERE E.SALARY > 200000 
  </user-sql> 
 </query> 
 ... 
</entity>

メ モ さ まざまな SELECT 文によ り 、 CMP エンジンが生成する  SQL の型が示されています。

CMP エンジンは、 ejb-jar.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内で EJB-QL 文を検出する
と、 ejb-borland.xml をチェ ッ ク し て、 同じ  Bean のデス ク リ プタ内にユーザー SQL が
あ るかど う かを確認し ます。

ユーザー SQL がない場合、 CMP エンジンは独自の SQL を生成し て実行し ます。

ejb-borland.xml デス ク リ プタは、 ク エ リ ー要素があ る場合、 <user-sql> タ グ内の 
SQL をかわ り に使用し ます。

重要 ejb-borland.xml 内の <query> 要素は、 標準の ejb-jar.xml デプロ イ メ ン ト デス ク
リ プタ内の <query> 要素を置き換えません。 CMP エンジンの SQL を上書きする場合は、
両方のデス ク リ プタに要素を指定する必要があ り ます。
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コンテナ管理データアクセスサポート

CMP に対し て、 Borland EJB コ ンテナは、 JDBC 仕様によ ってサポー ト されているすべての
データ型をサポー ト し ます。 また、 JDBC によ ってサポー ト されていないデータ型もい く
つかあ り ます。

次の表に、 Borland EJB コ ンテナがサポー ト する基本型 と複合型を ま と めます。

■ 基本型

■ 複合型

■ java.io.Serializable を実装する任意のク ラ ス （Vector や Hashtable など）

■ その他のエンテ ィ テ ィ  Bean リ フ ァ レ ン ス

メ モ 現在、 Borland CMP エンジンは、 日付に対し て Long 値の型、 java.util.Date に対し て 
java.sql.Date をサポー ト し ています。

Borland コ ンテナは、 java.io.Serializable イ ン ターフ ェース を実装する ク ラ ス
（Hashtable や Vector など） をサポー ト する こ と に注意し て く ださ い。 コ ンテナでは、 Java 
コ レ ク シ ョ ンやサード パーテ ィ コ レ ク シ ョ ンなど もサポー ト し ています。 これら も  
java.io.Serializable を実装するからです。 Serializable イ ン ターフ ェース を実
装する ク ラ ス とデータ型に対し て、 Borland コ ンテナは、 単にそれらの状態をシ リ ア ラ イ
ゼーシ ョ ン し、 その結果を BLOB に格納するだけです。 Borland コ ンテナでは、 これらのク
ラ スや型に対し て何らかのマ ッ ピングを行 う こ と はな く 、 単にバイナ リ 形式でそれらの状
態を格納し ます。 Borland コ ンテナの CMP エンジンには、 明示的にサポー ト されていない
すべての型を BLOB と し てシ リ ア ラ イ ズする と い う 規則が適用されます。

データベースのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンによ って、 次のデータ型は列イ ンデッ ク スに基づ
いて取得する必要があ り ます。

メ モ BINARY （MS SQL） または RAW （Oracle） の 2 つのデータ型のいずれかを主キー と し て使
用する場合は、 サイ ズを明示的に指定する必要があ り ます。

■ boolean Boolean ■ short Short
■ double Double ■ byte[]
■ long Long ■ char Character
■ BigDecimaljava.util.Date ■ int Integer
■ byte Byte ■ String java.sql.Date
■ float Float ■ java.sql.Time java.sql.TimeStamp

データ ベース データ型

Oracle ■ LONG RAW

Sybase ■ NTEXT
■ IMAGE

MS SQL ■ NTEXT
■ IMAGE
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Oracle ラージオブジェクト（LOB）のサポート

ラージオブジェ ク ト （LOB） には、 バイナ リ ラージオブジェ ク ト （BLOB） と キ ャ ラ ク タ
ラージオブジェ ク ト （CLOB） の 2 種類があ り ます。

BLOB は、 次のデータ型で CMP フ ィ ール ド にマ ッ ピング されます。

■ byte[]
■ java.io.Serializable
■ java.io.InputStream

CLOB は、 「キ ャ ラ ク タ」 ラージオブジェ ク ト なので、 java.lang.String データ型を使って 
CMP フ ィ ール ド にマ ッ ピングする必要があ り ます。

デフ ォル ト では、 Borland CMP エンジンは自動的に CMP フ ィ ール ド を LOB にマ ッ ピング
し ません。 LOB データ型を使用する場合は、 ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク
リ プタで明示的に CMP エンジンに通知する必要があ り ます。 通知するには、 列プロパ
テ ィ  createColumnSql を設定し ます。 次に例を示し ます。

<column-properties> 
 <column-name>CLOB-column</column-name> 
 <property> 
  <prop-name>createColumnSql</prop-name> 
  <prop-type>String></prop-type> 
  <prop-value>CLOB</prop-value> 
 </property> 
</column-properties> 
 
<column-properties> 
 <column-name>BLOB-column</column-name> 
 <property> 
  <prop-name>createColumnSql</prop-name> 
  <prop-type>String></prop-type> 
  <prop-value>BLOB</prop-value> 
 </property> 
</column-properties>

コンテナによって作成されるテーブル

create-tables を有効にする こ と で、 エンテ ィ テ ィ のコ ンテナ管理のフ ィ ール ド に基づ
き、 自動的にコ ンテナ管理のエンテ ィ テ ィ に対応するテーブルを作成する よ う に Borland 
EJB コ ンテナに指示でき ます。 テーブルの作成 とデータ型のマ ッ ピングはベンダーによ っ
て異な るため、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタでコ ンテナに JDBC データベースダ イ アレ ク
ト を指定する必要があ り ます。 JDataStore 以外のデータベースでは、 create-tables プ
ロパテ ィ が true に設定されている場合、 ダ イ アレ ク ト を指定する と、 コ ンテナがコ ンテ
ナ管理のエンテ ィ テ ィ に対するテーブルを自動的に作成し ます。 ダ イ アレ ク ト を指定し な
い限 り 、 コ ンテナはこれらのテーブルを作成し ません。

次の表に、 さ まざまなダ イ アレ ク ト の名前と値を示し ます。 値の大文字と小文字は区別し
ません。

データ ベース名 ダイアレ ク ト 値

JDataStore jdatastore
Oracle oracle
Sybase sybase
MSSQLServer mssqlserver
DB2 db2
Interbase interbase
Informix informix
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第 章

Chapter   17 エンティティ Bean の主キーの生成     
各エンテ ィ テ ィ  Bean には、 Bean イ ン ス タ ン ス を識別する一意の主キーを割 り 当てます。
主キーは、 RMI-IIOP で有効な値の型を備えた Java ク ラ スで表すこ と ができ ます。 し た
がって、 主キーは java.io.Serializable イ ン ターフ ェース を拡張し ます。 また、 主
キーは、 Object.equals(Object other) および Object.hashCode() メ ソ ッ ド のイ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン も提供する必要があ り ます。

通常は、 エンテ ィ テ ィ  Bean の主キーフ ィ ール ド は、 ejbCreate() メ ソ ッ ド内で設定し ま
す。 これらのフ ィ ール ド は、 データベースに新しいレ コード を挿入する と きに使用し ま
す。 ただし操作が難し く 、 メ ソ ッ ド も肥大化し ます。 し たがって、 データベースの多 く
は、 今では内蔵 メ カニズムによ って適切な主キーの値を提供する よ う になっています。 主
キーの生成方法と し て よ り 洗練された方法には、 主キーを生成する ク ラ ス をユーザーに別
途実装する方法があ り ます。 こ のク ラ スでは、 主キーを生成するためのデータベース固有
のプロ グ ラ ミ ング ロ ジ ッ ク も生成でき ます。

主キーの生成方法と し ては、 手動によ る 方法、 カス タ ム ク ラ ス を 使用する 方法、 そし て
コ ン テナを 利用し データ ベース ツ ールで生成する 方法があり ま す。 カ ス タ ム ク ラ ス を 使
用する 場合は、 次に説明する  
com.borland.ejb.pm.PrimaryKeyGenerationListener イ ン タ ーフ ェ ース を 実装
し てく ださ い。 データ ベース ツ ールを 使用する 場合は、 データ ベース ベン ダーに応じ て  
CMP エン ジン のプロ パティ を 設定し 主キーを 生成し ま す。

ユーザークラスから主キークラスを生成

エン タープラ イ ズ Bean によ り 、 一意のデータ を持つ Java ク ラ スで主キーが表されます。
こ の主キーク ラ スは、 RMI-IIOP の有効な値型であればク ラ スは問いません。 し たがって、
主キーク ラ スは java.io.Serializable イ ン ターフ ェース を拡張し ます。 また、 主
キーは Object.equals(Object other) メ ソ ッ ド と  Object.hashCode() メ ソ ッ ド の
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン も提供し ます。 この 2 つの メ ソ ッ ド は、 当然ながらすべての Java 
ク ラ スが継承し ます。
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カスタムクラスから主キークラスを生成

カスタムクラスから主キークラスを生成

カス タ ム ク ラ スから主キーを生成するには、 
com.borland.ejb.pm.PrimaryKeyGenerationListener イ ン ターフ ェース を実装
する ク ラ ス を作成し ます。

メ モ これは、 主キー生成用の新しいイ ン ターフ ェースです。 Borland AppServer の前バージ ョ ン
では、 こ のク ラ スは com.inprise.ejb.cmp.PrimaryKeyGenerator でし た。 このイ
ン ターフ ェースはまだサポー ト されていますが、 できれば新しいイ ン ターフ ェース を使用
し て く ださ い。

次に、 カス タ ム ク ラ ス を使用する意図を コ ンテナに伝え、 エンテ ィ テ ィ  Bean の主キーを
生成し ます。 それには、 プロパテ ィ  primaryKeyGenerationListener を主キージェネ
レータのク ラ ス名に設定し ます。

CMP エンジンによる主キーの実装

主キーの生成は、 CMP エンジンでも実装でき ます。 Borland では 4 つのプロパテ ィ で、
データベース固有の機能を利用し た主キー生成をサポー ト し ています。 次にそれらのデプ
ロ イ メ ン ト 情報について説明し ます。

■ getPrimaryKeyBeforeInsertSql
■ getPrimaryKeyAfterInsertSql
■ ignoreOnInsert
■ useGetGeneratedKeys

列プロパテ ィ であ る  ignoreOnInsert 以外はどのプロパテ ィ も テーブルプロパテ ィ で
す。

Oracle シーケンス：getPrimaryKeyBeforeInsertSql 
を使用

プロパテ ィ  getPrimaryKeyBeforeInsertSql は、 一般には Oracle シーケン ス と併用
し ます。 こ のプロパテ ィ の値は、 シーケン スから生成される主キーを選択するための SQL 
文です。 た と えば、 プロパテ ィ を次のよ う に設定し ます。

SELECT MySequence.NEXTVAL FROM DUAL

CMP エンジンは、 こ の SQL を実行し、 ResultSet から適切な値を抽出し ます。 この値は、
後続の INSERT を実行する と きの主キーと し て使用し ます。 ResultSet からの抽出は、 主
キーの型によ って異な り ます。

SQL サーバー：getPrimaryKeyAfterInsertSql と 
ignoreOnInsert を使用

SQL サーバーを使用する場合は、 プロパテ ィ を 2 つ指定し ます。 INSERT の実行後に SQL 
を実行する よ う に、 getPrimaryKeyAfterInsertSql プロパテ ィ で指定し ま し た。 上
記のよ う に、 CMP エンジンは、 主キーの型に基づいて ResultSet から主キーを抽出し ます。
プロパテ ィ  ignoreOnInsert も、 ア イデンテ ィ テ ィ 列の名前に設定し ます。 INSERT に
その列が設定されていないこ と が CMP エンジンに伝え られます。

JDataStore JDBC3: useGetGeneratedKeys を使用

Borland の JDataStore は、 新し い JDBC3 メ ソ ッ ド  
java.sql.Statement.getGeneratedKeys() をサポート し ています。 こ のメ ソ ッ ド で
は、 新し く 挿入さ れた行から 主キー値を取得し ます。 こ れ以外のコ ーディ ングは必要あり ま
せんが、 こ のメ ソ ッ ド はほかのデータ ベース ではサポート さ れていないので、 使用する のは 
Borland JDataStore に限定し てく ださ い。 こ のメ ソ ッ ド を使用する には、 論理プロ パティ  
useGetGeneratedKeys を  True に設定し ます。
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CMP エンジンによる主キーの実装

名前付きシーケンステーブルを使用した主キーの自動生
成

基底のデータベース （Oracle SEQUENCE など） と  JDBC ド ラ イバ （JDBC 3.0 での 
AUTOINCREMENT） がキーの生成をサポー ト し ていない場合は、 名前付き シーケン ステー
ブルを使って主キーの自動生成をサポー ト し ます。 名前付きシーケン ステーブルでは、 主
キーの生成に使用する キーを保持するテーブルを指定でき ます。 コ ンテナは、 このテーブ
ルを使ってキーを生成し ます。

テーブルは、 列と行がそれぞれ 1 つであ る必要があ り ます。

名前付きシーケン ステーブルを使用するには、 テーブルの行と列がそれぞれ 1 つで、 値は
（シーケン ス値と し て） 整数であ る必要があ り ます。 任意の整数値から なる 「SEQUENCE」
と い う  1 つの列を持つテーブルを作成する必要があ り ます。 次に例を示し ます。

  CREATE TABLE TAB_A_SEQ (SEQUENCE int); 
  INSERT into TAB_A_SEQ values (10);

こ の例では、 キーの生成は値 10 から始ま り ます。

こ の機能を有効にするには、 ejb-borland.xml の <column-properties> に次のよ う
に設定し ます。

<table-properties> 
        <table-name>TABLE_A</table-name> 
        <column-properties> 
       <column-name>ID</column-name> 
            <property> 
                <prop-name>autoPkGenerator</prop-name> 
                <prop-type>java.lang.String</prop-type> 
                <prop-value>NAMEDSEQUENCETABLE</prop-value> 
            </property> 
       <property> 
                <prop-name>namedSequenceTableName</prop-name> 
                <prop-type>java.lang.String</prop-type> 
                <prop-value>TAB_A_SEQ</prop-value> 
            </property> 
            <property> 
                <prop-name>keyCacheSize</prop-name> 
                <prop-type>java.lang.Integer</prop-type> 
                <prop-value>2</prop-value> 
            </property> 
            </column-properties> 
...... 
    </table-properties>

「ID」 は主キーの列です。 これは、 NAMEDSEQUENCETABLE を使って auto Pk Generation の
マーク が付け られています。 使用するテーブルは TAB_A_SEQ です。

メ モ getPrimaryKeyAfterInsert または useGetGeneratedKeys の使用時には、
ejb.CacheCreate プロパテ ィ を  false に設定し ます。 コ ンテナは、 Bean イ ン ス タ ン ス
の呼び出し をデ ィ スパッチするために主キーを知る必要があ り ます。 し たがって、
Create メ ソ ッ ド が戻る と同時に主キーを知る必要があ り ます。

キーキャ ッ シュサイズ
主キーの生成時に、 コ ンテナはキーをデータベース内のテーブルから取得し ます。
キーキ ャ ッ シ ュサイ ズを指定する と、 データベースへのア ク セスが減るため、 パ
フ ォーマン ス を改善する こ と ができ ます。 この機能を使用するには、 データベースが
取得する主キー値の数を指定するために、 ejb-borland.xml フ ァ イルで <key-
cache-size> 要素を設定し ます。 キ ャ ッ シ ュサイ ズの値が 1 よ り 大きい場合、 コ ン
テナは、 このキーの数を使って主キーを生成し ます。

キーキ ャ ッ シ ュのサイ ズが指定されていない場合のデフ ォル ト 値は 1 です。 キーキ ャ ッ
シ ュのサイ ズはオプシ ョ ンですが、 1 よ り 大きい値を指定し てパフ ォーマン スの 適化に
利用する こ と をお勧めし ます。

メ モ コ ンテナが再起動された場合、 またはク ラ ス タモード で使用される場合、 生成される キー
にギ ャ ッ プが生じ る場合があ り ます。
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第 章

Chapter   18 トランザクション管理   
こ の章では、 ト ラ ンザク シ ョ ンを処理する方法について説明し ます。

トランザクションの概要

ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト する  Java 2 Enterprise Edition （J2EE） などのプラ ッ ト フ ォーム
を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンを効率よ く 開発でき ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン対応のシス
テムでは、 障害回復やマルチユーザープロ グ ラ ミ ングなどの複雑な問題からプロ グ ラマが
解放され、 アプ リ ケーシ ョ ン開発が簡単にな り ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 1 つのデータ
ベースや 1 つのサイ ト に限定されません。 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 複数のサイ ト にわ
たって複数のデータベース を同時に更新する こ と ができ ます。

通常、 プロ グ ラマは、 アプ リ ケーシ ョ ンで行 う 作業を複数の単位に分割し ます。 このそれ
ぞれの作業単位が ト ラ ンザク シ ョ ンのこ と です。 アプ リ ケーシ ョ ンの実行中、 基底のシス
テムでは、 各作業単位 （各 ト ラ ンザク シ ョ ン） は、 ほかの処理に邪魔されずに完了し ま
す。 一部の ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し なかった場合、 基盤システムは ト ラ ンザク シ ョ ンを
ロールバッ ク し て、 その ト ラ ンザク シ ョ ンで実行されたすべての作業を元に戻し ます。

トランザクションの特性

一般に、 ト ラ ンザク シ ョ ン と は、 データベースなどの共有 リ ソースにア ク セスする操作を
意味し ます。 すべてのデータベースア ク セスは、 ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ンテキス ト 内で実
行されます。 どの ト ラ ンザク シ ョ ンにも、 次の特性が共通し てあ り ます。

■ 原子性 （Atomicity）

■ 一貫性 （Consistency）

■ 分離性 （Isolation）

■ 耐久性 （Durability）

これらの特性を ま と めて、 ACID と い う 略称で呼びます。

多 く の場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンは複数の操作で構成されます。 原子性と は、 その ト ラ ンザ
ク シ ョ ン内のすべての操作が実行されたか、 または何も実行されないこ と で、 ト ラ ンザク
シ ョ ンが完了し た とみな される こ と です。 ト ラ ンザク シ ョ ンの一部の操作を実行でき な
かった場合は、 すべての操作が実行されません。

一貫性と は、 リ ソースの一貫性を意味し ます。 データベースは ト ラ ンザク シ ョ ン中に、 あ
る一貫し た状態から別の一貫し た状態に移行する必要があ り ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンで
は、 データベースのセマンテ ィ ク スの整合性と物理的な整合性を維持する必要があ り ま
す。
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トランザクションマネージャサービス

分離性と は、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンが現在データベース を操作し ている唯一の ト ラ ンザク
シ ョ ンであ る よ う に見え る こ と です。 ほかの ト ラ ンザク シ ョ ンが同時に実行されている可
能性も あ り ます。 ただし、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 ほかの ト ラ ンザク シ ョ ンが正常に完了
し て結果を コ ミ ッ ト する まで、 ほかの ト ラ ンザク シ ョ ンが操作中のデータ を見る こ と はあ
り ません。 ほかの ト ラ ンザク シ ョ ンによ る更新の一部だけが見え る と、 更新内容が相互に
依存する場合、 データベースが一貫し ていないよ う に見え る可能性があ り ます。 分離性に
よ り 、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンはこ のよ う なデータの矛盾から保護されます。

ト ラ ンザク シ ョ ンの分離性は、 データベースで許可される並行処理のレベルによ って変わ
り ます。 分離レベルが高 く な るほど、 並行性が制限されます。 すべての ト ラ ンザク シ ョ ン
をシ リ ア ラ イゼーシ ョ ンでき る場合、 分離レベルは 大にな り ます。 この場合、 データ
ベースの内容は、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンがそれぞれ単独に実行され、 ほかの ト ラ ンザク シ ョ
ン と重なる こ と がないよ う に見えます。 しかし、 アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、 分離レベ
ルを下げて並行性を高める こ と ができ ます。 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ンでは多 く の ト ラ
ンザク シ ョ ンが同時に実行されるため、 各 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 部分的に更新された一貫
し ないデータ を読み取る可能性があ り ます。

耐久性と は、 障害などが発生し た場合でも、 コ ミ ッ ト された ト ラ ンザク シ ョ ンによ る更新
内容がデータベース中で存続する必要があ る と い う こ と です。 耐久性によ り 、 コ ミ ッ ト さ
れた更新がコ ミ ッ ト 操作後の障害に関係な く 存続する こ と と、 システム または メ デ ィ アの
障害からデータベース を回復でき る こ と が保証されます。

トランザクションのサポート

BorlandAppServer （AppServer） は、 フ ラ ッ ト な ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト し ますが、 ネ
ス ト された ト ラ ンザク シ ョ ンはサポー ト し ません。 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 暗黙的に伝達さ
れます。 つま り 、 ユーザーが ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト をパラ メ ータ と し て明示的に
渡す必要はあ り ません。 J2EE コ ンテナがク ラ イ アン ト のためにこの作業を透過的に処理す
るからです。

ト ラ ンザク シ ョ ン管理は、 プロ グ ラ ムから標準の JTS または JTA API を呼び出すこ と で実
行でき ます。 また、 Enterprise JavaBeans （EJB） などの J2EE コ ンポーネン ト を記述する際
に推奨される別の方法と し ては、 J2EE コ ンテナが透過的に ト ラ ンザク シ ョ ンを開始および
停止する宣言的な ト ラ ンザク シ ョ ンを使用し ます。

トランザクションマネージャサービス

AppServer では、 次の 2 つの ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャ （またはエンジン） を使用でき
ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャ （旧名 ： パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス）

■ OTS （旧名 ： 2PC ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス）

ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャは、 各 AppServer パーテ ィ シ ョ ン内に存在し ます。 これは、
CORBA ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス仕様の Java によ る イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。 ト ラ
ンザク シ ョ ンマネージ ャは、 ト ラ ンザク シ ョ ン タ イ ムア ウ ト と  1 フ ェーズコ ミ ッ ト プロ ト
コルをサポー ト し ます。 特殊な環境では、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト プロ ト コルでも使用でき ま
す。

ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャは、 次のよ う な場合に使用し て く ださい。

■ 1 フ ェーズコ ミ ッ ト プロ ト コルを使用する場合。

■ パフ ォーマン ス を改善する場合。 現在、 イ ンプロセスに設定でき るのは、 ト ラ ンザク
シ ョ ンマネージ ャだけです。 ト ラ ンザク シ ョ ン管理 API と その他の ト ラ ンザク シ ョ ン
コ ンポーネン ト は、 イ ンプロセスの JVM 呼び出し を行 う ため、 ト ラ ンザク シ ョ ンマ
ネージ ャは OTS エンジン よ り かな り 高速にな り ます。

■ 2 フ ェ ーズコ ミ ッ ト プロ ト コ ルを 使用し 、 ト ラ ン ザク ショ ン の回復を 考慮し ない場
合。 Enterprise JavaBeans のデプロ イ メ ン ト 時にビ ジネス ロ ジッ ク を チェ ッ ク する 場
合など は、 ト ラ ン ザク ショ ン の回復は必要あり ま せん。 2 フ ェ ーズコ ミ ッ ト でト ラ ン
ザク ショ ン マネージャ を 使用する 場合は、 AppServer 管理コ ン ソ ールのパーティ ショ
ン 内に表示さ れる ［ Transaction Manager］ の［ Properties］ で、［ Allow unrecoverable 
completion］ プロ パティ を  true に設定する 必要があり ま す。 ま たは、 パーティ ショ ン
の  EJBAllowUnrecoverableCompletion シス テム プロ パティ を 設定する こ と も で
き ま す。
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OTS エンジンは、 独立し たア ド レ ス空間に存在し ます。 分散 ト ラ ンザク シ ョ ン CORBA ア
プ リ ケーシ ョ ンに完全な ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 OTS エンジンは VisiBroker ORB 上
に実装され、 単一の統合アーキテ クチャで基本的なサービ ス を提供し て、 分散 ト ラ ンザク
シ ョ ンを単純化し ます。 提供されるサービ スには、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス、 回復、 ロ
グ、 データベース と の統合、 管理機能などがあ り ます。

分散トランザクションと 2 フェーズコミット

Borland EJB コ ンテナでは、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンを扱 う こ と ができ ます。 分散 ト ラ ンザク
シ ョ ン と は、 複数のシステム、 プラ ッ ト フ ォーム、 および Java 仮想マシン （JVM） にまた
がる ト ラ ンザク シ ョ ンです。

複数の リ ソースにわたってデータ を操作する ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト
プロセス を使用し ます。 こ のプロセスでは、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関連するすべての リ ソー
スが ト ラ ンザク シ ョ ンによ って正し く 更新されます。 一部の リ ソース を更新でき ない場合
は、 どの リ ソース も更新されません。

メ モ AppServer では、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト ト ラ ンザク シ ョ ンがサポー ト されていますが、 リ モー
ト プロ シージ ャ コール （RPC） の数が多 く 、 負荷が大き く なる こ と が避け られないため、
必要な と きにだけ使用し て く ださ い。 次の節の 156 ページの 「2 フ ェーズコ ミ ッ ト ト ラ ン
ザク シ ョ ンを使用する場合」 を参照し て く ださい。

2 フ ェーズコ ミ ッ ト には 2 つの手順があ り ます。 初の手順は、 準備フ ェーズです。 この
フ ェーズでは、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スは、 ト ラ ンザク シ ョ ンに関連する各 リ ソースが
更新の準備を行 う よ う に要求し、 その更新を コ ミ ッ ト でき るかど う かを ト ラ ンザク シ ョ ン
サービ スに通知し ます。 2 番めのステ ッ プは、 コ ミ ッ ト フ ェーズです。 ト ラ ンザク シ ョ ン
サービ スは、 すべての リ ソースが更新プロセス を実行でき る と通知し た場合にだけ、 実際
に更新を開始し ます。 いずれかの リ ソースで更新を実行できないこ と が通知された場合、
ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スはほかのすべての リ ソースに、 その ト ラ ンザク シ ョ ンに関連す
るすべての更新を ロールバッ クする よ う に指示し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャ と  OTS エンジンは、 異種分散 （2 フ ェーズコ ミ ッ ト ） ト ラ ン
ザク シ ョ ン、 および異種 リ ソース用の 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の両方をサポー ト し ます。

デフ ォル ト では、 ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャは、 1 つのグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに
複数の リ ソースが関与する こ と は許可し ませんが、 リ カバ リ 不可 ト ラ ンザク シ ョ ンの実行
をサポー ト する こ と によ り 、 複数の リ ソースが関与でき る よ う に設定でき ます。 これは、
管理コ ン ソールから ［Allow unrecoverable completion］ オプシ ョ ンを設定するか （ ト ラ ンザ
ク シ ョ ンマネージ ャ を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択）、 パーテ ィ シ ョ ンのシステムプ
ロパテ ィ  EJBAllowUnrecoverableCompletion を設定し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンマネー
ジ ャで有効にでき ます。 ［Allow unrecoverable completion］ を有効にする と、 ト ラ ンザク
シ ョ ン コ ミ ッ ト プロセス時に、 コ ンテナは、 関与するすべての リ ソースに対し て 1 フ ェー
ズコ ミ ッ ト 呼び出し を実行し ます。 ［Allow unrecoverable completion］ を有効にする と、 ト
ラ ンザク シ ョ ンが完了する前にエラーが発生し て も回復する こ と ができず、 関与する リ
ソースに不整合が発生する可能性があ るため、 慎重に使用し て く ださい。

異種 2 フ ェーズコ ミ ッ ト ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト するには、 基底の リ ソースの XA サ
ポー ト に OTS エンジンを統合する必要があ り ます。 DBMS ベンダーによ る  XA 対応の 
JDBC ド ラ イバ、 および メ ッ セージサービ スプロバイ ダが提供する  JMS サポー ト によ り 、
EJB コ ンテナ と  OTS エンジンは、 単一 ト ラ ンザク シ ョ ンに複数の リ ソース を関与させる こ
と ができ ます。

同種データベースに対し て 2 フ ェーズコ ミ ッ ト を行 う 場合は、 DBMS サーバーを設定する
必要があ り ます。 こ の場合、 初のデータベースへのコ ミ ッ ト を制御するのはコ ンテナで
すが、 それ以降のデータベースへのコ ミ ッ ト は、 DBMS に組み込まれている ト ラ ンザク
シ ョ ン コーデ ィ ネータ を使用し て、 DBMS サーバーが制御し ます。 詳細については、 各ベ
ンダーによ って提供される  DBMS サーバーのマニュ アルを参照し て く ださい。
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2 フェーズコミットトランザクションを使用する場合

パフ ォーマン スが高い分散アプ リ ケーシ ョ ンを構築するための基本的な 1 つの方法は、 リ
モー ト プロ シージ ャ コール （RPC） の数を制限する こ と です。 こ こ では、 2 フ ェーズコ
ミ ッ ト ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する場合と し ない場合の一般的な状況について説明し ま
す。 必要がない場合は 2 フ ェーズコ ミ ッ ト ト ラ ンザク シ ョ ンの使用を回避する と、
XAResource オブジェ ク ト および OTS エンジンに関連する不要な RPC が使用されな く な る
ため、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフ ォーマン スが大幅に向上し ます。

同じ ト ラ ンザクシ ョ ン内で複数の JDBC 接続を使って 1 つのベ
ンダーの複数のデータベース リ ソースにアクセスする場合
1 つのベンダーによ る複数のデータベースにア ク セスする シナ リ オでは、 多 く の場
合、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト の使用を回避でき ます。 1 つのデータベースにア ク セス し、

初のデータベースへの接続を介し て ト ンネ リ ングア ク セスする こ と で、 2 つ目の
データベースにア ク セスでき ます。 Oracle などの DBMS にはこの機能が備わっていま
す。 この場合、 AppServer パーテ ィ シ ョ ンは、 「前面」 のデータベースへの 1 つの 
JDBC 接続だけで設定でき ます。 「背後」 のデータベースへのア ク セスは、 初の 
JDBC 接続を ト ンネ リ ング し ます。

同じ ト ラ ンザクシ ョ ン内で同じデータベース リ ソースへの複数
の JDBC 接続を使用する場合
単一 ト ラ ンザク シ ョ ン内で、 1 つのデータベースに対し て複数の リ ソースによ って複
数の JDBC 接続が取得および使用される場合は、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト の使用を回避で
き ます。 JDBC 接続は、 XA データ ソースから取得する必要があ り ます。 ただし、 関
係する リ ソースが 1 つだけなので、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト ではな く 、 1 フ ェーズ コ ミ ッ
ト を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを実行でき ます。 これは、 OTS エンジンではな く 、 ト ラ
ンザ ク シ ョ ンマネージ ャ を使用する こ と で実現でき ます。 も う  1 つの方法と し ては、
ト ラ ンザク シ ョ ンに関連するすべての EJB を分散し たパーテ ィ シ ョ ンに配置するので
はな く 、 ま と めて配置し ます。 この場合は、 使用されるのは XA 以外のデータ ソース
であ り 、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト は必要あ り ません。

単一 ト ラ ンザクシ ョ ン内で複数の異種リ ソースを使用する場合
この場合は、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト ト ラ ンザ ク シ ョ ンを使用する必要があ り ます。 この
よ う な状況は、 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ンで Oracle と  Sybase の両方を処理し ている場合
や、 Oracle データベース と  MQSeries などの JMS プロバイ ダへのア ク セス を含む ト ラ
ンザ ク シ ョ ンの場合などです。 後者の場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンは JTA XAResource オ
ブジェ ク ト を使って調整され、 Oracle の場合は JDBC を介し て、 MQSeries の場合は 
JMS を介し て取得されて、 両方の リ ソースが 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト ト ラ ンザク シ ョ ンの
実行に使用されます。 OTS エンジンが提供する  2 フ ェーズ コ ミ ッ ト 機能は、 単一 ト ラ
ンザ ク シ ョ ンで複数の互換性のない リ ソースにア ク セスする場合にだけ必要です。

メ モ デフ ォル ト の ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と し て OTS エンジンを使用するには、 初に ト
ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャ を停止する必要があ り ます。
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EJB と 2PC トランザクション

J2EE プラ ッ ト フ ォームへの メ ッ セージングの導入によ って、 単一 ト ラ ンザク シ ョ ン内で 
EJB から複数の リ ソースにア ク セスする多 く の一般的なシナ リ オが用意されま し た。 前に
説明し た よ う に、 ト ラ ンザク シ ョ ンに複数の リ ソースが含まれる場合、 2 フ ェーズコ ミ ッ
ト プロ ト コルを使って ト ラ ンザク シ ョ ンを確実に実行するには OTS エンジンが必要です。
次のよ う なサンプルシナ リ オがあ り ます。

■ 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ン内で、 それぞれ異なるデータベースに永続化されている  2 種類
のエンテ ィ テ ィ  Bean にセ ッ シ ョ ン Bean がア ク セスする。

■ セ ッ シ ョ ン Bean がエンテ ィ テ ィ  Bean にア ク セス し、 同じ ト ラ ンザク シ ョ ン内で、
メ ッ セージを JMS キ ューに送信する などの メ ッ セージング作業をい く つか実行する。

■ メ ッ セージ駆動型 Bean の onMessage メ ソ ッ ド で、 メ ッ セージ配信時にエンテ ィ テ ィ  
Bean にア ク セスする。

上記の各サンプルでは、 単一 ト ラ ンザク シ ョ ンの一部と して、 セッ シ ョ ン Bean 内または
メ ッセージ駆動型 Bean 内から  2 種類の リ ソースにア クセスする必要があ り ます。 これらの 
EJB は、 REQUIRED ト ラ ンザク シ ョ ン属性が定義されてから、 OTS エンジンにア クセスする
必要があ り ます。 ただし、 OTS エンジンが実行されている場合は、 そのパーテ ィ シ ョ ンにデ
プロ イ メ ン ト されたすべてのモジュールは OTS エンジンを認識でき、 利用を試みる こ とが
でき ます。 OTS エンジンは、 ト ラ ンザク シ ョ ンに登録されている リ ソースが 1 つの場合にだ
け 1 フ ェーズコ ミ ッ ト を実行し ますが、 これは外部プロセスなので、 追加の RMI 負荷が発
生し ます。 可能であれば、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト ト ラ ンザク シ ョ ンに関連しない EJB に対して
は、 イ ンプロセスの ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャ を使用し ます。 AppServer で ト ラ ンザク
シ ョ ンサービスを よ り 有効に活用するには、 2PC ト ラ ンザク シ ョ ンの実行が必要な EJB に対
して、 Bean レベルプロパテ ィ  ejb.transactionManagerInstanceName を指定し ます。
このプロパテ ィ によ り 、 関連する  Bean の任意の メ ソ ッ ド で ト ラ ンザク シ ョ ンを確立する  
EJB コ ンテナが使用する  OTS エンジンの名前が決ま り ます。 すべての EJB で ト ラ ンザク
シ ョ ンマネージャ と  OTS エンジンの両方を使用でき ますが、
ejb.transactionManagerInstanceName が指定されていない EJB だけが ト ラ ンザク
シ ョ ンマネージャ を検索し ます。

こ のプロパテ ィ は、 セ ッ シ ョ ン Bean または メ ッ セージ駆動型 Bean に対し て一般に使用で
き ます。 これは、 ト ラ ンザク シ ョ ンが通常、 セ ッ シ ョ ン Bean の前面または メ ッ セージ駆
動型 Bean の onMessage メ ソ ッ ド で確立される ためです。

ejb.transactionManagerInstanceName プロパテ ィ を設定するには、 管理コ ン ソー
ルを使用し ます。 デプロ イ メ ン ト された EJB モジュールに移動し、 右ク リ ッ ク し て、
［DDEditor］ を選択し ます。 DDEditor のナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 必要な Bean を選択し ま
す。 ［Properties］ タブを選択し、 ejb.transactionManagerInstanceName プロパテ ィ
を追加し ます。 こ のプロパテ ィ を String と し て定義し、 「MyTwoPhaseEngine」 など、 一
意の名前を指定し ます。

次に、 OTS エンジンのフ ァ ク ト リ 名を ejb.transactionManagerInstanceName の値
に変更し ます。 管理コ ン ソールで、 「corbaSample」 設定から 「OTS エンジン」 管理オブ
ジェ ク ト タ イプ と し て識別された OTS エンジンを選択し ます。 右ク リ ッ ク し、 ド ロ ッ プ
ダウ ン メ ニューから ［Properties］ を選択し ます。 ［Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、
［Settings］ タブを選択し、 ［Factory Name］ の値を変更し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 サー
ビ ス を再起動し ます。 OTS エンジンは、 AppServer サーバーと関係な く コマン ド ラ イ ンか
ら起動する こ と もでき ます。 フ ァ ク ト リ 名は、 次のよ う に vbroker.ots.name プロパ
テ ィ を使って指定する こ と もでき ます。

prompt> ots -Dvbroker.ots.name=<MyTwoPhaseEngine>

これで、 EJB は 「MyTwoPhaseEngine」 と い う 名前の OTS エンジンを使用する よ う にな り
ます。 前に説明し た よ う に、 パーテ ィ シ ョ ンが複数の J2EE モジュールをホス ト し ている
場合があ り ますが、 ejb.transactionManagerInstanceName が設定されている  Bean 
だけが OTS エンジン （デフ ォル ト 以外の） に割 り 当て られます。 ト ラ ンザク シ ョ ン内で
メ ソ ッ ド呼び出しが必要であって も、 2PC が必要でないパーテ ィ シ ョ ン内のその他の Bean 
は、 ローカルサービ スアフ ィ ニテ ィ によ り 、 常に ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャ を検索し ま
す。

次に、 デプロ イ メ ン ト 設定の使用方法のサンプルを示し ます。 下に表示されている コード
は、 デプロ イ メ ン ト された EJB モジュールにパッ ケージ されているデプロ イ メ ン ト デス ク
リ プタ  ejb-borland.xml からの抜粋です。 これらは、 DDEditor で表示でき ます。
ejb.transactionManagerInstanceName プロパテ ィ は、 セ ッ シ ョ ン Bean
「OrderSesEJB」 に対し て設定し ます。 OrderSesEJB は、 顧客から注文を受け、 データベー
ス内に注文を作成し、 部品を製造する よ う に製造元に メ ッ セージを送信し ます。
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<ejb-jar> 
    <enterprise-beans> 
        <session> 
            <ejb-name>OrderSesEJB</ejb-name> 
            <bean-home-name>OrderSes</bean-home-name> 
            <bean-local-home-name /> 
            <ejb-local-ref> 
                <ejb-ref-name>ejb/OrderEntLocal</ejb-ref-name> 
                <jndi-name>OrderEntLocal</jndi-name> 
            </ejb-local-ref> 
            <ejb-local-ref> 
                <ejb-ref-name>ejb/ItemEntLocal</ejb-ref-name> 
            </ejb-local-ref> 
            <resource-ref> 
                <res-ref-name>jms/QueueConnectionFactory</res-ref-name> 
                <jndi-name>QueueConnectionFactory</jndi-name> 
            </resource-ref> 
            <resource-env-ref> 
                <resource-env-ref-name>jms/OrderQueue</resource-env-ref-name> 
                <jndi-name>OrderQueue</jndi-name> 
            </resource-env-ref> 
            <property> 
                <prop-name>ejb.transactionManagerInstanceName</prop-name> 
                <prop-type>String</prop-type> 
                <prop-value>TwoPhaseEngine</prop-value> 
            </property> 
        </session> 
 
<ejb-jar>

ラン タ イムシナリオのサンプル
下の図は、 標準のト ラ ンザク ショ ンマネージャ と  OTS エンジンが共存し ている 設定を
表し ていま す。 こ のデプロ イ メ ント 設定では、 2PC ト ラ ンザク ショ ンに関与する  Bean 
は、「 TwoPhaseEngine」 と いう 名前の OTS エンジンによ ってト ラ ンザク ショ ンが管
理さ れ、 2PC ト ラ ンザク ショ ンの必要がない Bean は、 デフォ ルト のイ ンプロ セス のト
ラ ンザク ショ ンマネージャ を使用し ま す。

使用するサンプルアーカ イブは、 AppServer パーテ ィ シ ョ ン内の complex.ear です。 次
の 3 つの Bean があ り ます。

■ OrderSesEJB ： 顧客から注文を受け、 データベース内に注文を作成し、 部品を製造する よ
う に製造元に メ ッ セージを送信し ます。

■ UserSesEJB ： 企業データベース内に新規ユーザーを作成し ます。 ア ク セスするデータ
ベースは 1 つだけなので、 1PC エンジン （ ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャ） にだけア ク セ
スする必要があ り ます。

■ OrderCompletionMDB ： 部品の発送に関し て製造元から通知を受け取 り ます。 また、 エン
テ ィ テ ィ  Bean を使ってデータベース を更新し ます。

次の手順で、 こ のデプロ イ メ ン ト シナ リ オのサンプルを設定し ます。

1 DDEditor を使用し て、 OrderSesEJB Bean と  OrderCompletionMDB Bean に 
ejb.transactionManagerInstance プロパテ ィ を追加し ます。 こ のサンプル用の
上記の XML 抽出部分を参照し て く ださい。

2 次に、 管理コ ン ソールを使用し て、 OTS エンジンのフ ァ ク ト リ 名を 「TwoPhaseEngine」
に設定し て起動し ます。

3 ローカルの ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャは有効にし ておき ます。

次の図は、 ク ラ イ アン ト と  AppServer パーテ ィ シ ョ ン間の関係と、 上記の設定に基づいて 
AppServer パーテ ィ シ ョ ンが正しい ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス を検索する方法を示し ます。
すべての Bean は、 ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ンテナ管理される こ と を前提と し ています。
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1PC の使い方のサンプル

1 ク ラ イ アン ト は、 UserSesEJB の メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 これは、 データベース内に
ユーザーを作成する メ ソ ッ ド のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンです。

2 その呼び出しが実際に呼び出される前に、 パーテ ィ シ ョ ンは、 次に示すよ う に、 イ ン
プロセスの ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャ を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。

3 セ ッ シ ョ ン Bean は、 い く つかのデータベース作業を実行し ます。

4 呼び出しが終了する と、 パーテ ィ シ ョ ンは commit を発行し ます。

5 ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャは、 データベース リ ソースに対し て 
commit_one_phase() を呼び出し ます。

図 18.1 1PC の使い方のサンプル

2PC の使い方のサンプル

1 ク ラ イ アン ト は、 OrderSesEJB.create() メ ソ ッ ド を呼び出し て、 新しい注文を作
成し ます。

2 こ の Bean は、 TwoPhaseEngine と い う 名前の OTS エンジンを使用する よ う に設定され
ているため、 コ ンテナは、 「TwoPhaseEngine」 と い う 名前の正しい ト ラ ンザク シ ョ ン
サービ ス を検索し、 それを使って ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。

3 セ ッ シ ョ ン Bean は、 い く つかのデータベース作業を実行し、 JMS キ ューに メ ッ セージ
を送信し ます。

4 呼び出しが終了する と、 パーテ ィ シ ョ ンは commit を発行し ます。

5 OTS エンジンは、 データベース と  JMS リ ソース を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンの実行
を調整し ます。
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図 18.2 2PC の使い方のサンプル

MDB を使用した 2PC の使い方のサンプル
あ る時点で、 REQUIRED ト ラ ンザク シ ョ ン属性を持つ onMessage() メ ソ ッ ド を呼び
出すこ と によ り 、 非同期 メ ッ セージが OrderCompletionMDB に配信されます。 コ
ンテナは、 ITS を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し、 次に onMessage() メ ソ ッ ド を
呼び出し ます。 メ ソ ッ ド の本体で、 Bean がデータベース を更新し て注文配送を通知
し ます。 2 つの リ ソースが関連し ている こ と に注意し て く ださい。 初の リ ソースは 
JMS リ ソースです。 これは、 メ ッ セージを取得し た MDB イ ン ス タ ン スに関連付け ら
れています。 2 つ目の リ ソースは、 MDB イ ン ス タ ン スが更新し たデータベースです。
このシナ リ オは、 ほぼ上のサンプル図と同じです。

メ モ MDB では、 ejb.transactionManagerInstanceName もサポー ト されています。 詳細
については、 177 ページの 「MDB と ト ラ ンザク シ ョ ン」 を参照し て く ださ い。
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Enterprise JavaBeans の宣言的なトランザクション管理

Enterprise JavaBeans （EJB） の ト ラ ンザク シ ョ ン管理は、 EJB コ ンテナ と  EJB によ って処理
されます。 Enterprise JavaBeans を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 単一の ト ラ ンザク
シ ョ ン内で複数のデータベースのデータ を更新でき ます。

EJB では、 従来の ト ラ ンザク シ ョ ン管理の形式 と は違 う 宣言形式で ト ラ ンザク シ ョ ンを管
理し ます。 宣言的な管理では、 EJB がデプロ イ メ ン ト 時に ト ラ ンザク シ ョ ン属性を宣言し
ます。 こ の ト ラ ンザク シ ョ ン属性には、 EJB コ ンテナ と エン タープラ イ ズ Bean 自身のど
ち らかで ト ラ ンザク シ ョ ンを管理するかど う か、 およびその場合はどの範囲まで ト ラ ンザ
ク シ ョ ンを管理するかを指示し ます。

従来はアプ リ ケーシ ョ ンが ト ラ ンザク シ ョ ンのすべての面を管理し ていま し た。 そのた
め、 次のよ う なオペレーシ ョ ンを必要と し ま し た。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト を作成する

■ ト ラ ンザク シ ョ ンを明示的に開始する

■ ト ラ ンザク シ ョ ンに関連する リ ソース を登録する

■ ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を監視する

■ すべての更新が完了し た ら、 ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト する

ト ラ ンザク シ ョ ンを 初から 後まで管理する アプ リ ケーシ ョ ンを作成するには、 開発者
が広範囲な ト ラ ンザク シ ョ ン処理に関する専門知識を持つ必要があ り ます。 そのよ う なア
プ リ ケーシ ョ ンのコード は複雑で難し く 、 エラーがよ く 発生し ます。

プロ グ ラマのかわ り に、 EJB コ ンテナが宣言によ る ト ラ ンザク シ ョ ン管理を使用し て、 ト
ラ ンザク シ ョ ンのほ と んどの面を管理し ます。 EJB コ ンテナは、 ト ラ ンザク シ ョ ンの開始
と終了を処理する と と もに、 ト ラ ンザク シ ョ ンオブジェ ク ト の存続期間の 初から 後ま
で、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を保持し ます。 特に分散環境における ト ラ ンザク シ ョ
ンでは、 これによ ってアプ リ ケーシ ョ ン開発者の責任と作業量が大き く 軽減されます。

Bean 管理のトランザクションとコンテナ管理のトランザ
クション

EJB がビジネス メ ソ ッ ド のコード で独自の ト ラ ンザク シ ョ ンを確立し た場合、 その Bean 
は Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する こ と にな り ます。 一方、 エン タープラ イ ズ 
Bean がすべての ト ラ ンザク シ ョ ンの確立を EJB コ ンテナに依頼し、 コ ンテナがアプ リ
ケーシ ョ ンアセンブラのデプロ イ メ ン ト 指示に基づいて ト ラ ンザク シ ョ ンを確立し た場
合、 そのエン タープラ イ ズ Bean はコ ンテナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する こ と にな
り ます。

ステー ト フルまたはステー ト レ スの EJB セ ッ シ ョ ン Bean では、 Bean 管理の ト ラ ンザク
シ ョ ン と コ ンテナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用でき ます。 ただし、 1 つの Bean で両方を
同時に使用でき ません。 EJB エンテ ィ テ ィ  Bean では、 コ ンテナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ン
しか使用でき ません。 EJB が使用する ト ラ ンザク シ ョ ンの種類は、 Bean プロバイ ダが決定
し ます。

ト ラ ンザク シ ョ ンを Bean のあ るオペレーシ ョ ンで開始し、 別のオペレーシ ョ ンで終了す
る場合は、 EJB が独自の ト ラ ンザク シ ョ ンを管理でき ます。 ただし、 そのよ う に設計する
と、 初のオペレーシ ョ ンで ト ラ ンザク シ ョ ン開始 メ ソ ッ ド を呼び出し た後で、 確実に ト
ラ ンザク シ ョ ン終了 メ ソ ッ ド が呼び出される こ と を保証しに く く な り ます。

エン タープラ イ ズ Bean では、 Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンではな く 、 でき るだけコ ンテ
ナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用し て く ださい。 コ ンテナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用
すれば、 プロ グ ラ ミ ングが簡単にな り 、 プロ グ ラ ムエラーも少な く な り ます。 また、 コ ン
テナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ン Bean の方がカス タマイ ズ しやす く 、 ほかの Bean と容易に組
み合わせる こ と ができ ます。
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ローカルトランザクションとグローバルトランザクション

ト ラ ンザク シ ョ ンには、 1 つ以上の リ ソースマネージャが維持するデータに実行された作
業の原子単位が含まれます。 リ ソースマネージ ャの例と し ては、 データベース管理システ
ム と  JMS メ ッ セージプロバイ ダがあ り ます。 ローカル ト ラ ンザク シ ョ ンには、 外部 ト ラ ン
ザク シ ョ ンマネージ ャから独立し た 1 つの リ ソースマネージ ャに実行された作業が含まれ
ます。 た と えば、 データベースから取得する  JDBC 接続は、 接続の autoCommit モード が
オフの場合、 データベース を更新するために SQL オペレーシ ョ ンを実行し てから、 ロー
カル ト ラ ンザク シ ョ ン内で commit() オペレーシ ョ ンを使って作業を コ ミ ッ ト でき ます。
autoCommit モード がオフでない場合、 各オペレーシ ョ ンはローカル ト ラ ンザク シ ョ ン内で
実行されます。 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンは、 パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンザク シ ョ ンマネー
ジ ャ、 OTS エンジンなどの ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャによ って調整され、 1 つ以上の分
散 リ ソースマネージ ャに実行された作業を含める こ と も でき ます。 コ ンテナ管理および 
Bean 管理の EJB ト ラ ンザク シ ョ ン管理は、 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンの使用を意味し
ます。 1 つの リ ソースマネージャがグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに参加する場合、 すべて
の作業はグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンのかわ り にローカル ト ラ ンザク シ ョ ン内で実行され
ます。 詳細については、 EJB 仕様バージ ョ ン 2.0 のセ ク シ ョ ン 17.6.4 の 「Local transaction 
optimization」 を参照し て く ださい。

Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンによ って定義された EJB の メ ソ ッ ド は、 JTA イ ン ター
フ ェース  javax.transaction.UserTransaction のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンハン ド ル
を取得し て、 明示的にグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに参加するためにオペレーシ ョ ンを呼
び出す必要があ り ます。

コ ンテナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 EJB コ ンテナは各 EJB の メ ソ ッ ド呼び出しに介入
し、 一定の規則にし たがって作業をグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンの一部と し て処理する必
要があ るかど う かを決定し ます。 コ ンテナの決定は、 コ ンポーネン ト デプロ イ メ ン ト デス
ク リ プタの中でアプ リ ケーシ ョ ンアセンブラによ って設定された メ ソ ッ ド の ト ラ ンザク
シ ョ ン属性値に依存し、 またグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト が メ ソ ッ ド の呼び
出し時に存在するかど う かに依存し ます。 EJB 仕様バージ ョ ン 2.0 のセ ク シ ョ ン 17.6.2.7 の
「Transaction attribute summary」 の表 14 を参照し て く ださい。 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン
コ ンテキス ト な しに メ ソ ッ ド が処理される場合、 メ ソ ッ ド内から外部 リ ソースマネージャ
に対し て実行される作業はローカル ト ラ ンザク シ ョ ンを使って行われます。 次に、 コ ンテ
ナ管理の ト ラ ンザク シ ョ ン境界を持つ EJB の EJB メ ソ ッ ド に対し てローカル ト ラ ンザク
シ ョ ンを使用する場合のサンプルを示し ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン属性が NotSupported に設定され、 リ ソースへのア ク セスが検出さ
れた場合

■ ト ラ ンザク シ ョ ン属性が Supports に設定されてお り 、 a） メ ソ ッ ド がグ ローバル ト ラ
ンザク シ ョ ンから呼び出されていない、 および b） リ ソースがア ク セス された場合

■ ト ラ ンザク シ ョ ン属性が Never に設定され、 リ ソースへのア ク セスが検出された場合
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トランザクションの属性

Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する  EJB では、 各 メ ソ ッ ド に ト ラ ンザク シ ョ ン属性
が関連付け られます。 これらの属性の値は、 Bean が関与する ト ラ ンザク シ ョ ンの管理方法
を コ ンテナに指示し ます。 Bean の メ ソ ッ ド には、 6 種類の ト ラ ンザク シ ョ ン属性を関連付
ける こ と ができ ます。 こ の関連付けは、 アプ リ ケーシ ョ ンアセンブラ またはデプロ イヤが
デプロ イ メ ン ト 時に行います。

次のよ う な属性があ り ます。

■ Required - こ の属性を使用する場合、 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内
で、 関連付け られた メ ソ ッ ド によ って作業が実行されます。 呼び出し元がすでに ト ラ
ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を持っている場合、 コ ンテナはそのコ ンテキス ト を使用し
ます。 呼び出し元が ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を持っていない場合、 コ ンテナは
新しい ト ラ ンザク シ ョ ンを自動的に開始し ます。 この属性を使用する と、 同じ グ ロー
バル ト ラ ンザク シ ョ ンを使って複数の Bean を簡単にま と める こ と ができ、 各 Bean の
作業を調整でき ます。

■ RequiresNew - この属性は、 メ ソ ッ ド に既存の ト ラ ンザク シ ョ ンを関連付けない場合
に使用し ます。 こ の属性を使用する と、 コ ンテナは常に新しい ト ラ ンザク シ ョ ンを開
始し ます。

■ Supports - こ の属性の場合、 メ ソ ッ ド はグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを使用し ませ
ん。 こ の属性は、 Bean メ ソ ッ ド が 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ン リ ソースにア ク セスする場
合、 または ト ラ ンザク シ ョ ン リ ソースにア ク セス し ない場合で、 かつ別のエン タープ
ラ イ ズ Bean を呼び出さ ない場合に使用し て く ださい。 こ の属性の目的は、 グ ローバル
ト ラ ンザク シ ョ ンのコ ス ト を省いて 適化する こ と です。 この属性が設定され、 グ
ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンがすでに存在する場合、 EJB コ ンテナは、 呼び出す メ ソ ッ ド
を既存のグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに含めます。 この属性が設定され、 既存のグ
ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンが存在し ない場合、 コ ンテナは、 呼び出す メ ソ ッ ド のため
にローカル ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。 このローカル ト ラ ンザク シ ョ ンは、 メ
ソ ッ ド の終了と と もに完了し ます。

■ NotSupported - この属性の場合、 Bean はグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを使用し ませ
ん。 こ の属性を設定する場合、 メ ソ ッ ド はグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに関与させな
いで く ださ い。 EJB コ ンテナは、 既存のすべてのグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンを中断
し、 その メ ソ ッ ド のためのローカル ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。 このローカル ト
ラ ンザク シ ョ ンは、 メ ソ ッ ド の終了と と もに完了し ます。

■ Mandatory - この属性は使用しないこ と をお勧めし ます。 この属性は Requires に似てい
ますが、 呼び出し元があ らかじめ関連付けられた ト ラ ンザク シ ョ ンを持っている必要が
あ り ます。 持っていない場合、 コ ンテナは 
javax.transaction.TransactionRequiredException を発生させます。 この属
性を使用する と、 呼び出し元の ト ラ ンザク シ ョ ンに関して仮定が行われるため、 Bean の
組み合わせの柔軟性が損なわれます。

■ Never - この属性は使用し ないこ と をお勧めし ます。 この属性を使用する と、 EJB コ ン
テナは、 メ ソ ッ ド のローカル ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ます。 このローカル ト ラ ンザ
ク シ ョ ンは、 その メ ソ ッ ド の終了と と もに完了し ます。

通常は、 Required と  RequiresNew の 2 つの属性だけを使用し て く ださい。 Supports 
属性と  NotSupported 属性は 適化のために使用し ます。 Never と  Mandatory は、
Bean の組み合わせの柔軟性を損な う ため、 お勧めでき ません。 また、 ト ラ ンザク シ ョ ンの
同期化を考慮し た Bean で javax.ejb.SessionSynchronization イ ン ターフ ェース を
実装し ている場合、 アセンブラ またはデプロ イヤで指定でき る属性は、 Required、
RequiresNew、 または Mandatory のものだけです。 これらの属性を使用する と、 コ ン
テナは必ずグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン内で Bean を呼び出し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンの
同期は、 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン内でしか行 う こ と ができ ません。

メ モ ク ラ イ アン ト が呼び出し た EJB が他の EJB を呼び出し、 両方の EJB が同じデータベース
にア ク セスする場合、 呼びされる メ ソ ッ ド の ト ラ ンザク シ ョ ン属性が必須に設定されてい
ない と、 1 つの JDBC 接続だけが使用されます。 これは、 各 Bean で行われる処理が 1 つの
ト ラ ンザク シ ョ ンの一部にな るためです。
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JTA API を使用したプログラムによるトランザクション管理

JTA API を使用したプログラムによるトランザクション管理

すべての ト ラ ンザク シ ョ ンは、 Java Transaction API （JTA） を使用し ます。 コ ンテナ管理の
ト ラ ンザク シ ョ ンでは、 プラ ッ ト フ ォームが ト ラ ンザク シ ョ ン境界を指定し、 コ ンテナは 
JTA API を使用し ます。 開発者がこの API を Bean のコード で使用する必要はあ り ません。

ただし、 自身の ト ラ ンザク シ ョ ン （Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ン） を管理する  Bean は、
JTA の javax.transaction.UserTransaction イ ン ターフ ェース を使用する必要があ
り ます。 こ のイ ン ターフ ェースによ り 、 ク ラ イ アン ト またはコ ンポーネン ト が ト ラ ンザク
シ ョ ン境界を指定でき ます。 Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンを利用する  Enterprise JavaBeans 
は、 EJBContext.getUserTransaction() メ ソ ッ ド を使用し ます。

また、 すべての ト ラ ンザク シ ョ ン対応ク ラ イ アン ト は、 JNDI を使って 
UserTransaction イ ン ターフ ェース を検索し ます。 この場合には、 次のコード行に示す
よ う に、 JNDI ネー ミ ングサービ スによ る  JNDI の InitialContext を作成し ます。

javax.naming.Context context = new javax.naming.InitialContext();

次のコード では、 Bean が InitialContext オブジェ ク ト を取得し た ら、 JNDI lookup() 
操作を使って UserTransaction イ ン ターフ ェース を取得し ます。

javax.transaction.UserTransaction utx = (javax.transaction.UserTransaction) 
      context.lookup("java:comp/UserTransaction");

EJB は、 EJBContext オブジェ ク ト から  UserTransaction イ ン ターフ ェースへの リ フ ァ
レンスを取得でき ます。 エン タープラ イズ Bean は、 デフ ォル ト で EJBContext オブジェ ク
ト への リ フ ァ レンスを継承するからです。 したがって、 Bean は、 InitialContext オブ
ジェ ク ト を取得してから  JNDI lookup() メ ソ ッ ド を使用するかわ り に、
EJBContext.getUserTransaction() メ ソ ッ ド を使用し ます。 エン タープラ イズ Bean 
以外の ト ラ ンザク シ ョ ン対応ク ラ イアン ト では、 JNDI によ る検索を行 う 必要があ り ます。

UserTransaction イ ン ターフ ェースへの リ フ ァ レ ン ス を持つ Bean またはク ラ イ アン ト
は、 自身の ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し て管理し ます。 つま り 、 UserTransaction イ ン
ターフ ェースの メ ソ ッ ド を使用する と、 ト ラ ンザク シ ョ ンの開始、 コ ミ ッ ト 、 またはロー
ルバッ ク ができ ます。 begin() メ ソ ッ ド を使って ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し、 次に 
commit() メ ソ ッ ド を使ってデータベースの変更を コ ミ ッ ト し ます。 または、
rollback() メ ソ ッ ド を使用し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンのすべての変更を破棄し、 データ
ベース を ト ラ ンザク シ ョ ン開始前の状態に戻し ます。 begin() メ ソ ッ ド から  commit() 
メ ソ ッ ド までの間には、 ト ラ ンザク シ ョ ンの作業を実行する コード を記述し ます。

JDBC API の変更

AppServer では、 標準の Java Database Connectivity （JDBC） API を使用し て、 ベンダーが提
供する ド ラ イバによ って JDBC をサポー ト するデータベースにア ク セス し ます。 データ
ベースへのア ク セス要求は、 AppServer JDBC 接続プールを介し て一元管理されます。 こ こ
では、 ト ラ ンザク シ ョ ンの JDBC 動作に対し て AppServer JDBC プールが行 う 変更について
説明し ます。

JDBC プールは、 ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンがデータベースへの JDBC 接続を
取得でき る擬似 JDBC ド ラ イバです。 JDBC プールは、 JDBC 接続を ト ラ ンザク シ ョ ンマ
ネージ ャの ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け、 JDBC 接続を作成する  JDBC ド ラ イバに接続要
求をデ リ ゲー ト し ます。 JDBC プールを使って接続が取得される と、 ト ラ ンザク シ ョ ン
サービ スによ って ト ラ ンザク シ ョ ンが自動的に調整されます。

JDBC プール と それに関連付け られている リ ソースは、 DBMS への完全な ト ラ ンザク シ ョ
ンア ク セス を提供し ます。 JDBC プールは、 リ ソース を ト ラ ンザク シ ョ ン コーデ ィ ネータ
に透過的に登録し ます。 JDBC API のバージ ョ ン 1.x の制約によ り 、 JDBC プールでは 1 
フ ェーズコ ミ ッ ト だけを使用でき ます。 JDBC API のバージ ョ ン 2.0 は、 完全な 2 フ ェーズ
コ ミ ッ ト をサポー ト し ます。
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JDBC API の変更

JDBC API の動作の変更

Java で記述されている ト ラ ンザク シ ョ ン型アプ リ ケーシ ョ ンに対し て JDBC ア ク セス を有
効にするには、 JDBC API を使用し ます。 JDBC API については、 次の Web サイ ト を参照
し て く ださ い。

http://www.javasoft.com/products/jdk/1.2/docs/guide/jdbc/spec/jdbc-spec.frame.html

ただし、 一部の JDBC メ ソ ッ ド の動作は、 パーテ ィ シ ョ ンによ って管理される ト ラ ンザク
シ ョ ンのコ ンテキ ス ト 内で呼び出された場合、 パーテ ィ シ ョ ンの ト ラ ンザク シ ョ ンサービ
スによ って上書き されます。 次の メ ソ ッ ド が影響を受けます。

■ Java.sql.Connection.commit()
■ Java.sql.Connection.rollback()
■ Java.sql.Connection.close()
■ Java.sql.setAutoCommit(boolean)

こ こ では、 こ の後、 パーテ ィ シ ョ ン管理の ト ラ ンザク シ ョ ン用に合わせた これらの メ ソ ッ
ド のセマンテ ィ ク スの変更について説明し ます。

メ モ ス レ ッ ド が ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られていない場合は、 これらのすべての メ ソ ッ ド
が標準の JDBC ト ラ ンザク シ ョ ンセマンテ ィ ク ス を使用し ます。

上書きされた JDBC メソッド

Java.sql.Connection.commit()
JDBC API で定義されている よ う に、 この メ ソ ッ ド は、 前の commit() または 
rollback() 以降に JDBC 接続で実行されたすべての作業を コ ミ ッ ト し、 すべてのデータ
ベースのロ ッ ク を解放し ます。

グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンが現在の実行ス レ ッ ド に関連付け られている場合は、 この メ
ソ ッ ド を使用し ないで く ださ い。 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ンテナ管理の ト ラ ンザ
ク シ ョ ンでな く （アプ リ ケーシ ョ ンが独自の ト ラ ンザク シ ョ ンを管理する）、 コ ミ ッ ト が
必要な場合は、 JDBC 接続で直接 commit() を呼び出すのではな く 、 JTA API を使ってコ
ミ ッ ト を実行し て く ださ い。

Java.sql.Connection.rollback()
JDBC API で定義されている よ う に、 この メ ソ ッ ド は、 前の commit() または 
rollback() 以降に JDBC 接続で実行されたすべての作業を ロールバッ ク し、 すべての
データベースのロ ッ ク を解放し ます。

グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンが現在の実行ス レ ッ ド に関連付け られている場合は、 この メ
ソ ッ ド を使用し ないで く ださ い。 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ンテナ管理の ト ラ ンザ
ク シ ョ ンでな く （アプ リ ケーシ ョ ンが独自の ト ラ ンザク シ ョ ンを管理する）、 ロールバッ
ク が必要な場合は、 JDBC 接続で直接 rollback() を呼び出すのではな く 、 JTA API を
使って ロールバッ ク を実行し て く ださい。

Java.sql.Connection.close()
JDBC API で定義されている よ う に、 この メ ソ ッ ド は、 データベース接続と その接続に関
連付け られているすべての JDBC リ ソース を閉じ ます。

ス レ ッ ド が ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られている場合、 この呼び出しでは、 接続に関す
る処理が完了し た こ と が JDBC プールに通知されるだけです。 JDBC プールは、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンが完了する と、 その接続を接続プールに戻し ます。 JDBC プールによ って開かれ
た JDBC 接続は、 アプ リ ケーシ ョ ンが明示的に閉じ る こ と はでき ません。
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EJB 例外の処理

Java.sql.Connection.setAutoCommit(boolean)
JDBC API で定義されている よ う に、 この メ ソ ッ ド は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの自動コ ミ ッ ト
モード を設定するために使用し ます。 setAutoCommit() メ ソ ッ ド を使用し て、 Java アプ
リ ケーシ ョ ンで次のいずれかを実行でき ます。

■ すべての SQL 文を個別の ト ラ ンザク シ ョ ン と し て実行し コ ミ ッ ト する （true に設定し
た場合）。 これはデフ ォル ト のモード です。

■ 接続で commit() または rollback() を明示的に呼び出す （false に設定し た場合）。

ス レ ッ ド が ト ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られている場合、 JDBC プールは、 パーテ ィ シ ョ
ンの ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス ト ラ ンザク シ ョ ンのス コープ内で作成されたすべての接続
に対し て、 自動コ ミ ッ ト モード をオフにし ます。 これは、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スが ト
ラ ンザク シ ョ ンの完了までを制御する必要があ るためです。 アプ リ ケーシ ョ ンが ト ラ ンザ
ク シ ョ ンに関連付け られている場合、 自動コ ミ ッ ト モード を true に設定し よ う とする と、
java.sql.SQLException() が生成されます。

EJB 例外の処理

Enterprise JavaBeans は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの処理中にエラーが発生する と、 アプ リ ケー
シ ョ ン レベルまたはシステム レベルの例外を発生させます。 アプ リ ケーシ ョ ン レベルの例
外は、 ビジネス ロ ジ ッ ク のエラーに関係し、 呼び出し元のアプ リ ケーシ ョ ンによ って処理
される こ と が想定されています。 一方、 実行時エラーなどのシステム レベルの例外は、 ア
プ リ ケーシ ョ ンの範囲を超えてお り 、 アプ リ ケーシ ョ ン、 Bean、 または Bean コ ンテナが
処理し ます。

EJB では、 Home イ ン ターフ ェース と  Remote イ ン ターフ ェースの throws 節で、 アプ リ
ケーシ ョ ン レベルの例外と システム レベルの例外を宣言し ます。 Bean の メ ソ ッ ド の呼び出
し時に、 プロ グ ラ ムの try/catch ブロ ッ クにチェ ッ ク例外があ るかど う かを確認する必
要があ り ます。

システムレベルの例外

EJB は、 java.ejb.EJBException （java.rmi.RemoteException の場合も あ り ） と
い う システム レベルの例外を発生させて、 システム レベルの予期し ない障害を知らせま
す。 た と えば、 データベース接続を開 く こ と ができない と、 この例外が発生し ます。
java.ejb.EJBException は実行時例外なので、 エン タープラ イ ズ Bean のビジネス メ
ソ ッ ド の throws 節の中に記述する必要はあ り ません。

システム レベルの例外が発生し た ら、 通常、 ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする必要が
あ り ます。 多 く の場合は、 Bean を管理する コ ンテナがロールバッ ク を実行し ます。 特に 
Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ンの場合は、 ク ラ イ アン ト が ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ ク
する必要があ り ます。

アプリケーションレベルの例外

EJB はアプ リ ケーシ ョ ン レベルの例外を発生させて、 システム関連の問題ではな く ビジネ
ス ロ ジ ッ ク のエラーであ る アプ リ ケーシ ョ ン固有のエラー状況を知らせます。 アプ リ ケー
シ ョ ン レベルの例外と は、 java.ejb.EJBException 以外の例外のこ と です。 アプ リ
ケーシ ョ ン レベルの例外はチェ ッ ク例外なので、 チェ ッ ク例外の発生の可能性があ る メ
ソ ッ ド を呼び出すと きは、 チェ ッ ク例外があ るかど う かを確認する必要があ り ます。

EJB のビジネス メ ソ ッ ド は、 アプ リ ケーシ ョ ン例外を使用し て、 無効な入力値や受け入れ
限度の超過などアプ リ ケーシ ョ ンの異常状態を知らせます。 た と えば、 口座引き落と し処
理を行 う  Bean の メ ソ ッ ド は、 アプ リ ケーシ ョ ン例外を発生させて、 残高不足のため引き
落と し操作ができないこ と を知らせます。 多 く の場合、 ク ラ イ アン ト は、 ト ラ ンザク シ ョ
ン全体を ロールバッ ク し な く て も、 アプ リ ケーシ ョ ン レベルのエラーから回復でき ます。

アプ リ ケーシ ョ ン または呼び出し元のプロ グ ラ ムは、 生成された例外をそのま ま受け取る
ため、 問題を正確に知る こ と ができ ます。 アプ リ ケーシ ョ ン レベルの例外が発生し て も、
EJB のイ ン ス タ ン スは、 ク ラ イ アン ト の ト ラ ンザク シ ョ ンを自動的にはロールバッ ク し ま
せん。 し たがって、 ク ラ イ アン ト には、 エラー メ ッ セージを評価し、 必要に応じ て状況を
修正し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンを回復する機会があ り ます。 ク ラ イ アン ト は、 その ト ラ ンザ
ク シ ョ ンを破棄する こ と もでき ます。
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アプリケーション例外の処理

アプ リ ケーシ ョ ン レベルの例外はビジネス ロ ジ ッ ク のエラーを知らせるため、 こ う し た例
外はク ラ イ アン ト で処理する よ う にし ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする必要が
あ る場合、 ロールバッ ク の対象にする ト ラ ンザク シ ョ ンに自動的にマーク が付け られるわ
けではあ り ません。 ト ラ ンザク シ ョ ンを破棄し てから ロールバッ ク し なければな ら ないこ
と も あ り ますが、 ト ラ ンザク シ ョ ンの再試行で対応でき る場合がほ と んどです。

Bean プロバイ ダは、 ク ラ イ アン ト が ト ラ ンザク シ ョ ンを継続し た場合でも、 Bean のデー
タの整合性が失われないよ う に保証する責任があ り ます。 プロバイ ダが整合性を保証でき
ない場合、 Bean は、 ト ラ ンザク シ ョ ンにロールバッ ク のマーク を付加し ます。

ト ラ ンザクシ ョ ンのロールバッ ク
ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムでアプ リ ケーシ ョ ン例外を受け取った ら、 現在の ト ラ ンザ ク
シ ョ ンに 「ロールバッ ク」 のマーク が付いていないかど う かを 初に確認する必要が
あ り ます。 た と えば、 ク ラ イ アン ト が 
javax.transaction.TransactionRolledbackException を受け取った よ う な
場合です。 この例外は、 ヘルパーエン タープラ イ ズ Bean が失敗し たため、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンが破棄されたか、 「ロールバッ ク のみ」 と マーク されている こ と を知らせま
す。 通常、 ク ラ イ アン ト は、 呼び出されたエン タープラ イ ズ Bean が実行される ト ラ
ンザ ク シ ョ ン コ ンテキス ト を知 り ません。 呼び出された Bean は、 呼び出し元プロ グ
ラ ムの ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト と は異なる独自の ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス
ト 内で実行される こ と も、 呼び出し元プロ グ ラ ムのコ ンテキス ト 内で実行される こ と
も あ り ます。

EJB が呼び出し元プロ グ ラ ム と同じ ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内で実行された場合
は、 その Bean （またはコ ンテナ） が、 ト ラ ンザク シ ョ ンにロールバッ ク のマーク を付けた
可能性があ り ます。 EJB コ ンテナが ト ラ ンザク シ ョ ンにロールバッ ク のマーク を付けた場
合、 ク ラ イ アン ト は、 その ト ラ ンザク シ ョ ンに含まれるすべての作業を停止する必要があ
り ます。 通常、 宣言的な ト ラ ンザク シ ョ ンを使用する ク ラ イ アン ト は、
javax.transaction.TransactionRolledbackException などの適切な例外を受け
取 り ます。 宣言的な ト ラ ンザク シ ョ ン と は、 ト ラ ンザク シ ョ ンの細部がコ ンテナから管理
されている ト ラ ンザク シ ョ ンのこ と です。

自身が EJB であ る ク ラ イ アン ト は、 javax.ejb.EJBContext.getRollbackOnly メ
ソ ッ ド を呼び出し て、 自分の ト ラ ンザク シ ョ ンにロールバッ ク のマーク が付いているかど
う かを調べます。

Bean 管理の ト ラ ンザク シ ョ ン、 つま り ク ラ イ アン ト が明示的に管理する ト ラ ンザク シ ョ ン
では、 ク ラ イ アン ト が java.transaction.UserTransaction イ ン ターフ ェースの 
rollback メ ソ ッ ド を呼び出し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする必要があ り ま
す。
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ト ラ ンザクシ ョ ンを継続する と きの選択肢
ト ラ ンザク シ ョ ンにロールバッ ク のマーク が付いていない場合、 ク ラ イ アン ト には次
の 3 つの選択肢があ り ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする。

■ チェ ッ ク例外を発生させるか元の例外を再発生させて、 責任を回避する。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンを再試行し て継続する。 ト ラ ンザク シ ョ ンの一部だけを再試行する
場合も あ り ます。

ク ラ イ アン ト で、 ロールバッ ク のマーク が付いていない ト ラ ンザク シ ョ ンについてチェ ッ
ク例外を受け取った場合、 も安全な対応方法は、 ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする
こ と です。 ク ラ イ アン ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ クする方法を ト ラ ンザク シ ョ
ンに 「ロールバッ ク のみ」 のマーク を付ける こ と によ って実行し ます。 すでにク ラ イ アン
ト が ト ラ ンザク シ ョ ンを開始し ている場合は、 rollback メ ソ ッ ド を呼び出し、 ト ラ ンザ
ク シ ョ ンを実際にロールバッ ク し ます。

ク ラ イ アン ト では、 独自のチェ ッ ク例外を発生させた り 、 元の例外を再発生させる こ と も
でき ます。 例外を発生させる こ と によ り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンチェ イ ン中の別のプロ グ ラ ム
に ト ラ ンザク シ ョ ンを破棄するかど う かの判断を させます。 ただし、 多 く の場合、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンを継続するかど う かを も適切に判断でき るのは、 問題の発生箇所に も近い
コード です。

ク ラ イ アン ト では、 ト ラ ンザク シ ョ ンを継続でき ます。 例外の メ ッ セージを調べる と、 メ
ソ ッ ド を別のパラ メ ータで再度呼び出せば う ま く 処理でき るかど う かがわか り ます。 ただ
し、 ト ラ ンザク シ ョ ンを再試行する と危険な場合があ り ます。 エン タープラ イ ズ Bean が
その状態の終了処理を正し く でき るかど う かはわからず、 その保証も あ り ません。

ただし、 ステー ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean を呼び出すク ラ イ アン ト は、 発生し た例外から問
題を判断でき る場合、 処理が成功する と見込んで ト ラ ンザク シ ョ ンを再試行する こ と がで
き ます。 こ の場合はステー ト レ スな Bean を呼び出すので、 Bean が ト ラ ンザク シ ョ ンを放
置し ている状態がク ラ イ アン ト で認識されない と い う 問題は発生し ません。
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第 章

Chapter   19 メッセージ駆動型 Bean と JMS      

JMS と EJB

仕様では、 JMS メ ッ セージプロデューサや同期コ ンシューマ と し て機能する  Bean に制限
を設けていません。 標準 JMS API によ り 、 キ ューに対する メ ッ セージ送信や、 ト ピ ッ クの
公開が可能です。 メ ッ セージの同期ス タ イル消費を実行する限 り
（javax.jms.MessageListener に基づかない）、 コ ンシューマ側に問題は発生し ませ
ん。 状況を複雑にする要素は、 アプ リ ケーシ ョ ンの他の作業によ って共有される ト ラ ンザ
ク シ ョ ン コ ンテキ ス ト に JMS メ ッ セージの送信要求または受信要求が加わる必要があ る と
い う 点です。 しかし、 こ の問題については、 非 EJB アプ リ ケーシ ョ ンで JMS や JTA を
使って解決でき る見通しです。 EJB に特別な措置は必要あ り ません。

EJB メ ソ ッ ド呼び出しは同期的であ り 、 呼び出しの一部は Bean によ る処理が終了する ま
で待機する必要があ り ます。 こ のこ と は、 他の Bean、 データベースなどの呼び出しにも適
用される場合があ り ます。 RMI のこの振る舞いは、 一般には望ま しいものではあ り ませ
ん。 た と えば、 メ ソ ッ ド を呼び出し た と き、 重い処理を実行する前にそれを返し て、 処理
の間は、 呼び出し元を別のタ ス ク に振 り 向けたい場合があ り ます。 これに対し ては、 ク ラ
イ アン ト 側でス レ ッ ド化するのが普通ですが、 問題が 2 つあ り ます。

■ つま り 、 ク ラ イ アン ト のプロ グ ラ ミ ングモデルが真の非同期方式になっていないこ と
と、

■ ク ラ イ アン ト が EJB の場合、 ス レ ッ ド化は メ ソ ッ ド イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで禁止さ
れている こ と です。

も望ま しいのは、 AppClient、 サーブレ ッ ト 、 EJB、 その他コ ンポーネン ト に、 JMS API 
を使用し て メ ッ セージを起動する機能を与え、 その メ ッ セージで EJB を非同期に駆動する
方法です。 こ う すれば、 EJB は メ ッ セージを別の EJB に送信する こ と ができ るほか、 直接
データ ア ク セスやその他のビジネス ロ ジ ッ ク の処理が可能です。 メ ッ セージがキ ューに入
る まで、 呼び出し元は待機し ます。 一方、 EJB は 適な方法で メ ッ セージを処理でき ま
す。 こ の EJB の処理には、 通常は、 次の 3 つの操作から なる  1 つの作業単位が含まれま
す。

1 メ ッ セージのデキ ュー

2 イ ン ス タ ン スの起動と、 ビジネス ロ ジ ッ ク の要求する作業の実行

3 オプシ ョ ンで、 応答 メ ッ セージのキ ューバッ ク

こ の作業単位を機能させるには、 Enterprise システム側で、 ト ラ ンザク シ ョ ン保証と コ ンテ
ナ管理保証に対応でき る こ と が必要です。
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MDB のクライアントビュー

EJB 2.0 メッセージ駆動型 Bean（MDB）

EJB 2.0 仕様では、 JMS と、 エン タープラ イ ズ Bean の非同期呼び出し間の統合を EJB コ ン
テナで対応させて形式化し ています。 これによ り 、 開発者の負担が軽減され、 JMS リ ス
ナーであ り 、 また EJB でも あ る ク ラ ス を提供するだけで済むよ う にな り ま し た。 それに
は、 javax.jms.MessageListener と  javax.ejb.MessageDrivenBean を こ のク ラ
スで実装する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラマの仕事は、 このク ラ ス と、 す
べてのデプロ イ メ ン ト 設定を収めた XML デス ク リ プタ を提供するだけです。

ク ラ イ アン ト から見る と、 こ の EJB は存在し ません。 ク ラ イ アン ト はキ ューや ト ピ ッ ク に
メ ッ セージを公開するだけです。 EJB コ ンテナは、 公開し たキ ューや ト ピ ッ ク に MDB を
関連付け、 ラ イ フサイ クル、 プー リ ング、 同時性、 リ エン ト ラ ン ト 、 セキ ュ リ テ ィ 、 ト ラ
ンザク シ ョ ン、 メ ッ セージ、 ハン ド リ ング、 例外処理などを操作し ます。

EJB 2.1 MDB

EJB 2.1 に J2EE Connector Architecture 1.5 (JCA 1.5) を統合する こ と によ ち、 MDB は JMS 
ベースのプロバイ ダに加えて非 JMS メ ッ セージングサーバーからの メ ッ セージ も処理でき
る よ う にな り ま し た。 JCA 1.5 準拠の リ ソースアダプタ実装は、 すべてのタ イプの メ ッ
セージングサーバーにデプロ イ メ ン ト でき、 また、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにもデプロ
イ メ ン ト でき ます。 メ ッ セージングサーバーからの着信 メ ッ セージをアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーに渡すよ う に設定する と、 2.1 MDB を ド ラ イブする メ ッ セージのソース と し て リ
ソースアダプタ を選択でき ます。

JCA 1.5 は、 EJB コ ンテナ と非同期コネ ク タ間の メ ッ セージング コ ン ト ラ ク ト であ る  
Message Inflow コ ン ト ラ ク ト を定義する こ と によ り 、 EIS または他のタ イプの メ ッ セージン
グプロバイ ダからの着信 メ ッ セージを自動的に処理でき る よ う にし ます。 EJB 2.1 MDB は
標準の javax.ejb.MessageDrivenBean イ ン ターフ ェース、 およびコネ ク タが定義する特定の
メ ッ セージング イ ン ターフ ェース を実装する必要があ り ます。 コネ ク タが JMS ベースのプ
ロバイ ダの場合、 MDB は javax.jms.MessageListener を実装する必要があ り ますが、 非 JMS 
プロバイ ダの場合、 プロバイ ダに固有の他のタ イプのイ ン ターフ ェース を実装する必要が
あ り ます。

Borland Application Server 6.7 は、 EJB 2.1 MDB が JMS プロバイ ダからの メ ッ セージを処理
する方法と し て、 JCA リ ソースアダプタ を経由する間接的な場合と、 事前にデプロ イ メ ン
ト されている  JCA リ ソースアダプタ を必要 と し ない直接的な場合の両方に対応し ていま
す。

MDB のクライアントビュー

セ ッ シ ョ ン Bean やエンテ ィ テ ィ  Bean の場合 と は異な り 、 ク ラ イ アン ト は MDB にバイ ン
ド し ません。 ク ラ イ アン ト に必要な こ と は、 MDB が監視対象と し て設定された送信先に
メ ッ セージを送信する こ と だけです。 通常、 ク ラ イ アン ト はデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ
の JMS 送信先仕様に <resource-ref> と  <resource-env-ref> （EJB 2.0 の場合）、 ま
たは <message-destination-ref> （EJB 2.1 の場合） も使用し、 MDB デプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタでの設定と同じ  JNDI 名をポイ ン ト し ます。 ク ラ イ アン ト デプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタ を JMS プロバイ ダ と通信する よ う に設定する方法については、 「JMS の使い方」
の章の 205 ページの 「J2EE アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト における  JMS 接続フ ァ ク ト
リ と送信先の取得」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

た と えば、 ク ラ イ アン ト が認識する必要があ る  EJB メ タデータやハン ド ルはあ り ません。
これは、 メ ッ セージ駆動型 Bean の RMI ク ラ イ アン ト ビ ューがないためです。
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MDB 設定

MDB は EJB イ ン ターフ ェース を公開し ないので、 EJBHome オブジェ ク ト が持つよ う な意
味での JNDI 名はあ り ません。 デプロ イ メ ン ト された MDB は、 着信 メ ッ セージを処理す
る準備の過程で、 メ ッ セージプロバイ ダ と通信し ます。

EJB 2.0 MDB は、 MDB のデプロ イ メ ン ト 前に JNDI にあ らかじめ存在する必要があ る  2 つ
の JMS リ ソースオブジェ ク ト と関連付け られます。 具体的には、 次の 2 つです。

■ JMS プロバイ ダの接続に使用する  JMS 接続フ ァ ク ト リ

■ 入力 メ ッ セージを監視するためのプロバイ ダ上の JMS キ ューや ト ピ ッ ク

これらのオブジェ ク ト を MDB の ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで指定
する元の JNDI 名。 <connection-factory-name> は、 JMS サービ スプロバイ ダ と の接
続に使用する リ ソース接続フ ァ ク ト リ を取得し ます。 <message-driven-
destination-name> 要素は、 MDB の監視場所であ る実 ト ピ ッ ク と キ ューを取得し ま
す。 以上の要素を指定する と、 MDB に と って JMS サービ スプロバイ ダ と の接続、 メ ッ
セージの受信、 応答の送信に必要な情報がすべて揃います。

EJB 2.1 MDB は、 次の 2 つの方法のいずれかによ って設定でき ます。 EJB 2.1 MDB が 
javax.jms.MessageListener を実装し て JMS ベースの MDB であ る こ と を示すと、
JCA 1.5 コネ ク タ を使用し ないで JMS プロバイ ダ と直接通信する よ う に設定でき ます。 こ
の場合は、 MDB の ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで、 <jms-
provider-ref> 要素の下に JMS リ ソースオブジェ ク ト の JNDI 名を指定でき ます。 また
は、 Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イル ejb-borland.xml の 
<resource-adapter-ref> 要素を使用し て、 JCA 1.5 コネ ク タから メ ッ セージを受信す
る よ う に EJB 2.1 MDB を設定でき ます。

EJB 2.0 MDB から JMS サーバーへの接続

EJB 2.0 MDB は、 着信 メ ッ セージのソースであ る  JMS サーバーに接続するための特別な方
法です。 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イル ejb-jar.xml で、 MDB の宣言内の 
<message-driven-destination> 要素を使用し て、 受信する着信 メ ッ セージの送信元
であ る  JMS 送信先のタ イプを定義し ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

<message-driven> 
 <ejb-name>MyMDBTopic</ejb-name> 
 ... 
 <message-driven-destination> 
  <destination-type>javax.jms.Topic</destination-type> 
  <subscription-durability>Durable</subscription-durability> 
 </message-driven-destination> 
 ... 
</message-driven>

こ の要素の使い方については、 J2EE 1.3 仕様を参照し て く ださい。 Borland 固有の XML 
フ ァ イル ejb-borland.xml では、 同等の要素 <message-driven-destination> を
使用し て、 JMS 送信先の論理名と  JNDI 名をバイ ン ド し ます。 JMS サーバーと の接続に必
要な JMS 接続フ ァ ク ト リ の JNDI 名も、 <connection-factory-name> を使用し て定義
する必要があ り ます。 た と えば、 次のよ う にし ます。

<message-driven> 
 <ejb-name>MyMDBTopic</ejb-name> 
 ... 
 <message-driven-destination>jms/resources/Topic</message-driven-destination> 
 <connection-factory-name>jms/resources/tcf</connection-factory-name> 
 ... 
</message-driven>

JNDI の下でバイ ン ド される これらの JMS リ ソースオブジェ ク ト 設定の詳細は、 「JMS の使
い方」 の章の 201 ページの 「JMS 接続フ ァ ク ト リ と宛先の設定」 のセ ク シ ョ ンを参照し て
く ださ い。

メ モ MDB を REQUIRED ト ラ ンザク シ ョ ン属性と一緒にデプロ イ メ ン ト する と きは、 XA 接続
フ ァ ク ト リ が必要です。 こ のデプロ イ メ ン ト の全体的な考え方は、 MDB を駆動する メ ッ
セージの消費において、 MDB.onMessage() メ ソ ッ ド で実行される他の作業と同じ ト ラ ン
ザク シ ョ ンを共有する こ と です。 そのために、 このコ ンテナでは、 JMS サービ スプロバイ
ダや ト ラ ンザク シ ョ ンで リ ス ト された他の リ ソース と  XA 調整を行います。
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EJB 2.1 MDB からメッセージソースへの接続

EJB 2.1 および JCA 1.5 に更新された結果、 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-
jar.xml、 および J2EE 1.4 用の Borland 独自のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-
borland.xml の両方が変更されています。

ejb-jar.xml の変更
各 EJB 2.1 MDB は、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの情報に基づいて、 その メ ッ セージ
ソースに接続されます。 EJB 2.1 の標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-jar.xml 
は、 コネ ク タベースの MDB に対応する よ う に変更されま し た。

EJB 2.1 では、 新しい要素 <messaging-type>、 <message-destination-type>、 お
よび <activation-config> が ejb-jar.xml フ ァ イルに追加されます。

<messaging-type> 要素は、 MDB が実装する完全修飾イ ン ターフ ェース名を提示する こ
と によ り 、 使用される メ ッ セージを示し ます。 イ ン ターフ ェース名が提示されない場合、
コ ンテナはデフ ォル ト の JMS メ ッ セージ タ イプ javax.jms.MessageListener にな り
ます。

オプシ ョ ンの <message-destination-type> 要素は、 Bean の メ ッ セージ取得先のタ イ
プを表す完全修飾イ ン ターフ ェース名を示し ます。 JMS メ ッ セージタ イプ 
javax.jms.MessageListener を表す MDBS に対し て指定でき る値は、
javax.jms.Topic または javax.jms.Queue です。

コネ ク タベースの MDB が JMS に排他的に依存し な く なったため、 EJB 2.0 の <message-
driven-destination><message-selector> および <acknowledge-mode> 要素は、
EJB 2.1 では削除されま し た。 EJB 2.1 MDB のア ク テ ィ ブ化に必要な設定プロパテ ィ は、
<activation-config> の下で、 名前と値のペアの汎用的な組み合わせと し て定義でき
ます。 メ ッ セージサービ ス を記述するプロパテ ィ 名と値は、 使用するサービ スのタ イプに
よ って異な り ます。 これらの <activation-config> プロパテ ィ は、 メ ッ セージ駆動型 
Bean がデプロ イ メ ン ト された と きに検査されます。 EJB 2.0 から削除された JMS 関連の各
要素は、 <messaging-type> 要素で JMS メ ッ セージング タ イプ
（javax.jms.MessageListener） を指定し ている場合、 <activation-config-
property> 要素によ って表すこ と ができ ます。

JMS ベースの MDB を EJB 2.1 ejb-jar.xml フ ァ イルで定義する例を以下に示し ます。

<enterprise-beans> 
 <message-driven> 
   <ejb-name>EJB_SEC_MDB_TOPIC_CMT</ejb-name> 
   <ejb-class>com.sun.ts.tests.ejb.ee.sec.mdb.MsgBean</ejb-class> 
   <messaging-type>javax.jms.MessageListener</messaging-type> 
   <transaction-type>Container<transaction-type> 
   <message-destination-type>javax.jms.Topic</message-destination-type> 
   <message-destination-link>StockTopic</message-destination-link> 
   <activation-config> 
    <activation-config-property> 
     <activation-config-property-name>acknowledgeMode 

</activation-config-property-name> 
     <activation-config-property-value>Auto-acknowledge 

<activation-config-property-value> 
    </activation-config-property> 
    <activation-config-property> 
     <activation-config-property-name>destinationType 

</activation-config-property-name> 
     <activation-config-property-value>javax.jms.Topic 

<activation-config-property-value> 
    </activation-config-property> 
    <activation-config-property> 
     <activation-config-property-name>subscriptionDurability 

</activation-config-property-name> 
     <activation-config-property-value>DURABLE 

<activation-config-property-value> 
    </activation-config-property> 
   <activation-config> 
 </message-driven> 
 ... 
</enterprise-beans>
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メ ッ セージングサービ ス を記述するために <activation-config> で使用されるプロパテ ィ の
名前と値は、 使用する メ ッ セージサービ スのタ イプによ って異な り ますが、 EJB 2.1 では 
JMS ベースの MDB について、 常に次の 4 つのプロパテ ィ を使用する よ う に定義し ていま
す。

JCA 1.5 仕様の Message Inflow コ ン ト ラ ク ト は、 メ ッ セージングサービ スプロバイ ダ と アプ
リ ケーシ ョ ンサーバーの間のコ ン ト ラ ク ト で、 MDB への メ ッ セージ配信に関する もので
す。 こ のコ ン ト ラ ク ト の一部と し て、 メ ッ セージングプロバイ ダは ActivationSpec と い う  
JavaBean を実装し ます。 ActivationSpec は、 メ ッ セージングプロバイ ダが メ ッ セージをデ
プロ イ メ ン ト するために必要なプロパテ ィ を定義し ます。 管理者はこれらのプロパテ ィ の
デフ ォル ト 値を定義でき ますが、 MDB を含むアプ リ ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト する と、
MDB のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに定義された <activation-config-property> 
要素によ って上書き されます。 JMS プロバイ ダは Sun 仕様に準拠し ているため、 上に示し
たプロパテ ィ をその ActivationSpec に定義し ています。 プロパテ ィ を MDB のデプロ イ メ ン
ト デス ク リ プタに含めず、 かわ り に管理者が定義する こ と ができ ます。 反対に、 プロバイ
ダ固有のプロパテ ィ の場合は、 これまで管理者が定義する必要があったプロパテ ィ を 
MDB のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに含める こ と も考え られます。

標準デス ク リ プタ要素 <message-destination-link> は、 メ ッセージ送信先の論理名
の定義に使用されます。 この要素は <message-destination> 要素と併せて使用され、
アプ リ ケーシ ョ ン内の メ ッセージフ ローを示し ます。 JMS プロバイダ メ ッセージソースを指
定する  MDB の場合、 JMS 送信先オブジェ ク ト は、 <message-destination-link> の目
的の <message-destination> が MDB のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタにあれば、 それを
使用して解決されます。

EJB 2.1 MDB では、 MDB のアプ リ ケーシ ョ ン ロ ジ ッ ク内で使用される  JMS 送信先の定義
に、 <resource-env-ref> のかわ り に標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ要素 
<message-destination-ref> を使用でき ます。

<activation-config-
property-name> 説明

<activation-config-property-
value>

acknowledgeMode MDB がメッセージを受信した 
ことを MDB コンテナが JMS   
プロバイダに通知できます。

Auto-acknowledge （デフォルト）
または Dups-ok-acknowledge

messageSelector MDB が受信するメッセージを 
選択できます。 受信するメッ
セージに基づいて MDB がプ  
ロパティを設定できます。設定
される各プロパティは、 式また
はブール値です。

文字列セレクタ

destinationType MDB が受信するメッセージの 
送信元のタイプを示します。

javax.jms.Queue または 
javax.jms.Topic

subscriptionDurablity MDB コンテナがプロバイダか 
らの接続を解除されたときに、
MDB が受信したメッセージを 
すべて JMS プロバイダが保存  
する必要があるかどうかを決
定します。

NonDurable （デフォルト） または
Durable
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ejb-borland.xml の変更
Borland 独自のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタは変更され、 新しい接続ベースの MDB を
含める こ と ができ ます。 これには、 新しい要素 <message-source> が含まれます。
この要素によ ってアプ リ ケーシ ョ ンアセンブラは、 JCA 1.5 リ ソースアダプタ を使用
し て、 または JMS メ ッ セージング タ イプ MDB の場合は直接 JMS プロバイ ダに対し
て、 MDB のア ク テ ィ ブ化を指定でき ます。 JMS プロバイ ダを使用し ている場合は、
<jms-provider-ref> 要素を次のよ う に使用する必要があ り ます。

<enterprise-beans> 
   <message-driven> 
      <ejb-name>EJB_SEC_MDB_TOPIC_CMT</ejb-name> 
      <message-source> 
         <jms-provider-ref> 
            <message-driven-destination-name> 
              Jms/MyTopic 
            </message-driven-destination-name> 
            <connection-factory-name>jms/myTCF</connection-factory-name> 
            <pool> 
               <max-size>120</max-size> 
               <init-size>100</init-size> 
               <wait-timeout>600</wait-timeout> 
            </pool> 
         </jms-provider-ref>    
      </message-source>  
          .... 
   </message-driven> 
</enterprise-beans>

コネ ク タベースの非 JMS メ ッ セージングプロバイ ダを使用し ている場合は、 次の 
<message-source> を使用し ます。

<enterprise-beans> 
   <message-driven> 
      <ejb-name>EJB_SEC_MDB_TOPIC_CMT</ejb-name> 
      <message-source> 
         <resource-adapter-ref> 
            <instance-name> 
              MyResourceApadter 
            </instance-name> 
         </resource-adapter-ref>    
      </message-source>   
   </message-driven> 
</enterprise-beans>

リ ソースアダプタには、 さ まざまな管理オブジェ ク ト を表す JavaBean ク ラ スのオプシ ョ ン
のセ ッ ト であ る  Java ク ラ ス名と イ ン ターフ ェース型があ り ます。 管理オブジェ ク ト は、
メ ッ セージングス タ イルまたは メ ッ セージプロバイ ダに固有で、 MDB のアプ リ ケーシ ョ
ン ロ ジ ッ ク から  <resource-env-ref> を使用し て参照でき ます。 た と えば、 一部の メ ッ
セージングス タ イルでは、 アプ リ ケーシ ョ ンが特定の管理オブジェ ク ト を使用し、 メ ッ
セージングス タ イル固有の API を使用し て、 接続オブジェ ク ト 経由で メ ッ セージを送信お
よび同期受信する こ と が必要です。 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ要素 
<resource-env-ref> は拡張され、 管理オブジェ ク ト のプロパテ ィ 値を上書き し ます。
た と えば、 次のよ う にな り ます。

... 
  <message-driven> 
     <message-source> 
        <resource-adapter-ref> 
           <instance-name>ResourceAdapter1</instance-name> 
        </resource-adapter-ref> 
     </message-source> 
     ... 
     <resource-env-ref> 
        <resource-env-ref-name>mdbRequiredConnFactory</resource-env-ref-name> 
        <admin-object> 
           <property> 
               <prop-name>serverUrl</prop-name> 
               <prop-type>String<prop-type> 
               <prop-value>localhost:7222</prop-value> 
           </property> 
        </admin-object> 
     </resource-env-ref> 
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     ... 
  </message-driven> 
  ...

MDB のクラスタリング

MDB の ク ラ ス タ リ ングは、 他のエン タープラ イ ズ Bean の ク ラ ス タ リ ング と は異な り ま
す。 MDB の場合、 プロデューサが宛先に メ ッ セージを転送し ます。 メ ッ セージはコ ン
シューマが メ ッ セージを宛先から取 り 出すまで （ メ ッ セージに永続性がない場合は、 ホス
ト サーバーがク ラ ッ シ ュする まで） 宛先に残 り ます。 これは、 pull モデルです。 コ ン
シューマが要求する まで メ ッ セージが宛先に残るからです。 コ ンテナは、 宛先で次に利用
可能な メ ッ セージを求めて競合し ます。 MDB は、 理想的な負荷分散パラ ダ イ ムを備えて
お り 、 他のエン タープラ イ ズ Bean イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの場合よ り ス ムーズに負荷を
分散でき ます。 も負荷が小さ なサーバーが メ ッ セージを要求し、 取得でき ます。 この
適負荷分散の欠点は、 プロデューサ と コ ンシ ューマ間の宛先の位置によ り 、 メ ッ セージン
グでコ ンテナに余分な負担がかかる こ と です。

ただし、 VisiBroker にあ る よ う な メ ッ セージングサービ スに関する フ ェ イルオーバー と同
じ概念はあ り ません。 コ ンシ ューマがいな く なれば、 キ ューには メ ッ セージが代入されま
す。 コ ンシ ューマがオン ラ イ ンに戻る と、 メ ッ セージの消費は再開されます。 も ちろん、
JMS サーバー自体はフ ォール ト ト レ ラ ン ト でなければな り ません。 このよ う な メ ッ セージ
が期待される状況では、 応答遅延を除き、 ク ラ イ アン ト 側に 「障害」 が認識されるのは避
けな く てはな り ません。 こ の種のフ ォール ト ト レ ラ ン ト で必要な こ と は、 障害コ ンシュー
マの検出方法と、 障害後に起動する方法だけです。

つま り 、 メ ッ セージングサーバーで 1 つ以上のパーテ ィ シ ョ ンに MDB を配置し ておけば、
メ ッ セージの転送先 1 か所でも、 いざ障害が発生する と別のパーテ ィ シ ョ ンに切 り 替え る
こ と ができ る と い う こ と です。 ほ と んどの JMS 製品では、 負荷分散モード またはフ ォール
ト ト レ ラ ン ト モード でキ ューを操作でき ます。 つま り 、 MDB 複製を同じ キ ューに登録し
てお く と、 メ ッ セージが負荷分散アルゴ リ ズムにし たがってデプロ イ メ ン ト されます。 あ
るいは、 障害が発生する まですべての メ ッ セージの宛先を 1 つのコ ンシューマ と し、 障害
が発生し た ら別のコ ンシ ューマに切 り 替え る方法も あ り ます。 MDB から  JMS サービ スプ
ロバイ ダに確立される接続では、 負荷分散 ノード と フ ォール ト ト レ ラ ン ト ノード の両方ま
たはどち らかを提供でき ます。 JMS サービ スプロバイ ダには、 フ ォール ト ト レ ラ ン ス機能
があ り ます。 ク ラ ス タ リ ング と フ ォール ト ト レ ラ ン ス機能の詳細は、 221 ページの 「JMS 
プロバイ ダの接続性」 を参照し て く ださい。

ちなみに、 どの メ ッ セージ も それを消費するのは、 ト ピ ッ ク をサブス ク ラ イブし ている コ
ンテナにあ る  MDB イ ン ス タ ン スだけです。 つま り 、 MDB の並列イ ン ス タ ン スで メ ッ セー
ジを同時処理する と き、 メ ッ セージを受け取るのはイ ン ス タ ン スのいずれか 1 つだけだ と
い う こ と です。 これによ り 、 他のイ ン ス タ ン スは、 ト ピ ッ ク に転送された他の メ ッ セージ
を処理でき ます。 なお、 特定の ト ピ ッ ク にバイ ド された コ ンテナは、 その ト ピ ッ ク に転送
された メ ッ セージを消費し ます。 JMS サブシステムは各 メ ッ セージ駆動型 Bean を、 メ ッ
セージに対する独立し たサブス ク ラ イバ と し て別々のコ ンテナで処理し ます。 つま り 、 ク
ラ ス タ内の複数のコ ンテナに同じ  MDB をデプロ イ メ ン ト し てお く と、 各 Bean のデプロ イ
メ ン ト は、 サブス ク ラ イブする ト ピ ッ ク から メ ッ セージを消費し ます。 このよ う な振る舞
いが必要でな く 、 メ ッ セージの消費は 1 か所だけでよい場合、 ト ピ ッ ク ではな く キ ューの
デプロ イ メ ン ト を考えて く ださ い。
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エラーからの回復

次のセ ク シ ョ ンでは、 JMS サーバーの接続エラー と、 接続の リ バイ ン ド試行に関するプロ
パテ ィ の設定について説明し ます。 また、 MDB が メ ッ セージの受信に失敗し た場合の
メ ッ セージの再配信について も説明し ます。

JMS プロバイダメッセージソースによって設定された 
EJB 2.0 および EJB 2.1 MDB のリバインド

接続エラーは通常 Bean のデプロ イ メ ン ト 後に発生し、 リ バイ ン ド の試行が必要にな り ま
す。 Bean をデプロ イ メ ン ト し よ う と し て JMS サーバーの接続が確立されていなかった場
合にもエラーが発生し ます。 デプロ イ メ ン ト 後にエラーが発生する場合でも、 デプロ イ メ
ン ト 時に接続されていなかった場合でも、 リ バイ ン ド の試行に関するプロパテ ィ を設定し
てお く と、 コ ンテナは透過的に JMS サービ スプロバイ ダの接続を リ バイ ン ド し よ う と し ま
す。 これによ り 、 MDB イ ン ス タ ン スのフ ォール ト ト レ ラ ン ス を強化でき ます。

実行される リ バイ ン ド試行回数と試行間の時間間隔を制御する  Bean レベルプロパテ ィ は
次の 2 つです。

■ ejb.mdb.rebindAttemptCount ： 現在の MDB において、 失敗し た JMS 接続を EJB 
コ ンテナが再試行する回数。 デフ ォル ト 値は 5 です。

コ ンテナによ る試行回数に上限を設定し ない場合は、
ejb.mdb.rebindAttemptCount=0 を明示的に指定する必要があ り ます。

■ ejb.mdb.rebindAttemptInterval ： 連続する  2 つの再試行の間の時間間隔を秒数
で表し た もの。 デフ ォル ト 値は、 60 です。

JMS プロバイダメッセージソースによって設定された 
EJB 2.0 および EJB 2.1 MDB に対して再配信された
メッセージ

MDB がなんらかの理由で メ ッ セージの受信に失敗し た場合、 メ ッ セージは JMS サービ ス
によ って再配信されます。 メ ッ セージは 5 回まで再配信されます。 5 回の試行の後、 メ ッ
セージはデッ ド キ ューに配信されます （設定されている場合）。 再配信の試行回数を制御
する  Bean レベルのプロパテ ィ は次の 1 つです。

■ ejb.mdb.maxRedeliverAttemptCount ： MDB が メ ッ セージを受信でき ない場合に 
JMS サービ スプロバイ ダによ って再配信される メ ッ セージの 大数。 デフ ォル ト 値は、
5 です。

メ ッ セージをデッ ド キ ューに配信するための Bean レベルのプロパテ ィ は、 次の 2 つです。

■ ejb.mdb.unDeliverableQueueConnectionFactory ： JMS サービ スの接続を作成
する ために接続フ ァ ク ト リ の JNDI 名を検索し ます。

■ ejb.mdb.unDeliverableQueue ： キ ューの JNDI 名を検索し ます。

unDeliverableQueueConnectionFactory と  unDeliverableQueue の XML サ
ンプルは次の とお り です。

 <ejb-jar> 
    <enterprise-beans> 
        <message-driven> 
            <ejb-name>MyMDB</ejb-name> 
           <message-driven-destination-name>serial://jms/q 

</message-driven-destination-name> 
            <connection-factory-name>serial://jms/xaqcf 

</connection-factory-name> 
            <pool> 
                <max-size>20</max-size> 
                <init-size>0</init-size> 
            </pool> 
            <resource-ref> 
                <res-ref-name>jms/QueueConnectionFactory</res-ref-name> 
                <jndi-name>jms/xaqcf</jndi-name> 
            </resource-ref> 
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            <property> 
                <prop-name>ejb.mdb.maxRedeliverAttemptCount</prop-name> 
                <prop-type>String</prop-type> 
                <prop-value>3</prop-value> 
            </property> 
            <property> 
                <prop-name>ejb.mdb.unDeliverableQueueConnectionFactory 

</prop-name> 
                <prop-type>String</prop-type> 
                <prop-value>serial://jms/qcf</prop-value> 
            </property> 
            <property> 
                <prop-name>ejb.mdb.unDeliverableQueue</prop-name> 
                <prop-type>String</prop-type> 
                <prop-value>serial://jms/q2</prop-value> 
            </property> 
            <property> 
                <prop-name>ejb-designer-id</prop-name> 
                <prop-type>String</prop-type> 
                <prop-value>MyMDB</prop-value> 
            </property> 
        </message-driven> 
    </enterprise-beans> 
   <assembly-descriptor /> 
</ejb-jar>

DDEditor には、 次のよ う なプロパテ ィ を設定でき ます。 コ ン ソールから、 左側のツ リ ーに
移動し、 自分の MDB があ るモジュールを探し ます。 モジュールを右ク リ ッ ク し、
［DDEditor］ を選択し ます。 DDEditor が表示された ら、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで Bean ノ ー
ド を選択し、 Bean に対応するエデ ィ タのパネルを開き ます。 内容ペイ ンの ［Properties］ タ
ブを選択し、 プロパテ ィ を追加し ます。

MDB とトランザクション

ト ラ ンザク シ ョ ンにおけ る  JMS の使い方の詳細は、 209 ページの 「JMS と ト ラ ンザク シ ョ
ン」 を参照し て く ださ い。 こ のセ ク シ ョ ンでは、 ト ラ ンザク シ ョ ンにおける  MDB につい
てのみ説明し ます。

MDB を使用する一般的な状況と し ては、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト （2PC） を必要 とする ト ラ ン
ザク シ ョ ンがあ り ます。 そのよ う な MDB には、 REQUIRED ト ラ ンザク シ ョ ン属性が割 り
当て られます。 MDB アプ リ ケーシ ョ ン メ ソ ッ ド は、 外部 リ ソースにア ク セス し て更新す
る ために記述される場合があ り ます。 MDB メ ソ ッ ド に対応する コ ンテナ管理 ト ラ ンザク
シ ョ ンを完了するには、 メ ソ ッ ド を ト リ ガーし た メ ッ セージを受け取 り 、 外部 リ ソースに
対するすべての作業を メ ソ ッ ド から実行する必要があ り ます。 そのために、 OTS エンジン
などの 2PC ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スで ト ラ ンザク シ ョ ンを調整する必要があ り ます。
MDB で OTS エンジンを 適に使用する方法の詳細ついては、 「 ト ラ ンザク シ ョ ン管理」
「157 ページの 「EJB と  2PC ト ラ ンザク シ ョ ン」 を参照し て く ださい。
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第 章

Chapter   20Java Bean 型のオブジェクトを     
JNDI に登録する 

こ の章では、 Java Bean 型のオブジェ ク ト を JNDI に登録し、 JNDI から検索する方法を説明
し ます。

Java Bean 型のオブジェクトを JNDI に追加する

Java Bean 型のオブジ ェ ク ト を JNDI に追加するには ：

1 jndi-object と い う 新しいエン ト リ を jndi-definitions.xml フ ァ イルに追加し
ます。

2 このオブジェ ク ト の名前を jndi-name に設定し ます。 こ の名前はオブジェ ク ト を 
JNDI にバイ ン ドする ためやク ラ イ アン ト でオブジェ ク ト を検索するために使用されま
す。

3 このオブジェ ク ト のク ラ ス を class-name に設定し ます。 ラ イブラ リ と し てデプロ イ
メ ン ト されるので、 パーテ ィ シ ョ ンのク ラ スパスにク ラ ス を配置する必要があ り ます。

4 プロパテ ィ の リ ス ト を設定し ます。 各プロパテ ィ  エン ト リ は、 プロパテ ィ 名、 プロパ
テ ィ 型、 プロパテ ィ 値で構成されます。

例      <jndi-object>
        <jndi-name>TestObject</jndi-name>
        <class-name>examples.j2ee.jndi.Foo</class-name>
        <property>
            <prop-name>street</prop-name>
            <prop-type>String</prop-type>
            <prop-value>Park west</prop-value>
        </property>
        <property>
            <prop-name>postal</prop-name>
            <prop-type>String</prop-type>
            <prop-value>1262445</prop-value>
        </property>
    </jndi-object>
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第 章

Chapter   21Borland AppServer を使用したリソースへ     
の接続：定義アーカイブ（DAR）の使い方

J2EE は、 Java 標準イ ン ターフ ェース を使用する リ ソース と の接続を確立するための統一 メ
カニズムを指定し ます。 リ ソースマネージ ャの場所の詳細と接続属性を含む リ ソース関連
オブジェ ク ト は、 JNDI サービ スプロバイ ダの下でバイ ン ド されてお り 、 アプ リ ケーシ ョ
ン JNDI 検索の リ ソース接続フ ァ ク ト リ と し て取得でき ます。 サンプルの リ ソース接続
フ ァ ク ト リ と し ては、 JDBC データ ソース と  JMS 接続フ ァ ク ト リ があ り ます。 JNDI から
リ ソース接続フ ァ ク ト リ を取得する と、 目的の リ ソースマネージ ャへの接続を確立でき ま
す。 リ レーシ ョ ナルデータベースへの接続は JDBC データ ソース を介し て取得し、 メ ッ
セージブローカーへの接続は JMS 接続フ ァ ク ト リ を介し て取得し、 一般企業情報システム
（EIS） 接続は JCA リ ソースアダプタ を介し て取得し ます。

リ ソース接続フ ァ ク ト リ および JMS の送信先などのその他の リ ソース関連 JNDI オブジェ
ク ト を作成、 編集、 およびデプロ イ メ ン ト するには、 Borland 管理コ ン ソール と  Borland 
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ （DDEditor） を使用し ます。 一般に JNDI 定義モ
ジュール と呼ばれる  XML デス ク リ プタ フ ァ イル （jndi-definitions.xml） は、 リ
ソース関連オブジェ ク ト を表すプロパテ ィ を取得し ます。 このフ ァ イルは Data ARchive
（DAR） モジュールにパッ ケージ されています。

Borland AppServer （AppServer） でパーテ ィ シ ョ ンがホス ト するネー ミ ングサービ スは、
CosNaming サービ スプロバイ ダのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンであ るデフ ォル ト の JNDI サー
ビ スプロバイ ダを表し ます。 リ ソース関連オブジェ ク ト は、 標準 AppServer デプロ イ メ ン
ト 手順を使用する  DAR モジ ュールまたは RAR モジ ュールのデプロ イ メ ン ト を介し て、
AppServer パーテ ィ シ ョ ンのネー ミ ングサービ スでバイ ン ド されます。 その場合、 リ ソー
ス接続フ ァ ク ト リ のイ ン ス タ ン ス または JMS 送信先を作成する ために必要なプロパテ ィ だ
けが JNDI にバイ ン ド されたオブジェ ク ト に保存されます。 リ ソース関連オブジェ ク ト の 
JNDI 検索中に、 目的の リ ソースオブジェ ク ト のイ ン ス タ ン スは、 取得されたオブジェ ク
ト から保存されたプロパテ ィ 値を使って作成されます。 新し く 作成された イ ン ス タ ン ス
は、 JNDI lookup() メ ソ ッ ド の呼び出し元に返されます。 このよ う にし て、 DAR はベン
ダー固有の リ ソースオブジェ ク ト のク ラ ス を ロードせずに AppServer パーテ ィ シ ョ ンに正
し く デプロ イ メ ン ト でき ます。 リ ソースベンダーのク ラ ス ラ イブラ リ だけは、 リ ソース関
連オブジェ ク ト の JNDI 検索を実際に実行する アプ リ ケーシ ョ ンプロセスに必要です。

メ モ AppServer の古いバージ ョ ンでは、 シ リ アルプロバイ ダ と呼ばれる フ ァ イルシステムサー
ビ スプロバイ ダが DAR モジ ュール と  JNDI 定義モジュールをデプロ イ メ ン ト するデフ ォル
ト の JNDI サービ スプロバイ ダでし た。 このプロバイ ダにバイ ン ド された リ ソース関連オ
ブジェ ク ト はデプロ イ メ ン ト 時の リ ソースオブジェ ク ト の作成に関与し ているので、 事前
にベンダーク ラ ス ラ イブラ リ をデプロ イ メ ン ト する必要があ り ま し た。 さ らに、 リ ソース
関連オブジェ ク ト の JNDI 名には "serial://" と い う シ リ アル URL プレ フ ィ ク スが必要でし
た。 ネー ミ ングサービ ス をデフ ォル ト サービ スプロバイ ダにすれば、 JNDI の名前仕様に
こ のプレ フ ィ ク スは必要な く な り ます。 このプレ フ ィ ク スが付いている  JNDI 名を持つ既
存の DAR/JNDI 定義モジュールのデプロ イ メ ン ト は、 自動的にネー ミ ングサービ スにバイ
ン ド されます。
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J2EE の リ ソース関連オブジェ ク ト は、 リ ソース リ フ ァ レン ス を介し て取得されます。 コ ン
ポーネン ト のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内の リ ソース リ フ ァ レン ス要素を使用し て、
EJB、 サーブレ ッ ト およびその他の J2EE アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト から リ ソース接
続フ ァ ク ト リ または JMS 送信先を参照でき ます。 JDBC データ ソースの リ ソース リ フ ァ レ
ン スの定義の詳細については 185 ページの 「JDBC の使い方」 のセ ク シ ョ ンを参照し、
JMS 接続フ ァ ク ト リ と送信先の リ ソース リ フ ァ レ ン ス定義のサンプルについては 199 ペー
ジの 「JMS の使い方」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

各 AppServer パーテ ィ シ ョ ンには default-resources.dar と い う 名前のデプロ イ メ ン
ト 済みの DAR モジ ュールがあ り 、 それには JDBC データ ソース、 JMS 接続フ ァ ク ト リ 、
および JMS 送信先の定義サンプルがあ り ます。 こ のモジュールは、 次の手順を使って検
査、 更新、 および再デプロ イ メ ン ト でき ます。

1 Borland Management コ ン ソールの左側ペイ ンで、 パーテ ィ シ ョ ンのデプロ イ メ ン ト モ
ジュール ノード の default-resources.dar に移動し ます。

2 default-resources.dar を右ク リ ッ ク し、 コンテキス ト メ ニューから ［Edit deployment 
descriptor］ を選択し ます。 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエディ タ （DDEditor） ウ ィ
ン ド ウが表示されます。 利用可能なデータ ソース と接続フ ァ ク ト リ が左側ペインに表示さ
れます。

3 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエディ タのナビゲーシ ョ ンペイ ンのルー ト ノード を
右ク リ ッ ク し、 適切なオプシ ョ ンを選択して追加するオブジェ ク ト を新規作成し ます。

J2EE コ ンポーネン ト が リ ソース リ フ ァ レ ン スの JNDI 検索を実行する場合、 実行時環境で
リ ソースオブジェ ク ト に関連付け られたベンダーク ラ スが使用可能になっている必要があ
り ます。 J2EE コ ンポーネン ト を AppServer パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト する場合、 ベ
ンダーク ラ ス ラ イブラ リ を ラ イブラ リ アーカ イブ と し て AppServer パーテ ィ シ ョ ンにデプ
ロ イ メ ン ト する必要があ り ます。 こ の規則の例外と し ては、 依存する ク ラ ス ラ イブラ リ が 
AppServer にバン ド ルされている リ ソースオブジェ ク ト の JNDI 検索があ り ます。 こ の例と
し ては、 JDataStore データ ソース または AppServer と と もにイ ン ス ト ールされる  JMS メ ッ
セージサーバーの任意の JMS リ ソースオブジェ ク ト があ り ます。

JNDI 定義モジュール

リ ソース関連オブジェ ク ト は、 JNDI 定義モジュールを含む DAR フ ァ イルのデプロ イ メ ン
ト を介し てネー ミ ングサービ スにバイ ン ド されます。 DAR フ ァ イルには特別な .dar フ ァ イ
ル拡張子が付け られます。 DAR フ ァ イルは、 個別またはほかの J2EE モジュール と と もに 
EAR フ ァ イルにパッ ケージ し て AppServer パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト する必要があ
り ます。

メ モ DAR は、 J2EE 仕様の一部ではあ り ません。 これは、 Borland 固有のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンであ り 、 リ ソース接続フ ァ ク ト リ と  JMS 送信先を簡単にデプロ イ メ ン ト し た り 管理する
こ と を目的と し ています。 接続フ ァ ク ト リ ク ラ ス または JMS 送信先ベンダーク ラ スは、 こ
のアーカ イブタ イプにパッ ケージ し ません。 これらのク ラ スは、 ラ イブラ リ と し て個別の
パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト し て く ださい。

必要になる  DAR の唯一のコ ンテンツは、 jndi-definitions.xml と い う  XML デス ク
リ プタ フ ァ イルです。 こ のフ ァ イルには リ ソース関連オブジェ ク ト の定義が含まれます。
各オブジェ ク ト には、 JNDI 内の場所を特定する  JNDI 名が指定されています。 ほかのデス
ク リ プタ と同様に、 DAR の META-INF デ ィ レ ク ト リ に配置されます。 し たがって DAR の
内容は次の とお り です。

META-INF/jndi-definitions.xml

デス ク リ プタ フ ァ イルを含む DAR は、 コ ン ソールまたはコマン ド ラ イ ンユーテ ィ リ テ ィ
を使用し た り 、 あ るいは EAR の一部 と し てほかの J2EE モジュールをデプロ イ メ ン ト する
よ う にデプロ イ メ ン ト し ます。 名前付き  DAR は、 同じパーテ ィ シ ョ ン または AppServer ク
ラ ス タにい く つでもデプロ イ メ ン ト でき ます。 2 つ以上のデプロ イ メ ン ト された DAR に同
じ  JNDI 名の リ ソースオブジェ ク ト の定義があ る場合は、 後でデプロ イ メ ン ト し たモ
ジュールが同じ ノード にバイ ン ド されている既存オブジェ ク ト を上書き し ます。

DAR で定義され、 デプロ イ メ ン ト された リ ソースオブジェ ク ト は、 『管理コ ン ソールユー
ザーズガイ ド』 の 「JNDI ブラ ウザ」 を使ってネー ミ ングサービ スの名前空間で検査でき
ます。
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DAR の作成とデプロイメント

Borland AppServer の前バージョンから DAR に移行

IAS 4.1 や BAS 4.5 など前バージ ョ ンの製品には、 jndi-definitions.xml デス ク リ プ
タ を収める  DAR モジ ュールがあ り ません。 カ ス タマイ ズ し た jndi-definitions.xml 
フ ァ イルを AppServer に変換する場合は、 次の手順にし たがいます。

1 デフ ォル ト リ ソースの内容をすべて上書きする場合、 META-INF と い う 名前で一時
デ ィ レ ク ト リ を作成し、 既存の jndi-definitions.xml フ ァ イル と と もに保存し ま
す。

2 コマン ド ウ ィ ン ド ウ を開き、 次の jar コマン ド を実行し ます。

prompt>jar uvMf default-resources.dar META-INF/jndi-
definitions.xml

3 通常の手順で、 こ のモジ ュールをデプロ イ メ ン ト し ます。

古い jndi-definitions.xml フ ァ イルをほ と んど変更し ていない場合、 古いフ ァ イル
からデプロ イ メ ン ト 済み DAR にあ る フ ァ イルに、 該当する  XML 行を移動するのは簡単で
す。

DAR の作成とデプロイメント

JNDI 定義モジュールを新規作成するには、 DDEditor の指示にし たがって操作し ます。
DDEditor を開き、 ［File | New...］ を選択し ます。 ［Object Gallery］ ウ ィ ン ド ウが開き ます。

［JNDI Definitions］ タブを選択し、 ［JNDI Definitions Archive］ を選択し て新しい DAR を作
成し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 これで、 JDBC データ ソース または JMS リ ソースの
追加が終了し ま し た。 あ るいは、 後から実行する こ と も でき ます。 操作が終了し た ら、
［File ｜ Save As］ を選択し てモジュールを保存し ます。

アーカイブを保存したら、 J2EE デプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード でモジュールをデプロ イ メ ン ト
し ます。 ウ ィ ザードは DAR から リ ソース定義を読み取ってターゲッ ト パーテ ィ シ ョ ンの
ネー ミ ングサービスにバイ ン ド し ます。 ウ ィ ザード を開始するには、 コ ン ソールを開いて
［Wizards | Deployment Wizard］ を選択し ます。 画面に表示される指示にしたがいます。
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デプロイメントされた DAR の有効化と無効化

DAR モジュールがパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト される と有効にな り ます。 つま り 、
ネー ミ ングサービ スがア ク テ ィ ブになっている間、 リ ソースオブジェ ク ト の定義がパー
テ ィ シ ョ ンのネー ミ ングサービ スにバイ ン ド されます。 DAR モジュールを有効にする と、
リ ソースオブジェ ク ト の定義がネー ミ ングサービ スに リ バイ ン ド され、 プロセスでは、 指
定されている  JNDI 名の既存の内容が上書き されます。 DAR モジ ュールを無効にし て も、
ア ク テ ィ ブなネー ミ ングサービ スの内容に直接的な影響はあ り ません。 その後にパーテ ィ
シ ョ ンを再起動する と、 無効になった DAR はパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト されない
ので、 リ ソースオブジェ ク ト の定義はネー ミ ングサービ スにバイ ン ド されません。 デフ ォ
ル ト では、 ネー ミ ングサービ スはオブジェ ク ト バイ ンデ ィ ングを メ モ リ に保存し ます。 ホ
ス ト パーテ ィ シ ョ ンが再起動されるたびに、 それまでデプロ イ メ ン ト されていた DAR の
リ ソースオブジェ ク ト のバイ ンデ ィ ングは破棄されます。 ネー ミ ングサービ スが JDBC 
バッ キングス ト アで設定されている場合、 デプロ イ メ ン ト された後に無効になったバイ ン
デ ィ ング も含めて、 すべての DAR の リ ソースオブジェ ク ト のバイ ンデ ィ ングが維持され
ます。 こ のよ う なバイ ンデ ィ ングは、 JNDI ブラ ウザを使って検索し て完全に削除し ます。

デプロ イ メ ン ト された DAR モジ ュールを操作するには、 コ ン ソールを使ってパーテ ィ
シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト されたモジ ュールのセ ッ ト から選択し、 右ク リ ッ ク し て適切なア
ク シ ョ ンを選択し ます。

アプリケーション EAR の DAR モジュールのパッケージ

完全なアプ リ ケーシ ョ ンを構成する アーカ イブをすべて 1 つのデプロ イ メ ン ト ユニ ッ ト に
パッ ケージする と便利な場合があ り ます。 た と えば、 EJB アーカ イブに EJB があ り 、 Web 
アーカ イブにサーブレ ッ ト と  JSP があ り 、 DAR で定義し たデータ ソース または JMS 管理
オブジェ ク ト に依存し ている と し ます。 コ ン ソールのアーカ イブツールを使用すれば、
アーカ イブを 1 つの EAR モジュールに簡単にパッ ケージでき ます。

メ モ DAR は J2EE 仕様を構成し ないので、 DAR と と もに少な く と も有効な J2EE モジュールを
も う  1 つ EAR にイ ン クルードする必要があ り ます。 DAR フ ァ イルを格納する  EAR は、 有
効な J2EE アーカ イブの一部ではあ り ません。
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第 章

Chapter   22JDBC の使い方    
JDBC データ ソースなどの リ ソース関連オブジェ ク ト は、移植可能な J2EE の規定の方法で 
JNDI を介し て取得でき ます。 JDBC データ ソースは、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト の
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで定義された J2EE リ ソース リ フ ァ レ ン スの JNDI 検索を実行
する こ と によ って解決されます。 リ ソース リ フ ァ レン ス定義には、 標準 J2EE デプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタ と  Borland 独自のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの両方を使用し ます。 標
準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタでは、 リ ソース リ フ ァ レン スはアプ リ ケーシ ョ ンの JNDI 
環境ネー ミ ング コ ンテキス ト であ る  java:comp/env/ に基づいて論理名を指定し ます。
Borland のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタは、 リ ソース リ フ ァ レン スの論理名を  JDBC リ ソー
ス定義の実際の JNDI ロ ケーシ ョ ンに関連付ける こ と によ って標準デス ク リ プタ を補足し
ます。 た と えば EJB JAR コ ンポーネン ト では、 標準 J2EE デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  
ejb-jar.xml は JDBC データ ソースの <resource-ref> 要素を使って EJB の リ ソース リ フ ァ
レン ス を指定し ます。 Borland AppServer （AppServer） における リ ソース リ フ ァ レ ン スの 
JNDI 検索では、 JDBC データ ソース定義を取得し、 その定義から目的のデータ ソースオブ
ジェ ク ト を作成し て検索の呼び出し元に返し ます。 JDBC データ ソース定義にあ るプロパ
テ ィ 値が作成されるデータ ソースオブジェ ク ト のタ イプ と特性を決定し ます。

リ ソース リ フ ァ レン スの検索を実行する前に、 まず必要なデータ ソース定義を物理的な 
JNDI ロ ケーシ ョ ンにバイ ン ドする必要があ り ます。 AppServer では JDBC データ ソース定
義は、 定義アーカ イブ （DAR） モジュールのデプロ イ メ ン ト 中に JNDI サービ スプロバイ
ダにバイ ン ド されます。 デフ ォル ト では、 このオブジェ ク ト は BES の JNDI CosNaming 
サービ スプロバイ ダであ るパーテ ィ シ ョ ンネー ミ ングサービ スにバイ ン ド されます。 この
章では、 DAR モジュールの JDBC データ ソース を定義する方法、 および各自の J2EE アプ
リ ケーシ ョ ンから  JDBC データ ソースの リ フ ァ レ ン ス を取得する方法について説明し ま
す。
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JDBC データソースの設定

コ ン ソールを利用し て、 データ ソース を設定するパーテ ィ シ ョ ンの ［Deployed Modules］
リ ス ト に移動し ます。 デフ ォル ト では、 すべてのパーテ ィ シ ョ ンに、 default-
resources.dar と い う デプロ イ メ ン ト 済みの JNDI 定義モジュール （DAR） があ り ます。
そのモジュールを右ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト メ ニューから ［Edit deployment descriptor］
を選択し ます。 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ （DDEditor） が表示されます。

DDEditor のナビゲーシ ョ ンペイ ンには、 製品で設定済みのデータ ソースが リ ス ト されま
す。 これらは、 必要に応じ てユーザーの要件に合わせて個別に編集でき ます。

新しい JDBC データ ソース を作成するには、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンのツ リ ー 上部の ノー
ド を右ク リ ッ ク し、 コ ンテキ ス ト メ ニューの ［New Jdbc Datasource］ を選択し ます。

新し く 作成し たデータ ソースの JNDI 名を要求するダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。
JNDI 名を指定する と、 こ のデータ ソースの表示がナビゲーシ ョ ンペイ ンのツ リ ーに表示
されます。 表示を ク リ ッ ク し て設定パネルを開き ます。

DDEditor には、 使用頻度が高い JDBC ド ラ イバに関する情報が組み込まれてお り 、 該当す
る  JDBC データ ソースのク ラ ス名や基本プロパテ ィ には値が自動的に入力されます。 目的
の JDBC データ ソースが ［Datasource Type］ リ ス ト に表示された ら、 選択し ます。 表示さ
れない場合は、 ［Other(JDBC2)］ を選択し ます。
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データ ソースの選択に必要な基本プロパテ ィ が内容ペイ ンの ［Main］ タブに表示されま
す。 データ ソースが DDEditor に登録済みであれば、 以上のプロパテ ィ には自動的に値が
入力されます。

［Driver Properties］ タブや ［Pool Properties］ タブに、 ［Main］ タブの情報の一部が表示され
ますが、 ［Main］ タブに表示されない共通性の少ないプロパテ ィ も こ こ で設定でき ます。

プールのプロパテ ィ を追加するには、 ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ［Name］ の下の ド ロ ッ
プダウ ン リ ス ト から追加するプロパテ ィ を選択し ます。 プールのプロパテ ィ については、
189 ページの 「JDBC データ ソースの接続プールプロパテ ィ の定義」 参照し て く ださい。
ド ラ イバのプロパテ ィ を追加する手順も同じです。
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具体的に定義するプロパテ ィ については、 データベースのマニュ アルを参照し て く ださ
い。

操作が終了し た ら、 モジ ュールを保存し、 後のモーダルウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。 JNDI 
定義モジュールはパーテ ィ シ ョ ンに自動的に再デプロ イ メ ン ト されます。

ドライバライブラリのデプロイメント

デプロ イ メ ン ト されたアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト にサード パーテ ィ 製の JDBC デー
タ ソースの JNDI 検索が含まれている場合はベンダーラ イブラ リ が必要で、 検索を実行す
る前にラ イブラ リ アーカ イブ と し て目的のパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト する必要があ
り ます。 ネイ テ ィ ブの完全 Java データベースであ る  JDataStore を使用し ている場合、 この
手順は必要あ り ません。 Oracle や Sybase など、 別のデータベースに接続するには、 個々の 
JDBC ド ラ イバを、 まずターゲ ッ ト パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト し ます。 ラ イブラ リ
を複数のパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト するには、 次の作業を実行し ます。

1 コ ン ソールの ［Wizard］ メ ニューで ［Deployment Wizard］ を選択し ます。 デプロ イ メ
ン ト ウ ィ ザード が開き ます。

2 ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク して表示される ウ ィ ン ド ウでラ イブラ リ フ ァ イルに移動し、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 ラ イブラ リ 名がデプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード の選択ボッ ク スに
表示されます。

3 ［Next］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 パーテ ィ シ ョ ンの名前がデプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード
ウ ィ ン ド ウに表示されます。

4 ラ イブラ リ をデプロ イ メ ン ト するパーテ ィ シ ョ ンを選択し て ［Finish］ ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。 デプロ イ メ ン ト ステータ スが別のウ ィ ン ド ウに表示されます。

5 ［Close］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て このウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。 管理 コ ン ソールのナビゲー
シ ョ ンペイ ンのパーテ ィ シ ョ ンの ［Deployed Modules］ ノード をチェ ッ クすれば、 ラ イ
ブラ リ が正常にデプロ イ メ ン ト された こ と を検証でき ます。 ラ イブラ リ の名前が
［Deployed Modules］ ノード に表示されます。

6 デプロ イ メ ン ト を有効にするために、 パーテ ィ シ ョ ンを停止し てから再起動し ます。
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次の手順で 1 つのパーテ ィ シ ョ ンにラ イブラ リ をデプロ イ メ ン ト し ます。

1 BES コ ン ソールのナビゲーシ ョ ンペイ ンでパーテ ィ シ ョ ンの名前を右ク リ ッ ク し、 コ ン
テキス ト メ ニューから ［Deployed Modules］ を選択し ます。 デプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード が
開き ます。

2 ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク して表示される ウ ィ ン ド ウでラ イブラ リ フ ァ イルに移動し、
［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 ラ イブラ リ 名がデプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード の選択ボッ ク スに
表示されます。

3 ［Next］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 パーテ ィ シ ョ ン名がデプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード ウ ィ
ン ド ウに表示されます。

4 ラ イブラ リ をデプロ イ メ ン ト するパーテ ィ シ ョ ンを選択し て ［Finish］ ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。 デプロ イ メ ン ト ステータ スが別のウ ィ ン ド ウに表示されます。

5 ［Close］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て このウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。 管理 コ ン ソールのナビゲー
シ ョ ンペイ ンのパーテ ィ シ ョ ンの ［Deployed Modules］ ノード をチェ ッ クすれば、 ラ イ
ブラ リ が正常にデプロ イ メ ン ト された こ と を検証でき ます。 ラ イブラ リ の名前が
［Deployed Modules］ ノード に表示されます。

6 デプロ イ メ ン ト を有効にするために、 パーテ ィ シ ョ ンを停止し てから再起動し ます。

JDBC データソースの接続プールプロパティの定義

実行時には、 各 JDBC データ ソースは接続プールのイ ン ス タ ン スに関連付け られます。 接
続プールは接続の再利用をサポー ト し、 データベース接続を 適化し ます。 データ ソース
によ っては、 接続プール と し てほかのデータ ソース と は異な る措置が必要な ものがあ り ま
す。 そのよ う な接続プールには数多 く の設定オプシ ョ ンが用意されています。 プールサイ
ズの制御、 文の実行時の振る舞い、 ト ラ ンザク シ ョ ンパラ メ ータは、 DAR デス ク リ プタ
フ ァ イルの <visitransact-datasource> 要素でプロパテ ィ と し て指定し ます。 プロ
パテ ィ は、 <property> 要素で指定し ます。 そのよ う な要素には <prop-name> 要素、
<prop-type> 要素、 <prop-value> 要素があ り ます。 次の表に、 すべてのプロパテ ィ 、
指定でき る値、 デフ ォル ト 、 説明を一覧表示し ます。

名前 指定でき る値 説明 デフ ォル ト 値

FinalizeNoTxBusyConnect
ions

このプロパティは、 他の接続プール
プロパティとは異なり、 
partition_server.config を編集 
し、 次の行を追加して BAS パー  
ティションで設定する必要があり
ます。 
vmpram -DFinalizeNoTxBusy 
Connections こ の設定は、 パー 
テ ィ シ ョ ン内のア ク テ ィ ブなすべ
ての BAS JDBC 接続プールに反   
映されます。

JDBC 接続が NoTxBusy の状態   
になったら、 アプリケーションは
接続を閉じる必要があります。 閉
じないと、JDBC 接続プールはい 
つまでも参照を続け、 基底の
データベース接続は解放されま
せん。 このプロパティを設定する
と、 BES 接続プールは JDBC 接   
続の弱参照を維持するように設
定され、スコープ外の NoTxBusy 
接続はアプリケーションによって
閉じられていない場合、 JVM の 
ガベージコレクションが発生する
と解放されます。

connectionType Enumerated:
■ Direct
■ XA

接続プールから取り出すすべて
の接続のトランザクションの関
連。 「Direct」 か 「XA」。

適用なし。プロパ
ティの指定は必
須です。
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optimizeXA Boolean XAResource API 呼び出しは、  
AppServer JDBC 接続プールの  
パフォーマンスの 適化のため
に、 デフォルトで 小限に保た
れます。 optimizeXA の値を 
false に設定すると、 この 適 
化が無効になります。 一定の条
件 下 で は、 デ ー タ ソ ー ス の
optimizeXA プロパティを false に   
設定する必要があります。 たとえ
ば、 2 フェーズコミット時に、 
AppServer JDBC 接続プールの  
デフォルトの XAResource 適  
化と、 Oracle など特定のベン 
ダーリソースマネージャ間に競合
が 発 生 す る 場 合 が あ り ま す。
optimizeXA を false に設定   
する場合、 分散トランザクション
のスコープで JDBC 接続を使用  
するアプリケーションは、 トランザ
ク シ ョ ン の 完 了 前 に 接 続 の
close() を発行する必要があり 
ます。 そうしなければ、 予期しな
いトランザクション完了条件が発
生します。

True

maxPoolSize Integer データソース接続プールから取
得できるデータベース接続の
大数を指定します。

0 は無制限サイ 
ズを指定します。

waitTimeout Integer maxPoolSize 接続が開かれて 
いるときに、 接続が解放されるま
で待つ時間を秒単位で指定しま
す。 maxPoolSize プロパティ 
を使用しており、プールがいっぱ
いで、 これ以上接続を使用でき
ない場合は、 JDBC 接続を検索 
するスレッドは、 待ち時間が無制
限に設定されている （0 秒に設 
定） と、 その接続が使用できるよ
うになるまで待機します。 必要に
応じて、 waitTimeout 時間を 
設定できます。

30

busyTimeout Integer ビジー接続が解放されるまで待
つ時間を秒単位で指定します。

600 （10 分）

idleTimeout Integer このタイムアウトを超えてアイドル
状態が続いたプールされた接続
は閉じられます。 アイドル接続に
対して、 60 秒ごとに 
idleTimeout の期限切れが確認 
されます。 idleTimeout の値の 
単位は秒数です。

600 （10 分）

queryTimeout Integer このデータソースでデータベース
クエリーを実行するときの制限時
間を秒単位で指定します。

0 は無限時間を 
指定します。

名前 指定でき る値 説明 デフ ォル ト 値
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dialect Enumerated:
■ oracle
■ sybase
■ interbase
■ jdatastore

コンテナ管理の永続性の間に実
行する自動テーブル作成のヒン
トとしてデータベースベンダーを
指定します。

このプロパティは
オプションです。
デフォルト値はあ
りません。

isolationLevel Enumerated:
■ TRANSACTION_NONE
■ TRANSACTION_READ_COMMITTED
■ TRANSACTION_READ_UNCOMMITTE

D
■ TRANSACTION_REPEATABLE_READ
■ TRANSACTION_SERIALIZEABLE

現在のデータソースの接続プー
ルで開かれたすべての接続に関
連付けられたデータソースの分
離レベルを示します。 以上の分
離レベルの詳細については、
J2EE 1.3 仕様を参照してくださ  
い。

デフォルトレベル
は、 JDBC ドライ 
バベンダーが提
供します。

reuseStatements Boolean 再利用のためにキャッシュする
準備 SQL 文を要求する 適化  
指示文。 接続プールから取得す
るすべての接続に適用します。

True

initSQL String 新たなトランザクション用に接続
を取得するたびに実行する 「;」
区切りの SQL 文のリストを指定し  
ます。SQL は、接続でアプリケー 
ション作業が実行される前に実
行されます。

このプロパティは
オプションです。
デフォルト値はあ
りません。

refreshFrequency Integer dbPingSQL を使用する場合、 
このプロパティは、 アイドル状態
の接続を閉じるまでの時間を秒
単位で指定します。 タイムアウト
が経過すると、 接続が有効な接
続かどうかを確認されます。 アイ
ドル接続に対しては、 60 秒ごと 
に refreshFrequency のタイムア  
ウトが確認されます。

300 （5 分）

dbPingSQL String refreshFrequency の間、 接続 
プールにある開いている接続を
検査し、 接続をリフレッシュする
ための SQL 文を指定します。

定義されていま
せん。 SQL を指 
定しない場合、コ
ンテナは、 
java.sql. 
ConnectionisCl

osed() メソッドを
使って接続を検
査します。

resSharingScope Enumerated:
■ Shareable
■ Unshareable

接続文と結果セットを再利用の
ためにキャッシュするかどうかを
示します。 Shareable に設定す 
ると、接続文と結果セットはキャッ
シュされ、 接続スループットが
適化されます。 Unshareable の 
場合、 アプリケーションが接続を
閉じるたびに接続が閉じられま
す。

Shareable

名前 指定でき る値 説明 デフ ォル ト 値
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JDBC データソースの接続プールプロパティの定義

maxPreparedStatementCac
heSize

Integer AppServer JDBC プール内の各  
接 続 は、 再 利 用 の た め に
java.sql.PreparedStatement

オブジェクトをキャッシュします。

各 PreparedStatement キャッ  
シュは、 SQL 文による一意の要 
求を表す SQL リテラル文字列に  
よって整理されます。

このプロパティは、 プールされる
JDBC 接続ごとに、 キャッシュさ 
れる PreparedStatements の数  
を制限します。 このプロパティ
は、 キャッシュの 大サイズを指
定します。 キャッシュが上限に達
すると、 その後の  
javax.sql.Connection.prepar

eStatement() 呼び出しでは、 作 
成される PreparedStatement オ  
ブジェクトのインスタンスはキャッ
シュされずに、 呼び出し元に戻
されます。 キャッシュの存続期間
は、 JDBC 接続の存続期間と同 
じです。 たとえば、 アイドル接続
がタイムアウトになると、 接続と
PreparedStatement キャッシュは 
両方とも破棄されます。 未解決
のパラメータ化された SQL 文が  
キャッシュされます。 たとえば、
SELECT NAME FROM CUSTOMER   

WHERE AGE=20 という文は、  
SELECT NAME FROM CUSTOMER   

WHERE :age='?' としてキャッシュ  
されます。 このプロパティは、 
データソースの 
reuseStatements プロパティが 
true （デフォルト） に設定されて
いるときだけ有効です。 デフォル
ト値は 40 ですが、 一般のアプリ  
ケーションではこれで十分です。

40

名前 指定でき る値 説明 デフ ォル ト 値
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JDBC データソースの接続プールプロパティの定義

maxPreparedStatementsPe
rQuery

Integer 並行性が高い場合や、CPM 2.0 
エンティティ Bean を処理す  
る場合などの特定の条件下で
は、同じプールされた接続上の
同じ SQL クエリーで、複数の  
PreparedStatement を同時に 
処 理 で き ま す。た と え ば、
SELECT name FROM table1   

WHERE id=? という SQL クエ    
リーは、? に異なる値が使用さ 
れると、異なる結果セットを返
し ま す。PreparedStatement
キャッシュには SQL クエリー  
ごとに 1 つのエントリがあり  
ますが、クエリー用のキャッ
シュでは、2 つ以上の 
PreparedStatements が存在す 
ることができます。

このプロパティは、1 つのクエリー 
でキャッシュされる 
PreparedStatements の最大数を 
指定します。特定のクエリーでこ
の制限を超えた場合、その後の
javax.sql.Connection.prepar

eStatement() 呼び出しでは、作 
成された PreparedStatement オ  
ブジェクトのインスタンスは
キャッシュされずに、呼び出し元
に戻されます。このプロパティは
maxPreparedStatementCacheSi

ze と同様に、データソースの 
reuseStatements プロパティが 
true（デフォルト）に設定されて
いるときだけ有効です。

20

名前 指定でき る値 説明 デフ ォル ト 値
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デバッグの出力

デバッグの出力

データ ソースでは、 アプ リ ケーシ ョ ンの処理時に、 数多 く のシステムプロパテ ィ を ロ グア
ク テ ィ ビテ ィ 、 接続プール、 接続レベル、 文レベルに設定でき ます。 以上のプロパテ ィ は
通常のアプ リ ケーシ ョ ンの実行時に設定する こ と はあ り ませんが、 制御の JDBC フ ローの
詳細が必要な場合、 これらのオプシ ョ ンが役立ちます。 JDBC データ ソースや接続で問題
が発生し た場合、 Borland テ ク ニカルサポー ト に以上のプロパテ ィ セ ッ ト で生成される実
行時出力を提供する と原因の究明に有効な場合があ り ます。 以上のプロパテ ィ をパーテ ィ
シ ョ ンに設定する と、 JDBC ア ク テ ィ ビテ ィ の間にロ グ メ ッ セージが生成されます。 メ ッ
セージを実際にパーテ ィ シ ョ ン ロ グに書き込むには、 log4j に設定を追加する必要があ り
ます。 logConfiguration.xml と い う 名前のパーテ ィ シ ョ ンの log4j 設定フ ァ イルを
探し て次の <logger> 要素を追加し ます。

... 
<log4j:configuration> 
 ... 
    <logger name="com.inprise.visitransact.jdbc2" additivity="true"> 
       <level value="DEBUG" /> 
    </logger> 
    ... 
</log4j:configuration>

メ モ BAS ロ グは、 Log4j イ ンフ ラ ス ト ラ クチャに基づき ます。 Log4j を使用する一部のユー
ザーアプ リ ケーシ ョ ンによ り 、 パーテ ィ シ ョ ンが停止する こ と があ り ます。 ユーザー
アプ リ ケーシ ョ ンでは、 アーカ イブで設定フ ァ イルをデプロ イ メ ン ト するのではな く 、
パーテ ィ シ ョ ン単位で log4j 設定フ ァ イルを使用する必要があ り ます。 デフ ォル ト で
は、 こ のフ ァ イルは、 パーテ ィ シ ョ ンの管理オブジェ ク ト のフ ッ ト プ リ ン ト であ る  
<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/mos/
<partition_name>/adm/properties/logConfiguration.xml です。 または、 <install_dir>/bin/
partition.config フ ァ イルの次の行のコ メ ン ト を解除し ます。

vmprop borland.enterprise.server.partition.disableSystemRedirect=true 

システムプロパテ ィ 名 型 説明 デフ ォル ト 値

DataSourceDebug Boolean すべてのデータソースに対して、デー
タソースレベルでアクティビティをレ
ポートします。

False

ConnectionPoolDebug Boolean すべてのデータソースに対して、接続
プールレベルでアクティビティをレ
ポートします。

False

ConnetionPoolState 
Debug

Boolean 接続プールの接続の推移をレポート
します。

False

JDBCProxyDebug Boolean すべての接続に対して、 接続レベル
でアクティビティをレポートします。

False

PreparedStatementCach
eDebug

Boolean すべての文に対して、 準備文レベル
でアクティビティをレポートします。

False



 第 22 章 : JDBC の使い方 195

Borland AppServer のプールされた接続の状態について

Borland AppServer のプールされた接続の状態について

EJB コ ンテナの静的収集オプシ ョ ンを有効にする と、 パーテ ィ シ ョ ン イベン ト ロ グには 
JDBC 接続プールに関する重要な統計値が収集されます。 こ のロ グには、 プール JDBC2 接
続の各種ラ イ フサイ クル状態の接続数が リ ス ト で記録されます。 次に各状態の説明を示し
ます。

■ Free ： アプ リ ケーシ ョ ンで利用でき る キ ャ ッ シュ／プールされた接続

■ TxBusy ： ト ラ ンザク シ ョ ンで使用中のキ ャ ッ シュ済み接続

■ NoTxBusy ： ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト がないアプ リ ケーシ ョ ンで使用中のキ ャ ッ
シ ュ済み接続

■ Committed ： ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スからの commit() 呼び出し を受け取った ト ラ
ンザク シ ョ ンに関連付け られた接続

■ RolledBack ： ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スからの rollback() 呼び出し を受け取った ト
ラ ンザク シ ョ ンに関連付け られた接続

■ Prepared ： ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スからの prepare() 呼び出し を受け取った ト ラ ン
ザク シ ョ ンに関連付け られた接続

■ Forgot ： ト ラ ンザク シ ョ ンサービ スからの forget() 呼び出し を受け取った ト ラ ンザ
ク シ ョ ンに関連付け られた接続

■ TxBusyXaStart ： ト ラ ンザク シ ョ ンブラ ンチに関連付け られたプールされた接続

■ TxBusyXaEnd ： ト ラ ンザク シ ョ ンブラ ンチとの関連付けが解消されたプールされた接続

■ BusyTimedOut ： busyTimeout プールプロパテ ィ の指定時間を過ぎて ト ラ ンザク シ ョ
ンに滞留し たためプールから削除されたキ ャ ッ シ ュ済み接続

■ IdleTimedOut ： プールの idleTimeout プロパテ ィ を過ぎてア イ ド ルであったため
プールから削除された接続

■ JdbcHalfCompleted ： 接続がプール管理 （更新など） に関係のあ るバッ ク エン ド ハウ ス
キーピングア ク テ ィ ビテ ィ にかかわっているため、 ア ク テ ィ ビテ ィ が終了する まで利
用できない遷移状態。

■ Closed ： 基底の JDBC 接続が閉じ られた

■ Discarded ： （タ イ ムア ウ ト エラーなどのため） 削除されたキ ャ ッ シュ済み接続

■ JdbcFinalized ： リ フ ァ レン ス先のない接続をゴ ミ 箱に収集し た

従来の JDBC 1.x ドライバのサポート

JDBC 1x ド ラ イバはデータ ソースオブジェ ク ト を提供し ません。 ただし、 J2EE 仕様では、
データベース接続は、 常に javax.sql.DataSource イ ン ターフ ェースで取得されます。
ユーザーが引き続き  JDBC 1x ド ラ イバを使用でき る よ う に、 AppServer では、 移植可能な 
J2EE コード を利用でき る  JDBC 1x データ ソースのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ます。
こ のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 JDBC 1x 仕様の DriverManager 接続 メ カニズムの前面で
提供し ています。

DDEditor で、 このよ う な ド ラ イバの 上部にデータ ソース を定義する場合、 ［Datasource 
Type］ フ ィ ール ド で ［Other(JDBC1x)］ を選択し ます。 ［Main］ パネルで、 ド ラ イバマネー
ジ ャ ク ラ ス名と、 特定のデータベース と ド ラ イバの接続 URL を指定し ます。

ク ラ ス名 
com.inprise.visitransact.jdbc1w2.InpriseConnectionPoolDataSource は、
JDBC ド ラ イバの DriverManager ク ラ スではあ り ません。 これは、 ラ ッパーク ラ スで
す。 ベンダーのク ラ スは、 エデ ィ タパネルの ［Driver class name］ テキス ト ボ ッ ク スで指定
し ます。
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JDBC データソースの定義の応用

サーバーのグ ラ フ ィ カルツールを使用する し ないにかかわらず、 データ ソースの定義で
は、 XML 形式でコ ンテナに何らかの情報を提供し ます。 JDBC データ ソースの定義と、 そ
の定義を JNDI にバイ ン ドする と きに何が行われるか調べてみま し ょ う 。 まず、 jndi-
definitions.xml フ ァ イルの DTD から調べる こ と にし ます。 太字で印刷されている要
素は JDBC データ ソースの メ イ ン要素です。

<!ELEMENT jndi-definitions (visitransact-datasource*, driver-datasource*, jndi-
object*)> 
<!ELEMENT visitransact-datasource (jndi-name, driver-datasource-jndiname, 
property*)> 
<!ELEMENT driver-datasource (jndi-name, datasource-class-name, 
log-writer?, property* )> 
<!ELEMENT jndi-object (jndi-name, class-name, property* )> 
<!ELEMENT property (prop-name, prop-type, prop-value)> 
  <!ELEMENT prop-name (#PCDATA)> 
  <!ELEMENT prop-type (#PCDATA)> 
  <!ELEMENT prop-value (#PCDATA)> 
  <!ELEMENT jndi-name (#PCDATA)> 
  <!ELEMENT driver-datasource-jndiname (#PCDATA)> 
  <!ELEMENT datasource-class-name (#PCDATA)> 
  <!ELEMENT log-writer (#PCDATA)> 
  <!ELEMENT class-name (#PCDATA)>

JDBC データ ソースの定義には、 2 つの XML 要素が関係し ます。 初の要素が 
<visitransact-datasource> 要素です。 こ こには、 アプ リ ケーシ ョ ン コード が検索す
るデータ ソース を定義し ます。 次のよ う な情報を組み込みます。

■ jndi-name ： JNDI がデータ ソースの名前 と し て参照し ます。 エン タープラ イ ズ Bean の
リ ソース リ フ ァ レン スにも あ る名前です。

■ driver-datasource-jndiname ： ラ イブラ リ と し てパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト する
データベースや JMS ベンダーが提供する ド ラ イバク ラ スの JNDI 名です。次に紹介する  
<driver-datasource> 要素が参照する名前でも あ り ます。

■ properties ： これらは接続プールのデータ ソースのロールのプロパテ ィ です。 以上のプ
ロパテ ィ については、 189 ページの 「JDBC データ ソースの接続プールプロパテ ィ の定
義」 でさ らに詳し く 説明し ます。

こ こ では、 XML によ るデータ ソース定義のこの部分のサンプルで検討し ま し ょ う 。 次の
サンプルでは、 Oracle を使用する例を紹介し ます。

<jndi-definitions> 
        <visitransact-datasource> 
            <jndi-name>datasources/Oracle</jndi-name> 
            <driver-datasource-jndiname>datasources/OracleDriver 

</driver-datasource-jndiname> 
            <property> 
               <prop-name>connectionType</prop-name> 
               <prop-type>Enumerated</prop-type> 
               <prop-value>Direct</prop-value> 
            </property> 
            ... 
            <!-- other properties as needed --> 
            ... 
        </visitransact-datasource> 
        ... 
     </jndi-definitions>

まだ完成ではあ り ません。 ド ラ イバの情報を さ らに指定する必要があ り ます。 それでデー
タ ソース定義の残 り 半分が完成です。 それには、 <driver-datasource> 要素に次の情
報を指定し ます。

■ jndi-name ： ド ラ イバク ラ スの JNDI 名と、 その値は、 <visitransact-datasource> 
要素の <driver-datasource-jndiname> 値 と同じであ る もの と し ます。

■ datasource-class-name ： これは、 リ ソースベンダーが提供する接続フ ァ ク ト リ ク ラ スの
名前です。 パーテ ィ シ ョ ンにラ イブラ リ と し てデプロ イ メ ン ト する ク ラ ス と同じです。

■ log-writer ： 一部のベンダー接続フ ァ ク ト リ ク ラ ス向けの詳細モード を起動する ための
論理要素です。 こ のプロパテ ィ の使用方法については、 リ ソースのマニュ アルを参照
し て く ださ い。
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■ properties ： ユーザー名、 パス ワード など、 JDBC リ ソース固有のプロパテ ィ があ り ま
す。 これらのプロパテ ィ は、 ド ラ イバク ラ スに渡されて処理されます。 プロパテ ィ に
ついては、 JDBC リ ソースのマニュ アルを参照し て く ださい。 XML でプロパテ ィ を指
定する方法については、 次に説明し ます。

以上の説明を基に、 先の Oracle データ ソースの定義を完成させま し ょ う 。 完全を期するた
め、 まず前述の XML を再び掲載し ます。

    <jndi-definitions> 
     <visitransact-datasource> 
           <jndi-name>datasources/Oracle</jndi-name> 
           <driver-datasource-jndiname>datasources/OracleDriver 

</driver-datasource-jndiname> 
         <log-writer>False</log-writer> 
         <property> 
              <prop-name>connectionType</prop-name> 
              <prop-type>Enumerated</prop-type> 
              <prop-value>Direct</prop-value> 
         </property> 
     </visitransact-datasource> 
        ...

ド ラ イバデータ ソース  JNDI 名が太字であ る こ と に注意し て く ださい。 さ らに次の要素を
追加し ます。

    <driver-datasource> 
 <jndi-name>datasources/OracleDriver</jndi-name> 
 <datasource-class-name>oracle.jdbc.pool.OracleConnectionPoolDataSource</
datasource-class-name> 
 <property> 
   <prop-name>user</prop-name> 
   <prop-type>String</prop-type> 
   <prop-value>MisterKittles</prop-value> 
 </property> 
 <property> 
   <prop-name>password</prop-name> 
   <prop-type>String</prop-type> 
   <prop-value>Mittens</prop-value> 
 </property> 
 
  ... 
 
  // 必要に応じてほかのプロパティを追加 
  ... 
 
    </driver-datasource> 
</jndi-definitions>

以上で JDBC データ ソースの定義が完成し ま し た。 DAR と し てパッ ケージ し た XML フ ァ
イルは、 パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト でき ます。 これによ り 、 データ ソースがネー ミ
ングサービ スに登録され、 検索の対象にな り ます。
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J2EE アプリケーションコンポーネントから JDBC リソー
スに接続

EJB コ ンポーネン ト の ejb-borland.xml などの Borland 独自のデプロ イ メ ン ト デス ク リ
プタでは、 データ ソースの論理名を JDBC データ ソース定義の実際の JNDI ロ ケーシ ョ ン
にマ ッ ピングするために <resource-ref> 要素を使用し ます。 論理名のロ ケーシ ョ ンへ
のマ ッ ピングは、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト で目的のデータ ソースに対する  JNDI 
検索が実行される と きに行われます。 要素は、 各ユーザーのコ ンポーネン ト 定義内で使用
し ます。 た と えば、 エンテ ィ テ ィ  Bean の <resource-ref> は、 <entity> タ グ内に存
在する必要があ り ます。Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの <resource-ref> 要素の 
DTD 表現を調べてみます。

<!ELEMENT resource-ref (res-ref-name, jndi-name, cmp-resource?)>

こ の要素では、 次のよ う に指定し ます。

■ res-ref-name ： これは、 リ ソースの論理名であ り 、 標準 ejb-jar.xml デス ク リ プタ
フ ァ イルの <resource-ref> 要素で使用する もの と同じ論理名です。 これは、 アプ リ
ケーシ ョ ン コード がデータ ソースの検索に使用する名前です。

■ jndi-name ： 論理名にバイ ン ド されるデータ ソースの JNDI 名です。 DAR でデプロ イ メ
ン ト する  <visitransact-datasource> 要素の対応する  <jndi-name> 要素の値 と
同じ値と し ます。

■ cmp-resource ： エンテ ィ テ ィ  Bean だけに関連するオプシ ョ ンの論理要素です。 True に
設定する と、 コ ンテナの CMP エンジンがこのデータ ソース を監視し ます。

先に定義し た Oracle データ ソース を使用するエンテ ィ テ ィ  Bean のサンプルで調べてみま
し ょ う 。

<entity> 
 <ejb-name>entity_bean</ejb-name> 
 ... 
    <resource-ref> 
  <res-ref-name>jdbc/MyDataSource</res-ref-name> 
  <jndi-name>datasources/Oracle</jndi-name> 
  <cmp-resource>True</cmp-resource> 
    </resource-ref> 
 ... 
</entity>

ご覧のよ う に、 データ ソース定義の <visitransact-datasource> 要素と同じ  JNDI 名
を使用し ま し た。 次に、 データ ソースオブジェ ク ト リ フ ァ レン スの取得方法について調べ
てみま し ょ う 。 こ のために、 アプ リ ケーシ ョ ンはデプロ イ メ ン ト 済みコ ンポーネン ト の 
<res-ref-name> 値を検索し ます。 オブジェ ク ト リ フ ァ レ ン スは、 リ モー ト の 
CosNaming プロバイ ダから取 り 出し ます。 次に例を示し ます。

    javax.sql.DataSource ds1; 
 
    try { 
     javax.naming.Context ctx = (javax.naming.Context)  

new javax.naming.InitialContext(); 
     ds1 = (DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/MyDataSource"); 
    } 
    catch (javax.naming.NamingException exp) { 
     exp.printStackTrace(); 
    }

以上で、 データベース  java.sql.Connection は、 ds1 から取得でき ます。
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Chapter   23JMS の使い方    
JMS 接続フ ァ ク ト リ 、 JMS キ ュー／ ト ピ ッ ク の送信先などの リ ソース関連オブジェ ク ト
は、 移植可能な J2EE の規定の方法で JNDI を介し て取得でき ます。 JMS リ ソースオブジェ
ク ト は、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで定義された 
J2EE リ ソース リ フ ァ レ ン スの JNDI 検索を実行する こ と によ って解決されます。 リ ソース
リ フ ァ レン ス定義には、 標準 J2EE デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ と  Borland 独自のデプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタの両方を使用し ます。 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタでは、 リ ソー
ス リ フ ァ レン スはアプ リ ケーシ ョ ンの JNDI 環境ネー ミ ング コ ンテキス ト であ る  
java:comp/env/ に基づいて論理名を指定し ます。 Borland のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タは、 リ ソース リ フ ァ レン スの論理名を JMS リ ソース定義の実際の JNDI ロ ケーシ ョ ンに
関連付け る こ と によ って標準デス ク リ プタ を補足し ます。 た と えば EJB JAR コ ンポーネン
ト では、 標準 J2EE デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-jar.xml は JMS 接続フ ァ ク ト リ の 
<resource-ref> 要素と  JMS ト ピ ッ ク／キ ューの <resource-env-ref> 要素を使って 
EJB の リ ソース リ フ ァ レン ス を指定し ます。 Borland AppServer （AppServer） における リ
ソース リ フ ァ レン スの JNDI 検索では、 JMS リ ソース定義を取得し、 その定義から目的の 
JMS オブジェ ク ト を作成し て検索の呼び出し元に返し ます。 JMS リ ソース定義にあ るプロ
パテ ィ 値が作成される リ ソースオブジェ ク ト のタ イプ と特性を決定し ます。

リ ソース リ フ ァ レン スの検索を実行する前に、 まず必要な リ ソース定義を物理的な JNDI 
ロ ケーシ ョ ンにバイ ン ドする必要があ り ます。 AppServer では、 JMS リ ソース定義は定義
アーカ イブ （DAR） モジュールのデプロ イ メ ン ト 時に JNDI サービ スプロバイ ダにバイ ン
ド されます。 デフ ォル ト では、 こ のオブジェ ク ト は AppServer の JNDI CosNaming サービ
スプロバイ ダであ るパーテ ィ シ ョ ンのネー ミ ングサービ スにバイ ン ド されます。 この章で
は、 DAR モジュールで JMS リ ソースオブジェ ク ト を定義する方法について説明し、 J2EE 
アプ リ ケーシ ョ ンから  JMS リ ソースオブジェ ク ト のハン ド ルを取得する方法の詳細につい
て説明し ます。 JMS のア ク テ ィ ビテ ィ 、 およびそれが ト ラ ンザク シ ョ ンを関連付ける方法
について も説明し ます。

DAR の中には、 JNDI プロバイ ダ （ネー ミ ングサービ ス） にバイ ン ドする各 リ ソース関連
オブジェ ク ト のプロパテ ィ を含む JNDI 定義モジュール （jndi-definitions.xml フ ァ
イル） があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン EAR がデプロ イ メ ン ト される と、 DAR フ ァ イルの
内容がパーテ ィ シ ョ ンのネー ミ ングサービ スにデプロ イ メ ン ト されます。 jndi-
definitions.xml フ ァ イルに定義された リ ソース関連オブジェ ク ト のプロパテ ィ は、
パーテ ィ シ ョ ンがホス ト するネー ミ ングサービ スで JNDI にバイ ン ド されたオブジェ ク ト
に格納されます。
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アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト または EJB コ ンポーネン ト は、 リ ソース関連オブジェ ク ト
の JNDI 検索を行 う と き、 JNDI プロバイ ダ と通信する  lookup() メ ソ ッ ド を次のよ う にし
て呼び出し ます。

1 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト は、 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ （EJB の場合は 
ejb-jar.xml） 内の <resource-ref> 要素を参照し て、 リ ソースの論理名を取得し
ます （こ の検索はコ ンポーネン ト のローカル名前空間 java:comp/env 内で行われ、
オブジェ ク ト の論理名を取得し ます）。 この論理名は、 <resource-ref-name> サブ
要素で指定されています。 た と えば、 ejb-jar.xml の場合は、 次のよ う にな り ます。

 ...  
  <description> この例では、2 フェーズコミットトランザクションでの JMS XA と 
JDBC XA を示します。</description>  
 <enterprise-beans> 
  <session> 
   ...  
     <resource-ref> 
        <description />  
        <res-ref-name>jms/insurance/ConnectionFactory</res-ref-name>  
        <res-type>javax.jms.ConnectionFactory</res-type>  
        <res-auth>Container</res-auth>  
     </resource-ref> 
     ...  
  </session>

2 コ ンテナはこ の論理名を使用し て、 Borland 独自のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-
borland.xml から、 JMS リ ソース定義 （JNDI にバイ ン ド されたオブジェ ク ト ） の実
際の JNDI ロ ケーシ ョ ンを次のよ う にし て取得し ます。

... 
 <enterprise-beans> 
  <session> 
  ... 
     <resource-ref> 
        <res-ref-name>jms/insurance/ConnectionFactory</res-ref-name>  
        <jndi-name>jms/xacf</jndi-name>  
     </resource-ref> 
  </session>

3 次にコ ンテナは、 バイ ン ド されたオブジェ ク ト に格納されているプロパテ ィ値を使用し
て、 リ ソースオブジェ ク ト のイ ンス タ ンスを作成し ます。 関連する  DAR がデプロ イ メ ン
ト された と き、 ConnectionFactory オブジェ ク ト には以下のプロパテ ィ が jndi-
definitions.xml フ ァ イルに基づいて格納されています。

...  
<jndi-definitions> 
  <jndi-object> 
     <jndi-name>jms/xacf</jndi-name>  
     <classname>com.tibco.tibjms.TibjmsXAConnectionFactory</class-name>  
     <property> 
        <prop-name>serverUrl</prop-name>  
        <prop-type>String</prop-type>  
        <prop-value>localhost:7222</prop-value>  
     </property> 
  </jndi-object>

4 こ のイ ン ス タ ン スは、 コ ンテナによ って Borland 独自の API （JMS プロ キシレ イヤ内）
にラ ッ プされ、 lookup() の呼び出し元 （アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト または他の 
J2EE コ ンポーネン ト ） に戻されます。
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JMS 1.1 - 共通 API

JMS 1.1 では、 ド メ イ ンに依存し ない統一的な API を JMS ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン
で使用する こ と ができ ます。 ク ラ イ アン ト は、 汎用 JMS ConnectionFactory のハン ド ルを取
得し、 そ こ から取得し た汎用セ ッ シ ョ ンオブジェ ク ト をキ ューや ト ピ ッ ク で使用し て、
メ ッ セージを処理でき ます。 共通 API と、 その ド メ イ ン固有 API を次の表に示し ます。

共通イ ン ターフ ェースの使用方法における主な変更は、 1 つ以上のキ ューや ト ピ ッ クの宛
先に対し て、 同じセ ッ シ ョ ンの同じ ト ラ ンザク シ ョ ンからすべて同時にア ク セスでき る よ
う になった こ と です。 こ の変更によ り 、 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ン内のすべての メ ッ セージ
（キ ューおよび ト ピ ッ ク とや り 取 り する メ ッ セージ） が送信されて ト ラ ンザク シ ョ ンが成
功し た とみな されるか、 ト ラ ンザク シ ョ ン全体が失敗し て、 どの メ ッ セージ もデプロ イ メ
ン ト されないかのいずれかにな り ます。

Borland AppServer は、 ド メ イ ンに依存し ない JMS 1.1 API をサポー ト し、 また、 すべての 
JMS 1.1 API を使用する際の J2EE 1.4 によ る制約にし たがいます。

JMS 接続ファクトリと宛先の設定

管理コ ン ソールを使用して、 JMS リ ソースオブジェ ク ト を設定するパーテ ィ シ ョ ンの
［Deployed Modules］ リ ス ト に移動し ます。 デフ ォル ト では、 すべてのパーテ ィ シ ョ ンに、
default-resources.dar とい う デプロ イ メ ン ト 済みの JNDI 定義モジュール （DAR） が
あ り ます。 そのモジュールを右ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト メ ニューから ［Edit deployment 
descriptor］ を選択し ます。 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエディ タ （DDEditor） が表示されま
す。

DDEditor のナビゲーシ ョ ンペイ ンには、 製品で設定済みの JMS 接続フ ァ ク ト リ と キ ュー
／ ト ピ ッ ク の リ ス ト が表示されます。 接続フ ァ ク ト リ 名を ク リ ッ ク し ます。 右側のペイ ン
にプロパテ ィ が表示されます。 接続フ ァ ク ト リ ご と に、 ［Tibco］、 ［Sonic］、 ［WMQ］、 また
は別の JMS プロバイ ダ （［Other］） を選択でき ます。 DDEditor には、 Tibco に関する情報が
組み込まれてお り 、 各ク ラ スのク ラ ス名が自動的に代入されます。 また、 ［JMS Object 
type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト からオブジェ ク ト リ ソース タ イプを選択する こ と も でき ます。
OpenJMS では openjms.xml フ ァ イルを編集し て、 接続フ ァ ク ト リ と送信先を設定する必
要があ り ます。 こ のフ ァ イルへのア ク セス方法の詳細は、 227 ページの 「OpenJMS の 
JNDI オブジェ ク ト の設定」 を参照し て く ださ い。

［JMS provider］ リ ス ト で ［Other］ を選択し た場合は、 JMS ベンダーのマニュ アルで、 接続
フ ァ ク ト リ 、 ト ピ ッ ク、 キ ューの実装ク ラ スの正しい名前を確認し て く ださい。 また、
［Main］ パネルには、 代入するプロパテ ィ が提示されないので、 ［Properties］ タブを使って
適切なプロパテ ィ を設定する必要があ り ます。

JMS 共通 API （JMS 
1.1）

ポイ ント ツーポイ ント ド メ イ ン  
API

Publish/Subscribe ド メ
イ ン

ConnectionFactory QueueConnectionFactory TopicConnectionFactory

Connection QueueConnection TopicConnection

Destination Queue Topic

Session QueueSession TopicSession

MessageProducer QueueSender TopicPublisher

MessageConsumer QueueReceiver TopicSubscriber

XAConnectionFactory XAQueueConnectionFactory XATopicConnectionFactory

XAConnection XAQueueConnection XATopicConnection

XASession XAQueueSession XATopicSession
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新しい JMS オブジェ ク ト を作成するには、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンでルー ト ノ ード を右ク
リ ッ ク し、 コ ンテキス ト メ ニューから ［New JMS Object］ を選択し ます。

作成する  JMS オブジェ ク ト の JNDI 名を指定するダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。 デ
フ ォル ト では、 指定する名前はネー ミ ングサービ ス内の場所に対応し ます。 JNDI 名に 
"serial//" プレ フ ィ ク ス を付けて指定する場合は、 プレ フ ィ ク スの後の残 り の名前がネー ミ
ングサービ ス内の場所に対応し ます。 JNDI 名を指定する と、 こ の JMS オブジェ ク ト の表
示がナビゲーシ ョ ンペイ ンのツ リ ーに表示されます。 表示を ク リ ッ ク し て設定パネルを開
き ます。

DDEditor には、 Tibco、 Sonic、 WMQ に関する情報が組み込まれてお り 、 ク ラ ス名が自動
的に代入されます。

メ モ ［Main］ パネルには、 Tibco 、 Sonic、 および WMQ 以外の JMS オブジェ ク ト は示されませ
ん。 適切なプロパテ ィ を設定するには、 ［Properties］ タブを使用する必要があ り ます。

操作が終了し た ら、 ［File ｜ Save As］ を選択し ます。 モジ ュールは元のパーテ ィ シ ョ ンに
保存され、 再デプロ イ メ ン ト されます。

JMS 接続ファクトリの接続プールプロパティの定義

AppServer に定義された各 JMS 接続フ ァ ク ト リ には、 接続プールが関連付け られています。
DAR モジュールの jndi-definitions.xml フ ァ イルで定義する各 JMS 接続フ ァ ク ト リ
には、 接続プールプロパテ ィ を指定でき ます。 AppServer パーテ ィ シ ョ ンシステムのプロ
パテ ィ は、 パーテ ィ シ ョ ンの Java 仮想マシンで確立されるすべての JMS 接続プールのデ
フ ォル ト 動作を指定でき ます。 ただし、 jndi-definitions.xml フ ァ イルの個々の JMS 
接続フ ァ ク ト リ に対し て定義されるプロパテ ィ は、 システムプロパテ ィ 値を上書き し ま
す。
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次の表に、 JMS 接続プールのデフ ォル ト 設定 と し て使用する  AppServer パーテ ィ シ ョ ンシ
ステムのプロパテ ィ を リ ス ト し ます。

プロパテ ィ 名 説明 型 このプロパテ ィ の有効値

JMSConnectionMaxPoolSize JMS 接続プールで利用できる JMS  
接続の 大数

Integer 0<n。 ここで n は JMS 接続プールで    
利用できる接続の 大数。 デフォル
トは 0 で、 接続数は無制限

JMSConnectionWaitTimeout JMS 接続プールで接続が解放される 
まで待つ時間

Integer デフォルトは 30 秒

JMSConnectionIdleTimeout JMS 接続プールで接続を破棄する 
前にアイドル状態で待つ時間

Integer デフォルトは 60 秒

JMSConnectionPoolDebug AppServer JMS 接続プーリングに関  
連するデバッグメッセージの表示をオ
ンにする

boolean デフォルト値は true
true - デバッグをオン

false - デバッグをオフ

JMSConnectionPoolDisable JMS 接続ファクトリの AppServer 接続   
プーリングの使用を制御する

boolean デフォルト値は false
false - JMS 接続をオン

true - JMS 接続をオフ

JMSConnectionPoolMonitorL
evel

AppServer JMS 接続とセッションプー  
ル用の JMS プールの監視をオンに  
する。

重要 ：

それぞれの JMS 接続には、JMS セッ   
ションプールで管理される JMS セッ  
ションのセットを作成できます。このプ
ロパティ値を設定する場合は、 接続
のパフォーマンスに対する影響を考
慮してください。 各レベルとともに、 カ
ウンタと状態の値を保守し収集する
作業は増加するためです。 " 大 "
を選択すると、 接続のパフォーマンス
に対する影響は 大になります。

String ■ "none"（デフォルト）
■ "minimum"
■ "medium"
■ "maximum"

JMSSessionMaxPoolSize 接続ファクトリの各 JMS セッション  
プールの JMS セッションの 大数

Integer 0<n。 ここで n は、 JMS 接続に関連   
する JMS セッションプールで利用で  
きる JMS セッションの 大数。デフォ  
ルトは 0 で、 接続数は無制限

JMSSessionWaitTimeout JMS セッションプールでセッションが 
解放されるまで待つ時間

Integer デフォルトは 30 秒

JMSSessionPoolDisable JMS 接続ごとの AppServer セッション   
プーリングの使用を制御する。 このプ
ロパティの値を true にして JNDI で    
JMS 接続ファクトリを検索すると、 ベ 
ンダー JMS 接続ファクトリが返され  
る。AppServer プロキシクラスではラッ 
プされない。

boolean デフォルト値は false
false - JMS セッションをオン

true - JMS セッションをオフ

JMSSessionPoolDebug AppServer JMS セッションプーリング  
に関連するデバッグメッセージの表
示をオンにする

boolean デフォルト値は false
false - デバッグをオフ

true - デバッグをオン
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個々の JMS 接続ファクトリのプロパティの定義

JMS プールプロパテ ィ は、 jndi-definitions.xml フ ァ イルの個々の接続フ ァ ク ト リ に
対し て定義でき ます。 こ のプロパテ ィ はパーテ ィ シ ョ ンのシステムプロパテ ィ を上書き し
ます。 <property> 要素を使用し て、 プールプロパテ ィ を追加し ます。 た と えば、 次のよ
う にな り ます。

<jndi-definitions>   
   <!-- **************************** -->   
   <!-- * JMS Connection Factories * -->   
   <!-- **************************** -->   
       <jndi-object>    
           <jndi-name>jms/cf</jndi-name> 
           <class-name>com.tibco.tibjms.TibjmsConnectionFactory</class-name>    
           <property>     
               <prop-name>serverUrl</prop-name>     
               <prop-type>String</prop-type>     
               <prop-value>localhost:7222</prop-value>    
           </property>    
           <property>     
               <prop-name>besConnectionPoolMaxPoolSize</prop-name> 
               <prop-type>Integer</prop-type>     
               <prop-value>11</prop-value>    
           </property>    
           <property>     
               <prop-name>besConnectionPoolDebug</prop-name>     
               <prop-type>Boolean</prop-type>     
               <prop-value>true</prop-value>    
           </property>    
           <property>     
               <prop-name>besSessionPoolDisable</prop-name>     
               <prop-type>Boolean</prop-type>     
               <prop-value>true</prop-value>    
           </property>   
       </jndi-object>   
       ...  
   </jndi-definitions>

次に、 JMS 接続フ ァ ク ト リ プールのプロパテ ィ および上書き される対応する システムプロ
パテ ィ の完全な リ ス ト を示し ます。

個々のプールプロパテ ィ 対応するシステムプロパテ ィ

besConnectionPoolMaxPoolSize JMSConnectionMaxPoolSize

besConnectionPoolWaitTimeout JMSConnectionWaitTimeout

besConnectionPoolIdleTimeout JMSConnectionIdleTimeout

besConnectionPoolMonitorLevel JMSConnectionPoolMonitorLevel

besConnectionPoolDisable JMSConnectionPoolDisable

besConnectionPoolDebug JMSConnectionPoolDebug

besSessionPoolMaxPoolSize JMSSessionMaxPoolSize

besSessionPoolWaitTimeout JMSSessionWaitTimeout

besSessionPoolDisable JMSSessionPoolDisable

besSessionPoolDebug JMSSessionPoolDebug
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JMS 接続フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト は、 JDBC データ ソースオブジェ ク ト と同じ方法で取得
でき ます。 フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト は、 標準 J2EE と  Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク
リ プタの両方の <resource-ref> 要素の中で宣言されます。 ただし、 アプ リ ケーシ ョ ン
が JMS プロバイ ダの送信先と対話する必要があ る場合は特別な設定が必要です。
<resource-env-ref> 要素は、 両方のデス ク リ プタで指定し、 JMS 送信先を少な く と も  
1 つ定義する必要があ り ます。 JMS 送信先は、 メ ッ セージを生成／使用する ためのキ ュー
または ト ピ ッ ク です。 標準 J2EE デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタは JMS 接続フ ァ ク ト リ と送
信先の論理名と タ イプを提供し ますが、 Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタは論
理名を JNDI 検索を介し て解決される実際のターゲ ッ ト オブジェ ク ト の リ フ ァ レ ン スに
マ ッ プし ます。

J2EE 1.2 および J2EE 1.3

標準 J2EE デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの <resource-ref> 要素 と  <resource-env-
ref> 要素の詳細は、 J2EE 1.3 仕様で説明されています。 この 2 つの要素は、 EJB、 サーブ
レ ッ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト などの JMS API を使用するすべてのアプ リ ケー
シ ョ ン コ ンポーネン ト に適用されます。 同様に、 対応する  <resource-ref> 要素 と  
<resource-env-ref> 要素は、 対応する  Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに
存在し ます。 JMS を使用する  EJB セ ッ シ ョ ン Bean のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を調べ
てみます。 初に、 標準 EJB デス ク リ プタ  ejb-jar.xml を次に示し ます。

   ... 
   <session> 
    <ejb-name>session_bean</ejb-name> 
    ... 
    <resource-ref> 
        <res-ref-name>jms/MyJMSQueueConnectionFactory</res-ref-name> 
     <res-type>javax.jms.QueueConnectionFactory</res-type> 
     <res-auth>Container</res-auth> 
     <res-sharing-scope>Shareable</res-sharing-scope> 
    </resource-ref> 
    <resource-env-ref> 
     <res-env-ref-name>jms/MyJMSQueue</res-env-ref-name> 
     <res-env-ref-type>javax.jms.Queue</res-env-ref-type> 
    </resource-env-ref> 
    ... 
   </session>

上に示し た移植可能なデス ク リ プタは、 それぞれ <resource-ref> と  <resource-
env-ref> を介し て、 JMS 接続フ ァ ク ト リ と  JMS キ ューの論理名を定義し ます。 EJB コ ン
ポーネン ト の ejb-borland.xml などの Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで
は、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト で目的の接続フ ァ ク ト リ に JNDI 検索を実行する と
きに、 論理名を JMS 接続フ ァ ク ト リ 定義の実際の JNDI ロ ケーシ ョ ンに解決するために 
<resource-ref> 要素を使用し ます。 こ の要素は、 個々のコ ンポーネン ト のデス ク リ プ
タ定義の内部で使用されます。 た と えば、 エンテ ィ テ ィ  Bean の <resource-ref> は、
<entity> タ グ内に存在する必要があ り ます。 J2EE 1.2 および 1.3 Borland デプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタの <resource-ref> 要素の DTD 表現を調べてみます。

<!ELEMENT resource-ref (res-ref-name, jndi-name, cmp-resource?)>

こ の要素では、 次のよ う に指定し ます。

■ res-ref-name ： これは、 リ ソースオブジェ ク ト の論理名であ り 、 標準 ejb-jar.xml デ
ス ク リ プタ フ ァ イルの <resource-ref> 要素で使用する もの と同じ論理名です。 これ
は、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が JMS 接続フ ァ ク ト リ の検索に使用する名前で
す。

■ jndi-name ： 論理名にバイ ン ド される接続フ ァ ク ト リ の JNDI 名です。 接続フ ァ ク ト リ が
定義されているデプロ イ メ ン ト  DAR の対応する  <jndi-object> 要素の <jndi-
name> 要素の値に一致する必要があ り ます。
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<resource-ref> 要素が JMS 接続フ ァ ク ト リ の論理名を目的の接続フ ァ ク ト リ 定義の実
際の JNDI ロ ケーシ ョ ンにマ ッ プするために使用される よ う に、 <resource-env-ref> 
要素はキ ュー、 ト ピ ッ ク などの JMS 送信先の論理名を送信先の定義の実際の JNDI ロ ケー
シ ョ ンにマ ッ プし ます。 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタにおける この要素の DTD 表
現は次の とお り です。

<!ELEMENT resource-env-ref (resource-env-ref-name, jndi-name)>

次の 2 つの要素を指定し ます。

■ resource-env-ref-name ： ト ピ ッ ク またはキ ューの論理名であ り 、 その値は J2EE 標準デ
ス ク リ プタの <res-env-ref-name> の値と同じ ものです。

■ jndi-name ： 論理名を解決する ト ピ ッ ク またはキ ューの JNDI 名です。

上で定義されている  ejb-jar.xml に対応する  Borland デス ク リ プタ  ejb-borland.xml 
の 終的な内容は次の とお り です。

   <session> 
    <ejb-name>session_bean</ejb-name> 
    ... 
    <resource-ref> 
     <res-ref-name>jms/MyJMSQueueConnectionFactory</res-ref-name> 
     <jndi-name>resources/qcf</jndi-name> 
    </resource-ref> 
    <resource-env-ref> 
     <resource-env-ref-name>jms/MyJMSQueue</resource-env-ref-name> 
     <jndi-name>resources/q</jndi-name> 
    </resource-env-ref> 
    ... 
   </session>

<resource-ref> 要素と <resource-env-ref> 要素は、 JMS 関連 リ ソースオブジェ ク ト を必
要とするすべての J2EE コ ンポーネン ト に使用でき ます。 た と えば、 JMS API を使用する
アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト は、 ク ラ イ アン ト デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの 
<resource-ref> 要素と <resource-env-ref> 要素のアプ リ ケーシ ョ ン コード と仕様におい
て、 JNDI 検索または リ ソース リ フ ァ レン ス を介し て、 EJB と同じ方法で接続フ ァ ク ト リ と
送信先を取得する必要があ り ます。 た と えば、 J2EE 標準デス ク リ プタの application-
client.xml は次の とお り です。

  <application-client> 
 ... 
 <resource-ref> 
  <res-ref-name>jms/MyJMSTopicConnectionFactory</res-ref-name> 
  <res-type>javax.jms.TopicConnectionFactory</res-type> 
  <res-auth>Application</res-auth> 
 </resource-ref> 
 <resource-env-ref> 
  <res-env-ref-name>jms/MyJMSTopic</res-env-ref-name> 
  <res-env-ref-type>javax.jms.Topic</res-env-ref-type> 
 </resource-env-ref> 
 ... 
  </application-client>

対応する  Borland デス ク リ プタ  application-client-borland.xml は次の とお り です。

  <application-client> 
 ... 
 <resource-ref> 
  <res-ref-name>jms/MyJMSTopicConnectionFactory</res-ref-name> 
  <jndi-name>resources/tcf</jndi-name> 
 </resource-ref> 
 <resource-env-ref> 
  <resource-env-ref-name>jms/MyJMSTopic</resource-env-ref-name> 
  <jndi-name>resources/t</jndi-name> 
 </resource-env-ref> 
 ... 
  </application-client>
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次に、 アプ リ ケーシ ョ ン ロ ジ ッ ク で JMS 接続フ ァ ク ト リ と送信先へのオブジェ ク ト リ フ ァ
レン ス を取得する方法を示し ます。 接続フ ァ ク ト リ の取得では、 アプ リ ケーシ ョ ンは J2EE 
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの <resource-ref> 要素から  <res-ref-name> 値の JNDI 
検索を実行し ます。 送信先オブジェ ク ト を取得するには、 J2EE デプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タの <resource-env-ref> 要素の <res-env-ref-name> 値に対し て JNDI 検索を実行
し ます。 <jndi-name> に指定された名前は、 デプロ イ メ ン ト  DAR モジュールの JMS リ
ソース定義の <jndi-object> 要素の JNDI 名と同じです。 検索が成功する と  JMS リ ソー
スオブジェ ク ト が取得されます。 つま り 、 論理名 jms/
MyJMSTopicConnectionFactory によ って識別される  JMS 接続フ ァ ク ト リ に対し て、
resources/tcf のネー ミ ングサービ スからデプロ イ メ ン ト された JMS 定義オブジェ ク ト
が取得され、 それによ って接続フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト が作成されてアプ リ ケーシ ョ ンに
返されます。

た と えば、 前述のク ラ イ アン ト デス ク リ プタに対応する アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト
コード は、 次のよ う にし て JMS リ ソースオブジェ ク ト を解決し ます。

 javax.jms.TopicConnectionFactory myTCF; 
 javax.jms.Topic myTopic;  
 try { 
  javax.naming.Context ctx = (javax.naming.Context) new 
javax.naming.InitialContext(); 
  myTCF = (TopicConnectionFactory) ctx.lookup("java:comp/env/jms/
MyJMSTopicConnectionFactory"); 
  // これで myTCF から接続を取得できる 
  myTopic = (Topic) ctx.lookup("java:comp/env/jms/MyJMSTopic"); 
  ... 
 } 
 catch (javax.naming.NamingException exp) { 
  exp.printStackTrace(); 
 }

J2EE 1.4

J2EE の以前のバージ ョ ンでは、 各アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が標準デプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタ内で <resource-env-ref> を宣言し て、自身のローカル名前空間から  JMS 
宛先を検索する必要があ り ま し た。 別のアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が同じ宛先を参
照し ている場合、 それらの <resource-env-ref> を同じ宛先にバイ ン ドする必要があ る
こ と を開発時に認識する手段はあ り ませんでし た。

次に、 <resource-env-ref> を使用し て 2 つの異な る アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト
（こ の場合はセ ッ シ ョ ン Bean） で同じ  JMS 宛先を定義する例を示し ます。

... 
<ejb-jar ... > 
   <enterprise-beans> 
         <session> 
            <ejb-name>SenderEJB</ejb-name> 
            ... 
            <resource-ref> 
               <res-ref-name>jms/ConnectionFactory</res-ref-name>  
               <res-type>javax.jms.ConnectionFactory</res-type>  
               <res-auth>Container</res-auth>  
            </resource-ref> 
            <resource-env-ref> 
               <resource-env-ref-name>jms/LogicalNameA</resource-env-ref-name> 
               <resource-env-ref-type>javax.jms.Queue</resource-env-ref-type> 
            </resource-env-ref>  
         </session> 
         <session> 
            <ejb-name>ReceiverEJB</ejb-name> 
            ... 
            <resource-ref> 
               <res-ref-name>jms/ConnectionFactory</res-ref-name>  
               <res-type>javax.jms.ConnectionFactory</res-type>  
               <res-auth>Container</res-auth>  
            </resource-ref> 
            <resource-env-ref> 
               <resource-env-ref-name>jms/LogicalNameB</resource-env-ref-name> 
               <resource-env-ref-type>javax.jms.Queue</resource-env-ref-type> 
            </resource-env-ref>  
         </session>
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J2EE 1.4 では、 <resource-env-ref> も引き続き使用でき ますが、 JMS 宛先を指定する
ために新しい要素 <message-destination-ref> が導入されています。 <resource-
env-ref> 要素のかわ り に <message-destination-ref> 要素を使用し て、 上記 と同
じ例を標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  ejb-jar.xml 内で作成し直し た例を次に示し ま
す。

   ... 
   <ejb-jar ... > 
      <enterprise-beans> 
         <session> 
            <ejb-name>SenderEJB</ejb-name> 
            ... 
            <resource-ref> 
               <res-ref-name>jms/ConnectionFactory</res-ref-name>  
               <res-type>javax.jms.ConnectionFactory</res-type>  
               <res-auth>Container</res-auth>  
            </resource-ref> 
            <message-destination-ref> 
               <message-destination-ref-name>jms/LogicalNameA 

</message-destination-ref-name>  
              <message-destination-type>javax.jms.Queue 

</message-destination-type>  
             <message-destination-usage>Produces</message-destination-usage>  
              <message-destination-link>MsgQueue1</message-destination-link>  
            </message-destination-ref> 
         </session> 
         <session> 
            <ejb-name>ReceiverEJB</ejb-name> 
            ... 
            <resource-ref> 
               <res-ref-name>jms/ConnectionFactory</res-ref-name>  
               <res-type>javax.jms.ConnectionFactory</res-type>  
               <res-auth>Container</res-auth>  
            </resource-ref> 
            <message-destination-ref> 
               <message-destination-ref-name>jms/LogicalNameB 

</message-destination-ref-name>  
              <message-destination-type>javax.jms.Queue 

</message-destination-type>  
               <message-destination-usage>Consumes</message-destination-usage>  
              <message-destination-link>MsgQueue1</message-destination-link>  
            </message-destination-ref> 
         </session> 
      </enterprise-beans> 
      <assembly-descriptor> 
      <message-destination> 
            <message-destination-name>MsgQueue1</message-destination-name> 
         </message-destination> 
      </assembly-descriptor> 
   </ejb-jar>

こ の例では、 2 つの <message-destination-ref> 要素が Queue MsgQueue1 と い う 同じ
宛先を参照し ています。 これらの <message-destination-ref> には、 どち ら も値 
MsgQueue1 を持つ <message-destination-link> 要素があ り ます。 この リ ン ク要素に
よ り 、 <message-destination-ref> が <assembly-descriptor> 内の <message-
destination> 要素にマ ッ プされ、 2 つの <message-destination-ref> が同じ
キ ューに解決されます。 ejb-borland には、 <assembly-descriptor> 要素内に、 対応す
る  <message-destination> 要素があ り ます。 実行時には、 ejb-jar.xml 内の 
<message-destination> 要素は、 ejb-borland.xml デス ク リ プタで指定された 
<message-destination> 要素の <jndi-name> に、 次のよ う に解決されます。

... 
   <ejb-jar ... > 
      <enterprise-beans> 
         ... 
      </enterprise-beans> 
      <assembly-descriptor> 
      <message-destination> 
            <message-destination-name>MsgQueue1</message-destination-name> 
            <jndi-name>jms/TibcoQueue1</jndi-name> 
         </message-destination> 
      </assembly-descriptor> 
   </ejb-jar>
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複数の <message-destination-ref> が同じ基底宛先に解決される アプ リ ケーシ ョ ン
で JMS メ ッ セージフ ローを示すには、 それぞれが <assembly-descriptor> 内の 
<message-destination> 要素に対応する値で <message-destination-link> を宣
言する必要があ り ます。 <message-destination-link> 内の値は、 <message-
destination> 要素の <message-destination-name> の値と一致する必要があ り ま
す。 各 <message-destination-ref> は、 実行時に同じ宛先に解決されます。

同じアプ リ ケーシ ョ ン内の別の J2EE モジュールに定義されている  <message-
destination> にも リ ン クでき ます。 た と えば、 <message-destination-link> ../
other/other.jar#destination </message-destination-link> は、 相対パス 
../other/other.jar にある  JAR フ ァ イル内の destination とい う 名前の <message-destination> 
に リ ン ク し ます。

また、 使用するすべての宛先に関し て、 ejb-jar.xml に <message-destination> 要
素を指定する必要があ り ます。

重要 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタにあ る  <message-destination> の JNDI 名は、
<message-destination> 要素に リ ン ク されている  <message-destination-ref> の
指定された JNDI 名よ り も優先されます。

JMS とトランザクション

ト ラ ンザク シ ョ ンを含む EJB Bean コード で JMS API を使用するための規則については、
EJB 2.0 仕様、 セ ク シ ョ ン 17.3.5 で説明されています。

以下にその摘要を示し ます。

17.3.5 ト ラ ンザク シ ョ ンにおける JMS API の使用

Bean プロバイ ダは、 単一の ト ラ ンザク シ ョ ン内で、 JMS 要求／応答パラ ダ イ ム
（JMS メ ッ セージの送信に続けて、 その メ ッ セージに対する同期応答を受信する こ と）
を使用し てはな ら ない。

JMS メ ッ セージは ト ラ ンザク シ ョ ンがコ ミ ッ ト される まで 終送信先に配信されない
ので、 同じ ト ラ ンザク シ ョ ンで応答を受信する こ と はあ り ません。 コ ンテナが Bean 
のかわ り に JMS セ ッ シ ョ ンの ト ラ ンザク シ ョ ンエン リ ス ト を管理するので、 
createSession(boolean transacted,int 
acknowledgeMode),createQueueSession(boolean transacted,int 
acknowledgeMode) メ ソ ッ ド と createTopicSession(boolean transacted, 
int acknowledgeMode) メ ソ ッ ド のパラ メ ータは無視されます。 セ ッ シ ョ ンが処理
された こ と は Bean プロバイ ダが指定し ますが、 肯定応答モード の値 と し ては 0 を
返すこ と をお勧めし ます。

Bean プロバイ ダは、 ト ラ ンザク シ ョ ン内または未指定の ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス
ト 内のいずれでも JMS acknowledge() メ ソ ッ ド を使用し ないよ う にし ます。 未指
定 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト 内の メ ッ セージ肯定応答は、 コ ンテナで処理される。
セ ク シ ョ ン 17.6.5 には、 未指定 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト によ る メ ソ ッ ド呼び
出しのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにコ ンテナを使用でき る技法に関する説明があ り ます。

JMS 要求／応答パラ ダ イ ム と  JMS acknowledge() メ ソ ッ ド を使用し ないこ と は、 EJB 
Bean コード と同様にアプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト などのその他の J2EE コ ンポーネン ト
でも同じです。 上に示し た規則に加えて、 アプ リ ケーシ ョ ン コード では JMS XA API は使
用し ないよ う にし ます。 プロ グ ラ ムは、 非 ト ラ ンザク シ ョ ン JMS プロ グ ラ ムのコード と
ま った く 同様に記述する必要があ り ます。 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンがア ク テ ィ ブの場
合、 必要な XA ハン ド シェークはコ ンテナが処理し ます。 唯一必要な設定は、 JMS 接続
フ ァ ク ト リ の JNDI オブジェ ク ト を参照するデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ要素 
<resource-ref> が XA バ リ アン ト を使用する よ う に設定する こ と です。 宛先が XA で
ない場合は、 プロ グ ラ ムは実行されますが、 原子性は保証されません。 つま り 、 ローカル
ト ラ ンザク シ ョ ンにな り ます。 また、 AppServer で ト ラ ンザク シ ョ ンハン ド シェーク を自
動的に処理するには、 アプ リ ケーシ ョ ンの実行場所を コ ンテナ、 EJB、 Web、 または 
AppClient にする必要があ り ます。 た と えば、 JMS XA API 呼び出し を持たない Java ク ラ イ
アン ト は、 JMS ア ク テ ィ ビテ ィ をグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンに参加させないので、 J2EE 
アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト と し て記述する必要があ り ます。 また、 すべての接続フ ァ
ク ト リ はデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ要素 <resource-ref> を介し て検索する必要があ
り ます。 これによ り 、 コ ンテナで JMS API 呼び出し を ト ラ ッ プし、 適切なフ ッ ク を挿入す
る こ と ができ ます。
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JMS とトランザクション

EJB 2.1 仕様から抜粋された次のよ う な文を詳し く 調べてみます。

コ ンテナが Bean のかわ り に JMS セ ッ シ ョ ンの ト ラ ンザク シ ョ ンエン リ ス ト を管理
するので、 createSession(boolean transacted,int 
acknowledgeMode),createQueueSession(boolean transacted,int 
acknowledgeMode) メ ソ ッ ド と createTopicSession(boolean transacted, 
int acknowledgeMode) メ ソ ッ ド のパラ メ ータは無視されます。 セ ッ シ ョ ンが処理
された こ と は Bean プロバイ ダが指定し ますが、 肯定応答モード の値 と し ては 0 を
返すこ と をお勧めし ます。

こ こ では、 グロ ーバルト ラ ン ザク ショ ン がアク ティ ブの場合、 JMS セッ ショ ン が生成／
使用する メ ッ セージは、 グロ ーバルト ラ ン ザク ショ ン が管理する 作業単位に含める こ と
を 前提にし ま す。 ト ラ ン ザク ショ ン エン リ ス ト を 生成する ために、 createSession()、
createQueueSession() ま たは createTopicSession() を 呼び出す接続の親接続
フ ァ ク ト リ は、 それぞれ javax.jms.XAConnectionFactory、
javax.jms.XAQueueConnectionFactory ま たは 
javax.jms.XATopicConnectionFactory と し て定義する 必要があり ま す。 つま り 、
J2EE コ ン ポーネン ト のために使用する  JMS 接続フ ァ ク ト リ の定義を 含む J2EE デプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタ 要素 <resource-ref> の <res-type> の値は、
javax.jms.XAConnectionFactory、 javax.jms.XAQueueConnectionFactory、
ま たは javax.jms.XATopicConnectionFactory である 必要があり ま す。 接続フ ァ ク
ト リ に非 XA 接続フ ァ ク ト リ  <res-type> がある 場合にも プロ グラ ム は動作し ま すが、
JMS セッ ショ ン で実行さ れる 作業はグロ ーバルト ラ ン ザク ショ ン に含ま れま せん。 その
場合、 transacted パラ メ ータ と  acknowledgeMode パラ メ ータ はメ ッ セージの生成／
使用の動作に影響し ま す。 次にこ の例を 示し ま す。

 import javax.jms.*; 
    
 QueueConnectionFactory nonXAQCF;  
 Queue                  myQueue; 
  
 try { 
  javax.naming.Context ctx = (javax.naming.Context) new 
javax.naming.InitialContext(); 
  nonXAQCF = (QueueConnectionFactory) ctx.lookup("java:comp/env/jms/
MyJMSQueueConnectionFactory"); 
  myQueue = (Queue) ctx.lookup("java:comp/env/jms/MyJMSQueue"); 
 } 
 catch (javax.naming.NamingException exp) { 
  exp.printStackTrace(); 
 } 
 
 // メモ：現在、グローバルトランザクションコンテキストは、セッションの作成時に
アクティブになります。 
 
 QueueSession qSession = conn.createQueueSession(false, 
Session.AUTO_ACKNOWLEDGE); 
 QueueSender = qSession.createSender(myQueue); 
 TextMessage msg = qSession.createTextMessage("A Message "); 
 sender.send(msg);

こ こ で、 TextMessage msg は、 ア ク テ ィ ブなグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンの結果にかかわ
らず、 キ ューに入れられます。 これは J2EE Compatibility Test Suite のテス ト 事例と同様で
す。 こ の機能は、 グ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ンで便利です。 これによ り 、 含める グ ローバ
ル ト ラ ンザク シ ョ ンの完了結果にかかわらず、 ロ グ メ ッ セージを送信する必要があ り ま
す。

AppServer では、 1 つのグ ローバル ト ラ ンザク シ ョ ン内の複数の リ ソースア ク セスがサポー
ト されます。 これによ り 、 他の種類の リ ソースマネージ ャ ア ク セス と と もに JMS メ ッ セー
ジを送受信する作業単位を実行でき ます。 つま り 、 た と えば EJB では、 データベースなど
の非 JMS リ ソースに対し て作業を行 う コード を記述し た り 、 実行されるすべての作業の ト
ラ ンザク シ ョ ンを完了するためのコ ンテナを含む メ ッ セージをキ ューに送信する こ と が望
まれます。 ト ラ ンザク シ ョ ンの完了時には、 データベースに実行された作業がコ ミ ッ ト さ
れ、 メ ッ セージがキ ューに入れられるか、 または ト ラ ンザク シ ョ ンの処理中に失敗が発生
し た場合は、 データベース作業がロールバッ ク され、 メ ッ セージはキ ューに配信されませ
ん。
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JMS サービスのセキュリティの有効化

アプ リ ケーシ ョ ン コード では、 次の doSomeWork() などの EJB メ ソ ッ ド は AppServer で
サポー ト されます。

 // セッション Bean のビジネスメソッド、EJB コンテナがトランザクションをマーク 
      void doSomeWork()  
      {  
        // データベース接続の確立  
           java.sql.Connection dbConn = datasource.getConnection();  
 
         // SQL の実行  
           ... 
 
        // 同じトランザクション内でリモート EJB を呼び出す 
           ejbRemote.doWork();  
 
        // JMS メッセージをキューに送信  
           jmsSender.send(msg);  
              
       }

JMS サービスのセキュリティの有効化

セキ ュ リ テ ィ などの JMS サービ スに関するベンダー固有の情報については、 221 ページの
「JMS プロバイ ダの接続性」 を参照し て く ださい。

JMS 接続ファクトリと送信先を設定するための高度な概念

JDBC データ ソース リ ソースオブジェ ク ト と、 JMS プロバイ ダであ る  Tibco、 SonicMQ、 お
よび WMQ 用の JMS 接続フ ァ ク ト リ および接続先は、 jndi-definitions.xml デス ク
リ プタ を使用し て DAR モジ ュールで定義されます。 サンプル BAS 構成 j2eeSample の 
Welcome パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト されるモジュール tibco-resources.dar に
は、 Tibco JMS サーバーオプシ ョ ンによ り 、 AppServer イ ン ス ト ール用に定義されたデフ ォ
ル ト の Tibco 接続フ ァ ク ト リ 、 ト ピ ッ ク、 およびキ ューが含まれます。 DDEditor を使用す
れば、 これら既存の定義を環境に応じ て編集し、 新しい定義を作成でき ます。 JDBC デー
タ ソース と同様に、 JMS 接続フ ァ ク ト リ は JMS ベンダーが提供する接続フ ァ ク ト リ ク ラ
ス を ラ ッ プする ク ラ スです。 バン ド ルされていない JMS ベンダー、 または AppServer で機
能する こ と が確認されていない JMS ベンダーを使用する場合は、 そのベンダーの接続フ ァ
ク ト リ ク ラ ス をパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト する必要があ り ます。

JMS キ ューに関するベンダー固有の情報については、 221 ページの 「JMS プロバイ ダの接
続性」 を参照し て く ださ い。
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第 章

Chapter   24Hibernate を使用する    
こ のセ ク シ ョ ンには、 Hibernate と  Borland AppServer の統合に関する情報、 Hibernate アプ
リ ケーシ ョ ンの作成方法、 Hibernate アプ リ ケーシ ョ ンのパッ ケージ方法、 Hibernate サービ
スの有効化、 無効化方法、 Hibernate 統計ロ グの有効化、 無効化方法があ り ます。

概要

Hibernate は、 強力で、 高性能の、 オブジェ ク ト / リ レーシ ョ ナル永続性およびク エ リ ー 
サービ スです。 hibernate アプ リ ケーシ ョ ンは、 標準 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンで、 Object 
Relational Mapping （ORM） と永続性用の Hibernate エン ト リ を使用し ます。 Hibernate の詳
細については、 www.hibernate.org を参照し て く ださい。

Borland AppServer は、 Hibernate と緊密に連携し ているので、 hibernate アプ リ ケーシ ョ ンの
開発とデプロ イ メ ン ト が簡単にでき ます。

Borland AppServer の Hibernate サポー ト には次の機能があ り ます。

■ Hibernate と  Borland AppServer を統合する と、 Borland AppServer の基盤機能 （ ト ラ ンザ
ク シ ョ ン、 ネー ミ ング サービ ス、 接続プール、 コ ンテナ管理データ  ソースなど） を活
用する  Hibernate エンテ ィ テ ィ を容易に使用でき ます。

■ Hibernate アプ リ ケーシ ョ ンに Hibernate ラ イブラ リ をパッ ケージする必要はも う あ り ま
せん。 Hibernate 3.1.3 ラ イブラ リ は、 パーテ ィ シ ョ ンのク ラ ス  パスで利用でき ます。

■ デプロ イ メ ン ト 中に、 Borland AppServer は hibernate アプ リ ケーシ ョ ンを検出し、 自動
的に hibernate の成果物 （セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ ） を作成し、 JNDI に公開し ます。

■ Borland AppServer によ り  Hibernate アプ リ ケーシ ョ ンを JTA と  CMT を使用し て 
AppServer データ  ソース と ト ラ ンザク シ ョ ン マネージャ （JTS と  OTS） と と もに動作す
る よ う にでき ます。

■ Borland AppServer でデプロ イ メ ン ト されたアプ リ ケーシ ョ ン内のすべての機能と  
Hibernate の ORM 機能を使用でき ます。

■ Borland AppServer では柔軟に既存の CMP 2.0 エンテ ィ テ ィ  BEAN を Hibernate エンテ ィ
テ ィ と と もに使用でき ます。

■ ユーザーのモデル （永続化層） の開発がさ らに簡単にな り ます。 永続性エンテ ィ テ ィ
が POJO で、 エンテ ィ テ ィ  Bean のよ う な イ ン ターフ ェース を実装する必要がないから
です。
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Hibernate アプリケーションを作成する

Hibernate アプリケーションを作成する

データ ソース接続を作成する

Hibernate のセ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ では、 接続データ  ソース を Hibernate 設定フ ァ イルに指
定する こ と が必要です。 DAR （JNDI 定義モジュール） や jndi-definitions.xml フ ァ
イルを使用し て Borland AppServer のデータ  ソース を作成でき ます。 default-
resources.dar フ ァ イルには複数のデフ ォル ト  データ  ソースが含まれます。

特定のデータベース を使用する場合は、 対象データベース用のデータ  ソースが作成されて
いる こ と を確認し、 hibernate のセ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ 設定フ ァ イル
（hibernate.cfg.xml） の connection.datasource プロパテ ィ にデータ  ソースの 
jndi-name を使用する必要があ り ます。

例 <visitransact-datasource>

<jndi-name>datasources/JDSLocal</jndi-name> …

connection.datasource プロパテ ィ には hibernate.cfg.xml の datasource/
JDSLocal を使用し ます。

設定ファイルとセッション ファクトリの使用

Borland AppServer は hibernate アプ リ ケーシ ョ ンを検出し、 自動的にセ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト
リ を作成し、 JNDI に公開し ます。

Hibernate 設定フ ァ イルの使用

メ モ こ のセ ク シ ョ ンでは、 Borland AppServer で使用する ために Hibernate のセ ッ シ ョ ン フ ァ ク
ト リ を設定する方法を説明し ます。 Hibernate のセ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ の設定の詳細につ
いては、 www.hibernate.org にあ る  Hibernate の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。

hibernate の設定フ ァ イル （hibernate.cfg.xml） を使用し てセ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ を
設定でき ます。 hibernate 設定フ ァ イルで session-factory 要素の name 属性に JNDI 名
を指定する必要があ り ます。 

<session-factory name="hibernate/SF">
...

hibernate 設定フ ァ イルを設定し、 パッ ケージする と、 Borland AppServer は自動的にセ ッ
シ ョ ン フ ァ ク ト リ を作成し、 JNDI に公開し ます。

Hibernate アプ リ ケーシ ョ ンで、 次のコード を使用し て JNDI から セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ を
取得し ます。 

Context ctx = new InitialContext();

ctx.lookup(“java:comp/env/hibernate/SF”);

メ モ こ のコード を使用する と、 セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ を手動で作成する必要があ り ません。

データ  ソースを設定する
「データ  ソース接続を作成する」 セ ク シ ョ ンで作成し た同じ接続のデータ  ソース を使
用する必要があ り ます。 データ  ソース を指定するために、 次のプロパテ ィ を使用し
ます。 

<property name="connection.datasource">datasources/JDSLocal</property>
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Hibernate アプリケーションを作成する

ト ラ ンザクシ ョ ンを設定する

次のプロパテ ィ で、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの ト ラ ンザク シ ョ ン サポー ト を設定でき
ます。
■ transaction.factory_class

こ のク ラ ス を設定するには、 次のコード を使用し ます。 

<property name="transaction.factory_class">
  org.hibernate.transaction.JTATransactionFactory
</property>

メ モ JTA を直接使用する （BMT の） 場合、
org.hibernate.transaction.JTATransactionFactory を使用する必要があ り
ます。 CMT セ ッ シ ョ ン Bean では、
org.hibernate.transaction.CMTTransactionFactory を使用する必要があ り
ます。

■ transaction.manager_lookup_class

こ のク ラ ス を設定するには、 次のコード を使用し ます。 

<property name="transaction.manager_lookup_class">
   org.hibernate.transaction.BESTransactionManagerLookup
</property>

自動セ ッ シ ョ ン フ ラ ッ シュのプロパテ ィ を設定する

セ ッ シ ョ ンに対し て JTA ト ラ ンザク シ ョ ン境界 （BMT または CMT） を使用し ている場合
は、 自動セ ッ シ ョ ン フ ラ ッ シュ  プロパテ ィ を設定し て、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了する前
にセ ッ シ ョ ンをフ ラ ッ シ ュする必要があ り ます。 

<property name="hibernate.transaction.flush_before_completion">true</property>

自動セ ッ シ ョ ン ク ローズのプロパテ ィ を設定する

コ ンテナ管理 ト ラ ンザク シ ョ ンを使用し ている場合、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し た後、
セ ッ シ ョ ンを ク ローズする と き、 次のプロパテ ィ を設定する必要があ り ます。 

<property name="hibernate.transaction.auto_close_session">true</property>

統計情報の収集用プロパテ ィ を設定する

Hibernate サービ スは、 各セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ の統計情報を表示し ます。 Hibernate で統
計情報の収集を有効にするには、 セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ で次のプロパテ ィ を設定する必要
があ り ます。 

<property name="hibernate.generate_statistics">true</property>

Hibernate の統計情報の詳細については、 「Hibernate 統計を使用する」 を参照し て く ださい。

エンテ ィ テ ィ  マ ッ ピングを設定する

セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ のすべてのエンテ ィ テ ィ  マ ッ ピング フ ァ イルを含める こ と ができ
ます。 それには、 次のプロパテ ィ を設定する必要があ り ます。 

<mapping resource="com/borland/examples/ejb/insurance/Claim.hbm.xml"/>

メ モ XML マ ッ ピング フ ァ イルのパスは、 Hibernate 設定フ ァ イルへの相対パスです。
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Hibernate アプリケーションを作成する

ダイアレ ク ト を設定する

dialect プロパテ ィ を使用し て、 ダ イ アレ ク ト を指定でき ます。 た と えば、 JdataStore 
データ  ソース を使用する場合は、 次のよ う にダ イ アレ ク ト を指定でき ます。 

<property name="dialect">
  org.hibernate.dialect.JdataStoreDialect
</property>

サポー ト し ているほかのダ イ アレ ク ト については、 www.hibernate.org の Hibernate ド
キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。

データベース スキーマを Drop と  Recreate するためのプロパ
テ ィ を設定する

起動時にデータベース  スキーマを drop および recreate する ためには、 hbm2ddl.auto プ
ロパテ ィ を create に設定し ます。 

<property name="hbm2ddl.auto">create</property>

実行済み SQL のログのプロパテ ィ を設定する

すべての実行済み SQL を標準出力 （stdout） に表示するには、 show_sql プロパテ ィ を 
true に設定する必要があ り ます。 

<property name="show_sql">true</property>
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パッケージング

EJB モジュール：EJB-JAR 

EJB-JAR の場合、 Archive ルー ト に hibernate.cfg.xml フ ァ イルを含める必要があ り
ます。

た と えば、 EJB-JAR フ ァ イルが Hibernate-EJB.jar の場合は、 パッ ケージは次の図の
よ う にな り ます。
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WEB モジュール：WAR

WAR の場合、 WEB-INF/classes フ ォルダに hibernate.cfg.xml フ ァ イルを含める
必要があ り ます。

た と えば、 WAR フ ァ イルが Hibernate-web.war の場合は、 パッ ケージは次の図のよ う
にな り ます。

XML マッピングのパッケージング

XML マ ッ ピング フ ァ イル と エンテ ィ テ ィ を同じ場所に配置する こ と をお勧めし ます。 さ
らに XML マ ッ ピング フ ァ イルに <Entity-Class-Name>.hbm.xml と い う 名前を付け
る こ と もお勧めし ます。 「EJB モジュール ： EJB-JAR」 と  「WEB モジュール ： WAR」 セ ク
シ ョ ンの図は、 XML マ ッ ピング フ ァ イルの配置場所を示し ます。 hibernate.cfg.xml 
で設定フ ァ イルの場所の相対パスから、 これらの XML マ ッ ピング フ ァ イルを参照でき ま
す。
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複数セッション ファクトリの設定ファイルのパッケー
ジング

アプ リ ケーシ ョ ンで複数のデータベース （データ  ソース） を使用する必要があ る場合、 複
数の hibernate セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ を設定する必要があ り ます。 デフ ォル ト では、
Borland AppServer のデプロ イ メ ン ト は、 hibernate.cfg.xml のみ検索し ます。 複数のセ ッ
シ ョ ン フ ァ ク ト リ を設定するには ：

1 hibernate 設定フ ァ イル （hibernate.cfg.xml） と同じ場所に hibernate-
borland.properties フ ァ イルを配置し ます。

2 hibernate-borland.properties フ ァ イルに hibernate のセ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ 設定フ ァ
イルの リ ス ト を指定し ます。 各フ ァ イルを必ずセ ミ コ ロ ン （;） で区切 り ます。

例 hibernate.cfg.files=hibernate.cfg.xml;hibernate.cfg1.xml …

メ モ プロパテ ィ  フ ァ イルにフ ァ イルの リ ス ト を指定する と、 Hibernate デプロ イ メ ン ト は、 こ
れらのセ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ のみ設定し ます。

EAR モジュールを設定する使用

EJB-JAR または WAR 内で hibernate 設定フ ァ イル と エンテ ィ テ ィ を含める こ と が必要で
す。 EJB-JAR は Hibernate エンテ ィ テ ィ と セ ッ シ ョ ン フ ァ ク ト リ を使用する場合、 すべて
の設定フ ァ イル、 XML マ ッ ピング、 エンテ ィ テ ィ  ク ラ ス、 モジュール自体 （EJB-JAR ま
たは WAR） 内で、 および適切な場所で、 EJB-JAR が必要 とする フ ァ イルを含める必要が
あ り ます。 EJB-JAR と  WAR は、 EAR モジュール内でパッ ケージでき ます。

メ モ EAR 直下にラ イブラ リ と し て hibernate エンテ ィ テ ィ と設定フ ァ イルを配置でき ません。

Hibernate サービスを有効および無効にする

Borland 管理コ ン ソールでは、 ユーザーは Hibernate サービ ス を有効と無効にでき ます。

Hibernate サービスを有効または無効にするには ：

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 [Configurations] を開き ます。

3 Hibernate サービ ス を有効にするには、 Hibernate Service を右ク リ ッ ク し、 [Enable] を選
択し ます。

Hibernate サービ ス を無効にするには、 Hibernate Service を右ク リ ッ ク し、 [Disable] を選
択し ます。



220 AppServer 開発者ガイ ド

Hibernate 統計を使用する

Borland 管理コ ン ソールでは、 ユーザーは Hibernate 統計ロ グを有効と無効にでき ます。

Hibernate 統計ログを有効または無効にするには ：

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 [Configurations] を開き ます。

3 Hibernate Service サービ ス を右ク リ ッ ク し て、 ［Properties］ を選択し ます。

4 Hibernate 統計ロ グを有効にするには、 [hibernate.statistic.enable] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオ
ンにし ます。

Hibernate 統計ロ グを無効にするには、 [hibernate.statistic.enable] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオ
フにし ます。

5 [hibernate.statistic.period] フ ィ ール ド で、 Hibernate 統計を ロ ギングする時間間隔 （ ミ リ
秒） を入力し ます。
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第 章

Chapter   25JMS プロバイダの接続性    
Borland AppServer (AppServer) は、 一定の必要条件を満たすすべての JMS プロバイ ダをサ
ポー ト し ます。 JMS の接続性には 3 つの観点があ り ます。 具体的には、 実行時の接続性、
JMS 管理オブジェ ク ト の設定 （接続フ ァ ク ト リ と キ ュー／ ト ピ ッ ク）、 およびサービ ス管
理です。 3 つのレベルすべてが満た されれば 良の結果が得られますが、 多 く の場合は実
行時レベルの接続性だけで、 またはベンダー固有の方法で十分です。

Borland AppServer 6.7 には、 Tibco EMS 4.2.0 V12 と  OpenJMS 0.7.6.1 JMS プロバイ ダがバン
ド ルされています。 OpenJMS は、 パーテ ィ シ ョ ンレベルのサービ ス と し てバン ド ルされて
います。

実行時の接続性

実行時の接続性は、 J2EE 仕様への準拠によ って定義されます。 CTS に準拠する  JMS 製品
が JMS 仕様の API もオプシ ョ ンで実装し ている場合は、 AppServer ラ ン タ イ ムにシームレ
スに組み込むこ と ができ ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンや MDB サポー ト などのすべての機能が
保持されます。

JMS 製品には、 MDB および J2EE コ ンテナにイ ン ターセプ ト される メ ッ セージングをサ
ポー ト するために、 ト ラ ンザク シ ョ ン メ ッ セージング機能が必要です。 つま り 、 JMS の
キ ューや ト ピ ッ クは ト ラ ンザク シ ョ ン リ ソースであ る こ と が求められます。 AppServer で
は、 JMS 製品が JTA XAResource イ ン ターフ ェース を実装し、 JMS XA API をサポー ト し て
いる必要があ り ます。

また、 JMS 製品が javax.jms.ConnectionConsumer イ ン ターフ ェース をサポー ト し て
いる こ と も必要です。 後者は、 MDB の主たる目的が メ ッ セージの同時消費にあ る ため特
に重要です。 これは、 ConnectionConsumer イ ン ターフ ェースで実現し ています。 この メ カ
ニズムは、 javax.jms.Session オブジェ ク ト の一部の 適化 メ ソ ッ ド であ る  
Session.run() と  Session.setMessageListener() と も協調し て機能し ます。

さ らに、 BES 6.5 では、 両方の JMS プロバイ ダで CTS 1.3.1 を渡し ます。
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JMS 管理オブジェクト （接続ファクトリ、 キュー、 およびトピック） の設定

JMS 管理オブジェクト（接続ファクトリ、キュー、およびトピック）
の設定

JMS プロバイ ダの管理オブジェ ク ト （接続フ ァ ク ト リ や接続先など） が JavaBeans 仕様
（JMS 仕様で使用） に準拠し ている場合、 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ
（DDEditor） ツールは JMS 製品固有の メ カニズムを使用せずにこれらのオブジェ ク ト を定
義、 編集し て、 AppServer JNDI ツ リ ーにデプロ イ メ ン ト する こ と ができ ます。

その他の JMS サービ スプロバイ ダを使用する場合の AppServer と管理オブジェ ク ト の必要
条件 （キ ュー、 ト ピ ッ ク、 および接続フ ァ ク ト リ ） の詳細については、 後述の 222 ページ
の 「Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を使用し た管理オブジェ ク ト の設定」 を参照し
て く ださ い。

Borland デプロイメントデスクリプタを使用した管理
オブジェクトの設定

Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タから  Tibco と  Sonic の管理オブジェ ク ト のプ
ロパテ ィ を設定でき ます。 それには、 次の手順にし たがいます。

1 管理コ ン ソールから、 または ［ス ター ト ］ メ ニューから単独で Borland デプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタエデ ィ タ を起動し ます。

2 ［File | New］ を選択し、 ［JNDI Definitions］ タブを ク リ ッ ク し て前面に表示し ます。

3 ［JNDI Definitions Archive］ を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し、 新しい JMS オブジェ ク ト
を作成し ます。

4 左側ペイ ンで ［Untitled］ を右ク リ ッ ク し、 ［New JMS Object］ を選択し ます。

5 ［New JMS Object］ ダイ ア ロ グで JMS オブジェ ク ト の名前を指定し、 ［OK］ を ク リ ッ ク
し ます。 JMS オブジェ ク ト がアーカ イブに表示されます。

6 JMS オブジェ ク ト を ク リ ッ ク し、 ［Main］ タブを選択し ます。

7 ド ロ ッ プダウ ン メ ニューから各フ ィ ール ド を選択し、 プロパテ ィ のフ ィ ール ド に情報
を入力し てオブジェ ク ト を設定し ます。

8 JMS オブジェ ク ト にプロパテ ィ を追加するには、 ［Properties］ タブを選択し、 ［Add］ を
ク リ ッ ク し てプロパテ ィ （名前、 タ イプ、 値） を追加し ます。
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JMS プロバイダのサービス管理

JMS プロバイダのサービス管理

AppServer サービス コ ント ロ ールイ ンフラ ス ト ラ ク チャ は、 JMS サービス プロ セス （ JMS プ
ロ バイ ダ内での JVM プロ セス かネイ ティ ブプロ セス のいずれかの形式） を 初のク ラ ス 管
理オブジェ ク ト と し て管理でき ま す。 サポート さ れる プロ バイ ダ（ Tibco、 ま たは
OpenJMS） に、 開始、 停止、 サーバー設定などの操作が提供さ れま す。

Tibco EMS 4.2

Tibco は、 J2EE 仕様に準拠する実行時レベルの接続性を実現し ます。 Tibco 4.2 は JMS 1.1 
と互換性があ り 、 統一的な JMS API をサポー ト し ます。

Tibco の付加価値

Tibco の付加価値は次の とお り です。

■ 透過的な イ ン ス ト ール

■ Tibco Management Console を AppServer 管理コ ン ソールの ［Tools］ メ ニューから使用で
き る

Tibco の管理オブジェクトの設定

Tibco の管理オブジェ ク ト のプロパテ ィ は AppServer で定義され、 Borland デプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタエデ ィ タ を使ってグ ラ フ ィ カルに設定でき ます。

222 ページの 「Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を使用し た管理オブジェ ク ト の設定」
を参照し て く ださ い。

Tibco の自動キュー作成機能

Tibco には、 指定されたキ ューがサーバーに存在し ない場合は、 Tibco サーバーが必要に応
じ てキ ューを作成する自動キ ュー作成機能があ り ます。

Tibco Management Console

メ モ Windows プラ ッ ト フ ォームでは、 AppServer から  Tibco Management Console を起動でき ま
す。 Windows 以外のすべてのプラ ッ ト フ ォームでコ ン ソールを起動するには、
<tibco_home> デ ィ レ ク ト リ から実行可能フ ァ イルを起動し ます。

BES では、 Tibco Management Console を使って細かい設定を実行でき ます。 Tibco 
Management Console を起動するには、 AppServer 管理コ ン ソールの ［Tools］ メ ニューから
［Tibco Admin Console］ を選択し ます。
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Tibco EMS 4.2

フォールトトレラントの Tibco 接続のためのクライアン
トの設定

プラ イマ リ サーバーの障害時にバッ ク ア ッ プサーバーに接続するには、 ク ラ イ アン ト アプ
リ ケーシ ョ ンは次のよ う に、 接続フ ァ ク ト リ の jndi-object XML に複数のサーバー 
URL を指定する必要があ り ます。

<jndi-object> 
      <jndi-name>jms/XAConnectionFactory</jndi-name> 
      <class-name>com.tibco.tibjms.TibjmsXAConnectionFactory</class-name> 
      <property> 
         <prop-name>serverUrl</prop-name> 
         <prop-type>String</prop-type> 
         <prop-value>localhost:7222,anotherhost:7222</prop-value> 
      </property> 
   </jndi-object> 
   <jndi-object> 
      <jndi-name>jms/ConnectionFactory</jndi-name> 
      <class-name>com.tibco.tibjms.TibjmsConnectionFactory</class-name> 
      <property> 
         <prop-name>serverUrl</prop-name> 
         <prop-type>String</prop-type> 
         <prop-value>localhost:7222,anotherhost:7222</prop-value> 
      </property> 
   </jndi-object> 
   <jndi-object> 
    <jndi-name>jms/XAQueueConnectionFactory</jndi-name> 
    <class-name>com.tibco.tibjms.TibjmsXAQueueConnectionFactory</class-name> 
    <property> 
     <prop-name>serverUrl</prop-name> 
     <prop-type>String</prop-type> 
     <prop-value>localhost:7222,anotherhost:7222</prop-value> 
    </property> 
   </jndi-object> 
   <jndi-object> 
    <jndi-name>jms/QueueConnectionFactory</jndi-name> 
    <class-name>com.tibco.tibjms.TibjmsQueueConnectionFactory</class-name> 
    <property> 
     <prop-name>serverUrl</prop-name> 
     <prop-type>String</prop-type> 
     <prop-value>localhost:7222,anotherhost:7222</prop-value> 
    </property> 
   </jndi-object> 
   <jndi-object> 
    <jndi-name>jms/XATopicConnectionFactory</jndi-name> 
    <class-name>com.tibco.tibjms.TibjmsXATopicConnectionFactory</class-name> 
    <property> 
     <prop-name>serverUrl</prop-name> 
     <prop-type>String</prop-type> 
     <prop-value>localhost:7222,anotherhost:7222</prop-value> 
    </property> 
   </jndi-object> 
    <jndi-name>jms/TopicConnectionFactory</jndi-name> 
    <class-name>com.tibco.tibjms.TibjmsTopicConnectionFactory</class-name> 
    <property> 
     <prop-name>serverUrl</prop-name> 
     <prop-type>String</prop-type> 
     <prop-value>localhost:7222,anotherhost:7222</prop-value> 
    </property> 
   </jndi-object>
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Tibco EMS 4.2

Tibco のセキュリティの有効化

メ モ SSL の情報については、 Tibco のマニュ アルを参照し て く ださい。 Tibco のマニュ アルは、 
<install_dir>¥jms¥tibco¥doc¥html にあ り ます。

Tibco のセキュ リ ティ を有効にする には、 /<install_dir>/jms/tibco/bin にある  
tibemsd.conf ファ イ ルを変更する か、 Tibco 管理ツールを使って tibemsd.conf ファ イ
ルを設定し ます。

メ モ 次の手順を実行する前に、 Tibco サービ ス をア ク テ ィ ブ化し て く ださ い。

1 Borland 管理コ ン ソール の ［Tools］ メ ニューから、 ［Tibco Admin Console］ を選択し、
Tibco Management Console を起動し ます。

2 「connect」 と入力し ます。

3 ロ グ イ ン名と パス ワード を入力し ます。

4 接続し た ら、 「set server authorization=enabled」 と入力し ます。

5 これでセキ ュ リ テ ィ が有効にな り ます。 ク ラ イ アン ト の認証では、 ユーザーを作成し
て承認グループに追加する必要があ り ます。 た と えば、 create user <name> 
[<description>] [password=<password>] と い う コマン ド を使ってユーザーを
作成し ます。

6 「add member <group-name> <user-name> [,<user-name2>,...]」 と入力し
て、 メ ンバーを追加し ます。

Tibco のセキュリティの無効化

上に示し た Tibco のセキ ュ リ テ ィ を有効にする手順にし たがって く ださい。 ただし ステ ッ
プ 4 では、 セキ ュ リ テ ィ を有効にするのではな く 、 サーバー承認を次のよ う に無効にし ま
す。

set server authorization=disabled.
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OpenJMS

OpenJMS

OpenJMS は、 AppServer パーテ ィ シ ョ ンの存続期間に拘束されます。 AppServer には、
OpenJMS の完全なフ ッ ト プ リ ン ト が含まれます。

メ モ OpenJMS 7.6 は、 JMS 1.0 と互換性があ り 、 統一的な API をサポー ト し ません。

OpenJMS の付加価値は次の とお り です。

■ 透過的な イ ン ス ト ール

■ 自動的なテーブルの作成をサポー ト

■ AppServer のネー ミ ングサービ ス （JNDI）、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス、 およびデータ
ソース と初期状態で統合

■ パーテ ィ シ ョ ン レベルでのサービ ス管理

■ VisiBroker を使用し た RMI コネ ク タのサポー ト

■ Borland 管理コ ン ソール 使用し た存続期間管理

Borland AppServer バージ ョ ン 6.7 に AppServer と  OpenJMS を イ ン ス ト ールする場合、
OpenJMS はパーテ ィ シ ョ ンレベルのテンプレー ト と し てパッ ケージ されています。 つま
り 、 こ のテンプレー ト から作成されたパーテ ィ シ ョ ンは、 OpenJMS を イ ンプロセスサービ
ス と し て取得し ます。

パーテ ィ シ ョ ンテンプレー ト の次のプロパテ ィ は、 AppServer と  OpenJMS を イ ン ス ト ール
する と きにデフ ォル ト で true に設定されます。

■ ejb.mdb.use_jms_threads=true

こ のプロパテ ィ は、 OpenJMS で開始される ト ラ ンザク シ ョ ンを AppServer に伝達するた
めに必要です。

■ ejb.mdb.local_transaction_optimization=true

こ のプロパテ ィ は、 XA 以外の JMS 接続フ ァ ク ト リ を ト ラ ンザク シ ョ ンで使用するため
に必要です。 こ のプロパテ ィ を設定し なければ、 ト ラ ンザク シ ョ ン onMessage メ ソ ッ
ド を持つ MDB がデプロ イ メ ン ト でき な く な り ます。

■ jts.allow_unrecoverable_completion=true

デフ ォル ト では、 AppServer は メ ッ セージの永続化に JDataStore データベース を使用し
ます。 アプ リ ケーシ ョ ンデータベースが メ ッ セージの永続化に使用するデータベース
と は異なる場合に 2 フ ェーズコ ミ ッ ト を実現するには、 このプロパテ ィ を true に設定し
ます。

各プロパテ ィ の詳細については、 353 ページの 「EJB、 JSS、 および JTS のプロパテ ィ 」 を
参照し て く ださ い。

パーテ ィ シ ョ ンで OpenJMS サービ スだけを実行する ス タ ン ド ア ロ ンモード で OpenJMS を
使用する こ と もでき ますが、 OpenJMS を イ ンプロセスサービ ス と し て使用する場合は、 次
のよ う な利点があ り ます。

■ 2 フ ェーズコ ミ ッ ト （2PC） の使用を回避し、 その結果関連するパフ ォーマン ス コ ス ト
とデプロ イ メ ン ト の複雑さ を軽減でき ます。 これには、 データベースに接続するパー
テ ィ シ ョ ンの異な る コ ンポーネン ト 間で共有される  JDBC 接続が含まれます。 それに
は、 アプ リ ケーシ ョ ンデータが保存されているデータベース と同じデータベースで 
OpenJMS によ る メ ッ セージの永続化を行います。 こ の 2PC の使用を回避でき るのは、
AppServer パーテ ィ シ ョ ンに埋め込まれた コネ ク タ または RMI コネ ク タによ って 
OpenJMS にア ク セスする場合だけです。 詳細については、 229 ページの 「データ ソース
を設定し て 2PC を 適化する」 を参照し て く ださい。

■ すべてのコ ンポーネン ト は 1 つの仮想マシンで一元管理されるので、 TCP/IP のコ ス ト
を回避でき ます。 JMS ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ は、 通常の Java 呼び出し を使って イ ン
プロセスの JMS サービ ス を呼び出し ます。 逆も同じです。

■ VBJ はローカルの呼び出し を 適化するので、 アプ リ ケーシ ョ ンで 2 種類の接続を用意
する必要があ り ません。 JMS サーバーに対する ク ラ イ アン ト の位置に無関係な RMI コ
ネ ク タだけを使用でき ます。

OpenJMS 製品マニュ アルは、 <appserver_install>/jms/openjms/docs デ ィ レ ク ト
リ にあ り ます。
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OpenJMS の JNDI オブジェクトの設定

AppServer の各パーテ ィ シ ョ ンで OpenJMS のイ ン ス タ ン ス をホス ト でき るので、 パーテ ィ
シ ョ ンご と に専用の設定フ ァ イル openjms.xml があ り ます。 openjms.xml フ ァ イルに
は、 イ ン ス タ ン スがホス ト する さ まざまな OpenJMS コネ ク タや JNDI オブジェ ク ト の情報
が含まれます。

メ モ AppServer は、 OpenJMS の管理 GUI をサポー ト し ていません。 OpenJMS のキ ューを作成お
よび削除するには、 openjms.xml フ ァ イルを編集し ます。

新しいキ ュー、 ト ピ ッ ク、 接続フ ァ ク ト リ を追加するには、 設定フ ァ イル openjms.xml 
を変更する必要があ り ます。 こ のフ ァ イルにア ク セスするには、 次の手順にし たがいま
す。

1 Borland 管理コ ン ソールの左側ペイ ンで対応するパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

2 左側ペイ ンで OpenJMS サービ ス を ク リ ッ ク し ます。

3 ド ロ ッ プダウ ン メ ニューから ［Properties］ を選択し ます。

4 プロパテ ィ ペイ ンで ［openjms.xml］ タブを ク リ ッ ク し て前面に表示し ます。

5 フ ァ イルを編集し て JNDI オブジェ ク ト を追加し ます。

こ のフ ァ イルの詳細については、 <appserver_install>/jms/openjms/docs にあ
る  OpenJMS マニュ アルを参照し て く ださい。

次のサンプルコード に、 キ ューと ト ピ ッ ク の接続フ ァ ク ト リ を追加する方法を示し ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンで必要な数だけフ ァ ク ト リ を追加でき ます。

■ 追加する各オブジェ ク ト に一意の名前を付けて、 JNDI で上書き されないよ う にし ます。
名前は複数のイ ン ス タ ン ス間で一意にする必要があ り ます。

■ 埋め込みスキームには、 それぞれ 1 つ以上の TopicConnectionFactory と 
QueueConnectionFactory が必要です。

■ コネ ク タにポー ト を指定し ない場合は、 デフ ォル ト のポー ト が使用されます。 詳細に
ついては、 <appserver_install>/jms/openjms/docs にあ る  OpenJMS マニュ ア
ルを参照し て く ださ い。

<Configuration> 
 
  <ServerConfiguration host="localhost" embeddedJNDI="false" /> 
 
  <JndiConfiguration> 
    <property name="java.naming.factory.initial" 
              value="com.inprise.j2ee.jndi.CtxFactory" /> 
    <property name="java.naming.provider.url" 
              value="serial://" /> 
  </JndiConfiguration> 
 
  <Connectors> 
    <Connector scheme="embedded"> 
      <ConnectionFactories> 
        <QueueConnectionFactory name="jms/EmbeddedQueueConnectionFactory" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/EmbeddedTopicConnectionFactory" /> 
      </ConnectionFactories> 
    </Connector> 
 
   <Connector scheme="tcp"> 
      <ConnectionFactories> 
        <QueueConnectionFactory name="jms/TcpQueueConnectionFactory" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/TcpTopicConnectionFactory" /> 
        <QueueConnectionFactory name="jms/qcf" /> 
        <QueueConnectionFactory name="jms/QueueConnectionFactory" /> 
        <QueueConnectionFactory name="jms/xaqcf" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/tcf" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/TopicConnectionFactory" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/xatcf" /> 
      </ConnectionFactories> 
    </Connector> 
 
    <Connector scheme="rmi"> 
      <ConnectionFactories> 
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        <QueueConnectionFactory name="jms/qcf" /> 
        <QueueConnectionFactory name="jms/QueueConnectionFactory" /> 
        <QueueConnectionFactory name="jms/xaqcf" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/tcf" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/TopicConnectionFactory" /> 
        <TopicConnectionFactory name="jms/xatcf" /> 
      </ConnectionFactories> 
    </Connector> 
 
  </Connectors>

メ モ アプ リ ケーシ ョ ンで JNDI 検索を実行する準備と し て Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ
に JMS リ ソースオブジェ ク ト を設定する場合は、 jndi-name 要素の値に serial:// をプレ フ ィ
ク ス と し て追加し ます。 た と えば、 serial://jms/q など と し ます。 OpenJMS リ ソースオブ
ジェ ク ト は、 DAR フ ァ イル と は独立し てデプロ イ メ ン ト されます。 BAS パーテ ィ シ ョ ン
の起動時には、 serial:// プレ フ ィ ク ス名によ って直接 JNDI でバイ ン ド されます。 OpenJMS 
リ ソースオブジェ ク ト の JNDI 検索を実行する アプ リ ケーシ ョ ンは、 オブジェ ク ト を解決
する ために serial:// プレ フ ィ ク ス を使用する必要があ り ます。

OpenJMS の接続モード

OpenJMS では、 ク ラ イ アン ト は埋め込みコネ ク タ、 TCP コネ ク タ、 または RMI コネ ク タ
を使ってア ク セスでき ます。

OpenJMS がイ ンプロセス と し て イ ン ス ト ールされている場合は、 埋め込みコネ ク タ を使用
し ます。 openjms.xml フ ァ イルの embedded connector （埋め込みコネ ク タ） セ ク シ ョ ン
に、 ローカルで必要なすべての接続フ ァ ク ト リ を指定し ます。 埋め込みコネ ク タ または 
RMI コネ ク タ を使って OpenJMS をパーテ ィ シ ョ ンレベル （イ ンプロセス） サービ ス と し
て使用する場合にだけ 2PC を 適化でき ます。 埋め込みモード では、 JMS ク ラ イ アン ト は
ローカルの Java 呼び出し を使って JMS サーバーにア ク セス し、 埋め込みのキ ュー／接続
フ ァ ク ト リ を使用し ます。 こ の接続フ ァ ク ト リ を使用すれば、 適な方法で TCP/IP のコ
ス ト を回避でき ます。

OpenJMS をア ウ ト プロセスサービ スで使用する場合は、 RMI コネ ク タ または TCP コネ ク
タ を使用する必要があ り ます。 AppServer の RMI コネ ク タは RMI-over-IIOP を使用する よ
う に設定されるので、 ク ラ イ アン ト から  JMS サーバーへの ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト
を実行でき ます。 ク ラ イ アン ト が OpenJMS サーバーと同じ場所にあ る場合は、 ローカル
の呼び出し を 適化でき るので、 さ らに効率的にな り ます。 TCP コネ ク タはカ ス タ ムプロ
ト コルに基づいているので、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を保持し ていません。

重要 TCP コネ ク タ または RMI コネ ク タ を使用し ない と きは無効にでき ます。 埋め込みコネ ク
タは、 使用し ない場合でも無効にし ないで く ださい。 埋め込みコネ ク タは、 AppServer の
パーテ ィ シ ョ ン レベルサービ スの一部と し て内部的に OpenJMS のサービ ス管理 （起動、
停止など） のために使用し ます。
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OpenJMS のデータソースの変更

デフ ォル ト では、 OpenJMS サービ スが起動する と、 partition.xml フ ァ イルを確認し て 
OpenJMS メ ッ セージが永続化されるデータ ソースの場所を特定し ます。 こ のデータ ソース
エン ト リ は、 DAR フ ァ イルに存在する必要があ り ます。 DAR フ ァ イルにエン ト リ が見つ
から ない場合、 OpenJMS サービ スは openjms.xml フ ァ イルに指定されているデータ ソー
ス をデフ ォル ト で使用し ます。 OpenJMS で partition.xml フ ァ イルで設定されたデー
タ ソースだけを使用するには、 openjms.xml フ ァ イルで <DatabaseConfiguration> エン ト
リ を コ メ ン ト ア ウ ト し ます。 こ の場合、 データ ソースが見つから ない場合はエラー メ ッ
セージが表示されます。 データ ソース を変更し、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンが使用するデータ
ソース と同じデータ ソース をポイ ン ト する よ う にます。 データ ソース を変更するには、 次
の手順にし たがいます。

1 Borland 管理コ ン ソールの左側ペイ ンで OpenJMS サービ ス を ク リ ッ ク し ます。

2 ド ロ ッ プダウ ン メ ニューから ［Properties］ を選択し ます。

3 ［General］ タブの ［Name］ テキス ト ボ ッ ク スにデータ ソースのパス を入力し ます。

4 パーテ ィ シ ョ ンを再起動する と きに以前に保存されている （未配信の） メ ッ セージを
削除し ない場合は、 ［Clean messages on startup］ チェ ッ ク ボ ッ ク スのチェ ッ ク をはずし ま
す （オプシ ョ ン）。 配信された メ ッ セージは、 自動的にデータベースから削除されま
す。 何らかの原因で配信できなかった メ ッ セージはデータベースに残 り ます。 この
ボ ッ ク ス をチェ ッ クする と、 この メ ッ セージがク リ ーンア ッ プ されます。 デフ ォル ト
では、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スはチェ ッ ク されます。

openjms.xml 設定フ ァ イルで正しいデータベース ド ラ イバを指定する こ と も でき ます。
こ のフ ァ イルにア ク セスするには、 OpenJMS サービ ス を右ク リ ッ ク し て表示される メ
ニューの ［Properties］ を選択し ます。 プロパテ ィ ペイ ンで、 ［openjms.xml］ タブを ク
リ ッ ク し ます。

OpenJMS のテーブルの作成

JDataStore 以外のデータベース を選択する場合は、 データベース を使用する前に適切な
テーブルを作成する必要があ り ます。 JDataStore では、 テーブルはあ らかじめ作成されま
す。 その他のデータベースでテーブルを作成するには、 OpenJMS が提供する ス ク リ プ ト を
使用し ます。 ス ク リ プ ト は、 <bas_install>¥jms¥openjms¥config¥db デ ィ レ ク ト リ
にあ り ます。 詳細については、 『OpenJMS User 開発者ガイ ド』 を参照し て く ださ い。 この
ガイ ド は、 <appserver_install>/jms/openjms/docs デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

データソースを設定して 2PC を最適化する

OpenJMS をパーテ ィ シ ョ ンレベルのサービ ス と し て使用すれば、 2 フ ェーズ コ ミ ッ ト を
適化でき ます。 OpenJMS は、 あ ら ゆる リ レーシ ョ ナルデータベースでデータ を永続化する
よ う に設定でき ます。 デフ ォル ト では、 AppServer はパーテ ィ シ ョ ンの JDataStore データ
ベース を使って メ ッ セージを永続化し ます。 デフ ォル ト のデータ ソース を変更し、 J2EE ア
プ リ ケーシ ョ ンが使用するデータ ソース と同じデータ ソース をポイ ン ト する よ う にます。
データ ソースの変更方法の詳細については、 229 ページの 「OpenJMS のデータ ソースの変
更」 を参照し て く ださ い。 こ のよ う にし て OpenJMS と アプ リ ケーシ ョ ンで単一の ト ラ ン
ザク シ ョ ン リ ソース を使用すれば、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト を回避でき ます。

重要 パーテ ィ シ ョ ンに複数の メ ッ セージアプ リ ケーシ ョ ンがあ り 、 それぞれが個別のアプ リ
ケーシ ョ ンデータのデータ ソース を使用する場合、 各アプ リ ケーシ ョ ンに対し て 2 フ ェー
ズコ ミ ッ ト を 適化する こ と はでき ません。 2 フ ェーズコ ミ ッ ト の 適化は、 OpenJMS と
同じデータ ソース を使用する アプ リ ケーシ ョ ンだけで有効です。 OpenJMS は、 パーテ ィ
シ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンの数にかかわらず、 パーテ ィ シ ョ ンのすべてのアプ リ ケーシ ョ
ンの単一のデータ ソースのデータだけを永続化でき ます。 し たがって、 パーテ ィ シ ョ ンに
複数のアプ リ ケーシ ョ ンがあ り 、 各アプ リ ケーシ ョ ンが個別のデータベースにデータ を保
存する場合、 OpenJMS データ ソースがポイ ン ト でき るデータベースは 1 つだけです。 2PC 
を 適化でき るは、 こ のデータベースにデータ を保存する アプ リ ケーシ ョ ンだけです。
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OpenJMS のセキュリティ設定

OpenJMS バージ ョ ン 0.7.6 の認証と セキ ュ リ テ ィ 機能は、 次の AppServer 設定で使用でき ま
す。

1 TCP コネ ク タによ る  OpenJMS 認証

2 VBJ ベースの RMI コネ ク タによ る  OpenJMS 認証

メ モ HTTPS 接続と  TCPS 接続は AppServer 6.7 ではサポー ト されていません。

openjms.xml フ ァ イルの次の XML コード に、 上記の 1 と  2 の設定だけでセキ ュ リ
テ ィ を有効にする方法の例を示し、 認証されたユーザーの リ ス ト を提供し ます。

<SecurityConfiguration securityEnabled="true"/> 
  <Users> 
    <User name="admin" password="admin"/> 
    <User name="j2ee" password="j2ee"/> 
  </Users>

3 AppServer セキ ュ リ テ ィ を使用する  VBJ ベースの RMI コネ ク タでの OpenJMS 認証

こ の設定でセキ ュ リ テ ィ を設定する方法については、 <appserver_install>/
examples/security/Readme.html の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

OpenJMS のセキ ュ リ テ ィ の使い方の詳細については、 <appserver_install>/jms/
openjms/docs デ ィ レ ク ト リ にあ る  OpenJMS マニュ アルを参照し て く ださい。

OpenJMS のパーティションレベルのプロパティの指
定

OpenJMS は、 パーテ ィ シ ョ ンレベルのサービ ス と し て AppServer に統合する ために、 新し
いサービ ス と し てパーテ ィ シ ョ ンの設定に導入されます。 次のプロパテ ィ は、
partition.xml フ ァ イルの OpenJMS のプロパテ ィ です。 こ の設定フ ァ イルは、 
<appserver_install>/var/domains/base/configurations/<my_config>/
mos/<openjms_partition>/adm/properties デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

partition.xml フ ァ イルの次のコード は、 OpenJMS をパーテ ィ シ ョ ンレベルのサービ ス
と し て作成し ます。

- <service name="jms"  
        runas.propstorage="management_runas.properties"  
        version="6.7" description="JMS Service based on OpenJMS(tm)  

version 0.7.6.1"  
        vendor="Borland Software Corporation" 
        class="com.borland.enterprise.server.services.PartitionService" 
        startup.synchronization="service_ready"  
        startup.service_ready.max_wait="0"  
        shutdown.synchronization=""  
        shutdown.phase="1"> 
  <properties lifecycle.class="com.borland.jms.JmsPartitionService" 
        openjms.configfile="adm/openjms/conf/openjms.xml" 
        openjms.home="../../../../../../../jms/openjms"  
        openjms.clean_messages_on_startup="true" 
        openjms.datasource="serial://datasources/OpenJmsDataSource" 
        openjms.sql_file="adm/openjms/conf/openjms.sql"  
        openjms.datasource_lookup_interval="1"  
        openjms.max_datasource_lookup_retries="1" />  
  </service>
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次の表にプロパテ ィ を示し ます。

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値

lifecycle.class インプロセスの JMS サービスの追加に使  
用します。 OpenJMS(tm) では、 このプロ 
パティの値を 
com.borland.jms.JmsPartitionService にす 
る必要があります。 このプロパティに指定
されているクラスが Java CLASSPATH に   
ある場合、パーティション起動プログラムの
リフレクションベースのコードが動的にそれ
を検出します。 検出されると、 起動プログ
ラムはサービスをロードして開始します。

com.borland.jms.JmsPartitionSer
vice

openjms.configfile このプロパティは、 設定ファイルの場所を
指定します。 場所はパーティションの現在
の作業ディレクトリに対して相対的になりま
す。 このファイルは、 OpenJMS(tm) の設 
定が保存される中央の場所になります。埋
め込みの OpenJMS(tm) サービスが  
AppServer パーティションと動作するに 
は、 このファイルが必要です。 このファイ
ルには、 OpenJMS(tm) サービスの開始時 
に作成する必要がある JNDI オブジェクト  
（キューとトピック） の一覧も含まれます。

adm/openjms/conf/openjms.xml

openjms.home このプロパティは、 OpenJMS(tm) をインス 
トールする場所を指定します。 OpenJMS
は、 ここで指定される値を使用して、 さま
ざまなリソースの場所を特定します。

<AppServerInstallRoot>/jms/
openjms

openjms.clean_messages_on_start
up

このプロパティは、パーティションの再起動
時に JMS メッセージを保存しているデー  
タベースをクリーンアップするかどうかを指
定 し ま す。 こ の プ ロ パ テ ィ は、 現 在
JDataStore だけで使用できます。 その他 
のデータベースでは、 メッセージを手動で
削除する必要があります。

true
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openjms.datasource このプロパティは、 OpenJMS(tm) でメッ 
セージを永続化するために使用するデー
タソースの JNDI 名を指定します。 この  
データソースがアプリケーションが使用し
ているデータソースと同じ場合、 JDBC 接 
続プールは両者で共有され、メッセージの
永続化とアプリケーションへのデータアク
セスの提供に対して単一の JDBC 接続が  
使用されるので、 2PC の必要はありませ 
ん。 指定されたデータソースが起動時に
JNDI 名前空間で使用できない場合、 起 
動コードは以下の 
openjms.datasource_lookup_interval

プロパティと 
openjms.max_datasource_lookup_retri

es プロパティを使ってターゲットデータ 
ソースへの接続を複数回試みます。 それ
でも検索に失敗すると、 初期化コードが設
定ファイル （openjms.xml） に指定され
ている情報から内部的にデータソースを
構築します。

メ モ ：
起動コードは、 ユーザーが指定したデー
タ ソ ー ス を 使 用 で き な い 場 合 に だ け
openjms.xml ファイルの情報を使用し 
ます。 データソースが JNDI でデプロイメ  
ン ト 済 み ま た は 使 用 で き る 場 合 は、
openjms.xml ファイルの RDBMS 設定   
は無視されます。

serial://datasources/JDSLocal

openjms.sql_file このプロパティは、 データベーステーブル
を削除および作成するための SQL 文を含  
むファイルの指定に使用します。 このテー
ブルは、 OpenJMS(tm) がメッセージの永 
続化に使用します。

adm/openjms/conf/openjms.sql

openjms.datasource_lookup_inter
val

このプロパティは、 連続してデータソース
検索を試みる間隔を指定します。 上記の
openjms.datasource property プロパ  
ティを参照してください。

1 秒

openjms.max_datasource_lookup_r
etries

このプロパティは、デフォルトのデータソー
スを使用する前にデータソースを検索する
回 数 を 指 定 し ま す。 上 記 の
openjms.datasource プロパティを参照し 
てください。

5 秒

openjms.recreate_database_on_st
artup

このプロパティを設定すると、 サービスを
起動するたびにデータベースが再作成さ
れます。 これは前のメッセージがその後の
実行に必要ない場合 （テスト中など） に便
利です。

false

openjms.database.softcommit このプロパティは、 JDataStore を使って 
JMS メッセージを永続化する場合にだけ 
適用されます。 このプロパティによってコ
ミットプロセスのパフォーマンスは向上しま
すが、 ごく一部の失敗の際の回復能力が
犠 牲 に な り ま す。 詳 細 に つ い て は、
JDataStore ドキュメントを参照してくださ 
い。

true

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値
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OpenJMS

OpenJMS トポロジ

重要 TCP コネ ク タ を使用する  OpenJMS サービ スが 2 つあ る場合は、 openjms.xml フ ァ イルで
必ず別のポー ト 番号を指定し て く ださい。 このフ ァ イルを開 く には、 Borland 管理コ ン
ソール の OpenJMS サービ ス を右ク リ ッ ク し て ド ロ ッ プダウ ン メ ニューから ［Properties］
を選択し ます。 プロパテ ィ ペイ ンで、 ［openjms.xml］ タブを ク リ ッ ク し ます。

OpenJMS は、 次の 2 つの ト ポロ ジで実行する よ う に設定でき ます。

■ サーバー共有モード  - OpenJMS サービ スは専用のパーテ ィ シ ョ ンでホス ト され、 パー
テ ィ シ ョ ンのほかのサービ スは無効にな り ます。 OpenJMS サービ スは、 OpenJMS パー
テ ィ シ ョ ンがあ る設定と同じ  osagent ド メ イ ンのすべてのパーテ ィ シ ョ ンに対する共有
サービ ス と し て使用でき ます。 リ モー ト ク ラ イ アン ト は、 RMI コネ ク タ または TCP コ
ネ ク タ を使って OpenJMS にア ク セスでき ます。 OpenJMS は、 こ の設定フ ァ イルに指定
された JNDI オブジェ ク ト をバイ ン ドするためのネー ミ ングサービ ス を必要 とするの
で、 ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と ネー ミ ングサービ スは OpenJMS をホス ト するパー
テ ィ シ ョ ンで有効にするか、 またはスマー ト エージェ ン ト ド メ イ ンで使用可能にする
必要があ り ます。

■ 埋め込みサービ スモード  - OpenJMS は設定されている各パーテ ィ シ ョ ンの埋め込み
サービ ス と し て実行されます。 各パーテ ィ シ ョ ンは、 TCP コネ ク タ または RMI コネ ク
タではな く 仮想マシンの埋め込み OpenJMS のコネ ク タ を使用し ます。 JMS ク ラ イ アン
ト は、 埋め込みのキ ュー／ ト ピ ッ ク接続フ ァ ク ト リ を使用し ます。 この接続フ ァ ク ト
リ を使用すれば、 適な方法で TCP/IP のコ ス ト を回避でき ます。 JMS ク ラ イ アン ト は
こ のモード で RMI コネ ク タ を使用でき ますが、 パフ ォーマン ス を 大にするためには、
ローカル （埋め込み） のコネ ク タ を使用する必要があ り ます。

メ モ 複数の OpenJMS サービ ス イ ン ス タ ン スが AppServer の 1 つのスマー ト エージェ ン ト ド メ イ
ンで実行されている場合、 データベースの共有性や実行中のイ ン ス タ ン スに対する自動
フ ェ イルオーバー機能はあ り ません。 これは、 OpenJMS に対する ク ラ ス タ リ ングがサポー
ト されていないためです。

openjms.database このプロパティは JDS だけに適用され、  
JDS データベースの名前を指定するため 
に使用します。

openjms.jds

openjms.use_bes_transactions OpenJMS は、 メッセージをディスパッチす 
る前にトランザクションを開始します。
OpenJMS を含むパーティションのトランザ 
クションサービスを使用します。 パーティ
ションで使用できるトランザクションサービ
スがない場合は、 スマートエージェントドメ
インから選択されます。 トランザクションで
OpenJMS を使用する場合はこのプロパ 
ティを使用します。 このプロパティは、 トラ
ンザクションを実行しないメッセージアプリ
ケーションでは無効です。 ただし、 余分
なトランザクションの開始と伝達による負荷
を抑制するには、 このプロパティをオフに
します。

true

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値
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OpenJMS でのメッセージ駆動型 Bean（MDB）の使
用

MDB をサポー ト する  AppServer パーテ ィ シ ョ ンでは、 MDB は JMS サーバーにア ク セスで
き る必要があ り ます。 MDB が OpenJMS サーバーにア ク セスでき る よ う にする ために、 次
のこ と を確認し て く ださ い。

1 OpenJMS がイ ンプロセスサービ ス と し てパーテ ィ シ ョ ンにイ ン ス ト ールされ有効に
なっているか、 または ド メ イ ンで使用でき る。 OpenJMS サービ ス を右ク リ ッ ク し、 メ
ニューから ［Start］ を選択し てサービ ス を有効にし ます。

2 リ ソース リ フ ァ レン スが正しいタ イプの接続フ ァ ク ト リ をポイ ン ト する よ う に ejb-
jar.xml フ ァ イルで設定されている。

重要 MDB に ト ラ ンザク シ ョ ンア ク セスが必要な場合は、 埋め込み接続フ ァ ク ト リ または 
RMI 接続フ ァ ク ト リ を MDB で使って ト ラ ンザク シ ョ ンの伝達をサポー ト する必要があ
り ます。

その他の JMS プロバイダ

Borland AppServer は、 SonicMQ 6.0/6.1 および WebSphereMQ 5.3/6.0 JMS プロバイ ダをサ
ポー ト し ます。 SonicMQ を AppServer に統合する方法については、 235 ページの
「SonicMQ の Borland AppServer と の統合」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い。
WebSphereMQ を AppServer に統合する方法については、 239 ページの 「WebSphereMQ の 
Borland AppServer （BAS） と の統合」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。
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第 章

Chapter   26SonicMQ の Borland     
AppServer との統合 

こ の ド キ ュ メ ン ト では、 単独でイ ン ス ト ールされている  SonicMQ 6.0/6.1 JMS プロバイ ダ
と協調し て動作する よ う に、 Borland AppServer （AppServer） を設定する手順を示し ます。
Both SonicMQ バージ ョ ン 6.0 と  6.1 は、 どち ら も  JMS 1.1 に準拠し ています。

メ モ SonicMQ を別途購入する必要があ り ます。 このプロ ダ ク ト は AppServer 6.7 にはバン ド ル
されていません。

SonicMQ のインストール

SonicMQ は、 AppServer のイ ン ス ト ールに依存し ない場所にイ ン ス ト ールし ます。
SonicMQ の機能を Sonic 管理コ ン ソールから管理するために、 必ず管理機能を イ ン ス ト ー
ルし て く ださ い。

AppServer での SonicMQ 管理オブジェクトの設定

Borland 独自の DAR モジュールに JNDI から ア ク セスする  JMS 管理オブジェ ク ト を定義す
る必要があ り ます。 AppServer の Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ
（DDEditor） ツールを使用する と、 DAR モジュール内に管理オブジェ ク ト を作成でき ます。
222 ページの 「Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を使用し た管理オブジェ ク ト の設定」
を参照し て く ださ い。

Sonic JMS Administered Objects ツールを使用し て管理オブジェ ク ト に関し て設定でき るす
べてのプロパテ ィ については、 『SonicMQ V6.1 Configuration and Management Guide』 を参照
し て く ださ い。

DAR モジュールの JMS 接続フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト の定義に適用でき る  AppServer 関連
プロパテ ィ の説明は、 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 の 199 ページの 「JMS の使い方」
を参照し て く ださ い。
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AppServer 環境での SonicMQ ライブラリモジュールの解決

AppServer 環境での SonicMQ ライブラリモジュールの解
決

SonicMQ サーバーにア ク セスする  J2EE アプ リ ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト する場合は、
SonicMQ 6.0/6.1 ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ  sonic_Client.jar と  sonic_XA.jar、 およ
びそれらに依存する ラ イブラ リ を AppServer によ って ロードする必要があ り ます。

AppServer 内の SonicMQ ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ を有効にするには、 <AppServer>/bin 
に置かれている  JMS 関連の設定フ ァ イルに、 次のよ う にし て更新を適用する方法をお勧め
し ます。

■ sonic.config フ ァ イルを編集し て、 jms.home の値を外部の SonicMQ イ ン ス ト ール
のルー ト デ ィ レ ク ト リ に設定し ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

set jms.home=C:/SonicMQ/V61

■ jms.config フ ァ イルを編集し ます。 ステー ト メ ン ト のコ メ ン ト を解除し て、
sonic.config を イ ン クルード し ます。 他の JMS プロバイ ダの include ステー ト メ ン
ト がコ メ ン ト になっている こ と を確認し て く ださい。

#include $var(installRoot)/bin/tibco.config 
#include $var(installRoot)/bin/openjms.config 
include $var(installRoot)/bin/sonic.config

これによ り 、 SonicMQ ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ は、 すべての AppServer パーテ ィ シ ョ ン、
および AppServer appclient ツールが実行する  J2EE ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンによ って
解決でき る よ う にな り ます。

AppServer にデプロイメントされた SonicMQ キューでの
自動キュー作成の設定

SonicMQ JMS キ ューの定義を含む DAR モジュールをパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト す
る と き、 目的の SonicMQ サーバーに JMS キ ューを自動的に作成する よ う に AppServer を
設定でき ます。 JMS キ ューを自動的に作成するためには、 特定の SonicMQ 管理ラ イブラ
リ を AppServer から使用でき る必要があ り ます。 これらのラ イブラ リ は、 パーテ ィ シ ョ ン
のク ラ スパスから ロードする必要があ り ます。 これは、 AppServer の設定フ ァ イル 
sonic.config と  jms.config を上に示し た よ う に更新する こ と によ って可能にな り ま
す。 また、 次の手順を実行する必要があ り ます。

■ パーテ ィ シ ョ ンの設定フ ァ イル partition.xml 内のネー ミ ングサービ ス定義で、
jns.auto-create-queues プロパテ ィ が次のよ う に true に設定されている こ と を確
認し て く ださ い。

<service name="visinaming"  
         runas.propstorage="management_runas.properties" version="6.7"           
         description="Naming Service" vendor="Borland Software Corporation"           
         class="com.borland.enterprise.server.services.naming.NamingService"           
         startup.synchronization="service_ready" 
startup.service_ready.max_wait="0"           
         shutdown.synchronization="" shutdown.phase="1"> 
         <properties jns.name="namingservice"  
         jns.auto-create-queues="true"> 
         </properties> 
</service>
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AppServer にデプロイメントされた SonicMQ キューでの自動キュー作成の設定

■ パーテ ィ シ ョ ンの partition-server.config フ ァ イルを更新し、 次のよ う にし て
目的の SonicMQ サーバーを検索でき る よ う にし ます。

a 管理コ ン ソールを開き ます。

b コ ン ソールの左端の ［Installation］ ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 ［Installation］ 表示に切
り 替えます。

c 左側のペイ ンで、 変更するパーテ ィ シ ョ ンに移動し ます。 右側のペイ ンにパーテ ィ
シ ョ ンの ［General Properties］ ページが開き ます。

d 右側のペイ ンの下部にあ る ［Files］ タブを ク リ ッ ク し ます。

e 左下のペイ ンで、 partition-server.config を選択し ます。

f フ ァ イルの 後までス ク ロールし て、 変更するプロパテ ィ だけに対し て次のよ う に
入力し ます。

vmprop <property_name>=<value>

こ の操作は、 次の 5 つのプロパテ ィ のどれについて もでき ます。

g 編集の結果を保存し てパーテ ィ シ ョ ンを再起動し ます。

メ モ キ ューが自動的に作成される よ う にするには、 SonicMQ JMS キ ューを使用する  DAR モ
ジュールをデプロ イ メ ン ト する前に、 SonicMQ Server をア ク テ ィ ブにし てお く 必要があ り
ます。

プロパテ ィ デフ ォル ト 値

sonicmq.domainName domain1
sonicmq.brokerURL tcp://localhost:2506
sonicmq.user Administrator
sonicmq.pwd Administrator
sonicmq.brokerName /Brokers/Broker1
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こ の ド キ ュ メ ン ト では、 単独でイ ン ス ト ールされている  WebSphereMQ 5.3/6.0 JMS プロバ
イ ダ と協調し て動作する よ う に、 Borland AppServer （AppServer） を設定する手順を示し ま
す。

メ モ WebSphereMQ を別途購入する必要があ り ます。 このプロダ ク ト は AppServer 6.7 にはバン
ド ルされていません。

サポートするバージョン

WebSphereMQ 5.3 と  6.0 は、 いずれも このプロダ ク ト と の動作が保証されています。

WebSphereMQ の設定

WebSphereMQ を設定するには、 次の手順にし たがって く ださい。

WebSphereMQ 5.3

WMQ 5.3 を イ ン ス ト ールし た直後の状態では、 JMS 1.1 API はサポー ト されません。
JMS1.1 の機能を利用するには、 修正パッ ク  06 （CSD06） 以上を WMQ 5.3 に追加イ ン ス
ト ールする必要があ り ます。

「標準の」 WebSphereMQ Client は、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンが接続されている
キ ューマネージ ャによ って管理される、 ローカル （1 フ ェーズコ ミ ッ ト ） ト ラ ンザク シ ョ
ンだけをサポー ト し ます。 分散 ト ラ ンザク シ ョ ン （2PC） をサポー ト するには、
WebSphereMQ Extended Transactional Client を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

WebSphereMQ Extended Transactional Client は、 WebSphereMQ バージ ョ ン 5.3 の有償の機能
です。 これによ って WebSphereMQ の機能が拡張され、 WebSphereMQ ク ラ イ アン ト アプ リ
ケーシ ョ ンは、 グ ローバルに調整される ト ラ ンザク シ ョ ンに参加でき ます。 つま り 、
WebSphereMQ ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは 2 フ ェーズコ ミ ッ ト （XA に適合） を利用
でき る よ う にな り 、 外部 ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャが管理する グ ローバル ト ラ ンザク
シ ョ ンに加わる こ と ができ ます。
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WebSphereMQ による管理オブジェクトの設定

WebSphereMQ 6.0

WebSphereMQ 6.0 のデフ ォル ト のイ ン ス ト ールは、 JMS 1.1 API をサポー ト し ます。

WebSphereMQ 6.0 は、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ン （2PC） のサポー ト が組み込まれている ため、
MQ Extended Transactional Client を イ ン ス ト ールする必要はあ り ません。

WebSphereMQ による管理オブジェクトの設定

WebSphereMQ の管理オブジェ ク ト のプロパテ ィ は BES で定義され、 Borland デプロ イ メ ン
ト デス ク リ プタエデ ィ タ を使ってグ ラ フ ィ カルに設定でき ます。 222 ページの 「Borland デ
プロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を使用し た管理オブジェ ク ト の設定」 を参照し て く ださい。

WebSphereMQ 5.3 で使用でき る  JNDI プロパテ ィ と他の設定オプシ ョ ンの詳細な リ ス ト は、
http://publibfp.boulder.ibm.com/epubs/pdf/csqzaw12.pdf に公開されている ド キ ュ メ ン ト
「WebSphereMQ Using Java」 を参照し て く ださい。

WebSphereMQ 6.0 で使用でき る  JNDI プロパテ ィ と他の設定オプシ ョ ンの詳細な リ ス ト は、
http://publibfp.boulder.ibm.com/epubs/pdf/csqzaw13.pdf に公開されている ド キ ュ メ ン ト
「WebSphereMQ Using Java」 を参照し て く ださい。

実行時の WebSphereMQ ライブラリモジュールの検索

WMQ5.3 サーバーにア ク セスする  J2EE アプ リ ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト する場合は、
WMQ 5.3 Client のラ イブラ リ を  BAS パーテ ィ シ ョ ンにロードする必要があ り ます。 BAS 
パーテ ィ シ ョ ンで必要と される ラ イブラ リ の全セ ッ ト を以下に示し ます。

■ com.ibm.mq.jar
■ com.ibm.mqjms.jar
■ com.ibm.mqbind.jar

■ com.ibm.mqetclient.jar （この jar は WMQ Extended Transactional Client のイ ン ス
ト ールに含まれています）

これらのラ イブラ リ を BAS で使用でき る よ う にする方法の 1 つは、 J2EE アプ リ ケーシ ョ
ンをホス ト する  BAS パーテ ィ シ ョ ンにラ イブラ リ をデプロ イ メ ン ト する こ と です。 ただ
し、 <BAS_install>/bin にあ る  JMS 関連設定フ ァ イルを次のよ う に更新する方が優れ
た方法です。

■ wmq53.config を編集し て、 jms.home の値を外部の WMQ5.3 イ ン ス ト ールのルー ト
デ ィ レ ク ト リ に設定し ます。

■ jms.config フ ァ イルを編集し ます。 include ステー ト メ ン ト のコ メ ン ト を解除し て、
wmq53.config を イ ン クルード し ます。 他の JMS プロバイ ダの include ステー ト メ ン
ト がコ メ ン ト になっている こ と を確認し て く ださい。

#include $var(installRoot)/bin/tibco.config 
#include $var(installRoot)/bin/openjms.config 
#include $var(installRoot)/bin/sonic.config 
include $var(installRoot)/bin/wmq53.config

これによ り 、 WMQ5.3 ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ は、 すべての BAS パーテ ィ シ ョ ン、 およ
び BAS ツール appclient が実行する  J2EE ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンによ って解決でき
る よ う にな り ます。
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実行時の WebSphereMQ ライブラリモジュールの検索

WebSphereMQ 6.0

WebSphereMQ 6.0 サーバーにア ク セスする  J2EE アプ リ ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト する
場合は、 WebSphereMQ 6.0 Client ラ イブラ リ を BAS パーテ ィ シ ョ ンにロードする必要があ
り ます。 BAS パーテ ィ シ ョ ンで必要と される ラ イブラ リ の全セ ッ ト を以下に示し ます。

■ com.ibm.mq.jar
■ com.ibm.mqjms.jar
■ dhbcore.jar

■ com.ibm.mqetclient.jar （拡張 ト ラ ンザク シ ョ ン ク ラ イ アン ト ）

これらのラ イブラ リ を BAS で使用でき る よ う にする方法の 1 つは、 J2EE アプ リ ケーシ ョ
ンをホス ト する  BAS パーテ ィ シ ョ ンにラ イブラ リ をデプロ イ メ ン ト する こ と です。 ただ
し、 <BAS_install>/bin にあ る  JMS 関連設定フ ァ イルを次のよ う に更新する方が優れ
た方法です。

■ wmq60.config フ ァ イルを編集し て、 jms.home の値を外部の WebSphereMQ 6.0 イ ン
ス ト ールのルー ト デ ィ レ ク ト リ に設定し ます。

■ jms.config フ ァ イルを編集し ます。 include ステー ト メ ン ト のコ メ ン ト を解除し て、
wmq53.config を イ ン クルード し ます。 他の JMS プロバイ ダの include ステー ト メ ン
ト がコ メ ン ト になっている こ と を確認し て く ださい。

#include $var(installRoot)/bin/tibco.config 
#include $var(installRoot)/bin/openjms.config 
#include $var(installRoot)/bin/sonic.config 
include $var(installRoot)/bin/wmq60.config

これによ り 、 WebSphereMQ 6.0 ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ は、 すべての BAS パーテ ィ シ ョ
ン、 および BAS ツール appclient が実行する  J2EE ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンによ って
解決でき る よ う にな り ます。
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Chapter   28JACC の使い方    
Java Authorization Contract for Containers （JACC） 仕様は、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
と承認ポ リ シープロバイ ダ と の間のサブコ ン ト ラ ク ト を定義し ています。 すべての J2EE 
アプ リ ケーシ ョ ン コ ンテナ、 Web コ ンテナ、 およびエン タープラ イ ズ Bean コ ンテナは、
こ のコ ン ト ラ ク ト をサポー ト し ている必要があ り ます。 この仕様によ って定義される コ ン
ト ラ ク ト は、 3 つのサブコ ン ト ラ ク ト に分け られます。 これらのサブコ ン ト ラ ク ト 全体に
よ り 、 承認プロバイ ダのイ ン ス ト ールおよび設定が説明されます。 この承認プロバイ ダ
は、 コ ンテナがア ク セスの決定を実行する際に使用されます。

JACC コントラクト

3 つのサブコ ン ト ラ ク ト と は、 Provider Configuration サブコ ン ト ラ ク ト 、 Policy 
Configuration サブコ ン ト ラ ク ト 、 および Policy Decision and Enforcement サブコ ン ト ラ ク ト
です。

Provider Configuration サブコントラクト

Provider Configuration サブコ ン ト ラ ク ト は、 ポ リ シープロバイ ダを コ ンテナ と統合する た
めにプロバイ ダ と コ ンテナが満たす必要があ る要件を定義し ています。

Policy Configuration サブコントラクト

Policy Configuration サブコ ン ト ラ ク ト は、 宣言的 J2EE 認証ポ リ シーから  J2SE ポ リ シープ
ロバイ ダ内のポ リ シーステー ト メ ン ト への変換をサポー ト するために、 コ ンテナデプロ イ
メ ン ト ツール と プロバイ ダの間のや り 取 り を定義し ます。

Policy Decision and Enforcement サブコントラクト

Policy Decision and Enforcement サブコ ン ト ラ ク ト は、 コ ンテナのポ リ シー適用ポイ ン ト と  
J2EE コ ンテナが必要とするポ リ シー決定と の間のや り 取 り を定義し ます。
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JACC ベースの承認の動作

JACC によ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー内の EJB と  Web コ ンテナはサード パーテ ィ の承
認プロバイ ダ とや り 取 り を行い、 J2EE リ ソースへのア ク セスが行われる と承認を判断し ま
す。 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンサーバー内の Web および EJB コ ンテナは、 JACC 互換の承認
プロバイ ダを使用し て、 リ ソースやサービ スへのク ラ イ アン ト ア ク セス を制限し ます。 プ
ロバイ ダは、 アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト 時にデプロ イ メ ン ト ツールによ って伝達
されたポ リ シー情報に基づいて、 こ の制限を実行し ます。 プロバイ ダは、 この情報を リ ポ
ジ ト リ に格納し て、 承認を判断する と きに使用し ます。 承認の判断は、 プ リ ンシパル
（ユーザー） が特定の リ ソースにア ク セスするために必要な特権を持つロールに所属し て
いるかど う かに基づいて、 プロバイ ダによ って行われます。

アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト 時に、 AppServer は次を実行し ます。

1 デプロ イ メ ン ト されるモジ ュールを一意に識別する固有の contextID を作成し ます。

2 モジュールの各 リ ソースにア ク セスするために必要な許可のセ ッ ト によ る  
PolicyConfiguration を構築し ます。

3 JACC API を通じ て、 セキ ュ リ テ ィ ポ リ シー情報をプロバイ ダに伝達し ます。

ク ラ イ アン ト またはユーザーが EJB メ ソ ッ ド、 サーブレ ッ ト 、 または URL へのア ク セス
要求を行 う と、 次が実行されます。

1 EJB コ ンテナまたは Web コ ンテナは、 適切な許可オブジェ ク ト と、 呼び出し元のプ リ
ンシパルを含む ProtectionDomain オブジェ ク ト を作成し ます。

2 次にコ ンテナは、 プロバイ ダによ って実装された java.security.Policy オブジェ ク ト の 
Policy.implies メ ソ ッ ド を呼び出し、 こ の 2 つのオブジェ ク ト をプロバイ ダに渡し ます。

3 プロバイ ダは、 保存し てあ るポ リ シー情報に基づいて （プ リ ンシパル と ロールの対応
を使用し て） 判断を行い、 コ ンテナにブール値を返し ます。

4 プ リ ンシパルが所属し ている ロールに リ ソースへのア ク セス許可があ る場合、 implies 
メ ソ ッ ド は true を返し、 こ のユーザーはコ ンテナによ って リ ソースへのア ク セス を許
可されます。 そ う でない場合は false が返され、 こ のユーザーは リ ソースへのア ク セス
を拒否されます。

Borland AppServer での JACC プロバイダの設定

AppServer 内の JACC プロバイ ダは、 Provider Configuration Subcontract セ ク シ ョ ンで指定さ
れた標準の java.security.Policy オブジェ ク ト を実装し ます。 これは、 ア ク セス決定を行 う た
めに使用されます。 また JACC プロバイ ダは PolicyConfigurationFactory ク ラ ス と  
PolicyConfiguration イ ン ターフ ェース も実装し ている ため、 デプロ イ メ ン ト ツールはアプ
リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト 時にすべてのセキ ュ リ テ ィ 要素をプロバイ ダに伝達でき ま
す。

次のプロパテ ィ は、 AppServer JACC プロバイ ダのイ ン ス ト ールを制御し ます。

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値

javax.security.jacc. 
policy.provider

アプリケーションサーバーに
よってポリシーの置換に使
用されるポリシー実装クラス
を指定します。

com.borland.security.jacc. 
provider.BESJACCPolicy

javax.security.jacc. 
PolicyConfigurationFact
ory.provider

プロバイダの 
PolicyConfigurationFactory
実装クラスを指定します。

com.borland.security.jacc.pro
vider.BESPolicyConfigurationF
actory
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AppServer 管理コンソールを使用した JACC プロバイダ
の設定

JACC プロバイ ダは、 AppServer 管理コ ン ソールを使用し て設定でき ます。 または、 JACC 
プロバイ ダのプロパテ ィ を partition_server.config フ ァ イルで設定でき ます。

AppServer 管理コ ン ソールを使用し てプロパテ ィ を設定するには、 次の手順にし たがいま
す。

1 コ ン ソールの左ペイ ンで、 パーテ ィ シ ョ ン名を選択し ます。

2 パーテ ィ シ ョ ン名を右ク リ ッ ク し て、 表示される メ ニューから ［プロパテ ィ ］ を選択
し ます。

3 ［Partition Properties］ ページが表示されます。

4 ［セキ ュ リ テ ィ ］ タブを ク リ ッ ク し ます。

5 ［JACC Properties］ ボ ッ ク スで、 2 つのプロパテ ィ を設定し ます。

設定ファイルによる JACC プロバイダの設定

partition_server.config フ ァ イルで JACC プロバイ ダのプロパテ ィ を設定するに
は、 次の手順にし たがいます。

1 次のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

<install_dir>\var\domains\base\configurations\j2eeSample\mos\\adm\properties

2 partition_server.config フ ァ イルを開き ます。

3 次の行を見つけます。

#JACC provider configuration 
vmprop 
javax.security.jacc.policy.provider=com.borland.security.jacc.provider.BESJAC
CPolicy 
vmprop 
javax.security.jacc.PolicyConfigurationFactory.provider=com.borland.security.
jacc.provider.BESPolicyConfigurationFactory

4 必要に応じ て、 プロパテ ィ を設定し ます。

メ モ こ のプロパテ ィ を空白のま まにし てお く と 、 JACC プロバイ ダが有効にな ら ないため、
システムは以前の AppServer の リ リ ース と同じセキ ュ リ テ ィ フ レーム ワーク にフ ォール
バッ ク し ます。
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JACC プロバイダの有効化と無効化

次のいずれかを使用する こ と ができ ます。

■ AppServer セキ ュ リ テ ィ を JACC プロバイ ダ と し て設定する （デフ ォル ト の設定）

■ AppServer セキ ュ リ テ ィ で JACC を無効にする  - 基盤 と なるセキ ュ リ テ ィ メ カニズムは、
以前の AppServer の リ リ ース と同じ

■ 外部 JACC プロバイ ダを使用する よ う に AppServer を設定する

デフ ォル ト では、 AppServer を イ ン ス ト ールする と  Borland VisiSecure が JACC プロバイ ダ
と し て イ ン ス ト ールされます。 AppServer に同梱されている  JACC プロバイ ダは、 すべて
の JACC API と互換性があ り 、 JACC 仕様で指定されている  Provider Configuration サブコ ン
ト ラ ク ト を実装し ます。

AppServer の管理コ ン ソールのセキ ュ リ テ ィ プロパテ ィ は、 AppServer セキ ュ リ テ ィ を 
JACC API で使用でき る よ う にデフ ォル ト で設定されています。 AppServer セキ ュ リ テ ィ プ
ロバイ ダで JACC を使用し ない場合は、 管理コ ン ソールのセキ ュ リ テ ィ プロパテ ィ をオフ
にし てお く 必要があ り ます。

サード パーテ ィ の JACC ベースのセキ ュ リ テ ィ プロバイ ダを AppServer にプラ グ イ ンする
こ と で、 セキ ュ リ テ ィ 基盤を拡張する こ と も でき ます。 外部のプロバイ ダを使用する場合
は、 ［Partition Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの ［JACC Properties］ ボ ッ ク スに、 適切なプ
ロパテ ィ の値を入力する必要があ り ます。 また、 外部 JACC プロバイ ダ関連の jar フ ァ イ
ルを ラ イブラ リ モジ ュール と し てパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト し てお く 必要があ り ま
す。

外部 JACC プロバイダの設定

JACC と互換性があ る任意の外部プロバイ ダを AppServer にプラ グ イ ンでき ます。 このプ
ロバイ ダの実装と設定は、 次に示すガイ ド ラ イ ンにし たが う 必要があ り ます。

■ こ のプロバイ ダは、 java.security.Policy の実装を提供する必要があ り ます。 ま
た、 前のセ ク シ ョ ンで説明し た よ う に、 管理コ ン ソールまたは設定フ ァ イルによ って
正し く 設定する必要があ り ます。

■ こ のプロバイ ダは、 PolicyConfigurationFactory の実装を提供する必要があ り ま
す。 また、 管理コ ン ソールまたは設定フ ァ イルによ って正し く 設定する必要があ り ま
す。

■ プロバイ ダに依存するすべての jar フ ァ イルは、 ラ イブラ リ モジ ュール と し てパーテ ィ
シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト する必要があ り ます。

本製品には、 プロバイ ダの正しい実装方法と  BES を使用し た設定を示す例が同梱されてい
ます。 詳細は、 <install dir>/examples/security/jacc を参照し て く ださい。

外部の JACC プロバイ ダは、 Borland 管理コ ン ソールを使用し て設定でき ます。 または、 セ
キ ュ リ テ ィ のプロパテ ィ を partition_server.config フ ァ イルで設定でき ます。
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Active Directory は、 Windows プラ ッ ト フ ォーム用の Microsoft のデ ィ レ ク ト リ サービ スの
実装です。 これによ り 、 ネ ッ ト ワーク環境を構成するデ ィ レ ク ト リ の ID、 リ ソース、 関係
を管理する こ と ができ ます。 ADLoginModule は、 BAS にバン ド ルされている新しい 
LoginModule で、 LDAPLoginModule の後継です。 Active Directory 専用のバッ ク エン ド の
ユーザース ト ア と し て動作し ます。

ADLoginModule のしくみ

ユーザープリンシパル名

LDAPLoginModule と は異な り 、 ADLoginModule は、 デフ ォル ト ではユーザープ リ ンシパ
ル名 （UPN） を使用し て Active Directory サーバーにバイ ン ド し、 認証を行います。 UPN 
は、 オブジェ ク ト 名と完全修飾ド メ イ ン名 （FQDN） を組み合わせて形成され、
objectname@FQDN と な り ます。 た と えば、 ド メ イ ン abc.def.net のユーザー user1 
の場合は、 ユーザープ リ ンシパル名 user1@abc.def.net がセキ ュ リ テ ィ プ リ ンシパ
ル と し て使用されます （LDAPLoginModule では DN）。

認証

認証処理には、 2 つのステ ッ プがあ り ます。

1 ユーザー名と パス ワード のペアをユーザーのバッ ク エン ド ス ト アに基づいて検証する

2 後のステ ッ プで認証に使用されるユーザーの属性を生成する

初のステ ッ プで、 ADLoginModule は、 渡されたユーザー名と ド メ イ ン名からユーザープ
リ ンシパル名を形成し ます。 ユーザーが指定し たパス ワード に基づいて、 ADLoginModule 
は Active Directory にバイ ン ド されます。 バイ ン ド操作の成功は、 そのユーザーが Active 
Directory サーバーに認証された こ と を意味し ます。

認証が成功する と、 ADLoginModule は Active Directory からユーザーエン ト リ の識別名
（DN） を取得し、 JAAS 設定で指定されたオプシ ョ ンから指定された属性のセ ッ ト を生成
し ます。 そのために、 ADLoginModule は SEARCHBASE コ ンテキス ト を検索し、 フ ィ ルタ
「userPrincipalName=UPN」 を満たすエン ト リ を探し ます。

入手し た DN 情報を使用し て、 ADLoginModule は JAAS 設定で指定されたオプシ ョ ンに基
づいてエン ト リ の必要な属性を生成し ます。
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新しいオプシ ョ ン DOMAINNAME が ADLoginModule に追加されま し た。 こ のオプシ ョ ン
は、 エン ト リ が認証される ド メ イ ンを示し ます。 サンプルの設定は、 次の とお り です。

adrealm { 
    com.borland.security.provider.authn.ADLoginModule required 
    INITIALCONTEXTFACTORY=com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory 
    PROVIDERURL="ldap://testing.net" 
    DOMAINNAME=abc.def.net 
    SEARCHBASE="cn=users,dc=abc,dc=def,dc=net" 
  };

こ の設定では、 ユーザーの認証はホス ト  testing.net の Active Directory Server に基づ
いて、 ド メ イ ン adc.def.net に対し て行われます。 ユーザーエン ト リ は、
SEARCHBASE “cn=users,dc=abc,dc=def,dc=net” から検索されます。

詳細な設定オプション

LDAPLoginModule と同様に、 ADLoginModule は、 JAAS 設定フ ァ イル内の次のエン ト リ で
設定でき ます。

<realm-name> { 
     com.borland.security.provider.authn.ADLoginModule  

authentication-requirements-flag 
     INITIALCONTEXTFACTORY=connection-factory-name 
     PROVIDERURL=backend-url 
     DOMAINNAME=[domain name as in DNS-mapped format, for example, abc.def.net] 
     SEARCHBASE=search-start-point 
     USERATTRIBUTES=attribute1, attribute2, ... 
     USERNAMEATTRIBUTE=attribute 
     QUERY=dynamic-query 
  };
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オプシ ョ ンの詳細について説明し ます。

プロパテ ィ 名 説明

INITIALCONTEXTFACTORY JNDI が LDAP にバインドするために使用する 
InitialContextFactory クラスです。

PROVIDERURL ディレクトリサーバーの URL。 形式は、 
ldap://<servername>:<port> です。 この属性は必須です。

DOMAINNAME Active Directory の新しい属性です。ユーザーのドメイン名を示しま  
す。 必須ではありませんが、 AD でログインを実行する場合には設 
定することをお勧めします。 DN を使用するログインでは、 
USERNAMEATTRIBUTE を 「DN」 に設定する必要があります。

SEARCHBASE ディレクトリのルックアップのための検索ベースを明示的に設定しま
す。 この属性は省略可能です。 指定しないと、 ドメインのルートコ
ンテキストから検索が実行されます。

USERATTRIBUTES これは、 認証されたユーザーに対して取得および保存される属性
のカンマで区切られたリストです。 この属性はオプションです。 指
定しないと、 エントリのすべての属性が生成されます。 詳細は、
『Security User Guide』 の LDAPLoginModule を参照してください。

USERNAMEATTRIBUTE CallbackHandler または IdentityWallet からシステムでユーザーを   
認証するときは、 名前とパスワードのペアが必要です。 この属性
は、 ドメインまたは DN 内のユーザー名の 「名前」 の意味を定義  
します。 この属性はオプションです。 指定しない場合 （デフォルト）
は、 DOMAINNAME オプションを指定する必要があり、 ユーザー 
の入力は、 ドメイン内のユーザー名として扱われます。 UPN の形 
式は、 <username>@<domainname> です。 これに対して、 ログイン 
で DN を使用する場合は、 このオプションを 「DN」 に設定する必  
要があります。 この場合、 ユーザーからの入力は、 直接 DN とし  
て処理されます。

QUERY ディレクトリサーバーに対して動的にクエリを実行して他の情報を取
得し、 結果を属性として表すためのメカニズムを提供します。 詳細
は、 『Security User Guide』 の LDAPLoginModule を参照してくだ    
さい。 この属性は、 省略可能です。
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Chapter   30JAXR の使い方    
こ の ド キ ュ メ ン ト では、 Java API for XML Registries （JAXR） について説明し ます。 JAXR 
は、 J2EE 1.4 仕様の一部です。 J2EE の開発者は、 主に Web サービ スで使用される各種の 
XML レジス ト リ にア ク セスするための共通の標準 API と し て、 これを使用でき ます。 Sun 
によ る  JAXR 仕様は、 http://java.sun.com/xml/jaxr/index.jsp にあ り ます。

Borland AppServer （BAS） は、 Apache jUDDI と  Apache scout を統合し て、 UDDI レジス ト
リ と  JAXR と の互換性を提供し ます。 Apache jUDDI は、 Web サービ ス用の Universal 
Description, Discovery, and Integration （UDDI） 仕様に基づ く オープン ソースの Java 実装で
す。

JAXR 仕様では、 異なる機能レベルを持つ 2 種類のプロバイ ダが定義されています。 各プ
ロバイ ダは、 2 つの一般的なレジス ト リ 仕様であ る  UDDI と  ebXML と のや り 取 り を行 う た
めに、 異な る レベルのサポー ト を提供し ています。 タ イプ 0 のプロバイ ダは、 UDDI レジ
ス ト リ へのア ク セス をサポー ト し、 タ イプ 1 のプロバイ ダは UDDI と  ebXML レジス ト リ
両方へのア ク セス をサポー ト し ます。

Apache scout は BAS と統合されてお り 、 タ イプ 0 の jUDDI JAXR プロバイ ダです。 これに
よ り 、 jUDDI ク ラ イ アン ト が標準 JAXR API に適応する よ う にな り ます。

BAS での JAXR の使用

JAXR API を使用する前に、 JVM を実行する ためにク ラ スパス を設定し、 システムのプロ
パテ ィ を設定する必要があ り ます。 juddi.ear を BAS パーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト
する必要があ り ます。 juddi.ear フ ァ イルは、 BAS リ ポジ ト リ  <BAS_home>/var/
repository/archives/ears にあ り ます。

BAS パーテ ィ シ ョ ンが juddi.ear をホス ト する ために必要な次のラ イブラ リ を含める必
要があ り ます。

■ <BAS_home>/lib/scout.jar
■ <BAS_home>/lib/juddi.jar
■ <BAS_home>/lib/axis/axis.jar
■ <BAS_home>/lib/axis/commons-discovery-0.2.jar

jar フ ァ イルはラ イブラ リ と し て J2EE アプ リ ケーシ ョ ンに含める こ と ができ ます （ear、
jar、 または war フ ァ イル）。 または、 jar フ ァ イルを静的ラ イブラ リ と し て BAS パーテ ィ
シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト でき ます。

JAXR を Java ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンで実行し ている場合、 上に示し たすべてのラ
イブラ リ と、 下に示すラ イブラ リ を ク ラ スパスに含める必要があ り ます。

■ <BAS_home>/lib/axis/commons-logging.jar
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■ <BAS_home>/lib/axis/asrt.jar

システムプロパティ

JAXR プロバイ ダを UDDI で使用するには、 初に ConnectionFactory 実装ク ラ スの名前を
指定する必要があ り ます。 これには、 システムプロパテ ィ  
javax.xml.registry.ConnectionFactoryClass を 
org.apache.ws.scout.registry.ConnectionFactoryImpl に設定し ます。 デフ ォ
ル ト では、 BAS パーテ ィ シ ョ ンはその JVM と し て、 このプロパテ ィ を自動的に設定し ま
す。 アプ リ ケーシ ョ ンユーザーは、 こ のプロパテ ィ を設定する必要はあ り ません。 JAXR 
を ス タ ン ド ア ロ ン java アプ リ ケーシ ョ ンで実行し ている場合、 このシステムプロパテ ィ
は、 JVM をポイ ン ト する よ う に設定する必要があ り ます。 そのよ う に指定し ない と、 デ
フ ォル ト 値の com.sun.xml.registry.common.ConnectionFactoryImpl が使用さ
れますが、 これは見つか り ません。 これによ り 、
ConnectionFactory.newInstance() メ ソ ッ ド が呼び出される と  JAXRException が
発生し ます。 UDDI の BAS JAXR プロバイ ダは、 JNDI 経由での ConnectionFactory のルッ ク
ア ッ プをサポー ト し ていません。

JAXR 接続プロパティ

接続固有のプロパテ ィ は、 フ ァ ク ト リ から接続を取得する前に、 ConnectionFactory に設定
する必要があ り ます。 詳細なプロパテ ィ の一覧およびその説明については、 JAXR 仕様を
参照し て く ださ い。 次に、 接続を取得するために必要なプロパテ ィ のサブセ ッ ト を示し ま
す。

プロパテ ィ 説明

javax.xml.registry.queryManagerURL jUDDI レジストリの UDDI に対する照会 API の     
URL です。 この URL の形式は、 次のとおりです。   
http://<hostname>:<port>/juddi/inquiry. このプロパ 
ティは必須です。

javax.xml.registry.lifeCycleManagerURL UDDI レジストリの UDDI に対する公開 API の     
URL です。 この URL の形式は、 次のとおりです。   
http://<hostname>:<port>/juddi/publish.

javax.xml.registry.authenticationMethod レジストリを使用して認証を行うときの認証方法。 こ
の値は、 UDDI_GET_AUTHTOKEN または 
HTTP_BASIC のいずれかです。 何も指定しない場 
合、 デフォルト値の UDDI_GET_AUTHTOKEN が使  
用されます。
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BAS JAXR サンプルコード

次の例では、 JAXR API を使用し て接続を作成する方法を示し ます。

import javax.xml.registry.Connection; 
import javax.xml.registry.ConnectionFactory; 
import java.util.Properties; 
 
public class TestConnection 
{ 
   public static void main(String[] args) 
   { 
      Properties prop = new Properties(); 
      try 
      { 
         String queryurl = "http://localhost:8080/juddi/inquiry"; 
         prop.setProperty("javax.xml.registry.queryManagerURL", queryurl); 
         prop.setProperty("javax.xml.registry.lifeCycleManagerURL", queryurl); 
         ConnectionFactory factory = ConnectionFactory.newInstance(); 
         factory.setProperties(prop); 
         Connection con = factory.createConnection(); 
         if(con == null) 
            System.out.println("No Connection"); 
      } 
      catch(Exception e) 
      { 
         e.printStackTrace(); 
      } 
   } 
}
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Chapter   31 スケジューラサービスの使用   
Borland AppServer 6.7 （AppServer） は、 J2EE 1.4 準拠の EJB タ イマーサービ ス をサポー ト
し ています。 AppServer では、 このサービ ス を スケジューラサービ ス と言います。
AppServer のスケジューラサービ スは、 Quartz に基づいています。 EJB タ イマーサービ ス
の一般的な情報については、 EJB 2.1 仕様を参照し て く ださい。 Quartz 関連の ド キ ュ メ ン ト
を入手するには、 http://www.opensymphony.com/quartz/
documentation.action を参照し て く ださ い。

ス ケジ ューラサービ スは、 パーテ ィ シ ョ ン レベルのサービ スです。 つま り 、 パーテ ィ シ ョ
ンを作成するたびに、 それが自動的にパーテ ィ シ ョ ンサービ スの 1 つと し て含まれます。
ス ケジ ューラサービ スは、 EJB コ ンテナがダウ ン し ている と きでも使用でき ます。

スケジューラサービスの設定

よ く 使用される スケジ ューラサービ スのプロパテ ィ の一部は、 AppServer 管理コ ン ソール
で設定でき ます。 それには、 次の手順にし たがいます。

1 AppServer 管理コ ン ソールを開き ます。

2 設定する スケジ ューラサービ スがあ るパーテ ィ シ ョ ンの名前をダブルク リ ッ ク し て、
ノード を展開し ます。

3 パーテ ィ シ ョ ンの下の ［Scheduler Service］ ノ ード を右ク リ ッ ク し ます。

4 表示される メ ニューから、 ［Properties］ を選択し ます。 ［Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク
スが表示されます。

5 ［General］ タブで、 次のスケジューラサービ ス を設定し ます。

［Transaction Timeout］ - ト ラ ンザク シ ョ ンは、 こ こ で指定し た時間内に成功する必要が
あ り ます。 こ のフ ィ ール ド に設定された時間内に ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し なかった
場合、 その ト ラ ンザク シ ョ ンにはロールバッ ク のマーク が付け られます。

［Max Redelivery Count］ - スケジューラ イベン ト が含まれる ト ラ ンザク シ ョ ンがロール
バッ ク されたアプ リ ケーシ ョ ンに対し て、 スケジ ューラサービ スが メ ッ セージの再送
信を試行する回数を指定し ます。

［Clean events on startup］ - このチェ ッ ク ボ ッ ク スがオンになっている と、 このパーテ ィ
シ ョ ンが再起動された と きに、 すべてのジ ョ ブおよび ト リ ガーがデータベースから削
除されます。 これは、 スケジ ューラ イベン ト を存続させる よ う に JobStoreCMT を設定
し ている場合にのみ適用されます。 現在、 このオプシ ョ ンは JDataStore でのみサポー ト
されています。

［Soft Commit］ - ソ フ ト コ ミ ッ ト を有効にする場合は、 このチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに
し ます。 ソ フ ト コ ミ ッ ト を有効にする と、 オペレーテ ィ ングシステムのキ ャ ッ シュは、
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コ ミ ッ ト された ト ラ ンザク シ ョ ンから フ ァ イルへの書き込みをバッ フ ァ リ ングでき ま
す。 ソ フ ト コ ミ ッ ト によ ってパフ ォーマン スは向上し ますが、 後にコ ミ ッ ト された
ト ラ ンザク シ ョ ンの耐久性は保証されな く な り ます。

6 ［Quartz］ タブを ク リ ッ ク し て前面に表示し ます。

7 以下のプロパテ ィ を設定し ます。

［Maximum number of threads］ - ス レ ッ ド プール内のス レ ッ ド の 大数を指定し ます。

［Job Store Type］ - ド ロ ッ プダウ ン メ ニューのデフ ォル ト の選択肢は、 ［Memory］ です。
こ の場合、 ス ケジ ューラ イベン ト は メ モ リ 内に格納されます。 イベン ト をデータベー
スに永続化する場合は、 メ ニューから ［JDBC(CMT)］ を選択し ます。

［Job Store Type］ と し て ［JDBC(CMT)］ を選択し た場合は、 ［Job Store］ ボ ッ ク スで次を
設定する必要があ り ます。

［Database］ - ド ロ ッ プダウ ン メ ニューからデータベース を選択し ます

［Container Managed DataSource］ - コ ンテナ管理データ ソースの URL を指定し ます。
［Container Managed DataSource］ の詳細は、 Quarts の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

［Non Container Managed DataSource］ - コ ンテナ以外の管理データ ソースの URL を指定
し ます。

8 詳細なプロパテ ィ を設定するには、 ［Advanced］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ［Scheduler 
(Quartz) Properties］ ページが表示されます。 こ こ では、 詳細なプロパテ ィ を設定でき ま
す。

JDataStore を使用したスケジューライベントの永続化

AppServer Scheduler Service は、 あ らゆる リ レーシ ョ ナルデータベースでデータ を永続化す
る よ う に設定でき ます。 デフ ォル ト では、 AppServer は JDataStore を使用し て永続化を実
現し ます。 ス ケジ ューラ イベン ト を保存するデータベース を指定し ていない場合、
AppServer はデフ ォル ト でこれらのイベン ト を JDataStore データベースに保存し ます。

スケジューライベントを永続化するための他のデータベー
スの設定

デフ ォル ト では、 パーテ ィ シ ョ ンの JDataStore データベースがスケジューラデータの永続
化に使用されます。 ただし、 アプ リ ケーシ ョ ンデータの永続化に使用し ているデータベー
ス を ス ケジューラデータの永続化に使用するために、 別のデータベース を設定する こ と も
でき ます。 JDataStore 以外のデータベース を使用する場合は、 次の手順にし たがいます。

■ そのデータベース用に Quartz が提供し ている ス ク リ プ ト を使用し て、 データベース内
に適切なテーブルを作成し ます。 これらのス ク リ プ ト は、 Quartz のフ ッ ト プ リ ン ト 内に
あ り ます。

■ <partition_working_directory>/adm/scheduler/bes.properties にあ る  
Quartz の設定フ ァ イルから、 正しいデータベース ド ラ イバを選択し ます。
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2PC 最適化のための設定

アプ リ ケーシ ョ ン内で ト ラ ンザク シ ョ ンにタ イマーが結び付け られている場合、 なんらか
の理由で ト ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク される と、 タ イマーの作成または削除も その ト
ラ ンザク シ ョ ン と と もにロールバッ ク されます。 同様に、 EJB に送信されたスケジューラ
イベン ト を含む ト ラ ンザク シ ョ ンがその後ロールバッ ク される と、 スケジューラサービ ス
はイベン ト の再送信を試みます。 EJB 2.1 仕様では、 少な く と も  1 回の再送信が試行される
こ と になっています。 スケジ ューラサービ スが実行する再送信の試行回数は、 設定可能で
す。 デフ ォル ト は 1 です。 つま り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンがロールバッ ク される と、 AppServer 
内のス ケジ ューラサービ ス も メ ッ セージを 1 回だけ再送信し よ う と し ます。 再送信回数の
上限を設定する方法については、 255 ページの 「スケジューラサービ スの設定」 のセ ク
シ ョ ンを参照し て く ださ い。

2PC の 適化を実現するには、 共通のデータ ソース を使用し てスケジューラ イベン ト を永
続化し、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンが使用する アプ リ ケーシ ョ ンデータ を保存する必要があ り
ます。 パーテ ィ シ ョ ン内に複数のアプ リ ケーシ ョ ンがあ り 、 それぞれ別のデータ ソース を
使用し ている場合、 各アプ リ ケーシ ョ ンで 2PC の 適化を行 う こ と はでき ません。 同じ
データ ソース を スケジ ューラサービ ス と し て使用し ている アプ リ ケーシ ョ ンでのみ 適化
でき ます。

一部のデプロ イ メ ン ト では、 2PC 対応の （XA） データ ソース を使用する必要があ り ます。
つま り 、 ト ラ ンザク シ ョ ンが使用するデータ ソース と し て bes.properties フ ァ イル内
で指定する  JNDI 名は、 DAR フ ァ イル内で XA データ ソース をポイ ン ト し ている必要があ
り ます。

メ モ ロールバッ ク操作などの ト ラ ンザク シ ョ ン動作は、 CMT に永続的ス ト レージを設定し た
場合にのみ使用でき ます。

スケジューラサービス用のパーティションサービスのプロ
パティ

Quartz は、 パーテ ィ シ ョ ンの設定フ ァ イル partition.xml の新しいサービ ス と し て導入
されま し た。 次の表に、 Quartz と統合し た場合のパーテ ィ シ ョ ンサービ スのプロパテ ィ を
リ ス ト し ます。

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値

lifecycle.class BES パーティションにより、動的 
に新しいサービスを追加できま
す。 追加されたサービスは、
パーティションプロセスのライフ
サイクルにしたがいます。

com.borland.jms.SchedulerPart
itionService

properties.location 設定ファイルの場所を指定しま
す。

<appserverInstallRoot>\ 
var\domains\base\ 
configurations\ 
<configName>\mos\ 
<partitionName>\adm\ 
scheduler\bes.properties

sql.location データベース内にテーブルを
作成するために使用する sql ス  
クリプトの場所を指定します。

<partition_dir>\adm\ 
scheduler\ 
tables_jdatastore.sql

scheduler.clean_persistent_data_on_star
tup

パーティションの再起動時に、
スケジューリングデータを保存
しているデータベースをクリー
ンアップするかどうかを指定しま
す。

false
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次の表に、 AppServer のスケジューラサービ スで使用される  Quartz のプロパテ ィ を示し ま
す。 これらのプロパテ ィ は、 <appserver-install>\var\domains\base\
configurations\<configuration_name>\mos\<partition_name>\adm\
scheduler\bes.properties フ ァ イルに リ ス ト されています。 これらのプロパテ ィ の
詳細な説明については、 Quartz の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

scheduler.database_softcommit このプロパティは、 永続性を得
るためのバッキングストアとして
JDataStore を使用している場合 
にのみ意味があります。 このプ
ロパティによってコミットプロセス
のパフォーマンスは向上します
が、ごく一部の失敗の際の回復
能力が犠牲になります。 詳細
は、 JDataStore ドキュメントを参 
照してください。 このプロパティ
は、 AppServer JSS でも使用さ  
れます。

true

scheduler.transaction_timeout トランザクションタイムアウト タイムアウトはありません。 タイムア
ウトになるまでの時間を秒数で指
定して、 デフォルト値を上書きでき
ます。

scheduler.auto_create_tables 存在していない場合は、 自動
的に Quartz テーブルを作成し  
ます。

true

scheduler.max_redelivery_count トランザクションがロールバック
した場合に、 スケジューラサー
ビスがイベントを再送信する回
数です。

1

scheduler.use_default_datasource デフォルトのデータソースを使
用するかどうかを指定します。
デフォルトのデータソースは、
JNDI URL が jdbc/quartz   
で、adm/scheduler/database/
scheduler.jds にある 
JDataStore データベースをポイ 
ントします。

あり

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値

org.quartz.scheduler.instanceName スケジューラの名前を指定します。 TestScheduler

org.quartz.scheduler.instanceId スケジューラの ID を指定します。 AUTO

org.quartz.scheduler. 
wrapJobExecutionInUserTransaction

このプロパティを true に設定すると、 ジョブ  
の実行を呼び出す前に UserTransaction が  
起動されます。 このトランザクションは、 ジョ
ブの実行メソッドが完了し、 JobDataMap が 
更新されてからコミットされます。

True

org.quartz.scheduler.userTransactionURL アプリケーションサーバーの 
UserTransaction マネージャの JNDI URL を    
指定します。 これは、 JobStoreCMT とのみ 
併用されます。

java:comp/ 
UserTransaction

org.quartz.threadPool.class threadpool クラスを指定します。 org.quartz.simpl. 
SimpleThreadPool
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Borland AppServer は、 スケジューラサービ スの ク ラ ス タ リ ングをサポー ト し ます。 た と え
ば、 条件が同じ  2 つのパーテ ィ シ ョ ンの両方でス ケジューラサービ スが有効になっている
と し ます。 これらに同じ アプ リ ケーシ ョ ンをデプロ イ メ ン ト し、 片方のアプ リ ケーシ ョ ン
にタ イマーを登録し た場合、 そのパーテ ィ シ ョ ンがダウ ンする と、 両方のアプ リ ケーシ ョ
ンが同一のデータベース をポイ ン ト し ていれば、 複製がタ イマーイベン ト を取得でき ま
す。 AppServer のスケジューラサービ スは、 フ ェ イルオーバーをサポー ト し ています。

org.quartz.threadPool.threadCount ジョブを同時実行できるスレッドの数を指定
します。 適切な値は、 1 ～ 100 です。

30

org.quartz.threadPool.threadPriority ス レ ッ ド の 優 先 順 位 を 指 定 し ま す。
Thread.MIN_PRIORITY (1) と 
Thread.MAX_PRIORITY(10) との間の値を 
指定できます。

5

org.quartz.threadPool.makeThreadsDaemons このプロパティを true に設定すると、 プール  
内のスレッドはデーモンスレッドとして作成さ
れます。

True

org.quartz.jobStore.class JobStore クラスを指定します。 非永続的な 
ジョブおよびトリガーの場合は、 このプロパ
ティを RAMJobStore に設定し、 永続的な  
ジョブおよびトリガーの場合は、 JobStoreTx
または JobStoreCMT に設定します。  
JobStoreTx は、 スタンドアロンのスケジュー 
ラサービス用です。 AppServer でデータソー 
スを管理する場合は、 JobStoreCMT を使用 
します。

RAMJobStore （メモリ）。 
現在、 AppServer スケ 
ジ ュ ー ラ サ ー ビ ス は、
RAMJobStore と 
JobStoreCMT だけをサ 
ポートしています。

org.quartz.jobStore.driverDelegateClass Oracle データベースの場合は 
org.quartz.impl.jdbcjobstore.oracle.OracleDe
legate、 JDataStore の場合は 
org.quartz.impl.jdbcjobstore.HSQLDBDeleg
ate。

org.quartz.impl.jdbcjobst
ore.HSQLDBDelegate.
現在、 AppServer のスケ 
ジ ュ ー ラ サ ー ビ ス は、
JdataStore と Oracle の   
データベースだけをサ
ポートしています

org.quartz.jobStore.dataSource コンテナ管理トランザクション（CMT）のデー
タソースの名前を指定します。 JobStoreCMT
には、 1 つの CMT データソースと 1 つの     
CMT 以外のデータソースが必要です。

myDS

org.quartz.jobStore.nonManagedTXDataSour
ce

コンテナ以外が管理するトランザクションの
データソースの名前を指定します。

myDSNoTx

org.quartz.dataSource.NAME_CMT.jndiURL CMT データソースの JNDI URL を指定しま    
す。 NAME_CMT は、 CMT データソース  
の名前です。

jdbc/Quartz

org.quartz.dataSource.NAME_NOT_CMT.jndiU
RL

CMT 以外のデータソースの JNDI URL を    
指定します。 NAME_NOT_CMT は、 CMT 
以外のデータソースの名前です。

jdbc/Quartz

プロパテ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値
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第 章

Chapter   32VisiConnect の概要    

J2EE コネクタアーキテクチャ

情報技術環境では、 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ンは一般に企業情報システム （EIS）
に関連する機能やデータ を利用し ます。 従来は、 標準規格でない各ベンダー独自のアーキ
テ クチャが使用されて き ま し た。 このため、 複数のベンダーがかかわる と アーキテ クチャ
の数も増え、 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ン環境が非常に複雑にな り ま し た。 Java 2 
Enterprise Edition （J2EE） 1.4 プラ ッ ト フ ォームや J2EE コネ ク タ アーキテ クチャ （コネ ク
タ） 1.5 規格の導入によ って、 こ の作業が大幅に簡素化されま し た。

VisiConnect は Borland によ る コネ ク タ  1.5 規格のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで、 さ まざまな 
EIS を Borland AppServer （AppServer） に統合するための簡潔な環境です。 コネ ク タは、
J2EE プラ ッ ト フ ォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  EIS を統合するためのソ リ ューシ ョ
ンを提供する こ と によ り 、 J2EE プラ ッ ト フ ォームの利点であ る接続、 ト ラ ンザク シ ョ ン、
およびセキ ュ リ テ ィ 基盤を活用でき る よ う にし て、 EIS の統合 と い う 課題に対応し ていま
す。 コネ ク タによ って、 EIS ベンダーはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーご と に自社のプラ ッ ト
フ ォームへ独自に統合する必要がな く な り ます。 VisiConnect はコネ ク タに完全に適合し て
いる ため、 EIS と の統合のために AppServer 自体をカ ス タマイ ズする必要はあ り ません。

コネ ク タによ って、 EIS ベンダーは EIS 用と し て標準の リ ソースアダプタ を提供すればよ
く な り ます。 AppServer にデプロ イ メ ン ト し た リ ソースアダプタは、 それぞれが EIS と  
AppServer と の統合のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と な り ます。 VisiConnect によ って、 Borland 
Enterprise Server では異種 EIS へのア ク セスが可能にな り ます。 この結果、 EIS ベンダーは
コネ ク タに準拠し た標準の リ ソースアダプタ を 1 つ提供するだけで済みます。 こ う し た リ
ソースアダプタは、 デフ ォル ト で AppServer にデプロ イ メ ン ト される よ う になっています。
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コネ ク タ環境は、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでのコネ ク タのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と  
EIS 固有の リ ソースアダプタ と い う  2 つの主要コ ンポーネン ト で構成されています。

J2EE 1.4 アーキテ クチャでは、 コネ ク タは J2EE コ ンテナを拡張し た もので、 アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーと も呼ばれます。 J2EE 1.4 プラ ッ ト フ ォーム と コネ ク タ  1.5 仕様に適合し
ている  VisiConnect は、 AppServer の拡張機能であ り 、 サービ スではあ り ません。 次の図
は、 AppServer アーキテ クチャでの VisiConnect を示し ています。

図 32.1 AppServer での VisiConnect

上の図で、 VisiConnect は、 「コネ ク タ」 と い う モジュールで表されています。

リ ソースアダプタは、 EIS 固有のシステム レベルの ド ラ イバで、 EIS へのア ク セス を可能
にし ます。 簡単に言えば、 リ ソースアダプタ と は JDBC ド ラ イバのよ う な ものです。 リ
ソースアダプタ と  EIS と の間のイ ン ターフ ェースは、 EIS によ って さ まざまです。 Java イ
ン ターフ ェースの場合も あれば、 ネイ テ ィ ブのイ ン ターフ ェースの場合も あ り ます。

コネ ク タは、 次の 3 つの主要コ ンポーネン ト で構成されています。

■ システム協定。 リ ソースアダプタ と アプ リ ケーシ ョ ンサーバー （AppServer） を統合し
ます。

■ コモン ク ラ イ アン ト イ ン ターフ ェース。 Java アプ リ ケーシ ョ ン、 フ レーム ワーク、 およ
び開発ツールが リ ソースアダプタ とや り 取 り でき る よ う にするための標準ク ラ イ アン
ト  API です。

■ パッ ケージング とデプロ イ メ ン ト 。 各種の リ ソースアダプタ をモジ ュール形式で J2EE 
アプ リ ケーシ ョ ンへ組み込める よ う にし ます。
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次の図はコネ ク タ アーキテ クチャのし く みを示し ています。

図 32.2 コネク タ アーキテ クチャ

リ ソースアダプタ と その付属ア イ テムがコネ ク タ と し て機能し ます。 VisiConnect は、 EIS 
ベンダーやサード パーテ ィ アプ リ ケーシ ョ ン開発会社がコネ ク タ  1.5 規格にし たがって作
成し た リ ソースアダプタ をサポー ト し ています。 リ ソースアダプタには、 特定の EIS と対
話するために必要な コ ンポーネン ト （Java コード と、 必要であればネイ テ ィ ブのコード）
を含みます。

システム規約

コネ ク タ仕様では、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  EIS 固有の リ ソースアダプタ と の間の一
連のシステム レベル協定を規定し ています。 この協定によ って、 システム レベルのし く み
のすべてがアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト から透過にな り ます。 し たがって、 アプ リ
ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト プロバイ ダは、 ビジネス と プレゼンテーシ ョ ンのロ ジ ッ ク の開
発に専念でき、 EIS に関連し たシステム レベルの問題を意識する必要がな く な り ます。 こ
れによ り 、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト の開発が容易にな り 、 保守も しやす く な り ま
す。

コネ ク タ仕様に対応し て、 VisiConnect は次の機能について定義されている協定の標準セ ッ
ト を実装し ています。

■ 接続管理。 基底の EIS への接続をアプ リ ケーシ ョ ンサーバーがプールする こ と によ り 、
アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト に EIS への接続サービ ス を提供し ます。 これによ り 、
高度に拡張可能なアプ リ ケーシ ョ ン環境で、 異種 EIS へのア ク セス を必要とする多 く の
ク ラ イ アン ト をサポー ト する こ と ができ ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン管理。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャ と、
EIS リ ソースマネージャへの ト ラ ンザク シ ョ ンア ク セス をサポー ト する  EIS と の協定に
よ って、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが複数の リ ソースマネージャの ト ラ ンザク シ ョ ン
を管理でき ます。

■ セキ ュ リ テ ィ 管理。 基底の EIS に安全にア ク セスでき ます。 安全なアプ リ ケーシ ョ ン環
境を実現し て、 EIS へのセキ ュ リ テ ィ 上の脅威を減ら し、 EIS が管理する貴重な情報 リ
ソース を守 り ます。

■ 存続期間管理 によ り 、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは リ ソースアダプタの存続期間を管
理でき ます。 こ のコ ン ト ラ ク ト によ ってアプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 デプロ イ メ ン
ト 時またはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの起動時に、 リ ソースアダプタ イ ン ス タ ン ス を
ブー ト ス ト ラ ッ プでき ます。 また、 デプロ イ メ ン ト 解除時またはアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーの正常なシ ャ ッ ト ダウ ン時には、 リ ソースアダプタ イ ン ス タ ン スに通知でき
ます。
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■ 作業管理 によ り 、 リ ソースアダプタは、 実行する  Work イ ン ス タ ン ス をアプ リ ケー
シ ョ ンサーバーに送信する こ と によ り 、 作業 （ネ ッ ト ワーク エン ド ポイ ン ト の監視、
アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト の呼び出し など） を実行でき ます。 アプ リ ケーシ ョ
ンサーバーはス レ ッ ド をデ ィ スパッチし て、 送信された Work イ ン ス タ ン ス を実行し ま
す。 これによ り 、 リ ソースアダプタがス レ ッ ド を直接作成または管理する こ と を防止
でき、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーがプールス レ ッ ド を効率よ く 管理でき、 また、 実行
時環境を細か く 制御でき ます。 リ ソースアダプタは、 Work イ ン ス タ ン スが実行される
セキ ュ リ テ ィ コ ンテキ ス ト と ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を管理でき ます。

■ ト ラ ンザク シ ョ ン流入 によ り 、 リ ソースアダプタは、 イ ンポー ト された ト ラ ンザク
シ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに伝達でき ます。 このコ ン ト ラ ク ト によ り 、 リ
ソースアダプタは ト ラ ンザク シ ョ ンの完了を転送でき、 EIS によ る リ カバ リ 呼び出し を
ク ラ ッ シュ し、 イ ンポー ト された ト ラ ンザク シ ョ ンの ACID プロパテ ィ を保存でき ま
す。

■ メ ッ セージ流入 によ り 、 リ ソースアダプタは、 メ ッ セージの配信に使用される特定の
メ ッ セージングス タ イル、 メ ッ セージングセマンテ ィ ク ス、 メ ッ セージング イ ンフ ラ
ス ト ラ クチャに関係な く 、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー内に存在する メ ッ セージのエン
ド ポイ ン ト に メ ッ セージを非同期で配信でき ます。 このコ ン ト ラ ク ト は、 標準の メ ッ
セージプロバイ ダ接続性コ ン ト ラ ク ト と し て も使用されます。 リ ソースアダプタ を介
し て、 Java メ ッ セージサービ ス （JMS）、 Java API for XML Messaging （JAXM） などの
幅広い メ ッ セージプロバイ ダを J2EE と互換性があ る アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに組み
込めます。

接続管理

EIS への接続は、 作成にも破棄にも コ ス ト がかかる リ ソースです。 アプ リ ケーシ ョ ンの拡
張可能性を確保するためには、 Borland Enterprise Server は基底の EIS への接続をプールで
き る必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト の開発を簡略にするには、 基底の 
EIS にア ク セスする コ ンポーネン ト から見て この接続プール機構が透過であ る必要があ り
ます。

コネ ク タ仕様では接続のプールや管理を定めて、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト の性能
と拡張性を 適にし ています。 Borland Enterprise Server と リ ソースアダプタ と を定義する
接続管理協定は、 次のものを提供し ます。

■ 管理 （n 層） アプ リ ケーシ ョ ン と非管理 （2 層） アプ リ ケーシ ョ ンの両方の接続を取得
する ための一貫性のあ る アプ リ ケーシ ョ ン開発モデル。

■ 基底の EIS のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに対し て不透過な、 コモン ク ラ イ アン ト イ ン ター
フ ェース （CCI） に基づ く 標準接続フ ァ ク ト リ と接続イ ン ターフ ェース を提供する リ
ソースアダプタへのフ レーム ワーク。

■ 設定された一連の リ ソースアダプタに、 高度な接続プール、 ト ラ ンザク シ ョ ン管理、
セキ ュ リ テ ィ 管理、 エラー検索、 ロ グなどのさ まざまな QoS （Quality of Service） を提
供する ための共通の メ カニズム。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでの接続プール機能の実装。

VisiConnect は、 次の目的のために接続管理を使用し ます。

■ EIS に新しい接続を作成する。

■ JNDI （Java Naming and Directory Interface） の名前空間に接続フ ァ ク ト リ を設定する。

■ EIS への正しい接続をプールされた既存の接続セ ッ ト から探し、 それを再利用する。

■ AppServer の ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス と セキ ュ リ テ ィ サービ スに連結する。

VisiConnect を使用し て、 AppServer は EIS への接続の確立、 設定、 キ ャ ッ シュ、 再利用を
自動的に行います。
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アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト は、 基底の EIS への接続を取得する ために、 接続フ ァ ク
ト リ を使用し て、 JNDI 名前空間で リ ソースアダプタ接続フ ァ ク ト リ を探し ます。 接続
フ ァ ク ト リ は、 VisiConnect の接続マネージャ イ ン ス タ ン スに接続作成要求を委任し ます。
こ の要求を受け取る と、 接続マネージ ャは接続プールで検索を実行し ます。 接続要求の条
件に合 う 接続がプールにない場合、 VisiConnect は、 基底の EIS への新しい物理接続を作成
する ために リ ソースアダプタで実装されている  ManagedConnectionFactory を使用し
ます。 適合する接続がプールにあ る場合、 VisiConnect は適合する  ManagedConnection 
イ ン ス タ ン ス を使用し て、 接続要求に対応し ます。 新規の ManagedConnection イ ン ス
タ ン スが作成される と、 サーバーはこの ManagedConnection イ ン ス タ ン ス を接続プー
ルに追加し ます。

VisiConnect は、 ConnectionEventListener に ManagedConnection イ ン ス タ ン ス を
登録し ます。 こ の リ スナーによ って、 VisiConnect は ManagedConnection イ ン ス タ ン スの状
態に関連する イベン ト 通知を受ける こ と ができ ます。 VisiConnect はこれらの通知を使用し
て、 接続のプール、 ト ラ ンザク シ ョ ン、 および接続の終了処理を管理し た り 、 エラー状況
に対応し ます。

VisiConnect は ManagedConnection イ ン ス タ ン ス を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ンレベル
で基底の物理接続のハン ド ルの役割を果たす Connection イ ン ス タ ン ス をアプ リ ケーシ ョ ン
コ ンポーネン ト に提供し ます。 こ の結果、 コ ンポーネン ト は、 基底の物理接続を直接使用
するのではな く 、 こ のハン ド ルを使って EIS リ ソースにア ク セス し ます。

トランザクション管理

複数の EIS への ト ラ ンザク シ ョ ンア ク セスは、 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ンに と っ
て大切で、 場合によ っては不可欠な要件です。 コネ ク タは、 複数の異種 EIS への ト ラ ンザ
ク シ ョ ンア ク セス をサポー ト し ます。 データの一貫性と完全性を維持するために、 多 く の
対話を ま と めて コ ミ ッ ト するか、 ま った く し ないのどち らかにする必要があ り ます。

VisiConnect は AppServer の ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャ を使って リ ソースアダプタ をサ
ポー ト し、 次の ト ラ ンザク シ ョ ンサポー ト レベルに対応し ています。

■ ト ラ ンザク シ ョ ンサポー ト な し ： リ ソースアダプタがローカル ト ラ ンザク シ ョ ン も  XA 
ト ラ ンザク シ ョ ン もサポー ト し ていない場合は、 ト ラ ンザク シ ョ ンに対応でき ません。
アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が ト ラ ンザク シ ョ ン非対応の リ ソースアダプタ を使
用し ている場合、 そのアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト は、 ト ラ ンザク シ ョ ンにおい
て EIS と のどのよ う な接続も利用し てはな り ません。 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト
が ト ラ ンザク シ ョ ンにおいて EIS 接続を必要とする場合、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネ
ン ト は、 ローカル ト ラ ンザク シ ョ ン または XA ト ラ ンザク シ ョ ンをサポー ト する リ ソー
スアダプタ を使用する必要があ り ます。

■ ローカル ト ラ ンザク シ ョ ンサポー ト ： アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 リ ソースアダプ
タに と って ローカル と なっている リ ソース を直接管理し ます。 XA ト ラ ンザク シ ョ ン と
は異な り 、 ローカル ト ラ ンザク シ ョ ンは、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト （2PC） プロ ト コルに関
与する こ と も、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ン （ ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を単に伝達す
る） と し て も関与する こ と もでき ません。 ローカル ト ラ ンザク シ ョ ンは 1 フ ェーズ コ
ミ ッ ト （1PC） 適化だけを対象と し ます。 リ ソースアダプタは、 自身の Sun 標準のデ
プロ イ メ ン ト デス ク リ プタの中で、 ト ラ ンザク シ ョ ンサポー ト の種類を定義し ます。
アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が ト ラ ンザク シ ョ ンの一部と し て EIS 接続を要求する
場合、 AppServer は、 現在の ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト に基づいて ローカル ト ラ ン
ザク シ ョ ンを開始し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが接続を閉じ る と、 AppServer はローカル
ト ラ ンザク シ ョ ンを コ ミ ッ ト し、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し た ら  EIS 接続を除去し ま
す。

■ XA ト ラ ンザク シ ョ ンサポー ト ： ト ラ ンザク シ ョ ンは、 リ ソースアダプタ と  EIS の外部
にあ る ト ラ ンザク シ ョ ンマネージ ャによ って管理されます。 Sun 標準のデプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタの中で、 リ ソースアダプタによ る ト ラ ンザク シ ョ ンサポー ト の種類を指
定し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が ト ラ ンザク シ ョ ンの一部と し て EIS 接続
要求を切 り 分け る と き、 AppServer は ト ラ ンザク シ ョ ンマネージャに XA リ ソース を登
録し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が接続を閉じ る と きに、 AppServer が ト ラ
ンザク シ ョ ンマネージ ャから  XA リ ソースの登録を解除し、 ト ラ ンザク シ ョ ンが完了し
た ら  EIS 接続の終了処理を行います。

コネ ク タ  1.5 仕様に準拠し ているため、 VisiConnect は、 上記の 3 つの ト ラ ンザク シ ョ ン
レベルのいずれにも完全に対応し ています。
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1 フ ェーズコ ミ ッ ト の最適化
多 く の場合、 1 つの ト ラ ンザク シ ョ ンはその適用範囲が 1 つの EIS に限定されてお り 、
EIS リ ソースマネージ ャは独自の ト ラ ンザ ク シ ョ ン管理を行います。 これがローカル
ト ラ ンザク シ ョ ンです。 XA ト ラ ンザク シ ョ ンは、 複数の リ ソースマネージ ャにわた
る こ と が可能です。 このため、 外部 ト ラ ンザ ク シ ョ ンマネージ ャ （通常 Borland 
Enterprise Server にパッ ケージ された ト ラ ンザ ク シ ョ ンマネージ ャ） が ト ラ ンザク シ ョ
ンの調整を実行する必要があ り ます。 この外部 ト ラ ンザ ク シ ョ ンマネージ ャは、 複数
の EIS にまたがる ト ラ ンザ ク シ ョ ンを管理するために、 2 フ ェーズコ ミ ッ ト （2PC）
プロ ト コルを使用し た り 、 ト ラ ンザク シ ョ ン コ ンテキス ト を分散 ト ラ ンザク シ ョ ン と
し て伝達する こ と ができ ます。 XA ト ラ ンザク シ ョ ンに 1 つの リ ソースマネージ ャだ
けが関与し ている場合は、 1 フ ェーズ コ ミ ッ ト （1PC） プロ ト コルを使用し ます。 単
体の リ ソースマネージ ャが自身の ト ラ ンザク シ ョ ン管理を扱っている環境では、 1PC 
XA ト ラ ンザク シ ョ ン と比較し て コ ス ト が小さい リ ソース を扱 う ため、 1PC 適化が
実行可能です。

セキュリティ管理

コネ ク タ  1.5 仕様への準拠の中で、 VisiConnect はコ ンテナ管理のサイ ンオン と コ ンポーネ
ン ト 管理のサイ ンオンの両方をサポー ト し ます。 実行時に、 VisiConnect は起動コ ンポーネ
ン ト のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタで指定された情報を基に選択されたサイ ンオン機構を
判別し ます。 コ ンポーネン ト によ って要求されたサイ ンオン メ カニズムを  VisiConnect が
判別でき ない場合 （通常、 リ ソースアダプタの接続フ ァ ク ト リ の不適正な JNDI 検索の実
行によ って）、 VisiConnect はコ ンテナ管理のサイ ンオンを試みます。 コ ンポーネン ト が明
示的なセキ ュ リ テ ィ 情報を指定し た場合、 コ ンテナ管理のサイ ンオンの場合であって も、
こ の情報は接続を取得するための呼び出し時に提示されます。

コ ンポーネン ト 管理のサインオン
コ ンポーネン ト 管理のサイ ンオンを使用する場合、 コ ンポーネン ト は EIS への接続の
取得を要求をする と きに、 必要なすべてのセキ ュ リ テ ィ 情報 （通常、 ユーザー名と パ
ス ワード） を提供し ます。 Borland Enterprise Server は、 接続の要求と と もにセキ ュ リ
テ ィ 情報を転送する こ と以外に追加のセキ ュ リ テ ィ 処理は行いません。 リ ソースアダ
プタは、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン固有の方法で EIS サイ ンオンを実行するために、 コ
ンポーネン ト が提供するセキ ュ リ テ ィ 情報を使用し ます。

コ ンテナ管理のサインオン
コ ンテナ管理のサイ ンオンを使用する場合、 コ ンポーネン ト はどのよ う なセキ ュ リ
テ ィ 情報も提示し ないため、 コ ンテナは接続を取得する要求において、 必要なサイ ン
オン情報を判別し、 この情報を リ ソースアダプタに提供する必要があ り ます。 コ ンテ
ナは適切な リ ソース方針を判別し、 リ ソース方針情報を JAAS （Java Authentication 
and Authorization Service） の Sbject オブジェ ク ト の形式で リ ソースアダプタに提供す
る必要があ り ます。

EIS 管理のサインオン
EIS 管理のサイ ンオンを使用する場合、 リ ソースアダプタは設定済みの固定された 1 
組のセキ ュ リ テ ィ 情報によ って、 すべての EIS 接続を内部で取得し ます。 この場合、
起動コ ンポーネン ト によ る新規の接続の要求において、 リ ソースアダプタは自身に渡
されたセキ ュ リ テ ィ 情報に依存し ません。
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認証メ カニズム
AppServer のユーザーは、 保護されている  AppServer リ ソースにア ク セスする際は必
ず、 認証を受ける必要があ り ます。 このため、 各ユーザーは、 認証情報 （ユーザー名
と パス ワード のペア、 またはデジ タル証明書） を AppServer に提供する必要があ り ま
す。 AppServer では、 次の種類の認証 メ カニズムがサポー ト されています。

■ パス ワード認証。 ユーザー ID と パス ワード が要求され、 ク リ アテキス ト 形式で App に
送信されます。 App は情報をチェ ッ ク し、 信頼でき る場合は、 保護されている リ ソース
へのア ク セス を許可し ます。

■ SSL （または HTTPS） プロ ト コルを使用する と、 パス ワード認証よ り 高いセキ ュ リ テ ィ
レベルを提供でき ます。 SSL プロ ト コルはク ラ イ アン ト と  AppServer 間で転送される
データ を暗号化するため、 ユーザーのユーザー ID と パス ワード がク リ アテキス ト 形式
で送信される こ と はあ り ません。 し たがって、 AppServer は、 ユーザーの ID と パス
ワード の機密性を損なわずにユーザーを認証でき ます。

■ 証明書認証。 SSL または HTTPS ク ラ イ アン ト 要求が開始される と、 AppServer は、 ク ラ
イ アン ト にデジ タル証明書を提示し て応答し ます。 ク ラ イ アン ト はデジタル証明書を
検証し、 SSL 接続が確立されます。 CertAuthenticator ク ラ スは、 ク ラ イ アン ト のデジ タ
ル証明書からデータ を抽出し てその証明書を所有し ている  AppServer ユーザーを特定
し、 後に AppServer セキ ュ リ テ ィ 領域から認証されたユーザーを取得し ます。

■ また、 相互認証も使用でき ます。 この場合、 AppServer は自身を認証するだけでな く 、
要求側のク ラ イ アン ト の認証も要求し ます。 ク ラ イ アン ト は、 信頼でき る証明機関に
よ って発行されたデジ タル証明書を送信する よ う に求められます。 相互認証は、 信頼
でき る ク ラ イ アン ト だけにア ク セス を制限する必要があ る場合に便利です。 た と えば、
提供し たデジ タル証明書を持つク ラ イ アン ト だけを受け入れる こ と によ り 、 ア ク セス
を制限でき ます。

詳細については、 開発者ガイ ド の 「セキ ュ リ テ ィ の概要」 を参照し て く ださい。

セキュ リ テ ィ マ ッ プ
コネ ク タ  1.5 仕様の 8.5 節では、 サイ ンオンの実行を委任する リ ソースプ リ ンシパル
を定義するためのさ まざまなオプシ ョ ンが規定されています。 VisiConnect は、 仕様
で規定されているプ リ ンシパルのマ ッ ピングオプシ ョ ンを実装し ています。

こ のオプシ ョ ンでは、 リ ソース方針は、 起動コ ンポーネン ト の開始呼び出し方針の ID か
らのマ ッ ピングによ って判別されます。 判別された リ ソース方針は、 マ ッ ピング元のプ リ
ンシパルのセキ ュ リ テ ィ 属性の ID を継承し ません。 かわ り に、 リ ソースプ リ ンシパルは
定義されたマ ッ ピングを基に ID と セキ ュ リ テ ィ 属性を取得し ます。 し たがって、 コ ンテ
ナ管理のサイ ンオンを有効にし て使用するために、 VisiConnect では、 リ ソースプ リ ンシパ
ル と開始プ リ ンシパルの関連付けを指定するためのセキ ュ リ テ ィ マ ッ プが提供されていま
す。 また、 こ のモデルを拡張し て、 VisiConnect では、 開始呼び出し ロールを リ ソース ロー
ルにマ ッ ピングするための メ カニズムが提供されています。

コ ンポーネン ト がコ ンテナ管理のサイ ンオンを要求し た と きに、 デプロ イ メ ン ト リ ソース
アダプタにセキ ュ リ テ ィ マ ッ プが設定されていなかった場合は、 null JAAS Subject オブ
ジェ ク ト を使って接続の取得が試みられます。 これは、 リ ソースアダプタのイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを基にサポー ト されます。

定義済みの接続管理システム協調で AppServer と リ ソースアダプタの間でどのよ う にセ
キ ュ リ テ ィ 情報を交換するかが定義されている一方で、 コ ンテナ管理のサイ ンオン と コ ン
ポーネン ト 管理のサイ ンオンのどち ら を使用するかは、 接続を要求する コ ンポーネン ト 用
に定義されたデプロ イ メ ン ト 情報を基に判定されます。

セキ ュ リ テ ィ マ ッ プは、 ra-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの security-map 要素で
指定し ます。 こ の要素には、 開始ロール と リ ソース ロール と の関連付けを定義し ます。 各 
security-map 要素は、 リ ソースアダプタ と  EIS サイ ンオンの処理のために、 適切な リ ソー
ス ロール値を定義する し く みを提供し ます。 security-map 要素は、 管理された接続や接続
ハン ド ルを割 り 当て る際に使用される定義済みの開始ロールセ ッ ト と それに対応する リ
ソース ロールを指定する手段を提供し ます。

デフ ォル ト の リ ソース ロールは、 security-map 要素で接続フ ァ ク ト リ に定義でき ます。 そ
れには、 user-role の値に 「*」 を指定し、 それに対応する  resource-role 値を指定し ます。 セ
キ ュ リ テ ィ マ ッ プ内で現在の ID と一致する ものがない場合、 定義し た resource-role が常に
利用されます。
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これは省略可能な要素です。 ただし、 コ ンテナ管理のサイ ンオンが リ ソースアダプタに
よ ってサポー ト されてお り 、 いずれかのコ ンポーネン ト がそれを使用する場合は、 何らか
の形式で指定する必要があ り ます。 また、 デプロ イ メ ン ト 時に接続プールに取 り 込む試み
は、 定義済みのデフ ォル ト の リ ソース ロールが指定されている場合はこれを使って行われ
ます。

セキュ リ テ ィ ポリ シー処理
コネ ク タ  1.5 仕様では、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで実行する リ ソースアダプタのデ
フ ォル ト のセキ ュ リ テ ィ ポ リ シーが定義されています。 また、 デフ ォル ト のセキ ュ リ
テ ィ ポ リ シーを上書きする独自のセキ ュ リ テ ィ ポ リ シーを リ ソースアダプタが提供す
る ための方法も定義されています。

こ の仕様に対応し て、 AppServer は、 リ ソースアダプタの実行時環境を動的に変更し ます。
リ ソースアダプタで特定のセキ ュ リ テ ィ ポ リ シーが定義されていない場合、 Borland 
Enterprise Server は、 リ ソースアダプタの実行時環境を コネ ク タ  1.5 仕様で指定されている
デフ ォル ト のセキ ュ リ テ ィ ポ リ シーで上書き し ます。 リ ソースアダプタで特定のセキ ュ リ
テ ィ ポ リ シーが定義されている場合、 AppServer はまず、 リ ソースアダプタのデフ ォル ト
のセキ ュ リ テ ィ ポ リ シーと リ ソースアダプタで定義されている特定のポ リ シーの組合せで
リ ソースアダプタの実行時環境を上書き し ます。 リ ソースアダプタは、 ra.xml デプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタ フ ァ イルの security-permission-spec 要素を使って特定のセキ ュ リ テ ィ ポ
リ シーを定義し ます。

セキ ュ リ テ ィ ポ リ シー処理の要件については、 コネ ク タ  1.5 仕様 （http://java.sun.com/j2ee/
download.html#connectorspec） のセ ク シ ョ ン 18.2 「Security Permissions」 を参照し て く ださ
い。

コモンクライアントインターフェース（Common Client 
Interface、CCI）

CCI は、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト 用の標準ク ラ イ アン ト  API を定義し ています。
CCI を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト 、 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ
ン統合 （EAI） フ レーム ワーク、 および開発ツールが共通ク ラ イ アン ト  API を利用し て異
種 EIS でや り 取 り でき ます。

CCI は、 EAI およびエン タープラ イ ズツールベンダーによ る使用を目的 と し ています。 コ
ネ ク タ  1.5 仕様は、 CCI をほ と んどのアプ リ ケーシ ョ ン開発者が使用する アプ リ ケーシ ョ
ン レベルのプロ グ ラ ミ ング イ ン ターフ ェース と し てではな く 、 ツールベンダーが提供する
よ り 豊富な機能を実現するための基盤とする こ と を推奨し ています。 アプ リ ケーシ ョ ン コ
ンポーネン ト 自体が API に書き込むこ と も可能です。 CCI は低レベルのイ ン ターフ ェース
なので、 通常、 既存のモジ ュールを J2EE 1.4 プラ ッ ト フ ォームに移行する ために使用され
ます。 CCI を使用する と、 従来の EIS ク ラ イ アン ト を AppServer に直接統合でき る ため、
コ ス ト をかけずにス ムーズに J2EE 1.4 に移行でき ます。

CCI は、 EIS に対する関数の実行 と結果取得に焦点を当てた リ モー ト 関数呼び出し イ ン
ターフ ェース を定義し ます。 CCI は、 特定の EIS に依存し ません。 つま り 、 特定の EIS の
データ型、 呼び出しのフ ッ ク、 署名にバイ ン ド されていません。 CCI は、 リ ポジ ト リ の 
EIS 固有の メ タデータで駆動でき ます。

CCI によ って、 AppServer は EIS への接続の作成と管理や対話を実行し た り 、 入力、 出力、
または戻 り 値のデータ レ コード を管理する こ と ができ ます。 CCI は、 Java Bean アーキテ ク
チャや Java Collection フ レーム ワーク を活用する ために設計されています。

コネ ク タ  1.5 仕様は、 リ ソースアダプタが CCI を ク ラ イ アン ト  API と し てサポー ト する こ
と を推奨し ている一方で、 リ ソースアダプタにシステム協定を実装する こ と を義務付けて
います。 開発者は、 次のよ う な CCI 以外の ク ラ イ アン ト  API を提供する リ ソースアダプタ
を開発する こ と もでき ます。

■ Java Database Connectivity （JDBC） API （一般的な EIS 型のイ ン ターフ ェースの例）。

■ IBM CICS Java Gateway に基づく ク ラ イアン ト  API （EIS 固有のインターフェースの例）。

アプ リ ケーシ ョ ン規約を形成する  CCI は、 以下で構成されます。

■ ConnectionFactory。 ConnectionFactory イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 EIS とや り 取 り する
ための手段と し て Connection オブジェ ク ト と  Interaction オブジェ ク ト を作成し ます。
ConnectionFactory の getConnection メ ソ ッ ド が EIS イ ン ス タ ン スへの接続を取得し ます。
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コモンクライアントインターフェース （Common Client Interface、 CCI）

■ Connection。 Connection インプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 EIS インス タンスへのアプ リ ケーシ ョ
ンレベルのハン ドルを表し ます。 実際の接続は、 ManagedConnection によって表されます。
アプ リ ケーシ ョ ンは、 ConnectionFactory オブジェ ク ト の getConnection メ ソ ッ ド を使って 
Connection オブジェ ク ト を取得し ます。

■ Interaction。 Interaction イ ン プリ メ ン テーショ ン は、 特定の対話を 実行し ま す。
ConnectionFactory を 使っ て作成さ れま す。 Interaction イ ン プリ メ ン テーショ ン を 通し
て対話を 実行する には、 具体的な対話の特性を 特定する  InteractionSpec、 およ びやり
取り さ れる データ を 運ぶ Input と  Output の 3 つの引数が必要です。

■ InteractionSpec。 InteractionSpec イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 コネ ク タの対話関連のプ
ロパテ ィ （呼び出すプロ グ ラ ム名、 対話モード など） をすべて定義し ます。
InteractionSpec は、 特定の対話が実行される と きに Interaction イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン
に引数と し て渡されます。

■ Input と  Output。 Input と  Output はレ コード です。

レ コード は、 実際のレ コード バイ ト を型と組み合わせたアプ リ ケーシ ョ ンのデータ要素の
論理的集合です。 例と し て、 COBOL や C データ構造があ り ます。 CCI では、 Record イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンはス ト リ ームを使用し ます。 javax.resource.cci.Streamable イ ン ター
フ ェースでは、 ス ト リ ームの読み書きが read および write メ ソ ッ ド によ って処理されます。
javax.resource.cci.Record イ ン ターフ ェースでは、 getRecordName() と  
getRecordShortDescription()、 および setRecordName() と  setRecordShortDescription() が、 それ
ぞれレ コードデータの取得および設定を行います。

再利用する  EIS 機能によ って外部化されるすべてのデータ構造についてレ コード を作成す
る必要があ り ます。 次に、 リ ソースアダプタ を通し て EIS とデータ をや り 取 り する  input 
および output オブジェ ク ト と し てレ コード を使用し ます。 レ コード を作成する際は、 次の
オプシ ョ ンを利用でき ます。

■ ネス ト し たレ コード、 または階層構造のレ コードへの直接ア ク セス。 ユーザーによ っ
ては、 直接的なまたは 「フ ラ ッ ト な」 ア ク セ ッ サ メ ソ ッ ド の方が便利、 あ るいは自然
に感じ る場合があ り ます。 た と えば、 COBOL を熟知し ているプロ グ ラ マは、 フ ィ ール
ド名がレ コード内で一意であ る場合、 サブレ コード のフ ィ ール ド を直接参照し たい場
合があ り ます。 これは、 COBOL のフ ィ ール ド名がス コープ される方法に似ています。
フ ィ ール ド名が一意の場合、 フ ィ ール ド名を限定する必要はあ り ません。

■ カス タ ム レ コード と動的レ コード。 通常、 カ ス タ ム レ コード と動的レ コード の 2 種類の
レ コード を作成でき ます。 これらのレ コード の主な相違点は、 フ ィ ール ドへのア ク セ
ス方法です。 動的レ コード では、 フ ィ ール ド名を指定し てフ ィ ール ド を見つけ、 情報
のオフセ ッ ト と マーシ ャ リ ングを検索し た後、 フ ィ ール ド にア ク セス し ます。 カ ス タ
ム レ コード では、 情報のオフセ ッ ト と マーシ ャ リ ングがコード内にあ るため、 よ り 迅
速にア ク セスでき ます。 カ ス タ ム レ コード を生成する と、 コード の効率がよ く な り ま
すが、 使用が制限されます。

■ 通知あ り または通知な しのレ コード。 レ コード を通知付きで作成する と、 レ コード の
プロパテ ィ はバイ ン ド されます。

メ モ プロパテ ィ をバイ ン ドする必要がない場合は、 通知な しでレ コード を作成する と、 効
率がよ く な り ます。
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パッケージとデプロイメント

パッケージとデプロイメント

さ まざまな リ ソースアダプタ を AppServer などの J2EE 1.4 プラ ッ ト フ ォーム対応のアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーにデプロ イ メ ン ト でき る よ う に、 コネ ク タはパッ ケージング とデプロ
イ メ ン ト のイ ン ターフ ェース を提供し ます。

図 32.3 AppServer と  VisiConnect でのパッ ケージ とデプロ イ メ ン ト  

リ ソースアダプタは Java のイ ン ターフ ェース と ク ラ スのセ ッ ト をパッ ケージ し、 これに
よ ってコネ ク タ指定のシステム協定と リ ソースアダプタが提供する  EIS 固有の機能が実装
されます。 リ ソースアダプタでは、 基底の EIS に固有のネイ テ ィ ブラ イブラ リ や次のよ う
な付属ア イ テムの使用を必要条件にする こ と も可能です。

■ マニュ アル

■ ヘルプフ ァ イル

■ EJB のコード ジェネレータ

■ EIS を直接設定でき る よ う に設定ユーテ ィ リ テ ィ を直接提供する ツール

■ リ モー ト の リ ソースアダプタ コ ンポーネン ト に追加のデプロ イ メ ン ト 機能を提供する
ツール

■ た と えば、 IBM CICS で、 メ イ ンフ レームで実行する ために必要になる場合があ る  JCL 
ス ク リ プ ト のセ ッ ト

Java のイ ン ターフ ェース と ク ラ スは、 リ ソースアダプタモジュールを作成する ために必要
な付属ア イ テム とデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタでパッ ケージ されます。 デプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタは、 リ ソースアダプタ と  AppServer と の間のデプロ イ メ ン ト 協定を定義し ます。

リ ソースアダプタは、 共有のス タ ン ド ア ロ ンモジ ュールまたは J2EE アプ リ ケーシ ョ ンの
一部と し てパッ ケージ し てデプロ イ メ ン ト 可能です。 デプロ イ メ ン ト の際、 リ ソースアダ
プタモジュールは、 AppServer にイ ン ス ト ールされ、 イ ン ス ト ール先の操作環境に合わせ
て設定されます。 リ ソースアダプタの設定は、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタに定義された
プロパテ ィ に基づいて行われます。
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VisiConnect の機能

VisiConnect の機能

VisiConnect では、 コネ ク タ規格の拡張機能 と し て、 次のよ う な付加価値が高い機能が提供
されています。

■ VisiConnect パーテ ィ シ ョ ンサービ ス

■ ク ラ ス ローデ ィ ングの追加サポー ト

■ セキ ュ リ テ ィ で保護されたパス ワード認証情報ス ト レージ

■ 接続 リ ーク の検出

■ ra.xml 仕様のセキ ュ リ テ ィ ポ リ シー処理

VisiConnect パーティションサービス

VisiConnect サービ ス対応の Borland パーテ ィ シ ョ ンは、 リ ソースアダプタ をバン ド ルする  
J2EE アプ リ ケーシ ョ ン、 またはス タ ン ド ア ロ ンの リ ソースアダプタ コ ンポーネン ト の開発
とデプロ イ メ ン ト をサポー ト よ う に設計されています。 AppServer パーテ ィ シ ョ ンは、 統
合された VisiConnect サービ ス を提供し ます。 ツールには、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ
エデ ィ タ （DDE） と、 リ ソースアダプタ と その関連デス ク リ プタ フ ァ イルをパッ ケージン
グおよびデプロ イ メ ン ト する タ ス ク ウ ィ ザード が含まれています。

これによ り 、 VisiConnect を実行する ための高度なモジュール環境が提供されます。
AppServer は、 デプロ イ メ ン ト 用のパーテ ィ シ ョ ンにデフ ォル ト の VisiConnect サービ ス を
提供し ます。

ク ラスローデ ィ ングの追加サポー ト
VisiConnect は、 リ ソースアダプタの Manifest.mf フ ァ イルの ClassPath エン ト リ で指定
されているプロパテ ィ またはク ラ スのロード をサポー ト し ます。 リ ソースアダプタ内
にあ り 、 リ ソースアダプタによ って使用されるプロパテ ィ と ク ラ ス を設定する方法を
次に説明し ます。

リ ソースアダプタ （RAR） アーカ イブフ ァ イル と それを使用する アプ リ ケーシ ョ ン コ ン
ポーネン ト （た と えば、 EJB JAR） は、 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ン （EAR） アー
カ イブに含まれます。 RAR には、 JAR フ ァ イルに格納されている  Java プロパテ ィ のよ う
な リ ソースが必要ですが、 その JAR フ ァ イルは、 RAR 自体ではな く 、 EAR フ ァ イルに含
まれます。

RAR Java ク ラ スへの リ フ ァ レン ス を指定するには、 RAR Manifest.mf フ ァ イルに 
ClassPath= エン ト リ を追加し ます。 また、 EJB Java ク ラ ス を EAR 内にあ る同じ  JAR フ ァ イ
ルに格納する こ と もでき ます。 こ のよ う にする と、 Java ク ラ スが必要な EAR 内のコ ン
ポーネン ト のために、 Java ク ラ ス を含む 「サポー ト 」 JAR フ ァ イルを提供でき ます。

セキュ リ テ ィ で保護されたパスワー ド認証情報ス ト レージ
VisiConnect では、 リ ソースアダプタデプロ イヤがセキ ュ リ テ ィ で保護されたパス
ワード認証情報ス ト レージを利用し て、 特定の承認／認証 メ カニズムを組み込むため
の標準 メ ソ ッ ド が提供されています。

このス ト レージ メ カニズムを使用して、 ユーザーロール （AppServer のロール。 AppServer の
ユーザー名とパス ワードの組合せまたは認証情報に関連付けられる） を リ ソース ロール
（EIS のロール。 EIS のユーザー名とパス ワード の組合せまたは認証情報に関連付けられる）
にマッ ピングし ます。
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接続リークの検出
VisiConnect では、 接続 リ ーク を回避するために 2 つの メ カニズムが提供されていま
す。

■ ガベージコ レ ク タの活用

■ 接続オブジェ ク ト の使用を追跡するためのア イ ド ルタ イマーの提供

ra.xml 仕様のセキュ リ テ ィ ポリ シー処理
VisiConnect では、 管理される実行時環境で リ ソースアダプタ を実行するための一連
のセキ ュ リ テ ィ 権限が提供されています。 また、 AppServer は、 システム リ ソースに
ア ク セスするための明示的権限を リ ソースアダプタに与えます。

リソースアダプタ

VisiConnect では、 サンプル と し てい く つかの リ ソースアダプタのソース コー ド が提供され
ています。 これらの リ ソースアダプタは、 JDBC 2.0 呼び出しのためのラ ッパーで、 CCI を
使用すもの と使用し ないものがあ り ます。 各 リ ソースアダプタには、 3 つの ト ラ ンザク
シ ョ ン レベルをサポー ト するデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタが提供されています。

VisiConnect には、 これらの JDBC リ ソースアダプタのための簡単なサンプルアプ リ ケー
シ ョ ンが用意されています。 EJB は EIS のデータ をモデル化する ために使用され、 J2EE ク
ラ イ アン ト およびサーブレ ッ ト は リ ソースアダプタにク エ リ ーを送 り 、 出力を表示するた
めに使用されます。 サンプルでは、 JDBC 2.0 準拠の ド ラ イバがサポー ト する  RDBMS を使
用し ます。 デフ ォル ト では、 サンプルは、 EIS と し て JDataStore を使用する よ う に設定さ
れていますが、 任意の JDBC 2.0 RDBMS を使用する よ う に簡単に設定でき ます。 コ ンポー
ネン ト は、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ン と し てパッ ケージ されています。 詳細については、
AppServer に添付されている  VisiConnect サンプルの README を参照し て く ださい。

製品に付属するその他の リ ソースアダプタのサンプルには、 Tibco や OpenJMS などの JMS 
プロバイ ダ と統合するための手順を含むオープン ソースの汎用的な JMS リ ソースアダプ
タ、 電子 メ ールサーバーを EIS と し て使用でき る  Mail リ ソースアダプタがあ り ます。 これ
らのサンプルは、 メ ッ セージ イ ンフ ローの使い方を説明し、 EIS から アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーへの受信通信と送信通信機能を可能にし ます。
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第 章

Chapter   33 パーティションインターセプタの実装   
パーテ ィ シ ョ ン イ ン ターセプタ を実装するには、 次の手順にし たが う 必要があ り ます。

1 module-borland.xml デス ク リ プタ フ ァ イルを使って イ ン ターセプタ を定義し ます。

2 イ ン ターセプタ ク ラ ス を作成し ます。

3 ク ラ ス とデス ク リ プタ フ ァ イルを JARing し ます。

4 JAR を目的のパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト し ます。

インターセプタの定義

module-borland.xml フ ァ イルを作成し て イ ン ターセプタ を定義し ます。 このフ ァ イル
では、 次の DTD が使用されます。

<!ELEMENT module (Partition-interceptor?)> 
<!ELEMENT Partition-interceptor (class-name, argument?, priority?)> 
<!ELEMENT class-name (#PCDATA)> 
<!ELEMENT argument (key, value)> 
<!ELEMENT key (#PCDATA)> 
<!ELEMENT value (#PCDATA)> 
<!ELEMENT priority (#PCDATA)>

<class-name> 要素は、 JAR 内に含まれる イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのフルパスのク ラ ス
名を含む必要があ り ます。

<priority> 要素は、 特定のパーテ ィ シ ョ ンのイ ン ターセプタのセ ッ ト の起動順序を制御
するオプシ ョ ンのフ ィ ール ド です。 この値は、 0 ～ 9 までの数値で指定する必要があ り ま
す。 優先順位 0 は優先順位 9 よ り 上にラ ン ク されます。 イ ン ターセプタは、 ロード時には
正順に起動され、 シ ャ ッ ト ダウ ン時には逆順に起動されます。 2 つ以上のイ ン ターセプタ
が同じ優先順位の場合、 ほか と比較し てどのイ ン ターセプタ を起動するかを決定する方法
はあ り ません。

<argument> は、 <key> 要素と  <value> 要素のペアを含むオプシ ョ ンの要素です。 これ
らは、 ク ラ ス イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに java.util.HashMap と し て渡されます。 コー
ド で、 該当する値を こ のタ イプから抽出する必要があ り ます。 引数に対し ては、 JVM イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ンによ って制限が適用されます。
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インターセプタクラスの作成

た と えば、 次の XML は InterceptorImpl と呼ばれる イ ン ターセプタ を定義し ます。

<module> 
<Partition-interceptor> 
    <class-name>com.borland.enterprise.examples.InterceptorImpl</class-name> 
    <argument> 
        <key>key1</key> 
        <value>value1</value> 
    </argument>  
    <argument> 
        <key>key2</key> 
        <value>value2</value> 
    </argument>   
    <argument> 
        <key>key3</key> 
        <value>value3</value> 
    </argument>   
    <priority>1</priority> 
</Partition-interceptor> 
</module>

インターセプタクラスの作成

ク ラ スは、 以下を実装する必要があ り ます。

com.borland.enterprise.server.Partition.service.PartitionInterceptor

次の メ ソ ッ ド を使用でき ます。

public void initialize(java.util.HashMap args);

こ の メ ソ ッ ド は、 Tomcat コ ンテナなどのパーテ ィ シ ョ ンサービ スが作成および初期化され
る前に呼び出されます。 こ の メ ソ ッ ド は、 各イ ン ターセプタのロード時に呼び出されるた
め、 <priority> パラ メ ータの影響は受けません。

public void startupPreLoad();

こ の メ ソ ッ ド は、 パーテ ィ シ ョ ンサービ スが開始された後のパーテ ィ シ ョ ンサービ スがモ
ジュールを ロードする前に呼び出されます。

public void startupPostLoad();

こ の メ ソ ッ ド は、 すべてのパーテ ィ シ ョ ンサービ スが個々のモジ ュールを ロード し た後に
呼び出されます。

public void shutdownPreUnload();

こ の メ ソ ッ ド は、 パーテ ィ シ ョ ンサービ スが個々のモジ ュールをアン ロードする前に呼び
出されます。 <priority> パラ メ ータは、 優先順位を逆転し ます。 初に優先順位 9 のイ ン
ターセプタ、 次に優先順位 8 と い う 順序で呼び出されます。

public void shutdownPostUnload();

こ の メ ソ ッ ド は、 サービ スがモジ ュールをアン ロード し た後に呼び出されます。

public void PartitionTerminating();

こ の メ ソ ッ ド は、 サービ スがシ ャ ッ ト ダウ ン された後のパーテ ィ シ ョ ンがシャ ッ ト ダウ ン
する直前に呼び出されます。
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JAR ファイルの作成

次のサンプルコード は、上記の module-borland.xml デス ク リ プタで定義された ク ラ ス  
InterceptorImpl を示し ます。

package com.borland.enterprise.examples; 
 
// このインターフェースは xmlrt.jar に含まれます。 
import com.borland.enterprise.server.Partition.service.PartitionInterceptor; 
 
public class InterceptorImpl implements PartitionInterceptor { 
    static final String _className = "InterceptorImpl"; 
 
    public void initialize(java.util.HashMap args) { 
    // System.out と System.err に書き込むと 
    // 出力が記録されます。 
    // 記録するために必要な条件はありません。 
     System.out.println(_className + ": initialize"); 
     System.out.println("key1 has value " + args.get("key1").toString()); 
     System.out.println("key2 has value " + args.get("key2").toString()); 
     System.out.println("key3 has value " + args.get("key2").toString()); 
    } 
    public void startupPreLoad() { 
    // System.out と System.err に書き込むと 
    // 出力が記録されます。 
    // 記録するために必要な条件はありません。 
    System.out.println(_className + ": startupPreLoad"); 
    } 
    public void startupPostLoad() { 
    // System.out と System.err に書き込むと 
    // 出力が記録されます。 
    // 記録するために必要な条件はありません。 
      System.out.println(_className + ": startupPostLoad"); 
    } 
    public void shutdownPreUnload() { 
    // System.out と System.err に書き込むと 
    // 出力が記録されます。 
    // 記録するために必要な条件はありません。 
     System.out.println(_className + ": shutdownPreUnload"); 
    } 
    public void shutdownPostUnload() { 
    // System.out と System.err に書き込むと 
    // 出力が記録されます。 
    // 記録するために必要な条件はありません。 
      System.out.println(_className + ": shutdownPostUnload"); 
    } 
    public void PartitionTerminating() { 
    // System.out と System.err に書き込むと 
    // 出力が記録されます。 
    // 記録するために必要な条件はありません。 
    System.out.println(_className + ": PartitionTerminating"); 
    } 
}

JAR ファイルの作成

Java の JAR ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 ク ラ ス と そのデス ク リ プタ フ ァ イルの JAR フ ァ
イルを作成し ます。
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インターセプタのデプロイメント

デプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード を使用し て、 イ ン ターセプタ をパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン
ト し ます。 ［Verify deployment descriptors］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス と ［Generate stubs］ チェ ッ ク
ボ ッ ク スは、 どち ら もチェ ッ ク し ないで く ださい。

重要 イ ン ターセプタ をデプロ イ メ ン ト し た後で、 パーテ ィ シ ョ ンを再起動する必要があ り ま
す。

JAR フ ァ イルを次の 2 つのデ ィ レ ク ト リ のいずれかにコ ピーする こ と もでき ます。 その
後、 必ずパーテ ィ シ ョ ンを手動で再起動し て く ださい。

■ <install_dir>/var/servers/<server_name>/Partitions/
<Partition_name>/lib

■ <install_dir>/var/servers/<server_name>/Partitions/
<Partition_name>/lib/system
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第 章

Chapter   34VisiConnect の使い方    
Java 2 Enterprise Edition （J2EE） コネ ク タ アーキテ クチャ を使用する と、 EIS ベンダーや
サード パーテ ィ のアプ リ ケーシ ョ ン開発者は、 リ ソースアダプタ を開発し て J2EE 1.4 プ
ラ ッ ト フ ォーム仕様をサポー ト する アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにデプロ イ メ ン ト でき ま
す。 リ ソースアダプタは、 J2EE コ ンポーネン ト と  EIS をプラ ッ ト フ ォーム固有の方法で統
合し ます。 リ ソースアダプタが Borland AppServer （AppServer） にデプロ イ メ ン ト される
と、 さ まざまな異種 EIS にア ク セスでき る堅固な J2EE アプ リ ケーシ ョ ンを開発でき ます。
リ ソースアダプタは、 Java コ ンポーネン ト のほかに、 必要に応じ て EIS と の対話に必要な
ネ イ テ ィ ブな コ ンポーネン ト をカプセル化し ます。

VisiConnect を使用する前に、 コネ ク タ  1.5 仕様を よ く お読み く ださい。

VisiConnect サービス

リ ソースアダプタは、 VisiConnect パーテ ィ シ ョ ンサービ スが有効になっているパーテ ィ
シ ョ ンでホス ト されます。 同じパーテ ィ シ ョ ンに複数の リ ソースアダプタ をデプロ イ メ ン
ト でき ます。 VisiConnect は、 デプロ イ メ ン ト リ ソースアダプタの接続フ ァ ク ト リ を  JNDI 
を通し て ク ラ イ アン ト が使用でき る よ う にし ます。 これによ り 、 ク ラ イ アン ト は、 JNDI 
を使用し て特定の リ ソースアダプタの接続フ ァ ク ト リ を検索でき ます。

サービスの概要

VisiConnect サービ スは、 オプシ ョ ン機能をすべて備えたコネ ク タ  1.5 仕様の完全な イ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンです。

デプロ イ メ ン ト された コネ ク タ内の リ ソースアダプタオブジェ ク ト は、 すべて リ ソースア
ダプタオブジェ ク ト であ る と同時に CORBA オブジェ ク ト でも あ り ます。

他のコネ ク タのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン と は異な り 、 VisiConnect では、 分割方法に制約が
あ り ません。 任意の数のマシンで実行されている任意の数のパーテ ィ シ ョ ンには、 任意の
数の リ ソースアダプタ を格納でき ます。 さ らに、 分散 ト ラ ンザク シ ョ ンプロ ト コルのサ
ポー ト によ り 、 リ ソースアダプタ を任意に分割でき ます。 この分割によ り 、 デプロ イ メ ン
ト 時にアプ リ ケーシ ョ ンを設定し て、 アプ リ ケーシ ョ ン全体のパフ ォーマン ス を 適化で
き ます。
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接続管理

接続管理

ra.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イルには、 ManagedConnectionFactory 
イ ンス タ ンスの単一の設定を宣言するための config-property 要素が含まれています。 通常、
この設定プロパテ ィ は、 リ ソースアダプタプロバイダが設定し ます。 しかし、 設定プロパ
テ ィ が設定されていない場合は、 リ ソースアダプタデプロ イヤがプロパテ ィ の値を提供する
必要があ り ます。

Borland は、 コネ ク タおよびその接続フ ァ ク ト リ プロパテ ィ を定義するための独自のデプ
ロ イ メ ン ト デス ク リ プタ、 ra-borland.xml を提供し ます。 ra-borland.xml デス
ク リ プタの使い方の詳細は、 「Borland DTD」 を参照し て く ださ い。

接続プロパティの設定

以下の接続プールプロパテ ィ を設定でき ます。

以下のプロパテ ィ は使用されな く な り ま し た。 VisiConnect はこれら を無視し ます。 上の表
に記載されているプールのプロパテ ィ  busy-timeout、 idle-timeout、 および 
wait-timeout に置き換え られま し た。 ra-borland.xml から古い形式のプロパ
テ ィ を削除する こ と はでき ません。

プロパテ ィ 値型 説明
デフ ォル ト
値

wait-timeout Integer maximum-capacity 接続が開かれていると 
きに、 接続が解放されるまで待つ時間を秒単
位で指定します。 maximum-capacity プロ 
パティを使用しており、 プールがいっぱいで、
これ以上接続を使用できない場合は、 接続を
検索するスレッドは、待ち時間が無制限に設定
されている （0 秒に設定） と、 その接続が使用 
できるようになるまで待機します。 必要に応じ
て、 wait-timeout 時間を設定できます。

30

busy-timeout Integer ビジー接続が解放されるまで待つ時間を秒単
位で指定します。 接続が長時間ビジーの場合
は、 それを使用するアプリケーションがハング
して接続を解放できなくなります。 このタイムア
ウト機能により、 必要以上に長くビジー状態が
続いた場合に接続を確実にタイムアウトにでき
ます。

600 （10 分）

idle-timeout Integer このタイムアウトを超えてアイドル状態が続いた
プールされた接続は、 リソースを節約するため
に閉じられます。 アイドル接続に対して、 60 秒 
ごとに idle-timeout の期限切れが確認さ  
れます。 idle-timeout の値の単位は秒数 
です。 0 （ゼロ） 値は、 接続クリーンアップが
無効であることを示します。

600 （10 分）

m a x i m u m -
capacity

Integer VisiConnect によって許可される、 管理接続の 
大数を指定します。 新しく割り当てられた管

理接続に対するリクエストがこの上限を超える
と、 ResourceAllocationException が 
生成されます。

10
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セキュリティマップを使用したセキュリティ管理

使用されな く なったプールのプロパテ ィ

セキュリティマップを使用したセキュリティ管理

セキ ュ リ テ ィ マ ッ プを使用する と、 次のよ う なユーザーロールを定義でき ます。

1 コ ンテナ管理のサイ ンオンで EIS が直接使用するユーザーロール （use-caller-identity）

2 コ ンテナ管理のサイ ンオンで適切な リ ソース ロールにマ ッ プ されるユーザーロール
（run-as）

初のユーザーロールの場合、 実行時に特定されたユーザーロールがマ ッ ピングで見つか
る と、 ユーザーロール自身を使用し て EIS と通信する ためのセキ ュ リ テ ィ 情報が提供され
ます。 2 番めのユーザーロールの場合、 実行時に特定されたユーザーロールがマ ッ ピング
で見つかる と、 関連付け られている リ ソース ロールを使用し て EIS と通信する ためのセ
キ ュ リ テ ィ 情報が提供されます。

use-caller-identity オプシ ョ ンは、 実行時に特定されたユーザーロールのユーザー ID が EIS 
でも使用でき る場合に使用されます。 た と えば、 AppServer では、 ロール 「Borland」 に属
するユーザー ID “borland”/”borland” を使用でき、 使用可能な EIS であ る  JDataStore データ
ベースでも  “borland”/”borland” と い う  ID を使用でき る と し ます。 JDataStore を処理する リ
ソースアダプタが、 次のよ う に設定されたセキ ュ リ テ ィ マ ッ プを使用し てデプロ イ メ ン ト
される場合を考えます。

<security-map> 
 <user-role>Borland</user-role> 
   <use-caller-identity></use-caller-identity> 
</security-map>

こ の場合、 こ のサーバーイ ン ス タ ン ス上にあ る この JDataStore データベース を使用する ア
プ リ ケーシ ョ ンは、 use-caller-identity を使用し て JDataStore データベースにア ク セスでき ま
す。

メ モ 現在の VisiSecure の制限によ り 、 リ ソースボール ト と ユーザーボール ト の両方で caller id 
を定義する必要があ り ます。

run-as オプシ ョ ンは、 実行時に特定されたユーザーロールのユーザー ID を EIS の ID に
マ ッ プする こ と が有効であ る場合に使用されます。 た と えば、 AppServer では 「Demo」
ロールに属する  “demo”/”demo” と い う ユーザー ID を使用でき、 使用可能な EIS であ る  
Oracle データベースには Demo ユーザーに と って 適な “scott”/”tiger” と い う  ID があ る と
し ます。 Oracle を処理する リ ソースアダプタが、 次のよ う に設定されたセキ ュ リ テ ィ マ ッ
プを使用し てデプロ イ メ ン ト される場合を考えます。

<security-map> 
 <user-role>Demo</user-role> 
 <run-as> 
 <role-name>oracle_demo</role-name> 
  <role-description>Oracle demo role</role-description> 
 </run-as> 
</security-map>

こ の場合、 リ ソースボール ト （下記を参照） で oracle_demo ロールが定義されている
と、 このサーバーイ ン ス タ ン ス上にあ る この Oracle データベース を使用する アプ リ ケー
シ ョ ンは、 run-as を使用し て Oracle データベースにア ク セスでき ます。

プロパテ ィ
デフ ォ
ル ト 値 説明

initial-capacity 1 デプロイメント時に VisiConnect が取得を試みる管理接続の初期  
数を指定します。

capacity-delta 1 保持される接続プールのサイズ変更時に VisiConnect が取得を試  
みる追加の管理接続の数を指定します。

cleanup-enabled true システムリソースを制御するために、 接続プールで未使用の管理
された接続を再利用するかどうかを示します。

cleanup-delta 1 接続プール管理が未使用の管理接続に対して行う再要求の間隔
を指定します。
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セキュリティマップを使用したセキュリティ管理

run-as を使用する場合は、 VisiConnect が リ ソース ロールのセキ ュ リ テ ィ 情報の抽出に使用
するボール ト を指定する必要があ り ます。 このボール ト には、 リ ソース ロール名と一連の
認証情報が書き込まれます。 run-as を使用し てセキ ュ リ テ ィ マ ッ プが定義されている リ
ソースアダプタ を読み込む場合、 VisiConnect は、 定義済みロール名の認証情報をボール ト
から呼び出し ます。

承認ドメイン

ra-borland.xml デス ク リ プタ フ ァ イルの <authorization-domain> 要素は、
特定のユーザーロールに関連付け られた承認ド メ イ ンを指定し ます。 <security-
map> が設定されている場合、 関連付け られている ド メ イ ンを <authorization-
domain> に設定する必要があ り ます。 <authorization-domain> が設定されてい
ない場合、 VisiConnect は、 デフ ォル ト の承認ド メ イ ンを使用する こ と を前提 と し ていま
す。 承認ド メ イ ンの使用の詳細は、 『Security Guide』 の 「“ セキ ュ リ テ ィ の概要」 を参照し
て く ださ い。

デフォルトのロール

また、 <security-map> 要素を使用する と、 デフ ォル ト のユーザーロールを定義し て、
適切な リ ソース ロール と関連付け る こ と ができ ます。 実行時に特定されたユーザーロール
がマ ッ ピングにない場合は、 こ のデフ ォル ト のロールが優先されます。 <security-
map> 要素でデフ ォル ト のユーザーロールを定義するには、 <user-role> 要素に 「*」
と い う 値を指定し ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

<user-role>*</user-role>

対応する  <role-name> エン ト リ が <security-map> 要素で指定されている必要があ り ま
す。 AppServer のユーザーロール と リ ソース ロールの関連付けの例を次に示し ます。

<security-map> 
    <user-role>*</user-role> 
    <run-as> 
        <role-name>SHME_OPR</role-name> 
    </run-as> 
</security-map>

接続プールパラ メ ータに AppServer が接続を初期化する よ う に指定し ていて も、 デプロ イ
メ ン ト 時にはデフ ォル ト のユーザーロールが使用されます。 デフ ォル ト のユーザーロール
のエン ト リ も  <security-map> 要素も ない と、 サーバーはコ ンテナ管理セキ ュ リ テ ィ
を利用し た接続を確立できない場合があ り ます。

リソースボールトの生成

前述のよ う に、 run-as セキ ュ リ テ ィ マ ッ ピングを使用するには、 AppServer に提供される
ボール ト で リ ソース ロールが定義されている必要があ り ます。 このよ う なボール ト を 「 リ
ソースボール ト 」 と言います。

VisiConnect で提供されている ツール ResourceVaultGen を使用する と、 リ ソースボー
ル ト を作成し、 作成し たボール ト でロールオブジェ ク ト を イ ン ス タ ン ス化でき ます。 ロー
ル名と関連するセキ ュ リ テ ィ 認証が、 ResourceVaultGen によ って リ ソースボール ト
に書き込まれます。 こ の時点で リ ソースボール ト に書き込むこ と ができ るのはパス ワード
認証タ イプの認証だけです。 ResourceVaultGen の使い方を次に示し ます。

java -Dborland.enterprise.licenseDir=<install_dir/var/domains/base/
configurations/<configuration_name>/mos/<partition_name>/adm> -
Dserver.instance.root=<install_dir/var/domains/base/configurations/
<configuration_name>/mos/<partition_name>/adm/properties/
management_vbroker.properties> 
com.borland.enterprise.visiconnect.tools.ResourceVaultGen -rolename <role_name> 
-username <user_name> -password <password> -vaultfile <full path to vault file> 
-vpwd <vault_password>
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オプシ ョ ンの意味は次の とお り です。

ResourceVaultGen を使用する場合は、 次の Jar が CLASSPATH にあ る こ と を確認し て く だ
さ い。

■ lm.jar
■ visiconnect.jar
■ vbsec.jar
■ jsse.jar
■ jaas.jar
■ jce1_2_1.jar
■ sunjce_provider.jar
■ local_policy.jar
■ US_export_policy.jar

メ モ ボール ト を生成し よ う とする と きに CLASSPATH にこれらの Jar が存在し ない と、 無効な
ボール ト フ ァ イルが生成されます。 無効なボール ト フ ァ イルを再利用し よ う とする と、
EOFException が発生し ます。 これを解決するには、 無効なボール ト フ ァ イルを削除し、
CLASSPATH 内に適切な Jar があ る こ と を確認し た上で、 ResourceVaultGen を使用し て
ボール ト フ ァ イルを再生成し ます。

リ ソースアダプタのデプロ イ メ ン ト 時にセキ ュ リ テ ィ マ ッ プ情報が指定される と、
VisiConnect はボール ト を使用し ます。 リ ソースボール ト がパス ワー ド保護されている場
合、 VisiConnect に次のプロパテ ィ を渡す必要があ り ます。

-Dvisiconnect.resource.security.vaultpwd=<vault_password>

リ ソースボール ト がユーザーが指定し た場所にあ る場合 （-vaultfile ...）、 VisiConnect に次
のプロパテ ィ を渡す必要があ り ます。

-Dvisiconnect.resource.security.login=<path of specified vault file>

以下の例は、 ResourceVaultGen の使い方を示し ています。

例 1 ：

java -Dborland.enterprise.licenseDir=/opt/BES/var<install_dir/var/domains/base/
configurations/<configuration_name>/mos/<partition_name>/adm/properties/
management_vbroker.properties> 
 -Dserver.instance.root=/opt/BES/var/servers/servername -
Dpartition.name=standard 
 com.borland.enterprise.visiconnect.tools.ResourceVaultGen -rolename 
administrator 
 -username red -password balloon -vaultfile 
 /opt/BES/var/servers/servername/adm/properties/partitions/standard/
resourcevault -vpwd 
 lock

こ の使用例では、 ユーザー名 red、 パス ワード  balloon と い う パス ワード認証に関連
付け られた administrator ロールが格納されている  resourcevault と い う リ ソー
スボール ト が /opt/BES/var/servers/servername/adm/properties/partitions/standard に生成されま
す。 ボール ト フ ァ イル自体は、 パス ワード  lock を使用し てパス ワード保護されていま
す。 VisiConnect がこのボール ト を使用するには、 次のプロパテ ィ が設定されている必要が
あ り ます。

-Dvisiconnect.resource.security.vaultpwd=lock 
-Dvisiconnect.resource.security.login=resourcevault

-rolename リ ソースボール ト に格納する リ ソース ロール名。

-username リ ソース ロールに関連付ける リ ソースユーザー名。

-password リ ソース ロールに関連付ける リ ソースパス ワード。

-vaultfile  
（オプシ ョ ン） 

リ ソース ロールを書き込むボール ト フ ァ イルのパス。 指定がない場
合、 ResourceVaultGen はデフ ォル ト の リ ソースボール ト フ ァ イル 
<install_dir/var/domains/base/configurations/<configuration_name>/mos/
<partition_name>/adm/properties/management_vbroker.properties> に書き
込みます。 ボール ト フ ァ イルがない場合は、 指定された ロ ケーシ ョ
ンに新しいボール ト フ ァ イルが書き込まれます。

-vpwd  
（オプシ ョ ン） 

ア ク セス承認のためのボール ト に割 り 当てるパス ワード。 指定がな
い場合、 ボール ト はパス ワード な しで作成されます。
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例 2 ：

java -Dborland.enterprise.licenseDir=/opt/BES/var/domains/base/configurations/
<configuration_name>/mos/<partition_name>/adm/properties/
management_vbroker.properties> 
-Dserver.instance.root=/opt/BES/var/domains/base/configurations/
<configuration_name>/mos/<partition_name>/adm/properties/
management_vbroker.properties>  
-Dpartition.name=petstore 
com.borland.enterprise.visiconnect.tools.ResourceVaultGen 
-rolename manager accounts -username mickey daffy 
-password mouse duck -vpwd goofy

こ の使用例では、 ユーザー名 mickey、 パス ワード  mouse と い う パス ワード認証に関連
付け られた manager ロール と、 ユーザー名 daffy、 パス ワード  duck と い う パス ワー
ド認証に関連付け られた accounts ロールが格納されている  resource_vault と い
う デフ ォル ト の リ ソースボール ト が /opt/BES/var/servers/servername/adm/properties/partitions/
petstore に生成されます。 ボール ト フ ァ イル自体は、 パス ワード  goofy を使用し てパス
ワード保護されています。 VisiConnect がこのボール ト を使用するには、 次のプロパテ ィ が
設定されている必要があ り ます。

-Dvisiconnect.resource.security.vaultpwd=goofy

例 3 ：

java -Dborland.enterprise.licenseDir=/opt/BES/var/servers/servername/adm -
Dserver.instance.root=/opt/BES/var/servers/servername 
-Dpartition.name=standard 
com.borland.enterprise.visiconnect.tools.ResourceVaultGen 
-rolename OClone ENolco -username darkstar geraldo -password meteor rivera

こ の使用例では、 ユーザー名 darkstar、 パスワード  meteor と いう パスワード 認証に関連
付けら れた developer ロ ールと 、 ユーザー名 geraldo、 パスワード  rivera と いう パス
ワード 認証に関連付けら れた host ロ ールが格納さ れている  resource_vault と いう デ
フォルト のリ ソ ースボールト が /opt/BES/var/domains/base/configurations/<configuration_name>/mos/
<partition_name>/adm/properties/management_vbroker.properties> に生成さ れます。 ボールト ファ イ ル自
体はパスワード 保護さ れていません。 VisiConnect がこ のボールト を使用するための追加パラ メ ー
タ は不要です。

メ モ ResourceVaultGen を使用し て、 無効な文字を含む既存のフ ァ イルにボール ト 情報を
書き込むこ と はでき ません。 た と えば、 「touch」 によ って生成されたフ ァ イル、 StarOffice 
文書または Word 文書などには書き込むこ と ができ ません。 ResourceVaultGen が
ボール ト 情報を書き込むこ と ができ るのは、 ResourceVaultGen 自身が生成し た新し
いフ ァ イルまたは有効な既存のボール ト フ ァ イルだけです。

リソースアダプタの概要

コネ ク タ  1.5 仕様によ る と、 ユーザーは、 EAR （Enterprise Archive） の一部 と し て RAR
（Resource Archive） をデプロ イ メ ン ト でき ます。 AppServer と  VisiConnect を使用し て、 ス
タ ン ド ア ロ ン RAR をデプロ イ メ ン ト する こ と もでき ます。 RAR をデプロ イ メ ン ト し た ら、
次の操作を実行し ます。

■ 接続を取得するためにコード を記述する。
■ Interaction オブジェ ク ト を作成する。
■ Interaction Spec を作成する。
■ レ コード セ ッ ト や結果セ ッ ト のイ ン ス タ ン ス を作成する。
■ レ コード オブジェ ク ト にデータが入力される よ う に実行コマン ド を実行する。

こ の章では、 概念的な情報のほか、 必要な コード の理解のためにその記述手順について も
説明し ます。

企業情報システム （EIS） ベンダーと サード パーテ ィ のアプ リ ケーシ ョ ン開発者は、 J2EE 
コネ ク タ アーキテ クチャ を使用し て リ ソースアダプタ を開発し て J2EE 1.4 準拠の任意の 
Borland Enterprise Server にデプロ イ メ ン ト でき ます。 リ ソースアダプタは、 J2EE コネ ク タ
アーキテ クチャ （コネ ク タ） の主要コ ンポーネン ト で、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネ
ン ト と  EIS をプラ ッ ト フ ォーム固有の方法で統合し ます。 リ ソースアダプタが AppServer 
にデプロ イ メ ン ト される と、 さ まざまな異種 EIS にア ク セスでき る堅固な J2EE アプ リ
ケーシ ョ ンを開発でき ます。 リ ソースアダプタは、 Java コ ンポーネン ト のほかに、 必要に
応じ て EIS と の対話に必要なネイ テ ィ ブなコ ンポーネン ト をカプセル化し ます。
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開発の概要

詳細は、 289 ページの 「 リ ソースアダプタの開発」 を参照し て く ださい。

リ ソースアダプタ を 初から開発するには必要な イ ン ターフ ェース とデプロ イ メ ン ト デス
ク リ プタ を実装し、 RAR （Resource Adapter Archive） にパッ ケージ し てから その RAR を 
AppServer にデプロ イ メ ン ト する必要があ り ます。 リ ソースアダプタ を開発する手順は、
次の とお り です。

1 リ ソースアダプタが必要とする各種イ ン ターフ ェース と ク ラ ス用の Java コード を、 コ
ネ ク タ  1.5 仕様の範囲内で記述し ます。

2 これらのク ラ ス を ra.xml 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イルで指定し ます。

3 イ ン ターフ ェース と イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのための Java コード を コ ンパイルし て ク
ラ ス フ ァ イルに出力し ます。

4 Java ク ラ ス を JAR （Java Archive） フ ァ イルにパッ ケージ し ます。

5 次に説明する よ う にし て、 リ ソースアダプタ固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を作
成し ます。

■ ra.xml: Sun の標準 DTD を使用し て リ ソースアダプタに関連する属性とデプロ イ
メ ン ト プロパテ ィ を記述し ます。

■ ra-borland.xml ： AppServer 固有の追加のデプロ イ メ ン ト 情報を追加し ます。
こ のフ ァ イルには、 接続フ ァ ク ト リ 、 接続プール、 およびセキ ュ リ テ ィ マ ッ ピング
のパラ メ ータが記述されています。

6 RAR （Resource Adapter Archive） フ ァ イルを作成し ます （ リ ソースアダプタ をパッ ケー
ジ し ます）。

7 RAR を AppServer にデプロ イ メ ン ト するか、 EAR （Enterprise Application Archive） フ ァ
イルに含めて、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンの一部と し てデプロ イ メ ン ト し ます。

既存のリ ソースアダプ タの編集
AppServer にデプロ イ メ ン ト する既存の リ ソースアダプタがあ る場合は、 前述の 
Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を編集し てから アダプタ をパッ ケージ し
直すだけで済みます。 次に、 その操作方法と サンプルを示し ます。

1 RAR 展開用の空のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

mkdir c:/temp/staging

2 デプロ イ メ ン ト する リ ソースアダプタ をそのデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

cp shmeAdapter.rar c:/temp/staging

3 リ ソースアダプタ アーカ イブの内容を展開し ます。

jar xvf shmeAdapter.rar

展開用デ ィ レ ク ト リ の内容は次のよ う にな り ます。

■ リ ソースアダプタ を イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンする  Java ク ラ ス を含む JAR
■ フ ァ イル Manifest.mf および ra.xml を含む META-INF デ ィ レ ク ト リ

1 Borland デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タ （DDEditor） を使用し て  ra-
borland.xml フ ァ イルを作成し、 展開用の META-INF デ ィ レ ク ト リ に保存し ます。
DDEditor の使い方については、 『管理コ ン ソールユーザーズガイ ド』 の 「デプロ イ メ ン
ト デス ク リ プタエデ ィ タの使い方」 を参照し て く ださい。

2 リ ソースアダプタ アーカ イブを新規作成し ます。

jar cvf shmeAdapter.rar -C c:/temp/staging

3 これで、 リ ソースアダプタ を AppServer にデプロ イ メ ン ト でき る よ う にな り ます。
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リソースアダプタのパッケージ

リ ソースアダプタは、 RAR に含まれている  J2EE コ ンポーネン ト です。 リ ソースアダプタ
では一般的なデ ィ レ ク ト リ 形式を使用し ます。 リ ソースアダプタのデ ィ レ ク ト リ 構造のサ
ンプルを次に示し ます。

コード のサンプル 53.1 リ ソースアダプタのデ ィ レ ク ト リ 構造 ：

.META-INF/ra.xml 

.META-INF/ra-borland.xml 

./images/shmeAdapter.jpg 

./readme.html 

./shmeAdapter.jar 

./shmeUtilities.jar 

./shmeEisSdkWin32.dll 

./shmeEisSdkUnix.so

前述の構造では、 リ ソースアダプタが直接使用する こ と はない画像や Readme フ ァ イルな
どの文書や関連フ ァ イルを入れる こ と ができ ます。 リ ソースアダプタ をパッ ケージする こ
と は、 これらのフ ァ イルも同様にパッ ケージする こ と を意味し ます。

リ ソースアダプタのパッ ケージは、 次の手順で行います。

1 一時的な展開用デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

2 リ ソースアダプタの Java ク ラ ス を コ ンパイルし て展開用デ ィ レ ク ト リ に出力し ます。
または、 前述のよ う に、 事前にコ ンパイルし た ク ラ ス を展開用デ ィ レ ク ト リ にコ ピー
し ます。

3 リ ソースアダプタの Java ク ラ ス を保存する  JAR フ ァ イルを作成し ます。 この JAR を展
開用デ ィ レ ク ト リ の 上位に追加し ます。

4 展開用デ ィ レ ク ト リ の中に、 META-INF サブデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

5 こ のサブデ ィ レ ク ト リ に ra.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を作成し、 リ ソースアダ
プタのエン ト リ を追加し ます。 ra.xml の文書型定義については、 次のサイ ト にあ る  Sun 
Microsystems の文書を参照し て く ださ い。 http://java.sun.com/dtd/
connector_1_0.dtd

6 同じ  META-INF サブデ ィ レ ク ト リ に ra-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を作成
し、 リ ソースアダプタのエン ト リ を追加し ます。 必要なエン ト リ の詳細は、 このマ
ニュ アルの 後にあ る  DTD を参照し て く ださい。

7 リ ソースアダプタ アーカ イブを作成し ます。

jar cvf resource-adapter-archive.rar -C staging-directory

こ のコマン ド は、 サーバーにデプロ イ メ ン ト する  RAR フ ァ イルを作成し ます。 JAR コ
マン ド で -C staging-directory オプシ ョ ンを指定する と、 staging-
directory に移動し ます。 これによ り 、 RAR フ ァ イルに記録されているデ ィ レ ク ト
リ パスは、 リ ソースアダプタが展開されたデ ィ レ ク ト リ を基準にし た相対パスにな り
ます。 
1 つまたは複数の リ ソースアダプタは、 デ ィ レ ク ト リ に展開し て JAR フ ァ イルにパッ
ケージする こ と ができ ます。
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リソースアダプタのデプロイメントデスクリプタ

AppServer は、 2 つの XML フ ァ イルを使用し てデプロ イ メ ン ト 情報を指定し ます。 1 つの
フ ァ イルは、 Sun Microsystems の リ ソースアダプタ用 DTD をベースにし た  ra.xml です。
も う  1 つのフ ァ イルは、 AppServer に必要な追加のデプロ イ メ ン ト 情報が記述された 
Borland 独自の ra-borland.xml です。

ra.xml の設定

リ ソースアダプタに関連付け られた ra.xml フ ァ イルがまだない場合は、 自分で新し く
作成するか、 既存のフ ァ イルを編集する必要があ り ます。 こ う し たプロパテ ィ は、 テキス
ト エデ ィ タや Borland DDEditor で編集でき ます。 ra.xml フ ァ イルの作成方法の 新情報
については、 次の場所にあ る コネ ク タ仕様を参照し て く ださい。 
http://java.sun.com/j2ee/connector.

ト ラ ンザクシ ョ ンレベルタ イプの設定
リ ソースアダプタで対応でき る ト ラ ンザク シ ョ ン レベルタ イプを  ra.xml デプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタに指定する こ と は非常に重要です。 次の表に、 対応でき る ト ラ ン
ザク シ ョ ン レベル と  XML での表記規則を示し ます。

ra-borland.xml の設定

ra-borland.xml フ ァ イルには、 リ ソースアダプタ を AppServer にデプロ イ メ ン ト する
ために必要な情報が記述されています。 RAR フ ァ イルをデプロ イ メ ン ト するには、 この
フ ァ イルに特定の属性を指定する必要があ り ます。 この機能は、 AppServer の EJB、 EAR、
WAR、 およびク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト に対応する  .xml 拡張機能 と整合性があ り ま
す。

ra-borland.xml フ ァ イルに Borland 固有のデプロ イ メ ン ト プロパテ ィ を指定する ま
で、 RAR をサーバーにデプロ イ メ ン ト する こ と はでき ません。 RAR をデプロ イ メ ン ト 可
能にするためには、 ra-borland.xml に次の属性が必要です。

■ リ ソースアダプタのイ ン ス タ ン ス名。 この名前は、 このパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ
ン ト されたすべての RAR の間で一意であ る必要があ り ます。 これは、 デプロ イ メ ン ト
された リ ソースアダプタ を VisiConnect サービ スが一意に識別するために使用されます。
これは、 リ ソースアダプタが着信をサポー ト し ている場合に、 受信 メ ッ セージを受け
取る予定の リ ソースアダプタ を識別するために、 エン ド ポイ ン ト  MDB が ejb-
borland.xml デス ク リ プタ内で使用する名前です。

■ ra.xml フ ァ イルの各接続定義

■ 接続フ ァ ク ト リ のイ ン ターフ ェース ク ラ ス名。 これは、 リ ソースアダプタ内のすべ
ての接続定義で一意であ る必要があ り ます。 このク ラ ス名は、 ra-borland.xml 
内の特定の接続フ ァ ク ト リ の仕様を ra.xml フ ァ イル内の対応する フ ァ ク ト リ の仕
様に関連付けます。

■ 接続フ ァ ク ト リ 名。 これは、 このパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト されたすべての
リ ソースアダプタの間で一意であ る必要があ り ます。

■ JNDI 接続フ ァ ク ト リ 名。 これは、 こ のパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト されたすべ
ての リ ソースアダプタの間で一意であ る必要があ り ます。

次の省略可能な属性も  ra-borland.xml フ ァ イルで指定でき ます。

■ 現在の リ ソースアダプタ と共有される リ ソースアダプタ コ ンポーネン ト を含む個別デ
プロ イ メ ン ト 接続フ ァ ク ト リ への リ フ ァ レン ス。

■ すべての共有ラ イブラ リ のコ ピー先と な るデ ィ レ ク ト リ 。

対応する ト ラ ンザク
シ ョ ンのタ イ プ XML 表記の DTD
なし <transaction-support>NoTransaction</transaction-support>
Local <transaction-support>LocalTransaction</transaction-support>
XA <transaction-support>XA</transaction-support>
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■ リ ソースアダプタ／ EIS サイ ンオン処理に対するセキ ュ リ テ ィ プ リ ンシパルのマ ッ ピン
グ。 こ のマ ッ ピングによ り 、 コ ンテナ管理セキ ュ リ テ ィ を利用する アプ リ ケーシ ョ ン
に対する  EIS 接続を要求する と きの リ ソースプ リ ンシパルが特定されます。 また、 こ の
リ ソースプ リ ンシパルは、 初期デプロ イ メ ン ト 中に EIS 接続を要求する と きに使用され
ます。

■ ra.xml フ ァ イルの各接続定義

■ 接続フ ァ ク ト リ の説明

■ Logging-required フ ラ グ。 ManagedConnectionFactory ク ラ スおよび 
ManagedConnection ク ラ スでロ グを記録する必要があ る ど う かを示し ます。

■ ロ グフ ァ イルの場所

■ 接続プールのプロパテ ィ
■ busy-timeout ： ビジー接続が解放される まで待つ時間を秒単位で指定し ま

す。 デフ ォル ト は 600 秒です
■ idle-timeout ： プールされた接続は、 このタ イ ムアウ ト を超えてア イ ド ル状

態が続 く と閉じ られます。 ア イ ド ル接続に対し て、 60 秒ご と に期限切れが確認さ
れます。 idle-timeout の値の単位は秒数です。 デフ ォル ト は 600 秒です。

■ wait-timeout: ： 接続が解放される まで待機する秒数。 デフ ォル ト は 30 秒で
す。

コネクタ 1.5 のデプロイメントデスクリプタへの変更

BAS は、 コネ ク タ  1.0 と コネ ク タ  1.5 の両方をサポー ト し ます。 コネ ク タ  1.5 のデプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタにおけ る重要な変更を次に示し ます。

■ 新しい リ ソースアダプタ実装ク ラ ス を ra.xml で指定する必要があ り ます。

<resourceadapter> 
   <resourceadapter-class> 
      .ResourceAdapter.Implementation.Class 
   </resourceadapter-class> 
ƒ

■ 複数の接続定義を同じ  RAR 内の <outbound-resourceadapter> に指定でき ます。

■ 複数の メ ッ セージアダプタ を <inbound-resourceadapter> に指定でき ます。

■ 設定プロパテ ィ は、 config-property 要素を使用し て リ ソースアダプタ レベルで
指定でき ます。 config-property の型はオブジェ ク ト でな く てはな らず、 プ リ ミ テ ィ ブで
あってはな り ません。 た と えば、 int でな く 、 java.lang.Integer を使用する必
要があ り ます。 また、 リ ソースアダプタ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの set メ ソ ッ ド で同じ
型を使用する必要があ り ます。 た と えば、 この例では、
setCount(java.lang.Integer value) です。

   <config-property> 
      <description>Open User Name</description> 
      <config-property-name>Count</config-property-name> 
      <config-property-type>java.lang.Integer</config-property-type> 
      <config-property-value>100</config-property-value> 
   </config-property>

config-property は、 各接続定義に固有で設定でき、 接続定義ご と に設定する こ と もでき
ます。

メ モ 受信 リ ソースアダプタから メ ッ セージを受信するエン ド ポイ ン ト と し て設定されている
メ ッ セージ駆動型 Bean は、 ra.xml で指定されている  messagelistener-type イ
ン ターフ ェース を実装する必要があ り ます。

<inbound-resourceadapter> 
   <messageadapter>         
      <messagelistener> 
         <messagelistener-type> </messagelistener-type>

EJB には、 エン ド ポイ ン ト をア ク テ ィ ブ化するために必要なア ク テ ィ ブ化設定が必要で
す。
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Borland AppServer には、 モジュール単位の ク ラ ス ローダーポ リ シーを提供し ます。 .ear、
.war、 .rar、 または ejb.jar のデプロ イ メ ン ト モジュールには固有のク ラ ス ローダーがあ り 、
そのク ラ スパスには、 モジ ュールに組み込まれているすべてのク ラ スが含まれます。 これ
によ り 、 各モジ ュールはア ク セス先のク ラ ス を完全に制御でき ます。 複数のモジュールが
ラ イブラ リ のバージ ョ ンの異な る独自のコ ピーを持った り 、 他のモジュールで使用される
パッ ケージ と競合せずに同じパッ ケージ名を使用でき ます。 これは強力な機能ですが、 複
数のモジ ュールが協調し て動作し、 同じ ク ラ ス を共有する場合には、 状況が複雑になる可
能性があ り ます。

各モジ ュールには独自のク ラ ス ローダーがあ り ますが、 VisiConnect を実行するパーテ ィ
シ ョ ンには、 い く つかの独自のク ラ ス ローダーがあ り ます。 このパーテ ィ シ ョ ン単位のク
ラ ス ローダーのク ラ スは、 パーテ ィ シ ョ ンで実行されるすべてのモジュールで使用でき ま
す。 一般に、 モジ ュール単位のク ラ ス ローダーがパーテ ィ シ ョ ン レベルのク ラ ス ローダー
よ り も優先されるので、 1 つのク ラ スが両者で見つかった場合は、 モジュール単位の方が
使用されます。

ク ラ ス ローダーに関し て、 VisiConnect ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンのパッ ケージングで注
意を払 う 必要があ る場面が 2 種類あ り ます。

■ 送信通信の接続フ ァ ク ト リ と接続

■ 受信通信の メ ッ セージ リ スナー

接続ファクトリと接続

送信通信の接続フ ァ ク ト リ と接続イ ン ターフ ェースおよび実装ク ラ スは、 リ ソースアダプ
タ と と もに提供される こ と があ り ます。 イ ン ターフ ェース ク ラ スは標準ベースで JDK また
は拡張機能の一部と し て提供され、 実装ク ラ スは リ ソースアダプタに固有で独自の規格に
基づいている こ と があ り ます。 た と えば、 JMS リ ソースアダプタは、 標準の 
javax.jms.QueueConnectionFactory ク ラ ス と、
javax.jms.QueueConnection ク ラ スの独自の実装を提供し ます。

javax.jms パッ ケージのク ラ スは Borland AppServer によ って提供され、 パーテ ィ シ ョ
ンのク ラ ス ローダーに存在し、 そのク ラ ス定義は、 すべてのモジ ュールで共有されます。
ただし、 リ ソースアダプタではこれらの javax.jms イ ン ターフ ェース を実装する独自
のク ラ スが提供され、 各モジ ュールは、 この独自のク ラ ス定義のコ ピーを持つこ と があ り
ます。

リ ソースアダプタの接続を取得するために、 ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは リ ソースアダプタ
の接続フ ァ ク ト リ の 1 つに対し て JNDI 検索を実行し ます。 この JNDI 検索で返されるオブ
ジェ ク ト は、 ク ラ イ アン ト が存在する  .ear、 .war、 または .jar モジュールで使用で
き る ク ラ ス定義を使用し て作成される必要があ り ます。 そ う でない場合は、 ク ラ イ アン ト
コード で接続フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト を使用し よ う とする と、 ClassCastException 
が返されます。 ク ラ イ アン ト は、 次に接続フ ァ ク ト リ を使用し て Connection イ ン ス タ ン ス
を作成し ます。 こ のオブジェ ク ト も、 ク ラ イ アン ト コード がオブジェ ク ト を操作でき る よ
う に、 ク ラ イ アン ト モジ ュールのク ラ ス ローダーを使用し て作成される必要があ り ます。

また、 AppServer 内で実行される  VisiConnect サービ スは、 リ ソースアダプタによ って提供
される ク ラ スの一部を使用する必要があ り ます。 た と えば、 1.5 レベルの リ ソースアダプ
タには、 javax.resource.spi.ResourceAdapter のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが
含まれます。 これは、 VisiConnect によ り リ ソースアダプタの開始 と停止に使用されます。
VisiConnect が リ ソースアダプタ ク ラ ス を使用する場合は、 常に リ ソースアダプタの ク ラ ス
ローダーが使用されます。 ス タ ン ド ア ロ ンの .rar （ク ラ イ アン ト で .ear に埋め込まれ
るのではな く ） と し てデプロ イ メ ン ト された リ ソースアダプタは、 独自のク ラ ス ローダー
を持ち、 し たがって、 リ ソースアダプタ ク ラ スのク ラ ス定義の独自のコ ピーを持ちます。
こ の場合、 ClassCastExceptions が発生する可能性があ り ます。

こ の問題は、 たと えばメ ソ ッ ド  
ManagedConnectionFactory.setResourceAdapter(javax.resource.spi.
ResourceAdapter) で発生し ます。 ManagedConnectionFactory イ ンス タ ンスはク
ラ イ アント のク ラ スロ ーダーを使用し て作成さ れ、 ResourceAdapter イ ンスタ ンス は .rar ク
ラ ス ロ ーダーを使用し て作成さ れます。 こ のメ ソ ッ ド のイ ンプリ メ ンテーショ ンで、
ResourceAdapter イ ンス タ ンスを固有の実装ク ラ ス にキャ ス ト する と 、
ClassCastException が発生し ます。
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メッセージリスナー

受信 リ ソースアダプタでは、 メ ッ セージ リ スナーと な る ク ラ ス を指定する必要があ り ま
す。 こ のク ラ スは、 こ の リ ソースアダプタからの受信通信のエン ド ポイ ン ト と し て動作す
る  MDB に実装されます。 リ ソースアダプタが MDB に渡す メ ッ セージを持っている場合
は、 メ ッ セージ リ スナーク ラ スの メ ソ ッ ド が呼び出されます。 た と えば、 多 く の JMS リ
ソースアダプタは、 javax.jms.MessageListener を メ ッ セージ リ スナーク ラ ス と
し て使用し、 こ のク ラ スの onMessage(javax.jms.Message) メ ソ ッ ド で実際に着
信 メ ッ セージを受信し ます。 これらのク ラ スは javax.jms パッ ケージで提供され、
パーテ ィ シ ョ ンのク ラ ス ローダー内に存在するので、 リ ソースアダプタ と  MDB ク ラ イ ア
ン ト の両方に共有され、 こ の場合は ClassCastExceptions が発生する こ と はあ り ま
せん。

ただし、 リ ソースアダプタは固有の メ ッ セージ リ スナーク ラ ス を提供でき、 そのク ラ スは
実際に メ ッ セージを配信する メ ソ ッ ド をい く つでも持つこ と ができ ます。 このすべての メ
ソ ッ ド で、 固有のオブジェ ク ト を引数と し て使用でき ます。 これが 
ClassCastExceptions の原因になる場合があ り ます。

VisiConnect では、 メ ッ セージ リ スナーク ラ スが独自の場合でも、 MDB 内の メ ッ セージ配
信 メ ソ ッ ド が MDB 自身のク ラ ス ローダーにあ る メ ッ セージ リ スナーの定義を使用し て呼
び出される よ う に、 MDB の呼び出しが適切に処理されます。 ただし、 メ ソ ッ ド が固有の
オブジェ ク ト であ る引数を受け取る場合、 VisiConnect は、 オブジェ ク ト の リ ソースアダプ
タのク ラ スから  MDB のク ラ ス定義にマ ッ プでき ません。 これによ り 、
ClassCastExceptions が発生する可能性があ り ます。

た と えば、 製品にサンプル と し て付属する  Mail リ ソースアダプタは、
com.borland.enterprise.ra.mail.api.MailListener と い う メ ッ セージ
リ スナーク ラ ス を提供し ます。 こ のク ラ スには、
onMessage(javax.mail.Message) と い う メ ッ セージ配信 メ ソ ッ ド が含まれます。
メ ッ セージ リ スナーク ラ スは固有ですが、 onMessage() メ ソ ッ ド は、 引数に固有でな
いオブジェ ク ト を受け取 り ます。 こ の場合、 ClassCastExceptions は発生し ませ
ん。 メ ッ セージ リ スナーク ラ ス自身が固有であ る場合も あ り ます。 メ ッ セージ配信 メ ソ ッ
ド に固有のオブジェ ク ト の引数があ る場合にのみ、 ク ラ ス ローダーの問題が発生し ます。

ClassCastExceptions の修正

前述の問題のいずれかが発生し た場合、 基本的な解決方法は次の 2 つです。

■ リ ソースアダプタ  .rar と そのク ラ イ アン ト を含む .ear を作成し ます。 .ear 全体
で 1 つのク ラ ス ローダーを共有するので、 リ ソースアダプタ と ク ラ イ アン ト 間でオブ
ジェ ク ト を移動する と きの ClassCastExceptions が発生し ません。

■ .rar と ク ラ イ アン ト モジュールの両方から リ ソースアダプタ ク ラ ス を削除し、 これら
のク ラ ス を ラ イブラ リ  .jar と し てパーテ ィ シ ョ ンにデプロ イ メ ン ト し ます。 ラ イブ
ラ リ  .jar は、 パーテ ィ シ ョ ンのク ラ ス ローダーに置かれ、 すべてのデプロ イ メ ン ト
モジュールに共有されます。 そのため、 すべてのモジ ュールが リ ソースアダプタ ク ラ
スの同じ ク ラ ス定義を使用するので、 ClassCastExceptions が発生し ません。
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こ こ では、 コネ ク タ  1.5 準拠の リ ソースアダプタ を開発する方法について説明し ます。 リ
ソースアダプタは、 次のよ う なシステム協定の必要条件を実装する必要があ り ます。 その
詳細を以下に示し ます。

■ 接続管理
■ セキ ュ リ テ ィ 管理
■ ト ラ ンザク シ ョ ン管理
■ パッ ケージング とデプロ イ メ ン ト

接続管理

リ ソースアダプタの接続管理協定には、 システム協定に必要な ク ラ ス と イ ン ターフ ェース
の数を指定し ます。 リ ソースアダプタは、 次のイ ン ターフ ェース を実装する必要があ り ま
す。

■ javax.resource.spi.ManagedConnection
■ javax.resource.spi.ManagedConnectionFactory
■ javax.resource.spi.ManagedConnectionMetaData

リ ソースアダプタが提供する  ManagedConnection イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 アプ リ
ケーシ ョ ンサーバーをサポー ト するために、 次のイ ン ターフ ェース と ク ラ スのイ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンを提供する必要があ り ます。 接続と それに関連する ト ラ ンザク シ ョ
ンを 終的に管理するのは、 Borland Enterprise Server です。

メ モ 管理されていない （アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで管理されていない） 環境では、 こ う
し た イ ン ターフ ェースやク ラ ス を使用する必要はあ り ません。

■ javax.resource.spi.ConnectionEvent
■ javax.resource.spi.ConnectionEventListener

また、 リ ソースアダプタで次の メ ソ ッ ド を実装し て、 エラー記録と ト レースの機能を備え
て く ださ い。

■ ManagedConnectionFactory.setLogWriter()
■ ManagedConnectionFactory.getLogWriter()
■ ManagedConnection.setLogWriter()
■ ManagedConnection.getLogWriter()

管理されていない 2 階層アプ リ ケーシ ョ ンで リ ソースアダプタ を使用する場合は、
javax.resource.spi.ConnectionManager  イ ン ターフ ェースのデフ ォル ト の
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを リ ソースアダプタに備えて く ださい。
ConnectionManager のデフ ォル ト のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンによ り 、 リ ソースアダ
プタは独自のサービ ス を提供でき ます。 このよ う なサービ スには、 接続プール、 エラー記
録、 ト レース、 およびセキ ュ リ テ ィ 管理があ り ます。 デフ ォル ト の 
ConnectionManager は、 基底の EIS への物理接続の作成を 
ManagedConnectionFactory に委任し ます。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー管理の環境では、 リ ソースアダプタで 
ConnectionManager 実装ク ラ ス を使用し ないで く ださい。 管理環境では、 リ ソース
アダプタはそれ自体の接続プールをサポー ト でき ません。 この場合は、 Borland Enterprise 
Server が接続プールを管理し ます。 ただし、 リ ソースアダプタは、 1 つの物理接続ご と に、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと そのコ ンポーネン ト には透過的な ConnectionManager 
イ ン ス タ ン ス を複数持つこ と ができ ます。
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トランザクション管理

リ ソースアダプタは、 提供する ト ラ ンザク シ ョ ン対応のレベルに基づいて簡単に分類でき
ます。 これらのレベルを次に示し ます。

■ NoTransaction ： リ ソースアダプタは、 ローカル ト ラ ンザク シ ョ ン と  JTA ト ラ ンザク
シ ョ ンのどち ら もサポー ト せず、 ト ラ ンザク シ ョ ン イ ン ターフ ェース を実装し ません。

■ LocalTransaction ： リ ソースアダプタは、 LocalTransaction イ ン ターフ ェース を
実装する こ と によ って リ ソースマネージ ャのローカル ト ラ ンザク シ ョ ンに対応し てい
ます。 ローカル ト ラ ンザク シ ョ ン管理協定は、 Sun Microsystems のコネ ク タ  1.5 仕様の
セ ク シ ョ ン 6.7 で規定されています。

■ XATransaction ： リ ソースアダプタは、 LocalTransaction イ ン ターフ ェース を実装し て リ
ソースマネージ ャのローカル ト ラ ンザク シ ョ ンに対応し、 XAResource イ ン ターフ ェー
ス を実装し て リ ソースマネージ ャの JTA/XA ト ラ ンザク シ ョ ンに対応し ます。 XA リ
ソースベースの協定は、 Sun Microsystems のコネ ク タ  1.5 仕様のセ ク シ ョ ン 6.7 で規定
されています。

前述の ト ラ ンザク シ ョ ン対応レベルは、 サーバー管理 ト ラ ンザク シ ョ ンの調整を可能にす
る ために リ ソースアダプタが実装する必要があ る ト ラ ンザク シ ョ ンサポー ト の主要な手順
を反映し ています。 ト ラ ンザク シ ョ ンの機能と、 基底の EIS の必要条件に応じ て、 リ ソー
スアダプタは前述のレベルのいずれかを選択し てサポー ト する こ と ができ ます。

セキュリティ管理

リ ソースアダプタのセキ ュ リ テ ィ 管理協定の必要条件を次に示し ます。

■ リ ソースアダプタは、
ManagedConnectionFactory.createManagedConnection() メ ソ ッ ド を
実装し てセキ ュ リ テ ィ 協定をサポー ト する必要があ り ます。

■ リ ソースアダプタは、 ManagedConnection.getConnection() メ ソ ッ ド のイ
ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの一部と し て再認証をサポー ト する必要はあ り ません。

■ リ ソースアダプタは、 セキ ュ リ テ ィ 協定のサポー ト をそのデプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タの一部と し て指定する必要があ り ます。 関係するデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの要
素を次に示し ます。

■ <authentication-mechanism></authentication-mechanism>
■ <authentication-mechanism-type></authentication-

mechanism-type>
■ <reauthentication-support></reauthentication-support>
■ <credential-interface></credential-interface>

これらのデス ク リ プタの要素の詳細は、 コネ ク タ  1.5 仕様のセ ク シ ョ ン 10.3.1 を参照し て
く ださい。

パッケージングとデプロイメント

パッ ケージ された リ ソースアダプタモジ ュールのフ ァ イル形式は、 リ ソースアダプタプロ
バイ ダ と リ ソースアダプタデプロ イヤの間の協定を定義し ます。 パッ ケージ された リ ソー
スアダプタは、 次の要素を含みます。

■ コネ ク タ システム レベルの協定と リ ソースアダプタの機能の両方を実装するために必
要な Java ク ラ ス と イ ン ターフ ェース

■ リ ソースアダプタの Java ユーテ ィ リ テ ィ ク ラ ス

■ リ ソースアダプタに必要なプラ ッ ト フ ォーム依存のネイ テ ィ ブラ イブラ リ

■ ヘルプフ ァ イル と マニュ アル

■ 前述の要素を結び付け る説明が記載された メ タ情報

パッ ケージの必要条件の詳細は、 コネ ク タ  1.5 仕様のセ ク シ ョ ン 10.3 と  10.5 を参照し て く
ださい。 デプロ イ メ ン ト の必要条件と、 サポー ト する  JNDI の設定および検索について、
個々に説明し てあ り ます。
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リソースアダプタのデプロイメント

リ ソースアダプタのデプロ イ メ ン ト は、 EJB、 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ン、 およ
び Web アプ リ ケーシ ョ ンのデプロ イ メ ン ト に似ています。 これらのモジュール と同様に、
リ ソースアダプタはアーカ イブフ ァ イルまたは展開されたデ ィ レ ク ト リ と し てデプロ イ メ
ン ト でき ます。 リ ソースアダプタは、 AppServer コ ン ソールまたは iastool ユーテ ィ リ
テ ィ を使用し て動的にデプロ イ メ ン ト する こ と も、 EAR に含めてデプロ イ メ ン ト する こ と
もでき ます。 デプロ イ メ ン ト の詳細は、 AppServer の 『ユーザーズガイ ド』 を参照し て く
ださ い。

リ ソースアダプタ をデプロ イ メ ン ト する と きは、 モジ ュールに名前を指定する必要があ り
ます。 こ の名前は、 リ ソースアダプタのデプロ イ メ ン ト の論理 リ フ ァ レン スで、 特に、 リ
ソースアダプタ を更新し た り デプロ イ メ ン ト を解除するために使用でき ます。 AppServer 
では、 RAR フ ァ イル名、 または リ ソースアダプタがあ るデプロ イ メ ン ト デ ィ レ ク ト リ の
フ ァ イル名と一致するデプロ イ メ ン ト 名が暗黙的に割 り 当て られます。 サーバーの起動後
は、 こ の論理名を使用し て リ ソースアダプタ を管理でき ます。 リ ソースアダプタのデプロ
イ メ ン ト 名は、 モジ ュールのデプロ イ メ ン ト が解除される まで AppServer 内でア ク テ ィ ブ
なま まにな り ます。

アプリケーション開発の概要

アプリケーションコンポーネントの開発

コモン ク ラ イアン ト イン ターフ ェース （Common Client 
Interface、 CCI）
EIS にア ク セスする ためにアプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が使用する ク ラ イ アン ト  
API は、 次のよ う に分類でき ます。

■ コネ ク タ  1.5 仕様のセ ク シ ョ ン 9 で定義されている標準のコモン ク ラ イ アン ト イ ン ター
フ ェース （CCI）。

■ リ ソースアダプタの種類および基底の EIS に固有の一般的なク ラ イアン ト イ ンター
フ ェース。 このよ う なイ ン ターフ ェースの例と して、 RDBMS 向けの JDBC があ り ます。

■ 特定の リ ソースアダプタおよび基底の EIS に固有の独自ク ラ イ アン ト イ ン ターフ ェー
ス。 こ のよ う な イ ン ターフ ェースの例と し て、 IBM CICS ト ラ ンザク シ ョ ンプロセ ッ サ
向けの CICS Java Gateway や、 SAP R/3 エン タープラ イ ズ リ ソースプラ ンニングシステ
ム向けの JFC があ り ます。

コネ ク タ  1.5 仕様では、 EIS にア ク セスするための CCI が定義されています。 CCI はアプ
リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト 用の標準のク ラ イ アン ト  API です。 これを使用する と、 アプ
リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト と  EAI フ レーム ワークが異種 EIS 間でや り 取 り でき ます。
CCI は、 エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ン統合 （EAI）、 サード パーテ ィ のエン タープラ
イ ズツールベンダー、 および既存モジ ュールの J2EE プラ ッ ト フ ォームへの移行での使用
を主な目的と し ています。

CCI において、 接続フ ァ ク ト リ は、 EIS イ ンス タ ンスへの接続を可能にするパブ リ ッ ク イ ン
ターフ ェースです。 このサービスを提供するために、 ConnectionFactory イ ン ターフ ェースが
リ ソースアダプタで実装されています。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 JNDI 名前空間内で 
ConnectionFactory イ ンス タ ンスを検索し、 それを使用して EIS 接続の取得を要求し ます。

次に、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 返された Connection イ ン ターフ ェース を使用し て EIS にア ク
セス し ます。 CCI と  EIS 固有の API の両方で一貫し たアプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ミ ングモ
デルを提供するため、 ConnectionFactory および Connection イ ン ターフ ェースは、 イ ン ター
フ ェーステンプレー ト 設計パターンに準拠し ます。 この設計パターンでは、 接続を作成お
よび閉じ る ス ケル ト ンを定義し、 適切なステ ッ プをサブ ク ラ スに任せます。 これによ り 、
これらのイ ン ターフ ェース を簡単に拡張し て、 接続を作成し た り 閉じ た り する特定のス
テ ッ プを、 それらの操作の構造を変更せずに再定義でき る よ う にでき ます。 これらのイ ン
ターフ ェースへのイ ン ターフ ェーステンプレー ト 設計パターンの適用については、 コネ ク
タ  1.5 仕様のセ ク シ ョ ン 5.5.1 を参照し て く ださい。 
(http://java.sun.com/j2ee/connector)
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管理対象アプ リケーシ ョ ンでの接続の取得
管理対象アプ リ ケーシ ョ ンが res-type 変数で指定されている よ う に接続フ ァ ク ト
リ から  EIS イ ン ス タ ン スへの接続を取得する場合、 次の手順を実行し ます。

1 アプ リ ケーシ ョ ンアセンブラ またはコ ンポーネン ト プロバイ ダが、 デプロ イ メ ン ト デ
ス ク リ プタ を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト の接続フ ァ ク ト リ 要件を指
定し ます。

res-ref-name: shme/shmeAdapter 
res-type:javax.resource.cci.ConnectionFactory 
res-auth: Application|Container

2 リ ソースアダプタデプロ イヤが、 リ ソースアダプタの設定情報を設定し ます。

3 VisiConnect は、 設定済みの リ ソースアダプタ を使用し て、 基底の EIS への物理接続を
作成し ます。

4 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト は、 コ ンポーネン ト の環境内で接続フ ァ ク ト リ イ ン
ス タ ン スの JNDI 検索を実行し ます。

// 初期 JNDI ネーミングコンテキストを取得します。 
 javax.naming.Context ctx = new javax.naming.InitialContext(); 
 // JNDI 検索を実行して接続ファクトリを取得します。 
 javax.resource.cci.ConnectionFactory cxFactory =   
        (javax.resource.cci.ConnectionFactory)ctx.lookup(    
            "java:comp/env/shme/shmeAdapterConnectionFactory");

5 コ ンテキス ト 検索で渡される  JNDI 名は、 コ ンポーネン ト のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タの res-ref-element で指定されている もの と同じです。 JNDI 検索は、 res-
type 要素で指定されている   java.resource.cci.ConnectionFactory 型の
接続フ ァ ク ト リ イ ン ス タ ン ス を返し ます。

6 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト は、 接続フ ァ ク ト リ で getConnection() メ ソ ッ
ド を呼び出し て、 EIS 接続の取得を要求し ます。 返された接続イ ン ス タ ン スは、 基底の
物理接続へのアプ リ ケーシ ョ ン レベルのハン ド ルを表し ます。 アプ リ ケーシ ョ ン コ ン
ポーネン ト は、 接続フ ァ ク ト リ で getConnection() メ ソ ッ ド を複数回呼び出すこ
と によ り 、 複数の接続を要求し ます。

javax.resource.cci.Connection cx = cxFactory.getConnection();

7 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト は、 返された接続を使用し て基底の EIS にア ク セス し
ます。 これは、 リ ソースアダプタ固有の機能です。

8 接続を終了する と、 コ ンポーネン ト は、 接続イ ン ターフ ェースで close() メ ソ ッ ド
を使用し て接続を閉じ ます。

cx.close();

9 アプ リ ケーシ ョ ンコ ンポーネン ト が割り 当てられた接続を使用後に閉じ るのに失敗した
場合、 その接続は未使用の接続とみなされます。 AppServer は、 未使用の接続のク リ ーン
ア ップを管理し ます。 コ ンテナがコ ンポーネン ト イ ンス タ ンスを終了する と、 コ ンテナ
は、 そのコ ンポーネン ト イ ンス タ ンスが使用したすべての接続を ク リ ーンア ップし ます。
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非管理対象アプ リ ケーシ ョ ンでの接続の取得
非管理対象アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト で同様のプロ
グ ラ ミ ングモデルにし たが う 必要があ り ます。 非管理対象アプ リ ケーシ ョ ンは、 接続
フ ァ ク ト リ イ ン ス タ ン ス を検索し、 EIS 接続の取得を要求し、 接続を使用し て EIS と
や り 取 り し、 完了し た ら接続を閉じ ます。

非管理対象アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト が接続フ ァ ク ト リ から  EIS イ ン ス タ ン スへの
接続を取得する場合、 次の手順を実行し ます。

1 アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト は、
javax.resource.cci.ConnectionFactory イ ン ス タ ン スで 
getConnection() メ ソ ッ ド を呼び出し、 基底の EIS イ ン ス タ ン スへの接続を取得
し ます。

2 接続フ ァ ク ト リ イ ン ス タ ン スは、 デフ ォル ト の接続マネージ ャ イ ン ス タ ン スに接続要
求を委任し ます。 リ ソースアダプタは、 デフ ォル ト の接続マネージャのイ ンプ リ メ ン
テーシ ョ ンを提供し ます。

3 接続マネージ ャ イ ン ス タ ン スは、 
ManagedConnectionFactory.createManagedConnection() メ ソ ッ ド を
呼び出すこ と によ り 、 基底の EIS イ ン ス タ ン スへの新しい物理接続を作成し ます。

4 ManagedConnectionFactory.createManagedConnection() を呼び出す
と、 基底の EIS への新しい物理接続が作成されます。 こ の EIS は、 
ManagedConnectionFactory.createManagedConnection() メ ソ ッ ド が
返す 
ManagedConnection イ ン ス タ ン スによ って表されます。
ManagedConnectionFactory は、 JAAS Subject オブジェ ク ト からのセキ ュ リ
テ ィ 情報、 ConnectionRequestInfo、 設定されているプロパテ ィ （ポー ト 番号、
サーバー名など） を使用し て、 新しい ManagedConnection イ ン ス タ ン ス を作成し
ます。

5 接続マネージ ャ イ ン ス タ ン スは、 ManagedConnection.getConnection() メ
ソ ッ ド を呼び出し てアプ リ ケーシ ョ ン レベルの接続ハン ド ルを取得し ます。 この メ
ソ ッ ド を呼び出し て も、 必ずし も  EIS イ ン ス タ ン スへの新しい物理接続が作成されるわ
けではあ り ません。 こ の メ ソ ッ ド は、 ManagedConnection イ ン ス タ ン スで表され
る基底の物理接続にア ク セスするためにアプ リ ケーシ ョ ンによ って使用される一時ハ
ン ド ルを作成し ます。

6 接続マネージ ャ イ ン ス タ ン スは、 接続フ ァ ク ト リ イ ン ス タ ン スへの接続ハン ド ルを返
し ます。 こ の接続フ ァ ク ト リ が、 接続を要求し ている アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン
ト に接続を返し ます。
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サンプルコー ド —CCI に基づ く プログラ ミ ング
次のコード の抜粋は、 CCI に基づ く アプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ミ ングモデルの例を示
し ています。 接続の取得を要求し、 接続フ ァ ク ト リ を取得後、 Interaction と  
InteractionSpec を作成し ます。 レ コード フ ァ ク ト リ と レ コード を取得し てレ コード と
や り 取 り し、 結果セ ッ ト と カ ス タ ム レ コード を使用し て同じ こ と を実行し ます。

// JNDI 名前空間から接続ファクトリインスタンスを検索後、 
// EIS インスタンスへの接続を取得します。この例では、コンポーネントは、 
// コンテナが EIS サインオンを管理することを許可します。 
javax.naming.Context ctx = new javax.naming.InitialContext(); 
javax.resource.cci.ConnectionFactory cxFactory = 
(javax.resource.cci.ConnectionFactory)ctx.lookup( 
  "java:comp/env/shme/shmeAdapter" ); 
javax.resource.cci.Connection cx = cxFactory.getConnection(); 
 
// Interaction インスタンスを作成します。 
javax.resource.cci.Interaction ix = ct.createInteraction(); 
 
// 個々の InteractionSpec の新しいインスタンスを作成します。 
com.shme.shmeAdapter.InteractionSpecImpl ixSpec = new 
com.shme.shmeAdapter.InteractionSpecImpl(); 
ixSpec.setFunctionName( "S_EXEC" ); 
ixSpec.setInteractionVerb( javax.resource.cci.InteractionSpec.SYNC_SEND_RECEIVE 
); 
// ... 
// RecordFactory インスタンスを取得します。 
javax.resource.cci.RecordFactory recFactory = // ... RecordFactory を取得します。 
 
// RecordFactory インスタンスを使用して汎用の MappedRecord を作成します。 
// このレコードインスタンスは、Interaction の実行のための入力として機能します。 
// レコードの名前は、以下のレコード型のメタデータのポインタとして機能します。 
javax.resource.cci.MappedRecord input = recFactory.createMappedRecord( 
"ShmeExecRecord" ); 
 
// 汎用 MappedRecord インスタンスに入力値を格納します。コンポーネント 
// コードは、メタデータリポジトリからアクセスしたメタデータに基づいて 
// 値を追加します 
input.put( "<key: element0>", new String( "S_APP01"     ); 
input.put( "<key: element1>", // ... ); 
// ... 
 
// Interaction の実行によって設定される出力値を保持するための汎用  
// IndexedRecord を作成します。 
javax.resource.cci.IndexedRecord output =  
    recFactory.createIndexedRecord( "ShmeExecRecord" ); 
 
// Interaction を実行します。 
boolean response = ix.execute( ixSpec, input, output ); 
 
// 出力 IndexedRecord からデータを抽出します。汎用 IndexedRecord で 
// メタデータリポジトリ内の型マッピング情報を使用して型マッピングが 
// 実行されます。コンポーネントは IndexedRecord で汎用メソッドを 
// 使用するため、コンポーネントコードは必要な型キャストを実行します 
java.util.Iterator iter = output.iterator(); 
 
while ( iter != null && iter.hasNext() ) 
{ 
  // レコード要素を取得し、値を抽出します ... 
} 
 
// Interaction の実行によって返された ResultSet の必要条件を 
// 設定します。このステップは任意です。必要条件が明示的に設定されていない場合 
// はデフォルト値が使用されます。 
com.shme.shmeAdapter.InteractionSpecImpl rsIxSpec =  
    new com.shme.shmeAdapter.InteractionSpecImpl(); 
rsIxSpec.setFetchSize( 20 ); 
rsIxSpec,setResultSetType( javax.resource.cci.ResultSet.TYPE_SCROLL_INSENSITIVE 
); 
 
// ResultSet を返す Interaction を実行します。 
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javax.resource.cci.ResultSet rSet =  
    (javax.resource.cci.ResultSet)ix.execute( rsIxSpec, input ); 
 
// ResultSet を繰り返します。この例では、最初の行にカーソルを置き、 
// 次に ResultSet の内容を末尾に向かって繰り返し処理します。 
// 次に、適切な get メソッドを使用して列の値を取得します。 
rSet.beforeFirst(); 
 

while ( rSet != null && rSet.next() ) 
{ 
// 適切な get メソッドを使用して現在の行の列の値を取得します。 
} 
 
// 次のコードは、ResultSet を使用した逆繰り返し処理の例です 
rSet.afterLast(); 
 
while ( rSet.previous() ) 
{ 
// 適切な get メソッドを使用して現在の行の列の値を取得します。 
} 
 
// Record インターフェースを拡張して EIS 固有のカスタム Record を表します。 
// CustomerRecord インターフェースは、フィールドの値に対して単純なアクセッサ / 
// ミューテータをサポートします。開発ツールは、CustomerRecord の 
// 実装クラスを生成します。 
public interface CustomerRecord extends javax.resource.cci.Record,  
    javax.resource.cci.Streamable 
{ 
  public void setName( String name ); 
  public void setId( String custId ); 
  public void setAddress( String address ); 
 
  public String getName(); 
  public String getId(); 
  public String getAddress(); 
} 
 
// 空の CustomerRecord インスタンスを作成し、Interaction を実行して 
// 得られた出力を格納します。 
CustomerRecord customer = // ... インスタンスを作成します。 
 
// Interaction への入力として PurchaseOrderRecord インスタンスを作成し、 
// このインスタンスにプロパティを設定します。このほかに、カスタムレコードの例 
// として、PurchaseOrderRecord があります。 
PurchaseOrderRecord purchaseOrder = // ... インスタンスを作成します。 
purchaseOrder.setProductName( "..." ); 
purchaseOrder.setQuantity( "..." ); 
// ... 
 
// 出力 CustomerRecord インスタンスを格納する Interaction を実行します。 
boolean crResponse = ix.execute( rsIxSpec, purchaseOrder, customer  ); 
 
// CustomerRecord をチェックします。 
System.out.println( "Customer Name = [" + customer.getName() + "],  
                     Customer ID = [" + customer.getId() + "],  
                     Customer Address = [" + customer.getAddress() + "]" );
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アプリケーションコンポーネントのデプロイメントデス
クリプタ

アプ リ ケーシ ョ ン コ ンポーネン ト デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタでは、 コ ンポーネン ト が使
用する リ ソースアダプタの接続フ ァ ク ト リ 情報を指定する必要があ り ます。 次のデプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタに適切なエン ト リ が必要です。

1 コ ンポーネン ト の Sun 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ。 た と えば、 ejb-jar.xml では、
次のエン ト リ が必要です。

■ res-ref-name: shme/shmeAdapter
■ res-type: javax.resource.cci.ConnectionFactory
■ res-auth: Application|Container

2 また、 バージ ョ ン固有のエン ト リ を含める こ と も でき ます。 た と えば、 EJB 2.0 の res-
sharing-scope には、 次のエン ト リ を入れる こ と ができ ます。

■ res-sharing-scope: Shareable|Unshareable

3 コ ンポーネン ト の Borland 固有デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ。 た と えば、 ejb-
borland.xml では、 次のエン ト リ が必要です。

■ res-ref-name: shme/shmeAdapter
■ res-type: javax.resource.cci.ConnectionFactory

4 また、 バージ ョ ン固有のエン ト リ を含める こ と も でき ます。 た と えば、 EJB 1.1 の cmp-
resource には、 次のエン ト リ を入れる こ と ができ ます。

■ cmp-resource: True|False

次に、 2 つの EJB 用のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタの詳細なサンプルを示し ます。 初の
サンプルは、 EJB 2.0 仕様に、 2 番めのサンプルは EJB 1.1 仕様に準拠し て記述されていま
す。 標準的なデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ と  Borland 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ
の両方のサンプルを示し ます。 これらのサンプルでは、 架空の リ ソースアダプタ を参照し
ています。

EJB 2.x 用サンプル

ejb-jar.xml デプロ イ メ ン ト デスク リ プ タ
このサンプルでは、 コ ンテナ管理の永続性を使用し ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 
2.0//EN" "http://java.sun.com/dtd/ejb-jar_2_0.dtd"> 
<ejb-jar> 
    <display-name>SHME Integration Jar</display-name> 
    <enterprise-beans> 
        <session> 
            <description>Interface EJB for shmeAdapter Class /shme/test/ 

shmeAdapter/schema/Customer</description> 
            <display-name>customer_bean</display-name> 
            <ejb-name>shme/customer_bean</ejb-name> 
            <home>com.shme.test.shmeAdapter.schema.CustomerHome</home> 
            <remote>com.shme.test.shmeAdapter.schema.CustomerRemote</remote> 
            <ejb-class>com.shme.test.shmeAdapter.schema.CustomerBean 

</ejb-class> 
            <session-type>Stateful</session-type> 
            <transaction-type>Container</transaction-type> 
            <env-entry> 
                <description> コネクタ設定用の SHME リポジトリ URL 

</description> 
                <env-entry-name>repositoryUrl</env-entry-name> 
                <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type> 
                <env-entry-value>s_repository://S_APP01</env-entry-value> 
            </env-entry> 
            <env-entry> 
                <description>Location of Resource Adapter Configuration within 

the SHME Repository</description> 
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                <env-entry-name>configurationUrl</env-entry-name> 
                <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type> 
                <env-entry-value>/shme/client</env-entry-value> 
            </env-entry> 
            <resource-ref> 
                <description>Reference to SHME Resource Adapter</description> 
                <res-ref-name>shme/shmeAdapter</res-ref-name> 
                <res-type>com.shme.shmeAdapter.ConnectionFactory</res-type> 
                <res-auth>Container</res-auth> 
                <res-sharing-scope>Shareable</res-sharing-scope> 
            </resource-ref> 
    </session> 
    </enterprise-beans> 
    <assembly-descriptor> 
        <container-transaction> 
            < メソッド > 
                <ejb-name>customer_bean</ejb-name> 
                <method-intf>Remote</method-intf> 
                <method-name>s_exec_customer_query</method-name> 
                <method-params/> 
            </method> 
            <trans-attribute>Required</trans-attribute> 
        </container-transaction> 
    </assembly-descriptor> 
</ejb-jar>

次のサンプルは、 前述の ejb-jar.xml に対応し ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>  
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Borland Software Corporation//DTD Enterprise 

JavaBeans 2.0//EN" "http://www.borland.com/devsupport/appserver/dtds/ 
ejb-jar_2_0-borland.dtd"> 

<ejb-jar> 
    <enterprise-beans> 
        <session> 
            <ejb-name>shme/customer_bean</ejb-name> 
            <bean-home-name>shme/customer_bean</bean-home-name> 
            <resource-ref> 
                <res-ref-name>shme/shmeAdapter</res-ref-name> 
                <jndi-name>eis/shmeAdapter</jndi-name> 
            </resource-ref> 
        </session> 
    </enterprise-beans> 
</ejb-jar>

EJB 1.1 用サンプル

ejb-jar.xml デプロ イ メ ン ト デスク リ プ タ
このサンプルでは、 Bean 管理の永続性を使用し ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>  
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 

1.1//EN' 'http://java.sun.com/j2ee/dtds/ejb-jar_1_1.dtd'> 
<ejb-jar> 
 <description /> 
     <display-name>ShmeAdapter Interface Jar</display-name> 
     <small-icon /> 
  <large-icon /> 
     <enterprise-beans> 
      <session> 
  <description>SHME クラス /shme/test/shmeAdapter/schema/ のインターフェース 
EJB 

Customer</description> 
   <display-name>customer_bean</display-name> 
  <ejb-name>shme/customer_bean</ejb-name> 
 <home>com.shme.test.shmeAdapter.schema.CustomerHome</home> 
  <remote>com.shme.test.shmeAdapter.schema.CustomerRemote</remote> 
   <ejb-class>com.shme.test.shmeAdapter.schema.CustomerBean</ejb-class> 
   <session-type>Stateless</session-type> 
   <transaction-type>Bean</transaction-type> 
   <env-entry> 
         <description> コネクタ設定用の SHME リポジトリ URL 
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</description> 
      <env-entry-name>repositoryUrl</env-entry-name> 
   <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type> 
  <env-entry-value>s_repository://S_APP01</env-entry-value> 
   </env-entry> 
 <env-entry> 
  <description>SHME リポジトリ内のリソースアダプタ設定の場所 </description> 
     <env-entry-name>configurationUrl</env-entry-name> 
  <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type> 
  <env-entry-value>/shme/client</env-entry-value> 
  </env-entry>   
 <resource-ref> 
  <description>Reference to SHME Resource Adapter</description> 
 <res-ref-name>shme/shmeAdapter</res-ref-name> 
 <res-type>com.shme.shmeAdapter.ConnectionFactory</res-type> 
 <res-auth>Container</res-auth> 
 </resource-ref> 
   </session> 
</enterprise-beans> 
<ejb-client-jar /> 
</ejb-jar>

ejb-inprise.xml デプロイ メ ン ト デスク リ プ タ
次のサンプルは、 前述の ejb-jar.xml に対応し ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<!DOCTYPE inprise-specific PUBLIC '-//Inprise Corporation//DTD Enterprise 

JavaBeans 1.1//EN' 'http://www.borland.com/devsupport/appserver/dtds/

ejb-inprise.dtd'> 
<inprise-specific> 
    <enterprise-beans> 
        <session> 
            <ejb-name>shme/customer_bean</ejb-name> 
            <bean-home-name>shme/customer_bean</bean-home-name> 
            <timeout>0</timeout> 
            <resource-ref> 
                <res-ref-name>shme/shmeAdapter</res-ref-name> 
                <jndi-name>eis/shmeAdapter</jndi-name> 
                <cmp-resource>False</cmp-resource> 
            </resource-ref> 
        </session> 
    </enterprise-beans> 
</inprise-specific>
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インプリメンテーションが貧弱なリソースアダプタでの
作業

市販されている リ ソースアダプタの中には、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが貧弱な ものがあ り
ます。 J2EE Compatibility Test Suite （CTS） は、 コネ ク タのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが仕様
に準拠し ているかど う かをテス ト し ますが、 リ ソースアダプタがコネ ク タ仕様に準拠し て
いるかど う かをテス ト するための メ カニズムはまだ存在し ていないため、 現在、 それを判
断するのは、 簡単ではあ り ません。 しかし、 次に示すよ う ない く つかの症状から、 リ ソー
スアダプタがコネ ク タ仕様に準拠し ていない と判断でき ます。

1 リ ソースアダプタがデプロ イ メ ン ト 時に不明なエラーを生成する

2 接続フ ァ ク ト リ での メ ソ ッ ド呼び出し中に リ ソースアダプタが不明なエラーを生成す
る。

VisiConnect は、 J2EE 1.4 と コネ ク タ  1.5 要件を厳密に実装するため、 イ ンプ リ メ ンテー
シ ョ ンが貧弱な リ ソースアダプタ を検出し て問題を無視し ないのは、 コネ ク タ コ ンテナだ
けであ る場合があ り ます。

インプ リ メ ンテーシ ョ ンが貧弱な リ ソースアダプ タの例
一般に、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが貧弱な リ ソースアダプタは、 コネ ク タ  1.5 仕様に
準拠し ていません。 このよ う な リ ソースアダプタの例を次に示し ます。

■ java.io.Serializable だけを 実装し 、 コ ネク タ 仕様（ セク ショ ン  10.5「 JNDI  
Configuration and Lookup」） で定めら れている  java.io.Serializable と  
javax.resource.Referenceable の両方の実装は行っ ていない接続フ ァ ク ト
リ を 持つリ ソ ース アダプタ 。 AppServer など のアプリ ケ ーショ ン サーバーのロ ーカ
ル JNDI コ ン テキ ス ト ハン ド ラ は、 こ れら のイ ン タ ーフ ェ ース を 両方と も 実装する
場合にのみ、 オブジェ ク ト を 登録でき ま す。 リ ソ ース アダプタ が接続フ ァ ク ト リ を  
Serializable と し て実装し 、 Referenceable を 実装し ない場合、 アプリ
ケ ーショ ン サーバーが接続フ ァ ク ト リ を  JNDI にデプロ イ メ ン ト し よ う と する と 、
例外が発生し ま す。

■ javax.resource.Referenceable （javax.naming.Referenceable か
ら  getReference() を継承する） を正し く 実装し ていない接続フ ァ ク ト リ を持つ リ
ソースアダプタ。 J2SE 1.3.x および 1.4.x 仕様では、
javax.naming.Referenceable に対し て getReference() が次のいずれか
を実行する こ と が指定されています。

a Referenceable オブジェ ク ト の有効な null 以外の リ フ ァ レ ン ス を返す

b 例外 （javax.naming.NamingException） を生成する

Referenceable が null を返すよ う な Referenceable を リ ソースアダプタが
実装し ている場合、 ク ラ イ アン ト が getConnection() のよ う な接続フ ァ ク ト リ メ
ソ ッ ド を呼び出そ う とする と、 例外が発生し ます。

■ Referenceable を正し く 実装し ているが、
javax.naming.spi.ObjectFactory のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを提供し ない
接続フ ァ ク ト リ を持つ リ ソースアダプタ。
javax.naming.spi.ObjectFactory のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 コネ ク タ
仕様 （セ ク シ ョ ン 10.5 「JNDI Configuration and Lookup」） で要求されています。 このよ
う な リ ソースアダプタは、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに問題な く デプロ イ メ ン ト でき
ますが、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの管理外にあ る  JNDI に非管理対象のコネ ク タ と し
てデプロ イ メ ン ト する こ と はでき ません。 また、 JNDI の Reference ベースの接続
フ ァ ク ト リ 検索をバッ ク ア ッ プする メ カニズムを持つ 
javax.naming.spi.ObjectFactory イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ソースアダプタ
も含まれます。
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■ 接続フ ァ ク ト リ または接続イ ン ターフ ェース を指定し ているが、 接続フ ァ ク ト リ また
は接続ク ラ ス内でそのイ ン ターフ ェース を実装し ていない リ ソースアダプタ。 関連す
る要件については、 コネ ク タ仕様のセ ク シ ョ ン 10.6 「Resource Adapter XML DTD」 を参
照し て く ださ い。 た と えば、 特定の リ ソースアダプタの ra.xml に次の要素があ る と
し ます。

//...                 
<connection-interface>java.sql.Connection</connection-interface> 
<connection-impl-class>com.shme.shmeAdapter.ShmeConnection</connection-impl-
class> 
//...

しかし、 ShmeConnection のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは次のよ う になっています。

package shme; 
public class ShmeConnection 
{ 
private ShmeManagedConnection mc; 
  public ShmeConnection( ShmeManagedConnection mc ) 
  { 
   System.out.println( "In ShmeConnection" ); 
   this.mc = mc; 
  } 
}

こ の リ ソースアダプタの接続フ ァ ク ト リ で getConnection() を呼び出そ う とする
と、 java.lang.ClassCastException が発生し ます。 これは、 AppServer に対
し て、 ra.xml で、 リ ソースアダプタから返される接続オブジェ ク ト が 
java.sql.Connection にキ ャ ス ト される こ と を指定し ている ためです。

貧弱な リ ソースアダプ タ インプ リ メ ンテーシ ョ ンでの作業
貧弱な リ ソースアダプタ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで作業する場合は、 次のよ う な処理
を実行し ます。

コネ ク タの接続フ ァ ク ト リ または接続ク ラ ス を拡張し、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが貧弱な
コード を正し く 実装させます。 た と えば、 Serializable は実装し ているが 
Referenceable は実装し ていない接続フ ァ ク ト リ を取 り 扱 う 場合は、 元の接続フ ァ ク
ト リ を拡張し て Referenceable を実装させます。 つま り 、 getReference() と  
setReference() の両方を実装させます。

例と し て、 接続フ ァ ク ト リ が com.shme.BadConnectionFactory であ る場合に、
接続フ ァ ク ト リ を com.shme.GoodConnectionFactory と し て拡張し、
Referenceable を実装するサンプルを次に示し ます。

package com.shme.shmeAdapter; 
 
public class GoodConnectionFactory 
{ 
 private javax.naming.Reference ref;   
// ... 
 public javax.naming.Reference getReference() 
{  
// getReference() が null を返さないように実装します。 
// ... 
  return ref; 
    } 
public javax.naming.Reference setReference( javax.naming.Reference ref ) 
 //  this.ref = ref; 
  } 
 //

また、 機能が貧弱な getReference() に対処する手段はさ まざまあ り ますが、 それら
の主な目的は、 null を絶対に返さ ないよ う な getReference() を実装する こ と です。

も よい方法は、 次のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを行 う こ と です。

■ getReference() でフ ォールバッ ク メ カニズムを実装し ます。 これは、 接続フ ァ ク
ト リ の リ フ ァ レン ス属性が  null であ る場合、 リ フ ァ レ ン ス を設定し て正し く 返され
る よ う にし ます。 つま り 、 登録可能な javax.naming.Reference オブジェ ク ト を返すよ う
にし ます。
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■ javax.naming.spi.ObjectFactory を実装するヘルパーク ラ ス を実装し ます。
これによ り 、 フ ォールバッ ク オブジェ ク ト を提供し て有効な Reference イ ン ス タ ン スか
ら接続フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト を作成でき ます。

例と し て、 接続フ ァ ク ト リ が com.shme.BadConnectionFactory であ る場合に、
接続フ ァ ク ト リ を com.shme.GoodConnectionFactory と し て拡張し、
getReference() をオーバーラ イ ドするサンプルを次に示し ます。

package com.shme.shmeAdapter; 
 
public class GoodConnectionFactory 
{ 
  // ... 
 
  public javax.naming.Reference getReference() 
  { 
    if ( ref == null ) 
    { 
      ref = new javax.naming.Reference( this.getClass().getName(), 
        "com.shme.shmeAdapter.GoodCFObjectFactory" 
          /* GoodConnectionFactory リファレンスのオブジェクトファクトリ */, 
            null ); 
      String value; 
      value = managedCxFactory.getClass().getName(); 
 
      if ( value != null ) 
      { 
        ref.add( new javax.naming.StringRefAddr( 
          "managedconnectionfactory-class", value ) ); 
      } 
 
      value = cxManager.getClass().getName(); 
 
      if ( value != null ) 
      { 
        ref.add( new javax.naming.StringRefAddr( 
          "connectionmanager-class", value ) ); 
      } 
    } 
 
    return ref; 
  } 
 
  // ... 
}
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次に、 関連するオブジェ ク ト フ ァ ク ト リ ク ラ ス を実装し ます。 この例では、 コード は次の
よ う にな り ます。

com.shme.shmeAdapter.GoodCFObjectFactory 
package com.shme.shmeAdapter; 
 
import javax.naming.spi.*; 
import javax.resource.spi.*; 
 
public class GoodCFObjectFactory implements ObjectFactory { 
  public GoodCFObjectFactory() {}; 
 
  public Object getObjectInstance( Object obj, 
                                   javax.naming.Name name, 
                                   javax.naming.Context context, 
                                   java.util.Hashtable env ) 
         throws Exception 
  { 
    if ( !( obj instanceof javinstance ofReference ) ) 
    { 
      return null; 
    } 
 
    javax.naming.Reference ref = (javax.naming.Reference)obj; 
 
    if ( ref.getClassName().equals( 
"com.shme.shmeAdapter.GoodConnectionFactory" ) ) 
    { 
      ManagedConnectionFactory refMcf = null; 
      ConnectionManager refCm = null; 
 
if ( ref.get( "managedconnectionfactory-class" ) != null ) 
      { 
        String managedCxFactoryStr =  
         (String)ref.get( "managedconnectionfactory-class" ).getContent(); 
        Class mcfClass = Class.forName( managedCxFactoryStr ); 
        refMcf = (ManagedConnectionFactory)mcfClass.newInstance(); 
      } 
 
if ( ref.get( "connectionmanager-class" ) != null ) 
      { 
        String cxManagerStr = (String)ref.get( "connectionmanager-class" 
).getContent(); 
        Class cxmClass = Class.forName( cxManagerStr  ); 
        java.lang.ClassLoader cloader = cxmClass.getClassLoader(); 
        refCm = (ConnectionManager)cxmClass.newInstance(); 
      } 
 
      GoodConnectionFactory cf = null; 
 
      if ( refCm != null ) 
      { 
        cf = new GoodConnectionFactory( refMcf, refCm  ); 
      } 
      else 
      { 
        cf = new GoodConnectionFactory( refMcf ); 
      } 
 
    return cf; 
    } 
 
    return null; 
  } 
}
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ra.xml 標準デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ フ ァ イルで ク ラ ス を更新し ます。 た と えば、 イ ン
プ リ メ ンテーシ ョ ン拡張前は、 ra.xml は次のよ う になっています。

<managedconnectionfactory-class>com.shme.shmeAdapter. 
LocalTxManagedConnectionFactory</managedconnectionfactory-class> 
<connectionfactory-interface>javax.sql.DataSource</connectionfactory-interface> 
<connectionfactory-impl-class>com.shme.shmeAdapter.BadConnnectionFactory</
connectionfactory-impl-class> 
<connection-interface>java.sql.Connection</connection-interface> 
<connection-impl-class>com.shme.Connection</connection-impl-class>

イ ン ターフ ェース拡張後は、 ra.xml は次のよ う にな り ます。

<managedconnectionfactory-class>com.shme.shmeAdapter. 
LocalTxManagedConnectionFactory </managedconnectionfactory-class> 
<connectionfactory-interface>javax.sql.DataSource</connectionfactory-interface> 
<connectionfactory-impl-class>com.shme.shmeAdapter.GoodConnectionFactory</
connectionfactory-impl-class> 
<connection-interface>java.sql.Connection</connection-interface> 
<connection-impl-class>com.shme.shmeAdapter.Connection</connection-impl-class>

こ のサンプルが示すよ う に、 こ の変換は接続フ ァ ク ト リ だけに影響し ます。 他の リ ソース
アダプタ ク ラ スは、 こ の変換によ る影響を受けません。

拡張された イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン （およびすべてのヘルパーク ラ ス） の Java コード を ク
ラ ス フ ァ イルにコ ンパイルし ます。

それら を リ ソースアダプタの Java アーカ イブフ ァ イル （.jar） にパッ ケージ し ます。

こ の拡張された .jar で リ ソースアダプタ アーカ イブフ ァ イル （.rar） を更新し ます。

ス タ ン ド ア ロ ンで、 または AppServer 内のパーテ ィ シ ョ ンサービ ス と し て実行し ている  
VisiConnect に、 リ ソースアダプタ アーカ イブをデプロ イ メ ン ト し ます。 または、 リ ソース
アダプタ アーカ イブをエン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ンアーカ イブフ ァ イル （.ear） に
含めて J2EE アプ リ ケーシ ョ ンの一部と し てデプロ イ メ ン ト し ます。

これで、 動作が不適切な リ ソースアダプタ を適切に動作する リ ソースアダプタに変換でき
ま し た。

リ ソースアダプタの設計によ っては、 既存の API イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを拡張でき ない
場合も あ り ます。 そのよ う な場合は、 問題のあ る ク ラ ス を再実装し、 ra.xml で再実装し
た ク ラ ス を参照する よ う に要素を設定する必要があ り ます。 あ るいは、 いっそのこ と、 コ
ネ ク タ仕様に準拠し ている別の リ ソースアダプタ を選択し ます。
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第 章

Chapter   35Borland AppServer Ant タスク      
と AppServer サンプルの実行  

多く の Borland AppServer（ AppServer） サンプルで、 Ant ビルド ス ク リ プト シス テムが使用さ
れる よ う になり ま し た。 Ant の Borland AppServer バージョ ンには、 AppServer の一部のコ マ
ンド ラ イ ンツール用と し て、 Ant のコ ア機能以外に次のコ マンド ラ イ ンを含むいく つかのカ
ス タ マイ ズさ れたタ ス ク が含ま れま す。

• appclient

• iastool

• idl2java

• java2iiop

これらのカス タマイ ズ された Ant タ ス クには、 exec または apply 指示文を使用する場合
に比べて、 次の利点があ り ます。

■ カス タマイ ズ された Ant タ ス クは、 Ant ス ク リ プ ト を実行する ために使用される  VM で
実行されるため、 exec/apply コマン ド を使って新しい JVM を生成する場合に比べて、
実行速度が速 く 、 メ モ リ の消費量も少な く な り ます。

■ カス タマイ ズ された タ ス ク のコマン ド構文は、 exec/apply バージ ョ ンのコマン ド構文よ
り 大幅に単純化されています。

■ Ant が備えている  filesets や patternsets などの機能は、 よ り 自然な形式で使用でき ます。

一般構文と使い方

次の表は、 現在定義されている  Ant タ ス ク と対応する コマン ド ラ イ ンツール と の関係を示
し ます。

一般に AppServer Ant タ ス クは、 対応する コマン ド ラ イ ンツール と同じパターンを使用し
ます。

Ant タ スク名 対応する コ マン ド ラ イ ン 機能

appclient appclient クライアントアプリケーションを実行します。

idl2java idl2java IDL を Java クラスに変換します。

java2iiop java2iiop java2iiop コマンドを実行します。

iastool iastool iastool を実行します。
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名前／値ペアの変換

すべての名前／値ペアのコマン ド ラ イ ン引数は、 Ant タ ス ク属性に変換でき ます。 名前／
値ペアのコマン ド ラ イ ン引数は、 対応する  XML 属性に変換する必要があ り ます。 た と え
ば、 次のコマン ド ラ イ ンの場合 ：

iastool -verify -src cart_beans_client.jar -role DEVELOPER

次の Ant タ ス クに変換されます。

<iastool option="verify" src="cart_beans_client.jar" role="DEVELOPER" />

名前のみの引数の変換

名前のみのコマン ド ラ イ ン引数はすべて、 boolean 型の Ant タ ス ク属性に変換でき ます。 -
nowarn などの boolean 型属性については、 各コマン ド ラ イ ンツールの使い方の説明にし た
がって属性のデフ ォル ト の使用方法を使用し ます。 iastool コマン ド ラ イ ン属性の詳細につ
いては、 315 ページの 「iastool コマン ド ラ イ ン ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

た と えば、 次のコマン ド は、 warn 属性を false に設定し ます。

iastool -verify -src cart_beans_client.jar -role DEVELOPER -nowarn -nostrict

対応する  Ant タ ス クは、 次の とお り です。

<iasverify src="cart_beans_client.jar" role="DEPLOYER" nowarn="true" 
strict="false" />

メ モ Ant タ ス ク で "warn" を属性と し て使用する こ と はでき ません。 た と えば、 次のラ イ ンでは
構文エラーが生成されます。

****** INCORRECT SYNTAX!!! ****** 
<iasverify src="cart_beans_client.jar" role="DEPLOYER" warn="false" 
strict="false" />

複数ファイルの引数

多 く のコマン ド は、 複数のフ ァ イルを処理でき るか、 複数のフ ァ イルを指定でき るオプ
シ ョ ンがあ り ます。 対応する  Ant タ ス ク でこの機能を実現する方法には、 い く つかの種類
があ り ます。 た と えば、 次の iastool -merge コマン ド の場合 ：

iastool -merge -target build¥client.jar -type lib client¥build¥local_client.jar 
build¥local_stubs.jar

こ のコマン ド に対応する  Ant タ ス クは、 次の とお り です。

<iastool option="merge" target="${build.dir}/client.jar" type="lib" 
 jars="client/build/local_client.jar ; build/local_stubs.jar" />

メ モ jars 属性では、 複数のフ ァ イルはセ ミ コ ロ ン （;） またはコ ロ ン （:） で区切る必要があ り
ます。 スペース と カンマは区切 り と し ては無効です。

Ant には、 複数のフ ァ イルを指定するための便利な <fileset> タ ス ク があ り ます。

<iastool option="merge" target="build/client.jar" type="lib" > 
    <fileset dir="client/build" includes="local_client.jar" /> 
    <fileset dir="build" includes="local_stubs.jar" /> 
</iastool>

また、 Ant の patternset 機能も便利です。 次のよ う に変更する と、 build デ ィ レ ク ト リ と その
サブデ ィ レ ク ト リ 内にあ るすべての jar フ ァ イルが対象にな り ます。

<iastool option="merge" target="${build.dir}/client.jar" type="lib" > 
    <fileset dir="${build.dir}" includes="**/*.jar" /> 
</iastool>

ク ラ スパス属性には、 複数のパス をセ ミ コ ロ ンで区切って指定でき ます。

<iastool option="verify" src="cart_beans_client.jar" role="DEPLOYER" 
classpath="alib.jar;blib.jar" />

または、 次のよ う に <classpath> 要素を使用し ます。

<iastool option="verify" src="cart_beans_client.jar" role="DEPLOYER" > 
   <classpath> 
       <pathelement location="alib.jar" /> 
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       <pathelement location="blib.jar" /> 
   </classpath> 
</iastool>

iastool の構文と使い方

iastool Ant タ ス クは、 次の 2 つのス タ イルを使用でき ます。

1 <iastool option="myoption" />

2 <iasmyoption />

た と えば、 次のコマン ド ラ イ ンの場合 ：

iastool -verify -src cart_beans_client.jar

次の Ant タ ス クに変換されます。

<iastool option="verify" src="cart_beans_client.jar" />

または、 下位互換の Ant タ ス ク用に古い Ant ス タ イルを使用でき ます。

<iasverify src="cart_beans_client.jar" />

次の表に、 各 iastool オプシ ョ ンの Ant タ ス ク ス タ イルを示し ます。

iastool Ant タ ス
ク ス タ イル 1

iastool Ant タ ス
ク ス タ イル 2

対応する 
コ マン ド ラ イ ン 機能 Fileset 属性

<iastool option= 
"compilejsp" />

<iascompilejsp /> iastool -compilejsp JSP をプリコンパイルします。  

<iastool option= 
"compress" />

<iascompress /> iastool -compress JAR ファイルを圧縮します。  

<iastool option= 
"deploy" />

<iasdeploy /> iastool -deploy J2EE モジュールをデプロイメント 
します。

JAR

<iastool option= 
"dumpstack" />

<iasdumpstack /> iastool -dumpstack パーティションプロセスのスタック
トレースを次の場所の stdout.log 
にダンプします。

<install_dir>/var/
domains/<domain-name>/
configurations/
<configuration-name>/ 
     mos/<partition-
name>/adm/logs/
<partition_name>.stdout.l
og

 

<iastool option= 
"genclient" />

<iasgenclient /> iastool -genclient クライアントライブラリを生成しま
す。

JAR

<iastool 
option="gendeplo
yable" />

<iasgendeployable
/>

iastool -gendeploy 
able

手動でデプロイメント可能なモ
ジュールを生成します。

 

<iastool option= 
"genstubs" />

<iasgenstubs /> iastool -genstubs スタブライブラリを生成します。  

<iastool option= 
"info" />

<iasinfo /> iastool -info システム設定情報を表示します。  

<iastool option= 
"kill" />

<iaskill /> iastool -kill 管理オブジェクトを強制終了しま
す。

 

<iastool option= 
"listhubs" />

<iaslisthubs /> iastool -listhubs 管理ポートで使用できるハブをリ
ストします。

 

<iastool option= 
"listpartitions"
/>

<iaslistpartition
s />

iastool -listpartit 
ions

ハブで実行されているパーティ
ションをリストします。
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メ モ 「Fileset 属性」 列には、 複数のフ ァ イル名を適用でき る属性が示されています。 このよ う
な属性では、 Ant <fileset> 要素を使って複数のフ ァ イルを指定でき ます。 複数のフ ァ
イルを指定する方法については、 306 ページの 「複数フ ァ イルの引数」 を参照し て く ださ
い。

属性の省略

Ant タ ス ク呼び出しで属性を省略する こ と は、 コマン ド ラ イ ンツールでオプシ ョ ンを省略
する こ と と同等です。 い く つかの属性はデフ ォル ト が true なので、 属性を省略し て も  
false に設定される と は限 り ません。

これらのオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値の詳細については、 315 ページの 「iastool コマン ド ラ
イ ン ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

<iastool option= 
"listservices" / 
>

<iaslistservices
/>

iastool -listservic 
es

ハブで実行されているサービス
をリストします。

 

<iastool option= 
"manage" />

<iasmanage /> iastool -manage 管理オブジェクトをアクティブに
管理します。

 

<iastool option= 
"merge" />

<iasmerge /> iastool -merge JAR ファイルのセットを 1 つの   
JAR ファイルにマージします。

JAR

<iastool option= 
"migrate" />

<iasmigrate /> iastool -migrate モジュールを J2EE 1.2 から J2EE    
1.3 に移行します。

 

<iastool option= 
"newconfig" />

<iasnewconfig/> iastool -newconfig 設定を新規作成します。

<iastool option= 
"patch" />

<iaspatch /> iastool -patch JAR ファイルにパッチを適用しま 
す。

 

<iastool option= 
"ping" />

<iasping /> iastool -ping 管理オブジェクトまたはハブに対
して ping を実行して、 現在の状  
態を取得します。

 

<iastool option= 
"pservice" />

<iaspservice /> iastool -pservice パーティションサービスを有効／
無効にするか、 状態を取得しま
す。

 

<iastool option= 
"removestubs" />

<iasremovestubs / 
>

iastool -removestubs JAR からスタブを除去します。  

<iastool option= 
"restart" />

<iasrestart /> iastool -restart 管理オブジェクトを再起動しま
す。

 

<iastool option= 
"setmain" />

<iassetmain /> iastool -setmain EAR のクライアント JAR または   
JAR のメインクラスを設定しま 
す。

 

<iastool option= 
"stop" />

<iasstop /> iastool -stop 管理オブジェクトを停止します。  

<iastool option= 
"uncompress" />

<iasuncompress /> iastool -uncompress JAR ファイルを解凍します。  

<iastool option= 
"undeploy" />

<iasundeploy /> iastool -undeploy 管理オブジェクトのデプロイメント
を解除します。

 

<iastool option= 
"unmanage" />

<iasunmanage /> iastool -unmanage アクティブ管理から管理オブジェ
クトを削除します。

 

<iastool option= 
"verify" />

<iasverify /> iastool -verify J2EE モジュールを検証します。  

iastool Ant タ ス
ク ス タ イル 1

iastool Ant タ ス
ク ス タ イル 2

対応する 
コ マン ド ラ イ ン 機能 Fileset 属性
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iastool Ant タスクのサンプル

次に、 iastool Ant タ ス ク の使い方を詳し く 説明するサンプルを示し ます。 それぞれの 
iastool オプシ ョ ン と属性の機能の詳細については、 315 ページの 「iastool コマン ド ラ イ ン 
ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照し て く ださい。

deploy
<target name="deploy" description=" サンプルをサーバーにデプロイメントします "> 
<iastool option="deploy" hub="${hub.name}" cfg="${cfg.name}" 
 partition="${partition.name}" mgmtport="${default.mgmtport}" 
 jars="${build.dir}/hello.ear;${bes.lib.dir}/../var/repository/archives/wars/ 

bank_form.war" 
 realm="${realm.name}" user="${server.user.name}" pwd="${server.user.pwd}" /> 
</target>

merge
<iastool option="merge" target="${build.dir}/helloclient.jar" type="lib"> 
    <fileset dir="${build.dir}" includes="hello_stubs.jar" /> 
</iastool>

ping
<target name="ping"> 
<iastool option="ping" hub="${hub.name}" cfg="${cfg.name}" 
 partition="${partition.name}" mgmtport="${default.mgmtport}" 
 realm="${realm.name}" user="${server.user.name}" pwd="${server.user.pwd}" /> 
</target>

restart
<target name="iastoolrestart"> 
<iastool option="-restart" hub="${hub.name}" cfg="${cfg.name}" 
 partition="${partition.name}" mgmtport="${default.mgmtport}" 
 realm="${realm.name}" user="${server.user.name}" pwd="${server.user.pwd}" /> 
</target>
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java2iiop の構文と使い方

java2iiop Ant タ ス クは対応する コマン ド ラ イ ンツール と大き く 異な り ます。 これは、
Borland Ant タ ス ク の使用パターンの例外です。 Ant タ ス ク  java2iiop は、 個々のフ ァ イ
ルのかわ り にデ ィ レ ク ト リ のク ラ ス を と り ます。 ク ラ スパス属性は、 java2iiop でコ ン
パイルする ク ラ スが存在するデ ィ レ ク ト リ をポイ ン ト し ます。 ク ラ スパスは Ant のパスに
似た構造で、 使い方は非常に柔軟ですが、 java2iiop タ ス ク でク ラ スパス を使用する場
合は、 次のいずれかのス タ イルだけを使用でき ます。

1 属性と し て使用する場合、 値はコ ロ ン またはセ ミ コ ロ ンで区切られた ロ ケーシ ョ ンの
リ ス ト だけを受け入れます。

<java2iiop classpath="${path1}:${path2}"/>

2 ネス ト された ク ラ スパス要素と し て使用する場合 ： 
次のよ う な一般的な形式にな り ます。

<java2iiop> 
   <classpath> 
      <pathelement path="${path1}"/> 
      <pathelement location="lib/helper.jar"/> 
   </classpath> 
</java2iiop>

ロ ケーシ ョ ン属性はプロ ジェ ク ト のベースデ ィ レ ク ト リ に基づいて 1 つのフ ァ イルまた
はデ ィ レ ク ト リ （または絶対フ ァ イル名） を指定し ますが、 パス属性はコ ロ ン または
セ ミ コ ロ ンで区切られた ロ ケーシ ョ ンの リ ス ト を受け入れます。 パス属性は定義済み
のパス と と もに使用する こ と を目的と し ています。 その他の場合は、 ロ ケーシ ョ ン属
性を持つ複数の要素を使用する よ う にし て く ださい。

java2iiop の対応する コマン ド ラ イ ン引数の詳細については、 『VisiBroker® for Java 開発者ガ
イ ド』 を参照し て く ださ い。

java2iiop Ant タスクのサンプル

<target name="create_ejb_stubs" depends="home"> 
    <java2iiop root_dir="${stubsPath}" list_files="true" 
classpath="${outputPath}" /> 
</target>
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idl2java の構文と使い方

idl2java Ant タ ス クは対応する コマン ド ラ イ ンツールに似ています。 こ のタ ス クは、 ネ
ス ト されたパスのよ う な構造のフ ァ イルセ ッ ト を受け取 り ます。 このフ ァ イルセ ッ ト は、
コマン ド ラ イ ンのフ ァ イル入力に対応し ます。

<idl2java> 
    <fileset dir="server" includes="*.idl" /> 
</idl2java>

idl2java の対応する コマン ド ラ イ ン引数の詳細については、 『VisiBroker® for Java 開発者ガ
イ ド』 を参照し て く ださ い。

属性 型 必須

classpath Path はい

back_Compat_Mapping boolean いいえ

bind boolean いいえ

boa boolean いいえ

comments boolean いいえ

compile boolean いいえ

compiler String いいえ

destDir Path いいえ

dynamic_Marshal boolean いいえ

examples boolean いいえ

export_All boolean いいえ

exported String いいえ

gen_Included_Files boolean いいえ

idl2package String いいえ

idl_Strict boolean いいえ

import String いいえ

imported String いいえ

include File いいえ

invoke_Handler boolean いいえ

line_Directives boolean いいえ

list_Files boolean いいえ

list_Includes boolean いいえ

map_Keyword String いいえ

narrow_Compliance boolean いいえ

obj_Wrapper boolean いいえ

object_Method boolean いいえ

package String いいえ

retain_Comments boolean いいえ

root_Dir File いいえ

sealed String いいえ

servant boolean いいえ

srcDir Path いいえ

srcFile String いいえ

stream_Marshal boolean いいえ

strict boolean いいえ

tie boolean いいえ

undefine String いいえ

VBJclassPath Path いいえ
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idl2java Ant タスクのサンプル

<target name="idl2java" depends="init"> 
    <idl2java package="com.borland.examples.webservices.visibroker" 
root_dir="${server-skel-src}"> 
        <fileset dir="server" includes="*.idl" /> 
    </idl2java> 
    <javac srcdir="${server-skel-src}" destdir="${server-classes}" 
classpathref="classpath"/> 
</target>

appclient の構文と使い方

<!-- サンプルを実行します。--> 
<target name="execute" description="「Hello World」サンプルを実行します "> 
    <appclient jar="${build.dir}/hello.ear" uri="helloclient.jar" args="World"/
> 
</target>

Borland AppServer サンプルのビルドと実行

メ モ 多 く の AppServer サンプルでは、 次の場所に独自の readme.html フ ァ イルが置かれてい
ます。

<install_dir>/examples

次の手順で AppServer サンプルをビル ド し ます。

1 コマン ド ラ イ ン ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

2 現在のデ ィ レ ク ト リ をサンプルデ ィ レ ク ト リ に設定し ます。 <install_dir>/
examples/j2ee/hello に置かれている 「Hello World」 サンプルから開始する こ と を
お勧めし ます。

3 コマン ド ラ イ ンで、 ant と入力し ます。

サンプルが自動的にビル ド されます。

メ モ サンプルをビル ドするために、 サーバーが実行中であ る必要はあ り ません。 ただし、 デプ
ロ イ メ ン ト とデプロ イ メ ン ト 解除には、 サーバーが実行中であ る必要があ り ます。 サンプ
ルを実行するには、 パーテ ィ シ ョ ンが実行中であ る必要があ り ます。

VBJdebug String いいえ

VBJjavaVM File いいえ

VBJprop String いいえ

VBJquoteSpaces String いいえ

VBJtag String いいえ

version String いいえ

warn_Missing_Define String いいえ

warn_Unrecognized_Pragmas boolean いいえ

属性 型 必須
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サンプルのデプロイメント

1 サーバーが実行されている こ と を確認し ます。

2 コマン ド ラ イ ンで、 ant deploy と入力し ます。

これで、 <install_dir>¥examples¥deploy.properties フ ァ イルで設定されているハブ、 設定、
およびパーテ ィ シ ョ ンにサンプルがデプロ イ メ ン ト されます。

複数のハブ／設定／パーテ ィ シ ョ ンの組み合わせにデプロ イ メ ン ト する場合は、
deploy.properties フ ァ イルを編集し て設定を変更するか、 コマン ド ラ イ ンで -D オプ
シ ョ ンを使って deploy.properties 設定を上書き し ます。

た と えば、 「myhub」 と い う 名前のハブを使用するには、 次のコマン ド を使用し ます。

ant -Dhub.name=myhub deploy

これで、 deploy.properties と い う デフ ォル ト のハブ名が myhub 値で上書き されま
す。

サンプルの実行

1 パーテ ィ シ ョ ンが実行されている こ と を確認し ます。

2 コマン ド ラ イ ンで、 ant execute と入力し ます。

応答の細部は、 サンプルご と に異な り ます。

サンプルのデプロイメント解除

1 サーバーが実行されている こ と を確認し ます。

2 コマン ド ラ イ ンで、 undeploy と入力し ます。

トラブルシューティング

1 <appserver_install_dir>/bin デ ィ レ ク ト リ がパスに含まれてお り 、 ほかのすべ
ての Ant イ ン ス ト ールよ り 優先する よ う に指定されている こ と を確認し ます。

2 ant execute コマン ド を呼び出す前に、 サーバーと パーテ ィ シ ョ ンが実行されている
こ と を確認し ます。

3 <appserver_install_dir>¥examples¥deploy.properties には、 ハブ、 設定、
パーテ ィ シ ョ ン、 および管理ポー ト のデフ ォル ト 設定が含まれます。 これらのデフ ォ
ル ト プロパテ ィ には、 次のよ う な ものがあ り ます。

■ hub.name=your_machine_name

■ cfg.name=j2ee

■ partition.name=standard

■ realm.name=ServerRealm

■ server.user.name=admin

■ server.user.pwd=admin

your_machine_name は、 イ ン ス ト ール時に指定されたマシン名です。 これらの値は、 必
要に応じ て リ セ ッ ト し た り 、 Ant コマン ド ラ イ ンで -D オプシ ョ ンを使って指定する こ
と ができ ます。
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第 章

Chapter   36iastool コマンドライン ユーティリティ     
こ こ では、 管理オブジェ ク ト を管理するために使用でき る  iastool コマン ド ラ イ ン ユー
テ ィ リ テ ィ について説明し ます。

iastool コマンドライン ツールの使い方

iastool ユーテ ィ リ テ ィ は、 管理オブジェ ク ト を操作する ためのコマン ド ラ イ ン ユー
テ ィ リ テ ィ の総称です。 iastool では、 次のコマン ド ラ イ ン ユーテ ィ リ テ ィ を使用でき
ます。

使用 ... 目的 ...
-clonepartition 既存のパーティションのクローンを作成し、 新しいパーティションにしま

す。 詳細は、 「clonepartition」 を参照してください。

-compilejsp スタンドアロンの WAR または EAR 内のすべての WAR にある JSP をプ        
リコンパイルします。 詳細は、 「compilejsp」 を参照してください。

-compress JAR ファイルを圧縮します。 詳細は、 「compress」 を参照してください。

-deploy J2EE モジュールを指定したパーティションにデプロイします。 詳細は、 
「deploy」 を参照してください。

-dumpstack パーティション プロセスのスタック トレースをパーティションの  
stdout.log ファイルにダンプします。 詳細は、 「dumpstack」 を参照 
してください。

-genclient クライアント スタブ、 EJB インターフェイス、 および依存クラスを含むライ  
ブラリを生成します。 詳細は、 「genclient」 を参照してください。

-gendeployable 手動 でデ プロイメント可能 なモジュールを生成します。 詳細は、
「gendeployable」 を参照してください。

-gendeployable 
verify

手動でデプロイメント可能なモジュールを生成し、 検証します。 詳細は、
「gendeployableverify」 を参照してください。

-genstubs クライアントまたはサーバー スタブだけを含むライブラリを生成します。 詳 
細は、 「genstubs」 を参照してください。

-info システム設定情報を表示します。 詳細は、 「info」 を参照してください。

-jndinamespace コンテキストにバインドされたオブジェクトのリストを表示します。 詳細は、
「jndinamespace」 を参照してください。

-kill 管理オブジェクトを強制終了します。 詳細は、 「kill」 を参照してください。

-listpartitions ハブ上のパーティションを一覧表示します。 詳細は、 「listpartitions」 を
参照してください。
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clonepartition

既存のパーテ ィ シ ョ ンのク ローンを作成し、 新しいパーテ ィ シ ョ ンにし ます。 このユー
テ ィ リ テ ィ は、 Borland 管理コ ン ソールでのク ローン機能と同等です。 新しいパーテ ィ
シ ョ ンの名前は重複し ないよ う にする必要があ り ます。

構文

-clonepartition [-hub <hub name>] [-cfg <configuration name>] [-mgmtport 
<99999>]\n  [-bare] [-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-
file <login_file>]\n  -osagent <osagent port number> [-partition<name partition 
to be cloned>]   [-newpartition<name of new partition>]\n [-newdesc 
<description of new partition>] -newdisplayname<display name of new partition> 
-newgroup<group name for creating the new partition like {hubname}/
{configurationname}> -moagent<agent name> [-targetagent <target agent name>] -
jmxport<jmx port number default:8082> -tomcatport<Tomcat port number 
default:8080>

-listhubs 管理ポートで使用できるハブを一覧表示します。 詳細は、 「listhubs」 を
参照してください。

-listservices ハブ上のサービスを一覧表示します。 詳細は、 「listservices」 を参照し
てください。

-manage 管理オブジェクトをアクティブに管理します。 詳細は、 「manage」 を参照
してください。

-merge JAR ファイルセットを 1 つの JAR ファイルにマージします。 詳細は、     
「merge」 を参照してください。

-migrate J2EE 1.2、 1.3、 1.4 から別のバージョンのターゲット J2EE に移行します。    
詳細は、 「migrate」 を参照してください。

-newconfig 設定テンプレートから新規設定を作成します。 詳細は、 「newconfig」 を
参照してください。

-patch JAR ファイルに 1 つまたは複数のパッチを適用します。 詳細は、 「patch」   
を参照してください。

-ping 管理オブジェクトまたはハブに対して ping を実行して、 現在の状態を取  
得します。 詳細は、 「ping」 を参照してください。

-pservice パーティション サービスを有効、 無効にするか、 状態を取得します。 詳 
細は、 「pservice」 を参照してください。

-removestubs JAR ファイルからすべてのスタブ ファイルを削除します。 詳細は、  
「removestubs」 を参照してください。

-restart ハブまたは管理オブジェクトを再起動します。 詳細は、 「restart」 を参照
してください。

-setmain スタンドアロンのクライアント JAR、 または EAR 内のクライアント JAR のメ     
イン クラスを設定します。 詳細は、 「setmain」 を参照してください。

-start 管理オブジェクトを起動します。 詳細は、 「start」 を参照してください。

-stop ハブまたは管理オブジェクトを停止します。 詳細は、 「stop」 を参照して
ください。

-uncompress JAR ファイルを解凍します。 詳細は、 「uncompress」 を参照してください。

-undeploy パーティションから J2EE モジュールを削除します。 詳細は、 「undeploy」  
を参照してください。

-unmanage アクティブ管理から管理オブジェクトを削除します。 詳細は、 「unmanage」
を参照してください。

-usage コマンドライン オプションの使い方を表示します。 詳細は、 「usage」 を参 
照してください。

-verify J2EE モジュールを検証します。 詳細は、 「verify」 を参照してください。

使用 ... 目的 ...
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デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 値でパーテ ィ シ ョ ンを作成し ます。

オプシ ョ ン
compilejsp ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
こ の例では、 ク ローン パーテ ィ シ ョ ンのオプシ ョ ンについて使用方法を示し ます。 サンプ
ルのク ローンは "MyPartition" で、 指定し たポー ト 番号、 設定、 エージェ ン ト で 
"VJ_partition" を作成し ます。

-clonepartition -hub gvijay -cfg j2eeSample -mgmtport 20001 -realm ServerRealm 
-user admin -pwd admin -osagent 19999 -partition MyPartition -newpartition 
VJ_partition  -newgroup gvijay/j2eeSample -moagent gvijay -jmxport 8084 -
tomcatport 8086

compilejsp

こ のツールを使用し て、 ス タ ン ド ア ロ ンの WAR または EAR 内のすべての WAR にあ る  
JSP ページをプ リ コ ンパイルし ます。 JSP ページは、 Java サーブレ ッ ト  ク ラ スにコ ンパイ
ルされ、 WAR フ ァ イルに保存されます。 こ の操作によ り 、 JSP ページを 初のア ク セス時
よ り 高速に処理でき ます。

メ モ iastool を使用し て JSP を コ ンパイルする と、 メ モ リ 不足エラーが発生する こ と があ り ま
す。 こ の問題を解決するには、 システムの仮想 メ モ リ のサイ ズを大き く し ます。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 実行中のパーティションを一覧表示するハブの名前を指定しま
す。

-cfg <configname> パーティションを一覧表示する設定の名前を指定します。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォル
ト値は、 42424 です。

-bare 実行中のパーティション名以外の出力情報をオフにします。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証に
使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定しま
す。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 および
パスワードを含むログイン スクリプトファイルを指定します。 この 
ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。

-osagent osagent ポートを指定します。

-partition クローンを作成するパーティション名を指定します。

-newpartition 新しいパーティションの名前を指定します。

-newdesc 新しいパーティションの説明。

-newdisplayname name パーティションの名前を表示します。

-newgroup パーティションが作成されるグループ名 （ハブ / 設定） を指定しま
す。

-moagent 管理オブジェクトが関連付けられているエージェントを指定しま
す。

-targetagent 作成が必要なパーティションがある対象のエージェントを指定しま
す。

-jmxport Java 管理コンソールのポート番号を指定します。 デフォルト値は、 
8082 です。

-tomcatport Tomcat サービスのポート番号を指定します。 デフォルト値は、 
8080 です。
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構文

-compilejsp -src <war_or_ear> -target <target_file> [-overwrite] 
[-package <package_root>] [-excludefile <exclude_file>] [-loglevel <0-4>] 
[-classpath <classpath>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 compilejsp は操作が成功し たかど う かを報告し ます。

オプシ ョ ン
compilejsp ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
現在のデ ィ レ ク ト リ にあ る  proj1.war と い う  WAR フ ァ イルに含まれる  JSP ページを同
じ場所の proj1compiled.war と い う  WAR フ ァ イルにプ リ コ ンパイルするには、 次の
コマン ド を実行し ます。

iastool -compilejsp -src proj1.war -target proj1compiled.war

c:\myprojects\ デ ィ レ ク ト リ 内にあ る  proj1.ear と い う  EAR フ ァ イルに含まれる  
JSP ページを同じ場所の proj1compiled.ear と い う  EAR フ ァ イルにプ リ コ ンパイルし、

大の量の診断 メ ッ セージを生成するには、 次のコマン ド を実行し ます。

iastool -compilejsp -src c:\myprojects\proj1.ear -target  
c:\myprojects\proj1compiled.ear -loglevel 4

excludefile オプシ ョ ンの使い方
compilejsp excludefile オプシ ョ ンによ って、 コ ンパイル操作から除外する  JSP の リ
ス ト があ る テキス ト  フ ァ イルを指定でき ます。 以下に、 使い方の規則の詳細を示し ます。

■ '#' で始ま る コ メ ン ト 行 と空白行は無視されます。

■ 各行の先頭および末尾の空白スペースは削除されます。

■ 除外フ ァ イルの各行は、 それぞれの除外パターン エン ト リ を表し ます。 エン ト リ は完
全一致の文字列または Java パターンの正規表現です。

■ 各 JSP 除外エン ト リ は、 まず JSP URL と の完全一致のために使用されます。 一致候補
がない場合、 JSP 除外エン ト リ は JSP URL と正規表現で照合するために使用されます。

オプシ ョ ン 説明

-src <war_or_ear> コンパイルする WAR または EAR ファイルを指定します。ファイル    
がある場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はあ 
りません。

-target <target_file> 生成されるターゲットの WAR/EAR アーカイブ ファイルの名前を   
指定します。 指定したファイル名がすでに存在する場合は、 -
overwrite オプションを使って既存のターゲットを上書きしま 
す。 ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 デ 
フォルト値はありません。

-overwrite <target_file> がすでに存在する場合は上書きすることを指定しま 
す。 <target_file> が存在し、 -overwrite が使用されていない  
場合、 ターゲットの JAR がソースの JAR と異なる必要があるとい    
うエラー メッセージが表示されます。

-package <package_root> プリコンパイルした JSP サーブレット クラスの基本パッケージ名を   
指定します。 デフォルトは com.bes.compiledjsp です。

-excludefile 
<exclude_file>

コンパイル操作から除外する JSP ファイルのリストを含むテキスト  
ファイルを指定します。 詳細については、 「excludefile オプション 
の使い方」 を参照してください。

-loglevel <0-4> 生成される出力診断メッセージの量を指定します。 2 より大きい値 
を指定すると、 検査用の一時サーブレット Java ファイルが残され  
ます。 デフォルトは 2 です。

-classpath <classpath> JSP ページをコンパイルするために必要な追加ライブラリを指定し 
ます。 デフォルト値はありません。
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■ JSP URL は、 上記のアルゴ リ ズムを使って各 JSP 除外エン ト リ と比較されます。 一致し
た JSP はコ ンパイルから除外されます。 JSP URL がどの JSP 除外エン ト リ と も一致し な
ければ、 JSP はコ ンパイルされます。

■ パターン エン ト リ が有効な Java 正規表現ではない場合は警告が表示されます。 その場
合にも、 JSP URL と の完全一致の比較は実行されます。

■ iastool の -compilejsp -loglevel オプシ ョ ンが 3 以上に設定されている場合は、
除外パターン エン ト リ 、 除外される  JSP ページ数、 および除外される  JSP URL が表示
されます。

■ アーカ イブの JSP フ ァ イルがすべて除外される と、 -compilejsp コマン ド は失敗し ま
す。

次に、 除外パターンのサンプルを示し ます。

# このパターンは /jsp/test/test.jsp とい う  JSP を除外します。 
/jsp/test/test[.]jsp 
 
# このパターンは JSP の /jsp/test/test.jsp、/jsp/test/test2jsp などを除外します。 
# 正規表現 "." が任意の 1 文字を表すためです。 
/jsp/test/test.jsp 
 
# このパターンは /include URL パスにあるすべてのファイルを除外します。 
/include/.* 
 
# このパターンはすべての include.jsp ファイルを除外します。 
.*/include[.]jsp 
 
# このパターンは "tmp_" で始まる /jsp URL パスのすべての JSP ファイルと、 
# /jsp 以下の "tmp_" で始まる  URL パスのすべての JSP フ ァ イルを除外します。 
/jsp/tmp_.*[.]jsp 
 
# このパターンは "tmp_" で始まる /jsp 直下 （子孫のデ ィ レ ク ト リ を除 く ） の URL 
パスのすべての JSP フ ァイルを除外します。 
/jsp/tmp_[^/]*[.]jsp

compress

こ のツールを使用し て、 JAR フ ァ イルを圧縮し ます。

構文

-compress -src <srcjar> -target <targetjar>

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 compress は操作が成功し たかど う かを報告し ます。

オプシ ョ ン
compress ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
現在のデ ィ レ ク ト リ にあ る  proj1.jar と い う  JAR フ ァ イルを同じデ ィ レ ク ト リ の 
proj1compress.jar フ ァ イルに圧縮するには、 次のコマン ド を実行し ます。

iastool -compress -src proj1.jar -target proj1compress.jar

c:\myprojects\ デ ィ レ ク ト リ にあ る  proj1.jar と い う  JAR フ ァ イルを同じデ ィ レ ク
ト リ の proj1compress.jar フ ァ イルに圧縮するには、 次のコマン ド を実行し ます。

iastool -compress -src c:\myprojects\proj1.jar  
-target c:\myprojects\proj1compress.jar

オプシ ョ ン 説明

-src <srcjar> 圧縮する JAR ファイルを指定します。 ファイルがある場所のフル パスか相   
対パスが必要です。 デフォルト値はありません。

-target 
<targetjar>

生成される圧縮 JAR ファイルの名前を指定します。 ファイルがある場所の  
フル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はありません。
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deploy

こ のツールを使用し て、 指定し たハブ と設定内の指定し たパーテ ィ シ ョ ンに J2EE モ
ジュールをデプロ イ し ます。

構文

-deploy -jars <jar1,jar2,...> <-hub <hub> | -host <host>:listener_port>>  
-cfg <configname> -partition <partitionname> [-force_restart] [-cp <classpath>]  
[-args <args>] [-javac_args <args>] [-noverify] [-nostubs] [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 deploy は操作が成功し たかど う かを報告し ます。

オプシ ョ ン
deploy ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

オプシ ョ ン 説明

-jars 
<jar1,jar2...>

デプロイする 1 つまたは複数の JAR ファイルの名前を指定します。 複    
数の JAR ファイルを指定する場合は、 ファイル間をカンマ （,） で区切  
ります （スペースなし）。 ファイルがある場所のフル パスか相対パスが 
必要です。 デフォルト値はありません。

-hub <hub> JAR ファイルをデプロイするハブの名前を指定します。

-host<host>: 
<listener_port>

目的のパーティションが稼動しているマシンのホスト名およびリスナー
ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool ユーティリティ 
は、 iastool が稼動しているマシンとは異なるサブネット上のパー 
ティションを検索できます。

-cfg <configname> JAR ファイルをロードするパーティションを含む設定の名前を指定しま 
す。

partition 
<partitionname>

JAR ファイルをロードするパーティションの名前を指定します。

-force_restart モジュールをデプロイしたら、 指定したパーティションを再起動します。
このオプションを指定しない場合、 パーティションを手動で再起動しな
いとモジュールを初期化できません。

-cp <classpath> デプロイする JAR ファイルの依存関係を含むクラスパスを指定します。

-args <args> JAR ファイルで必要な引数を指定します。 詳細については、 
『Borland VisiBroker for Java 開発者ガイド』 の 「Java 対応プログ     
ラマ ツール」 を参照してください。

-javac_args <args> JAR ファイルで必要な Java コンパイラ引数を指定します。

-noverify 指定した管理ポートのパーティションへのアクティブな接続の検証を無
効にします。

-nostubs デプロイメント モジュールに対して、 クライアント側またはサーバー側 
スタブ ファイルを作成しません。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォルトは
42424 です。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、ユーザー認証に使用
する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定します。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およびパス
ワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 このファイルが  
ある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細については、 「スク 
リプト ファイルから iastool コマンドライン ツールを実行する」 を参照し    
てください。



 第 36 章 : iastool コマン ド ラ イ ン ユーテ ィ リ テ ィ  321

dumpstack

こ のツールを使用し て、 パーテ ィ シ ョ ン内で実行されている ス レ ッ ド に関する診断情報を
取得し ます。 こ のツールによ り 、 パーテ ィ シ ョ ンですべてのス レ ッ ド のス タ ッ ク  ト レース
が生成され、 その出力は次の場所にあ るパーテ ィ シ ョ ンの stdout.log に保存されます。

<install_dir>/var/domains/<domain-name>/configurations/<configuration-name>/ 
     mos/<partition-name>/adm/logs/<partition_name>.stdout.log

ス タ ッ ク  ト レースは、 パーテ ィ シ ョ ンの問題を診断する場合に役立つ可能性があ り ます。
ロ グ フ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>\var\domains\<domain_name>\configurations\<config_name>\ 
     <partition_name>\adm\logs\partition_log.xml

構文

-dumpstack <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> -cfg <configname>  
-partition <partitionname> [-mgmtport <nnnnn>] [-realm <realm>]  
[-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

オプシ ョ ン
dumpstack ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 BES1 ハブ上の j2ee 設定にあ る  standard パーテ ィ シ ョ ンのス レ ッ ド  
ダンプを実行し ます。

iastool -dumpstack -hub BES1 -cfg j2ee -partition standard 

次のサンプルは、 特定の リ スナー ポー ト 上のコ ンピ ュータ  ホス ト にあ る  standard パー
テ ィ シ ョ ンのス レ ッ ド  ダンプを実行し ます。 -host オプシ ョ ンは、 iastool が実行され
るマシン と パーテ ィ シ ョ ンが稼動し ているマシンが同じ ホス ト  マシンであ るかど う かに関
係な く 使用でき ます。

iastool -dumpstack -host mymachine:1234 -cfg j2ee -partition standard

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub>|-host  
<hostname>:<listener_p
ort>

目的のパーティション プロセスが稼動しているハブ名またはホスト 
名とマシンのリスナー ポートを指定します。 ハブ名またはホスト名 
のいずれかとリスナー ポートを指定する必要があります。 リスナー 
ポートを指定すると、 iastool ユーティリティは、 iastool が実  
行されているマシンとは異なるサブネット上のハブを検索できま
す。

-cfg <configname> 指定したパーティションを含む設定名を指定します。

-partition 
<partitionname>

診断するパーティション名を指定します。 有効なパーティション名
を指定する必要があります。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォルト
は 42424 です。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証に
使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定しま
す。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 および
パスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。このファ  
イルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細について 
は、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツールを実行す    
る」 を参照してください。
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genclient

こ のツールを使用し て、 1 つまたは複数の EJB JAR フ ァ イルのク ラ イ アン ト  ス タブ フ ァ イ
ル、 EJB イ ン ターフ ェ イ ス、 および依存ク ラ ス  フ ァ イルを含むラ イブラ リ を生成し、 それ
ら を 1 つまたは複数のク ラ イ アン ト  JAR フ ァ イルにパッ ケージ し ます。 ク ラ イ アン ト  JAR 
は EJB ではな く 、 EJB ク ラ イ アン ト です。

genclient が引数 リ ス ト にあ る  EJB JAR のいずれかを正し く 処理でき なかった場合にエ
ラーが表示されますが、 genclient ツールは指定 リ ス ト の残 り の EJB JAR について引き
続き処理を行い、 ク ラ イ アン ト  JAR を生成し ます。

genclient ツールが 100% 成功し た と きは 0、 1 つでも失敗があれば 1 を生成し ます。

構文

-genclient -jars <jar1,jar2,...> -target <client_jar> [-cp <classpath>]  
[-args <java2iiop_args>] [-javac_args <args>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
genclient ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 各 EJB JAR フ ァ イルからデプロ イ メ ン ト 可能なモジュールク ラ イ アン ト  
JAR フ ァ イルを手動で生成し ます （proj1.jar、 proj2.jar、 および proj3.jar から  
EJB JAR myproj.jar）。

iastool -genclient -jars proj1.jar,proj2.jar,proj3.jar -target myproj.jar

gendeployable

こ のツールを使用し て、 手動でデプロ イ メ ン ト 可能なサーバー側モジ ュールを生成し ま
す。 デプロ イ メ ン ト 可能なサーバー側 JAR フ ァ イル と は、 ス タブですべての外部コード  
リ フ ァ レン ス を解決でき る よ う にコ ンパイルされているデプロ イ メ ン ト 可能なアーカ イブ
（EAR、 WAR、 または JAR Bean のみ） です。

た と えば、 まず gendeployable を使ってデプロ イ メ ン ト 可能なサーバー側 JAR フ ァ イ
ルを ローカル マシンに作成し、 次に deploy ツールを使用し て、 そのフ ァ イルをハブ上に
コ ピーし て ロード し ます。 新しい JAR フ ァ イルの存在がハブに伝え られ、 自動的にロード
されます。 こ のコマン ド ラ イ ン ツールを利用する こ と で、 複数のサーバーでも作成とデプ
ロ イ メ ン ト のス ク リ プ ト を簡単に、 また短時間に作成でき ます。 デプロ イ メ ン ト 可能な
サーバー側 JAR フ ァ イルは、 手動で各ハブの正しい場所にコ ピーする こ と もでき ますが、
それを認識させて ロードするにはハブご と に再起動する必要があ り ます。

オプシ ョ ン 説明

-jars 
<jar1,jar2,...>

1 つまたは複数のクライアント JAR ファイルを生成する対象になる 1 つ     
または複数の JAR ファイルを指定します。 複数の JAR ファイルを指定    
する場合は、 ファイル間をカンマ （,） で区切ります （スペースなし） 。
JAR ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォル  
ト値はありません。

-target 
<client_jar>

ローカルホスト上に生成するクライアント JAR ファイルを指定します。  
JAR ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォル  
ト値はありません。

-cp <classpath> クライアント JAR ファイルを生成する JAR ファイルのクラス依存関係を    
収めるクラスパスを指定します。 デフォルトは none です。

-args 
<java2iiop_args>

ファイルで必要な引数を指定します。 詳細については、 『Borland
VisiBroker for Java 開発者ガイド』 の 「Java 対応プログラマ ツール」     
を参照してください。

-javac_args <args> JAR ファイルで必要な Java コンパイラ引数を指定します。
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構文

-gendeployable -src <input_jar> -target <output_jar> [-cp <classpath>]  
[-args <java2iiop_args>] [-javac_args <args>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
gendeployable ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 proj1.jar のサーバー側のデプロ イ メ ン ト 可能なモジュール JAR フ ァ
イルを serverside.jar フ ァ イル内に生成し ます。

iastool -gendeployable -src proj1.jar -target serverside.jar

gendeployableverify

こ のコマン ド ラ イ ン プロパテ ィ は、 gendeployable と  verify ユーテ ィ リ テ ィ を結合し
ます。 こ の結合オプシ ョ ンは、 全体のス タブ生成と検証プロセス を促進し ます。 手動でデ
プロ イ メ ン ト 可能なサーバー側モジ ュールが生成され、 検証されます。

構文

-gendeployableverify -src <input_jar>  -target <output_jar> [-args 
<java2iiop_args>] [-javac_args <args>] [-role <DEVELOPER|ASSEMBLER|DEPLOYER>] 
[client] [-nowarn] [-strict] [-cp <classpath>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
gendeployableverify ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

オプシ ョ ン 説明

-src <input_jar> デプロイメント可能な JAR ファイルを新しく生成する JAR ファイル （ま    
たは拡張 JAR のディレクトリ） を指定します。 JAR ファイル場所のフル   
パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はありません。

-target 
<output_jar>

ローカルホスト上に生成するデプロイメント可能な JAR ファイルを指定  
します。 JAR ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。  
デフォルト値はありません。

-cp <classpath> クライアント JAR ファイルを生成する JAR ファイルのクラス依存関係を    
収めるクラスパスを指定します。 デフォルトは none です。

-args 
<java2iiop_args>

ファイルで必要な引数を指定します。 詳細については、 『Borland
VisiBroker for Java 開発者ガイド』 の 「Java 対応プログラマ ツール」     
を参照してください。

-javac_args <args> JAR ファイルで必要な Java コンパイラ引数を指定します。

オプシ ョ ン 説明

-src <input_jar> デプロイメント可能な JAR ファイルを新しく生成する JAR ファイル （ま    
たは拡張 JAR のディレクトリ） を指定します。 JAR ファイル場所のフル   
パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はありません。

-target 
<output_jar>

ローカルホスト上に生成するデプロイメント可能な JAR ファイルを指定  
します。 JAR ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。  
デフォルト値はありません。

-cp <classpath> クライアント JAR ファイルを生成する JAR ファイルのクラス依存関係を    
収めるクラスパスを指定します。 デフォルトは none です。
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例
次のサンプルは、 proj1.jar のサーバー側のデプロ イ メ ン ト 可能なモジュール JAR フ ァ
イルを serverside.jar フ ァ イル内に生成し、 検証し ます。

iastool -gendeployableverify  -src proj1.jar -target serverside.jar

genstubs

こ のツールを使用し て、 ク ラ イ アン ト  ス タブやサーバー ス タブを含むス タブ ラ イブラ リ  
フ ァ イルを作成し ます。

構文

-genstubs -src <input_jar> -target <output_jar> [-client] [-cp <classpath>]  
[-args <java2iiop_args>] [-javac_args <args>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
genstubs ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

-args 
<java2iiop_args>

ファイルで必要な引数を指定します。 詳細については、 『Borland
VisiBroker for Java 開発者ガイド』 の 「Java 対応プログラマ ツール」     
を参照してください。

-javac_args <args> JAR ファイルで必要な Java コンパイラ引数を指定します。

-role <DEVELOPER| 
ASSEMBLER| 
DEPLOYER>

エラー チェックのレベルを指定します。

-nowarn ツールに対して、 デプロイメントを不可能にしているエラーだけを報告
し、 警告は報告しないように指定します。

-strict ツールに対して、 も詳しいレベルで矛盾点を報告するように指定しま
す。 矛盾点の多くは、 アプリケーション全体の整合性に影響しません。

-classpath 
<classpath>

アプリケーション クラスとリソースの検索パスを指定します。 1 つまたは  
複数のディレクトリ、 ZIP、 または JAR ファイル エントリを入力する場合   
は、 各エントリをセミコロン （;） で区切ります。

オプシ ョ ン 説明

-src <input_jar> スタブ ライブラリを生成する JAR ファイル （または拡張 JAR のディレク     
トリ） を指定します。 JAR ファイル場所のフル パスか相対パスが必要  
です。 デフォルト値はありません。

-target 
<output_jar>

ローカルホストに生成される JAR ファイル名を指定します。 JAR ファイ   
ル場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はありませ 
ん。

-client クライアント側のスタブの生成を指定します。 このオプションが指定され
ない場合、 genstubs ツールはサーバー側のスタブを生成します。

-cp <classpath> クライアント JAR ファイルを生成する JAR ファイルのクラス依存関係を    
収めるクラスパスを指定します。 デフォルトは none です。

-args 
<java2iiop_args>

ファイルで必要な引数を指定します。 詳細については、 『Borland
VisiBroker for Java 開発者ガイド』 の 「Java 対応プログラマ ツール」     
を参照してください。

-javac_args <args> JAR ファイルで必要な Java コンパイラ引数を指定します。

オプシ ョ ン 説明
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例
次のサンプルは、 EJB JAR proj1.jar のサーバー側ス タブを EJB JAR serverside.jar 
に生成し ます。

iastool -genstubs -src proj1.jar -target serverside.jar

次のサンプルは、 EJB JAR myproj.jar のク ラ イ アン ト 側ス タブを EJB JAR client-
side.jar に生成し ます。

iastool -genstubs -src c:\dev\proj1.jar -target  
-client c:\builds\client-side.jar

info

こ のツールを使用し て、 iastool が稼動し ている  JVM の Java システムプロパテ ィ を表示
し ます。

構文

-info

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力は、 iastool が稼動し ている  JVM の現在の Java システム プロパテ ィ で
す。 た と えば、 出力された 初の数行は次の リ ス ト （部分） のよ う にな り ます。

application.home               : C:\Program Files\AppServer 
awt.toolkit                    : sun.awt.windows.WToolkit 
file.encoding                  : Cp1252 
file.encoding.pkg              : sun.io 
file.separator                 : \ 
java.awt.fonts                 : 
java.awt.graphicsenv           : sun.awt.Win32GraphicsEnvironment 
java.awt.printerjob            : sun.awt.windows.WPrinterJob 
java.class.path                : C:\Program Files\AppServer\jdk\lib\tools.jar

. . .

例
次のサンプルは、 設定情報を表示し ます。

iastool -info|more

jndinamespace

こ のツールを使用し て、 コ ンテキス ト にバイ ン ド されたオブジェ ク ト を表示し ます。 この
ユーテ ィ リ テ ィ は、 コマン ド ラ イ ンの JNDI ブラ ウザ と同じです。 対話型ユーテ ィ リ テ ィ
で、 ユーザーの入力によ り バイ ン ド されたオブジェ ク ト が表示されます。

構文

-jndinamespace -osagent <osagent port number>

デフ ォル ト 出力
指定コ ンテキ ス ト にバイ ン ド されたオブジェ ク ト を表示し ます。

オプシ ョ ン
Osagent

こ のオプシ ョ ンは、 osagent ポー ト 番号を指定し ます。 必須です。

例
次のサンプルは、 コ ンテキス ト にバイ ン ド されたオブジェ ク ト の表示方法を示し ます。

iastool -jndinamespace -osagent 19999
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次の出力が表示されます。
Retrieving the jndi name space details
The list of nodes under  19999
[0]order
[1]serial_provider_defaultname
[2]datasources
Enter the context [0,1,...] or X to exit

2 を入力し ます。

次の出力が表示されます。
The list of nodes under  19999/datasources
[0]Jdatastore
[1]Oracle
Enter the context [0,1,...] or X to exit

X を入力し て終了し ます。

kill

こ のツールを使用し て、 指定し たハブおよび設定上の管理オブジェ ク ト を強制終了し ま
す。

構文

-kill <-hub <hub> | -host <host>:listener_port>> -cfg <configname>  
-mo <managedobjectname> -moagent <managedobjectagent> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 kill ツールは、 強制終了された管理オブジェ ク ト を一覧表示し ます。

オプシ ョ ン
kill ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 強制終了する管理オブジェクトが存在するハブの名前を指定し
ます。

-host 
<host>:<listener_port>

目的の管理オブジェクトが稼動しているマシンのホスト名および
リスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool 
ユーティリティは、 iastool が実行されているマシンとは異な 
るサブネット上のハブを検索できます。

-cfg <configname> 指定した管理オブジェクトを含む設定名を指定します。

-mo <managedobjectname> 管理オブジェクトの名前を指定します。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトのエージェント名を指定します。 指定したハブ
に複数のエージェントがある場合は、 このオプションを使用しま
す。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォ
ルトは 42424 です。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。
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例
次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト を使用する管理オブジェ ク ト  j2ee-server を
強制終了し ます。

iastool -kill -hub AppServer1 -cfg j2ee -mo j2ee-server

listpartitions

こ のツールを使用し て、 特定のハブ上で稼動し ているパーテ ィ シ ョ ンを一覧表示し ます。
また、 オプシ ョ ンで、 特定の設定または管理ポー ト 上で稼動し ているハブを一覧表示し ま
す。

構文

-listpartitions <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>>  
[-cfg <configname>] [-mgmtport <nnnnn>] [-bare] [-realm <realm>]  
[-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 listpartitions ツールは、 指定し たハブ上で稼動し ているパーテ ィ
シ ョ ン、 または、 指定し た設定または管理ポー ト 上の指定し たハブ上で実行中のパーテ ィ
シ ョ ンを表示し ます。

オプシ ョ ン
listpartitions ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 実行中のパーティションを一覧表示するハブの名前を指定しま
す。

-host 
<host>:<listener_port>

目的のパーティションが稼動しているマシンのホスト名およびリス
ナー ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool ユー  
ティリティは、 iastool が実行されているマシンとは異なるサブ 
ネット上のハブを検索できます。

-cfg <configname> パーティションを一覧表示する設定の名前を指定します。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。デフォル
トは 42424 です。

-bare 実行中のパーティション名以外の出力情報をオフにします。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 および
パスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 この  
ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細に 
ついては、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツール    
を実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明
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例
次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト を使用するハブ AppServer1 上で実行中の
パーテ ィ シ ョ ンを一覧表示し ます。

iastool -listpartitions -hub AppServer1

次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト を使用するハブ AppServer1 上で実行中の
パーテ ィ シ ョ ンを一覧表示し ます。

iastool -listpartitions -hub AppServer1 -mgmtport 24100

listhubs

こ のツールを使用し て、 同じ  LAN 上にあ る特定の管理ポー ト で実行中のハブを一覧表示
し ます。

構文

-listhubs [-mgmtport <nnnnn>] [-bare] [-realm <realm>] [-user <username>]  
[-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 listhubs ツールは、 デフ ォル ト の管理ポー ト 、 または指定し た管理
ポー ト 上で実行中のハブを表示し ます。

メ モ その時点で稼動し ていないハブは表示されません。

オプシ ョ ン
listhubs ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト で実行中のハブを一覧表示し ます。

iastool -listhubs

次のサンプルは、 管理ポー ト  24410 で実行中のハブを一覧表示し ます。

iastool -listhubs -mgmtport 24100

listservices

こ のツールを使用し て、 ハブ上で実行中の 1 つまたは複数のサービ ス を一覧表示し ます。

構文

-listservices  <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> [-cfg <configname>]  
[-mgmtport <nnnnn>] [-bare] [-realm <realm>] [-user <username>]  
[-pwd <password>] [-file <login_file>]

オプシ ョ ン 説明

-mgmtport 
<nnnnn>

一覧表示する実行中のハブの管理ポート番号を指定します。 デフォルトは
42424 です。

-bare 実行中のハブ名以外の出力情報をオフにします。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証に使用す
る領域を指定します。

-user 
<username>

指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定します。

-file 
<login_file>

ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およびパスワー
ドを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 このファイルがある場所  
のフル パスか相対パスが必要です。 詳細については、 「スクリプト ファイ  
ルから iastool コマンドライン ツールを実行する」 を参照してください。
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デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 listservices は、 特定の管理ポー ト の指定されたハブに対し て登録
されているすべてのパーテ ィ シ ョ ン サービ ス を一覧表示し ます。

オプシ ョ ン
listservices ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 salsa ハブで実行中のすべてのサービ ス を一覧表示し ます。

iastool -listservices -hub salsa

manage

こ のツールを使用し て、 設定内の管理オブジェ ク ト をア ク テ ィ ブに管理し ます。

構文

-manage  (-hub <hub>|-host <host>:<listener_port>) [-cfg <configname>] -mo 
<managedobjectname> [-moagent <managedobjectagent>] [-mgmtport <99999>] [-realm 
<realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
manage ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 実行中のサービスを一覧表示するハブの名前を指定します。

-host 
<host>:<listener_port>

目的のサービスが稼動しているマシンのホスト名およびリスナー
ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool ユーティ 
リティは、 iastool が実行されているマシンとは異なるサブネッ 
ト上のハブを検索できます。

-cfg <configname> サービスを一覧表示する設定の名前を指定します。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。デフォル
トは 42424 です。

-bare 実行中のサービス以外の情報の出力をオフにします。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 および
パスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 この  
ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細に 
ついては、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツール    
を実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 管理オブジェクトが稼動しているハブの名前を指定します。

-host 
<host>:<listener_port>

管理オブジェクトが稼動しているマシンのホスト名およびリス
ナー ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool ユー  
ティリティは、 iastool が稼動しているマシンとは異なるサブネット 
上のハブを検索できます。
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例
次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト を使って管理オブジェ ク ト  j2ee-server をア ク
テ ィ ブな管理モード にし ます。

iastool -manage -hub AppServer1 -cfg j2ee -mo j2ee-server

merge

こ のツールを使用し て、 指定し た EJB-JAR の リ ス ト の内容を保持する単一の Java アーカ
イブ フ ァ イル （EJB-JAR） を生成し ます。 それらの JAR フ ァ イルが複数の EJB 1.1 と  EJB 
2.0 デプロ イ メ ン ト  デス ク リ プタ を保持し ている場合は、 それらのデプロ イ メ ン ト  デス ク
リ プタが統合されて 1 つのデプロ イ メ ン ト  デス ク リ プタにな り ます。 引数 リ ス ト 内にあ る  
EJB-JAR の 1 つに対するマージが失敗する と、 エラーが表示され、 merge コマン ド が失敗
の表示を終了し ます。

構文

-merge -jars <jar1,jar2,...> -target <new_jar> -type <valid_type>

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
merge ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

-cfg <configname> 管理オブジェクトが関連付けられている設定の名前を指定しま
す。

-mo <managedobjectname> 管理オブジェクトの名前を指定します。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトが関連付けられているエージェントを指定しま
す。

-mgmtport <99999> 管理オブジェクトのエージェントが関連付けられているポートを
指定します。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明

-jars 
<jar1,jar2,..>

マージする JAR ファイルをカンマで区切って指定します（スペースなし）。  
JAR ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト  
値はありません。

オプシ ョ ン 説明
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例
次のサンプルは、 EJB-JAR フ ァ イル proj1.jar、 proj2.jar、 および proj3.jar を新
しいバージ ョ ン 2.0 EJB-JAR フ ァ イル combined.jar にマージ し ます。

iastool -merge -jars proj1.jar,proj2.jar,proj2.jar  
-target combined.jar -type ejb2.0

migrate

こ のツールを使用し て、 J2EE バージ ョ ン 1.2 から  J2EE バージ ョ ン 1.3 または J2EE 1.4 
J2EE など、 あ るバージ ョ ンから別のバージ ョ ンに JAR フ ァ イルまたは XML フ ァ イルを変
換し ます。

メ モ migrate コマン ド は、 EJB のデプロ イ メ ン ト  デス ク リ プタのみを変換し ます。 し たがっ
て、 コード を変更するには、 デプロ イ メ ン ト で適切に変換を実装する必要があ り ます。

変換が失敗する と、 エラーが表示されます。

構文

-migrate [-to[1.2|1.3|1.4]] -src <src-archive> -target <target-archive>

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
migrate ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

-target <new_jar> 作成する新しい JAR ファイルの名前を指定します。 この JAR ファイル    
は、 指定した JAR ファイルのリストのマージされた内容を保持します。 新  
しい JAR ファイル場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値   
はありません。

-type valid_type サポートされた次の形式の 1 つを使用して、新しいアーカイブ ファイルの   
種類を指定します。

■ ejb2.0 - バージ ョ ン 2.0 Enterprise Java Bean
■ ejb1.1 - バージ ョ ン 1.1 Enterprise Java Bean
■ ear1.3 - バージ ョ ン 1.3 Enterprise Application Resource
■ ear1.2 - バージ ョ ン 1.2 Enterprise Application Resource
■ lib - Library フ ァ イル
■ war2.3 - バージ ョ ン 2.3 Web アプ リ ケーシ ョ ン アーカ イブ
■ war2.2 - バージ ョ ン 2.2 Web アプ リ ケーシ ョ ン アーカ イブ
■ rar1.0 - バージ ョ ン 1.0 リ ソース  アダプタ  アーカ イブ
■ client1.2 - バージ ョ ン 1.2 ク ラ イ アン ト  JAR
■ client1.3 - バージ ョ ン 1.3 ク ラ イ アン ト  JAR
■ jndi1.2 - バージ ョ ン 1.2 Java ネー ミ ング とデ ィ レ ク ト リ  イ ン ター

フ ェ イ ス

オプシ ョ ン 説明

オプシ ョ ン 説明

-to[1.2|1.3|1.4] ソースの J2EE モジュールを移行するターゲットのバージョンを指定し  
ます。 たとえば、 J2EE 1.3 ソース モジュールは、 J2EE 1.2 または     
J2EE 1.4 に移行でき、 J2EE 1.2 モジュールはターゲットの J2EE 1.3      
または J2EE 1.4 モジュールに移行できます。 このオプションを使用し   
ないと、 デフォルトの J2EE 1.4 になります。

-src <src-archive> 変換する J2EE モジュールを指定します。 アーカイブ ファイルのフル   
パスまたは相対パス （または拡張 JAR のディレクトリ） を指定する必  
要があります。 デフォルト値はありません。

-target <target- 
archive>

作成される J2EE モジュールの名前を指定します。 アーカイブファイ  
ル場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はありませ 
ん。



332 AppServer 開発者ガイ ド

例
次のサンプルは、 J2EE バージ ョ ン 1.2 から  J2EE バージ ョ ン 1.3 へ、 myj1_2.jar から  
myj1_3.jar と呼ばれる新しいフ ァ イルに移行し ます。

iastool -migrate -src myj1_2.jar -target myj1_4.jar //1.4 モジュールに変換され
ます。 
iastool -migrate -to 1.3 -src myj1_2.jar -target myj1_3.jar // 1.2 モジュールが 
1.3 に変換されます。

newconfig

こ のツールを使用し て、 設定テンプレー ト から設定を新規作成し ます。 このコマン ド は、
新しい設定の名前、 イ ン ス ト ールの設定テンプレー ト  デ ィ レ ク ト リ に対する テンプレー ト  
フ ァ イルの相対パス と フ ァ イル名、 および設定の新規作成に使用するテンプレー ト のプロ
パテ ィ を上書きするためのプロパテ ィ  フ ァ イル （オプシ ョ ン） を受け取 り ます。

構文

-newconfig (-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>) -cfg <configname> 
   -template <template_path> [-property <property_path>] [-mgmtport <99999>] 
   [-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン

例

iastool -newconfig -hub myhub -cfg SimpleProcessConfig -template native.xml  
   -property c:\simple.properties

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 設定を新規作成するハブの名前を指定します。

-host 
<host>:<listener_port>

設定を新規作成するために、 ハブが稼動しているマシンのホスト
名とリスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool 
ユーティリティは、 iastool が稼動しているマシンとは異なるサブ 
ネット上のハブを検索できます。

-cfg <configname> 新しい設定の名前を指定します。

-template 
<template_path>

設 定 テ ン プ レ ー ト が 保 存 さ れ て い る パ ス を 指 定 し ま す。
template_path には、設定テンプレートの XML ファイルのフ   
ル パス、 または設定テンプレート ディレクトリ （<install_dir>/  
var/templates/configurations/） に対する相対パスを指定し
ます。

-property 
<property_path>

テンプレートで設定を新規作成するために使用するプロパティを
上書きするプロパティ ファイル（オプション）のパスを指定します。

-mgmtport <99999> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。デフォル
トは 42424 です。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 および
パスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 この  
ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細に 
ついては、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツール    
を実行する」 を参照してください。
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patch

こ のツールを使用し て、 JAR フ ァ イルに 1 つまたは複数のパッチを適用し ます。 適用され
たパッチを使って新しい JAR フ ァ イルを生成し ます。

構文

-patch -src <original_jar> -patches <patch1_jar,...> -target <new_jar>

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力には、 適用されたパッチが表示されます。

オプシ ョ ン
patch ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 mypatch1.jar および mypatch2.jar フ ァ イルに含まれるパッチを 
myold.jar フ ァ イルに適用し ます。 これらのフ ァ イルはすべて現在のデ ィ レ ク ト リ にあ
り 、 同じ場所に mynew.jar と呼ばれる新しいフ ァ イルを作成し ます。

iastool -patch -src myold.jar -patches mypatch1.jar,mypatch2.jar  
-target mynew.jar

ping

こ のツールを使用し て、 ハブまたは管理オブジェ ク ト の現在の状態を検証し ます。 ping コ
マン ド は、 実行されていないハブに関し ては何も返し ません。

構文

-ping <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

または

-ping <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> -cfg <configname>  
-mo <managedobjectname> -moagent <managedobjectagent> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力には、 プロセスが ping された り 実行中の場合は、 ハブの名前 と状態、 オプ
シ ョ ンでサービ ス またはパーテ ィ シ ョ ンが表示されます。 た と えば、 次のよ う にな り ま
す。

Pinging Hub xyz_corp1: Running（実行中）

オプシ ョ ン 説明

-src <original_jar> 1 つまたは複数のパッチを適用する JAR ファイルを指定します。   
JAR ファイル場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値  
はありません。

-patches 
<patch1_jar,...>

適用するパッチを含む 1 つまたは複数の JAR ファイルを指定しま    
す。 複数のファイルを指定する場合は、 ファイル間をカンマ （,） で
区切ります （スペースなし）。 ファイルがある場所のフル パスか相対 
パスが必要です。 デフォルト値はありません。

-target <new_jar> 作成される新しい JAR ファイルの名前を指定します。 JAR ファイル   
場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はありませ 
ん。
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ping ツールは、 次の状態の 1 つを返し ます。

■ Running （実行中）

■ Starting （起動中）

■ Stopping （停止中）

■ Not Running （実行中ではない）

■ Restarting （再起動中）

■ Cannot Load （ロード できない）

■ Cannot Start （起動でき ない）

■ Terminated （終了）

■ Unknown （不明）

オプシ ョ ン
ping ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト でハブ AppServer1 に対し て ping を実行し
ます。

iastool -ping -hub AppServer1

次のサンプルは、 管理ポー ト  24410 の AppServer1 で実行中のパーテ ィ シ ョ ン ネー ミ ング 
サービ スに対し て ping を実行し ます。

iastool -ping -hub AppServer1 -cfg j2ee -mo standard_visinaming -mgmtport 24410

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> ping するハブ、 またはサービスを ping するサーバーを指定しま   
す。 デフォルト値はありません。

-host 
<host>:<listener_port>

目的のハブまたは管理オブジェクトが稼動しているマシンのホス
ト名およびリスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 
iastool ユーティリティは、 iastool が実行されているマシ  
ンとは異なるサブネット上の管理オブジェクトを検索できます。

-cfg <configname> 管理オブジェクトに対して ping を実行する設定の名前を指定し  
ます。

-mo <managedobjectname> 管理オブジェクトの名前を指定します。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトのエージェント名を指定します。 指定したハブ
に複数のエージェントがある場合は、 このオプションを使用しま
す。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォ
ルトは 42424 です。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。
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pservice

こ のツールを使用し て、 パーテ ィ シ ョ ン サービ ス を有効、 無効、 またはパーテ ィ シ ョ ン 
サービ スの状態を取得し ます。

構文

-pservice <hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> -cfg <configname>  
-partition <partitionname> -moagent <managedobjectagent>  
-service <servicename> <-enable|-disable|-status> [-force_restart]  
[-mgmtport <nnnnn>] [-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>]  
[-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
pservice ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 標準のパーテ ィ シ ョ ンでパーテ ィ シ ョ ン ネー ミ ング サービ ス を有効に
し ます。

iastool -pservice -hub AppServer1 -cfg j2ee -partition standard  
-service standard_visinaming -enable -force_restart -mgmtport 24431

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 目的のパーティション サービスが存在するハブを指定します。 
デフォルト値はありません。

-host 
<host>:<listener_port>

目的のパーティション サービスが稼動しているマシンのホスト名 
およびリスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 
iastool ユーティリティは、 iastool が実行されているマシ  
ンとは異なるサブネット上のパーティション サービスを検索でき 
ます。

-partition 
<partitionname>

パーティションの名前を指定します。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトのエージェント名を指定します。 指定したハブ
に複数のエージェントがある場合は、 このオプションを使用しま
す。

-service <servicename> サービスの名前を指定します。

-enable | -disable | - 
status

パーティション サービスに対して実行する操作を指定します。

-force_restart 有効化、 無効化、 または状態の取得操作を完了した後、 指定
したパーティションを再起動します。このオプションを指定しない
場合、パーティションを手動で再起動しないとモジュールを初期
化できません。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォ
ルトは 42424 です。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。
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removestubs

こ のツールを使用し て、 JAR フ ァ イルからすべてのス タブ フ ァ イルを削除し ます。

構文

-removestubs -jars <jar1,jar2,...> [-targetdir <dir>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
removestubs ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 現在のデ ィ レ ク ト リ にあ る  EJB JAR フ ァ イル proj1.jar、
proj2.jar、 および proj3.jar から ス タブ フ ァ イルを削除し、 c:\examples\proto 
にコ ピーし ます。

iastool -removestubs -jars proj1.jar,proj2.jar,proj3.jar  
-targetdir c:\examples\proto

restart

こ のツールを使用し て、 ハブまたは管理オブジェ ク ト を再起動し ます。 restart ツール
をハブに対し て実行するには、 そのハブがすでに実行されている必要があ り ます。

構文

-restart <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

または

-restart <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> [-cfg <configname>]  
-mo <managedobjectname> -moagent <managedobjectagent> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力には、 再起動されたハブまたは管理オブジェ ク ト が表示されます。

管理オブジェ ク ト がシ ャ ッ ト ダウ ン し た り 再起動できない場合など、 restart ツールが
失敗する と、 状態コード と と もにエラーが表示されます。 状態コード は、 標準エラー出力
（stderr） に返されます。

オプシ ョ ン 説明

-jars 
<jar1,jar2...>

1 つまたは複数のスタブ ファイルを削除する JAR ファイルを指定します。    
複数の JAR ファイルを指定する場合は、 JAR ファイル間をカンマ （,） で   
区切ります （スペースなし）。 JAR ファイル場所のフル パスか相対パスが  
必要です。 デフォルト値はありません。

-targetdir <dir> 削除したスタブ ファイルを保存するディレクトリを指定します。 このオプ 
ションが指定されている場合は、 フル パスまたは相対パスを指定する必 
要があります。 デフォルト値はありません。 保存先ディレクトリが指定され
ていないと、 スタブ ファイルは削除されても、 保存されません。
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オプシ ョ ン
restart ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト でハブ AppServer1 を再起動し ます。

iastool -restart -hub AppServer1

次のサンプルは、 管理ポー ト  24410 を使用するハブ AppServer1 で稼動し ているパー
テ ィ シ ョ ン ネー ミ ング サービ ス を再起動し ます。

iastool -restart -hub AppServer1 -cfg j2ee -mo standard_visinaming  -mgmtport 
24410

setmain

こ のツールを使用し て、 ス タ ン ド ア ロ ンのク ラ イ アン ト  JAR、 または EAR フ ァ イル内の
ク ラ イ アン ト  JAR の メ イ ン ク ラ ス を設定し ます。 メ イ ン ク ラ スが設定される と、 java -
jar jarfile コマン ド は、 JAR フ ァ イルに対し て設定されている メ イ ン ク ラ ス を自動的
に呼び出し ます。

構文

-setmain -jar <jar_or_ear> [-uri <client_jar_in_ear>] -class <main_classname>

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力には、 指定し た JAR フ ァ イルに対し て設定されている メ イ ン ク ラ スが表
示されます。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 再起動するハブの名前を指定します。 特定のハブ上の管理オ
ブジェクトを検索するためにも使用できます。

-host 
<host>:<listener_port>

目的の管理オブジェクトが稼動しているマシンのホスト名および
リスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool 
ユーティリティは、 iastool が実行されているマシンとは異な 
るサブネット上の管理オブジェクトを検索できます。

-cfg <configname> 管理オブジェクトを検索する設定の名前を指定します。

-mo <managedobjectname> 管理オブジェクトの名前を指定します。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトのエージェント名を指定します。 指定したハブ
に複数のエージェントがある場合は、 このオプションを使用しま
す。

-mgmtport nnnnn 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォ
ルトは 42424 です。

-realm realm ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user username 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd password 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。
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オプシ ョ ン
setmain ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 ス タ ン ド ア ロ ンのク ラ イ アン ト  JAR の メ イ ン ク ラ ス を設定し ます。

iastool -setmain -jar myclient.jar -class com.bes.myjclass

次のサンプルは、 EAR フ ァ イル内に含まれる ク ラ イ アン ト  JAR の メ イ ン ク ラ ス を設定し
ます。

iastool -setmain -jar myapp.ear -uri base/myapps/myclient.jar  
-class com.bes.myjclass

start

こ のツールを使用し て、 指定し たハブおよび設定上の管理オブジェ ク ト を起動し ます。

構文

-start <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> -cfg <configname>  
-mo <managedobjectname> -moagent <managedobjectagent> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力には、 起動された管理オブジェ ク ト が表示されます。

オプシ ョ ン
start ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

オプシ ョ ン 説明

-jar <jar_or_ear> メイン クラスを設定する JAR または EAR ファイルの名前を指定しま     
す。

-uri 
<client_jar_in_ear>

EAR ファイルにメイン クラスを設定する場合は、 EAR で -uri オプ     
ションを使用して、 クライアント JAR の URI （Uniform Resource    
Identifier） パスを特定する必要があります。

-class 
<main_classname>

指定したクライアント JAR 内でメイン クラスとして設定されるクラス名   
を指定します。 このクラスは、 クライアント JAR ファイル内に存在し、  
main() メソッドを含む必要があります。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 起動する管理オブジェクトが存在するハブ名を指定します。

-host 
<host>:<listener_port>

目的の管理オブジェクトが稼動しているマシンのホスト名および
リスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool 
ユーティリティは、 iastool が実行されているマシンとは異な 
るサブネット上のハブを検索できます。

-cfg <configname> 目的の管理オブジェクトを含む設定の名前を指定します。

-mo <managedobjectname> 目的の管理オブジェクトの名前を指定します。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトのエージェント名を指定します。 指定したハブ
に複数のエージェントがある場合は、 このオプションを使用しま
す。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 指定し
ない場合、 デフォルトは 42424 になります。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。
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例
次のサンプルは、 管理ポー ト  24410 の j2ee 設定内の AppServer1 で実行中のパーテ ィ
シ ョ ン ネー ミ ング サービ ス を起動し ます。

iastool -start -hub AppServer1 -cfg j2ee -mo standard_visinaming  -mgmtport 
24410

stop

こ のツールを使用し て、 ハブまたは管理オブジェ ク ト をシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

構文

-stop <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

または

-stop <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>> [-mgmtport <nnnnn>]  
-cfg <configname> -mo <managedobjectname> -moagent <managedobjectagent>  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力には、 シ ャ ッ ト ダウ ン されたプロセスが表示されます。

管理オブジェ ク ト がシ ャ ッ ト ダウ ンできない場合など、 stop ツールが失敗する と、 状態
コード と と もにエラーが表示されます。 状態コード は、 標準エラー出力 （stderr） に返され
ます。

オプシ ョ ン
stop ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> シャットダウンするハブ、 またはシャットダウンする管理オブジェ
クトが存在するハブの名前を指定します。

-host 
<host>:<listener_port>

目的のハブまたは管理オブジェクトが稼動しているマシンのホス
ト名およびリスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 
iastool ユーティリティは、 
iastool が実行されているマシンとは異なるサブネット上のハ 
ブを検索できます。

-cfg <configname> 目的の管理オブジェクトを含む設定の名前を指定します。

-mo <managedobjectname> 目的の管理オブジェクトの名前を指定します。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトのエージェント名を指定します。 指定したハブ
に複数のエージェントがある場合は、 このオプションを使用しま
す。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 デフォ
ルトは 42424 です。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

オプシ ョ ン 説明
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例
次のサンプルは、 管理ポー ト  24410 の j2ee 設定内の AppServer1 で実行中のパーテ ィ
シ ョ ン ネー ミ ング サービ ス を停止し ます。

iastool -stop -hub AppServer1 -cfg j2ee -mo standard_visinaming -mgmtport 24410

uncompress

こ のツールを使用し て、 JAR フ ァ イルを解凍し ます。

構文

-uncompress -src <srcjar> -target <targetjar>

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 uncompress は操作が成功し たかど う かを報告し ます。

オプシ ョ ン
uncompress ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次に、 現在のデ ィ レ ク ト リ にあ る圧縮 JAR フ ァ イル small.jar を同じデ ィ レ ク ト リ の解
凍フ ァ イル big.jar に変換するサンプルを示し ます。

iastool -uncompress -src small.jar -target big.jar

次に、 デ ィ レ ク ト リ  c:\myprojects\ にあ る  JAR フ ァ イル small.jar を同じデ ィ レ ク
ト リ のフ ァ イル big.jar に解凍するサンプルを示し ます。

iastool -uncompress -src c:\myprojects\small.jar -target c:\myprojects\big.jar

undeploy

こ のツールを使用し て、 指定し たハブ と設定内の指定し たパーテ ィ シ ョ ンから  J2EE モ
ジュールをデプロ イ メ ン ト 解除し ます。

構文

-undeploy -jar <jar> <-hub <hub> | -host <host>:<listener_port>>  
-cfg <config_name> -partition <partitionname> [-mgmtport <nnnnn>]  
[-realm <realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 undeploy ツールは操作が成功し たかど う かを報告し ます。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明

-src <srcjar> 解凍する JAR ファイルを指定します。 ファイルがある場所のフル パスか相   
対パスが必要です。 デフォルト値はありません。

-target 
<targetjar>

生成される解凍 JAR ファイルの名前を指定します。 ファイルがある場所の  
フル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値はありません。

オプシ ョ ン 説明
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オプシ ョ ン
undeploy ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

unmanage

こ のツールを使用し て、 ア ク テ ィ ブな管理モード から管理オブジェ ク ト を削除し ます。

構文

-unmanage  (-hub <hub>|-host <host>:<listener_port>) [-cfg <configname>] -mo 
<managedobjectname> [-moagent <managedobjectagent>] [-mgmtport <99999>] [-realm 
<realm>] [-user <username>] [-pwd <password>] [-file <login_file>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト 出力では標準出力 （stdout） に何も返されません。

オプシ ョ ン
unmanage ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

オプシ ョ ン 説明

-jar <jar> デプロイメント解除する JAR ファイルの名前を指定します。 ファイ  
ルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 デフォルト値 
はありません。

-hub <hub> JAR ファイルのデプロイメント解除元のハブの名前を指定しま 
す。

-host 
<host>:<listener_port>

目的のデプロイされたモジュールが存在するマシンのホスト名お
よびリスナー ポートを指定します。 このオプションにより、 
iastool ユーティリティは、 iastool が実行されているマシン  
とは異なるサブネット上のモジュールを検索できます。

-cfg <configname> パーティションの設定名を指定します。

-partition 
<partitionname>

JAR ファイルを含むパーティション名を指定します。

-mgmtport <nnnnn> 指定したハブで使用する管理ポート番号を指定します。 指定し
ない場合、 デフォルトは 42424 になります。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 および
パスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 この  
ファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細に 
ついては、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツール    
を実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明

-hub <hub> 管理オブジェクトが稼動しているハブの名前を指定します。

-host 
<host>:<listener_port>

管理オブジェクトが稼動しているマシンのホスト名およびリス
ナー ポートを指定します。 このオプションにより、 iastool ユー  
ティリティは、 iastool が稼動しているマシンとは異なるサブネット 
上のハブを検索できます。

-cfg <configname> 管理オブジェクトが関連付けられている設定の名前を指定しま
す。

-mo <managedobjectname> 管理オブジェクトの名前を指定します。
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例
次のサンプルは、 デフ ォル ト の管理ポー ト を使って管理オブジェ ク ト  j2ee-server をア ク
テ ィ ブな管理モード から削除し ます。

iastool -unmanage -hub AppServer1 -cfg j2ee -mo j2ee-server

usage

引数な しで呼び出された場合、 usage は、 認識されたコマン ド ラ イ ン オプシ ョ ン と それ
ぞれの簡潔な説明の一覧を表示し ます。 複数の引数を持つ usage を呼び出す と、 特定の
コマン ド と その引数の詳細な説明が表示されます。

構文

-usage 
-usage <tool> 
-usage <tool1 tool2 tool3>

メ モ usage コマン ドへの引数には、 行間隔を確保するハイ フンは不要です。

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 usage ツールは各コマン ド ラ イ ン ツールの一覧 と簡単な説明を表示し
ます。

例
次のサンプルは、 各コマン ド ラ イ ン ツールの一覧 と簡単な説明を表示し ます。

iastool -usage

次のサンプルは、 compress ツールの詳細な説明のサンプルを示し ます。

iastool -usage compress

次のサンプルは、 -start、 -stop、 および -restart ツールの詳細な説明のサンプルを
示し ます。

iastool -usage start stop restart

verify

こ のツールは、 アーカ イブ フ ァ イルの正当性 と整合性を確認し、 アプ リ ケーシ ョ ンのデプ
ロ イ メ ン ト に必要な要素がすべて所定の位置にあ るかど う かを確認し ます。

次に、 検証プロセスがサポー ト する、 アプ リ ケーシ ョ ンの存続期間のフ ェーズおよび適切
な検証レベルに対応する役割 （J2EE 役割定義と同様） を示し ます。

-moagent 
<managedobjectagent>

管理オブジェクトが関連付けられているエージェントを指定しま
す。

-mgmtport <99999> 管理オブジェクトのエージェントが関連付けられているポートを
指定します。

-realm <realm> ユーザーとパスワードのオプションを指定したら、 ユーザー認証
に使用する領域を指定します。

-user <username> 指定した領域に対して認証するユーザーを指定します。

-pwd <password> 指定した領域に対して認証するユーザーのパスワードを指定し
ます。

-file <login_file> ユーザーを認証するために使用する領域、 ユーザー名、 およ
びパスワードを含むログイン スクリプト ファイルを指定します。 こ  
のファイルがある場所のフル パスか相対パスが必要です。 詳細 
については、 「スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツー    
ルを実行する」 を参照してください。

オプシ ョ ン 説明
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■ DEVELOPER ： 一番低い確認レベルです。 すべての XML 構文と、 現在のアーカ イブの
種類に関連し た標準または独自のキーワード がチェ ッ ク されます。 アーカ イブ フ ァ イ
ルの整合性はチェ ッ ク されますが、 このレベルでは外部 リ ソースは確認されません。

■ ASSEMBLER ： アーカ イブを個別に確認し てエラーがないこ と を確認し た後で、 アプ
リ ケーシ ョ ンに組み込まれたほかの リ ソース を確認し ます。 た と えば、 このレベルは 
URI （Uniform Resource Identifiers） の存在 と正当性は検証し ますが、 EJB リ ン クや JNDI 
リ ン クは検証し ません。

■ DEPLOYER ： （デフ ォル ト ） すべてのチェ ッ ク がオンになっています。 このレベルで
は、 アプ リ ケーシ ョ ンがデプロ イ メ ン ト される動作環境だけでな く 、 EJB リ ン クや 
JNDI リ ン ク もチェ ッ ク されます。

サポー ト されている アーカ イブの種類は、 EAR、 EJB、 WAR、 JNDI およびク ラ イ アン ト  
JAR です。 アーカ イブの確認プロセスでは、 一般に次のよ う なチェ ッ ク が行われます。

■ XML 構文に対し てコード が正しいかど う かをチェ ッ クする  XML コード のパスオー
バー

■ 標準または独自の XML デス ク リ プタの意味と、 サポー ト されている各アーカ イブの種
類に対し て必要なデス ク リ プタの準拠性の確認。

確認は、 常に 上位のモジ ュールから その下位モジ ュールへと順に階層的に行われ、 後
にアーカ イブ間の リ ン ク がチェ ッ ク されます。

構文

-verify -src <srcjar> [-role <DEVELOPER|ASSEMBLER|DEPLOYER>] [-nowarn]  
[-strict] [-classpath <classpath>]

デフ ォル ト 出力
デフ ォル ト では、 指定し たモジ ュールでエラーが見つから なかった場合など、 verify は
何も報告し ません。

オプシ ョ ン
verify ツールで使用でき るオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

例
次のサンプルは、 c:\examples\soap デ ィ レ ク ト リ 内にあ る  JAR フ ァ イル soap-
client.jar の DEVELOPER （開発者） レベルの検証を実行し ます。

-verify -src c:\examples\soap\soap-client.jar -role DEVELOPER

オプシ ョ ン 説明

-src <srcjar> 検証する JAR ファイル （または拡張 JAR のディレクトリ）    
を指定します。 ファイルがある場所のフル パスか相対パ 
スが必要です。 デフォルト値はありません。

-role <DEVELOPER|ASSEMBLER| 
DEPLOYER>

実行するエラーチェックのレベルを指定します。

■ DEVELOPER
■ ASSEMBLER
■ DEPLOYER （デフ ォル ト ）

詳細については、 上述の役割の説明を参照してくださ
い。

-nowarn ツールに対して、 デプロイメントを不可能にしているエ
ラーだけを報告し、 警告は報告しないように指定します。

-strict ツールに対して、 も詳しいレベルの矛盾点を報告する
ように指定します。 矛盾点の多くは、 アプリケーション全
体の整合性に影響しません。

-classpath <classpath> アプリケーション クラスとリソースの検索パスを指定しま 
す。 1 つまたは複数のディレクトリ、 ZIP、 または JAR  
ファイル エントリを入力する場合は、 各エントリをセミコロ 
ン （;） で区切ります。
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スクリプト ファイルから iastool コマンドライン ツールを
実行する

iastool ユーテ ィ リ テ ィ  ツールを使用するには、 ロ グ イ ン情報 （領域、 ユーザー名、 お
よびパス ワード） の入力が必要な場合があ り ます。 ス ク リ プ ト  フ ァ イルから  iastool コ
マン ド を実行する場合にロ グ イ ン情報を入力する と、 ス ク リ プ ト  フ ァ イルにア ク セスでき
るユーザーすべてに、 領域、 ユーザー名、 パス ワード情報が露出し て し まいます。 この情
報を保護するには、 次の 2 つの方法があ り ます。

■ 領域、 ユーザー名、 およびパス ワード情報をフ ァ イルに入力し、 そのフ ァ イルを コマ
ン ド にパイプする。

■ 領域、 ユーザー名、 パス ワード情報をフ ァ イルに入力し、 -file オプシ ョ ンが設定された
コマン ド にフ ァ イルを渡す。

ファイルを iastool ユーティリティにパイプする

次のサンプルは、 デフ ォル ト の Borland デプロ イ メ ン ト  プラ ッ ト フ ォームのイ ン ス ト ール 
デ ィ レ ク ト リ にあ る フ ァ イル mylogin.txt を  iastool ユーテ ィ リ テ ィ にパイプし て、
east1 と い う ハブを ping し ます。

iastool -ping -hub east1 < c:\AppServer\mylogin.txt

こ こ で、 フ ァ イル mylogin.txt 内の 3 行は、 入力し た領域、 ユーザー名、 およびパス
ワード と一致し ます。

2 
username 
password

メ モ フ ァ イルの内容は、 コマン ド ラ イ ンで入力し た内容と完全に一致し ます。 フ ァ イルの 初
のエン ト リ は、 領域名ではな く  realm オプシ ョ ンです。 ただし、 realm オプシ ョ ンを指
定し ないで ping ツールを実行する と、 番号の一覧が表示され、 選択する こ と ができ ま
す。 2 行目は username、 3 行目は password です。 このフ ァ イルは、 iastool ユーテ ィ
リ テ ィ で読み込め、 許可されていないユーザーには読み込めないよ う に、 セキ ュ リ テ ィ で
保護されます。

ファイルを iastool ユーティリティに渡す

次のサンプルは、 -file オプシ ョ ンを使用し て、 iastool ユーテ ィ リ テ ィ にフ ァ イルを
渡し て、 east1 と い う ハブを ping し ます。

iastool -ping -hub east1 -file c:\AppServer\mylogin.txt

こ こ で、 mylogin.txt には、 次の形式があ り ます。

Default Login  
Smart Agent port number 
username  
password  
false  
ServerRealm

-file オプシ ョ ンでは、 完全なフ ァ イル名 （フ ァ イル名と相対パス または絶対パス） を提
供する必要があ り ます。 フ ァ イルを iastool ユーテ ィ リ テ ィ に渡すと、 3 番目
（username）、 4 番目 （password）、 および 6 番目 （realm name） の行だけが使用され
ます。 その他の行は省略でき ませんが、 iastool ユーテ ィ リ テ ィ はそ こ に含まれる情報
を無視し ます。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

Default Login  
12448  
myusername  
mypassword  
false  
ServerRealm
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第 章

Chapter   37 パーティション XML リファレンス     
こ こ では、 パーテ ィ シ ョ ンの partition.xml 設定フ ァ イルの XML 定義について説明し
ます。 こ のフ ァ イルには、 パーテ ィ シ ョ ンの設定の中心にな る メ タデータが含まれます。

<partition> 要素

partition 要素は、 Borland AppServer （AppServer） パーテ ィ シ ョ ンの設定を制御する設
定が定義された属性や下位要素を含むスキーマのルー ト ノード です。

構文

<partition version="version number" name="partition name" 
description="description"> 
   . 
   . 
   . 
</partition>

partition 要素は、 次の下位要素を含みます。
■ <jmx>
■ <statistics.agent>
■ <security>
■ <container>
■ <user.orb>
■ <management.orb>
■ <shutdown>
■ <services>
■ <archives>

属性 説明

version パーティションの製品バージョン

name パーティションの名前。

description パーティションの説明
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<partition> 要素

<jmx> 要素

jmx 要素には、 JMX エージェ ン ト を設定するための下位要素があ り ます。

jmx 要素は、 次の下位要素を含みます。

■ <mbean.server>
■ <mlet.service>
■ <http.adaptor>
■ <rmi-iiop.adaptor>

<mbean.server> 要素
mbean.server 要素は、 JMX エージェ ン ト の MBean サーバーを有効または無効にす
る ために使用し ます。 MBean サーバーは、 JMX のエージェ ン ト 仕様レベルで定義さ
れる イ ン ターフ ェース と フ ァ ク ト リ オブジェ ク ト です。

<mlet.service> 要素
mlet.service 要素は、 JMX エージェ ン ト の MLet サービ ス を設定し ます。 MLet 
サービ スによ って、 MBean サーバーの JVM 内の MBean ク ラ ス と リ ソース を  1 つの操
作で簡単に リ モー ト ホ ス ト から ロード し て登録でき ます。

<http.adaptor> 要素
http.adaptor 要素は、 JMX エージェ ン ト の HTTP アダプタ を設定し ます。 HTTP 
アダプタは、 HTML 3.2 準拠のブラ ウザまたはアプ リ ケーシ ョ ンを使ってパーテ ィ
シ ョ ンを管理するための HTTP プロ ト コルのアダプタです。

属性 説明

enable MBean サーバーを有効または無効にします。 有効な値は、 true（デ 
フォルト）または false です。

属性 説明

enable MLet サービスを有効または無効にします。 有効な値は、 true また  
は false （デフォルト） です。

属性 説明

enable HTTP アダプタを有効または無効にします。 有効な値は、 true また  
は false （デフォルト） です。

port HTTP アダプタが監視するポートです。 デフォルトのポート番号は 8082  
です。

host サ ー バ ー が 監 視 す る ホ ス ト 名 を 定 義 し ま す。 デ フ ォ ル ト 設 定
（localhost） のままにすると、 ほかのコンピュータからサーバーにアク
セスできません。 この設定はセキュリティ上の理由から適切で、 サー
バーを外部に開く場合は明示的に開く必要があります。 すべてのロー
カルインターフェースに対してサーバーを開く 0.0.0.0 も使用できます。  
デフォルトは localhost です。

authentication.met
hod

認証メソッドを設定します。 有効な値は、 none、basic、digest です。 
デフォルトは none です。

socket.factory.nam
e

ObjectName を使ってデフォルトのソケットファクトリを別のソケットファクト 
リに置き換えます。 指定された MBean には public ServerSocket    
createServerSocket(int port, int backlog, String host)     

throws IOException メソッドが必要です。

processor.name XML プロセッサとして使用する MBean の ObjectName を設定します。     
MBean は、 mx4j.tools.adaptor.http.ProcessorMBean インター  
フェースを実装する必要があります。
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<partition> 要素

http.adaptor 要素は、 次の下位要素を含みます。

■ <xslt.processor>

<xslt.processor> 要素
xslt.processor 要素は、 HTTP アダプタの XSLT プロセ ッ サを設定し ます。 XSLT 
プロセ ッ サは、 未処理の XML を  Web ブラ ウザで表示可能な XML に変換し ます。 こ
のプロパテ ィ が有効でない場合に MX4J Web コ ン ソールを使用する と、 Web ブラ ウザ
に未処理の XML が表示されます。

<rmi-iiop.adaptor> 要素
rmi-iiop.adaptor 要素は、 JMX エージェ ン ト の RMI-IIOP アダプタ を設定し ます。
RMI-IIOP アダプタは、 ク ラ イ アン ト フ レーム ワーク に基づ く ので、 マネージ ャ また
は管理アプ リ ケーシ ョ ンが RMI を使って MBean サーバーと通信する場合に役立ちま
す。

<statistics.agent> 要素

statistics.agent 要素は、 パーテ ィ シ ョ ンの統計情報エージェ ン ト を設定し ます。
パーテ ィ シ ョ ンの統計情報エージェ ン ト は、 次の 2 つのコ ンポーネン ト で構成されます。

■ パーテ ィ シ ョ ンの統計情報データ を定期的に収集し、 そのデータ をデ ィ ス ク に保存す
る統計情報コ レ ク タ。 これらの定期的なデータサンプルはデ ィ ス ク に保存され、 製品
ツールがパーテ ィ シ ョ ンに関する現在および時系列の統計データ を提供する基礎にな
り ます。

■ 履歴データ をデ ィ ス ク から定期的に削除 （ク リ ーンア ッ プ） する統計情報の解放機能。

パーテ ィ シ ョ ンの統計情報エージェ ン ト は、 短期間の統計データ を収集する こ と が目的で
す。 ただし、 使用でき るデ ィ ス ク領域は、 物理的な容量にだけ制限されます。

属性 説明

enable XSLT プロセッサを有効または無効にします。 有効な値は、 true（デ 
フォルト）または false です。

File XSL ファイルを探す場所を指定します。 ターゲットファイルがディレクト 
リの場合は、 XSL ファイルがそのディレクトリにあるとみなされます。 そ 
れ以外の場合で、 JAR ファイルまたは ZIP ファイルをポイントする場   
合、 ファイルはその中にあるとみなされます。 ファイルシステムをポイン
トする方法は、 テストに使用する場合に便利です。

PathInJar XSL ファイルがある JAR ファイル内のディレクトリを設定します。

LocaleString 文字列を使ってロケールを設定します。 デフォルトは en です。

UseCache 変換オブジェクトをキャッシュするかどうかを指定します。これにより、変
換処理が速くなります。 通常は true に設定しますが、テストを簡  
単にする場合は false に設定します。デフォルトは true です。

属性 説明

enable RMI-IIOP アダプタを有効または無効にします。 有効な値は、 true 
（デフォルト）または false です。

port RMI-IIOP アダプタポートに割り当てられるポート番号。 ポート番号を 
指定しないか、 ポート番号に 0 を指定すると、 ランダムなポート番号  
が割り当てられます。
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<partition> 要素

<security> 要素

security 要素では、 指定されたパーテ ィ シ ョ ンのセキ ュ リ テ ィ を設定でき ます。 この空
の要素には、 次の表で説明する属性が含まれます。

<container> 要素

container 要素では、 パーテ ィ シ ョ ンでのク ラ ス ロード の使い方を指定し ます。

属性 説明

enable 統計情報エージェントを有効または無効にします。無効な統計情報
エージェントは、 統計情報データの収集や削除を行いません。 有
効な値は、 true（デフォルト）または false です。

level パーティションから収集する統計情報の詳細レベルを設定します。
有効な値は、none、minimum（デフォルト）、および maximum です。

snapshot.period_secs パーティションの統計情報を収集してディスクに書き込む頻度（秒単
位） を指定します。 デフォルトは 10 秒です。

reap.enable ディスク上のパーティション統計情報データの解放 （クリーンアップ）
を有効または無効にします。 有効な値は、 true（デフォルト）ま
たは false です。

reap.older_than_secs reap_enable が true の場合、 統計情報データが削除されるまで   
ディスク上に存続できる時間のしきい値 （秒単位） を設定します。
デフォルトは 600 秒 （10 分） です。

reap.period_secs reap_enable が true の場合、reap.older_than_secs より古い統    
計情報データをディスクからクリーンアップするための消去間隔 （秒
単位） を設定します。 デフォルトは 60 秒 （1 分） です。

属性 説明

enable パーティションのセキュリティを有効または無効にします。 有効な値
は、 true（デフォルト）または false です。

manager パーティションが使用するセキュリティマネージャの名前を指定しま
す。 有効な値は、 利用可能なセキュリティプロバイダの名前です。
その例を次に示します。 
com.borland.security.provider.CertificateWallet.

policy パーティションのセキュリティ規則を定義したセキュリティポリシー
ファイルの名前を指定します。 有効な値は、 完全修飾されたセキュ
リティポリシーファイルの名前です。 その例を次に示します。 
<install_dir>/va/¥security/profile/¥management/
java_security.policy

属性 説明

system.classload.pref
ixes

これは、 カンマ区切りのリソースプレフィクスのリストです。 カスタム
クラスローダーは、 それ自体のロードを試行する前に、 システムク
ラスローダーにこのリソースプレフィクスを委任します。

verify.on.load true が指定されている場合、ロードされる JAR に対して verify を     
実行します。デフォルトは true です。
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<partition> 要素

<user.orb> 要素

user.orb 要素は、 パーテ ィ シ ョ ンのユーザード メ イ ン ORB に使用される  VisiBroker 設
定を制御し ます。

<management.orb> 要素

management.orb 要素は、 パーテ ィ シ ョ ンの管理ド メ イ ン ORB の VisiBroker 設定を制御
し ます。

すべてのパスは、 パーテ ィ シ ョ ンのプロパテ ィ デ ィ レ ク ト リ （partition.xml が存在す
るデ ィ レ ク ト リ ） からの相対パスです。

<shutdown> 要素

shutdown 要素は、 パーテ ィ シ ョ ンの停止時に実行される処理を決定し ます。 この空の要
素に属性はあ り ません。

classloader.policy パーティションが使用するクラスローダーのタイプを決定します。 有
効な値は、 per_module または container です。 per_module ク    
ラスローダーのポリシーは、 各デプロイメントモジュールに対して個
別のアプリケーションクラスローダーを作成します。 このポリシーは、
動的デプロイメントを有効にする場合に必要です。 container ポリ 
シーは、 すべてのデプロイメントモジュールを共有クラスローダーに
ロードします。 このポリシーが選択されている場合は、 動的デプロ
イメントは実行できません。

classloader.classpath アプリケーションクラスローダーの各インスタンスがロードする JAR 
ファイルをセミコロン （;） で区切ったリストを含みます。 これは、 こ
れらの JAR をすべてのモジュールにバンドルするのと同じ意味を持  
ちます。

属性 説明

orb.propstorage パーティションのユーザー ORB プロパティファイルのパス。  
相対パスは、 パーティションのプロパティディレクトリ
（partition.xml が存在するディレクトリ） からの相対パスで 
す。

use.default.smartagent.port このプロパティは、 パーティションがスマートエージェントの
ポート値を識別するときに、 SCU スマートエージェントの設 
定を使用かどうかを定義します。

use.default.smartagent.addr このプロパティは、 パーティションがスマートエージェントの
ホストアドレス値を識別するときに、 SCU スマートエージェン 
トの設定を使用かどうかを定義します。

属性 説明

orb.propstorage パーティションの管理ドメイン ORB プロパティファイルのパ  
ス。

required_roles.propstorage パーティションの管理ドメイン ORB の必須ロール設定ファイ  
ルのパス

runas.propstorage パーティションの管理ドメイン ORB の runas 設定ファイルの    
パス

属性 説明
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<partition> 要素

<services> 要素

services 要素では、 パーテ ィ シ ョ ンのサービ ス を設定でき ます。 各パーテ ィ シ ョ ンサー
ビ スには、 固有の設定を持つ service 下位要素があ り ます。 services 要素自体には、
次の属性があ り ます。

<services> 要素は、 次の下位要素を含みます。

■ service

<service> 要素
<service> 要素によ り 、 パーテ ィ シ ョ ンサービ ス を設定でき ます。 こ こに含まれる
属性は、 パーテ ィ シ ョ ンによ るサービ スの管理、 およびサービ スの設定 メ タデータ を
含む properties 下位要素を制御し ます。

属性 説明

dump_threads パーティションのシャットダウン時に実行しているスレッドの診
断情報をダンプするかどうかを示します。

dump_threads.count この値を指定すると、シャットダウン時にスレッドの状態がその
回数だけダンプされます。 これにより、 一部のスレッドが単に
終了までに時間がかかっている場合に、 終的に終了する
ことを確認できます。

delay.1 サポート用に使用する予定です。

garbage_collection.1 サポート用に使用する予定です。

delay.2 サポート用に使用する予定です。

runfinalizersonexit サポート用に使用する予定です。

delay.3 サポート用に使用する予定です。

garbage_collection.2 サポート用に使用する予定です。

delay.4 サポート用に使用する予定です。

runfinalization サポート用に使用する予定です。

属性 説明

autostart パーティションの起動時に開始されるパーティションサービスのリスト。 
値は、 スペース区切りのパーティションサービス名のリストです。

startorder autostart 属性によって起動するように設定されたパーティションサービ 
スに適用される開始順序。 指定されていないパーティションサービスは、
指定されたパーティションサービスの後に開始されます。 
有効な値は、 開始順序 （左から右の順序） を表すスペース区切りのパー
ティションサービス名のリストです。

shutdownorder パーティションのシャットダウン時に実行しているパーティションサービスに
適用されるシャットダウン順序。 指定されていないパーティションサービス
は、 指定されたパーティションサービスの前に停止されます。 
有効な値は、 シャットダウン順序 （左から右の順序） を表すスペース区切
りのパーティションサービス名のリストです。

administer ユーザーに表示されるパーティションサービスのリスト。 パーティションサー
ビスを一覧表示すると、 ツール内に表示されます。

属性 説明

name パーティションサービスの名前

version パーティションサービスのバージョン

description パーティションサービスの説明

vendor パーティションサービスのベンダーの説明
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<partition> 要素

<properties> 要素
properties 要素は、 特定のサービ スの設定 メ タデータ を提供し ます。

class パーティションのサービスプラグインアーキテクチャを
実装し、 サービスに管理インターフェースと制御イン
ターフェースを提供するクラスです。

in.management.domain サービスがパーティションの管理ドメインで実行する
か、 パーティションのユーザードメインで実行するかを
示すフラグです。

startup.synchronization サービスの開始時に実行される同期化のタイプ。 有効
な値は次のとおりです。

■ service_ready - サービスの準備完了を 
startup.service_ready.max_wait ミリ秒まで待
機します。

■ delay - 常に startup.delay ミ リ 秒間待機し ま
す。 準備完了までサービ ス を監視し ません。

デフォルトは非同期です。

startup.service_ready.max_wait startup.synchronization 値が service_ready の   
場合に、 パーティションがサービスの開始を待機する

大時間 （ミリ秒単位） を制限します。 0 の値は、 時 
間が制限されていないことを表します。 デフォルト値は
0 です。

startup.delay startup.synchronization 値が delay の場合に、   
パーティションがサービスに開始の機会を与えるため
に待機する時間 （ミリ秒単位） を定義します。 0 は、 
無限に待機することを表します。 デフォルトは 0 です。

shutdown.synchronization サービスのシャットダウン時に実行される同期化のタイ
プ。 有効な値は次のとおりです。

■ service_shutdown - サービスの停止を 
shutdown.service_shutdown.max_wait ミリ秒ま
で待機します。

■ delay - 常に shutdown.delay ミ リ 秒間待機し ま
す。 停止までサービ ス を監視し ません。

デフォルトは非同期です。

shutdown.service_shutdown.max_wa
it

shutdown.synchronization 値が service_shutdown  
の場合に、 パーティションがサービスの停止を待機す
る 大時間 （ミリ秒単位） を制限します。 0 の値は、 
時間が制限されないことを表します。 デフォルト値は 0 
です。

shutdown.delay shutdown.synchronization 値が delay の場合に、   
パーティションがサービスに停止の機会を与えるため
に待機する時間 （ミリ秒単位） を定義します。 0 は、 
無限に待機することを表します。 デフォルトは 0 です。

shutdown.phase このプロパティは、 サービスがシャットダウンするパー
ティションのシャットダウンフェーズを制御します。 パー
ティションは 2 つのフェーズでシャットダウンします。   
初のフェーズでは、 ユーザー機能を提供するすべての
サービスとコンポーネントがシャットダウンし、 2 番めの 
フェーズでは、 パーティションの独自のインフラストラク
チャがシャットダウンします。 有効な値は、 1 （デフォ
ルト） と 2 です。

一般にパーティションサービスは、 フェーズ 2 では  
シャットダウンしません。

属性 説明
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<partition> 要素

<archives> 要素
archives 要素は、 パーテ ィ シ ョ ンがホス ト でき る アーカ イブの設定 メ タデータ を含
みます。 特定のアーカ イブは、 そのアーカ イブに固有の属性を含む archive 下位要
素を持つこ と ができ ます。 アーカ イブは、 archive 下位要素を持つ必要はあ り ませ
ん。

すべてのパスは、 パーテ ィ シ ョ ンのルー ト デ ィ レ ク ト リ からの相対パスです。

<archive> 要素
archive 要素は、 アーカ イブに固有の設定 メ タデータ を含みます。 パーテ ィ シ ョ ン
のアーカ イブ リ ポジ ト リ デ ィ レ ク ト リ にあ る アーカ イブは、 デフ ォル ト 以外の設定を
適用する必要があ る場合を除いて、 archive 要素を必要と し ません。

すべてのパスは、 パーテ ィ シ ョ ンのルー ト デ ィ レ ク ト リ からの相対パスです。

属性 説明

ear.repository.path パーティションの EAR ディレクトリのパス。 このディレクトリに存在  
するすべての EAR は、archive 要素で無効にされていない限り、   
起動時にパーティションによってロードされます。

war.repository.path パーティションの WAR ディレクトリのパス。 このディレクトリに存在  
するすべての WAR は、 archive 要素で無効にされていない限   
り、 起動時にパーティションによってロードされます。

ejbjar.repository.path パーティションの EJB jars ディレクトリのパス。 このディレクトリに存   
在するすべての EJB jars は、 archive 要素で無効にされていな    
い限り、 起動時にパーティションによってロードされます。

rar.repository.path パーティションの RAR ディレクトリのパス。 このディレクトリに存在  
するすべての RAR は、archive 要素で無効にされていない限り、   
起動時にパーティションによってロードされます。

dar.repository.path パーティションの DAR ディレクトリのパス。 このディレクトリに存在  
するすべての DAR は、 archive 要素で無効にされていない限   
り、 起動時にパーティションによってロードされます。

lib.repository.path パーティションの lib ディレクトリのパス。 このディレクトリに存在す  
るすべての JAR ファイルは、 パーティションのシステムクラスパス  
に置かれます。

classes.repository.path パーティションの classes ディレクトリのパス。このディレクトリに存在  
するすべてのクラスは、パーティションのシステムクラスパスに置か
れます。

属性 説明

name この要素が関係するアーカイブの名前。 アーカイブのファイル名です。

disable 起動時にパーティションの該当するアーカイブのホストを無効にするためのフ
ラグ。 有効な値は、 true または false （デフォルト） です。

path パーティションリポジトリの外部に存在するアーカイブのパス。 指定されたパス
から、 アーカイブをホストするパーティションを取得するために使用します。



 第 38 章 : EJB、 JSS、 および JTS のプロパテ ィ  353

第 章

Chapter   38EJB、JSS、および JTS    
のプロパティ

EJB コンテナレベルのプロパティ

EJB コ ンテナのプロパテ ィ を partition.xml フ ァ イルに設定し ます （各パーテ ィ シ ョ ン
には独自のプロパテ ィ フ ァ イルがあ り ます）。 このフ ァ イルは、 次のデ ィ レ ク ト リ にあ り
ます。

<install_dir>/var/domains/base/configurations/configuration_name/mos/
partition_name/adm/properties

プロパテ ィ 説明 デフ ォル ト 値

ejb.copy_arguments=true|false このフラグを指定すると、 引数が Bean 内のインプロセス呼び出しに  
コピーされます。 デフォルトでは、 Bean 内での呼び出しは参照渡 
しのセマンティクスを使用します。 このフラグを有効にすると、 Bean
内での呼び出しで値渡しのセマンティクスが使用されます。 
メ モ ： 値渡しのセマンティクスを使用すると、 多くの EJB の実行速  
度がかなり遅くなります。

false

ejb.use_java_serialization=true
|false

設定すると、 セッション永続性などについて IIOP シリアライゼーショ  
ンの使用が Java シリアライゼーションで上書きされます。

false
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EJB コンテナレベルのプロパティ

ejb.useDynamicStubs=true|false このプロパティは、 ローカルインターフェースを持つ CMP 2.0 エン   
ティティ Bean にだけ関連します。 プロパティが設定されている場  
合、 コンテナは動的なプロキシベースの方法で呼び出しをディス
パッチします （軽量で非 CORBA のカスタムリファレンスの作成） 。  
設定されていない場合、 コンテナは CORBA を使って呼び出しを  
ディスパッチします。 これらのローカルな動的スタブには、 呼び出
し元と呼び出される側が同じ VM に存在するために多くの 適化が  
用意されています。 これにより、 Bean に対して CORBA 層を介さず   
に直接的なディスパッチを実行できます。 また、 動的スタブは EJB 
コンテナのデータ構造に対応しているため、 ターゲットの Bean に高  
速でアクセスできます。 現時点では、 スタブジェネレータ java2iiop 
（iastool から呼び出されるか、 直接呼び出される） も、 アーカイブ 
内 の す べ て の イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 の ス タ ブ を 生 成 し ま す。
ejb.useDynamicStubs がアクティブな場合は、 選択した CMP  
2.0 Bean に対応するスタブのサブセットは無視されます。 
この機能を使用すると、 ディスパッチメカニズム全体が動的になり、
サーバー側に動的スケルトンが提供されるだけでなく、 クライアント
側にも動的スタブが提供されます。 静的に生成されたアーカイブ内
のすべてのスタブクラスとスケルトンクラスは無視されます。 
プロパティは Bean 内で設定します。 ただし、 すべてのエンティティ  
Bean でプロパティを使用しても問題がなければ、 デプロイメントデス 
クリプタの EAR レベルでプロパティを設定するのが も簡単な方法  
です。 
重要 ： このプロパティは、 
ejb.usePKHashCodeAndEquals と連係して使用する必要があ 
ります。

true

ejb.usePKHashCodeAndEquals=true
|false

アク ティ ブキャ ッ シュ （ TxReady キャ ッ シュ ） と 関連キャ ッ シュ  
（ Ready Bean キャ ッ シュ ） をサポート する データ 構造は、 
java.util.Hashtable と java.util.HashMap を使用し ま  
す。こ れら のデータ 構造にプールさ れた値（ エンティ ティ  Bean のイ   
ンスタ ンス）は、キャ ッ シュ さ れる エンティ ティ  Bean の主キー値に関  
連付けら れています。Hashtable のイ ンプリ メ ンテーショ ンは、値の配 
置や検索に使用する キーの計算用 hashCode() メ ソ ッ ド と 呼び出し 用  
equals() メ ソ ッ ド に依存し ます。こ れら のデータ 構造はク リ ティ カルな 
コ ード パスにあり 、エンティ ティ  Bean 内のメ ソ ッ ド に呼び出し をディ ス  
パッ チし ている 間、 コ ンテナによ って頻繁にアク セス さ れま す。
Borland AppServer でのデフォ ルト は、 reflection ベースの計算です。   
こ のプロ パティ が設定さ れている 場合、コ ンテナはユーザーが提供
する  equals() メ ソ ッ ド と  hashCode() メ ソ ッ ド のイ ンプリ メ ンテー    
ショ ンを使用し ます。

true

ejb.no_sleep=true|false 通常は、 コンテナを埋め込むメインプログラムから設定します。 この
プロパティを設定すると、EJB コンテナは現在のスレッドをブロックせ 
ず、 制御がユーザーコードに戻されます。

false

ejb.trace_container=true|false コンテナが実行中の処理をユーザーに通知する便利なデバッグ情
報を有効にします。デバッグメッセージインターセプタをインストール
します。

false

ejb.xml_validation=true|false 設定すると、 デプロイメント時の DTD に対して XML デスクリプタが    
有効になります。

true

ejb.xml_verification=true|false 設定すると、 J2EE アーカイブがデプロイメント時に検証されます。 false

ejb.classload_policy=per_module
|container|none

スタンドアロン EJB コンテナのクラスローディングの動作を定義しま  
す。 パーティションには適用されません。 per_module が設定さ 
れている場合、 コンテナは、 デプロイメントされた各 J2EE アーカイ  
ブごとにカスタムクラスローダーの新しいインスタンスを使用します。
none が設定されている場合、 コンテナはシステムクラスローダーを 
使用します。 動的デプロイメントと EAR のデプロイメントは、 この  
モードでは動作しません。 container が設定されている場合、 コ 
ンテナは単一のカスタムクラスローダーを使用します。 これにより、
EAR のデプロイメントが有効になりますが、 動的デプロイメント機能 
は無効になります。

per_module

プロパテ ィ 説明 デフ ォル ト 値
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ejb.module_preload=true|false デプロイメント時に J2EE アーカイブ全体をメモリにロードします。 こ  
れで、 アーカイブを上書きしたり、 再ビルドできます。 このオプショ
ンは、スタンドアロンの EJB コンテナを実行している JBuilder では必    
須です。

false

ejb.system_classpath_first=true
|false

true に設定すると、 カスタムクラスローダーは、 初にシステムのク 
ラスパスを参照します。

false

ejb.sfsb.keep_alive_timeout=<nu
m>

ejb-borland.xml デスクリプタで使用される <timeout> 要素のデ   
フォルト値を定義します。 このプロパティは、 <timeout> 要素が 
スキップされるか 0 に設定される EJB に影響を及ぼします。 このプ    
ロパティは、 ステートフルセッション Bean が非アクティブ化された後  
に、 永続的ストレージ （JSS） でその非アクティブなステートフルセッ
ション Bean が保持される時間を秒単位で定義します。 この時間が  
経過すると、 JSS は永続的ストレージからそのセッションの状態を削 
除します。 削除されると、 後からアクティブ化することはできません。

86400 (=24 
hours)

ejb.cacheTimeout=<integer> このプロパティは、 指定されたタイムアウト期間が過ぎたらエンティ
ティ Bean のデータフィールドを無効にするようにコンテナに指示し  
ます。 プロパティは間隔を指定して使用します。 コンテナは、 この
間隔が過ぎるまで、 データベースから Bean の状態をロードせずに  
キャッシュされた状態を使用します。 指定された期間の終了時に、
コンテナは Bean をダーティとしてマークを付けます（ただし、主キー  
との関連付けは維持されます）。 これにより、 インスタンスは、 Bean
が新しいトランザクションで使用される前に、 キャッシュではなくデー
タベースから Bean の状態をロードします。 このプロパティは、 頻繁  
に変更されないエンティティ Bean で使用します。 
プロパティは、 秒単位のキャッシュ間隔を表す正の整数です。 
これは、 コミットモード A でのみ有効です。 それ以外のコミットモー  
ドで指定された場合は無視されます。

0（タイムアウ

トなし）

ejb.sfsb.aggressive_passivation
=true|false

true に設定すると、 ステートフルセッション Bean は、 後に使用さ   
れてからの時間に関係なく、 非アクティブ化されます。 これによって
フェイルオーバーサポートが有効になるため、 EJB コンテナが失敗 
した場合は、 クラスタ内の EJB コンテナの 1 つによって、 後に保    
存された状態からセッションを回復できます。 false に設定すると、 

後の非アクティブ化が試行されてから使用されていない Bean だ  
けが JSS に対して非アクティブ化されます。 これにより、 フェイル  
オーバーのサポートは確実性が低下しますが、 速度は向上します。
パフォーマンスより可用性の高さを重視する場合は、 この設定を使
用してください。

true

ejb.sfsb.factory_name=<string> 設定すると、 ステートフルセッション Bean は同じ EJB コンテナまた    
はパーティション内で実行されている JSS とは異なる JSS を使用しま    
す。 使用する JSS のファクトリ名を指定します。 これは、 スマート  
エージェント （osagent） に登録されている JSS の名前です。

なし

ejb.logging.verbose=true|false true に設定すると、 EJB コンテナは予期しない状況に関するメッ  
セージを記録します。 ユーザーは、 このメッセージに注意する必要
があります。メッセージは、>>>> EJB LOG <<<< ヘッダーでマー    
クされます。 false に設定すると、 これらのメッセージは記録されま 
せん。

true

ejb.logging.doFullExceptionLogg
ing=true|false

設定すると、 コンテナは、 EJB インプリメンテーションで生成された 
予期しないすべての例外を記録します。

false

ejb.jss.pstore_location=<path> JSS バックエンドストレージとして使用されるファイルのデフォルトの 
名前と場所を上書きします。 スタンドアロンの EJB コンテナだけに適  
用されます。 このオプションは使用されなくなりました。 かわりに、
jss.pstore と jss.workingDir を使用します。

なし

ejb.jdb.pstore_location=<path> データベースサービスによって使用されるファイルのデフォルトの名
前と場所を上書きします。 スタンドアロンの EJB コンテナだけに適用  
されます。

なし

プロパテ ィ 説明 デフ ォル ト 値
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ejb.interop.marshal_handle_as_i
or=true|false

true に設定すると、 javax.ejb.Handle の各インスタンスが CORBA   
IOR としてマーシャリングされます。 そうでない場合は、 CORBA 抽  
象インターフェースとしてマーシャリングされます。詳細については、
CORBA IIOP の仕様を参照してください。

false

ejb.finder.no_custom_marshal=tr
ue|false

マルチオブジェクトファインダがオブジェクトのコレクションを戻す場
合、 EJB コンテナはデフォルトで次を実行します。

■ カ ス タ ム  Vector イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを作成し、 呼び出し元
に返し ます。

■ 返された Vector に対し てフ ァ イ ンダの呼び出し元が参照／繰 り
返し を実行するのに合わせて、 必要になった時点で IOR を （主
キーから） 作成し ます。

■ Vector 全体の IOR を計算し ます。 結果は、 IOR が作成された 
JVM に残されます。

このプロパティを true に設定した場合、 EJB コンテナは上記のい   
ずれも実行しません。

false

ejb.collect.stats_gather_freque
ncy=<num>

コンテナ統計情報のプリントアウトの秒単位の時間間隔。 ゼロが設
定されている場合は、 統計収集を無効にします。 その場合、 統計
収集が実行されないため、 統計情報は表示されません。 ゼロを設
定 す る と、 ejb.collect.display_statistics、 ejb.collect.statistics、
ejb.collect.display_detail_statistics の各プロパティは無視されます。

5

ejb.collect.display_statistics=
true|false

このフラグは、 タイマー診断を有効にします。 これにより、 ユーザー
はコンテナによる CPU の使用状況を確認できます。

false

ejb.collect.statistics=true|
false

このプロパティは、 タイマー値をログに書き込まないことを除いて
ejb.collect.display_statistics プロパティと同じです。

false

ejb.collect.display_detail_stat
istics=true|false

こ のフラ グは、ejb.collect.display_statistics オプショ ンと 同じ よ う にタ イ  
マー診断を有効にし ます。さ ら に、メ ソ ッ ド レベルのタ イ ミ ング情報が
出力さ れます。こ れによ り 、開発者は Bean のさ まざまなメ ソ ッ ド によ   
る  CPU の使用状況を確認でき ます。こ のフラ グをコ ンソ ールに出力  
する 場合は、端末の画面を拡大し て、長い行が折り 返さ れないよ う
にし てく ださ い。

false

ejb.mdb.threadMaxIdle=<num> メッセージ駆動型 Bean を実行するために VM 全体で使用されるス    
レッドプールがあり、 EJB コンテナによって管理されます。 このプー 
ルは、 RMI 呼び出しを処理する ORB ディスパッチャプールと同じ   
ように設定できます。 この特別なプロパティは、 スレッドが解放され
るまでアイドル状態にしておくことのできる 長時間を秒単位で制御
します。

300

ejb.mdb.threadMax=<num> MDB スレッドプールで許可される 大スレッド数。 0（制限なし）

ejb.mdb.threadMin=<num> MDB スレッドプールで許可される 大スレッド数。 0

ejb.allowNullsInFinders=true|
false 

このプロパティは、 CMP 2.x にのみ適用できます。 このプロパティ  
を true に設定すると、検索の戻り値または検索のコレクションの一部  
で NULL が許可されます。 デフォルトでは、 このプロパティは False   
に設定されています。

False 

プロパテ ィ 説明 デフ ォル ト 値
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EJB のカスタマイズプロパティ：デプロイメントデスクリ
プタレベル

これらのプロパテ ィ は、 特定の EJB の動作をカス タマイ ズ し ます。 一部のプロパテ ィ は、
特定タ イプの EJB （セ ッ シ ョ ンやエンテ ィ テ ィ など） にだけ適用され、 それ以外のプロパ
テ ィ はすべての種類の Bean に適用されます。 これらのプロパテ ィ は、 複数の場所で設定
でき ます。 設定でき る場所を優先順位が高い方から示し ます。

1 JAR フ ァ イルの ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内の EJB レベルで定義され
たプロパテ ィ 要素。 こ の設定は、 この特定の EJB にだけ影響し ます。 た と えば、 次の 
XML は、 data と い う  EJB に対し て ejb.maxBeansInPool プロパテ ィ を 99 に設定し
ます。

<ejb-jar>  
   . . .  
   <enterprise-beans>  
      <entity>  
         <ejb-name>data</ejb-name>  
         <bean-home-name>data</bean-home-name>  
         <property>  
            <prop-name>ejb.maxBeansInPool</prop-name>  
            <prop-type>Integer</prop-type>  
            <prop-value>99</prop-value>  
         </property> 
      </entity>  
   </enterprise-beans>  
   . . .  
</ejb-jar>

2 JAR フ ァ イルの ejb-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内の <ejb-jar> レベルで定
義されたプロパテ ィ 要素。 こ の設定は、 この JAR 内で定義されたすべての EJB に影響
し ます。 た と えば、 次の XML は、 特定の JAR フ ァ イルのすべての EJB に対し て 
ejb.maxBeansInPool プロパテ ィ を 99 に設定し ます。

<ejb-jar>  
   . . .  
   <property>  
      <prop-name>ejb.maxBeansInPool</prop-name>  
      <prop-type>Integer</prop-type>  
      <prop-value>99</prop-value>  
   </property> 
   . . .  
</ejb-jar>

3 EAR フ ァ イルの application-borland.xml デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ内の 
<application> レベルで定義されたプロパテ ィ 要素。 こ の設定は、 こ の EAR フ ァ イ
ルに配置されたすべての JAR で定義されたすべての EJB に影響し ます。 た と えば、 次
の XML は、 EAR レベルで ejb.maxBeansInPool プロパテ ィ を  99 に設定し ます。

<application>  
   . . .  
   <property>  
      <prop-name>ejb.maxBeansInPool</prop-name>  
      <prop-type>Integer</prop-type>  
      <prop-value>99</prop-value>  
   </property> 
   . . .  
</application>

4 EJB コ ンテナレベルのプロパテ ィ と し て定義された EJB プロパテ ィ 。 これは、 この EJB 
コ ンテナにデプロ イ メ ン ト されたすべての EJB に影響し ます。 た と えば、 次のコマン
ド は、 ス タ ン ド ア ロ ンで起動された EJB コ ンテナにデプロ イ メ ン ト されたすべての 
Bean に対し て、 ejb.maxBeansInPool プロパテ ィ を  99 に設定し ます。

vbj -Dejb.maxBeansInPool=99 com.inprsie.ejb.Container ejbcontainer hello.ear 
-jns -jss -jts
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すべての種類の EJB に共通するプロパティ

エンティティ Bean プロパティ（すべてのタイプのエン
ティティ - BMP、CMP 1.1、CMP 2 - に適用）

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値

ejb.default_transaction_
attribute

Enumeration 
(NotSupported,Su
pports, 
Required,Require
sNew,Mandatory,
Never)

このプロパティは、 標準デプロイメントデスクリ
プタで trans-attribute が定義されていないメソッ  
ドのトランザクション属性値を指定します。 この
プロパティが指定されていない場合、 EJB コン 
テナでデフォルトのトランザクション属性は設定
されません。 したがって、 このプロパティを指
定すると、 デフォルトのトランザクション属性が
設定されているほかの application server で作   
成された J2EE アプリケーションを簡単に移植  
できます。

なし

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値

ejb.maxBeansInPool Integer こ のオプショ ンでは、準備完了プール内の
大の Bean 数を指定し ま す。 準備完了プール  
が こ の 制 限 を 超 え た 場 合 は、
unsetEntityContext が呼び出さ れて、 エンティ  
ティ がコ ンテナから 削除さ れま す。

1000

ejb.maxBeansInCache Integer このオプションは、 トランザクションではなく、 主
キーに関連付けられた Bean を保持するキャッ  
シュ内の Bean の 大数を指定します。 これ  
は、 オプション 「A」 と 「B」 に関係します （下
記の ejb.transactionCommitMode を参  
照） 。 キャッシュがこの制限を超えた場合は、
ejbPassivate が呼び出されて、 エンティ 
ティが準備完了プールに移されます。

1000

ejb.maxBeansInTransactio
ns

Integer 1 つのトランザクションから、 任意の数の多くの 
エンティティにアクセスできます。 このプロパ
ティにより、 EJB コンテナが作成する物理的な 
Bean インスタンス数の上限を設定します。 アク 
セスされるデータベースエンティティ／データ
ベース行の数に関係なく、 コンテナは、 制限
された数のエンティティオブジェクト （ディスパッ
チャ） でトランザクションを完了します。 このデ
フォルトは、 ejb.maxBeansInCache/2 と 
い う 計 算 で 求 め ら れ ま す。
ejb.maxBeansInCache プロパティが設定 
されていない場合は、 500 になります。

Calculated
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ejb.transactionCommitMod
e

Enumeration (A| 
Exclusive, 
B|Shared, 
C|None)

このフラグは、 トランザクションの面から見たエ
ンティティ Bean の特性を指定します。 次の値  
を指定できます。 
A または Exclusive ： このエンティティは、  
データベース内の特定のテーブルに排他的に
アクセスします。 したがって、 後にコミットさ
れたトランザクションの Bean の状態を次のトラ  
ンザクションの 初の Bean の状態とみなすこ  
とができます。 たとえば、 トランザクションをま
たがって Bean をキャッシュする場合です。 
B または Shared ： このエンティティは、 デー  
タベース内の特定のテーブルへのアクセスを
共有します。 ただし、 パフォーマンス上の理由
から、 ejbActivate と ejbPassivate をトランザク   
ション間で無駄に呼び出すことのないように、
特定の Bean はトランザクション間で特定の主  
キーに関連付けられたままになります。 これら
の Bean はアクティブプールに残ります。この設  
定はデフォルトです。 
C または None ： このエンティティは、 データ  
ベース内の特定のテーブルまでのアクセスを
共有します。トランザクション間で特定の主キー
との関連付けが解除され、 トランザクションごと
に準備完了プールに戻される Bean がありま  
す。 これは一般に有効な設定ではありません。

Shared

ejb.transactionManagerIn
stanceName

String このプロパティは、 メソッドの呼び出しで起動さ
れるトランザクションを制御するために、 特定の
トランザクションマネージャを名前で指定しま
す。 このオプションを使用すると、 特定のトラ
ンザクションを 2PC で完了する必要があるとき  
に、 エンティティ Bean などのシステムでほかの  
すべてのトランザクションに 2PC トランザクショ  
ンマネージャを使用する RPC のオーバーヘッ  
ドを避けることができます。 これは、 MDB でも 
サポートされています。

なし

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値
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ejb.findByPrimaryKeyBeha
vior

Enumeration 
(Verify, 
Load, None)

このフラグは、 findByPrimaryKey メソッドに必 
要な動作を示します。 次の値を指定できます。 
Verify ： findByPrimaryKey の標準の動作で 
す。 指定された主キーがデータベース内に存
在するかどうかを簡単に検証します。 
Load：この動作は、 finder 呼び出しがアクティ 
ブなトランザクションで実行されているときに
findByPrimaryKey が起動されると、 Bean の状  
態をコンテナにロードします。 検出されるオブ
ジェクトが一般的な形式で使用されていること
と、 見つかったオブジェクトの状態をそのまま
ロードしても問題がないことが前提です。 この
設定はデフォルトです。 
None ： この動作は、 findByPrimaryKey が no-  
op である必要があることを示します。 基本的に 
は、 これにより、 オブジェクトが実際に使用さ
れるまで Bean の検証が遅延されます。 オブ  
ジェクトは常に、 find の呼び出しからオブジェ 
クトが実際に使用されるまでの間に削除可能な
ので、 ほとんどのプログラムでは、 この 適化
によってクライアントのロジックを変更する必要
はありません。

ejb.checkExistenceBefore
Create

Boolean エンティティ Bean がマッピングされるほとんど
のテーブルには、 主キー制約があります。 す
でに存在する Bean を CMP エンジンが作成し
ようとすると、 この制約は無視され、
DuplicateKeyException が生成されま
す。 
ただし、 一部のテーブルは主キー制約を定義
しません。 このような場合、
checkExistanceBeforeCreate プロパ
ティを使ってエンティティの重複を避けることが
できます。 True が設定されている場合、
CMP エンジンはデータベースをチェックし、
挿入操作を行う前にエンティティが存在するか
どうかを確認します。 エンティティが存在する
場合は、 DuplicateKeyException が生
成されます。

False

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値



 第 38 章 : EJB、 JSS、 および JTS のプロパテ ィ  361

EJB プロパティの完全なインデックス

メッセージ駆動型 Bean プロパティ

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値

ejb.mdb.use_jms_threads Boolean onMessage() メソッドを実行するために、コン 
テナ管理スレッドのかわりに JMS プロバイダ  
のディスパッチャスレッドを使用するように切
り替えるオプション。 OpenJMS では、 メッ 
セージが JMS プロバイダのディスパッチャ  
スレッドに配信されるので、 この値は true に  
なります。

false

メ モ ：
この値は、 
OpenJMS ではデ 
フォルトで true で  
す。

ejb.mdb.local_transaction_optimiza
tion

Boolean このプロパティは現在 OpenJMS だけで使  
用し、 XAConnectionFactory を使用せずに  
原子性を実現するために使用します。 メッ
セージの永続化とアプリケーションデータに
対して、 同じデータベースを使用します。

true

ejb.mdb.maxMessagesPerServerSessio
n

Integer 複数のメッセージを含む ServerSession を一  
括ロードするオプションをサポートする JMS 
プロバイダの場合、 このプロパティを使って
パフォーマンスを調整します。

5

ejb.mdb.max-size Integer これは、 プール内の 大の接続数です。 なし

ejb.mdb.init-size Integer プ ー ル が 初 に 作 成 さ れ た と き に、
AppServer がプールを満たすために使用す 
る接続の数です。

なし

ejb.mdb.wait_timeout Integer maxPoolSize 接続が開かれているときに、接 
続が解放されるまで待つ時間を秒単位で指
定します。 maxPoolSize プロパティを使用し 
ており、 プールがいっぱいで、 これ以上接
続を使用できない場合は、 JDBC 接続を検 
索するスレッドは、 待ち時間が無制限に設
定されている （0 秒に設定） と、 その接続 
が使用できるようになるまで待機します。 必
要に応じて、waitTimeout 時間を設定できま 
す。

30

ejb.mdb.rebindAttemptCount Integer これは、 失敗した JMS 接続や MDB に対し    
て確立できなかった接続について、 EJB コ 
ンテナが再確立を試行する回数です。 
コンテナによる試行回数に上限を設定しな
い場合は、 
ejb.mdb.rebindAttemptCount=0 を 
明示的に指定する必要があります。

5

ejb.mdb.rebindAttemptInterval Integer 失敗し た JMS 接続や確立さ れなかった接  
続に関し て再試行を 実行する と き の時間
間隔の秒数（ 上記のプロ パティ を参照）

60

ejb.mdb.maxRedeliverAttemptCount Integer これは、 MDB が何らかの理由でメッセージ 
の受信に失敗した場合に、 JMS サービスプ 
ロバイダによって実行されるメッセージの再
配信回数です。 メッセージは 5 回まで再配  
信されます。 5 回の試行の後、 メッセージ 
はデッドキューに配信されます （設定されて
いる場合）。

5
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ejb.mdb.unDeliverableQueueConnecti
onFactory

String MDB が何ら かの理由でメ ッ セージの受信 
に失敗し た場合、 メ ッ セージは JMS サー  
ビス によ って再配信さ れま す。メ ッ セージ
は 5 回ま で再配信さ れま す。 5 回の試行の   
後、メ ッ セージはデッ ド キュ ーに配信さ れ
ま す（ 設定さ れている 場合）。 こ のプロ パ
ティ は、 JMS サービ ス の接続を 作成する  
ために接続フ ァ ク ト リ の JNDI 名を 検索  
し ま す。 こ のプロ パティ は、 
ejb.mdb.unDeliverableQueue プロ  
パティ と 連係し て使用し ま す。

なし

ejb.mdb.unDeliverableQueue String MDB が何ら かの理由でメ ッ セージの受信 
に失敗し た場合、 メ ッ セージは JMS サー  
ビス によ って再配信さ れま す。メ ッ セージ
は 5 回ま で再配信さ れま す。 5 回の試行の   
後、メ ッ セージはデッ ド キュ ーに配信さ れ
ま す（ 設定さ れている 場合）。 こ のプロ パ
ティ は、 キュ ーの JNDI 名を 検索し ま す。  
こ のプロ パティ は、 
ejb.mdb.unDeliverableQueueConn
ectionFactory プロ パティ と 連係し て 
使用し ま す。

なし

ejb.transactionManagerInstanceName String このプロパティは、 「必須」 トランザクション
属性を持つ MDB だけをサポートします。 こ  
のプロパティは、 onMessage() 呼び出しで起 
動されるトランザクションを制御するために、
特定のトランザクションマネージャを名前で
指定します。 このオプションを使用すると、
この特定のトランザクションを 2PC で完了す  
る必要があるときに、 エンティティ Bean など  
のシステムでほかのすべてのトランザクショ
ンに 2PC トランザクションマネージャを使用  
する RPC のオーバーヘッドを避けることが  
できます。 詳細については、 MDB の章を 
参照してください。

なし

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値



 第 38 章 : EJB、 JSS、 および JTS のプロパテ ィ  363

EJB プロパティの完全なインデックス

ステートフルセッション Bean プロパティ

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値

ejb.sfsb.passivation_tim
eout

Integer 非アクティブなステートフルセッション Bean を  
永続的ストレージ （JSS） に保存する時間間隔
を秒単位で定義します。

5

ejb.sfsb.instance_max Integer EJB コンテナのメモリに同時に存在できる特定 
のステートフルセッション Bean の 大数を定  
義します。 値が 大値に達した後にステートフ
ルセッションの新しいインスタンスを割り振らな
ければならない状況になると、 EJB コンテナか 
らリソース不足を知らせる例外が生成されま
す。 0 は特別な値です。 これは 大値が設定 
されていないことを表します。 このプロパティ
は、 ejb.sfsb.passivation_timeout
プロパティがゼロ以外の値に設定されている場
合にだけ適用されます。

0

ejb.sfsb.instance_max_ti
meout

Integer ejb.sfsb.instance_max プロパティで定義したス 
テートフルセッションの 大値に達すると、 EJB
コンテナは、 リソース不足を知らせる例外を生
成する前に、新しい Bean の割り振りに対して、  
このプロパティで定義した時間だけ要求をブ
ロックして、 ステートフルセッションの値が減る
のを待ちます。 このプロパティは、 ms （1/1000
秒） 単位で設定します。 0 は特別な値です。 
0 に設定すると待機時間が 0 となり、 ただちに   
リソース不足を知らせる例外が生成されます。

0

ejb.jsec.doInstanceBased
AC

Boolean true が設定されている場合、 EJB コンテナ  
は、 EJB のメソッドを呼び出すプリンシパルがこ 
の Bean を生成したプリンシパルと同じであるか  
どうかを確認します。 この確認が失敗すると、
メソッドは java.rmi.AccessException 
（または 
javax.ejb.AccessLocalException）
例外を生成します。 これはステートフルセッショ
ン Bean にだけ適用されます。

True



364 AppServer 開発者ガイ ド

Java セッションサービス （JSS） のプロパティ

EJB セキュリティのプロパティ

Java セッションサービス（JSS）のプロパティ

JSS は、 ス タ ン ド ア ロ ン EJB コ ンテナ （-jss オプシ ョ ン） の一部やパーテ ィ シ ョ ンの一
部と し て実行でき ます。

JSS 設定情報は、 「パーテ ィ シ ョ ンサービ ス」 と し て、 各パーテ ィ シ ョ ンのデータデ ィ レ ク
ト リ の partition.xml フ ァ イルにあ り ます。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルは次のデ ィ
レ ク ト リ にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name> 
/mos/<partition_name>/adm/properties/

た と えば、 「standard」 と い う パーテ ィ シ ョ ンの場合、 JSS 設定情報はデフ ォル ト で次の場
所にあ り ます。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name> 
/mos/standard/adm/properties/partition.xml

詳細については、 『partition.xml リ フ ァ レ ン ス』 の 350 ページの 「<services> 要素」 を参照
し て く ださ い。

また、 パーテ ィ シ ョ ンのデータデ ィ レ ク ト リ の場所については、 次の場所にあ る  
configuration.xml フ ァ イルを参照し て く ださい。

<install_dir>/var/domains/<domain_name>/configurations/<configuration_name>/

そし て、 パーテ ィ シ ョ ン管理オブジェ ク ト のデ ィ レ ク ト リ 属性を検索し ます。

<partition-process directory=

JSS は 2 種類のバッ ク エン ド ス ト レージ （JDataStore または JDBC データ ソース） をサポー
ト し ます。 詳細については、 51 ページの 「Java セ ッ シ ョ ンサービ ス （JSS） の設定」 の
「設定」 を参照し て く ださ い。

プロパテ ィ 型 説明 デフ ォル ト 値

ejb.security.transportTy
pe

Enumeration 
(CLEAR_ONLY, 
SECURE_ONLY, ALL)

このプロパティは、 特定の EJB の保護品質を  
設定します。 
CLEAR_ONLY に設定すると、 クライアントは、 
この EJB に対してセキュリティで保護されてい  
ない接続だけを受け付けます。 EJB にメソッド 
許可が割り当てられていない場合は、これがデ
フォルト設定になります。 
SECURE_ONLY に設定すると、クライアントは、 
この EJB に対してセキュリティで保護された接  
続だけを受け付けます。 EJB に少なくとも 1 つ   
のメソッド許可がある場合は、 これがデフォルト
設定になります。 
ALL に設定すると、 クライアントは、 セキュリ 
ティで保護された接続とセキュリティで保護され
ていない接続の両方を受け付けます。 
このプロパティの設定により、 
ServerQoPConfig ポリシーの転送値が制 
御されます。

なし

ejb.security.trustInClie
nt

Boolean このプロパティは、 特定の EJB の保護品質を  
設定します。 true に設定すると、 EJB コンテ  
ナは、 クライアントに認証 ID を提供するように  
要求します。 メソッド許可が設定されていない
メソッドが少なくとも 1 つ存在する場合は、 この  
プロパティはデフォルトで false に設定され  
ます。 そうでない場合は、 true に設定されま 
す。 こ の プ ロ パ テ ィ の 設 定 に よ り、
ServerQoPConfig ポリシーの転送値が制 
御されます。



 第 38 章 : EJB、 JSS、 および JTS のプロパテ ィ  365

Java セッションサービス （JSS） のプロパティ

プロパテ ィ
コ ン ソールプロパ
テ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値

jss.workingDir=<path> Working directory バックエンドデータベース （JDataStore） ファイ
ルがあるディレクトリ。 
メ モ ： このプロパティは、 jss.pstore プロパ 
ティで、 JDataStore ファイルをバックエンドスト 
レージに使用する設定になっている場合にだ
け適用されます。

値を設定しなかった場
合、 JSS はパーティショ
ンで実行されます。
パーティションの作業
ディレクトリ 
<install_dir>/var/
domains/
<domain_name>/
configurations/
<configuration_name>/
mos/<partition_name> 
が適用されます。

値を設定しなかった場
合、 JSS はスタンドアロ
ン EJB コンテナの一部と
して実行されます。 コン
テナが開始した現在の
ディレクトリが適用されま
す。

jss.factoryName=<char
_string>

Factory name このサービスで作成した JSS ファクトリの名前で  
す。 サービスはこの名前でスマートエージェン
ト （osagent） に登録されます。

値を設定しなかった場
合、 JSS はパーティショ
ンで実行されます。 デ
フォルト値は、
<server_name>:file:<i
nstall_dir>/ var/
domains/
<domain_name>/ 
configurations/
<configuration_name>/ 
mos/<partition_name>/ 
です。 
値を設定しなかった場
合、 JSS はスタンドアロ
ン EJB コンテナで実行さ
れます。 デフォルト値は 
EJB/
JSS[<container_na
me>] です。

jss.softCommit=true|
false

Soft commit true の場合、 JSS は、 ソフトコミットモードを  
有効にして JDataStore バックエンドデータベー  
スを使用します。 このプロパティを設定すると、
セッションサービスのパフォーマンスが向上し
ますが、 近コミットしたトランザクションはシス
テムクラッシュ後にロールバックされるおそれが
あります。 
メ モ ： このプロパティは、 jss.pstore プロ 
パティで、 JDataStore ファイルをバックエンドス 
トレージに使用する設定になっている場合にだ
け適用されます。 詳細については、 http:// 
info.borland.com/techpubs/jdatastore/ にある 
JDataStore ドキュメントを参照してください。

true

jss.maxIdle=<numeric
value>

Max idle JSS ガベージコレクションジョブの実行と実行の 
間の時間 （秒）。 JSS ガベージコレクションジョ 
ブでは、 バックエンドデータベースから期限切
れセッションの状態を削除します。 0 に設定す 
ると、 ガベージコレクションジョブは開始しませ
ん。

1800 (=30min)
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jss.debug=true|false  デバッグ情報を出力します。 true に設定した 
場合、 JSS はデバッグトレースを出力します。

false

jss.pstore=<char_stri
ng>

Persistent store バックエンドストレージに使用する JDatastore 
ファイルを指定します。 ファイルがない場合、
JSS は .jds 拡張子でファイルを作成します。   
例、 jss_factory.jds。 
JDBC をサポートする互換データベースでは、 
JNDI 名に serial: プレフィクスを付けて指   
定します。 たとえば、 バックエンドストレージに
使用する場合は、 serial:// 
datasources/OracleDB と指定します。 この場 
合、 JSS は、ネーミングサービスで、指定 JNDI  
名でデプロイメントされたデータソースを使用し
ます。

JSS がパーティションで 
実行する場合、 
jss_factory.jds など、 
指定した JDataStore ファ  
イルが使用されます。 
JSS がスタンドアロン EJB  
コンテナで実行する場
合、 <container_name> 
_jss.jds が使用されま 
す。

jss.backingStoreType=
<Dx|JDBC>

 使用する永続性バックエンドストレージのタイ
プを指定します。 設定できる値は、 Dx （ロー
カルの JDatastore データベース） または JDBC   
（jss.pstore プロパティの値を使って提供される 
JNDI 名から解決される JDBC データソース   
名） です。

パーティションで実行さ
れる JSS のデフォルトは  
Dx （ローカルの 
JDataStore） です。 
JSS がスタンドアロン EJB  
コンテナで実行する場
合、 デフォルトは Dx で  
す。

jss.userName=<char_st
ring>

User name JDataStore バックエンドデータベースとの接続 
時を JSS が開くときに使用するユーザー名。 
メ モ ： このプロパティは、 jss.pstore プロパ 
ティで、 JDataStore ファイルをバックエンドスト 
レージに使用する設定になっている場合にだ
け適用されます。

<default-user-name>

jss.passWord=<char_st
ring>

 JSS 永続性ストレージが 
jss.backingStoretype=DX によって定義され 
ている場合は、 このプロパティを使ってローカ
ルの JDataStore データベースへの 
jss.userName アクセスに必要なパスワードを 
設定します。

メ モ ： このプロパティは、 
jss.backingStoretype=Dx （永続性バックエン
ドストレージに JDataStore を使用する設定） の  
場合にだけ有効です。

masterkey

プロパテ ィ
コ ン ソールプロパ
テ ィ 名 説明 デフ ォル ト 値
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パーティショントランザクションサービス（トランザク
ションマネージャ）

次に示すプロパテ ィ は、 パーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス （ ト ラ ンザク シ ョ ンマ
ネージ ャ） の動作に影響し ます。 これらのプロパテ ィ は、 ス タ ン ド ア ロ ン EJB コ ンテナ と
パーテ ィ シ ョ ンのいずれかがホス ト し ていれば指定でき ます。

パーテ ィ シ ョ ンにパーテ ィ シ ョ ン ト ラ ンザク シ ョ ンサービ ス を設定する場合、
<install_dir>/var/domains/base/configurations/<configuration_name>/
mos/<partition_name>/adm/properties に配置された partition.xml フ ァ イル
にプロパテ ィ を設定し ます。

EJB コ ンテナを ス タ ン ド ア ロ ンで実行し ている場合は、 後述の 「JTS システムプロパテ ィ 」
で説明されたシステムプロパテ ィ 名を使って指定する必要があ り ます。 た と えば、 JTS が
ス タ ン ド ア ロ ン EJB コ ンテナによ ってホス ト される場合、 次のよ う にプロパテ ィ  
jts.allow_unrecoverable_completion に相当する システムプロパテ ィ を使用し て、
こ のプロパテ ィ を指定する必要があ り ます。

prompt% vbj -DEJBAllowUnrecoverableCompletion com.inprise.ejb.Container 
ejbcontainer beans.jar -jns -jts

プロパテ ィ 説明 デフ ォル ト 値

jts.allow_unrecoverable_
completion=true|false

true に設定すると、 複数のリソースが登録されている場合に、 回復不可能 
な （2 フェーズでない） 操作を実行するようにコンテナの組み込み JTS イン   
プリメンテーションに指示します。 これは、 各自の責任で使用してください。
開発者用の機能としてのみ提供されています。 OpenJMS では、 このプロパ 
ティはデフォルトで true に設定されます。

False

jts.no_global_tids=true|
false

デフォルトでは、 JTS は X/Open XA 互換のトランザクション ID を生成しま      
す。 このプロパティを true に設定すると、 トランザクションのキー生成動作  
が変更されて、 XA 準拠でないトランザクション ID を生成します。 EJB コン    
テナは、 デフォルトで XA 準拠のプロパティを生成することで、 JDBC2/XA  
ドライバとシームレスに機能します。

False

jts.no_local_tids=true|
false

適化の 1 つに、同じ VM 内に存在するトランザクションサービス内でトラン    
ザクションが開始されたことを EJB コンテナが検出し、 そのトランザクションの  
比較を高速化するという方法があります。 このプロパティを true に設定す  
ると、 この機能は無効になります。 このローカルトランザクション ID （ローカ 
ルトランザクション ID） は、 グローバルトランザクション ID のサブセットなの   
で、 トランザクションの比較が高速化されます。

False

jts.timeout_enable=true|
false

デフォルトでは、 JTS のトランザクションタイムアウト機能は無効です。 有効 
にすると、 JTS によって作成された新しい各トランザクションは、 JTS タイム  
アウトマネージャでタイムアウトになったものとして登録されます。 トランザク
ションが完了する前にタイムアウトになると、 JTS は自動的にそのトランザク 
ションをロールバックします。

False

jts.timeout_interval=<nu
m>

JTS タイムアウトマネージャは、 このプロパティ値で指定されている秒単位間 
隔で、 タイムアウト期間が過ぎて登録されているトランザクションを調べます。
0 の値を設定すると、 9999 秒間隔になります。

5

jts.default_timeout=<num
>

Bean 管理のトランザクションのタイムアウト時間は、 
JTA UserTransaction setTransactionTimeout() メソッドを使っ   
て設定できます。 このメソッドを使用しない場合や、 コンテナ管理のトランザ
クションでない場合は、 デフォルトのトランザクションのタイムアウト値が適用
されます。 このデフォルト値は、 jts.default_timeout プロパティ値を 
使用して、 JTS の起動時に設定できます。 このプロパティの設定単位は 1  
秒です。

600

jts.default_max_timeout=
<num>

jts.default_timeout プロパティのタイムアウト値が長くなりすぎるのを 
避けるために、 jts.default_max_timeout プロパティは、 トランザク 
ションがタイムアウトせずにアクティブな状態を保つことができる時間の上限
を制御します。 このプロパティの設定単位は 1 秒です。

3600

jts.trace=true|false このプロパティを設定すると、 JTS デバッグメッセージが生成されます。 False

jts.transaction_debug_ti
meout=<num>

設定すると、 このプロパティは、 JTS によって管理されているアクティブなト 
ランザクションのリストを表示します。 この値は、 トランザクションが表示され
る間隔を秒単位で示します。

None
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第 章

Chapter   39AppServer 6.7 での LifeRay      
Portal の使用 

こ こ では、 Liferay EAR のデプロ イ メ ン ト の準備、 Borland AppServer （AppServer） コ ン
ソールを使用し た Liferay 設定の作成、 LifeRay ポータルのデプロ イ メ ン ト 、 およびカ ス タ
ムポー ト レ ッ ト のデプロ イ メ ン ト の手順について説明し ます。

Liferay は、 ポー ト レ ッ ト をデプロ イ メ ン ト するために作成されたオープン ソースのポータ
ルです。 こ のポータルでは、 パーソナル化、 ユーザー／グループ管理、 Web メ ール、 掲示
板、 およびコ ンテンツ管理のすべてが 1 つにパッ ケージ されて提供されています。 これ
は、 Java Portlet Specification JSR-168 に準拠し た数多 く のポー ト レ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ンに
バン ド ルされてデプロ イ メ ン ト されています。

LifeRay Portal を AppServer で使用するには、 次の手順にし たがいます。

1 http://www.liferay.com から、 LifeRay 4.0 EAR フ ァ イルをダウ ン ロード し ます。

2 Borland 管理コ ン ソールを開いて ロ グ イ ン し ます。

3 LifeRay Portal の設定を作成し ます。 管理コ ン ソールを使用し て設定を作成する と、
LifeRay パーテ ィ シ ョ ン、 JDataStore、 JMS があ らかじめ設定されています。

a 左側のペイ ンで ［Configurations］ ノ ード を右ク リ ッ ク し、 メ ニューから ［Add 
Configuration...］ を選択し ます。

b ［Template Gallery］ の ［Portals］ を ク リ ッ ク し ます。

c ［Template Gallery］ の右側のペイ ンから ［LifeRay Portal Configuration version 4.0］ を
選択し、 ［Select］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ［Create New Configuration］ ダ イ ア ロ グ
ボ ッ ク スが表示されます。

d ［Name］ フ ィ ール ド に、 新しい LifeRay 設定の名前を入力し ます。

e ［Value］ 列の値をダブルク リ ッ ク し て、 ［Configuration Properties］ ボ ッ ク スのスマー
ト エージェ ン ト ポー ト を変更し ます。

f ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

4 設定名を右ク リ ッ ク し、 表示される メ ニューから ［Start］ を選択し て、 設定を実行し ま
す。
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他のデータベースの使用

5 LifeRay EAR フ ァ イルをホス ト する  LifeRay サーバーを作成し ます。 EAR フ ァ イルを
サーバーにデプロ イ メ ン ト し ます。

LifeRay サーバーを作成するには

a Borland 管理コ ン ソールの左側のペイ ンにあ る  LifeRay パーテ ィ シ ョ ンの下の
［Hosted Modules］ を右ク リ ッ ク し ます。

b メ ニューから ［Host LifeRay module...］ を選択し ます。 ［Host LifeRay Portal］ ダ イ ア
ロ グが開き ます。

c ［Liferay Ear Path］ ボ ッ ク スに、 LifeRay EAR フ ァ イルのパス を入力し ます。

d ［Host Target Directory］ フ ィ ール ド に、 LifeRay モジュールをホス ト するデ ィ レ ク ト
リ のパス を入力し ます。 こ のデ ィ レ ク ト リ は、 エージェ ン ト と同じマシン上に存在
する必要があ り ます。

e ［Generate Stub］ チェ ッ ク ボ ッ ク スが選択されている こ と を確認し て く ださい。

f デフ ォル ト のモジ ュール名を変更する場合は、 ［Module Name］ テキス ト ボ ッ ク スに
名前を入力し ます。 デフ ォル ト では、 モジ ュール名は LifeRay モジュールをホス ト
するデ ィ レ ク ト リ と同じ名前にな り ます。

g ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 状態ボ ッ ク スが表示されます。 AppServer は、 まずス タブ
を生成し てから、 ステ ッ プ 3 で入力し たデ ィ レ ク ト リ に EAR フ ァ イルの内容を抽出
し ます。

6 ブラ ウザで http://localhost:8080 を開き、 LifeRay モジュールが正常にデプロ イ
メ ン ト されている こ と を確認し ます。 ブラ ウザに LifeRay ポータルが表示されるはずで
す。 LifeRay Portal のデフ ォル ト のロ グ イ ン名は 「test@liferay.com」、 パス ワード は
「test」 です。

メ モ LifeRay パーテ ィ シ ョ ンのプロパテ ィ を変更するには、 管理コ ン ソールの左側のペイ ン
で LifeRay パーテ ィ シ ョ ン名を右ク リ ッ ク し、 メ ニューから ［Properties］ を選択し ま
す。 必要な タブを ク リ ッ ク し て前面に表示し、 そのタブに関連付け られているプロパ
テ ィ を変更し ます。

他のデータベースの使用

デフ ォル ト では、 LifeRay は JDataStore データベースを使用してデータ を保存し ます。
JDataStore 以外のデータベース も使用でき ます。 サポー ト されているデータベースについて
は、 Web サイ ト  http://www.liferay.com/web/guest/documentation/development/databases を参照し
て く ださい。 JDataStore 以外のデータベースを使用する場合は、 次の手順にしたがいます。

1 jndi-definitions.xml フ ァ イルで使用するデータベースの JNDI 情報に基づいて、
新しい liferay.dar フ ァ イルを作成し ます。

使用するデータベースに合わせて jndi-definitions.xml フ ァ イルを編集する方法
については、 Web サイ ト  http://www.liferay.com/web/guest/documentation/development/
databases を参照し て く ださい。

DAR フ ァ イルの作成方法については、 『Borland AppServer ユーザーズガイ ド』 の 「JNDI 
定義デス ク リ プタ アーカ イブ （DAR） の作成」 を参照し て く ださい。

2 作成した新しいフ ァ イルで、 LifeRay Portal の設定に含まれるデフ ォル ト の 
liferay.dar を置き換えます。
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ポートレットまたは J2EE モジュールの LifeRay モジュールへのデプロイメント

ポートレットまたは J2EE モジュールの LifeRay モジュー
ルへのデプロイメント

ホス ト されている  Liferay モジュールに、 EJB JAR、 WAR、 RAR、 またはラ イブラ リ  JAR 
を追加でき ます。 これらのいずれかを LifeRay モジュールにデプロ イ メ ン ト するには

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 左側のペイ ンの LifeRay のパーテ ィ シ ョ ン ノ ード を展開し ます。

3 ［Hosted Modules］ の下の LifeRay がホス ト するモジュールを右ク リ ッ ク し、 メ ニューか
ら ［Deploy Portlet］ を選択し ます。 LifeRay Portal デプロ イ メ ン ト ウ ィ ザード が開き ま
す。

Liferay 3.6 をお使いの場合は、 手順 4 に進んで く ださい。

4 ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 デプロ イ メ ン ト するポー ト レ ッ ト （WAR フ ァ イル） を
ウ ィ ザード がポイ ン ト する よ う にし ます。

5 ［Finish］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ポー ト レ ッ ト が正常にデプロ イ メ ン ト されたかど う かを確認するには

1 Web ブラ ウザを開き ます。

2 Web ブラ ウザに 「http://localhost:8080」 と入力し て LifeRay のポータルを開き ます。

3 ポータルに、 デフ ォル ト ロ グ イ ンの 「test@liferay.com」 と パス ワード の 「test」 を使用
し て ロ グ イ ン し ます。

4 Liferay 4.0 をお使いの場合、 [Add Content] を ク リ ッ ク し て く ださい。

Liferay 3.6 をお使いの場合は、 ス ク ロールダウ ン し て ［Add Portlet to Wide Column］
フ ィ ール ド を表示し ます。 こ のフ ィ ール ド の ド ロ ッ プダウ ン メ ニューには、 新たに追
加されたポー ト レ ッ ト が表示されています。

5 そのポー ト レ ッ ト を選択し、 ［Add］ ボタ ンを ク リ ッ ク し てポータルにポー ト レ ッ ト を
追加し ます。
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第 章

Chapter   40Borland AppServer 6.7 の      
JBuilder 2006 との統合  

こ の章では、 JBuilder 2006 用 Borland AppServer 6.7 プラ グ イ ンのイ ン ス ト ール方法、 プラ
グ イ ンの設定方法、 および JBuilder 2006 に組み込んだ Borland AppServer 6.7 の使用方法を
説明し ます。

Borland AppServer 6.7 用 JBuilder 2006 の設定

プラ グ イ ンを イ ン ス ト ールし、 JBuilder を再起動し た ら、 プラ グ イ ンを使用でき る よ う に 
JBuilder を設定する必要があ り ます。

Borland AppServer 6.7 用に JBuilder を設定するには

1 ［Enterprise|Configure Servers］ を選択し て ［Configure Servers］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を表
示し ます。 
ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの右側にサーバーのデフ ォル ト 設定が表示されます。 ［General］
ページには共通のフ ィ ール ド が表示され、 ［Custom］ ページにはサーバー固有のフ ィ ー
ル ド が表示されます。 ［Custom］ 設定を変更する と ［General］ ページの設定が更新され
る場合があ り ます。

2 左側のペイ ンの User Home フ ォルダから  Borland Enterprise Server AppServer Edition 6.x 
を選択し ます。

メ モ 6.x は Borland Enterprise Server AppServer Edition 6.0RP1、 Borland Enterprise Server 
AppServer Edition 6.5 （パッチ 11）、 および Borland AppServer 6.7 の AppServer バージ ョ
ンを示し ます。

3 ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス 上部の ［Enable Server］ オプシ ョ ンを選択し ます。 
こ のオプシ ョ ンを選択する と、 Borland AppServer 6.7 用のフ ィ ール ド が有効にな り ます。
こ のオプシ ョ ンを選択する まで、 どのフ ィ ール ド も編集でき ません。 ［Enable Server］
チェ ッ ク ボ ッ ク スによ り 、 ［Project ｜ Project Properties ｜ Server］ を使用し てプロ ジェ
ク ト のサーバーを選択し た と きに、 このサーバーをサーバーの リ ス ト に表示するかど
う かも決定されます。

4 ［General］ タブの以下のフ ィ ール ド を表示し、 必要に応じ て変更し ます。

■ ［Home Directory］ ： Borland AppServer 6.7 がイ ン ス ト ールされるデ ィ レ ク ト リ 。 デ
フ ォル ト は Borland/AppServer です。 デフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ が正し く ない場合
は、 省略符 ［…］ ボタ ンを使用し て正しいデ ィ レ ク ト リ を参照し ます。

■ ［Native Executable Launcher］ ： このサーバーを実行するネイ テ ィ ブな実行可能フ ァ イ
ル。 デフ ォル ト では、 <APPSERVER_HOME>/bin フ ォルダの partition.exe です。
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Borland AppServer 6.7 用 JBuilder 2006 の設定

JBuilder がネイ テ ィ ブな実行可能フ ァ イルを検出する と、 このフ ィ ール ド は自動的に
入力されます。

■ ［VM Parameters］ ： 仮想マシンに渡すパラ メ ータ。

■ ［Server Parameters］ ： サーバーに渡すパラ メ ータ。

■ ［Working Directory］ ： 作業デ ィ レ ク ト リ の名前と場所。

5 ［Custom］ タブを ク リ ッ ク し てサーバー固有のフ ィ ール ド を表示し、 必要に応じ て変更
し ます。 次の各フ ィ ール ド を変更または入力し ます。

■ ［JDK Installation Directory］ ： JDK v 1.5.0 のあるディ レ ク ト リ 。 Borland AppServer 6.7 で
は、 このフ ィ ールドは自動的に <APPSERVER_HOME>/jdk/jdk1.5.0 フォルダに設
定されます。 プロジェ ク ト では、 この JDK を使って AppServer パーテ ィ シ ョ ンが実行
されます。

■ ［Server Name］ ： Borland AppServer 6.7 のハブ名。

■ ［Configuration Name］ ： パーテ ィ シ ョ ンを管理する設定の名前。 デフ ォル ト では 
jbuilder になっています。

■ ［Partition Name］ ： モジュールを実行するパーテ ィ シ ョ ンの名前。 デフ ォル ト では 
jbpartition になっています。

■ ［Add A Management Agent Item To The Enterprise Menu］ : ［Management Agent］ 項目を 
JBuilder Enterprise の メ ニューに追加し て、 Management Agent を素早 く  JBuilder IDE 
から起動でき る よ う にし ます。

■ ［Server Realm］ ： サーバー領域の名前。 詳細は、 『Borland 管理コ ン ソールユーザーズ
ガイ ド』 を参照し て く ださ い。 デフ ォル ト の設定値は ServerRealm です。

■ ［User Name］ ： サーバーがユーザーを識別するために使用する名前。 デフ ォル ト 値
は、 admin です。

■ ［User Password］ ： サーバーがユーザーを識別する ために使用するパス ワー ド。 デ
フ ォル ト 値は、 admin です。

■ ［Advanced Settings］ ： このボタ ンを ク リ ッ クする と ［Advanced Settings］ ダ イ ア ロ グ
ボ ッ ク スが表示されます。 こ のダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を使用し て、 Management Agent 
が使用するポー ト 番号の変更や ［Use Security］ オプシ ョ ンの選択を行います。 管理
ポー ト は、 JBuilder で起動時やデプロ イ メ ン ト 時にサーバーを検出するために使用さ
れます。 管理ポー ト は、 デフ ォル ト と異な る管理ポー ト を使用し て リ モー ト サー
バーにデプロ イ メ ン ト する場合にのみ変更し ます。 ポー ト 番号を変更する場合は、
必ずサーバーと同じポー ト 番号を入力し て く ださい。 ポー ト 番号が正し く ない と
サーバーは起動し ません。 選択するポー ト と セキ ュ リ テ ィ は、 サーバーの設定と一
致する必要があ り ます。 値は Borland AppServer のプロパテ ィ フ ァ イルから読み取ら
れますが、 Home Directory の設定を変更する と、 これらの値は自動的に変更されま
す。 ただし、 Management Agent の動作中に JBuilder でポー ト 番号を変更する と、
Management Agent は自動的にシ ャ ッ ト ダウ ン されます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ、 設定を保存し ます。 
Borland Enterprise Server AppServer Edition 6.x を対象にし ていたすべてのプロ ジェ ク ト
は、 新しい Borland AppServer ホームを対象とする よ う に自動的に更新されます。
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JBuilder での Borland 管理コンソールの表示

JBuilder での Borland 管理コンソールの表示

Borland AppServer 6.7 用 JBuilder 2006 を イ ン ス ト ールし て設定する と、 Borland AppServer 
管理コ ン ソールが JBuilder メ ッ セージペイ ンに表示されます。 それには、
jbuilder.config 設定フ ァ イルを編集する必要があ り ます。

1 プロ ジェ ク ト を保存し、 JBuilder を終了し ます。

2 テキス ト エデ ィ タで jbuilder.config を開き ます。 このフ ァ イルは、
<JBUILDER_HOME>/bin フ ォルダにあ り ます。

3 こ の設定フ ァ イルに、 次の VM パラ メ ータ を追加し ます。 
vmparam -Djava.endorsed.dirs=<APPSERVER_HOME>/lib/endorsed

4 JBuilder を再起動し ます。

5 ［View|Panes|BAS Console 6.7］ を選択し ます。 
Borland 管理コ ン ソールが メ ッ セージペイ ンに表示されます。

JBuilder を使った VisiBroker 開発

［Enterprise Setup］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス （［Enterprise|Enterprise Setup］） の CORBA ノード を
使用し て、 Borland AppServer で VisiBroker 7.0 を使用する よ う にセ ッ ト ア ッ プし ます。

JBuilder で ORB を使用でき る よ う にするには

1 ［Enterprise|Enterprise Setup］ を選択し て ［Enterprise Setup］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を表示
し ます。 CORBA ページを選択し ます。 このダ イ ア ロ グボ ッ ク スのパラ メ ータ を使用す
る と、 JBuilder で CORBA アプ リ ケーシ ョ ンを開発でき ます。

2 ［ Configuration］ ド ロ ッ プダウ ンリ ス ト から 、［ VisiBroker (Borland Enterprise Server 
AppServer Edition 6.x)］ オプショ ンを 選択し ま す。 こ のオプショ ンは、
<APPSERVER_HOME>/bin フ ォ ルダを 指すよ う に自動的に更新さ れま す。

3 ［Tools］ メ ニューから スマー ト エージェ ン ト を起動するには、 ［Add The VisiBroker 
Smart Agent Item To The Tools Menu］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 ESmartAgent ポー ト の番号を ［SmartAgent Port］ フ ィ ール ド に入力し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

重要 CORBA アプ リ ケーシ ョ ンの実行時設定では、 ［Edit Runtime Configuration］ ダ イ ア ロ グボ ッ
ク ス （［Run|Configurations|Edit］） の ［VM Parameters］ フ ィ ール ド に次のパラ メ ータ を追加
する必要があ り ます。

-Dvbroker.agent.port=<your_osagent_port> 
-Dborland.enterprise.licenseDir=<APPSERVER_HOME>/var 
-Dborland.enterprise.licenseDefaultDir=<APPSERVER_HOME>/license

システムのセ ッ ト ア ッ プが完了し、 Borland AppServer 6.7 と と もにイ ン ス ト ールし た 
VisiBroker 7.0 を使用でき る よ う にな り ま し た。 アプ リ ケーシ ョ ンの実行前に、 ［Tools|
VisiBroker Smart Agent］ を選択し てスマー ト エージェ ン ト を起動し ます。
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JBuilder デプロイメントデスクリプタエディタを使用した 
J2EE 1.4 アプリケーションの開発

Borland AppServer 6.7 は、 J2EE 1.4 アプ リ ケーシ ョ ンの開発に対応し ています。 JBuilder デ
プロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タには、 Borland AppServer 6.7 を対象にし た J2EE 1.4 ア
プ リ ケーシ ョ ン用に、 新しいページが用意されています。

J2EE 1.4 では、 各デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタが DTD ではな く  XML スキームに対し て有
効であ る こ と が必要です。 JBuilder 2006 用 Borland AppServer 6.7 プラ グ イ ンは、 こ の変更
に対応し ています。 プロ ジェ ク ト のペイ ンで J2EE デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ を右ク
リ ッ ク し、 ［Validate］ を選択する と、 そのデス ク リ プタは XML スキームフ ァ イルに対し
て有効にな り ます。 Borland AppServer デプロ イ メ ン ト 用の J2EE モジュールは、 次のス
キームフ ァ イルに対し て有効にな り ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンモジ ュール ： application_1_4-borland.xsd
■ アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト モジ ュール ： application-client_1_4-

borland.xsd

■ コネ ク タモジ ュール ： connector_1_5.xsd
■ EJB モジ ュール ： ejb-jar_2_1-borland.xsd
■ Web モジュール ： web-app_2_4-borland.xsd

標準 Java コ メ ン ト 付きの J2EE 1.4 XML スキームは、 Java 2 Platform、 Enterprise Edition 
(J2EE) : XML Schemas for J2EE Deployment Descriptors （http://java.sun.com/xml/
ns/j2ee/） で参照でき ます。

Borland AppServer 6.7 の更新に対応し て、 JBuilder デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タに
は次のエンテ ィ テ ィ のページが更新または新規に作成されています。

■ ［Message Destinations］ ページ ： Web モジュール、 EJB モジ ュール、 アプ リ ケーシ ョ ン
ク ラ イ アン ト モジ ュール

■ ［Message Destination Reference］ ページ ： Web モジ ュール、 アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ ア
ン ト モジュール、 セ ッ シ ョ ン Bean、 エンテ ィ テ ィ  Bean、 メ ッ セージ駆動型 Bean

■ ［Message-Driven Bean］ ページ ： メ ッ セージ駆動型 Bean
■ ［Resource Environment References］ ページ ： メ ッ セージ駆動型 Bean
■ ［Admin Object and Admin Object Properties］ ページ ： メ ッ セージ駆動型 Bean
■ ［Resource Adapter］ ページ ： コネ ク タモジュール

■ ［BES Connection Definition］ ページ ： コネ ク タモジュール

メ モ JBuilder には、 標準およびサーバー固有の J2EE 1.3 モジュール とデプロ イ メ ン ト デス ク リ
プタ用に、 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタエデ ィ タが用意されています。 このエデ ィ タにつ
いては、 JBuilder オン ラ イ ンヘルプの 「Developing Applications with Enterprise JavaBeans」
にあ る 「Editing EJB deployment descriptors」 を参照し て く ださい。
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［Message Destinations］ページ

［Messages Destinations］ ページは、 Web モジ ュール、 EJB モジュール、 およびアプ リ ケー
シ ョ ン ク ラ イ アン ト モジ ュール用の新しい DD Editor ページです。

［Message Destinations］ ページでは、 Web モジュール、 EJB モジ ュール、 またはアプ リ ケー
シ ョ ン ク ラ イ アン ト モジ ュール用の新しい J2EE 1.4 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ要素 
<message-destination-name> を設定し ます。 この要素は、 メ ッ セージ送信先 リ フ ァ
レン スの名前を指定し ます。 Borland AppServer 6.7 の値は、 Web モジュール、 EJB モ
ジュール、 またはアプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト モジ ュールで使用される メ ッ セージ送信
先 リ フ ァ レン スの名前を表す JNDI 名です。

［Message Destinations］ ページを表示し て標準および Borland AppServer 固有のデプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタ要素を設定するには

1 プロ ジェ ク ト ペイ ンで Web モジュール、 EJB モジュール、 またはアプ リ ケーシ ョ ン ク
ラ イ アン ト モジ ュールを選択し ます。 
内容ペイ ンの下部にあ る ［Select the DD Editor］ タブを選択し ます。

2 構造ペイ ンを開き ます。

3 モジ ュール ノード を展開し て、 ［Message Destinations］ ノ ード を選択し ます。

4 メ ッ セージ送信先を追加するには、 ノード を右ク リ ッ ク し、 ［Add］ を選択し ます。

5 DD Editor の ［Standard］ タブを ク リ ッ ク し ます。

a ［Name］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ送信先の名前を入力し ます。 デプロ イ メ ン ト
フ ァ イル内の メ ッ セージ送信先名の名前は、 互いに重複し ないよ う にする必要があ
り ます。

b ［Language］ フ ィ ール ド に、 ［Display Name］、 ［Description］、 およびア イ コ ンに関連
付け る言語を入力し ます。 言語ご と に 1 つの表示名、 説明、 および大小のア イ コ ン
を指定でき ます。 ［Add］ と ［Remove］ ボタ ンを使用し て言語を追加および削除し ま
す。

c ［Display Name］ フ ィ ール ド に、 表示する名前を入力し ます。

d ［Description］ フ ィ ール ド に、 説明を入力し ます。

e ［Large Icon］ フ ィ ール ド に、 大きいア イ コ ン （32 x 32 ピ ク セル） の場所を入力し ま
す。 ア イ コ ンは、 モジ ュールツ リ ー内に存在する必要があ り ます。

f ［Small Icon］ フ ィ ール ド に、 小さいア イ コ ン （16 x 16 ピ ク セル） の場所を入力し ま
す。 ア イ コ ンは、 モジ ュールツ リ ー内に存在する必要があ り ます。

6 DD Editor の ［BES］ タブを ク リ ッ ク し ます。 ［JNDI Name］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ
送信先の JNDI 名を入力し ます。 詳細は、 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 の 199
ページの 「JMS の使い方」 を参照し て く ださい。
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［Message Destination Reference］ページ

［Message Destinations Reference］ ページは、 Web モジュール と アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ ア
ン ト モジュール、 またエンテ ィ テ ィ  Bean、 セ ッ シ ョ ン Bean、 および メ ッ セージ駆動型 
Bean 用の新しい DD Editor ページです。

［Message Destination Reference］ ページでは、 Web モジ ュール と アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ ア
ン ト モジュール、 およびエンテ ィ テ ィ  Bean、 セ ッ シ ョ ン Bean、 メ ッ セージ駆動型 Bean 用
の新しい J2EE 1.4 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ要素 <message-destination-ref> を
設定し ます。 メ ッ セージ送信先 リ フ ァ レン スでは、 リ ソースに関連付け られた リ フ ァ レン
スが宣言されます。

［Message Destination Reference］ ページを表示し て Borland AppServer 6.7 固有のデプロ イ メ
ン ト デス ク リ プタ要素を設定するには

1 プロ ジェ ク ト ペイ ンで Web モジュール、 EJB モジュール、 またはアプ リ ケーシ ョ ン ク
ラ イ アン ト モジ ュールを選択し ます。 
内容ペイ ンの下部にあ る ［Select the DD Editor］ タブを選択し ます。

2 構造ペイ ンを開き ます。

3 モジュールまたは Bean ノ ード を展開し て、 ［Message Destination References］ ノード を選
択し ます。

4 メ ッ セージ送信先 リ フ ァ レン ス を追加するには、 ノード を右ク リ ッ ク し、 ［Add］ を選
択し ます。

5 DD Editor の ［Standard］ タブを ク リ ッ ク し ます。 以下の属性を設定し ます。

a ［Name］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ送信先 リ フ ァ レ ン スの名前を入力し ます。 デプ
ロ イ メ ン ト コ ンポーネン ト コード では、 この名前が使用されます。

b ［Type］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ送信先の Java のタ イプを指定し ます。 こ のタ イ
プによ り 、 送信先で実装される  Java イ ン ターフ ェースが指定されます。

c ［Usage］ フ ィ ール ド で、 メ ッ セージ送信先の使用方法を選択し ます。 メ ッ セージが
メ ッ セージ送信先で使用される場合は ［Consumes］、 メ ッ セージが送信先用に生成さ
れる場合は ［Produces］、 メ ッ セージが使用も生成も される場合は
［ConsumeProduces］ を選択し ます。 アセンブラは、 この情報を使用し て送信先のプ
ロデューサ と コ ンシ ューマを リ ン ク し ます。

d ［Link］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ送信先 リ ン ク を指定し ます。 この要素は、 メ ッ
セージ送信先 リ フ ァ レン ス または メ ッ セージ駆動型 Bean を メ ッ セージ送信先に リ ン
ク し ます。 アセンブラは、 アプ リ ケーシ ョ ンでのプロデューサ と コ ンシューマ間の
メ ッ セージフ ローを反映する よ う に値を設定し ます。 この値は、 同じデプロ イ メ ン
ト フ ァ イル、 または同じ  J2EE アプ リ ケーシ ョ ンユニ ッ ト 内の別のデプロ イ メ ン ト
フ ァ イルの メ ッ セージ送信先の名前であ る必要があ り ます。 または、 参照する メ ッ
セージ送信先を含むデプロ イ メ ン ト フ ァ イルのパス名に、 送信先の名前を # でパス
名と区切って追加し て、 値を組み立てます。 このパス名は、 メ ッ セージ送信先を参
照するデプロ イ メ ン ト コ ンポーネン ト を含むデプロ イ メ ン ト フ ァ イルを基準とする
相対名です。 これによ り 、 複数の メ ッ セージ送信先の名前が同じ場合でも、 それぞ
れを区別でき ます。

e ［Description Language］ フ ィ ール ド に、 説明に使用する言語を入力し ます。 ［Add］ と
［Remove］ ボタ ンを使用し て言語を追加および削除し ます。 言語別に 1 つの説明を
加える こ と ができ ます。

f ［Description］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ送信先 リ フ ァ レン スの説明を入力し ます。

6 DD Editor の ［BES］ タブを ク リ ッ ク し ます。

7 メ ッ セージ送信先の JNDI 名を入力し ます。 詳細は、 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』
の 199 ページの 「JMS の使い方」 を参照し て く ださい。
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［Message-Driven Bean］ページ

Borland 固有の ［Message-Driven Bean］ ページは、 メ ッ セージ駆動型 Bean に対応し て更新
されま し た。

DD Editor の ［Message-Driven Bean］ ページでは、 メ ッ セージ駆動型 Bean のデプロ イ メ ン
ト デス ク リ プタ を設定し ます。 標準と  Borland AppServer 6.7 固有のどち らのページ も、
J2EE 1.4 実装に対応し て更新されています。

［Message-Driven Bean］ ページを表示し て標準および BAS 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ
プタ要素を設定するには

1 プロ ジェ ク ト ペイ ンで EJB モジュールを選択し ます。 
DD Editor がコ ンテンツペイ ンに表示されます。

2 構造ペイ ンを開き ます。

3 EJB モジュールを展開し、 ［Message-Driven Bean］ ノード を展開し ます。 メ ッ セージ駆
動型 Bean を選択し ます。 
DD Editor に、 ［Message-Driven Bean］ ページが表示されます。

4 DD Editor の ［Standard］ タブを ク リ ッ ク し ます。 以下の属性を設定し ます。

a ［Name］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ駆動型 Bean の名前を入力し ます。

b ［EJB Class］ フ ィ ール ド に、 Bean のビジネス メ ソ ッ ド を実装する  Java ク ラ スの完全
な名前を入力し ます。 こ の情報は必須です。

c ［Messaging Type］ フ ィ ール ド で、 Bean の メ ッ セージング タ イプを選択し ます。

d ［Transaction Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 Bean の ト ラ ンザク シ ョ ンを管理す
る方法を選択し ます。 ト ラ ンザク シ ョ ンは、 Bean 自体またはコ ンテナによ って管理
でき ます。

e ［Message Destination Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 メ ッ セージ送信先のタ イプ
を選択し ます。 これは、 実際の ト ピ ッ ク か、 メ ッ セージ駆動型 Bean が監視する
キ ューです。

f ［Message Destination Link］ フ ィ ール ド に、 Bean の メ ッ セージ送信先を入力し ます。

g ［Description Language］ フ ィ ール ド に、 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン設定の説明に使用する言
語を入力し ます。 ［Add］ と ［Remove］ ボタ ンを使用し て言語を追加および削除し ま
す。 言語別に 1 つの説明を加える こ と ができ ます。

h ［Description］ フ ィ ール ド に、 Bean の説明を入力し ます。

i ［Language］ フ ィ ール ド に、 表示情報の言語を入力し ます。 ［Add］ と ［Remove］ ボ
タ ンを使用し て言語を追加および削除し ます。 言語別に 1 つの表示説明を加え る こ
と ができ ます。

j ［Display Name］ フ ィ ール ド に、 表示目的の Bean を識別するために使用する名前を
入力し ます。

k ［Description］ フ ィ ール ド に、 表示目的の説明を入力し ます。

l ［Large Icon］ フ ィ ール ド に、 Bean に関連付ける大きいア イ コ ン （32 x 32 ピ ク セル）
の名前を入力し ます。

m ［Small Icon］ フ ィ ール ド に、 Bean に関連付ける小さいア イ コ ン （16 x 16 ピ ク セル）
の名前を入力し ます。

5 DD Editor の ［BES］ タブを ク リ ッ ク し ます。 このページでは、 Borland AppServer 
<message-source> 要素を設定し ます。

a ［Message Source Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 メ ッ セージ ソースのタ イプを選
択し ます。 jms-provider-ref を選択し て、 EJB 2.0 実装を使用し て メ ッ セージ ソース を 
JMS プロバイ ダ経由でア ク テ ィ ブ化し ます。 adapter-ref を選択し て、 メ ッ セージ ソー
ス を JCA 1.5 リ ソースアダプタ経由でア ク テ ィ ブ化し ます。

b ［Destination Name］ フ ィ ール ド に、 メ ッ セージ駆動型 Bean の送信先を入力し ます。
これは、 実際の ト ピ ッ ク か、 メ ッ セージ駆動型 Bean が監視する キ ューです。 こ の
フ ィ ール ド は、 メ ッ セージ ソース タ イプ と し て jms_provider_ref が選択されている場
合に使用でき ます。
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c ［Connection Factory Name］ フ ィ ール ド に、 JMS ブローカーに接続するために使用す
る リ ソース接続フ ァ ク ト リ を入力し ます。 このフ ィ ール ド は、 メ ッ セージ ソース タ
イプ と し て jms_provider_ref が選択されている場合に使用でき ます。

d ［Initial Pool Size］ フ ィ ールド に、 初期接続数を入力し ます。 このフ ィ ールドは、 メ ッ
セージソース タ イプ と して jms_provider_ref が選択されている場合に使用でき ます。

e ［Maximum Pool Size］ フ ィ ール ド に、 大接続数を入力し ます。 こ のフ ィ ール ド は、
メ ッ セージ ソース タ イプ と し て jms_provider_ref が選択されている場合に使用でき ま
す。

f ［Wait Timeout］ フ ィ ール ド に、 接続する までの待機時間を入力し ます （秒単位）。 こ
のフ ィ ール ド は、 メ ッ セージ ソース タ イプ と し て jms_provider_ref が選択されている
場合に使用でき ます。

g ［Instance Name］ フ ィ ール ド に、 J2EE リ ソースに接続する リ ソースアダプタ イ ン ス
タ ン スの名前を入力し ます。 こ のフ ィ ール ド は、 メ ッ セージ ソース タ イプ と し て 
resource_adapter_ref が選択されている場合に使用でき ます。

［Resource Environment References］ページ

Borland 固有の ［Resource Environment References］ ページは、 メ ッ セージ駆動型 Bean に対
応し て更新されま し た。

［Resource Environment References］ ページでは、 メ ッ セージ駆動型 Bean 用の <resource-
environment-ref> 要素を設定し ます。 リ ソース環境 リ フ ァ レ ン スは、 JNDI 名または管
理オブジェ ク ト のいずれかに設定でき ます。 リ ソース環境 リ フ ァ レン スは、 ク ラ イ アン ト
アプ リ ケーシ ョ ンが使用する論理名をオブジェ ク ト の物理的な名前にマ ッ プし ます。

［Resource Environment Reference］ ページを表示し て Borland AppServer 6.7 固有のデプロ イ
メ ン ト デス ク リ プタ要素を設定するには

1 プロ ジェ ク ト ペイ ンで EJB モジュールを選択し ます。 
DD Editor がコ ンテンツペイ ンに表示されます。

2 構造ペイ ンを開き ます。

3 EJB モジ ュールを展開し、 ［Message-Driven Bean］ ノード を選択し ます。 メ ッ セージ駆
動型 Bean を選択し ます。

4 ［Resource Environment References］ ページを右ク リ ッ ク し、 ［Add］ を選択し ます。

5 DD Editor の ［BES］ タブを ク リ ッ ク し ます。

a ［Resource Environment References Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 リ フ ァ レン スの
タ イプを選択し ます。 JNDI リ フ ァ レン ス を選択する場合は、 ［JNDI name］ を選択し
ます。 管理オブジェ ク ト を選択する場合は、 ［Admin Object］ を選択し ます。 管理オ
ブジェ ク ト を選択し た場合は、 こ のオブジェ ク ト のプロパテ ィ を設定する必要があ
り ます。 詳細は、 381 ページの 「［Admin Object and Admin Object Properties］ ページ」
を参照し て く ださ い。

b ［JNDI Name］ フ ィ ール ド に、 論理名をオブジェ ク ト 名にマ ッ プする  JNDI Bean の名
前を入力し ます。 こ のフ ィ ール ド は、 リ ソース環境タ イプ と し て JNDI 名が選択され
ている場合にのみ使用でき ます。 詳細は、 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 の 199
ページの 「JMS の使い方」 を参照し て く ださい。
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［Admin Object and Admin Object Properties］ペー
ジ

［Admin Object］ ページ と ［Admin Object Properties］ ページは、 メ ッ セージ駆動型 Bean の
リ ソース環境用の新しいページです。

［Admin Object］ ページでは、 リ ソース環境 リ フ ァ レン スの管理オブジェ ク ト を追加し ま
す。 ［Admin Object Properties］ ページでは、 オブジェ ク ト のプロパテ ィ を設定し ます。 こ
のページは、 ［Resource Environment References Type］ で ［Admin Object］ を選択し た場合に
のみ使用でき ます。 管理オブジェ ク ト は、 メ ッ セージングス タ イルまたは メ ッ セージング
プロバイ ダだけに存在し ます。

［Admin Object］ ページを表示し て Borland AppServer 6.7 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク リ プ
タ要素を設定するには

1 プロ ジェ ク ト ペイ ンで EJB モジュールを選択し ます。 
DD Editor がコ ンテンツペイ ンに表示されます。

2 構造ペイ ンを開き ます。

3 EJB モジュールを展開し、 ［Message-Driven Bean］ ノード を選択し ます。 メ ッ セージ駆
動型 Bean を選択し ます。

4 ［Resource Environment References］ ページを右ク リ ッ ク し、 ［Add］ を選択し ます。

5 DD Editor の ［BES］ タブを ク リ ッ ク し ます。

6 ［Resource Environment Reference Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 ［Admin Object］ を
選択し ます。

7 追加し たエント リ が表示さ れる まで、 構造ペイ ンの［ Resource Environment References］
ノ ード を展開し ます。

8 ノード を展開し、 ［Admin Object Properties］ ノ ード を選択し ます。 ノ ード を右ク リ ッ ク
し、 ［Add］ を選択し ます。 
DD Editor に、 ［BES Admin Object Properties］ ページが表示されます。

9 次のよ う にプロパテ ィ を入力し ます。

a ［Name］ フ ィ ール ド に、 プロパテ ィ 名を入力し ます。

b ［Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 プロパテ ィ のタ イプを選択し ます。
［java.lang.String］、 ［java.lang.Boolean］、 ［Integer］ のいずれかを選択し ます。
［<Unspecified>］ を選択する こ と もでき ます。

c ［Value］ フ ィ ール ド に、 プロパテ ィ の値を入力し ます。 値は、 プロパテ ィ のタ イプ
に適合し ている必要があ り ます。
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［Resource Adapter］ページ

Borland 固有の ［Resource Adapter］ ページは、 コネ ク タモジュール用の新しいページです。

［Resource Adapter］ ページでは、 コネ ク タモジュールに対し て、 Borland 固有 JCA 1.5 デプ
ロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  <resourceadapter> 要素を設定し ます。 こ の要素は、 コネ ク
タの リ ソースアダプタ を記述し ます。

［Resource Adapter］ ページを表示し て Borland AppServer 6.7 固有のデプロ イ メ ン ト デス ク
リ プタ要素を設定するには

1 プロ ジェ ク ト ペイ ンでコネ ク タモジ ュールを選択し ます。 
DD Editor がコ ンテンツペイ ンに表示されます。

2 構造ペイ ンを開き ます。

3 コネ ク タモジ ュールを展開し、 ［Resource Adapter］ ノード を選択し ます。

4 DD Editor の ［BES］ タブを ク リ ッ ク し ます。

a ［Instance Name］ フ ィ ール ド に、 接続フ ァ ク ト リ の名前を入力し ます。

b ［Resource Adapter Link Reference］ フ ィ ール ド に、 リ ソースアダプタ リ ン ク の リ フ ァ
レン ス を入力し ます。 これによ り 、 複数のデプロ イ メ ン ト リ ソースアダプタ を  1 つ
のデプロ イ メ ン ト リ ソースアダプタ を関連付ける こ と ができ ます。 この リ ン ク によ
り 、 基本の リ ソースアダプタですでに設定されている リ ソース を別の リ ソースアダ
プタに リ ン ク し て再利用し た り 、 属性の一部だけを変更する こ と ができ ます。 この
フ ィ ール ド を使用する と、 可能であれば リ ソースの重複を避ける こ と ができ ます。
基本の リ ソースアダプタのデプロ イ メ ン ト に定義された値は、 他の値が指定されな
い限 り 、 すべて リ ン ク先の リ ソースアダプタに継承されます。

c ［Resource Adapter Library Directory］ フ ィ ール ド に、 すべての共有ラ イブラ リ のコ
ピー先のデ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

d ［Authorization Domain］ フ ィ ール ド に、 接続の承認ド メ イ ンを入力し ます。

［BES Connection Definition］ページ

BES 接続定義のページは、 コネ ク シ ョ ンモジュール用の新しいページです。

［BES Connection Definition］ ページでは、 Borland コネ ク タモジュールに対し て、 Borland 
固有 JCA 1.5 デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  <outbound-resourceadapter> 要素を設定
し ます。 設定する情報には、 コネ ク タ アーキテ クチャの一部と し て必要な ク ラ ス と イ ン
ターフ ェースの完全修飾名、 管理接続の数、 接続の時間間隔が含まれます。

［BES Connection Definition］ ページを表示し て Borland AppServer 6.7 固有のデプロ イ メ ン ト
デス ク リ プタ要素を設定するには

1 プロ ジェ ク ト ペイ ンでコネ ク タモジ ュールを選択し ます。 
DD Editor がコ ンテンツペイ ンに表示されます。

2 構造ペイ ンを開き ます。

3 コネ ク タモジ ュール と ［Resource Adapter］ ノード を展開し ます。

4 ［BES Connection Definitions］ ノード を右ク リ ッ ク し、 ［Add］ を選択し ます。

5 接続定義の属性を次のよ う に設定し ます。

a ［Factory Interface］ フ ィ ール ド に、 フ ァ ク ト リ イ ン ターフ ェースの名前を入力し ま
す。

b ［Factory Name］ フ ィ ール ド に、 JMS ブローカーに接続するために使用する フ ァ ク ト
リ ク ラ スの名前を入力し ます。

c ［Description］ フ ィ ール ド に、 接続の説明を入力し ます。

d ［JNDI 名］ フ ィ ール ド に、 接続フ ァ ク ト リ への JNDI ク ラ スの名前を入力し ます。 詳
細は、 『Borland AppServer 開発者ガイ ド』 の 199 ページの 「JMS の使い方」 を参照し
て く ださ い。

e ManagedConnectionFactory または ManagedConnection ク ラ スのロ グを記録するため
に、 ［Enable Logging］ オプシ ョ ンをチェ ッ ク し ます。
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f ［Log File Name］ フ ィ ール ド に、 ロ グの結果を書き込むフ ァ イルの名前と場所を入力
し ます。

g ［Initial Capacity］ フ ィ ール ド に、 デプロ イ メ ン ト 時にサーバーが割 り 当てを試みる管
理接続数の初期値を入力し ます。

h ［Maximum Capacity］ フ ィ ール ド に、 サーバーが同時に割 り 当てを認める 大管理接
続数を入力し ます。

i ［Busy Timeout］ フ ィ ール ド に、 接続がビジーの場合に待機する時間を秒単位で入力
し ます。

j ［Idle Timeout］ フ ィ ール ド に、 接続がタ イ ムア ウ ト する までの待機時間を秒単位で入
力し ます。

k ［Wait Timeout］ フ ィ ール ド に、 接続までの待機時間を秒単位で入力し ます。

l ［Capacity Delta］ フ ィ ールド に、 新しい接続を求める要求に応答する と きにサーバーが
割り 当てを試みる管理接続数を入力し ます。

m システム リ ソース を節約するために、 ［Enable Cleanup］ オプシ ョ ンを選択し て、 使
用されていない管理接続の回収をサーバーが試みる よ う にし ます。

n ［Cleanup Interval］ フ ィ ール ド に、 使用されている管理接続の回収を試みる時間間隔
を秒単位で入力し ます。

6 接続定義プロパテ ィ を追加するには、 追加し た定義に対する ノード を展開し、
［Properties］ ノード を右ク リ ッ ク し て、 ［Add］ を選択し ます。 次のよ う にプロパテ ィ を
入力し ます。

a ［Name］ フ ィ ール ド に、 プロパテ ィ 名を入力し ます。

b ［Type］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から、 プロパテ ィ のタ イプを選択し ます。
［java.lang.String］、 ［java.lang.Boolean］、 ［Integer］ のいずれかを選択し ます。
［<Unspecified>］ を選択する こ と もでき ます。

c ［Value］ フ ィ ール ド に、 プロパテ ィ の値を入力し ます。 値は、 プロパテ ィ のタ イプ
に適合し ている必要があ り ます。
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Borland AppServer 6.7 を対象にしたプロジェクトの実
行設定の作成

JBuilder は、 Borland AppServer 6.7 を ターゲ ッ ト にし たデプロ イ メ ン ト 用に、 デフ ォル ト 設
定 jbuilder およびデフ ォル ト パーテ ィ シ ョ ン jbpartition を使用し ます。 この設定やパーテ ィ
シ ョ ンがない場合は、 プラ グ イ ンを設定し た と きに自動的に作成されます。 デフ ォル ト
パーテ ィ シ ョ ンは、 Tomcat と  JDataStore サービ ス と同じポー ト 番号を共有し ます。 パー
テ ィ シ ョ ンは、 デプロ イ メ ン ト されるサービ スのタ イプご と に自動的に作成されます。
サーバー名は、 マシンの ID と同じです。

複数の JBuilder 実行設定を使用し て、 複数のパーテ ィ シ ョ ンを起動でき ます。 複数の実行
設定を作成するには、 次の手順にし たがいます。

1 ［Run|Configurations］ を選択し、 ［New］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［Run Type］ を ［Server］ に変更し ます。 表示されるサーバーは、 ［Project Properties|
Server］ を使用し てプロ ジェ ク ト に選択されたサーバーです。

3 ［Category］ リ ス ト から ［Server|Command Line］ を選択し ます。

4 ［Partition］ および ［Configuration］ フ ィ ール ド で、 使用する値に変更し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［New Runtime Configuration］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ、 設定
を保存し ます。

6 上に示し た手順を繰 り 返し て、 他のパーテ ィ シ ョ ンを実行するための追加の実行設定
を作成し ます。

7 複数のパーテ ィ シ ョ ンを実行するには、 Management Agent （［Enterprise|Borland 
Enterprise Server Management Agent］） を使用し ます。

ネー ミ ングサービ スの競合を回避するために、 ネー ミ ングサービ スが 1 つのパーテ ィ シ ョ
ンでのみ有効になっている こ と を確認し て く ださい。 あ るパーテ ィ シ ョ ンでネー ミ ング
サービ ス を無効にするには、 そのパーテ ィ シ ョ ンの実行設定を編集し て （［Edit Runtime 
Configuration］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス）、 ［Category］ リ ス ト の ［Naming/Directory］ サービ ス
の選択を解除し ます。

パーテ ィ シ ョ ンを起動する前に、 Tomcat および JDataStore サービ スに対し て固有のポー ト
番号が設定されている こ と を確認し て く ださい。

重要 Tomcat のポー ト 設定は、 JBuilder の実行設定からは変更でき ません。 サーバーを起動し、
Borland AppServer 管理コ ン ソールを開き、 サーバー側でポー ト を設定する必要があ り ま
す。 それには、 次の手順にし たがいます。

1 Borland Management Agent を コマン ド ラ イ ン <APPSERVER_HOME>/bin/scu.exe で起
動し ます。

2 Borland AppServer 管理コ ン ソールを <APPSERVER_HOME>/bin/console.exe で開き
ます。

3 コ ン ソールにロ グ イ ン し ます。

4 ［Management Hubs］ ノ ード を選択し ます。

5 実行パーテ ィ シ ョ ンが表示される まで、 ［Management Hubs］ ノ ード を展開し ます。
パーテ ィ シ ョ ン ノード を展開し ます。

6 ［Web Container］ ノード を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択し ます。 
［Configure Web Container］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

7 ［Service: HTTP］ ノ ード を展開し ます。 コネ ク タ を選択し ます。

8 ［Connector］ ページを ス ク ロールし て、 ［Port Number］ フ ィ ール ド を表示し ます。

9 ポー ト 番号を使用する番号に変更し ます。

10 ［File ｜ Save］ を選択し ます。
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管理ポートの変更

Management Agent は、 すべてのパーテ ィ シ ョ ンを管理し ます。 ［Advanced Settings］ ダ イ ア
ロ グボ ッ ク ス （［Tools|Configure Servers|Advanced Settings］） に設定されているデフ ォル ト
の管理ポー ト は 42424 です。 JBuilder またはサーバーが使用する管理ポー ト は、 変更でき
ます。

JBuilder が使用するポー ト を変更するには

1 ［Enterprise|Configure Servers］ を選択し、 左側の ［User Home Folder］ から ［Borland 
Enterprise Server AppServer Edition 6.x］ を選択し ます。

2 ［Custom］ タブを ク リ ッ ク し、 ［Advanced Settings］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 ［Management Port］ フ ィ ール ド で、 ポー ト を変更し ます （デフ ォル ト は 42424 です）。

4 ［OK］ を 2 回ク リ ッ ク し ます。

サーバーが使用する管理ポー ト を変更するには

1 JBuilder 2006 に組み込まれている  Borland 管理コ ン ソールを開き ます （［View|Panes|BAS 
6.7 Console］）。

メ モ まず、 組み込まれている コ ン ソールを有効にする必要があ り ます。 375 ページの
「JBuilder での Borland 管理コ ン ソールの表示」 を参照し て く ださい。

2 ［Installations］ をダブルク リ ッ ク し ます。

3 サーバーの場所の ノード を展開し、 サーバー ノード を選択し ます。

メ モ サーバーは、 マシン ID でも あ り ます。

4 ［Agents］ ノード のサブ ノード にサーバーが表示される まで、 サーバー ノー ド を展開し
ます。

5 サーバー ノード を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択し ます。

6 ［Management Port］ フ ィ ール ド で、 ポー ト 番号を変更し ます

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

管理ポー ト を変更する と、 JBuilder で起動されていた管理エージェ ン ト はシャ ッ ト ダウ ン
し ます。
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JBuilder でパーテ ィ シ ョ ンを起動する と、 デフ ォル ト で Management Agent が起動し、 サー
バーが起動されます。 パーテ ィ シ ョ ンが起動する と、 すべてのデプロ イ メ ン ト 可能なアー
カ イブが自動的にデプロ イ メ ン ト されます。 起動時の出力が メ ッ セージペイ ンに表示され
ます。

複数のパーテ ィ シ ョ ンを起動する場合や、 パーテ ィ シ ョ ンを短時間で再デプロ イ メ ン ト す
る場合は、 Management Agent を起動でき ます （［Enterprise|Borland Enterprise Server 
Management Agent］）。 Management Agent は、 VisiBroker Smart Agent を起動し ます。 スマー
ト エージェ ン ト は、 JBuilder で ORB を使用でき る よ う にし、 初期ブー ト ス ト ラ ッ プに関す
る事項を処理し ます。

サーバーのパーテ ィ シ ョ ンおよび設定を起動するには、 実行するプロ ジェ ク ト ペイ ン内の
モジュールを右ク リ ッ ク し ます。 ［Run Using <Configuration_Name>］ を選択し ます。 通常、
こ の名前はサーバーの実行時設定の名前です。

JBuilder でパーテ ィ シ ョ ンを実行する と、 次のよ う にな り ます。

■ パーテ ィ シ ョ ンおよび設定が存在し ない場合は、 作成されます。 パーテ ィ シ ョ ンおよ
び設定の名前は、 サーバーの起動に使用される実行設定に基づいて決定されます。 デ
フ ォル ト 設定を使用し て設定またはサーバーを起動する と、 アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーのプロパテ ィ に設定されているパーテ ィ シ ョ ン名が使用されます。

■ jndi-definitions.xml で定義されている リ ソースがあ る場合、 その リ ソース を
パーテ ィ シ ョ ンデ ィ レ ク ト リ のルー ト （<APPSERVER_HOME>\var\domains\base\
configurations\<CONFIGURATION_NAME>\mos\<PARTITION_NAME>\dars\
jbuilder.dar） にデプロ イ メ ン ト し ます。 jndi-definitions.xml フ ァ イルは、
こ の .dar フ ァ イルにパッ ケージ されてデプロ イ メ ン ト されます。

メ モ jndi-definitions.xml フ ァ イルは、 データ ソース／メ ッセージング リ ソースが定義
されている  EJB 2.0 モジュールをプロジェ ク ト が含んでいる場合に作成されます。 このア
ク シ ョ ンは、 ［Project Properties］ ダイアログボッ ク スのサーバーノード の ［Deployment|
EJBs Service Properties］ ページにある ［Deploy jndi-definitions.xml］ オプシ ョ ン （［Project 
Properties|Server|Services|Deployment|EJBs］） の選択を解除する こ とによ ってオフにでき ま
す。

■ ［Remove Archives Already Deployed To Server］ オプシ ョ ンを選択する と、 パーテ ィ シ ョ
ンにデプロ イ メ ン ト されているすべてのアーカ イブが削除されます。 サーバーの実行
設定と し て、 ［Edit Runtime Configuration］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの ［Server|Archives］ カテ
ゴ リ で、 こ のオプシ ョ ンを設定でき ます （［Run|Configurations|<Server_Config_Name>|
Edit|Run|Category］）。

■ 選択されたアーカ イブをデプロ イ メ ン ト し ます。 デフ ォル ト では、 プロ ジェ ク ト 内の
デプロ イ メ ン ト 可能なすべてのアーカ イブが選択されます。 サーバーの実行設定と し
て、 ［Edit Runtime Configuration］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの ［Server|Archives］ カテゴ リ で、
デプロ イ メ ン ト する アーカ イブを選択でき ます （［Run|Configurations|
<Server_Config_Name>|Edit|Run|Category］）。

■ パーテ ィ シ ョ ンを起動し ます。 パーテ ィ シ ョ ンの起動が完了する と、 Borland AppServer 
6.7 の メ ッ セージペイ ンにパーテ ィ シ ョ ンが リ ス ト されます。 起動時にデプロ イ メ ン ト
される アーカ イブがロード され、 ア ク セス可能にな り ます。

メ モ デフ ォル ト では、 パーテ ィ シ ョ ンに関連付け られたすべてのサービ スが起動し ます。
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デプロイメント

EJB、 WAR、 および EAR モジュールを Borland AppServer 6.7 にデプロ イ メ ン ト するには、
次の手順にし たがいます。

1 ［Enterprise|Configure Servers］ を選択し ます。

2 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの左側で、 ［Borland Enterprise Server AppServer Edition 6.x］ を選択
し ます。

3 ［Custom］ タブを ク リ ッ ク し、 サーバー、 設定、 およびパーテ ィ シ ョ ンの名前をサー
バーと一致する よ う に設定し ます （サーバーは リ モー ト またはローカルマシン上で動
作し ます）。

4 ［Advanced Settings］ ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 Management Port の設定がサーバーのポー
ト 設定と一致し ている こ と を確認し ます。

5 ［OK］ を 2 回ク リ ッ ク し ます。

これで、 デプロ イ メ ン ト する準備ができ ま し た。 JBuilder を使用し て EJB、 WAR、 EAR の
モジ ュールをデプロ イ メ ン ト するには、 2 つの方法があ り ます。 ［Deployment］ ウ ィ ザード
を使用する方法と、 コ ンテキス ト メ ニューを使用する方法です。

［Deployment］ ウ ィ ザード を使用し てデプロ イ メ ン ト するには

1 プロ ジェ ク ト をビル ド し ます （［Project|Make］）。

2 Management Agent を起動し ます （［Enterprise|Borland Enterprise Server Management 
Agent］）。

3 ［Server Deployment］ ウ ィ ザード を開き ます （［Enterprise|Server Deployment］）。

4 ウ ィ ザード の 初のページで、 デプロ イ メ ン ト するモジ ュールを選択し ます。 パー
テ ィ シ ョ ンがすでに起動し ている場合は、 ［Restart Partitions On Deploy (Cold Deploy)］ オ
プシ ョ ンを設定し ます。 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

5 2 ページでは、 モジュールをデプロ イ メ ン ト するパーテ ィ シ ョ ンを リ ス ト から選択し ま
す。

重要 選択し たパーテ ィ シ ョ ンがすでに起動し ている場合は、 パーテ ィ シ ョ ンを再起動し て
デプロ イ メ ン ト モジ ュールにア ク セス し ます。

6 ［Finish］ を ク リ ッ ク し てデプロ イ メ ン ト し ます。

コ ンテキス ト メ ニューからデプロ イ メ ン ト するには

1 プロ ジェ ク ト をビル ド し ます （［Project|Make］）。

2 Management Agent を起動し ます （［Enterprise|Borland Enterprise Server Management 
Agent］）。

3 プロ ジェ ク ト ペイ ンで、 デプロ イ メ ン ト 可能な ノード を右ク リ ッ ク し ます。

4 ［Deploy Options|Deploy］ を選択し ます。

メ モ 複数のモジ ュールをデプロ イ メ ン ト する場合は、 プロ ジェ ク ト ペイ ンで複数のデプロ
イ メ ン ト 可能 ノード を選択し て右ク リ ッ ク し、 ［Deploy Options］ コ ンテキス ト メ ニュー
を使用でき ます。

リモートデバッグ

アプ リ ケーシ ョ ンを リ モー ト でデバッ グするためには、 パーテ ィ シ ョ ンを設定する必要が
あ り ます。 詳細は、 次の ト ピ ッ ク のいずれかを選択し て く ださい。

■ JBuilder で管理し ないパーテ ィ シ ョ ンの リ モー ト デバッ グの準備

■ JBuilder で管理するパーテ ィ シ ョ ンの リ モー ト デバッ グの準備

設定、 パーテ ィ シ ョ ン、 およびサーバーが起動し た ら、 388 ページの 「JBuilder からの リ
モー ト デバッ グ」 のセ ク シ ョ ンの手順にし たがいます。 詳細なデバッ グのチュー ト リ アル
は、 JBuilder オン ラ イ ンヘルプの 「Developing Enterprise JavaBeans」 にあ る 「Tutorial: 
Remote debugging with the Borland Enterprise Server AppServer Edition 6.0」 を参照し て く ださ
い。 手順は、 Borland アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 6.x と  6.7 バージ ョ ンに共通です。
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リモートデバッグ

JBuilder で管理しないパーティションのリモートデバッ
グの準備

JBuilder で管理し ないパーテ ィ シ ョ ンの リ モー ト デバッ グを準備するには

1 Borland Management Agent を コマン ド ラ イ ン <APPSERVER_HOME>/bin/scu.exe で起
動し ます。

2 Borland AppServer 管理コ ン ソールを <APPSERVER_HOME>/bin/console.exe で開き
ます。 
コ ン ソールにロ グ イ ン し ます。

3 ［Management Hubs］ ノ ード を選択し ます。 デバッ グするパーテ ィ シ ョ ンが表示される
まで、 ノード を展開し ます。

4 パーテ ィ シ ョ ン名を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択し ます。 
［Partition Properties］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示されます。

5 ［Partition Process Settings］ タブを選択し ます。

6 ［Enable JPDA Remote Debugging］ オプシ ョ ンを選択し ます。

7 ［JPDA Debugging Transport Address］ を 3999 に設定し ます。

8 ［Suspend Partition Until Debugger Attaches］ オプシ ョ ンの選択を解除し ます。

9 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

JBuilder で管理するパーティションのリモートデバッ
グの準備

JBuilder で管理されるパーテ ィ シ ョ ンの リ モー ト デバッ グを準備するには、 次の 2 つの方
法があ り ます。

1 サーバーをシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

2 フ ァ イル ： <APPSERVER_HOME>/var/domains/base/configurations/
<CONFIGURATION_NAME>/configuration.xml を開き ます。

3 JPDA 要素を見つけ、 属性値を次のよ う に編集し ます。 
enable-jpda-debug="true" 
jpda-transport-address="3999" 
jpda-suspend="false"

JBuilder からのリモートデバッグ

サーバー、 パーテ ィ シ ョ ン、 および Management Agent が起動し た ら、 JBuilder IDE から次
の手順にし たがいます。

1 リ モー ト デバッ グセ ッ シ ョ ンを起動するプロ ジェ ク ト で、 ［Run|Configurations］ を選択
し ます。

2 サーバーの実行設定を選択し、 ［Edit］ を選択し ます。

3 ［Debug|Connection］ ノード を選択し ます。

4 ［Remote Attach］ オプシ ョ ンを選択し ます。

5 ［Transport Type］ を dt_socket に設定し て、 ローカルホス ト の値を 3999 に設定し ます。

6 ［OK］ を 2 回ク リ ッ ク し て、 ［Run Configuration］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク ス を閉じ ます。

7 デバッ グするプロセスにブレーク ポイ ン ト を設定し ます。

8 ツールバー上の ［Debug Project］ ボタ ンの隣の下向き矢印を ク リ ッ ク し て、 作成または
編集し たサーバー設定を選択し ます。 デバッ ガが起動し、 リ モー ト で実行中のパー
テ ィ シ ョ ンにア タ ッチされて、 ブレーク ポイ ン ト で停止し ます。
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第 章

Chapter   41Borland AppServer の管理     
こ こ では、 Borland AppServer （BAS） 管理アーキテ クチャの概要について説明し ます。 ま
た、 BAS を適切に管理する ために理解する必要があ る重要な概念と用語について も説明し
ます。

SCU プロセスの概要

AppServer の中心は SCU と呼ばれるプロセスです。 SCU にはハブ ロ ジ ッ ク と エージェ ン
ト  ロ ジ ッ ク の両方が含まれてお り 、 1 つのプロセスで 2 つの機能が実現されます。 これに
よ り 、 SCU は次のモード をサポー ト し ています。

■ ハブ / ローカル エージェ ン ト では、 ハブ と エージェ ン ト の両方が同一のホス ト に置かれ
ます。

■ ハブ / エージェ ン ト では、 ハブ と エージェ ン ト は別のホス ト に置かれます。

デフ ォル ト では、 AppServer のイ ン ス ト ール時にハブがイ ン ス ト ールされます。 ただし、
SCU にはハブ ロ ジ ッ ク と エージェ ン ト  ロ ジ ッ ク の両方が含まれているので、 イ ン ス ト ー
ル後に管理コ ン ソールを使用し て、 ハブ / エージェ ン ト のモード を変更でき ます。
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ハブ

次の図では、 各種エンテ ィ テ ィ の関係を説明し ます。

SCU プロセス （ハブ と エージェ ン ト ） の起動については、 391 ページの 「ハブ と エージェ
ン ト の起動」 を参照し て く ださ い。

ハブ

ハブは、 AppServer 管理システムの管理用コ ン ト ロール セン ターです。 ハブ と エージェ ン
ト は同一の SCU プロセスの一部であ るため、 ハブはエージェ ン ト と し て も動作し ます。

ハブには、 別の名前を指定し ない限 り 、 イ ン ス ト ール先のホス ト の名前がデフ ォル ト で割
り 当て られます。

ハブの起動については、 391 ページの 「ハブ と エージェ ン ト の起動」 を参照し て く ださい。

ハブは、 エージェ ン ト を使用し て、 分散 リ ソースだけでな く ローカル リ ソース も管理でき
ます。 デフ ォル ト では、 BAS のイ ン ス ト ール時にハブも イ ン ス ト ールされます。 BAS の
イ ン ス ト ールが完了し た後で、 管理コ ン ソールを使用し てハブをエージェ ン ト に変更でき
ます。
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エージェント

エージェント

管理システムの管理者と し て、 ハブは処理をエージェ ン ト に委任し ます。 委任を受けた
エージェ ン ト は、 その処理を実装し ます。

ハブ と エージェ ン ト は同じ  SCU プロセスの一部なので、 ハブには少な く と も  1 つのエー
ジェ ン ト （ローカル エージェ ン ト ） があ り ます。 ローカル エージェ ン ト は、 ハブ と同じ
ホス ト に置かれます。

エージェ ン ト を、 ハブを イ ン ス ト ールし たホス ト と は別のホス ト にイ ン ス ト ールでき ま
す。 イ ン ス ト ールするエージェ ン ト には、 イ ン ス ト ール先のホス ト の名前がデフ ォル ト で
割 り 当て られます。

デフ ォル ト では、 AppServer のイ ン ス ト ール時にハブがイ ン ス ト ールされます。 ただし、
SCU にはハブ ロ ジ ッ ク と エージェ ン ト  ロ ジ ッ ク の両方が含まれているので、 イ ン ス ト ー
ル後に管理コ ン ソールを使用し て、 ハブ / エージェ ン ト のモード を変更でき ます。

エージ ェ ン ト をハブに変更するには ：

1 管理コ ン ソールのツ リ ー構造で、 エージェ ン ト  ノー ド を展開し ます。

2 プロパテ ィ を変更するエージェ ン ト を右ク リ ッ ク し ます。

3 表示された メ ニューの ［Properties］ を選択し ます。

4 ［Properties］ ダ イ ア ロ グに ［General］ タブが表示されている こ と を確認し ます。

5 ［Agent type］ ド ロ ッ プダウ ン メ ニューから、 ［Agent］ を選択し ます。

6 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 管理コ ン ソールからエージェ ン ト を再起動する よ う にプロ ンプ ト が表示されます。 変
更し た内容を有効にするには、 エージェ ン ト を再起動する必要があ り ます。

ハブとエージェントの起動

SCU 実行可能フ ァ イル （scu.exe） を起動する と、 ハブ と エージェ ン ト が起動されます。

ハブとそのローカル エージェントの起動

ハブ と そのローカル エージェ ン ト を起動するには ：

1 ハブ / ローカル エージェ ン ト のイ ン ス ト ール先であ るマシン上で、コマン ド  プロ ンプ ト  
ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

2 <install_dir>/bin に移動し ます。

3 次のコマン ド を入力し、 Enter キーを押し ます。

scu

または 
ハブ / ローカル エージェ ン ト を イ ン ス ト ールし た Windows マシンで、 ［ス ター ト ］ メ
ニューから次のよ う に選択し ます。

[ ス ター ト ｜すべてのプロ グ ラ ム｜ Borland AppServer ｜ Borland Management Agent]



392 AppServer 開発者ガイ ド

管理ポート

エージェントの起動

エージ ェ ン ト を起動するには ：

1 エージェ ン ト のイ ン ス ト ール先であ るマシン上で、 コマン ド  プロ ンプ ト  ウ ィ ン ド ウ を
開き ます。

2 <install_dir>/bin に移動し ます。

3 次のコマン ド を入力し、 Enter キーを押し ます。

scu

または 
エージェ ン ト を イ ン ス ト ールし た Windows マシンで、 ［ス ター ト ］ メ ニューから次のよ
う に選択し ます。

[ ス ター ト ｜すべてのプロ グ ラ ム｜ Borland AppServer ｜ Borland Management Agent]

メ モ NFS フ ァ イルシステムに BAS がイ ン ス ト ールされてお り 、 これが NFS 全体で実行されて
いる場合、 SCU プロセス を起動し よ う と し た と きに "There may be an agent running in this 
footprint" と い う メ ッ セージが表示される こ と があ り ます。 こ の問題は、 ベンダーが異なる  
UNIX 実装で、 ク ラ イ アン ト と サーバーの特定の組み合わせの場合にのみ発生し ます。 こ
の問題を回避するために、 BAS を NFS にイ ン ス ト ールし ないこ と をお勧めし ます。

管理ポート

ハブ と そのエージェ ン ト は、 互いを認識でき る よ う に、 同じ管理ポー ト を設定する必要が
あ り ます。 ハブまたはエージェ ン ト を イ ン ス ト ールする と、 管理ポー ト にはデフ ォル ト で 
42424 が設定されます。 ただし、 ハブまたはエージェ ン ト の管理ポー ト は、 後で管理コ
ン ソールを使って変更でき ます。

管理ポー ト 番号を変更するには ：

1 Borland 管理コ ン ソールを開き ます。

2 ツ リ ー構造で、 ポー ト を変更するエージェ ン ト 名を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を選択
し ます。

3 ［Properties］ ダ イ ア ロ グに ［General］ タブが表示されている こ と を確認し ます。

4 ［Management Port］ フ ィ ール ド にポー ト 番号を入力し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

重要 管理コ ン ソールからエージェ ン ト を再起動する よ う にプロ ンプ ト が表示されます。 変
更し た内容を有効にするには、 エージェ ン ト を再起動する必要があ り ます。

管理ドメイン

管理ド メ イ ンは、 単一の管理ポー ト を共有するハブ と エージェ ン ト のセ ッ ト で定義されま
す。 複数のハブ と エージェ ン ト で同じ管理ポー ト を使用でき、 また、 これら を同一の管理
ド メ イ ン内に配置でき ます。
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設定

設定は、 管理ド メ イ ンのエンテ ィ テ ィ を管理するためにハブが参照する情報の中心的なコ
ンテナです。 各ハブに対し て、 複数の設定を作成でき ます。 単一の設定を複数のエージェ
ン ト に適用でき ます。 単一のエンテ ィ テ ィ と し て監視および制御する リ ソースのコ レ ク
シ ョ ンは、 設定内で定義し ます。

設定は、 エージェ ン ト ではな く ハブに対し て作成し ます。 ハブだけが設定内の情報を理解
および解釈する こ と ができ ます。 作成された設定に基づいて、 ハブは処理をエージェ ン ト
に委任し ます。 各エージェ ン ト は、 そのホス ト 上に処理を実装し ます。

設定の詳細については、 395 ページの 「設定」 を参照し て く ださい。

管理リソース

管理 リ ソースは、 管理するシステムの実際のエンテ ィ テ ィ です。 次に例を示し ます。

■ メ モ帳などのテキス ト  エデ ィ タ

■ Apache などの Web サーバー

■ JDataStore などのデータベース

■ Web ページ

■ ping

管理オブジェクト

BAS では、 設定、 制御、 監視などを行 う 各管理 リ ソース を表すために管理オブジェ ク ト を
使用し ます。 ハブやそのエージェ ン ト が管理する各管理 リ ソース ご と に、 設定内に管理オ
ブジェ ク ト が存在する必要があ り ます。

管理オブジェ ク ト を使用し て、 管理 リ ソース を次の 2 つのいずれかの方法でモデル化し ま
す。

■ 管理 リ ソースのラ イ フサイ クルの制御

■ 状態の確認のみ

管理オブジェ ク ト の BAS 管理は、 ハブからの指示に応じ てエージェ ン ト によ って実装さ
れます。 各管理オブジェ ク ト は、 管理ド メ イ ン内の同じエージェ ン ト に割 り 当てる必要が
あ り ます。 ただし、 各エージェ ン ト は複数の管理オブジェ ク ト を管理でき ます。

設定テンプレー ト を使って設定を作成する場合、 テンプレー ト 内の管理オブジェ ク ト ご と
にエージェ ン ト を 1 つずつ指定し ます。 エージェ ン ト に割 り 当て られた各管理オブジェ ク
ト では、 次の場合に、 ハブがエージェ ン ト に管理オブジェ ク ト の設定情報を送信し ます。

■ 管理オブジェ ク ト が追加された と き

■ 設定内の管理オブジェ ク ト 情報を更新し た と き

管理オブジェ ク ト の詳細については、 399 ページの 「管理オブジェ ク ト 」 を参照し て く だ
さ い。

設定テンプレー ト の詳細については、 395 ページの 「設定テンプレー ト 」 を参照し て く だ
さ い。

Borland 管理コンソール

Borland 管理コ ン ソールは、 グ ラ フ ィ カル ユーザー イ ン ターフ ェ イ スです。 Borland 管理
コ ン ソールでは、 論理的な設定と物理的な設定の両方をグ ラ フ ィ ク で表示でき るほか、 各
設定の configuration.xml フ ァ イルにア ク セスでき ます。 BAS 管理のすべての段階
（設定の作成および変更から設定状態の監視および診断まで） で、 管理コ ン ソールを使用
する必要があ り ます。
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Chapter   42 設定   
Borland AppServer （BAS） では、 設定を使用し て、 分散 リ ソース を機能の依存関係に基づ
いてグループ化、 管理ができ ます。 さ らに、 これらの定義された リ ソース を単一のエン
テ ィ テ ィ と し て制御、 監視、 および管理する こ と も でき ます。 こ こ では、 システム リ ソー
ス を管理する際の設定の重要な役割と、 設定ラ イ フサイ クルの各段階について説明し ま
す。

設定の作成

新しい設定を作成するには、 管理コ ン ソールを使用する必要があ り ます。 設定は常にハブ
のコ ンテキス ト で作成し、 設定内で定義し た各管理オブジェ ク ト は必ずエージェ ン ト に割
り 当てます。

設定の作成では、 次の一部または全部で構成される設定テンプレー ト を使用し ます。

■ 設定全体のプロパテ ィ 、 要素、 および属性

■ その設定に適し た管理オブジェ ク ト

■ 管理オブジェ ク ト に固有のプロパテ ィ 、 要素、 および属性

BAS には、 設定の作成後に管理オブジェ ク ト やプロパテ ィ を追加、 削除、 および変更する
ための機能があ り ます。 ただし、 初に設定を作成し た後で、 管理オブジェ ク ト と エー
ジェ ン ト 間の割 り 当てを変更し ないこ と をお勧めし ます。

詳細については、 399 ページの 「管理オブジェ ク ト 」 を参照し て く ださい。

設定テンプレート

設定テンプレー ト はモデルであ り 、 設定は、 このモデルを使って作成し た実際のイ ン ス タ
ン スです。 BAS には、 一般的な設定を短時間で正確に作成でき る さ まざまな設定テンプ
レー ト が用意されています。 独自の設定を構築するための土台と し て便利な設定テンプ
レー ト も あれば、 そのま ま使用し た り 、 独自の分散環境に合わせて変更し て使用する こ と
ができ る一般的な設定のサンプルも あ り ます。 設定にア ク セス し た り 、 設定を作成するに
は、 管理コ ン ソールを使用し ます。
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設定の実装

設定を作成するには ：

1 管理コ ン ソールのツ リ ー構造で、 設定を作成するハブに移動し、 ツ リ ーを展開し ます。

2 設定を右ク リ ッ ク し、 ［Add Configuration］ を選択し ます。

設定テンプレー ト の ［Template Gallery］ ダ イ ア ロ グが表示されます。 このダ イ ア ロ グを
使用し て、 目的に合ったテンプレー ト のカテゴ リ に移動し、 その設定テンプレー ト を
選択し ます。

メ モ デフ ォル ト で表示される設定テンプレー ト のカテゴ リ は、 イ ン ス ト ールされている  
Borland 製品によ って異な り ます。 すべてのカテゴ リ を表示し、 すべての利用可能な設
定テンプレー ト にア ク セスするには [Favorite Categories] ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト を ク
リ ッ ク し て、 [All categories] を選択し ます。

configuration.xml ファイル

設定情報は configuration.xml フ ァ イルに格納されます。 ハブは、
configuration.xml と い う 名前のフ ァ イルを探すよ う にコーデ ィ ング されています。
し たがって、 すべての configuration.xml フ ァ イルは名前を変更し ないで く ださい。

設定の実装

設定の作成と変更以外に、 管理コ ン ソールでは設定を開始、 監視、 および停止する こ と も
実行でき ます。 設定を実行する と、 エージェ ン ト は、 管理オブジェ ク ト に対し て次の処理
の一部または全部を実装し ます。 エージェ ン ト が実装でき る基本処理は次の とお り です。

■ 開始

■ 停止

■ Ping
■ 強制終了

設定内の各管理オブジェ ク ト には、 各基本処理のデフ ォル ト が設定されています。 ただ
し、 こ の設定は管理コ ン ソールから上書きでき ます。 詳細については、 「管理オブジェ ク
ト 」 の 405 ページの 「管理オブジェ ク ト のア ク シ ョ ン」 を参照し て く ださい。

設定の開始

設定を開始するには、 管理コ ン ソールを使用し ます。 設定を開始する と、 ハブが各エー
ジェ ン ト に設定の開始を通知し ます。 各エージェ ン ト は、 設定内の各管理オブジェ ク ト に
定義された開始順序に基づいて、 管理 リ ソース を開始し ます。

設定の実行

管理 リ ソースが実行される と、 各エージェ ン ト は、 設定の管理オブジェ ク ト に定義された
プロパテ ィ に基づいて管理オブジェ ク ト の ping 処理を実行し て、 状態を定期的に確認し ま
す。 ping から状態の変化が返される と、 エージェ ン ト はそれをハブに通知し ます。

管理 リ ソースが失敗し ている こ と が ping によ って確認された場合、 デフ ォル ト では、 設定
に定義されている管理オブジェ ク ト の開始ス ト ラ テジをエージェ ン ト 自体がただちに実装
する こ と によ り 、 個別に BAS の自動回復機能を呼び出し ます。 管理 リ ソースが実行を再
開し た ら、 エージェ ン ト は状態の変化をハブに通知し ます。

設定の停止

設定は停止される まで実行し ます。 設定を停止するには、 管理コ ン ソールを使用し ます。
設定を停止する と、 ハブはエージェ ン ト に設定の停止を通知し ます。 各エージェ ン ト は、
設定の管理オブジェ ク ト に定義された停止順序に基づいて、 管理 リ ソース を停止し ます。

エージェ ン ト が管理 リ ソース を停止できない場合は、 管理コ ン ソールから手動で設定の管
理オブジェ ク ト を強制終了でき ます。
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設定タスクのスケジュール

設定タスクのスケジュール

ス ケジ ュールされた タ ス ク を設定に追加する と、 設定内の MO に依存し ないプロセス を開
始でき ます。 スケジ ュールされた タ ス クは、 手動で開始や中止ができ ます。 また、 指定し
た （複数の） 時間ルールに基づいて自動的にタ ス ク を開始する こ と も でき ます。 スケ
ジュールされた タ ス ク を設定に追加する方法の詳細については、 405 ページの 「設定のタ
ス ク のス ケジ ュール」 を参照し て く ださい。

BAS インフラストラクチャの停止

ハブやス レーブ エージェ ン ト の SCU プロセス を停止し て も、 またはそのいずれかが突然
ダウ ン し て も、 管理 リ ソースの状態には反映されないこ と に注意し て く ださい。 ハブまた
はス レーブ エージェ ン ト のホス ト で SCU プロセス を停止し て も、 管理されている リ ソー
スは停止し ません。

重要 ハブまたはス レーブ エージェ ン ト の SCU プロセスが実行されていない場合、 管理 リ ソー
スはア ク テ ィ ブに管理されません。

た と えば、 次のよ う にな り ます。

1 設定 A を実行し ます。

2 設定 A によ り 、 ハブは管理 リ ソース  1 を開始する よ う にス レーブ エージェ ン ト  1 に指
示し ます。

3 開始されたス レーブ エージェ ン ト  1 は、 管理オブジェ ク ト の開始ス ト ラ テジ と  ping ス
ト ラ テジに基づいて、 管理 リ ソース  1 に ping し ます。

4 管理 リ ソース  1 の実行中に、 ス レーブ エージェ ン ト  1 の SCU プロセスがダウ ン し ま
す。

5 管理 リ ソース  1 の状態は、 対応するエージェ ン ト がダウ ン し て も影響を受けないため、
処理は続行されます。

6 ただし、 ス レーブ エージェ ン ト  1 がダウ ン し た場合、 管理 リ ソース  1 は管理されな く
な るため、 自動回復機能は無効にな り ます。 た と えば、 ス レーブ エージェ ン ト  1 がダ
ウ ン し ている と きに、 管理 リ ソース  1 が実行を停止し た場合は、 次のよ う にな り ます。

■ 状態の変化はハブには通知されません。

■ 管理オブジェ ク ト の開始ス ト ラ テジは実装されません。

ローカル ハブ / エージェントの停止

デフ ォル ト では、 ハブ / エージェ ン ト の SCU プロセス を停止する と、 管理 リ ソースの状態
が影響を受け、 SCU プロセスがシ ャ ッ ト ダウ ンする前に、 すべての管理 リ ソースが停止し
ます。 ただし、 SCU プロセスが突然ダウ ン し た場合、 管理 リ ソースの状態は影響を受けま
せん。

重要 ハブ / エージェ ン ト が実行されてない場合、 管理 リ ソースはア ク テ ィ ブに管理されません。

agent.shutdown.policy プロパテ ィ は、 ハブ / エージェ ン ト のこのよ う な動作を制御
し ます。 こ のプロパテ ィ は、 エージェ ン ト のプロパテ ィ  フ ァ イルで設定されます。 このプ
ロパテ ィ  フ ァ イルは、 デフ ォル ト で <install_dir>\var\domains\
<domain_name>\adm\properties に置かれています。
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BAS インフラストラクチャの停止

こ のプロパテ ィ の有効な値と その説明を次に示し ます。

ハブ / エージェントの再起動

ハブ / エージェ ン ト の SCU プロセス を停止し てから再起動する と、 デフ ォル ト では、 SCU 
プロセスの停止時に実行されていたすべての設定が自動的に再起動されます。 この動作
は、 agent.shutdown.policy プロパテ ィ が stop-and-escalate または stop に設定
されていたハブ / エージェ ン ト に適用されます。

agent.shutdown.policy プロパテ ィ が leave （デフ ォル ト 値） に設定されていたハブ
/ エージェ ン ト を停止し てから再起動する と、 ハブ / エージェ ン ト は、 シ ャ ッ ト ダウ ン時に
実行されていた設定の管理を再開し ます。 ハブ / エージェ ン ト は各管理 リ ソースの状態を
識別し、 設定情報に基づいて必要な処理を行います。

プロパテ ィ 値 説明

agent.shutdown.policy ■ stop - （ハブのみに適用） 同じ
エージェ ン ト にすべての MO が
あ るすべてのローカル設定を停止
し ます。

■ stop-and-escalate - （ハブのみ
に適用） すべてのローカル設定を
停止し ます。 停止し ない場合は、
強制終了に移行し ます。

■ leave （デフ ォル ト ） - 終了時にす
べての設定を現在の状態に保ちま
す。

■ local-stop - 設定 / グループ ルー
ルに関係な く 、 またグループの順
序にも関係な く 、 エージェ ン ト が
シャ ッ ト ダウ ン し た と きに、 エー
ジェ ン ト 上のすべての管理オブ
ジェ ク ト を停止し よ う と し ます。

■ local-stop-and-escalate - SCU 
があ る場合、 こ のエージェ ン ト 上
のすべての MO をグループの順
序などに関係な く 停止し ます。 停
止し ない場合は、 強制終了に移行
し ます。

ローカル ハブ / エージェ 
ントの SCU プロセスが突  
然停止した場合に、実行
されていた設定の管理リ
ソースを制御します。
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Chapter   43 管理オブジェクト   
設定、 制御、 または監視だけを行 う 管理 リ ソースやそのグループを表すために管理オブ
ジ ェ ク ト を使用し ます。

管理オブジェクトの作成と追加

新しい管理オブジェ ク ト を作成し て設定に追加するには、 管理コ ン ソールを使用し ます。
設定を作成する場合、 選択する設定テンプレー ト には、 その設定に関係する管理オブジェ
ク ト が含まれています。

管理オブジェ ク ト を既存の設定に追加する場合も、 使用する管理オブジェ ク ト のテンプ
レー ト を管理コ ン ソールで選択し ます。 管理オブジェ ク ト の各テンプレー ト には、 テンプ
レー ト が作成し て設定に追加する管理オブジェ ク ト  タ イプに固有の情報があ らかじめ定義
されています。

BAS には、 設定に追加し た管理オブジェ ク ト を追加、 削除、 および変更する ための機能が
あ り ます。 ただし、 初に設定を作成し た後で、 管理オブジェ ク ト と エージェ ン ト 間の割
り 当てを変更し ないこ と をお勧めし ます。

詳細については、 399 ページの 「管理オブジェ ク ト 」 を参照し て く ださい。

管理オブジェクト テンプレート

管理オブジェ ク ト  テンプレー ト はモデルであ り 、 このテンプレー ト を使って作成する管理
オブジェ ク ト が実際のイ ン ス タ ン スです。 BAS には、 設定で使用する管理オブジェ ク ト を
短時間で正確に作成でき る管理オブジェ ク ト  テンプレー ト の一式が組み込みで用意されて
います。

一部の設定テンプレー ト と は異な り 、 管理オブジェ ク ト  テンプレー ト はどれもサンプルで
はあ り ません。 すべてのテンプレー ト は、 有効な管理オブジェ ク ト  タ イプのモデル と し
て、 管理 リ ソース を表すために使用でき ます。 管理オブジェ ク ト にア ク セス し た り 、 管理
オブジェ ク ト を作成するには、 管理コ ン ソールを使用し ます。

管理オブジ ェ ク ト を作成し て設定に追加するには ：

1 管理コ ン ソールのツ リ ー構造で、 管理オブジェ ク ト を作成し て追加する設定に移動し、
ツ リ ーを展開し ます。

2 設定の名前を右ク リ ッ ク し、 ［Add Managed Object］ を選択し ます。

管理オブジェ ク ト  テンプレー ト の ［Template Gallery］ ダ イ ア ロ グが表示されます。 こ
のダ イ ア ロ グを使用し て、 目的に合った管理オブジェ ク ト のカテゴ リ に移動し、 その
管理オブジェ ク ト  テンプレー ト を選択し ます。
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管理オブジェクト タイプ

メ モ 利用でき るすべての管理オブジェ ク ト  テンプレー ト にア ク セスするには、 ［Favorite 
Categories］ ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト を ク リ ッ ク し、 ［All categories］ を選択し ます。

メ モ Apache Web サーバーの管理オブジェ ク ト を作成する場合、 管理オブジェ ク ト 名にスペー
ス を入れる こ と はでき ません。 "Apache Managed Object" など、 管理オブジェ ク ト 名にス
ペースが含まれる と、 Apache Web サーバーは起動に失敗し ます。

メ モ UNIX のテキス ト  フ ァ イルを管理オブジェ ク ト のテンプレー ト の一部 と し てダウ ン ロード
する場合は、 改行コード （Ctrl-M） に関する  UNIX プラ ッ ト フ ォームのルールに従 う 必要
があ り ます。 こ のフ ァ イルを Windows のテキス ト  エデ ィ タ を使用し て編集し た場合は、
余分な Ctrl-M が含まれていないこ と を確認し て く ださい。 カ ス タ ム実行可能フ ァ イル管理
オブジェ ク ト  テンプレー ト の一部 と し て .sh フ ァ イルが含まれている場合は、 この点に注
意し て く ださ い。

管理オブジェクト タイプ

BAS は、 必要な管理オブジェ ク ト の type 属性を使用し て、 管理オブジェ ク ト の制御方法
および設定内で探す管理オブジェ ク ト 固有の情報を決定し ます。 BAS は、 設定内に各管理
オブジェ ク ト のタ イプ属性値を書き込みます。 これは、 管理オブジェ ク ト を含む設定を追
加し た と き、 または既存の設定に管理オブジェ ク ト を追加し た と きに行われます。

メ モ 管理エージェ ン ト で IIS サーバーを管理でき る よ う にするには、 Windows の管理コ ン ソー
ルを使用し て、 IISAdmin と  WWW サービ スの ［ス ター ト ア ッ プの種類］ を ［手動］ に設
定する必要があ り ます。 また、 ［回復］ の各ア ク シ ョ ンは ［何も し ない］ に設定し て く だ
さい。

純粋管理の管理オブジェクト タイプ

設定内で管理 リ ソースの純粋管理に使用する管理オブジェ ク ト  タ イプは次の とお り です。

■ 順序付き グループ

■ 冗長グループ

■ 状態プロ キシ

これらのタ イプの管理オブジェ ク ト は、 単にほかの管理オブジェ ク ト のコ ンテナです。 設
定内でこれらのタ イプの管理オブジェ ク ト を使用し て、 機能的に従属関係を持つ管理 リ
ソースのグループを表し ます。 さ らに、 これらの管理オブジェ ク ト  グループをネス ト する
こ と もでき ます。

管理オブジ ェ ク ト   
タ イ プ

管理オブジ ェ ク ト   
サブ タ イ プ 適用対象 ...

順序付きグループ 
冗長グループ 
状態プロキシ

純粋管理グループ （管理リソースを
表さない）

プロセス 単純プロセス管理リソース

Java プロセス VBJ プロセス Java プロセス管理リソース

カスタム JavaScript 
カスタム実行可能ファイル

拡張性管理リソース

osagent 
VisiNaming プロセス 
Apache Web サーバー プ   
ロセス 
OTS 
Tibco 
パーティション 
パーティション サービス

BAS 固有管理リソース
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管理オブジェクト タイプ

順序付きグループ

順序付き グループ管理オブジェ ク ト を使用し て、 設定内で管理オブジェ ク ト のコ レ ク シ ョ
ンをグループ化する こ と には、 次の目的があ り ます。

■ グループのコ ンテキス ト 内で管理オブジェ ク ト を開始および停止する と きに BAS が使
用する順序を定義する。

■ グループ内の管理オブジェ ク ト が表す管理 リ ソースの状態を集計する。

た と えば、 Web 要求の処理にデータベースへのア ク セス を利用し ている  Web サーバーを
管理する よ う に BAS を設定する と し ます。 この場合、 Web サーバーを起動する前にデー
タベース を利用でき る状態にし てお く 必要があ り ます。

1 順序付き グループ管理オブジェ ク ト を作成し て、 設定に追加し ます。

2 次に示す管理オブジェ ク ト を作成し て、 順序付き グループに追加し ます。

■ Web サーバー管理オブジェ ク ト

■ データベース管理オブジェ ク ト

3 BAS が 初にデータベース を開始し、 次に Web サーバーを開始する よ う に、 開始順序
を設定し ます。

こ のよ う に開始順序を定義する こ と で、 BAS はデータベースが正常に起動する まで 
Web サーバーが開始されないよ う に制御でき ます。

こ の設定を実行し た場合の実行順序は次の とお り です。

1 設定が順序付き グループ管理オブジェ ク ト を開始する と、 データベースが起動されま
す。

2 データベースが正常に起動し ている場合にだけ、 BAS は Web サーバーの起動を試みま
す。

こ の設定を停止し た場合の実行順序は次の とお り です。

■ 設定が順序付き グループ管理オブジェ ク ト を停止する と、 Web サーバーが 初に停止
し、 次にデータベースが停止し ます。

管理 リ ソース を順番に開始および停止する よ う に BAS を設定でき るだけでな く 、 同じ開
始順序または停止順序を複数の管理オブジェ ク ト に割 り 当て る こ と によ り 、 BAS が管理オ
ブジェ ク ト を同時に開始または停止する よ う にでき ます。

メ モ 各設定自体も順序付き グループです。 設定には、 設定のコ ンテキス ト 内で開始順序と停止
順序を定義し た管理オブジェ ク ト のコ レ ク シ ョ ンが含まれます。 管理オブジェ ク ト の状態
は集計され、 終的に設定の状態と し て表されます。

メ モ <install_dir>/var/templates/configurations/examples デ ィ レ ク ト リ の 
start_dependency フ ォルダ と  fail_dependency フ ォルダにあ る各 readme フ ァ イル
を参照し て く ださ い。 こ のフ ァ イルでは、 開始と エラーの依存関係が順序付き グループ 
MO に対し てどのよ う に機能するかを Op-Center の設定例を使って示し ています。

設定の作成と順序付き グループ管理オブジェ ク ト の追加の詳細については、 395 ページの
「設定の作成」 と 399 ページの 「管理オブジェ ク ト の作成と追加」 を参照し て く ださい。

冗長グループ

冗長グループ管理オブジェ ク ト を使用し て、 同種の管理 リ ソースのコ レ ク シ ョ ンをグルー
プ化でき ます。 冗長管理オブジェ ク ト  タ イプを使用し て、 グループの メ ンバー間にフ ェ イ
ルオーバーを設定でき ます。

デフ ォル ト では、 設定を実行し て冗長グループを開始する と、 すべての メ ンバーが開始さ
れます。 ただし、 管理コ ン ソールを使用し て、 冗長グループを次の方法でカ ス タマイ ズす
る こ と ができ ます。

■ BAS が開始および実行する メ ンバーの数を指定する。

■ BAS が開始および実行する メ ンバーの 小数を指定する。

■ BAS が開始および実行する メ ンバーの 大数を指定する。

これらの値にはそれぞれ、 グループ内の メ ンバー総数または全体の メ ンバー総数 （デフ ォ
ル ト ） を上限と し て指定でき ます。
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管理オブジェクト タイプ

冗長グループ管理オブジェ ク ト を停止するために設定を停止する と、 実行中のすべての メ
ンバーも同時に停止し ます。

た と えば、 3 台の Web サーバーが同じ機能を実行し、 フ ェ イルオーバーを使用する よ う に
設定されている場合、 これらのサーバーを BAS で管理するには、 次の処理を実行し ます。

1 冗長グループ管理オブジェ ク ト を作成し て、 設定に追加し ます。

2 次に示す メ ンバーを作成し て、 グループに追加し ます。

■ Web サーバー A の管理オブジェ ク ト

■ Web サーバー B の管理オブジェ ク ト

■ Web サーバー C の管理オブジェ ク ト

3 冗長グループに次の値を定義し ます。

■ 1 台は必須

■ 指定 小数は 2 台
■ 指定 大数は 2 台

こ の設定を実行し た場合の実行順序は次の とお り です。

1 設定が冗長グループ管理オブジェ ク ト を開始する と、 BAS は Web サーバー A と  Web 
サーバー B を同時に起動し て実行し よ う と し ます。

メ モ BAS が メ ンバーを開始する優先順位は、 設定での メ ンバーの順番 （上から下） です。

2 こ の例では、 これらの Web サーバーの 1 台を実行する と、 グループに関する値の必要
条件は満た され、 実行状態が冗長グループ管理オブジェ ク ト に集計されます。

3 ただし、 BAS は指定 小数の 2 台が実行される まで メ ンバーの開始を続行し ます。 た
と えば、 Web サーバー B が起動し、 Web サーバー A が起動し ていない場合、 BAS は 
Web サーバー C を起動し よ う と し ます。

4 設定が正常に実行され、 メ ンバーを利用でき る限 り 、 BAS は指定 小数であ る  2 つの
メ ンバーの実行を継続し ます。

こ の設定を停止し た場合の実行順序は次の とお り です。

■ 冗長グループ管理オブジェ ク ト を停止する前に、 実行中のすべての Web サーバー メ ン
バーを停止する必要があ り ます。 BAS は、 実行中のすべての メ ンバーを同時に停止し
よ う と し ます。

メ モ <install_dir>/var/templates/configurations/examples/
fault_tolerance/datadir デ ィ レ ク ト リ の readme フ ァ イルを参照し て く ださい。 こ
のフ ァ イルでは、 Op-Center の設定例のフ ォール ト  ト レ ラ ン スの例を使って冗長グループ
をフ ェ イルオーバーと フ ォール ト  ト レ ラ ン スに使用する方法を示し ています。

設定の作成と冗長グループ管理オブジェ ク ト の追加の詳細については、 395 ページの 「設
定の作成」 と 399 ページの 「管理オブジェ ク ト の作成と追加」 を参照し て く ださい。

状態プロキシ

状態プロ キシ管理オブジェ ク ト を使用し て、 設定内のほかの場所で定義された別の MO の
状態を表し ます。 状態プロ キシは次の特性を持ちます。

■ プロ キシの委任元 MO と同じ設定内の任意の場所で使用でき ます。

■ ほかの MO と同様に所属先グループの状態 と動作に影響を与えます。

状態プロ キシは、 それが表す MO の現在の 「実行」 状態 （「実行中」、 「停止」 など） を反
映し ますが、 実行中の動作 （「開始中」、 「停止中」 など） は反映し ません。 状態プロ キシ
は、 それが表す MO のラ イ フサイ クルを制御し ません。

状態プロ キシは、 複数の順序付けグループが同じ  MO に対する依存関係を共有する場合に
役立ちます。 プロ キシの委任元 MO がダウ ンする と、 状態プロ キシ も同様にダウ ン し ま
す。 こ のよ う な状態の変化に適切に対応する よ う に順序付けグループ MO をそれぞれ設定
でき ます。



 第 43 章 : 管理オブジ ェ ク ト  403

た と えば、 2 つの順序付けグループ MO を個別に作成し、 それらがネー ミ ング サービ ス  
MO の同じ イ ン ス タ ン スに依存する よ う に設定するには、 次の手順に従います。

1 初の順序付けグループ GroupA を作成し ます。

2 ネー ミ ング サービ ス  MO を GroupA に追加し ます。

3 2 番めの順序付けグループ GroupB を作成し ます。

4 状態プロ キシ MO を GroupB に追加し ます。

5 状態プロ キシ MO の論理名には、 GroupA で作成されたネー ミ ング サービ ス  MO の名前
を設定し ます。 構文は ${agent.name}/mo-name を使用し、 た と えば、
${agent1.name}/nsdb_jds と し ます。

GroupB の状態プロ キシ MO が開始する と、 GroupA のネー ミ ング サービ ス  MO を ping 
し ます。 ネー ミ ング サービ ス  MO が停止された場合は状態プロ キシ MO も停止し、 両
方のグループの状態は、 こ の状態の変化を反映し ます。 子が失敗し た と きにシャ ッ ト
ダウ ンする よ う に GroupB を設定し た場合、 GroupB はシ ャ ッ ト ダウ ン シーケン ス を開
始し ます。 GroupB の動作は、 ネー ミ ング サービ ス  MO 自体や GroupA には影響し ませ
ん。

メ モ <install_dir>/var/templates/configurations/examples/state_proxy/
datadir デ ィ レ ク ト リ の readme フ ァ イルを参照し て く ださい。 こ のフ ァ イルでは、 Op-
Center の設定例の状態プロ キシ MO の例を使って状態プロ キシの動作を示し ています。

プロセス管理オブジェクト タイプ

プロセス管理オブジェ ク ト は、 管理 リ ソースに直接関連付け られます。 プロセス管理オブ
ジェ ク ト は、 シングル プロセス （VisiBroker for Java プロセスなど） であ る管理 リ ソース を
表すために使用し ます。 管理 リ ソースは、 オペレーテ ィ ング システムに対し てコマン ド を
発行する こ と によ って開始され、 オペレーテ ィ ング システムから  ping と停止を受け付け
ます。

設定の作成と プロセス  グループ管理オブジェ ク ト の追加の詳細については、 395 ページの
「設定の作成」 と 399 ページの 「管理オブジェ ク ト の作成と追加」 を参照し て く ださい。

UNIX ： プロセス管理オブジ ェ ク ト の所有権の管理

UNIX ホス ト の特権ポー ト にア ク セスするプロセスは、 適切なア ク セス許可を持つ必要が
あ り ます。 た と えば、 ユーザー root のア ク セス許可付きでプロセス を開始する必要があ
り ます。 通常、 root のア ク セス許可付きで開始する必要があ るプロセスは、 設定内の一
部のプロセスだけです。 setuser ス ク リ プ ト を使用する と、 プロセス管理オブジェ ク ト
が root と し て、 または root のア ク セス許可付きで開始でき る よ う に BAS を設定でき ま
す。 setuser ツールの使い方と マルチユーザー モード については、 『イ ンス ト ール ガイ
ド』 の 「setuser ツールによ る所有権の管理」 を参照し て く ださい。

Java プロセス管理オブジェクト タイプ

Java プロセス管理オブジェ ク ト は、 管理 リ ソースに直接関連付け られます。 Java プロセス
管理オブジェ ク ト は、 シングル Java プロセスであ る管理 リ ソース を表すために使用し ま
す。 管理 リ ソースは、 オペレーテ ィ ング システムに対し てコマン ド を発行する こ と によ っ
て開始され、 オペレーテ ィ ング システムから  ping と停止を受け付けます。

設定の作成と  Java プロセス または VBJ プロセス管理オブジェ ク ト の追加の詳細について
は、 395 ページの 「設定の作成」 と 399 ページの 「管理オブジェ ク ト の作成と追加」 を参
照し て く ださ い。

拡張性管理オブジェクト タイプ

これらの管理オブジェ ク ト  タ イプは、 管理 リ ソースに直接関連付け られます。 管理オブ
ジェ ク ト の処理ス ト ラ テジのコード をカ ス タマイズする機能があ るため、 BAS を拡張する
こ と ができ ます。 これらのタ イプによ り 、 さ まざまな リ ソース を管理する こ と ができ ま
す。
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カス タム JavaScript 管理オブジ ェ ク ト  タ イプ

カス タ ム JavaScript 管理オブジェ ク ト  タ イプは、 JavaScript 内で開始、 ping、 停止、 および
強制終了の処理ス ト ラ テジを実装する管理 リ ソース を表すために使用し ます。 BAS は 
JavaScript イ ン タープ リ タ を使用し て、 これらのス ト ラ テジを実行し ます。

重要 （UNIX のみ） 管理オブジェ ク ト がマルチユーザー モード （MUM） のエージェ ン ト によ っ
て開始される場合は、 通常、 JavaScript を実行でき ません。 マルチユーザー モード
（MUM） で実行される管理オブジェ ク ト のいずれかに JavaScript が含まれる場合は、
agent.config を変更し て、 JavaScript の実行を許可する必要があ り ます。

カス タム実行可能フ ァ イル管理オブジ ェ ク ト  タ イプ

カス タ ム実行可能フ ァ イル管理オブジェ ク ト  タ イプは、 各処理ス ト ラ テジのプロセス を実
行する管理 リ ソース を表すために使用し ます。

AppServer 固有管理オブジェクト タイプ

これらの管理オブジェ ク ト  タ イプは、 設定で AppServer 管理 リ ソースに直接関連付け られ
ています。

AppServer 設定 と  AppServer 管理オブジェ ク ト の追加の詳細については、 395 ページの 「設
定の作成」 と 399 ページの 「管理オブジェ ク ト の作成と追加」 を参照し て く ださい。

AppServer 管理オブジ ェ ク ト  
タ イ プ 次の単一イ ンス タ ンスを表すために使用

osagent VisiBroker スマート エージェント - CORBA オブジェクト間     
の通信と RPC に使用する簡単なディレクトリ サービス

ネーミング サービスのプロセス VisiBroker ネーミング サービス - 分散ディレクトリ サービス

Apache Web サーバー プロセス Apache Web サーバー

OTS VisiTransact - 2 フェーズ コミット トランザクション サービス

Tibco Tibco Java メッセージ サービス （JMS）

パーティション AppServer パーティション - J2EE コンポーネントと CORBA     
コンポーネントにサービスを提供するオブジェクト ホストの 
基本単位

パーティション サービス 次の AppServer パーティション サービスのいずれかを示し   
ます。

■ EJB コ ンテナ
■ JDataStore データベース
■ Tomcat Web コ ンテナ
■ Java セ ッ シ ョ ン サービ ス
■ VisiBroker イ ン ターセプタ
■ VisiConnect
■ OpenJMS
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管理オブジェクトのアクション

管理 リ ソースのラ イ フサイ クルを制御する各管理オブジェ ク ト に対し て、 エージェ ン ト は
次の基本処理のすべてを実行でき ます。

■ 開始

■ 停止

■ Ping
■ 強制終了

管理 リ ソースの状態を確認する目的で設定された各管理オブジェ ク ト に対し て （pinger）、
エージェ ン ト は ping 処理だけを実行し ます。

メ モ UNIX のみ ： 管理エージェ ン ト は、 JDataStore サーバーが -ui none オプシ ョ ンを使用し
て起動されていない限 り 、 管理オブジェ ク ト  プロセス と し て停止する こ と はでき ません。
例と し て、 Pet Store ク ラ ス タ を参照し て く ださい。

ストラテジ

エージェ ン ト が管理オブジェ ク ト 処理を実行する方法は、 " ス ト ラ テジ " によ って決定さ
れます。 各処理で使用でき る ス ト ラ テジは、 管理オブジェ ク ト の type によ って決定され
ます。 設定内の各管理オブジェ ク ト に対し て、 各処理のデフ ォル ト のス ト ラ テジが設定さ
れます。 ただし、 管理コ ン ソールから別のス ト ラ テジを指定し た り 、
configuration.xml を直接編集する こ と で、 デフ ォル ト のス ト ラ テジを上書きでき ま
す。 control-overrides 要素内で、 すべての処理パラ メ ータ を指定し、 デフ ォル ト の
ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジを上書き し ます。

設定のタスクのスケジュール

ス ケジ ュールされた タ ス ク を設定に追加する と、 設定内の MO に依存し ないプロセス を開
始でき ます。 た と えば、 毎週 初の営業日と 後の営業日のピーク以外の処理時間にバッ
ク ア ッ プ プロセス を開始する よ う にスケジュールされた タ ス ク を追加でき ます。

Op-Center は、 ス ケジュールされた タ ス ク を設定された時間に開始し ます。 こ のタ ス クは、
設定が実行されていな く て も開始されます。 スケジ ュールされた タ ス クは設定の状態に影
響し ません。 また、 設定の状態も スケジ ュールされた タ ス ク の動作に影響し ません。 スケ
ジュールされたタ ス ク が 1 つ以上含まれる設定において、 タ ス クは、 設定のほかの部分と
は論理的に独立し ています。

ス ケジ ュールされた タ ス クは次の特性を持ちます。

■ 名前があ り ます。

■ 実行場所と な るエージェ ン ト があ り ます。

■ 1 つのプロセス を実行する よ う に設定されます。

■ タ ス ク のスケジ ュールに 1 つ以上のルールを関連付ける こ と ができ ます。

メ モ ス ケジ ュールされた タ ス クは、 関連付け られたプロセス を実行する よ う に設定でき るだけ
です。 プロセス を停止する よ う には設定でき ません。

スケジュールされた タ スク を設定するには ：

1 設定を右ク リ ッ ク し、 ［Add Scheduled Task］ を選択し ます。

2 オブジェ ク ト の情報を入力し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

3 実行するプロセスの処理設定を入力し、 詳細処理設定を行ってから、 ［Next］ を ク リ ッ
ク し ます。

4 タ ス ク  スケジュールに 1 つ以上のルールを追加するには、 ［New］ を ク リ ッ ク し ます。

5 詳細オプシ ョ ンを設定するには、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［Task Schedule］ タブや ［Advanced Options］ タブでエン ト リ を作成し た ら、 ［Finish］ を
ク リ ッ ク し ます。
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管理オブジェクトの可用性スケジュールの作成

メ モ AppServer パーテ ィ シ ョ ン サービ スには、 可用性ス ケジュールを設定でき ません。 ただし、
AppServer パーテ ィ シ ョ ン サービ ス を含む設定には、 ス ケジュールされた タ ス ク を設定で
き ます。 パーテ ィ シ ョ ン サービ スの一覧については、 404 ページの 「パーテ ィ シ ョ ン サー
ビ ス」 を参照し て く ださ い。 設定のタ ス ク を スケジ ュールするには、 405 ページの 「設定
のタ ス ク のス ケジ ュール」 を参照し て く ださい。

各管理オブジェ ク ト は、 MO の状態を 「実行中」 または 「停止」 に変更する タ イ ミ ングを
示す一連の時間依存ルールをオプシ ョ ンで持つこ と ができ ます。 このルールは、 ルールを
適用する開始時間を示す cron 形式の時間指定方法で表されます。 MO のルールの場合は、
適用された後のルールの継続時間も示されます。 同じ時間帯に複数のルールを設定し た場
合は、 後のルールが使用されます。

MO のプロパテ ィ  エデ ィ タにあ る ［Availability Schedule］ タブを使用し て、 MO の実行状
態を制御するルールを追加でき ます。 MO の ［Availability Schedule］ タブで追加し たルー
ルを実装するには、 設定が実行されている必要があ り ます。 スケジ ュールされた タ ス ク に
対し て入力されるルール と は異な り 、 特定の MO に設定されるルールでは、 MO の状態を
「停止」 または 「実行中」 のいずれかに指定でき ます。 また、 設定された状態が有効な継
続時間も設定でき ます。 た と えば、 定期的なバッ ク ア ッ プや メ ンテナン スの間、 または休
日のシ ャ ッ ト ダウ ンの間に、 設定全体をシ ャ ッ ト ダウ ン し ないで特定の MO だけを停止す
るルールを設定でき ます。 設定し た期間が過ぎ る と、 MO はデフ ォル ト の状態に戻 り ま
す。

MO の設定では MO のデフ ォル ト の状態が 「実行中」 であ る と指示され、 MO に設定され
たルールでは MO の状態を 「停止」 に変更する よ う に指示された場合は、 ルールが優先さ
れて、 MO は停止されます。 ただし、 MO の設定では MO のデフ ォル ト の状態が 「停止」
であ る と指示され、 MO に設定されたルールでは MO の状態を 「実行中」 に変更する よ う
に指示された場合は、 MO の設定のデフ ォル ト の状態が優先されて、 MO は停止状態のま
まにな り ます。

可用性ス ケジ ュールの各ルールには、 設定されたルールから生成された説明 （" 毎日、 夜
の 12 時に 1 分間停止する " など） か、 指定し たカス タ ム名 （" 休日のシャ ッ ト ダウ ン " な
ど） のどち らかが付き ます。 ルールは標準的な cron 形式の構文で定義されます。 それに
は、 ［Availability Schedule］ タブの ［Time Rule］ ページにあ る入力 メ カニズムを使って MO 
のプロパテ ィ を編集するか、 ［Time Rule］ ページの指示された場所で cron 構文自体を指
定し ます。 ルールは入力順に適用されます。 ただし、 ルールを設定し た後で、 いつでも並
べ替える こ と ができ ます。

メ モ ルー ト 管理オブジェ ク ト に実行ルールを設定し て も、 設定は開始されません。 設定は、 管
理者が開始する必要があ り ます。
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第 章

Chapter   44Borland 管理シェルの概要    
Borland 管理シェル （BMSH） はス ク リ プ ト 環境であ り 、 ローカル と リ モー ト のどち らでも  
AppServer を設定および実行するためのス ク リ プ ト を記述でき ます。 BMSH でス ク リ プ ト
を記述する こ と によ り 、 手作業で実行する と エラーが発生しやすい Borland 管理コ ン ソー
ル、 テキス ト  エデ ィ タ、 ほかの Borland AppServer ツールなどを組み合わせて実行する必
要があ る操作を自動化でき ます。

BMSH ス ク リ プ ト は、 テキス ト  エデ ィ タ を使って記述でき、 コ ンパイルや前処理を必要と
し ないテキス ト  フ ァ イルです。 BMSH は、 オープン ソースの Mozilla Rhino プロ ジェ ク ト
を使って構築されています。 BMSH で使用する キーワード、 文、 式、 および演算子は、
Web ページで使用する  JavaScript と同じです。 BMSH では、 AppServer イ ン ス ト ールに対応
し たス ク リ プ ト を記述するために、 Mozilla Rhino の組み込み標準コマン ド を拡張し ていま
す。 また、 Borland AppServer と の間のス ク リ プ ト 可能な API を提供するオブジェ ク ト が用
意されています。 JavaScript の詳細については、 Mozilla Rhino の ド キ ュ メ ン ト を参照し て
く ださ い。

BMSH の使い方

BMSH の使用例は次の とお り です。

■ 通常のフ ァ イル システム操作の実行

■ AppServer の起動 と停止

■ AppServer イ ン ス タ ン ス内のパーテ ィ シ ョ ンの管理 と設定

■ AppServer サービ スの設定 と実行

BMSH の実行

BMSH ス ク リ プ ト を実行するには次の 2 つの方法があ り ます。

■ bmsh> プロ ンプ ト でコマン ド を対話形式で入力する。

■ コマン ド  プロ ンプ ト （Windows） またはシェル プロ ンプ ト （UNIX） から ス ク リ プ ト  
フ ァ イルを実行する。 パスが更新されていない場合は、 イ ン ス ト ールの bin デ ィ レ ク
ト リ に移動する必要があ り ます。

メ モ BMSH ス ク リ プ ト は、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで実行でき ます。
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BMSH の実行

対話型の BMSH の使用（対話モード）

BMSH を対話モード で起動するには、 コマン ド  プロ ンプ ト で次のよ う に入力し ます。

bmsh

bmsh> プロ ンプ ト が表示されます。 BMSH では、 AppServer イ ン ス ト ールのパスが PATH 
環境変数に含まれている と仮定されます。

対話型シェルを終了するには、 bmsh> で次のよ う に入力し ます。

quit()

重要 必ず括弧を付け る必要があ り ます。

対話モー ドの例
ローカル イ ン ス ト ールの管理ポー ト を表示するには、 次のよ う に入力し ます。

bmsh>bes.getManagementPort();

管理ポー ト が返されます。

た と えば、 次のよ う にな り ます。

42424

ローカル イ ン ス ト ールの管理ポー ト を設定するには、 次のよ う に入力し ます。

bmsh>bes.setManagementPort(portnumber);

検索に使用する管理コ ン ソールの管理ポー ト を表示するには、 次のよ う に入力し ます。

bmsh>bes.getConsolePort();

管理コ ン ソールの管理ポー ト を設定するには、 次のよ う に入力し ます。

bmsh>bes.setConsolePort("portnumber");

シェルでは、 プロ ンプ ト に対し て入力する こ と によ り 、 すべての BMSH API を実行でき ま
す。 使用するすべての変数の定義は、 シェル セ ッ シ ョ ンを終了する まで有効です。 この方
法は、 ス ク リ プ ト のコード を対話的にテス ト し た り 、 1 ～ 2 行の簡単な操作を実行する場
合に便利です。 BMSH の対話的な動作は、 Mozilla-Rhino リ リ ース と同じです。 複雑な操作
を繰 り 返し て実行する場合は、 次の節で説明する よ う なス ク リ プ ト  フ ァ イルを記述する と
便利です。

BMSH スクリプト ファイルの使い方（バッチモード）

ス ク リ プ ト  フ ァ イルを実行するには、 BMSH バッチ モード を使用し ます。 コマン ド  プロ
ンプ ト （Windows） またはシェル プロ ンプ ト （UNIX） で、 JavaScript コマン ド と その引数
を含むフ ァ イルを指定し ます。 次に示すサンプルは、 Borland AppServer イ ン ス ト ールの 
<install_dir>/examples/bmsh/ にあ り ます。

BMSH サンプル デ ィ レ ク ト リ （<install_dir>/examples/bmsh） に移動し、 次のよ
う に入力し ます。

bmsh setManagementPort.js ?

こ のス ク リ プ ト によ り 、 setManagementPort.js ス ク リ プ ト の使い方が示されます。

次のス ク リ プ ト を実行する と、 AppServer のローカル イ ン ス ト ールのすべての管理ポー ト
が設定されます。 た と えば、 コマン ド  プロ ンプ ト またはシェル プロ ンプ ト で次のよ う に
入力し ます。

bmsh setManagementPort.js -p 33333
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BMSH のファイルとフォルダ

BMSH のファイルとフォルダ

こ こ では、 AppServer イ ン ス ト ールの BMSH コ ンポーネン ト に関係する ス ク リ プ ト  フ ァ イ
ルが格納されているデ ィ レ ク ト リ について説明し ます。 ユーザーは独自の BMSH ス ク リ プ
ト を任意のデ ィ レ ク ト リ に置 く こ と ができ ます。

製品に付属する  BMSH ス ク リ プ ト は、 次の場所にイ ン ス ト ールされます。

<install_dir>/bin/bscript/autoload/ 
<install_dir>/bin/bscript/scripts/ 
<install_dir>/examples/bmsh/autoload/ 
<install_dir>/examples/bmsh/scripts

bin ディレクトリ内の BMSH のファイルとフォルダ

<install_dir>/bin デ ィ レ ク ト リ には、 AppServer イ ン ス ト ールに対し てグ ローバルに
適用でき る フ ァ イル と フ ォルダがあ り ます。 こ こにあ る  BMSH ス ク リ プ ト は、 製品に付属
するほかのバイナ リ  フ ァ イル と同様に扱 う 必要があ り ます。 ユーザーは変更し ないで く だ
さ い。 こ のデ ィ レ ク ト リ のフ ァ イル と フ ォルダは、 イ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ のデフ ォル
ト 名や場所、 およびフ ァ イルの内容によ って異な る場合があ り ます。 ただし、 このデ ィ レ
ク ト リ のフ ァ イル と フ ォルダに、 特定の BMS 設定やユーザー定義変数に関する固有情報
を含めてはな り ません。

/bin/bscript/autoload サブディレクトリ内の BMSH 
のファイルとフォルダ

<install_dir>/bin/bms/autoload/ サブデ ィ レ ク ト リ には、 BMSH の起動時にロー
ド される ス ク リ プ ト が格納されています。 BMSH の自動呼び出し機能の詳細については、
410 ページの 「自動呼び出し機能」 を参照し て く ださい。

/bin/bscript/scripts 内のフ ァ イル
<install_dir>/bin/bscript/scripts/ サブデ ィ レ ク ト リ には、 Borland が記述し
サポー ト する ス ク リ プ ト が格納されています。 このデ ィ レ ク ト リ 内のス ク リ プ ト を コ
マン ド ラ イ ン ツール と し て使用し て、 BMS デバッ グのオン / オフなど実行頻度が高
い一般的な BMSH 機能を実行でき ます。 ス ク リ プ ト には、 偶発的な変更や削除を防
止するために読み取 り 専用の属性が設定されます。 BMSH には、 ス ク リ プ ト の検索パ
ス機能があ り ます。 ス ク リ プ ト がコマン ド ラ イ ンに入力される と、 このデ ィ レ ク ト リ
でス ク リ プ ト が検索されます。

メ モ こ こ に置かれている ス ク リ プ ト は、 BMSH の使い方を示すサンプル と し て役立ちます。 こ
れらのス ク リ プ ト を コ ピーし てカ ス タマイ ズする こ と ができ ます。 ただし、 カ ス タマイ ズ
し た独自のス ク リ プ ト はこ こ に保存し ないで く ださい。

examples ディレクトリ内の BMSH サブディレクトリ

<install_dir>/examples/bmsh サブデ ィ レ ク ト リ には、 BMSH のサンプル ス ク リ プ
ト と サポー ト  マニュ アルが格納されています。 これらのス ク リ プ ト は、 独自のカス タマイ
ズ ス ク リ プ ト を作成する場合にテンプレー ト と し て使用でき ます。

/examples/bmsh 内のフ ァ イル
<install_dir>/examples/bmsh サブデ ィ レ ク ト リ には、 ス ク リ プ ト と フ ォルダが
格納されています。 このサブデ ィ レ ク ト リ の目的は単に操作方法を示すこ と なので、
Borland はこれらのス ク リ プ ト の機能性や操作性を保証し ていません。
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BMSH の機能

/examples/bmsh/scripts 内のフ ァ イル
<install_dir>/examples/bmsh/scripts サブデ ィ レ ク ト リ には、
<install_dir>/examples/bmsh/scripts サブデ ィ レ ク ト リ 内のサンプル ス ク リ
プ ト よ り 使用頻度が低いサンプル ス ク リ プ ト が格納されています。 こ こに置かれて
いる ス ク リ プ ト は、 一般に特定の BMS 設定やアプ リ ケーシ ョ ンに依存し、 完成され
ていない場合や説明が省略されている場合があ り ます。 Borland は、 これらのス ク リ
プ ト の機能性や操作性を保証し ていません。

/examples/bmsh/autoload 内のフ ァ イル
<install_dir>/examples/bmsh/autoload サブデ ィ レ ク ト リ には、 BMSH の自動
呼び出し機能の使い方を示すサンプル ス ク リ プ ト が格納されています。

BMSH の機能

BMSH には、 Mozilla-Rhino 環境を拡張するい く つかの機能があ り ます。

自動呼び出し機能

こ の BMSH の拡張 メ カニズムを使用し て、 BMSH のグ ローバルな変数、 オブジェ ク ト 、
および関数を定義する こ と ができ ます。 こ の拡張 メ カニズムを使用し て、 イ ン ス ト ールや
デプロ イ メ ン ト の必要性に合わせて高度にカ ス タマイ ズ し た BMSH 環境を作成する こ と も
でき ます。 BMSH が起動する と、 自動呼び出し フ ォルダ内のス ク リ プ ト が実行されます。
デフ ォル ト の自動呼び出し フ ォルダは、 <install_dir>/bin/bscript/autoload で
す。 BMSH は自動呼び出し フ ォルダ内のス ク リ プ ト を実行し てから、 対話型コマン ドやコ
マン ド ラ イ ンのス ク リ プ ト  フ ァ イルを実行し ます。 BMSH は起動時にス ク リ プ ト を ロー ド
し て実行する ため、 起動時間が長 く な る可能性があ り ます。

イ ン ス ト ールが終了し た ら、 組み込みの自動呼び出し フ ァ イル と  2 つのサンプルを使用で
き ます。 組み込みの自動呼び出し フ ァ イルは mgmt_utils.js と い う 名前で、 ポー ト を設
定する管理ド メ イ ン機能の簡単な ラ ッパーが格納されています。 イ ン ス ト ールされた一部
のコマン ド ラ イ ン ス ク リ プ ト では、 このフ ァ イルがすでに自動的にロー ド されている とみ
な し、 自動的にロード される変数と関数の名前の先頭に下線を付けて表し ます。

BMSH examples フ ォルダには次の 2 つのサンプルがあ り ます。 これらのサンプルは、 自
動呼び出し フ ォルダにコ ピーするだけで試すこ と ができ ます。 次の とお り です。

■ javaarray.js - JavaScript での Java 配列の作成を簡略化するユーテ ィ リ テ ィ  ルーチン

■ sendmail.js - LiveConnect の使い方を示すサンプル。 こ のサンプルは、
javax.mail イ ン ターフ ェ イ スだけを使用し、 JavaScript オブジェ ク ト は使用し ませ
ん。 こ のス ク リ プ ト では、 javaarray.js フ ァ イルを使用する必要があ り ます。

メ モ AppServer オブジェ ク ト と  Hub ク ラ スは、 JavaScript 拡張 メ カニズム （bes_ext.js と  
hub_ext.js） を使用し て拡張されます。 これらの拡張 メ カニズムは次の場所にあ り ま
す。

<install_dir>/bin/bscript/autoload

これらの拡張 メ カニズムには正式のマニュ アルはあ り ません。 ただし、 これらのフ ァ イル
を開 く こ と によ り 、 API 拡張 メ カニズムを確認する こ と ができ ます。

検索パス機能

コマン ド ラ イ ンにス ク リ プ ト が入力された と き、 BMSH は現在のデ ィ レ ク ト リ 以外に特定
のパスでス ク リ プ ト を検索し ます。 BMSH の検索パスには、 デフ ォル ト で次のパスが設定
されています。

<install_dir>/bin/bscript/scripts/
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BMSH クラスパスへの JAR 機能の追加

JAR を BMSH ク ラ スパスに追加するには、 イ ン ス ト ールの bin デ ィ レ ク ト リ にあ る  
bmsh.config フ ァ イルを編集し ます。 先頭が次のコ メ ン ト で始ま るセ ク シ ョ ンを探し ま
す。

# Set up the list of jars in the product system directory

パス を JAR に追加し ます。 パスには絶対パス を指定する必要があ り ます。 ただし、 パスが
製品イ ン ス ト ールからの相対パスであ る場合は、 可搬性のあ る  $var(installRoot) 変
数を使用でき ます。

BMSH オブジェクト

Rhino JavaScripting シェルには、 ECMA JavaScript 標準で定義されているオブジェ ク ト
（Date や RegExp など） があ り ます。 BMSH では、 AppServer 固有のオブジェ ク ト を追加
し ています。 BMSH オブジェ ク ト は次のカテゴ リ に分類でき ます。

■ 事前にイ ン ス タ ン ス化されたオブジェ ク ト  - フ ァ イル システム と の対話や、 プロパ
テ ィ  フ ァ イルの値の抽出 と設定に使用する メ ソ ッ ド などが格納されたオブジェ ク ト

■ ユーザーがイ ン ス タ ン ス化するオブジェ ク ト  - Borland 管理ハブ と の対話、 プレースホ
ルダーへのプロパテ ィ 値の代入、 または HTTP Web ページ と の対話に使用する メ ソ ッ
ド などが格納されたオブジェ ク ト

■ 静的オブジェ ク ト  - BMS エージェ ン ト の機能を使用し てプロセス を起動、 停止、 ping 
する メ ソ ッ ドや、 XML フ ァ イルを解析および保存する メ ソ ッ ド などが格納されたオブ
ジェ ク ト

■ フ ァ ク ト リ  オブジェ ク ト  - 他のオブジェ ク ト （通常は事前にイ ン ス タ ン ス化されたオ
ブジェ ク ト ） が生成し たオブジェ ク ト で、 プロパテ ィ  フ ァ イルでの値の抽出や設定ま
たはテキ ス ト  フ ァ イルの読み書き を行 う メ ソ ッ ド などが格納されたオブジェ ク ト

事前にインス タ ンス化された BMSH オブジ ェ ク ト
事前にイ ン ス タ ン ス化されたオブジェ ク ト では、 "new" を実行する必要はあ り ませ
ん。 BMSH が起動されるたびに、 事前にイ ン ス タ ン ス化されたオブジェ ク ト が生成さ
れます。 事前にイ ン ス タ ン ス化されたオブジェ ク ト は、 イ ン ス タ ン ス化し ないで使用
でき ます。 API の詳細については、 API のマニ ュ アルを参照し て く ださい。 BMSH に
は、 事前にイ ン ス タ ン ス化された次の 2 つのオブジェ ク ト があ り ます。

■ bes - BMSH が実行される ローカル AppServer イ ン ス ト ールに対し て API を提供し ます。
こ のオブジェ ク ト は、 前述の対話型サンプル内に示されています。

■ fso - ローカル フ ァ イル システムにア ク セスするための汎用的な関数を提供し ます。
fso には、 AppServer ローカル プロパテ ィ  フ ァ イルのプロパテ ィ を取得および設定す
るい く つかの Borland AppServer 固有の メ ソ ッ ド が含まれています。

ユーザーがインス タ ンス化する BMSH オブジ ェ ク ト
BMSH は、 ユーザーがイ ン ス タ ン ス化する組み込み Mozilla Rhino オブジェ ク ト
（Date、 RegExp） を拡張し ます。 ユーザーがイ ン ス タ ン ス化する  BMSH オブジェ ク
ト では、 ス ク リ プ ト の作成者が "new" を使って イ ン ス タ ン ス を生成する こ と が必要で
す。 この リ リ ースには、 ユーザーがイ ン ス タ ン ス化する  BMSH オブジェ ク ト が 1 つ
だけあ り ます （XDOM ： XML フ ァ イルにア ク セスする ためのス ク リ プ ト 可能な API）。
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BMSH フ ァ ク ト リ  オブジ ェ ク ト
BMSH には、 ほかのオブジェ ク ト が生成し たオブジェ ク ト （フ ァ ク ト リ  オブジェ ク
ト ） が含まれています。 も一般的なフ ァ ク ト リ  オブジェ ク ト は、 フ ァ イルを読み
書きする  TextStream オブジェ ク ト です。 fso オブジェ ク ト は、 これらのオブジェ ク
ト に対し てフ ァ ク ト リ と し て動作し ます。 "new" を使ってフ ァ ク ト リ  オブジェ ク ト を
生成する こ と はでき ません。

例

var inputStream = fso.openTextStream("a_filename",1) // 1 = 読み取り

inputStream は、 BMSH の TextStream オブジェ ク ト です。

Java LiveConnect

Rhino JavaScript イ ン タープ リ タには、 Java をその場でコ ンパイルする  LiveConnect メ カニ
ズムがあ り ます。 こ の メ カニズムによ り 、 Java コード を ス ク リ プ ト  フ ァ イル内に置 く こ と
ができ ます。 こ の機能は、 BMSH が提供し ていない簡単な機能に適し ています。 た と え
ば、 Java 実行時オブジェ ク ト を使用し て、 別のプロセス を実行し た り 指定し た時間だけ停
止する こ と ができ ます。 また、 joptionpane.js ダイ ア ロ グ ボ ッ ク スなどの簡単なユー
ザー ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を表示する こ と もでき ます。 こ の メ カニズムでは、 AppServer 
JAR フ ァ イルの機能にア ク セスでき ません。

Java コー ド を ス ク リ プ ト  フ ァ イルに組み込む方法については、 <install_dir>/
examples/bmsh/autoload/sendmail.js と い う サンプルを参照し て く ださい。

独自の Rhino スクリプト可能オブジェクトの記述

すべての BMSH オブジェ ク ト は、 Rhino のス ク リ プ ト 可能オブジェ ク ト から派生し ます。
これは、 オブジェ ク ト をシェルに追加するための Rhino の標準 メ カニズムです。 BMSH は 
Rhino に基づいている ため、 AppServer のユーザーも この メ カニズムを使用し て、 選択し た
オブジェ ク ト を BMSH に追加する こ と ができ ます。 こ の メ カニズムでは、 Java コ ンパイ ラ
を使用する必要があ り ます。 また、 Java に関する高度な知識も必要です。

BMSH を拡張し てオブジェ ク ト を追加するには、 bmsh.config フ ァ イルを次の手順で編
集する必要があ り ます。

1 <install_dir>/bin デ ィ レ ク ト リ 内の bms.config フ ァ イルを開き ます。

2 # Set up the list of jars in the product system directory と い う コ メ
ン ト で始ま るセ ク シ ョ ンに移動し ます。

3 シェルに追加するオブジェ ク ト が格納された JAR フ ァ イルの絶対パス をポイ ン ト する
次のよ う な設定を追加し ます。

addpath $var(installRoot)/lib/dom4j.jar 
addpath $var(installRoot)/lib/scu.jar 
addpath $var(installRoot)/lib/scu_client.jar 
...

た と えば、 次のよ う にな り ます。

addpath $var(installRoot)/lib/my.jar

または

addpath c:/myfolder/my.jar

環境変数

Rhino 環境の JavaScript 配列を使用する  BMSH では、 環境変数を使用でき ます。 た と えば、
次のよ う にな り ます。

for(i in environment) 
  print(i +"=" + environment[i])

こ のス ク リ プ ト  コード を切 り 取 り 、 BMSH シェルに貼 り 付けます。 次に、 bmsh プロ ンプ
ト で BMSH シェルを実行し、 すべての BMSH 環境変数を表示し ます。
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JavaScript 配列

JavaScript 配列は、 連想配列 （ハッ シュ テーブル） と し て実装されます。 イ ンデッ ク スは
文字列または数値です。 た と えば、 単一の環境変数値を取 り 出すには、 bmsh プロ ンプ ト
で次のス ク リ プ ト  コード を実行し ます。

environment["user.dir"]

上記のサンプルでは、 現在の作業デ ィ レ ク ト リ が表示されます。 これは次と同じです。

print( environment["user.dir"] )

または、 次のよ う に値を変数に代入する こ と も でき ます。

var cwd = environment["user.dir"]; 
print( cwd );

Java 文字列配列

Java 文字列配列に対し ては、 JavaScript 配列と は異なる処理が行われます。 た と えば、 次
のよ う にな り ます。

var files = fso.findFiles(environment["user.dir"],"*",false); 
for(var i=0; i < files.length; i++ ) 
   print("files["+ i + "]=" + files[i])

findFiles() ルーチンは、 Java String[] を返し ます。 文字列配列には、 数値でのみア
ク セスでき ます。 文字列配列はハッ シ ュ されていません。

JavaScript 組み込み関数

BMSH では、 JavaScript 正規表現プロセ ッ サを使用でき ます。 Date() オブジェ ク ト も使用
でき ます。

BMSH の対話的な動作

BMSH の対話的な動作は、 Mozilla-Rhino の操作と同じ規則に従います。

■ bmsh プロ ンプ ト で行を入力し、 Enter キーを押す と、 ス ク リ プ ト が実行されます。

■ ス ク リ プ ト で、 行の 後の文字が左中括弧 （{） の場合、 右中括弧 （}） が入力される
までス ク リ プ ト は実行されません。 この規則は、 中括弧に関する  C 言語の規則に準拠
し ています。

■ ス ク リ プ ト のステー ト メ ン ト が次の行に続 く 場合、 セ ミ コ ロ ン （;） を使用するかど う
かはオプシ ョ ンです。
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BMSH ヘルプ

グ ローバル関数 help() を使用する と、 『Borland 管理シ ェル API リ フ ァ レンス』 の情報
も  BMSH シェルから使用でき ます。 次の表では、 help() コマン ド  オプシ ョ ンについて説
明し ます。

オプシ ョ ン 説明

help(); 表示内容：Rhino ヘルプ。 これは、 Mozilla-Rhino リリー  
スから変更されていません。 Rhino インタープリタのグ 
ローバルな組み込み関数を表示します。

help(jsObject | jsClass ); jsClass は、 BMSH JavaScript クラス名の関数とプロパ   
ティを表示します。 BMSH クラスだけが有効です。 たと 
えば、 help(Dom4j) です。

jsObject は、 BMSH JavaScript オブジェクトの関数とプ   
ロパティを表示します。 BMSH オブジェクトだけが有効 
です。 たとえば、 bmsh>help(appserver); です。

help(jsObject | jsClass, 
"String function" | 
"property");

jsObject | jsClass JavaScript は、 BMSH JavaScript     
オブジェクトまたは JavaScript クラスです。

function | property は、 関数パラメータの名前と型、   
および jsObject のプロパティの戻り型を表示します。 こ  
のパラメータは、 引用符で囲む必要があります。

Help(jsObject | jsClass, String  
function | property, boolean 
verbose);

jsObject | jsClass - BMSH JavaScript オブジェクト イ       
ンスタンスまたは JavaScript クラスです。

function | property - 関数または jsObject のプロパ      
ティの名前です。 このパラメータは、 引用符で囲む必要
があります。 たとえば、 
help(appserver,"installRoot"); です。

verbose - 関数またはプロパティのパラメータや戻り値な  
どの詳細な説明を表示します。 この情報は、 API のマ 
ニュアルに記述されている内容と同じです。 たとえば、
次のようになります。

bmsh>help(appserver,"getManagementPort",true);
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第 章

Chapter   45 設定および configuration.xml    
ファイル

すべての設定情報は configuration.xml フ ァ イルに格納されます。 作成し た設定ご と
に 1 つの configuration.xml が生成され、 ハブ ホス ト に格納されます。 ハブ は、
configuration.xml フ ァ イルを探すよ う にコーデ ィ ング されている ため、 このフ ァ イ
ルの名前は変更し ないで く ださ い。

設定要素

各 configuration.xml フ ァ イル内のすべての設定情報は、 configuration 要素内に
記述されます。

<configuration ...attributes...> 
       <configuration-id ...attributes.../> 
       <main-root ...attributes.../> 
       <managed-objects ...attributes...> 
              ... 
       </managed-objects> 
       <properties> 
              ... 
       </properties> 
        
</configuration>
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configuration 要素のサブ要素

configuration 要素の属性

次に configuration 要素の属性を示し ます。

<configuration revision="revisionnumber" 
 description="string" display-name="string"> 
       <configuration-id ...attributes.../> 
       <main-root ...attributes.../> 
       <managed-objects ...attributes...> 
              ... 
       </managed-objects> 
       <properties> 
              ... 
       </properties> 
        
</configuration>

configuration 要素のサブ要素

次に configuration 要素のサブ要素を示し ます。

<configuration ...attributes...> 
       <configuration-id ...attributes.../> 
       <main-root ...attributes.../> 
       <managed-objects ...attributes...> 
             ... 
       </managed-objects> 
       <properties> 
             ... 
       </properties> 
        
</configuration>

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

revision はい 該当なし configuration.xml のバージョン。

display-name はい 該当なし 設定の作成時に設定に付けた一意の名前。

description いいえ 該当なし 設定に関する簡単な説明です。 この説明は、
管理コンソール内のいくつかのビューに表示さ
れます。

small-icon いいえ 該当なし 内部的に使用されます。

要素 説明

configuration-id 設定の名前とバージョン情報を含みます。 詳細については、
「configuration-id 要素」 を参照してください。

main-root 設定の開始アクションや停止アクションが実装される管理オブジェ
クトへのリファレンスを含みます。 また、 main-root として識別さ 
れた管理オブジェクトによって設定の状態が表されます。 詳細につ
いては、 「main-root サブ要素」 を参照してください。

managed-objects 設定に対して定義された管理オブジェクトおよび各管理オブジェク
トに固有の設定情報を含みます。 詳細については、 「管理オブ
ジェ ク ト の要素および属性」 を参照してください。

properties 定義された設定全体のプロパティを含みます。 詳細については、
「設定プロパテ ィ の使い方」 を参照してください。
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configuration 要素のサブ要素

configuration-id 要素

各 configuration.xml では、 configuration-id 要素内に次の設定識別情報が格納
されます。

<configuration ...attributes...> 
       <configuration-id name="string" version="integer"/> 
       <main-root ...attributes.../> 
       <managed-objects ...attributes...> 
             ... 
       </managed-objects> 
       <properties> 
             ... 
       </properties> 
        
</configuration>

main-root サブ要素

main-root サブ要素は、 設定の メ イ ンルー ト であ る  1 つの管理オブジェ ク ト を識別し ま
す。

メ イ ンルー ト 管理オブジェ ク ト は

■ その設定を開始し た と きに開始し ます。

■ その設定を停止し た と きに停止し ます。

■ その設定の状態を表し ます。

デフ ォル ト では、 テンプレー ト を使って設定を作成する と、 設定順序付き グループ管理オ
ブジェ ク ト が作成されます。 デフ ォル ト では、 設定内のほかのすべての管理オブジェ ク ト
は、 こ の設定管理オブジェ ク ト の子であ り 、 これが メ イ ンルー ト にな り ます。

main-root 要素には、 次の属性があ り ます。

<configuration ...attributes...> 
       <configuration-id ...attributes.../> 
       <main-root mo-ref="managed_object_logical_name"/> 
       <managed-objects ...attributes...> 
             ... 
       </managed-objects> 
       <properties> 
             ... 
       </properties> 
</configuration>

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

name はい 該当なし 設定の名前。 この名前を使用して、 管理コン
ソールの表示で設定を識別します。 設定を作
成した後で、 この名前を変更することはできま
せん。

version 該当なし 1 設定のバージョン。 設定の変更を保存するた
びに、 この値が 1 ずつ増加します。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

mo-ref はい ${HUB.name}/ 
${CONFIG.name} - 設定順序付きグ  
ル ー プ 管 理 オ ブ ジ ェ ク ト。
${HUB.name}/ 
${CONFIG.name} という置換文字列
構文にしたがって、 設定が属する
ハブの名前と設定の名前で構成さ
れる設定管理オブジェクトの論理
名。

<Configuration_hub_name 
>/ <managed_object_name> 
という構文を使用して、 設定内の 1 
つのメインルートになる管理オブ
ジェクトの論理名です。 
メモ ： 設定を別のハブに移植する
ために、 そのハブに対して置換文
字列 ${HUB.name} を使用できま  
す。
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configuration 要素のサブ要素
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第 章

Chapter   46 管理オブジェクトの要素および属性   
こ こ では、 configuration.xml の managed-objects 要素、 その属性、 およびサブ要
素を リ ス ト および説明し ます。 また、 各設定管理オブジェ ク ト  タ イプで使用でき るすべて
の要素、 サブ要素、 および属性について説明し ます。

一般的な XML 定義

管理オブジェ ク ト は、 configuration.xml フ ァ イルの managed-objects 要素内に リ
ス ト されます。 各管理オブジェ ク ト は、 managed-object サブ要素内で定義されます。

<configuration> 
    ... 
    <managed-objects> 
        <managed-object /> 
        ... 
    </managed-objects> 
    ... 
</configuration>
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managed-object 要素の属性

managed-object 要素の属性

設定内で定義する各管理オブジェ ク ト では、 次の属性の一部または全部を使用でき ます。 
これらの属性は、 configuration.xml の managed-object 要素内に記述されます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

Agent はい 設定の作成対象のハブ
と同じホストに存在する
ローカル エージェント。 
デフォルトでは、 このハ
ブ /ローカル エージェン 
ト 名 は、 文 字 列 変 数
${HUB.name} で表され 
ます。

管理オブジェクトの割り当て先の
エージェントの名前。 指定できる 
値は次のとおりです。

■ ${HUB.name} （デフ ォル ト ）
■ hub_name （デフ ォル ト では、

ハブがイ ン ス ト ールされる
ホス ト の名前）

■ agent_name （デフ ォル ト で
は、 ス レーブ エージェ ン ト
がイ ン ス ト ールされる ホス
ト の名前）

name はい 一般的な管理リソース
名または null。

管理オブジェクトに指定した論理
名。 管理オブジェクトを作成し、 
設定に追加した後は、 この属性
の値を変更できません。 ただし、 
display-name 属性を使用するこ 
とで、 管理コンソールを介して表
示される名前はいつでも変更で
きます。

display-name いいえ 文字列変数 
${MO.name} によって表 
される管理オブジェクト
name 属性値。

管理コンソールに表示する名前
が、 管理オブジェクト name 属性  
値のかわりに表示されます。

initial-manage いいえ true AppServer でアクティブに管理す 
る管理リソースに対しては、 true
（デフォルト） に設定します。 true 
に設定すると、 管理オブジェクト
は 「管理下」 になり、 設定を実
行すると、 AppServer はその管理 
リソースに対するアクションを実行
してその状態を維持します。  
AppServer でオブジェクトの状態 
の変更だけを監視し、 アクション
を実装しない場合は、false に設 
定します。

initial-monitor いいえ true エージェントからの ping の間に  
AppServer で状態を監視する管 
理リソースに対しては、 true （デ
フォルト） に設定します。 
エージェントからの ping の間に  
AppServer で状態を監視しない 
管理リソースに対しては、 false
に設定します。

type はい 設定を作成したり、 管
理オブジェクトを作成し
て設定に追加するため
に使用したテンプレート
によって決定。

AppServer は、 この属性を使用し 
て、 管理オブジェクトの制御方法
および設定内で探す type 固有  
の情報を決定します。 詳細につ 
いては、 「管 理 オ ブ ジ ェ ク ト
type 属性」 を参照してください。
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managed-object 要素の属性

<configuration> 
    ... 
    <managed-objects> 
          <managed-object agent="{$HUB.name}|hub_name|agent_name" 
 name="managedobject_name"  
 [display-name="${MO.name}|display_name"  
 initial-desired-state="stopped|running" 
 data-directory="${CONFIG.path}/mos/${MO.name}|fullyqualifiedpath"  

deploy-data="true|false" initial-manage="true|false"  
initial_monitor="true|false"] 
type="ordered-group|redundancy-group|state-proxy|process|java-process| 
userdefined-jscript|userdefined-executable|visientity|visiserver|osagent| 
apache-process|ots|tibco|partition|"> 
[vendor="vendorname" version="version" 
description="description"] 

              ... 
          </managed-object> 
          ... 
    </managed-objects> 
    ... 
</configuration>

initial-desired- 
state

いいえ Stopped 管理オブジェクトを 初に設定に
追加するとき、 管理オブジェクト
の状態は、 デフォルトで Stopped 
になります。 管理オブジェクトを 

初に作成して追加するときに、
その管理オブジェクトを実行する
場合は、 Running に設定します。

data-directory いいえ ${CONFIG.path}/mos/

${MO.name}。ここで、置
換 文 字 列 変 数
${CONFIG.path} は 
configuration.xm
l ディレクトリの絶対パ 
ス、 ${MO.name} は管理 
オブジェクト name 値を  
表します。

内部使用。

version いいえ 該当なし 管理リソースのバージョンを指定
します。

vendor いいえ 該当なし 管理リソースのベンダーを指定し
ます。

description いいえ 該当なし 管理リソースを説明します。

deploy-data いいえ false 内部使用。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明
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managed-object 要素の属性

管理オブジェクト type 属性

次に、 type 属性で使用でき る値について説明し ます。

値 説明

ordered-group 1 体として管理できる関連する 1 組の管理オブジェクトを定義します。 これ    
により、 オブジェクトの階層を構築できます。 ordered-group 自体は単なる  
プレースホルダー （論理構造） です。 AppServer が制御する実際の管理オ  
ブジェクトは、 グループの メ ンバーです。 順序付きグループ管理オブジェ 
クトについて詳細は、 「順序付き グループ」 を参照してください。 ordered- 
group 管理オブジェクト type の詳細については、 「ordered-group 管理オ    
ブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。

r e d u n d a n c y -
group

管理オブジェクトの集合を表すという点で ordered-group に似ています。  
redundancy-group 内の管理オブジェクトは、 機能的に同等です。 冗長グ  
ループ管理オブジェクトについて詳細は、 「冗長グループ」 を参照してくだ
さい。 redundancy-group 管理オブジェクト type の詳細については、    
「redundancy-group 管理オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。

state-proxy プロキシ化された MO の存続期間に影響を与えることなく、 設定の別の場  
所で定義されている別の MO の状態を表すために使用します。 状態プロキ  
シ管理オブジェクトについて詳細は、 「状態プロ キシ」 を参照してください。
state-proxy 管理オブジェクト type の詳細については、「state-proxy 管    
理オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。

process シングル プロセスである管理リソースを表すために使用します。 管理リソー 
スは、 オペレーティング システムに対してコマンドを発行することによって開 
始され、 オペレーティング システムから ping と停止を受け付けます。 プロセ    
ス管理オブジェクトの一般的な情報については、 「プロセス管理オブジ ェ
ク ト  タ イプ」 を参照してください。 process 管理オブジェクト type の詳     
細については、 「process 管理オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。

java-process シングル Java プロセスである管理リソースを表すために使用します。 管理リ  
ソースは、 オペレーティング システムに対してコマンドを発行することによっ 
て開始され、 オペレーティング システムから ping と停止を受け付けます。   
Java プロセス管理オブジェクトの一般的な情報については、 「Java プ ロ セ  
ス管理オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。 java-process 管理   
オブジェクト type の詳細については、「java-process 管理オブジェ ク ト  タ    
イプ」 を参照してください。

custom 
-javascript

JavaScript で開始、 ping、 停止、 および強制終了アクションを実装する管 
理リソースの 1 つのインスタンスを表すために使用します。 カスタム   
JavaScript 管理オブジェクトの一般的な情報については、「拡張性管理オブ 
ジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。 custom-javascript 管理オブジェ   
クト type の詳細については、 「custom-javascript 管理オブジェ ク ト  タ イ    
プ」 を参照してください。

custom- 
executable

開始、 ping、 停止、 および強制終了アクションの各プロセスを実行する管
理リソースの 1 つのインスタンスを表すために使用します。 カスタム実行可   
能管理オブジェクトの一般的な情報については、 「拡張性管理オブジェ ク
ト  タ イ プ」 を参照してください。 custom-executable 管理オブジェクト   
type の詳細については、 「custom-executable 管理オブジェ ク ト  タ イプ」   
を参照してください。

osagent VisiBroker スマート エージェントの 1 つのインスタンスを表すために使用し    
ます 。 CORBA オブジェクト間の通信と RPC に使用する簡単なディレクトリ    
サービス osagent 管理オブジェクトの一般的な情報については、「AppServer  
固有管理オブジ ェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。 osagent 管理オブ   
ジェクト type の詳細については、 「osagent 管理オブジェ ク ト  タ イプ」 を    
参照してください。
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ordered-group 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 ordered-group 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素 と サブ要素の属性を リ ス
ト および説明し ます。

メ モ ordered-group 管理オブジェ ク ト 属性については、 420 ページの 「managed-object 要素
の属性」 を参照し て く ださ い。

ordered-group のサブ要素

ordered-group のサブ要素は、 次の とお り です。

ordered-group のサブ要素

<configuration> 
    ... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="ordered-group"...> 
               <ordered-group> 
                      ... 
               </ordered-group> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
    ... 
</configuration>

apache-process Apache Web サーバーの 1 つのインスタンスを表すために使用します。    
Apache Web サーバー管理オブジェクトの一般的な情報については、  
「AppServer 固有管理オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。 apache-   
process 管理オブジェクト type の詳細については、 「apache-process 管理    
オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。

ots VisiTransact （2 フェーズ コミット トランザクション サービス） の 1 つのインス      
タンスを表すために使用します。 OTS 管理オブジェクトの一般的な情報に  
ついては、 「AppServer 固有管理オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してくださ  
い。 ots 管理オブジェクト type の詳細については、 「ots 管理オブジェ ク     
ト  タ イプ」 を参照してください。

tibco Tibco Java Messaging Service （JMS） の 1 つのインスタンスを表すために使     
用します。 Tibco JMS 管理オブジェクトの一般的な情報については、   
「AppServer 固有管理オブジェ ク ト  タ イプ」を参照してください。 tibco 管    
理オブジェクト type の詳細については、 「tibco 管理オブジ ェ ク ト  タ イ    
プ」 を参照してください。

partition AppServer パーティション （AppServer でオブジェクトをホストする際の基本  
単位。特に J2EE コンポーネントと CORBA コンポーネントにサービスを提供    
する） の 1 つのインスタンスを表すために使用します。 Partition 管理オブ    
ジェクトの一般的な情報については、 「AppServer 固有管理オブジ ェ ク ト  
タ イプ」 を参照してください。 
partition 管理オブジェクト type の詳細については、 「partition 管理    
オブジェ ク ト  タ イプ」 を参照してください。

値 説明

サブ要素 説明

ordered- 
group

ordered-group 管理オブジェクト type 固有の設定情報を含みます。
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さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="ordered-group"...> 
               [<time-rules attributes > 
                     ... 
               </time-rules>] 
               <ordered-group> 
                     ... 
               </ordered-group> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

managed-object のサブ要素 control-overrides （タ イプ固有ではない） を使用し
て、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジやア ク シ ョ ン パラ メ ータ を上書きでき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="ordered-group"...> 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
               <ordered-group> 
                     ... 
               </ordered-group> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション 
パラメータを含みます。 詳細については、 「管理オブジ ェ ク ト  control-  
overrides 要素」 を参照してください。
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ordered-group サブ要素の属性

次に ordered-group サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="ordered-group"...> 
            <ordered-group [fail-policy="null|ordered-stop|stop-all|shutdown"  
            cannot-start-policy="null|ordered-stop|stop-all|shutdown"]> 
                ... 
           </ordered-group> 
       </managed-object> 
        ... 

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

fail-policy いいえ な し ordered-group のメンバーが失敗したときのアク 
ションを定義します。 使用できる値は次のとおり 
です。

■ none - 順序付き グループは、 どのグループ 
メ ンバーも停止し よ う と し ません。

■ ordered-stop - 順序付き グループは、 失敗
し た メ ンバーよ り 小さい stop シーケン ス
値を持つすべての メ ンバーを  member サブ
要素の stop 属性で指定された順序で停止
し ます。 すべての メ ンバーを停止し た後
で、 順序付き グループは、 メ ンバーの 
start 属性で指定された順序で メ ンバーを
再開し よ う と し ます。

■ stop-all - 順序付き グループは、 すべての
メ ンバーを停止し よ う と し ます。 すべての
メ ンバーが正常に停止する と、 順序付き グ
ループの状態は Failed に変更されます。 
通常、 次に順序付き グループは、 メ ンバー
の start 属性で指定された順序で メ ンバー
を再開し よ う と し ます。

■ shutdown - 順序付き グループは、 stop 属性
で指定された順序ですべての メ ンバーを停
止し よ う と し ます。 すべての メ ンバーが停
止する と、 順序付き グループの状態は 
Cannot Start に設定されます。

cannot-start-
policy

いいえ な し ordered-group のメンバーが開始に失敗したとき 
のアクションを定義します。 使用できる値は次の 
とおりです。

■ none - 順序付き グループは、 どのグループ 
メ ンバーも停止し よ う と し ません。

■ ordered-stop - 順序付き グループは、 開始
に失敗し た メ ンバーよ り 小さい stop シー
ケン ス値を持つすべての メ ンバーを  
member サブ要素の stop 属性で指定された
順序で停止し ます。 すべての メ ンバーを停
止し た後で、 順序付き グループは、 メ ン
バーの start 属性で指定された順序で メ ン
バーを再開し よ う と し ます。

■ stop-all - 順序付き グループは、 すべての
メ ンバーを停止し よ う と し ます。 すべての
メ ンバーが正常に停止する と、 順序付き グ
ループの状態は Failed に変更されます。 
通常、 次に順序付き グループは、 メ ンバー
の start 属性で指定された順序で メ ンバー
を再開し よ う と し ます。

■ shutdown - 順序付き グループは、 stop 属性
で指定された順序ですべての メ ンバーを停
止し よ う と し ます。 すべての メ ンバーが停
止する と、 順序付き グループの状態は 
Cannot Start に設定されます。
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</managed-objects> 
...

member サブ要素

... 
 <managed-objects> 
        <managed-object ...type="ordered-group"...> 
           <ordered-group> 
                 [<member attributes/>] 
                 [<member attributes/>] 
                 [<member attributes/>] 
                 [...] 
           </ordered-group> 
        </managed-object> 
        ... 
 </managed-objects> 
...

member サブ要素の属性

次に member サブ要素の属性を示し ます。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

member はい 該当なし グループの各管理オブジェクト メンバーと、 グ 
ループのコンテキスト内で各メンバーの開始順と
停止順を指定します。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

mo-ref はい 該当なし ここでグループ化されるオブジェクトを表す管理
オブジェクトの論理 AppServer 名。 agent-name/  
mo-name という構文に従います。

start いいえ 1 - グループに  
メ ン バ ー が ま
だ存在しない
場合。 
既存メンバー
の最大開始値
+ 1 - 既存のメ   
ンバーを含む
グループにメ
ンバーを追加
する場合。

ordered-group のほかのメンバーに対してこの管 
理リソースが開始する順序。 グループ内のメン 
バーの総数以下の正の整数である必要がありま
す。 start 順序は、 "1" で始まって増加する数で   
す。 初に開始するメンバーを設定するには、 こ 
の属性を "1" に設定します。 同時に複数のメン   
バーを開始するように設定するには、 それらのメ
ンバーに対してこの属性を同じ数に設定します。

stop いいえ start 順の 
逆。 
1 - 開始順が  
ない場合。

ordered-group のほかのメンバーに対してこのオ 
ブジェクトが停止する順序。 グループ内のメン 
バーの総数以下の正の整数である必要がありま
す。 stop 順序は、 "1" で始まって増加する数で   
す。 初に停止するメンバーを設定するには、 こ 
の属性を "1" に設定します。 同時に複数のメン   
バーを停止するように設定するには、 それらのメ
ンバーに対してこの属性を同じ数に設定します。
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... 
<managed-objects> 
     <managed-object ...type="ordered-group"...> 
            <ordered-group>  
                  
                 [<member mo-ref="${agent.name}/managedobject_name" 
 start="start_order" stop="stop_order"  
 stop-policy="require-stop|ignore" 
 group-policy-level="all|start-only"/>] 
                 [...] 
             </ordered-group> 
      </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

redundancy-group 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 redundancy-group 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と サブ要素の属性を
リ ス ト および説明し ます。

メ モ ordered-group 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 
要素の属性」 を参照し て く ださ い。

redundancy-group のサブ要素

次に redundancy-group タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="redundancy-group"...> 
             <redundancy-group> 
                  ... 
             </redundancy-group> 
       </managed-object> 
       ... 

stop-policy いいえ require-stop 指定できる値は次のとおりです。

■ ignore ： グループを停止する と きに メ ン
バーの状態を無視し ます。 Ping のデフ ォル
ト 動作です。

■ require-stop ： （デフ ォル ト 、 Ping を除 く ）
グループを停止 とみなすには、 メ ンバーが
停止する必要があ り ます。

group-policy-
level

いいえ all このメンバーがグループ ポリシーに参加するレベ 
ルを指定します。 fail-policy と cannot-start-policy  
を参照してください。

指定できる値は次のとおりです。

■ all ： こ の メ ンバーは、 グループのポ リ
シーで指定されている よ う に、 停止と
シャ ッ ト ダウ ンを順序どお り に ト リ ガーし
ます。

■ start-only ： こ の メ ンバーは、 （グループ
がすでに実行された後の失敗時にではな
く ） 通常の開始時にだけ、 シャ ッ ト ダウ ン
だけ （グループのポ リ シーで指定されてい
る場合） を ト リ ガーし ます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

サブ要素 説明

redundancy-
group

redundancy-group 管理オブジェクト type 固有の設定情報を含みます。



428 AppServer 開発者ガイ ド

</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="redundancy-group"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
               <redundancy-group> 
                     ... 
               </redundancy-group> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

managed-object のサブ要素 control-overrides （タ イプ固有ではない） を使用し
て、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジやア ク シ ョ ン パラ メ ータ を上書きでき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="redundancy-group"...> 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
               <redundancy-group> 
                     ... 
               </redundancy-group> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション 
パラメータを含みます。 詳細については、 「管理オブジ ェ ク ト  control-  
overrides 要素」 を参照してください。
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redundancy-group サブ要素の属性

次に redundancy-group サブ要素の属性を示し ます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

require いいえ 1 グループを "起動" とみなすために実行  
されている必要があるメンバーの実際の
数。 グループ内のすべてのメンバーに 
設定するには、 -1 を入力します。

desired-range-min いいえ 1 グループの実行時に起動して実行する
ように要求するメンバーの 小数。 グ 
ループ内のすべてのメンバーに設定す
るには、 -1 を入力します。

desired-range-max いいえ 1 起動して実行するように要求するメン
バーの 大数。 実行中のメンバーが多 
すぎる場合、 AppServer は、 この値に 
合わせてメンバーをシャットダウンしよう
とします。 この値は、 グループ内のメン 
バーの総数を超えることはできません。
すべてのメンバーに設定するには、 -1
を入力します。

c o u n t - m e m b e r -
unknown-as-stopped

いいえ false 開始するメンバーの数を計算する際、
AppServer は、 desired-range-min 値  
から実行中のメンバーを引きます。 デ 
フォルトでは、 未知の状態のメンバーが
実行中のメンバーの数に含まれていま
す。  
未知の状態のメンバーを実行中のメン
バーの数に入れない （停止とみなす）
場 合 は、 count-member-unknown-as-
stopped を true に設定します。

c o u n t - m e m b e r -
problem-as-stopped

いいえ false 開始するメンバーの数を計算する際、
AppServer は、 desired-range-min 値  
から実行中のメンバーを引きます。 デ 
フォルトでは、 状態が " 動作不良 " に  
等しいメンバーは実行中のメンバーの
数に含まれません（停止とみなされる）。 
状態が "動作不良" に等しいメンバーを  
実行中のメンバーの数に入れる場合
は、 count-member-problem-as-
stopped を true に設定します。

excess-running-ok いいえ true デフォルトでは、 実行中のメンバーの数
が desired-range-max 値を超える  
場合、 グループは実行中とみなされま
す。 実行中のメンバーの数が desired-  
range-max 値を超える場合、 グループ 
を動作不良とみなすには、 excess-
running-ok を false に設定します。

clear-member-start-
failures

いいえ false 必要な数のメンバーが実行状態になる
と、 その他のメンバーの失敗状態がクリ
アされます （たとえば、 Cannot Start 
が Stopped に変更される）。 これに   
より、その他のメンバーの元の状態
が Cannot Start であっても、フェイ   
ルオーバーに使用できるようになり
ます。 デフォルト値は false です。
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... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="redundancy-group"...> 
            <redundancy-group [require="integer" 
 desired-range-min="integer" desired-range-max="integer" 
 count-member-unknown-as-stopped="true|false" 
 count-member-problem-as-stopped="true|false" 
 excess-running-ok="true|false" 
 clear-member-start-failures="true|false"]> 
                ... 
           </redundancy-group> 
       </managed-object> 
        ... 
</managed-objects> 
...

member サブ要素

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="redundancy-group"...> 
             <redundancy-group> 
                   [<member attributes/>] 
                   [<member attributes/>] 
                   [<member attributes/>] 
                   [...] 
              </redundancy-group> 
      </managed-object> 
      ... 
</managed-objects> 
...

member サブ要素の属性

次に member サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="redundancy-group"...> 
            <redundancy-group> 
                 [<member  
 mo-ref="${agent1_name}/managedobject1-name" 
 stop-policy="ignore|require-stop"/>] 
                 [<member  
 mo-ref="${agent2_name}/managedobject2-name" 
 stop-policy="ignore|require-stop"/gt;] 
                  [...] 
            </redundancy-group> 
      </managed-object> 
       ... 

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

member いいえ 該当なし グループの各管理オブジェクト メンバーを指定し 
ます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

mo-ref はい 該当なし 参照される管理オブジェクトの論理 AppServer 
名。構文 ${agent-name}/mo-name に従います。

stop- 
policy

いいえ require-stop 指定できる値は次のとおりです。

■ ignore ： グループを停止する と きに メ ン
バーの状態を無視し ます。 これは Ping のデ
フ ォル ト 動作です。

■ require-stop ： （デフ ォル ト 、 ping を除
く ） グループを停止 とみなすには、 メ ン
バーが停止する必要があ り ます。
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</managed-objects> 
...

state-proxy 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 state-proxy 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素 と属性を リ ス ト および説明
し ます。

メ モ state-proxy 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 要
素の属性」 を参照し て く ださ い。

state-proxy のサブ要素

次に state-proxy タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="state-proxy"...> 
             <state-proxy> 
                  ... 
             </state-proxy> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="state-proxy"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
               <state-proxy> 
                     ... 
               </state-proxy> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

managed-object のサブ要素 control-overrides （タ イプ固有ではない） を使用し
て、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジやア ク シ ョ ン パラ メ ータ を上書きでき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="state-proxy"...> 
               [<control-overrides> 

サブ要素 説明

state-proxy state-proxy 管理オブジェクト type 固有の設定情報を含みます。

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション パラ  
メータを含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  control-overrides 要   
素」 を参照してください。
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                     ... 
               </control-overrides>] 
               <state-proxy> 
                     ... 
               </state-proxy> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

state-proxy サブ要素の属性

次に state-proxy サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="state-proxy"...> 
            [<state-proxy> mo-ref="${agent_name}/managedobject1-name"/>] 
      </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

process 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 process 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と属性を リ ス ト および説明し ま
す。

メ モ process 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 要素の
属性」 を参照し て く ださ い。

process のサブ要素

次に process 管理オブジェ ク ト  タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
             <process ...attributes...> 
                 ... 
             </process> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

mo-ref はい 該当なし 参照される管理オブジェクトの論理 AppServer 
名。構文 ${agent-name}/mo-name に従います。

サブ要素 説明

process process 管理オブジェクト タイプ固有の設定情報を含みます。

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。



 第 46 章 : 管理オブジ ェ ク ト の要素および属性 433

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="process"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
               <process> 
                     ... 
               <process> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="process"...> 
                     ... 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

process サブ要素の属性

次に process サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <process command="fullpath" directory="fullpathdirectory> 
 data-id="integer"> 
            ... 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション 
パラメータを含みます。 詳細については、 「管理オブジ ェ ク ト  control-  
overrides 要素」 を参照してください。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

command はい 該当なし プログラム ファイルのフル パス。  
Windows ユーザーは拡張子を省 
略できます。 その場合は、 ".exe"
とみなされます。

directory いいえ ${CONFIG.path}/mos/ 
${MO.name}/ - ここで、 置換文  
字列変数 ${CONFIG.path} は、  
管理オブジェクト 
configuration.xml ファイルの 
パスを表します。

プロセスの初期作業ディレクトリの
フル パス。

data-id いいえ 1 process 要素の一意の識別子。 
同じ管理オブジェクト定義に含
まれる複数の process エントリを  
識別するために AppServer によっ  
て使用されます。 指定できる値は 
正の整数です。
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process のサブ要素

次に java-process サブ要素の要素を示し ます。

arguments サブ要素

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <process ... > 
              [<arguments> 
                  [<argument>argument1</argument>] 
                  [<argument>argument2</argument>] 
                  [...more arguments...] 
              </arguments>] 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

env-vars サブ要素

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

arguments いいえ 該当なし プロセスの開始時に参照されるコマンドライン引
数を提供するために使用します。 入力する各コ 
マンドライン引数は、 argument サブ要素内に記 
述されます。 引数は、 configuration.xml にリス  
トされている順序でコマンドライン文字列に追加さ
れます。 
メ モ ： 各 argument サブ要素に複数のコマンドラ  
イン引数を入れることはできません。 たとえば、 - 
user Joe は 2 つの引数なので、 <argument>-    
user</argument> <argument>Joe</argument> 

のように argument 要素に入力する必要がありま  
す。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

env-vars いいえ path、library-
path、env-vars
の各属性が設
定されていな
い 場 合 は、
エ ー ジ ェ ン ト
SCU 環境を使 
用します。

プロセスの環境変数を設定するために使用しま
す。 設定する変数を name 属性と value 属性     
で定義する env-var 要素のシーケンスを入力  
します。  
さらに、env-vars 要素の次の属性を使用して、 
標準の環境変数ソースを指定できます。 これによ 
り、 複数の管理リソースで同じ環境変数を使用で
きます。  
メ モ：use-vbroker-env で同じ環境変数が設定 
されている場合は、env-vars 要素を使って設定 
された変数が優先します。
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env-vars サブ要素の属性

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <process ... > 
              [<env-vars use-current-env="true|false" use-default-env="true|
false" use-vbroker-env="true|false" use-login-env="true|false">] 
                   [<env-var name="variable1" 
 value="value1" />] 
                   [<env-var name="variable2" 
 value="value2" />] 
                   [...more env-vars...] 
              </env-vars>] 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

use-current-
env

いいえ false プロセスでエージェント SCU プロセス環境全体を  
使用する場合は、 true に設定します。

use-default-
env

いいえ true プロセスで、 プロセスの実行に必要な共通ホスト
システム環境変数を使用しない場合は、 false
に設定します。  
メ モ ： use-user-login-env で同じ変数が設定 
されている場合は、use-default-env が優先し 
ます。

use-vbroker-
env

いいえ false VisiBroker プロセスの場合は true に設定しま   
す。  
メ モ：use-default-env で同じ変数が設定され 
ている場合は、use-vbroker-env 変数が優先し 
ます。

use-user- 
login-env

いいえ false UNIX のみ。 ユーザーがデフォルトのシェルにロ  
グインしたとき、 プロセスが管理オブジェクト プロ 
セスの所有者の環境を使用するようにする場合
は、 true に設定します。  
メ モ：use-current-env で同じ変数が設定され 
ている場合は、use-user-login-env が優先しま 
す。 ログイン シェルは、 シェルがログイン シェル   
として呼び出された場合に、 コマンドライン引数を
シェル スクリプトとして実行する必要があります。 
また、コマンドラインの内容としてプログラム ファイ 
ルの絶対パスだけが指定されている場合、シェル
の ス ク リ プ ト 言 語 は 子 プ ロ セ ス （通 常 の
KornShell、 C Shell などのセマンティクス） を呼  
び出す必要があります。
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library-path サブ要素

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <process ... > 
                  [<library-path> 
                   <directory>path1</directory> 
                  [<directory>path2</directory>] 
                  [...more paths...] 
               </library-path>] 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

path サブ要素

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <process ... > 
                 [<path> 
                  <directory>path1</directory> 
                 [<directory>path2</directory>] 
                 [...more paths...] 
               </path>] 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

library-path いいえ なし UNIX のみ。 プロセスのライブラリ パスに項目を   
配置するために使用します。 入力する各パスは、 
configuration.xml の library-path 要素の   
directory サブ要素内に記述されます。 
メモ ： env-vars 要素を使って同じ環境変数が設  
定されている場合は、 library-path の設定が優 
先します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

path いいえ 該当なし 非プラットフォーム固有。 プロセス実行可能ファイ 
ルのパスに項目を配置するために使用します。
入力する各パスは、 configuration.xml の path  
要素の directory サブ要素内に記述されます。  
メモ ： env-vars 要素を使って同じ環境変数が設  
定されている場合は、path の設定が優先します。
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stdin|stdout|stderr のサブ要素

stdin|stdout|stderr サブ要素の属性

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ....type="process"...> 
           <process ... > 
               [<stdin path="path1/>] 
               [<stdout path="path2"  append="true|false"/>] 
               [<stderr path="path3" append="true|false"/>] 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

stdin いいえ 割 り 当 て ら れ
たエージェント
から継承。

プロセスの標準入力設定を指定するために使用
します。

stdout いいえ 割 り 当 て ら れ
たエージェント
から継承。

プロセスの標準出力設定を指定するために使用
します。

stderr いいえ 割 り 当 て ら れ
たエージェント
から継承。

プロセスの標準エラー設定を指定するために使
用します。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

path いいえ 割 り 当 て ら れ
たエージェント
から継承。

標準入力、 標準出力、 または標準エラーのプロ
セス パス位置を設定するために使用します。

append いいえ false stdout と stderr に適用されます。 ファイル    
を追加モードで開く場合は、true に設定しま 
す。 false に設定すると、 ファイルが切り捨てら  
れます。
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プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素

重要 UNIX プラ ッ ト フ ォーム固有の設定は、 エージェ ン ト  SCU プロセスがルー ト 特権で開始す
る場合にだけ指定でき ます。

Windows ... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <process ... > 
                [<platform-specific show-gui="true|false" 
 window-title="string" start-minimized="true|false"/> 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

UNIX ... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <process ... > 
                [<platform-specific group-name="groupname" 
 user-name="username" stdout-mode="octalfileaccessmode" 
 stderr-mode="octalfileaccessmode" umask="octalumask" 
 nice-value="integer"/>] 
           </process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

platform- 
specific 
(Windows)

いいえ 属性 ：  
show-gui="false"  
start-minimized="true"  
window-title ： 実行可能
ファイルの名前。

GUI を備えたプロセスに Windows  
プラットフォーム固有の設定を指定
するために使用します。 この要素 
の Windows の属性は次のとおりで  
す。  
show-gui ： プロセスの開始時にプ
ロセス ウィンドウを起動する場合 
は、 true に設定します。  
window-title ： プロセス ウィンドウ 
のタイトルを指定します。  
start-minimized ： プロセスの開始
後にウィンドウを 大化する場合
は、 false に設定します。

platform- 
specific 
（UNIX）

いいえ 属性 ：  
group-name 
="agentgroupname"  
user-name 
="agentusername"  
stdout-mode="644"  
stderr-mode="644"  
umask="agentumask"  
nice-value 
="agentnicevalue"  
root-directory 
="agentrootdirectory"

UNIX プラットフォーム固有の設定 
を指定するために使用します。 こ 
の要素の UNIX の属性は次のとお  
りです。  
group-name：プロセスのグループ
名。 設定方法については、次のと 
おりです。  
user-name：プロセスのユーザー
名。  
stdout-protection-mode： 
stdoutput ファイルの 8 進法ファ   
イル アクセス モード。  
s t d e r r - p r o t e c t i o n - m o d e：
stderrput ファイルの 8 進法ファ   
イル アクセス モード。  
umask：プロセスの 8 進 umask。  
nice-value：プ ロ セ ス の ス ケ
ジュール優先順位（正の整数）。  
root-directory：プロセスのルート
ディレクトリ。
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java-process 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 java-process 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と属性を リ ス ト および説明
し ます。

メ モ java-process 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 
要素の属性」 を参照し て く ださ い。

java-process のサブ要素

java-process 管理オブジェ ク ト 固有の設定情報は、 次の java-process のサブ要素に
含まれています。
■ java-process
■ VBJ-process

次に java-process タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ...attributes...> 
            ... 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ...attributes...> 
            ... 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="java-process"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
               <java-process> 
                     ... 
               </java-process> 
          </managed-object> 
           ... 

サブ要素 説明

java- 
process

main() メソッドが呼び出される Java クラスに使用します。

サブ要素 説明

VBJ-process VisiBroker for Java プロセス （java ではなく vbj で開始されるプロセス） の定義      
に使用します。

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。
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    </managed-objects> 
...

managed-object のサブ要素 control-overrides （タ イプ固有ではない） を使用し
て、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジやア ク シ ョ ン パラ メ ータ を上書きでき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="java-process"...> 
                     ... 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

java-process サブ要素の属性

次に java-process サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <process command="fullpath" main-class="MyPackage.MyClass" 

directory="fullpathdirectory"  
vm-type="server|client|classic"  
data-id="integer"> 

            ... 
           </java-process> 

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション 
パラメータを含みます。 詳細については、 「管理オブジ ェ ク ト  control-  
overrides 要素」 を参照してください。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

command はい 該当なし Java プロセス プログラム ファイルのフル   
パス。 Windows ユーザーは拡張子を省  
略できます。 その場合は、 ".exe" とみ 
なされます。

main-class はい 該当なし MyPackage.MyClass の形式の Java プロセ   
ス管理リソースのメインクラス。

directory いいえ ${AGENT.root}/var/ 
domains/domain-name/。 こ
こ で、 置 換 文 字 列 変 数
${AGENT.root} は、 この管 
理オブジェクトの割り当て先
のエージェントのルートを表
します。

プロセスの初期作業ディレクトリのフル
パス。

vm-type いいえ 該当なし 次の値を指定できます。

■ classic
■ hotspot
■ client
■ server

data-id いいえ 1 java-process 要素の一意の識別子。同 
じ管理オブジェクト定義に含まれる
複数の java-process エントリを識別す  
るために AppServer によって使用されま  
す。 指定できる値は正の整数です。
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      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

java-process のサブ要素

次に java-process サブ要素の要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
              [<java-properties> 
                    [<java-property name="name1" value="value1" />] 
                    [<java-property name="name2" value="value2"  />] 
                    [...more_properties...] 
              </java-properties>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ...attributes...> 
               [<classpath> 
                   [<classpath-entry>classpath1</classpath-entry>[ 
                   [<classpath-entry>classpath2</classpath-entry>] 
                   [...more classpaths...] 
               </classpath>] 
               [...] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

java- 
properties

いいえ 該当なし 管理オブジェクトの VM プロパティを提供するた  
めに使用します。 設定するプロパティごとに name  
属性と value 属性を含む java-property 要素    
のシーケンスを入力します （name に -D を入れな   
いでください）。 結果は java -D コマンドライン構    
文になります。  
メ モ：vbj-process タイプ管理オブジェクトの 
場合は、VBJ -VBJprop コマンドライン構文になり  
ます。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

classpath いいえ 該当なし java -classpath のクラスパス エントリを指定す   
るために使用します。 各クラスパス エントリは、  
classpath 要素の classpath-entry サブ要素   
内に記述されます。  
メ モ：vbj-process タイプ管理オブジェクトの 
場合は、かわりに -vbj classpath を使用する   
ことをお勧めします。 詳細については、vbj- 
process のサブ要素の表を参照してください。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <java-process ...attributes...> 
              [<options> 
                  [<option>option1</option>] 
                  [<option>option2</option>] 
                  [...more options...] 
              </options>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

arguments サブ要素

こ のサブ要素については、 434 ページの 「arguments サブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
              [<arguments> 
                  [<argument>argument1</argument>] 
                  [<argument>argument2</argument>] 
                  [...more arguments...] 
              </arguments>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

env-vars サブ要素

こ のサブ要素については、 434 ページの 「env-vars サブ要素」 を参照し て く ださい。

env-vars サブ要素の属性

こ のサブ要素については、 435 ページの 「env-vars サブ要素の属性」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
              [<env-vars use-current-env="true|false" use-default-env="true| 

false" use-vbroker-env="true|false" use-login-env="true|false"> 
                   <env-var name="variable1" 
 value="value1" /> 
                   [<env-var name="variable2" 
 value="value2" />] 
                   [...more env-vars...] 
              </env-vars>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

options いいえ 該当なし コマンドラインでメイン クラスより優先するオプショ 
ンを指定するために使用します。 各オプション 
は、 options 要素の option サブ要素内に記述   
する必要があります。 
メ モ ：各 option サブ要素に複数のオプション  
を入れることはできません。 たとえば、-Xms 
-Xmx は 2 つのオプションなので、<option>-   
Xms</option> <option>-Xmx>/option> のよう  
に option 要素に入力する必要があります。
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</managed-objects> 
...

library-path サブ要素

こ のサブ要素については、 436 ページの 「library-path サブ要素」 を参照し て く ださ い。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
                  [<library-path> 
                   <directory>path1</directory> 
                  [<directory>path2</directory>] 
                  [...more paths...] 
               </library-path>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

path サブ要素

こ のサブ要素については、 436 ページの 「path サブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
                 [<path> 
                  <directory>path1</directory> 
                 [<directory>path2</directory>] 
                 [...more paths...] 
               </path>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

stdin|stdout|stderr のサブ要素

こ のサブ要素については、 437 ページの 「stdin|stdout|stderr のサブ要素」 を参照し て く ださ
い。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ....type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
               [<stdin path="path1"/>] 
               [<stdout path="path2" 
 append="true|false"/>] 
               [<stderr path="path3" 
 append="true|false"/>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...
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platform-specific のサブ要素

こ のサブ要素については、 438 ページの 「プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素」 を参照し て
く ださい。

Windows ... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
                [<platform-specific show-gui="true|false" 
 window-title="string" start-minimized="true|false"/> 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

UNIX ... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
                [<platform-specific group-name="groupname" 
 user-name="username" stdout-mode="octalfileaccessmode" 
 stderr-mode="octalfileaccessmode" umask="octalumask" 
 nice-value="integer"/>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

VBJ-process サブ要素の属性

vbj-process 要素は、 java-process 要素のすべての属性を継承し ます。 詳細について
は、 440 ページの 「java-process サブ要素の属性」 を参照し て く ださい。

VBJ-process 要素固有の追加属性はあ り ません。

VBJ-process のサブ要素

次に VBJ-process 要素固有のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
              [<vbj-java-options>] 
                  [<option>option1</option>] 
                  [<option>option2</option>] 
                  [...more options...] 
              </vbj-java-options>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...　

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

vbj-java- 
options

いいえ 該当なし vbj -J コマンドライン構文のオプションを追  
加するために使用します。-J を入れないでく 
ださい。 各オプションは、vbj-java-options 
要素の option サブ要素内に記述する必要があ  
ります。  
メ モ ：各 option サブ要素に複数のオプション  
を入れることはできません。 たとえば、-Xms 
-Xmx は 2 つのオプションなので、<option>-   
Xms</option> <option>-Xmx>/option> のよう  
に option 要素に入力する必要があります。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
              [<vbj-classpath> 
                  [<classpath-entry>classpath1</classpath-entry>] 
                  [<classpath-entry>classpath2</classpath-entry>] 
                  [...more classpaths...] 
              </vbj-classpath>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
              [<vbj-add-jars> 
                  [<add-jars-entry>jar1</add-jars-entry>] 
                  [<add-jars-entry>jar2</add-jars-entry>] 
                  [...more JARs...] 
              </vbj-add-jars>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

こ のサブ要素については、 441 ページの 「java-process のサブ要素」 を参照し て く ださい。

メ モ vbj-process 管理オブジェ ク ト の場合は、 VBJ -VBJprop コマン ド ラ イ ン構文にな り ま
す。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
              [<java-properties> 
                    [<java-property name="name1" value="value1" />] 
                    [<java-property name="name2" value="value2"  />] 
                    [...more_properties...] 
              </java-properties>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

こ のサブ要素については、 441 ページの 「java-process のサブ要素」 を参照し て く ださい。

メ モ VBJ-process 管理オブジェ ク ト の場合は、 かわ り に -vbj classpath を使用する こ と
をお勧めし ます。 詳細については、 vbj-process のサブ要素の表を参照し て く ださい。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

vbj- 
classpath

いいえ 該当なし vbj -VBJClasspath クラスパスのクラスパス  
エントリを指定するために使用します。 入力 
する各クラスパス エントリは、vbj-classpath 
要素の classpath-entry サブ要素内に記述さ  
れます。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

vbj-add-jars いいえ 該当なし vbj -VBJaddJar コマンドライン オプション   
とともに使用する JAR のリストを提供するため  
に使用します。 コマンドラインに追加する各 JAR  
は、vbj-add-jars 要素の add-jars-entry サ   
ブ要素内に記述されます。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ...attributes...> 
               [<classpath> 
                   [<classpath-entry>classpath1</classpath-entry>[ 
                   [<classpath-entry>classpath2</classpath-entry>] 
                   [...more classpaths...] 
               </classpath>] 
               [...] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

options サブ要素

こ のサブ要素については、 441 ページの 「java-process のサブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="process"...> 
           <VBJ-process ...attributes...> 
              [<options> 
                  [<option>option1</option>] 
                  [<option>option2</option>] 
                  [...more options...] 
              </options>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

arguments サブ要素

こ のサブ要素については、 434 ページの 「arguments サブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <java-process ... > 
              [<arguments> 
                  [<argument>argument1</argument>] 
                  [<argument>argument2</argument>] 
                  [...more arguments...] 
              </arguments>] 
           </java-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

env-vars サブ要素

こ のサブ要素については、 434 ページの 「env-vars サブ要素」 を参照し て く ださい。
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env-vars サブ要素の属性

こ のサブ要素については、 435 ページの 「env-vars サブ要素の属性」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
              [<env-vars use-current-env="true|false" use-default-env="true| 

false" use-vbroker-env="true|false" use-login-env="true|false"> 
                   <env-var name="variable1" 
 value="value1" /> 
                   [<env-var name="variable2" 
 value="value2" />] 
                   [...more env-vars...] 
              </env-vars>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

library-path サブ要素

こ のサブ要素については、 436 ページの 「library-path サブ要素」 を参照し て く ださ い。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
                  [<library-path> 
                   <directory>path1</directory> 
                  [<directory>path2</directory>] 
                  [...more paths...] 
               </library-path>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

path サブ要素

こ のサブ要素については、 436 ページの 「path サブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
                 [<path> 
                  <directory>path1</directory> 
                 [<directory>path2</directory>] 
                 [...more paths...] 
               </path>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...
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stdin|stdout|stderr のサブ要素

こ のサブ要素については、 437 ページの 「stdin|stdout|stderr のサブ要素」 を参照し て く ださ
い。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ....type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
               [<stdin path="path1"/>] 
               [<stdout path="path2" 
 append="true|false"/>] 
               [<stderr path="path3" 
 append="true|false"/>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

platform-specific のサブ要素

こ のサブ要素については、 438 ページの 「プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素」 を参照し て
く ださい。

Windows ... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
                [<platform-specific show-gui="true|false" 
 window-title="string" start-minimized="true|false"/> 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

UNIX ... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="java-process"...> 
           <VBJ-process ... > 
                [<platform-specific group-name="groupname" 
 user-name="username" stdout-mode="octalfileaccessmode" 
 stderr-mode="octalfileaccessmode" umask="octalumask" 
 nice-value="integer"/>] 
           </VBJ-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...
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custom-javascript 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 custom-javascript 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と属性を リ ス ト およ
び説明し ます。

メ モ custom-javascript 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-
object 要素の属性」 を参照し て く ださい。

重要 （UNIX のみ） 管理オブジェ ク ト がマルチユーザー モード （MUM） のエージェ ン ト によ っ
て開始される場合は、 通常、 JavaScript を実行でき ません。 マルチユーザー モード （MUM）
で実行される管理オブジェ ク ト のいずれかに JavaScript が含まれる場合は、
agent.config を変更し て、 JavaScript の実行を許可する必要があ り ます。

custom-javascript のサブ要素

次に custom-javascript タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             ... 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="custom-javascript"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
               <jscript> 
                     ... 
               </jscript> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 
                  ... 

要素 説明

jscript custom-javascript タイプ管理オブジェクトに固有の設定情報を含みます。

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

要素 説明

control- 
overrides

管理オブジェクトのアクション ストラテジとアクション パラメータ情報を含む必須  
要素。 詳細については、 「管理オブジ ェ ク ト  control-overrides 要素」 を参照   
してください。



450 AppServer 開発者ガイ ド

             </control-overrides> 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

control-overrides 要素のサブ要素

次に control-overides 要素のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 
                    <start ...attributes.../> 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 
                    ... 
                    <ping ...attributes.../> 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

start はい 
（pinger
管理オ
ブ ジ ェ
ク ト の
場合は
不要）

該当なし 開始アクション ストラテジを指定し、 開始アクショ 
ン固有の情報を含む jscript サブ要素を参照する  
ために使用します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

ping はい 該当なし ping アクション ストラテジを指定し、ping  
アクション固有の情報を含む jscript サブ要素  
を参照するために使用します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

stop はい 
（pinger
管理オ
ブ ジ ェ
ク ト の
場合は
不要）

該当なし 停止アクション ストラテジを指定し、 停止アクショ 
ン固有の情報を含む jscript サブ要素を参照する  
ために使用します。
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... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 
                    ... 
                    <stop ...attributes.../> 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 
                    ... 
                    <kill ...attributes.../> 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 
                    <start ...attributes.../> 
                    <ping ...attributes.../> 
                    <stop ...attributes.../> 
                    <kill ...attributes.../> 
                    <parameters ...attributes.../> 
             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

kill いいえ 該当なし 強制終了アクション ストラテジを指定し、 強制終 
了アクション固有の情報を含む jscript サブ要素  
を参照するために使用します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

parameters いいえ 該当なし アクション ストラテジの追加パラメータを指定しま 
す。 詳細については、 「管理オブ ジ ェ ク ト  
control-overrides 要素」 、 「parameters サブ要素  
の属性」 を参照してください。
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start サブ要素の属性

次に start サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 
                    <start strategy="jscript-control|null"  

[data-id-ref="integer"]/> 
                    <ping ...attributes.../> 
                    <stop ...attributes.../> 
                    <kill ...attributes.../> 
                    <parameters ...attributes.../> 
             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

ping サブ要素の属性

次に ping サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 

<start strategy="jscript-control|null"[data-id-ref="integer"]/> 
<ping strategy="jscript-ping|null" [data-id-ref="integer"]/> 
<stop ...attributes.../> 
<kill ...attributes.../> 
<parameters ...attributes.../> 

             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい jscript- 
control

管理リソースを開始する JavaScript を実行しま  
す。 このアクションを無効にするには、 null に設  
定します。

data-id-ref いいえ 1 jscript 開始アクション ストラテジの一意の識別  
子。 開始アクションに対して実行する JavaScript 
への参照を含む jscript サブ要素を参照するた  
めに AppServer によって使用されます。 指定でき   
る値は正の整数です。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい jscript-ping 管理リソースを ping する JavaScript を実行しま    
す。 このストラテジを無効にするには、 null に設  
定します。

data-id-ref いいえ 2 jscript ping アクション ストラテジの一意   
の識別子。ping アクションに対して実行する 
JavaScript への参照を含む jscript サブ要素   
を参照するために AppServer によって使用されま  
す。 指定できる値は正の整数です。
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stop サブ要素の属性

次に stop サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 

<start strategy="jscript-control|null"[data-id-ref="integer"]/> 
<ping strategy="jscript-ping|null" [data-id-ref="integer"]/> 
<stop strategy="jscript-control|null" [data-id-ref="integer"]/> 
<kill ...attributes.../> 
<parameters ...attributes.../> 

             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

kill サブ要素の属性

次に kill サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <control-overrides> 

<start strategy="jscript-control|null"[data-id-ref="integer"]/> 
<ping strategy="jscript-ping|null" [data-id-ref="integer"]/> 
<stop strategy="jscript-control|null" [data-id-ref="integer"]/> 
<kill strategy="jscript-control|null" [data-id-ref="integer"]/> 
<parameters ...attributes.../> 

             </control-overrrides> 
             <jscript ...attributes...> 
                  ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい j s c r i p t -
control

管理リソースを停止する JavaScript を実行します。 こ   
のストラテジを無効にするには、 null に設定しま 
す。

data-id-
ref

いいえ 3 jscript 停止アクション ストラテジの一意の識別  
子。停止に対して実行する JavaScript への参照を含  
む jscript サブ要素を参照するために AppServer   
によって使用されます。 指定できる値は正の整数で 
す。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい jscript- 
control

管理リソースを強制終了する JavaScript を実行しま  
す。 このストラテジを無効にするには、 null に設定  
します。

data-id-
ref

いいえ 4 jscript 強制終了アクション ストラテジの一意の識  
別子。 強制終了に対して実行する JavaScript への  
参照を含む jscript サブ要素を参照するために  
AppServer によって使用されます。 指定できる値は  
正の整数です。
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jscript サブ要素の属性

次に jscript サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <jscript data-id="integer1"> 
                  ... 
             </jscript> 
             [<jscript data-id="integer2"> 
                  ... 
             </jscript>] 
             [<jscript data-id="integer3"> 
                  ... 
             </jscript>] 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

jscript のサブ要素

次に jscript のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <jscript data-id="integer1"> 
                  <run ...attributes...> 
                      ... 
                  </run> 
             </jscript> 
             [<jscript data-id="integer2"> 
                  <run ...attributes...> 
                      ... 
                  </run> 
             </jscript>] 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <jscript ...attributes... > 

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

data-id はい 1 jscript 要素の一意の識別子。同じ custom-  
javascript 管理オブジェクト定義に含まれる 
複数の jscript エントリを識別するために 
AppServer によって使用されます。 指定できる値  
は正の整数です。

サブ要素 説明

run 実行する JavaScript へのリファレンスを含みます。 これらの JavaScript は、     
configuration.xml にリストされる順序で実行されます。 各 run に入れる    
ことができるスクリプトは 1 つだけです。 複数の run 要素を定義できます。 それ     
ぞれが独自の JavaScript を含み、 管理オブジェクトに対する arguments が定    
義されます。

サブ要素 説明

classpath このサブ要素については、 「java-process のサブ要素」 を参照してください。
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               [<classpath> 
                   [<classpath-entry>classpath1</classpath-entry>[ 
                   [<classpath-entry>classpath2</classpath-entry>] 
                   [...more classpaths...] 
               </classpath>] 
                 ... 
             </jscript> 
             [<jscript ...attributes... > 
               [<classpath> 
                   [<classpath-entry>classpath1</classpath-entry>[ 
                   [<classpath-entry>classpath2</classpath-entry>] 
                   [...more classpaths...] 
               </classpath>] 
                 ... 
             </jscript>] 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

run サブ要素の属性

次に run サブ要素で使用でき る属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <jscript data-id="integer1"> 
                  <run script="fullpathfilename" [name="scriptn"|string1"]> 
                        ... 
                  </run> 
                  ... 
             </jscript> 
             [<jscript data-id="integer2"> 
                  <run script="fullpathfilename" [name="scriptn+1"|string2"]> 
                        ... 
                  </run> 
                  ... 
             </jscript>] 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

run サブ要素

次に run のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <jscript data-id="integer1"> 
                  <run script="fullpath_filename" [name="scriptn"|string1"]> 
                        [<arguments> 

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

script はい 該当なし JavaScript ファイルの絶対パス。 JavaScript を埋   
め込む場合は、 この属性を使用し ないでくださ
い。

name いいえ scriptn 管理コンソールとログで表示の目的にだけ使用さ
れる JavaScript の名前。 参照には使用できませ  
ん。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

arguments いいえ 該当なし この要素の詳細については、 「process のサブ要 
素」 を参照してください。
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                           [<argument>argument1</argument>] 
                           [<argument>argument2</argument>] 
                        </arguments>] 
                  </run> 
             </jscript> 
             [<jscript data-id="integer2"> 
                  <run script="fullpath_filename" [name="scriptn+1"|string2"]> 
                        [<arguments> 
                           [<argument>argument1</argument>] 
                           [<argument>argument2</argument>] 
                        </arguments>] 
                  </run> 
             </jscript>] 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

![CDATA[ セクシ ョ ン

JavaScript を XML に埋め込むには、 run サブ要素の <![CDATA[ セ ク シ ョ ンを使用し ま
す。

重要 AppServer は、 埋め込まれた JavaScipt の次の項目をサポー ト し ません。

■ C++ 形式のコ メ ン ト

■ try { 
} catch(Exception name) {

■ return ステー ト メ ン ト 。 かわ り に quit(returncode) を使用する こ と をお勧めし ます。

![CDATA[ 属性

![CDATA[ セ ク シ ョ ンでは、 arguments 要素を使ってコマン ド ラ イ ン引数を指定でき ま
す。 この要素の詳細については、 434 ページの 「process のサブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-javascript".../> 
             <jscript data-id="integer1"> 
                  <run script="fullpathfilename" [name="scriptn"|string1"]> 
                       [<arguments> 
                           [<argument>argument1</argument>] 
                           [<argument>argument2</argument>] 
                        </arguments>] 
                  </run> 
             </jscript> 
             <jscript data-id="integer2"> 
                  <run name="string" [name="scriptn+1"|string1"]> 
                        <![CDATA[ 
                               an-embedded-javascript 
                         [<arguments> 
                            [<argument>argument1</argument>] 
                            [<argument>argument2</argument>] 
                            [...more arguments...] 
                          </arguments>] 
                        ]]> 
                  </run> 
              ... 
             </jscript> 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...
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custom-executable 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 custom-executable 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と属性を リ ス ト およ
び説明し ます。

メ モ custom-executable 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-
object 要素の属性」 を参照し て く ださい。

custom-executable のサブ要素

次に custom-executable タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             ... 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="custom-javascript"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
               <process> 
                     ... 
               </process> 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

要素 説明

process 管理リソースの開始、 停止、 ping、 および強制終了アクションに対して実行す
るプロセスの情報を含みます。 通常、 custom-executable 管理オブジェクト  
定義には、アクションごとに process 要素があります。

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

要素 説明

control- 
overrides

管理オブジェクトのアクション ストラテジとパラメータ情報を含む必須要素。 
詳細については、 「管理オブジェ ク ト  control-overrides 要素」 を参照して  
ください。



458 AppServer 開発者ガイ ド

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                  ... 
             </control-overrides> 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

control-overrides のサブ要素

次に control-overides のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    [<start ...attributes.../>] 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    ... 
                    <ping ...attributes.../> 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

start はい 
（pinger
管理オ
ブ ジ ェ
ク ト の
場合は
不要）

該当なし 開始アクション ストラテジを指定し、 開始アクショ 
ン固有の情報を含む process 要素を参照するた  
めに使用します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

ping はい 該当なし ping アクション ストラテジを指定し、ping  
アクション固有の情報を含む process 要素を  
参照するために使用します。
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                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    ... 
                    <stop ...attributes.../> 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    ... 
                    [<kill ...attributes.../>] 
                    ... 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

stop はい 
（pinger
管理オ
ブ ジ ェ
ク ト の
場合は
不要）

該当なし 停止アクション ストラテジを指定し、 停止アクショ 
ン固有の情報を含む process 要素を参照するた  
めに使用します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

kill いいえ 該当なし 強制終了アクション ストラテジを指定し、 強制終 
了アクション固有の情報を含む process 要素を  
参照するために使用します。
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</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    [<start ...attributes.../>] 
                    <ping ...attributes.../> 
                    [<stop ...attributes.../>] 
                    [<kill ...attributes.../>] 
                    <parameters ...attributes.../> 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

start サブ要素の属性

次に start サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 

<start strategy="run-custom-executable|null" data-id- 
ref="integer"/> 

                    <ping ...attributes.../> 
                    <stop ...attributes.../> 
                    <kill ...attributes.../> 
                    <parameters ...attributes.../> 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             <process ...attributes...> 

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

parameters いいえ 該当なし アクション ストラテジの追加パラメータを指定しま 
す。 詳細については、 「管理オブジェクトの 
control-overrides 要素」、 「parameters サブ要  
素の属性」 を参照してください。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい run-custom- 
executable

管理リソースを開始するプロセスを実行します。
このアクションを無効にするには、 null に設定し 
ます。

data-id-ref はい 1 custom-executable 開始アクション ストラテジの  
一意の識別子。 開始アクションに対して実行する
プロセスに固有の設定情報を含む process サブ  
要素を参照するために AppServer によって使用  
されます。 指定できる値は正の整数です。
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                  ... 
             </process> 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

ping サブ要素の属性

次に ping サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    [<start strategy="run-custom-executable|null" 

data-id-ref="integer"/>] 
                    <ping strategy="ping-custom-executable|null"  

data-id-ref="integer"/> 
                    [<stop ...attributes.../>] 
                    [<kill ...attributes.../>] 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい ping-custom- 
executable

管理リソースを ping するプロセスを実行しま  
す。 このアクションを無効にするには、 null 
に設定します。

data-id-
ref

はい 2 custom-executable ping アクション ストラテ   
ジの一意の識別子。 ping アクションに対して 
実行するプロセスに固有の設定情報を含む
process サブ要素を参照するために 
AppServer によって使用されます。 指定でき  
る値は正の整数です。
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stop サブ要素の属性

次に stop サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    [<start strategy="run-custom-executable|null" 

data-id-ref="integer"/>] 
                    <ping strategy="ping-custom-executable|null"  

data-id-ref="integer"/> 
                    [<stop strategy="run-custom-executable|null" 

data-id-ref="integer"/>] 
                    [<kill ...attributes.../>] 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

kill サブ要素の属性

次に kill サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    [<start strategy="run-custom-executable|null" 

data-id-ref="integer"/>] 

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい run-custom- 
executable

管理リソースを停止するプロセスを実行しま
す。 このアクションを無効にするには、null に  
設定します。

data-id-
ref

はい 3 custom-executable 停止アクション ストラテジ  
の一意の識別子。 停止アクションに対して実
行するプロセスに固有の設定情報を含む
process サブ要素を参照するために 
AppServer によって使用されます。 指定でき  
る値は正の整数です。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい run-custom- 
executable

管理リソースを強制終了するプロセスを実行し
ます。 このアクションを無効にするには、 null 
に設定します。

data-id-
ref

はい 4 custom-executable 強制終了アクション 
ストラテジの一意の識別子。強制終了アク
ションに対して実行するプロセスに固有の
設定情報を含む process サブ要素を参照す  
るために AppServer によって使用されます。  
指定できる値は正の整数です。
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                    <ping strategy="ping-custom-executable|null"  
data-id-ref="integer"/> 

                    [<stop strategy="run-custom-executable|null" 
data-id-ref="integer"/>] 

                    [<kill strategy="run-custom-executable|null" 
data-id-ref="integer"/>] 

                    [<parameters ...attributes.../>] 
             </control-overrrides> 
             <process ...attributes...> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

process サブ要素の属性

process 要素の属性 と サブ要素の リ ス ト および説明については、 433 ページの 「process 
サブ要素の属性」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
       <managed-object ...type="custom-executable".../> 
             <control-overrides> 
                    [<start strategy="run-custom-executable|null" 

data-id-ref="integer"/>] 
                    <ping strategy="ping-custom-executable|null"  

data-id-ref="integer"/> 
                    [<stop strategy="run-custom-executable|null" 

data-id-ref="integer"/>] 
                    [<kill strategy="run-custom-executable|null" 

data-id-ref="integer"/>] 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
             </control-overrrides> 
             <process data-id="integer" command="fullpath"  

directory="fullpathdirectory"> 
                  ... 
             </process> 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             [<process ...attributes...> 
                  ... 
             </process>] 
             ... 
       </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...
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osagent 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 osagent 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と属性を リ ス ト および説明し ま
す。

メ モ osagent 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 要素の
属性」 を参照し て く ださ い。

osagent のサブ要素

osagent タ イプ管理オブジェ ク ト に固有の設定情報は、 次のサブ要素に含まれています。
■ process
■ osagent

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="osagent"...> 
               [<time-rules ... > 
                     <time-rule ... /> 
                     ... 
               </time-rules>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

managed-object のサブ要素 control-overrides （タ イプ固有ではない） を使用し
て、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジやア ク シ ョ ン パラ メ ータ を上書きでき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="osagent"...> 
                     ... 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="osagent"...> 
             <process ...attributes...> 
                 ... 
             </process> 
             ... 

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション パラ  
メータを含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  control-overrides 要   
素」 を参照してください。

サブ要素 説明

process スマート エージェント（osagent）管理オブジェクト プロセス設定情報を含みます。
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     </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="osagent"...> 
             <process ...attributes...> 
                 ... 
             </process> 
             <osagent ...attributes.../> 
     </managed-object> 
</managed-objects> 
...

process の属性とサブ要素

process 要素の属性 と サブ要素の リ ス ト および説明については、 以下のセ ク シ ョ ンを参
照し て く ださ い。

■ process サブ要素の属性

■ process のサブ要素

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="osagent"...> 
             <process command="fullpath"  directory="fullpathdirectory"> 
                  [<arguments> 
                      [<argument>argument1<argument> 
                      [<argument includePlatforms="Windows| 

UNIX"argument3<argument> 
                      [<argument>argument2<argument>] 
                      [...more arguments...] 
                  </arguments>] 

[<library-path> 
                      [<directory>path1</directory>] 
                      [<directory>path2</directory>] 
                      [...more librarypaths...] 
                  </library-path>] 
                  [<env-vars use-default-env="true|false"  

use-current-env="true|false" use-vbroker-env="true|false"> 
                      [<env-var name="name" value="value"/>] 
                      [...more env-vars...] 
                  <env-vars>] 
             </process> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 説明

osagent スマート エージェント （osagent） 位置情報を含みます。
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osagent のサブ要素

次に osagent のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="osagent"...> 
             <process の属性 > 
              ... 
             </process> 
             <osagent port="port_number" 

host="string" logdir="fullpathdirectory"/> 
               ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

apache-process 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 apache-process 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と属性を リ ス ト および
説明し ます。

メ モ apache-process 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-
object 要素の属性」 を参照し て く ださい。

メ モ Apache Web サーバーの管理オブジェ ク ト を作成する場合、 管理オブジェ ク ト 名にスペー
ス を入れる こ と はでき ません。 "Apache Web Server" など、 管理オブジェ ク ト 名にスペース
が含まれる と、 Apache Web サーバーは起動に失敗し ます。

apache-process のサブ要素

次に apache-process タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="apache-process"...> 
             <apache-data ...attributes...> 
                 ... 
             </apache-data> 
              ... 
      </managed-object> 

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

port はい 該当なし スマート エージェント（osagent）ポー 
ト。

host いいえ 該当なし IP アドレスまたはホスト名による、 こ 
のスマート エージェント （osagent） 
の物理位置。 AppServer は、 ping 
アクションを実行する際に、 このス
マート エージェントを使用します。 
指定しないと、 AppServer は、 ping 
を実行して、 正しいポートを持つ任
意のスマート エージェント （osagent） 
をネットワーク上で探します。

logdir いいえ ${CONFIG.path}/mos/ 
${MO.name}

スマート エージェント （osagent） ロ 
グ ファイルが書き込まれるディレクト 
リ。

サブ要素 説明

apache-data apache-process 管理オブジェクト タイプ固有の設定情報を含みます。
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</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="apache-process"...> 
               [<time-rules ... > 
                      ... 
               </time-rules>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="apache-process"...> 
               <apache-data> 
                     ... 
               </apache-data> 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション 
パラメータを含みます。 詳細については、 「管理オブジ ェ ク ト  control-  
overrides 要素」 を参照してください。
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apache-data サブ要素の属性

次に apache-data サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="apache-process"...> 
             <apache-data command="fullpath" httpd-conf="fullpath"  

nt-service="true|false"> 
                 ... 
             </apache-data> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

command はい ${AGENT.root}/bin/
<apache_managedobject_

name>。 ここで、 置換文字
列 ${AGENT.root} は、 割  
り当てられたエージェント
が存在するホストのルート
を表します。

Apache Web サーバー管  
理リソースの開始に使用さ
れるコマンドの絶対パス。

httpd- 
conf

はい ${CONFIG.path}/mos/
$ { M O . n a m e } / c o n f /

httpd.conf - ここで、 各置  
換文字列の意味は次のと
おりです。

■ ${CONFIG.path} - 
configuration.xml 
への絶対パス。

■ ${MO.name} - 管理オブ
ジェ ク ト 名 （管理オ
ブジェ ク ト  name 属性
値によ る） を表し ま
す。

Apache httpd.conf ファイ  
ルの絶対パス。

nt- 
service

はい  
（Windows プラット 
フォームの場合）

false この属性は、 Op-Center が 
Microsoft NT サービスとし  
て実行されている Apache 
管理オブジェクトとやり取り
する方法に影響します。 こ 
の 管 理 オ ブ ジ ェ ク ト を
Microsoft NT サービスとし  
て実行する場合は true、 
そうではない場合は false 
に設定します。
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apache-data のサブ要素

次に apache-data のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="apache-process"...> 
             <apache-data attributes> 
                 [<arguments> 
                      <argument>argument1</argument> 
                           [<argument>argument2</argument>] 
                     [...more arguments...] 
                 </arguments>]                  
                 ... 
             </apache-data> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="apache-process"...> 
             <apache-data attributes> 
                 [<env-vars> 
                     <env-var name="variable1"  

value="value1"/> 
                    [<env-var name="variable2"  

value="value2"/>] 
                    [...more env-vars...] 
                 </env-vars>] 
                 ... 
             </apache-data> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="apache-process"...> 
             <apache-data attributes> 
                 [<library-path> 
                     <directory>path1</directory> 
                    [<directory>path2</directory>] 
                    [...more paths...] 
                 </library-path>] 
                 ... 
             </apache-data> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

arguments いいえ 該当なし この要素の詳細については、 「process のサブ要 
素」 を参照してください。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

env-vars いいえ 該当なし この要素の詳細については、 「process のサブ要 
素」 を参照してください。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

library-path いいえ 該当なし UNIX のみ。 この要素の詳細については、 
「process のサブ要素」 を参照してください。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="apache-process"...> 
             <apache-data attributes> 
                 [<path> 
                     <directory>path1</directory> 
                    [<directory>path2</directory>] 
                    [...more paths...] 
                 </path>] 
                 ... 
             </apache-data> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="apache-process"...> 
             <apache-data attributes> 
                 <stdin path="path1"/> 
                 <stdout path="path2" 
 append="true|false"/> 
                 <stderr path="path3" 
 append="true|false" /> 
                 ... 
             </apache-data> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

path いいえ 該当なし この要素の詳細については、 「process のサブ要 
素」 を参照してください。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

stdin path いいえ 該当なし この要素の詳細については、 「process のサブ要 
素」 を参照してください。

stdout path いいえ 該当なし この要素の詳細については、 「process のサブ要 
素」 を参照してください。

stderr path いいえ 該当なし この要素の詳細については、 「process のサブ要 
素」 を参照してください。
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ots 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 ots 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素 と属性を リ ス ト および説明し ます。

メ モ ots 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 要素の属性」
を参照し て く ださ い。

ots のサブ要素

次に ots タ イプのサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="ots"...> 
             <process command="fullpath"> 
                [<arguments> 
                    <argument>argument1</argument> 
                    [...more arguments...] 
                [<library-path> 
                    <directory>path1</directory> 
                    [...more paths...] 
                </library-path> 
                [<env-vars use-default-env="true|false" 

use-current-env="true|false" use-vbroker-env="true|false"/> 
                   [<env-var name="variable1" value="value1"/>] 
                   [<env-var name="variable2" value="value2"="/>] 
                   [...more env-vars...] 
                </env-vars>] 
                [<stdout path="path1"/>] 
                [<stderr path="path2"/>] 
             </process> 
             ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="ots"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

サブ要素 説明

process ots 管理オブジェクトに固有の設定情報は、process サブ要素に含まれま  
す。 process 要素の属性とサブ要素のリストおよび説明については、 「process  
サブ要素の属性」 を参照してください。

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション パラ  
メータを含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  control-overrides 要   
素」 を参照してください。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="ots"...> 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
               <process command="fullpath"> 
                  [<arguments> 
                      <argument>argument1</argument> 
                      [...more arguments...] 
                  [<library-path> 
                      <directory>path1</directory> 
                      [...more paths...] 
                  </library-path> 
                  [<env-vars use-default-env="true|false" 

use-current-env="true|false"  
use-vbroker-env="true|false"/> 

                     [<env-var name="variable1" value="value1"/>] 
                     [<env-var name="variable2" value="value2"="/>] 
                     [...more env-vars...] 
                  </env-vars>] 
                  [<stdout path="path1"/>] 
                  [<stderr path="path2"/>] 
               </process> 
             ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

tibco 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 tibco 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素 と属性を リ ス ト および説明し ます。

メ モ tibco 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 要素の属
性」 を参照し て く ださ い。

tibco のサブ要素

tibco 管理オブジェ ク ト 固有の設定情報は、 次のサブ要素に含まれています。

■ tibco-data
■ process

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="tibco"...> 
            <tibco-data attributes/> 
            <process attributes> 
                ... 
            </process> 
      </managed-object> 
      ... 
</managed-objects> 
...

サブ要素 説明

tibco-data tibco 管理オブジェクト タイプの Java メッセージ サービス固有の設定情報を含     
みます。

サブ要素 説明

process Tibco JMS 管理オブジェクト プロセス設定情報を含みます。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="tibco"...> 
            <tibco-data attributes/> 
            <process attributes> 
                ... 
            </process> 
      </managed-object> 
      ... 
</managed-objects> 
...

さ らに、 managed-object のサブ要素 time-rules （タ イプ固有ではない） を使用し て、
管理 リ ソース  プロセス を開始または停止する ための cron 形式のルールを定義でき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="tibco"...> 
               [<time-rules ... > 
                     ... 
               </time-rules>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

managed-object のサブ要素 control-overrides （タ イプ固有ではない） を使用し
て、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジやア ク シ ョ ン パラ メ ータ を上書きでき ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...type="tibco"...> 
                     ... 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  time-rules 要素」 を   
参照してください。

サブ要素 説明

control- 
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション パラ  
メータを含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  control-overrides 要   
素」 を参照してください。
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tibco-data サブ要素の属性

次に tibco-data サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="tibco"...> 
            <tibco-data jms-home="fullpathdirectory"  

server-url="tcp://hostname:portnumber1" server-name="string" 
 partner-url="tcp://hostname:portnumber2"   

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

jms-home はい ${AGENT.root}jms/

tibco。 ここで、 置
換 文 字 列 変 数
${AGENT.root} は、 
この tibco 管理オ  
ブジェクトの割り当
て先のエージェント
ホストのルートを表
します。

Tibco JMS プロバイダ ルート   
のフル パスおよびディレクト 
リ。

server-url はい tcp:// 
localhost:7222

Tibco JMS プロバイダにプロ  
グラムによって接続するため
のアドレス。 tcp:// 
hostname:portnumber の形 
式で指定します。  
メ モ ： portnumber は、 
partner-url 属性の  
portnumber と異なっている 
必要があります。

server-name はい 該当なし Tibco JMS サーバーを識別  
する一意の名前。 フォールト 
トレラント グループの場合 
は、 グループ内の両方の
Tibco JMS 管理オブジェクト  
が同じ server-name を持つ  
必要があります。

partner-url はい （管理  
リソースが  
フォールト トレラン 
ス グループにある 
場合）

該当なし 同じフォールト トレラント グ  
ループ内の両方の Tibco 
JMS サーバーが相互に通信 
するために使用するアドレ
ス。 tcp:// 
localhost:portnumber の 
形式で指定します。 
メモ：portnumber は、 
server-url 属性の  
portnumber と異なっている 
必要があります。

shared-data- 
storage

はい 該当なし メッセージの永続化に使用
します。 Tibco サーバーが  
完全な読み取り / 書き込みア
クセス権を持つ絶対パスお
よびディレクトリ。  
メ モ：フォールト トレラント グ  
ループの場合は、 グループ
内の両方の Tibco JMS 管理   
オブジェクトが同じ shared- 
data-storage 位置を使用 
する必要があります。
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shared-data-storage="fullpathdirectory"/> 
            <process attributes> 
                ... 
            </process> 
      </managed-object> 
      ... 
</managed-objects> 
...

process サブ要素の属性

process 要素の属性 と サブ要素の リ ス ト および説明については、 433 ページの 「process 
サブ要素の属性」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="tibco"...> 
            <tibco-data attributes/> 
            <process command="fullpath" directory="fullpathdirectory"> 
                 <stdout path="path1"/> 
                 <stderr path="path2"/>              
            </process> 
      </managed-object> 
      ... 
</managed-objects> 
...

partition 管理オブジェクト タイプ

こ こ では、 partition 管理オブジェ ク ト  type のサブ要素と属性を リ ス ト および説明し
ます。

メ モ partition 管理オブジェ ク ト 属性の詳細については、 420 ページの 「managed-object 要素
の属性」 を参照し て く ださ い。

partition-process のサブ要素

partition タ イプ管理オブジェ ク ト に固有の設定情報は、 partition の次のサブ要素に
含まれています。

■ partition-process
■ partition-services
■ jmx

managed-object のサブ要素 control-overrides （タ イプ固有ではない） を使用し
て、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ン ス ト ラ テジやア ク シ ョ ン パラ メ ータ を上書きでき ます。

... 
   <managed-objects> 

サブ要素 説明

partition-
process

AppServer パーティション管理オブジェクト プロセス設定情報を含みます。

partition-
services

AppServer パーティション サービス管理オブジェクトへの管理オブジェクト リファ   
レンスのリストを含みます。

jmx JMX サーバーへの接続に必要な情報を含みます。

サブ要素 説明

c o n t r o l -
overrides

デフォルトを上書きするために指定されるアクション ストラテジやアクション パラ  
メータを含みます。 詳細については、 「管理オブジェ ク ト  control-overrides 要   
素」 を参照してください。
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          <managed-object ...type="partition"...> 
                     ... 
               [<control-overrides> 
                     ... 
               </control-overrides>] 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

partition-process サブ要素の属性

partition-process サブ要素は、 process サブ要素のすべての属性を継承し ます。 こ
れらの属性の詳細については、 433 ページの 「process サブ要素の属性」 を参照し て く ださ
い。

partition-process のサブ要素

partition-process サブ要素は、 process のすべてのサブ要素を継承し ます。 これら
のサブ要素の詳細については、 434 ページの 「process のサブ要素」 を参照し て く ださ い。

次に partition-process 要素固有の追加のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
             <partition-process command="fullpath"> 
                 [<java-properties> 
                    <java-property name="name1" value="value1"/> 
                </java-properties>] 
                [<jpda ...attributes.../>] 
                [<env-vars use-default-env="true|false" 

use-current-env="true|false"  
use-vbroker-env="true|false"/> 

                   [<env-var name="variable1" value="value1"/>] 
                   [<env-var name="variable2" value="value2"="/>] 
                   [...more env-vars...] 
                </env-vars>] 
                [<stdout path="path1"/>] 
                [<stderr path="path2"/>] 
             </partition-process> 
             ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              [<optimizeit ...attributes...>] 
                 ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

jpda いいえ 該当なし パーティション管理リソースでの関数のデバッグ
方法を決定します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

optimizeit いいえ 該当なし Borland Optimizeit ServerTrace または Profiler で     
実行されている AppServer を管理するための設  
定情報を含みます。
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optimizeit サブ要素の属性

次に optimizeit サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              [<optimizeit enable="false|true" 
 mode="servertrace|profiler" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath">] 
                 ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

optimizeit 要素のサブ要素

次に利用可能な optimizeit 要素のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit ...attributes...> 
                 [<strace ...attributes...>] 
                 ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

enable はい false AppServer パーティション管理オブジェ 
クトを Borland Optimizeit ServerTrace ま    
たは Profiler とともに実行できるようにす  
るには、 true に設定します。

mode はい 
（enable が  
true に設定さ 
れている場合）

servertrace enable 要素が true に設定されている   
場合に、 有効にする Optimizeit 製品を  
指定します。 AppServer パーティション  
管理オブジェクトを Optimizeit Profiler  
とともに実行する場合は、 profiler に 
設定します。

sthome はい （enable が  
true に設定さ 
れている場合）

該当なし ServerTrace または Profiler インストール   
のフル パスとディレクトリを指定します。

jdkpath いいえ テンプレート JDK の  
パス

JDK ホームのフル パスを指定するため  
に使用されます。

xmlpath いいえ AppServer Template  
Optimizeit xml 設定  
ファイル。

Optimizeit xml 設定ファイルのフル パ   
スを指定するために使用されます。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

strace いいえ 該当なし AppServer パーティションを Borland Optimizeit   
ServerTrace とともに実行するために使用されま 
す。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit ...attributes...> 
                 [<profiler ...attributes...>] 
                 ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

strace サブ要素の属性

次に strace サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="servertrace" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
<strace sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 ... 
               </strace> 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

profiler サブ要素の属性

次に profiler サブ要素の属性を示し ます。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

profiler いいえ 該当なし AppServer パーティションを Borland Optimizeit   
Profiler とともに実行するために使用されます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

sthome はい - optimizeit 属 
性が enable="true" 
でmode="servertrace"
の場合。

該当なし ServerTrace インストールのフル 
パスとディレクトリを指定します。

jdkpath いいえ テンプレート JDK の  
パス

JDK ホームのフル パスを指定す  
るために使用されます。

xmlpath いいえ AppServer Template 
Optimizeit xml 設定  
ファイル。

Optimizeit xml 設定ファイルのフ  
ル パスを指定するために使用さ 
れます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

sthome はい - optimizeit 属   
性が enable="true"  
で mode="profiler"
の場合。

該当なし Profiler インストールのフル パスと  
ディレクトリを指定します。
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="profiler" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <profiler sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 ... 
                    ... 
                 </profiler> 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

strace 要素のサブ要素

次に利用可能な strace 要素のサブ要素を示し ます。

strace 要素の classpath サブ要素

こ のサブ要素の詳細については、 441 ページの 「java-process のサブ要素」 を参照し て く だ
さ い。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="servertrace" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <strace ...attributes...> 
                    [<classpath> 
                       [<classpath-entry>classpath1</classpath-entry>] 
                       [<classpath-entry>classpath2</classpath-entry>] 
                       [...more classpaths...] 
                    </classpath>] 
                    ... 
                  </strace> 
                  ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

strace 要素の bootclasspath サブ要素

jdkpath いいえ テンプレート JDK の  
パス

JDK ホームのフル パスを指定する  
ために使用されます。

xmlpath いいえ AppServer Template  
Optimizeit xml 設定  
ファイル。

Optimizeit xml 設定ファイルのフル  
パスを指定するために使用されま
す。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

bootclasspath はい 該当なし ServerTrace oibcp.jar のクラス パスを指定す   
るために使用されます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明
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... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="strace" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <strace ...attributes...> 
                    [<bootclasspath> 
                      [<classpath-entry>classpath-to-oibcp.jar 

</classpath-entry>] 
                     </bootclasspath>] 
                    ... 
                  </strace> 
                  ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

strace 要素の options サブ要素

こ のサブ要素の詳細については、 441 ページの 「java-process のサブ要素」 を参照し て く だ
さい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <java-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="servertrace" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <strace ...attributes...> 
                    [<options> 
                      [<option>option1</option>] 
                      [<option>option2</option>] 
                      [...more options...] 
                    </options>] 
                    ... 
                 </strace> 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

strace 要素の path サブ要素

こ のサブ要素については、 436 ページの 「path サブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="servertrace" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <strace ...attributes...> 

[<path> 
                      <directory>path1</directory> 
                     [<directory>path2</directory>] 
                     [...more paths...] 
                    </path>] 
                    ... 
                 </strace> 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...
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profiler 要素のサブ要素

次に利用可能な profiler 要素のサブ要素を示し ます。

profiler 要素の classpath サブ要素

こ のサブ要素については、 441 ページの 「java-process のサブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="profiler" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <strace ...attributes...> 
                    [<classpath> 
                       [<classpath-entry>classpath1</classpath-entry>] 
                       [<classpath-entry>classpath2</classpath-entry>] 
                       [...more classpaths...] 
                    </classpath>] 
                    ... 
                  </profiler> 
                  ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

profiler 要素の bootclasspath サブ要素

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="profiler" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <profiler ...attributes...> 
                    [<bootclasspath> 
                      [<classpath-entry>classpath-to-oibcp.jar 

</classpath-entry>] 
                     </bootclasspath>] 
                    ... 
                  </profiler> 
                  ... 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

bootclasspath はい 該当なし Optimizeit Profiler oibcp.jar のクラス パスを指定    
するために使用されます。
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profiler 要素の options サブ要素

こ のサブ要素については、 441 ページの 「java-process のサブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="profiler" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <profiler ...attributes...> 
                    [<options> 
                      [<option>option1</option>] 
                      [<option>option2</option>] 
                      [...more options...] 
                    </options>] 
                    ... 
                 </profiler> 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

profiler 要素の path サブ要素

こ のサブ要素については、 436 ページの 「path サブ要素」 を参照し て く ださい。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
           <partition-process ...attributes...> 
              <optimizeit enable="true" 
 mode="profiler" sthome="fullpath"  

jdkpath="fullpath" xmlpath="fullpath"> 
                 <profiler ...attributes...> 

[<path> 
                      <directory>path1</directory> 
                     [<directory>path2</directory>] 
                     [...more paths...] 
                    </path>] 
                    ... 
                 </profiler> 
           </partition-process> 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...
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jpda サブ要素の属性

次に jpda 要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
             <partition-process command="fullpath"> 
                 [<java-properties> 
                    <java-property name="name1"  

value="value1"/> 
                </java-properties>] 
                [<jpda enable-jpda-debug="true|false" 

jpda-transport-address="host:port"  
jpda-suspend="true|false"/>] 

                [<env-vars use-default-env="true|false" 
use-current-env="true|false" use-vbroker-env="true|false"/> 

                   [<env-var name="variable1" value="value1"/>] 
                   [<env-var name="variable2" value="value2"="/>] 
                   [...more env-vars...] 
                </env-vars>] 
                [<stdout path="path1"/>] 
                [<stderr path="path2"/>] 
             </partition-process> 
             ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

partition-services 要素のサブ要素

次に partition-services 要素のサブ要素を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
             <partition-process attributes> 
                    ... 

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

enable-jpda-debug いいえ false パーティションで実行されるアプリケー
ションの JPDA デバッグを有効にする  
には、 True に設定します。 false  
（デフォルト） に設定すると、 パーティ
ションで実行されるアプリケーションの
JPDA デバッグは無効になります。

jdpa-transport- 
address

いいえ jdpa によって動的 
に割り当て。

このアプリケーションにアタッチすると
きに JPDA デバッガが使用するポート  
を設定します。 host:port の形式を使 
用します。 指定されない場合、 JPDA 
は、 ポートを動的に割り当て、 ポート
番号を出力します。 ユーザーは、 出 
力された番号を読み取り、 デバッガを
アタッチする際にそれを使用する必要
があります。

jdpa-suspend いいえ true デバッガがアタッチするまでパーティ
ションの操作を一時停止しない場合
は、 false に設定します。

サブ要素 必須 デフ ォル ト 値 説明

member はい 該当なし パーティション管理オブジェクトの各パーティショ
ン サービスをリストおよび参照するために使用し 
ます。
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             </partition-process> 
             <partition-services> 
                    [<member attribute/>] 
                    [...more members...] 
                    ... 
             </partition-services> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

member サブ要素の属性

member サブ要素には次の属性だけがあ り ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
             <partition-process attributes> 
                    ... 
             </partition-process> 
             <partition-services> 
                    <member 

mo-ref="agentname/managedobjectname_partitionservicename/> 
                    [...more members...] 
             </partition-services> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

重要 partition-services 要素で使用される  mo-ref 命名規則は厳密です。 これを変更する
こ と はでき ません。

<managed-object [...] type="partition-process"> 
    <partition-process [...] /> 
    <partition-services> 
        <member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}__interceptor"/> 
        <member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}_jdatastore"/> 
        <member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}_jss"/> 
        <member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}_jts"/> 
        <member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}_tomcat4"/> 
        <member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}_visiconnect"/> 
        <member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}_ejbcontainer"/> 
        [<member mo-ref="${MO.agent}/${MO.name}_jms"/>] 
    </partition-services> 
</managed-object>

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

mo-ref はい 該当なし パーティション管理ソースの各パーティション
サービスに対して、 パーティション サービスの論 
理 AppServer 名は次の形式で表されます ：  
${agentname}/ 
partition_managedobject_name_partitionser

vice_managedobjectname。 置換文字列  
${mo.agent} はパーティション管理オブジェ 
ク ト の 割 り 当 て 先 の エ ー ジ ェ ン ト を、
${MO.name} はパーティション管理オブジェク 
ト name 属性値を表すために使用されます。  
たとえば、${MO.agent}/${MO.name}_jss です。
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jmx サブ要素の属性

次に jmx サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...type="partition"...> 
             <partition-process attributes> 
                    ... 
             </partition-process> 
             <partition-services> 
                    [<member attribute/>] 
                    [...more members...] 
                    ... 
             </partition-services> 
             <jmx attributes /> 
              ... 
      </managed-object> 
</managed-objects> 
...

パーティション サービス管理オブジェクト タイプ

partition タ イプ管理オブジェ ク ト では、 各パーテ ィ シ ョ ン サービ スが 
configuration.xml 内で管理オブジェ ク ト と し て定義されます。 次に AppServer の各 
partition-services 管理オブジェ ク ト  タ イプについて説明し ます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

jmxserver はい bes JMX サーバー タイプを識別するために使用され  
ます。 AppServer 設定の場合、 有効な値は bes   
です。

classpath はい 該当なし JMX サーバーへの接続に使用されるクラスパス 
を識別するために使用されます。

パーテ ィ シ ョ ン サービス管理オブ
ジ ェ ク ト  タ イ プ 説明

ps-interceptor AppServer パーテ ィ シ ョ ン存続期間イ ン タ ーセプ 
タ  パーティション サービスを表します。 パーティショ   
ン存続期間インターセプタを使用して、パーティション
イベントを監視し、 必要に応じてそれらのイベントに応
答できます。

ps-jdatastore JDataStore （Borland の完全 Java リレーショナル デー    
タベース） パーティション サービスのインスタンスを表 
します。

ps-jss Java セッション サービス （JSS） パーティション サービ   
スのインスタンスを表します。

ps-jts Java トランザクション サービス （JTS） パーティション  
サービスのインスタンスを表します。

ps-tomcat4 Tomcat Web コンテナ パーティション サービスのイン    
スタンスを表します。

ps-ejbcontainer EJB コンテナ パーティション サービスのインスタンス   
を表します。

ps-visiconnect VisiConnect （Borland の Java コネクタ アーキテクチャ    
（JCA） インプリメンテーション） パーティション サービ 
スのインスタンスを表します。
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第 章

Chapter   47 管理オブジェクト control-    
overrides 要素 

control-overrides は managed-object 要素のサブ要素です。 control-
overrides 要素で、 ア ク シ ョ ン パラ メ ータやア ク シ ョ ン ス ト ラ テジに対する管理オブ
ジェ ク ト のデフ ォル ト の上書き を指定でき ます。

control-overrides のサブ要素

次に control-overrides のサブ要素を示し ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    ... 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start ...attributes.../>] 
                    ... 
                </control-overrides>] 

要素 説明

parameters 指定されたアクションパラメータ設定の上書きを含みます。

要素 説明

start 指定された開始アクション ストラテジを含みます。
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control-overrides のサブ要素

                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start ...attributes.../>] 
                    [<stop ...attributes.../>] 
                    ... 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start ...attributes.../>] 
                    [<stop ...attributes.../>]                      
                    [<kill ...attributes.../>] 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start ...attributes.../>] 
                    [<stop ...attributes.../>]                    
                    [<kill ...attributes.../>] 
                    [<ping ...attributes.../>] 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

要素 説明

stop 指定された停止アクション ストラテジを含みます。

要素 説明

kill 指定された強制終了アクション ストラテジを含みます。

要素 説明

ping 指定された ping アクション ストラテジを含みます。
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control-overrides のサブ要素

parameters サブ要素の属性

次に parameters サブ要素の属性を示し ます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

local-restart いいえ false ブール属性。 true に設定 
すると、 ハブを使用できない
場合は、 管理リソースをエー
ジェント ベースで再起動でき 
ます。

escalate-stop いいえ false ブール属性。 true に設定 
すると、 停止操作がタイムア
ウトになった場合は、 停止操
作が強制終了に変更されま
す。

ping-policy いいえ not-when-stopped 管理オブジェクトは、 状態が
停止の場合は ping されませ  
ん。 管理オブジェクトの状態
にかかわらず ping するに  
は、 always に設定します。

ping-interval いいえ 5 （秒） 管理リソースの通常の監視
におけるチェック間隔 （秒）。
0 以上の整数を指定できま 
す。

start-timeout いいえ 90 （秒） 開始操作がタイムアウトに
なって開始の試行から戻るま
での時間 （秒）。 0 以上の整 
数を指定できます。

start-ping-interval いいえ 管理オブジェクトの  
ping-interval 値

開始操作の進捗状況に対す
るチェック間隔 （秒）。 0 以上 
の整数を指定できます。

start-first-ping- 
delay

いいえ 管理オブジェクトの  
first-ping-delay 値

開始操作の進捗状況を BAS 
がチェックし始めるまでの時
間 （秒）。 0 以上の整数を指 
定できます。

stop-timeout いいえ 90 （秒） 停止操作がタイムアウトに
なって停止の試行から戻るま
での時間 （秒）。 0 以上の整 
数を指定できます。

stop-retry-interval いいえ 空白 - 再試行しない 前の停止操作がタイムアウト
になってから操作を再試行
するまでの時間 （秒）。 0 以 
上の整数を指定できます。

stop-ping-interval いいえ 管理オブジェクトの  
ping-interval 値

停止操作の進捗状況に対す
るチェック間隔 （秒）。 0 以上 
の整数を指定できます。

kill-timeout いいえ 90 （秒） 強制終了操作がタイムアウト
になって強制終了の試行か
ら戻るまでの時間 （秒） 。 0
以 上 の 整 数 を 指 定 で き ま
す。

kill-retry-interval いいえ 空白 - 再試行しない 前の強制終了操作がタイム
アウトになってから操作を再
試行するまでの時間 （秒） 。
0 以上の整数を指定できま 
す。
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control-overrides のサブ要素

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters local-restart="true|false" 

escalate-stop="true|false" ping-policy="not-when-stopped|always" 
ping-retry-interval="seconds" start-timeout="seconds" 
start-ping-interval="seconds" start-first-ping-interval=="seconds" 
stop-timeout="seconds" 
stop-retry-interval="seconds" stop-ping-interval="seconds" 
kill-timeout="seconds" kill-retry-interval="seconds" 
kill-ping-interval="seconds" 
kill-first-ping-interval="seconds"/>] 

                    ... 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

start サブ要素の属性

次に start サブ要素の属性を示し ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                    [<stop ...attributes.../>]                    
                    [<kill ...attributes.../>] 
                    [<ping ...attributes.../>] 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

kill-ping-interval いいえ 管理オブジェクトの  
ping-interval 値

強制終了操作の進捗状況に
対するチェック間隔 （秒）。 0
以 上 の 整 数 を 指 定 で き ま
す。

k i l l - f i r s t - p i n g -
interval

いいえ 管理オブジェクトの  
f i r s t - p i n g -
interval 値

停止操作の進捗状況を BAS 
がチェックし始めるまでの時
間 （秒）。 0 以上の整数を指 
定できます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい デフォルトは、 管理オブジェクト タ 
イプによって異なります。 詳細は、
「start サブ要素の ス ト ラ テ ジ属 
性」 を参照してください。

管理オブジェクトの開始アクション
で BAS が使用するストラテジを指  
定します。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明
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stop サブ要素の属性

次に stop サブ要素の属性を示し ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                    [<stop strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                    [<kill ...attributes.../>] 
                    [<ping ...attributes.../>] 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

kill サブ要素の属性

次に kill サブ要素の属性を示し ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                    [<stop strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>]                    
                    [<kill strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                    [<ping ...attributes.../>] 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい デフォルトは、 管理オブジェクト タ 
イプによって異なります。 詳細は、
「stop サブ要素の ス ト ラ テ ジ属 
性」 を参照してください。

管理オブジェクトの停止アクション
で BAS が使用するストラテジを指  
定します。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい デフォルトは、 管理オブジェクト タ 
イプによって異なります。 詳細は、
「kill サブ要素の ス ト ラ テ ジ属 
性」 を参照してください。

管理オブジェクトの強制終了アク
ションで BAS が使用するストラテ  
ジを指定します。
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ping サブ要素の属性

次に ping サブ要素の属性を示し ます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ... 
                [<control-overrides> 
                    [<parameters ...attributes.../>] 
                    [<start strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                    [<stop strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>]                    
                    [<kill strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                    [<ping strategy="None|managedobjecttypestrategy"/>] 
                </control-overrides>] 
                ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

strategy はい デフォルトは、 管理オブジェクト タ 
イプによって異なります。 詳細は、
「ping サブ要素の ス ト ラ テ ジ属 
性」 を参照してください。

管理オブジェクトの ping アクション  
で BAS が使用するストラテジを指  
定します。
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start サブ要素のストラテジ属性

次に start サブ要素の strategy 属性と し て有効な値を管理オブジェ ク ト  タ イプご と に
示し ます。

管理オブジ ェ ク ト  
タ イ プ

デフ ォル ト の開始ス
ト ラ テジ 説明

process run-process ■ run-process  - プロセス を開始する コマ
ン ド を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク
シ ョ ンは実行されません。

custom-javascript jscript-control ■ jscript-control - 開始ア ク シ ョ ンを実
行する  JavaScript を起動し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク シ ョ
ンは実行されません。

custom-executable run-custom- 
executable

■ run-custom-executable - 開始ア ク シ ョ
ンを実行するプロセス を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク シ ョ
ンは実行されません。

ordered-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - 
アクション ストラテジは適用されません。

redundancy-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - 
アクション ストラテジは適用されません。

state-proxy 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - 
アクション ストラテジは適用されません。

osagent run-process ■ run-process - プロセス を開始する コマ
ン ド を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク シ ョ
ンは実行されません。

apache-process run-apache-process ■ run-apache-process - Apache プロセス を
開始する コマン ド を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク シ ョ
ンは実行されません。

ots run-process ■ run-process - プロセス を開始する コマ
ン ド を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク シ ョ
ンは実行されません。

tibco run-process ■ run-process - プロセス を開始する コマ
ン ド を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク シ ョ
ンは実行されません。

partition start-partition ■ start-partition - パーテ ィ シ ョ ン管理
リ ソース を開始し ます。

■ always-success - 内部使用のみ。
■ null - 管理オブジェ ク ト の開始ア ク シ ョ

ンは実行されません。
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stop サブ要素のストラテジ属性

次に stop サブ要素の strategy 属性と し て有効な値を管理オブジェ ク ト  タ イプご と に示
し ます。

管理オブジ ェ ク ト  
タ イ プ

デフ ォル ト の停止ス ト ラ
テジ 説明

ordered-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上の
み - アクション ストラテジは適用されませ   
ん。

redundancy-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上の
み - アクション ストラテジは適用されませ   
ん。

state-proxy 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上の
み - アクション ストラテジは適用されませ   
ん。

process s to p - pr o ce s s -t e rm -
signal

UNIX ： すべてのストラテジで、 プロセス 
に sigterm 信号を送信します。

Windows の場合

■ stop-process-term-signal - プロ
セスに Ctrl+c イベントを送信し
ます。

■ stop-gui-process - プロセスが所
有するすべてのウィンドウに 
WM_CLOSE メッセージを送信しま
す。

■ stop-bes-launcher - 内部使用の
み。

■ stop-process-windows-c-exit - プ
ロセスが C ランタイムの exit 関
数を呼び出します。

■ stop-process-windows-exit-
process - プロセスが Windows の 
ExitProcess 関数を呼び出します。

■ kill-signal - プロセスに対して 
"kill -9" またはプラットフォーム
固有の同等の機能を実行します。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア
ク シ ョ ンは実行されません。

custom-javascript jscript-control ■ jscript-control - 停止アクション
を実行する  JavaScript を起動しま
す。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア
ク シ ョ ンは実行されません。

custom-executable run-custom-executable ■ run-custom-executable - 停止アク
ションを実行するプロセスを実行
します。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア ク
シ ョ ンは実行されません。

osagent stop-process-windows-c-
exit

■ stop-process-windows-c-exit - 
UNIX ： プロセスに sigterm 信号
を送信します。 
Windows ： プロセスが C ラ ンタイ
ムの exit 関数を呼び出します。

■ kill-signal - プロセスに対し て 
"kill -9" またはプラットフォーム固
有の同等の機能を実行します。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア ク
シ ョ ンは実行されません。
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apache-process shutdown-apache-process ■ shutdown-apache-process - Apache 
プロセス をシャ ッ ト ダウ ンする コ
マン ド を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア ク
シ ョ ンは実行されません。

ots s to p - pr o ce s s -t e rm -
signal

■ stop-process-term-signal - 
UNIX ： プロセスに sigterm 信号を
送信し ます。 
Windows ： プロセスに Ctrl+c イベ
ン ト を送信し ます。

■ kill-signal - プロセスに対し て 
"kill -9" またはプラ ッ ト フ ォー
ム固有の同等の機能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア
ク シ ョ ンは実行されません。

tibco s to p - pr o ce s s -t e rm -
signal

■ stop-process-term-signal - 
UNIX ： プロセスに sigterm 信号
を送信し ます。 
Windows ： プロセスに Ctrl+c イベ
ン ト を送信し ます。

■ kill-signal - プロセスに対し て 
"kill -9" またはプラ ッ ト フ ォー
ム固有の同等の機能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア ク
シ ョ ンは実行されません。

partition stop-partition ■ stop-partition - パーテ ィ シ ョ ン管
理 リ ソース を停止し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の停止ア ク
シ ョ ンは実行されません。

管理オブジ ェ ク ト  
タ イ プ

デフ ォル ト の停止ス ト ラ
テジ 説明
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ping サブ要素のストラテジ属性

次に ping サブ要素の strategy 属性と し て有効な値を管理オブジェ ク ト  タ イプご と に示
し ます。

管理オブジ ェ ク ト  
タ イ プ

デフ ォル ト の ping 
ス ト ラ テジ 説明

process check-pid ■ check-pid - プロセス  ID がシステムプロ
セステーブルに存在するかど う かを
チェ ッ ク し、 その開始時間を確認し ま
す。

■ jscript-ping - ping ア ク シ ョ ンを実行
する  JavaScript を起動し ます。 この 
JavaScript は、 成功し た場合は 0、 失敗
し た場合は 1 を返す必要があ り ます。

■ ping-custom-executable - ping ア ク シ ョ
ンを実行するプロセス を実行し ます。
このプロセスは、 成功し た場合は 0、
失敗し た場合は 1 を返す必要があ り ま
す。

ordered-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - 
アクション ストラテジは適用されません。

redundancy-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - 
アクション ストラテジは適用されません。

state-proxy 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - 
アクション ストラテジは適用されません。

custom-javascript jscript-ping ping アクションを実行する JavaScript を起動し   
ます。 この JavaScript は、 成功した場合は 0、   
失敗した場合は 1 を返す必要があります。

custom-executable ping-custom- 
executable

ping アクションを実行するプロセスを実行しま 
す。 このプロセスは、 成功した場合は 0、 失 
敗した場合は 1 を返す必要があります。

osagent check-osagent osagent 管理オブジェクトの 
configuration.xml のプロパティエントリに基 
づいて、 システムプロセステーブルにプロセス
ID が存在するかどうかと、 osagent 管理リソー  
スを使用できるかどうかをチェックします。

apache-process ping-apache- 
process

Apache の httpd.pid  ファイルにあるプロセス    
ID がプロセス テーブルにあるかどうかをチェッ  
クします。

ots check-pid プロセス ID がシステム プロセス テーブルに存    
在するかどうかをチェックし、 その開始時間を
確認します。

tibco ping-tibco-server システム プロセス テーブルにプロセス ID が存    
在するかどうかをチェックし、 次に Tibco 管理  
リソースを使用できるかどうかをチェックしま
す。

partition ping-partition システム プロセス テーブルにプロセス ID が存    
在するかどうかをチェックし、 次に管理リソース
にパーティション状態を要求します。
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kill サブ要素のストラテジ属性

次に kill サブ要素の strategy 属性と し て有効な値を管理オブジェ ク ト  タ イプご と に示
し ます。

管理オブジ ェ ク ト  
タ イ プ

デフ ォル ト の強制
終了ス ト ラ テジ 説明

ordered-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - ア  
クション ストラテジは適用されません。

redundancy-group 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - ア  
クション ストラテジは適用されません。

state-proxy 該当なし この管理オブジェクトのタイプは構成上のみ - ア  
クション ストラテジは適用されません。

process kill-signal ■ kill-signal - プロセスに対し て "kill -9" 
またはプラ ッ ト フ ォーム固有の同等の機
能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。

custom-javascript null ■ jscript-control - 強制終了ア ク シ ョ ンを
実行する  JavaScript を起動し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。

custom-executable null ■ run-custom-executable - 強制終了ア ク
シ ョ ンを実行するプロセス を実行し ま
す。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。

osagent kill-signal ■ kill-signal - プロセスに対し て "kill -9" 
またはプラ ッ ト フ ォーム固有の同等の機
能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。

apache-process kill-signal ■ kill-signal - プロセスに対し て "kill -9" 
またはプラ ッ ト フ ォーム固有の同等の機
能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。

ots kill-signal ■ kill-signal - プロセスに対し て "kill -9" 
またはプラ ッ ト フ ォーム固有の同等の機
能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。

tibco kill-signal ■ kill-signal - プロセスに対し て "kill -9" 
またはプラ ッ ト フ ォーム固有の同等の機
能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。

partition kill-signal ■ kill-signal - プロセスに対し て "kill -9" 
またはプラ ッ ト フ ォーム固有の同等の機
能を実行し ます。

■ null - 管理オブジェ ク ト の強制終了ア ク
シ ョ ンは実行されません。
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第 章

Chapter   48 管理オブジェクト time-rules 要素     
time-rules は managed-object 要素のサブ要素です。 time-rules 要素内で、 管理オ
ブジェ ク ト のプロセスの開始時間または停止時間を定義する  cron 形式のルールをい く つ
かの time-rule サブ要素に設定し て追加でき ます。

time-rules サブ要素

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
           ... 
               [<time-rules attributes > 
                     ... 
               </time-rules>] 
                     ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

サブ要素 説明

time-rules 設定された時間ルールが実行される前の管理オブジェクトの基本状態を記述す
る属性を含みます。
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time-rule サブ要素

time-rules サブ要素の属性

次に time-rules サブ要素の属性を示し ます。

... 
<managed-objects> 
      <managed-object ...attributes...> 
                 ...  
           [<time-rules base-state="Running|Stopped"> 
                          ... 
           </time-rules>] 
                 ... 
      </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

time-rule サブ要素

デフ ォル ト では、 設定の time-rules サブ要素は、 作成された順序で、 初に入力され
た time-rule から評価されます。 time-rule を評価する順序は、 作成後にいつでも再
調整でき ます。 time-rule ア ク シ ョ ンは、 ハブのホス ト のシステム ク ロ ッ ク に基づいて
実行されます。

time-rule の属性では、 cron 形式を使用し て、 開始時間、 停止時間、 および指定し た時
間の後に time-rule の適用を継続する期間を指定し ます。 有効な cron 構文の詳細につ
いては、 使用し ている  UNIX システムの crontab のマニュ アル ページを参照し て く ださ
い。

メ モ 監視されているが、 管理されていない MO に対し て指定し た時間ルールは無視されます。

... 
   <managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
           ... 
               <time-rules ... > 
                    [<time-rule attributes>  
                           ... 
                    </time-rule>] 
               </time-rules> 
                     ... 
          </managed-object> 
           ... 
    </managed-objects> 
...

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

base-state はい Running 
（実行中）

管理オブジェクトの基本動作状態。 設定時間帯に
だけ MO を実行するように制御する場合は、 base-  
state を Stopped に設定し、 MO を実行する時間    
帯を指示する 1 つ以上の time-rule サブ要素を    
設定します。 逆に、 設定時間帯に MO を停止す  
るように制御する場合は、 base-state を Running  
に設定し、 MO を停止する時間帯を指示する 1 つ   
以上の time-rule サブ要素を設定します。

サブ要素 説明

time-rule MO に対する特定のタイム イベントのルールを定義する属性を含みます。
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time-rule サブ要素

time-rule サブ要素の属性

次に time-rule サブ要素の属性を示し ます。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明

rule-name いいえ 設定した時間ルールに
基づいて、 ［Management
Console Time Rules］タブ  
に表示されるルール名
（"Stop for 1 minute, at    
midnight, every day" な   
ど） を自動的に生成しま
す。 自動的に生成された
ルール名は 
configuration.xml に表 
示されません。

［Management Console Time Rules］ タブ   
に表示される名前をカスタマイズして
ルールに割り当てます。

type はい standard-time-rule 時間ルールのタイプ。 現在サポートされ
て い る タ イ プ は、 デ フ ォ ル ト の
standard-time-rule だけです。

state はい ■ スケジ ュールされた
タ ス ク の時間ルール
の場合 ： Running

■ その他の時間ルール
の場合 ： Stopped

このルールに対して設定された時間に
有効になる MO の実行状態。 スケ  
ジュールされたタスクの時間ルールの
場合、 有効な state は Running だけで    
す。 設定階層内の MO に追加された時  
間ルールの場合、 有効な値は Stopped 
または Running です。

hour はい 0 cron 形式で指定した、 開始時刻 （時） 
です。 時間は 0 ～ 23 の整数値で表さ    
れます。 この値の範囲を表すエントリ、
または特定の時間のカンマ区切りリスト
を表すエントリは、 すべて有効です。 た
とえば、 「12-14」 は午後 0 時、 午後 1   
時、 および午後 2 時を表し、 
「12,14,15」 は午後 0 時、 午後 2 時、    
および午後 3 時を表します。 アスタリス  
ク （*） は、 任意の時間を表すワイルド
カードとして有効です。 hour のデフォル 
ト値は 0 （午前 0 時） です。

minute はい 0 cron 形式で指定した、 開始時刻 （分） 
です。 分は 0 ～ 59 の整数値で表され    
ます。 この値の範囲を表すエントリ、 ま
たは特定の分のカンマ区切りリストを表
すエントリは、 すべて有効です。 たとえ
ば、 「0-29」 は、 1 時間の 初の 30  
分を表します。 アスタリスク （*） は、 1
分ごとを表すワイルドカードとして有効
です。 minute のデフォルト値は 0 （1 時   
間の 初の分） です。
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time-rule サブ要素

day はい * day-of-week が指定されていない場合 
は、 cron 形式で指定した、 ルールを 
実行する日。 日は 1 ～ 31 の整数値で    
表されます。 値の範囲を表すエントリ、
または値のカンマ区切りリストを表すエ
ントリが有効です。 たとえば、 「1,15」 と
いうエントリは、 月の 1 日と 15 日にだけ    
ルールが実行されることを意味します。
デフォルトはアスタリスク （*） で、 これ
は、ルールが毎日実行されることを意味
します。

day-of-week はい * cron 形式で指定した、 ルールを実行す 
る曜日。 0 ～ 6 の整数値が有効です。   
値の範囲を表すエントリ、 または値のカ
ンマ区切りリストを表すエントリが有効で
す。 たとえば、 「1-5」 は平日 （月曜日
～金曜日） にだけルールが実行される
ことを意味し、 「0,6」 は週末 （土曜日
と日曜日） にだけルールが実行されるこ
とを意味します。 デフォルトはアスタリス
ク （*） で、 これは、 ルールが毎日実
行されることを意味します。 曜日の値は
次のとおりです。

■ 0=Sunday
■ 1=Monday
■ 2=Tuesday
■ 3=Wednesday
■ 4=Thursday
■ 5=Friday
■ 6=Saturday

month はい * cron 形式で指定した、 ルールを実行す 
る月。 値の範囲を表すエントリ、 または
値のカンマ区切りリストを表すエントリが
有効です。 たとえば、 「1,3,5」 という
month エントリは、 1 月、 3 月、 5 月の    
指定した時間にだけルールが実行され
ることを意味します。 デフォルトはアスタ
リスク （*） で、 これは、 ルールが毎月
実行されることを意味します。 月の値は
次のとおりです。

■ 1=January
■ 2=February
■ 3=March
■ 4=April
■ 5=May
■ 6=June
■ 7=July
■ 8=August
■ 9=September
■ 10=October
■ 11=November
■ 12=December

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明
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... 
<managed-objects> 
          <managed-object ...attributes...> 
                ...  
                 <time-rules ... > 
                     [<time-rule rule-name="<name>" 

                      type="standard-time-rule"  
                      state="Running|Stopped"  
                      hour="*|0-23"  
                      minute="*|0-59"  
                      day="*|1-31"  
                      month="*|1-12"  
                      day-of-week="*|0-6" 
                      duration-unit="minute|hour|day|month"> 
                      </time-rule> 
                          ... 
                  
                 </time-rules> 
                ... 
          </managed-object> 
       ... 
</managed-objects> 
...

time-rule のサンプル

次に、 time-rule サブ要素を使って MO に時間ルールを追加する例を示し ます。

■ 次の time-rule は、 毎日午後 10 時 30 分に 3 分間 MO を停止し ます。

<time-rule state="Stopped" minute="30" hour="22" duration="3" duration-
unit="minute"/>

■ 次の time-rule は、 常に MO を停止し ます。 これは、 複数のルールをセ ッ ト で使用
し、 後の time-rule ルールで MO を実行する時間を指定する場合の 初のルール と し
て使用でき ます。

<time-rule state="Stopped" minute="0" hour="0" duration="24" duration-
unit="hour"/>

■ 次の time-rule は、 平日 （月曜日～金曜日） の午前 9 時から午後 5 時まで MO を実行
し ます。

<time-rule state="Running" minute="0" hour="9" day-of-week="1-5" duration="8" 
duration-unit="hour"/>

■ 次の time-rule は、 1 月 1 日に MO を実行し ません。

<time-rule state="Stopped" minute="0" hour="0" day="1" month="1" 
duration="24" duration-unit="hour"/>

■ 次の time-rule は、 12 月 24 日から  31 日まで MO を実行し ません。

<time-rule state="Stopped" minute="0" hour="0" day="24-31" month="12" 
duration="24" duration-unit="24"/>

duration いいえ 1 このルールの duration-unit の繰り返  
し数を指定します。たとえば、duration-
unit がデフォルトの minute である場   
合、 1 というデフォルト値は、 ルールが 
スケジュール時間に 1 分間適用される  
ことを意味します。

duration-
unit

いいえ minute ルールを適用する期間の単位。 有効な
値は minute、hour、day、 または month  
です。

属性 必須 デフ ォル ト 値 説明
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第 章

Chapter   49 設定プロパティの使い方   
Borland AppServer （BAS） には、 イ ン ス ト ール時に値が設定される組み込みの定義済みプ
ロパテ ィ が付属し ます。 さ らに、 configuration.xml フ ァ イルで、 設定全体のプロパ
テ ィ を定義でき ます。 設定プロパテ ィ は、 configuration.xml フ ァ イル内で文字列置
換 メ カニズム と し て使用されます。

properties 要素

configuration 要素の properties サブ要素で設定プロパテ ィ を定義し ます。 複数の 
properties サブ要素を同じ  configuration.xml フ ァ イルに記述でき ます。

<configuration> 
    ... 
    <properties> 
        <property ...attributes.../> 
        [<property ...attributes.../>] 
        [...more properties...] 
    </properties> 
    <properties> 
        <property ...attributes.../> 
        [<property ...attributes.../>] 
        [...more properties...] 
    </properties> 
    ... 
</configuration>

プロパティの定義

各設定全体のプロパテ ィ は、 properties 要素の property サブ要素内に記述する必要
があ り ます。 これには次の構文が使用されます。

<property name="name" value="value"/>

こ こ で、 name は定義するプロパテ ィ の名前、 value はその値です。 引用符 （""） は必須
です。
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properties 要素

定義されたプロパテ ィ の参照

一度プロパテ ィ を定義する と、 ${property-name} （property-name は定義し たプロ
パテ ィ の名前） などの文字列置換構文を使用し て、 設定内の任意の場所でそのプロパテ ィ
を参照でき ます。 ハブは、 プロパテ ィ の名前を検索し、 ${property-name} などの置換
文字列のかわ り にプロパテ ィ の値を使用し ます。

た と えば、 次のプロパテ ィ を定義し ます。

<properties> 
    <property name="install-root" value="c:/apache" /> 
    <property name="apache-command" value="apachect1" /> 
</properties>

これらのプロパテ ィ を適切な管理オブジェ ク ト  ブロ ッ ク内で参照でき ます。

<managed-object type="process" /> 
    <process command="${install-root}/bin/apache2/${apache-command}">

ハブは、 <process> の command 属性を次のよ う に解釈し ます。

command="c:/apache/bin/apache2/apachect1"

install-root プロパテ ィ と  apache-command プロパテ ィ の値が適切な場所に代入され
ます。

ほかのプロパテ ィ に基づ く プロパテ ィ の定義

ほかの定義済みプロパテ ィ に基づいて、 設定全体のプロパテ ィ 値を定義する こ と も でき ま
す。 た と えば、 次のよ う にな り ます。

<properties> 
    <property name="appHome" value="c:/windows" /> 
    <property name="appDir" value="system32" /> 
    <property name="theApp" value="${appHome}/${appDir}/notepad" /> 
</properties>

設定で theApp プロパテ ィ を使用する と、 これをハブが c:/windows/system32/
notepad と し て処理し ます。

メ モ プロパテ ィ やマ ク ロは、 ネス ト でき ません。 た と えば、 ${appHome${appDir}} は正し
く あ り ません。
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ハブとエージェントのプロパティ

ハブとエージェントのプロパティ

次の リ ス ト は、 ハブ と エージェ ン ト のプロパテ ィ の一部です。

組み込みの定義済みプロパティ

BAS には、 イ ン ス ト ール時に値が設定される組み込みのプロパテ ィ が付属し ます。 これら
のプロパテ ィ は、 ユーザーが定義し た設定全体のプロパテ ィ 内を含む、 設定内で使用でき
ます。

た と えば、 次の記述があ る と し ます。

<property name="theApp" value="c:/windows/system32/notepad" />

AGENT プロパテ ィ を使用する と、 次のよ う に記述でき ます。

<property name="theApp" value="${AGENT.env.windows.SystemRoot}/system32/
notepad" />

ハブ と ス レーブ エージェ ン ト が同じ ホス ト にない分散イ ン ス ト ールでは、 組み込みのプロ
パテ ィ を使用し て、 エージェ ン ト は認識し ているが リ モー ト  ハブは認識し ていない情報
（ス レーブ エージェ ン ト があ る ホス ト 名など） をや り 取 り でき ます。

メ モ 組み込みの AGENT プロパテ ィ は、 Java システムプロパテ ィ であ り 、 <install_dir>/
bin/scu.config、 <install_dir>/var/domains/base/adm/properties/
agent.config、 agent.properties の各フ ァ イルにあ り ます。 この Java システム プ
ロパテ ィ はすべて設定プロパテ ィ の値と し て使用でき ます。

重要 6.5 よ り 前の リ リ ースの組み込みプロパテ ィ は引き続き有効ですが、 こ の リ リ ースから使
用されな く な り ま し た。 組み込みプロパテ ィ の新しい形式と非推奨の形式を以下の表に リ
ス ト し ます。

重要 組み込みの設定プロパテ ィ は、 要素の値と属性の置き換えに使用でき ますが、 AGENT、
MO、 %platform% の各プロパテ ィ は、 name または agent の属性の値 と し て使用でき ま
せん。

プロパテ ィ 説明

agent.heartbeat.startup.delay
.max

管理オブジェクトの初期状態が、 初にハブをハートビー
トする前に計算されるのをエージェントが待機する 大時
間を指定します。 デフォルトは 20 （秒） です。

hub.heartbeat.misses.allowed ハブで、 エージェントが停止していると判断するまでの
ハートビート間隔を指定します。 デフォルトは 2 です。 こ  
れは 2 回のハートビートの失敗は OK ですが、 3 回目の     
ハートビートに失敗した場合、 ハブはエージェントが停止
していると判断します。 デフォルトではハートビートの間隔
は 30 秒に設定されています。

agent.to-hub.ior.file 設定されている場合、 スレーブ エージェントは、 IOR を使  
用します。 ハブに接続するためのこのプロパティ （"hub
internal IOR"） で示されます。 "hub internal IOR" は、    
スマート エージェントで、 rep-id IDL:borland.com/  
Enterprise/Management/Internal/HubInternal:1.0 と 
object name <hub-name>_InternalHub に登録されます。

agent.output.iors このプロパティが true の場合、 SCU は管理 IOR を SCU      
の作業ディレクトリ （デフォルトでは、 <install-dir>/var/
domains/base） のファイル （<interface-name>.ior） に
出力します。
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組み込みの定義済みプロパティ

メ モ 以下の組み込みプロパテ ィ は変更でき ません。

プロパテ ィ 6.5 で非推奨 説明

HUB.name hub.name " マスター ハブ " または " ローカル ハ    
ブ " の名前。 デフォルトでは、 ハブが 
インストールされているホストの名前で
す。

プロパテ ィ 6.5 で非推奨 説明

AGENT.install.root agent.root BAS ハブ エージェント インストールの   
ルート ディレクトリ。

AGENT.instance.root agent.instance.root エージェントのドメインのディレクトリ。
たとえば、 
${AGENT.root}/var/domains/

<domain-name> です。

AGENT.host agent.host エージェントがインストールされている
物理リソースのホスト名。

AGENT.address 該当なし エージェントのホストの IP アドレス。

AGENT.name agent.name エージェントの名前。 デフォルトの
AGENT.name 値はホスト名です。

AGENT.default.smarta
gent.port

agent.default.smartagen
t.port

エージェントの osagent がアクティブな  
ローカル サブネット上のポート。

AGENT.default.smarta
gent.addr

agent.default.smartagen
t.addr

エージェントの osagent が動作するホ  
ストの IP アドレスまたはホスト名。

AGENT.env.windows.Sy
stemRoot

agent.env.windows.Syste
mRoot

Windows SYSTEMROOT 環境変数の値。  
Windows のみ。

AGENT.env.windows.us
erprofile

agent.env.windows.userp
rofile

Windows USERPROFILE 環境変数の  
値。 Windows のみ。

AGENT.env.unix.DISPL
AY

agent.env.unix.DISPLAY DISPLAY 環境変数の値。 UNIX のみ。

AGENT.env.unix.TZ agent.env.unix.TZ TZ 環境変数の値。 UNIX のみ。

AGENT.env.unix.LANG agent.env.unix.LANG LANG 環境変数の値。 UNIX のみ。

AGENT.env.unix.LOCPA
TH

agent.env.unix.LOCPATH LOCPATH 環境変数の値。 UNIX のみ。

AGENT.env.unix.NLSPA
TH

agent.env.unix.NLSPATH NLSPATH 環境変数の値。 UNIX のみ。

プロパテ ィ 6.5 で非推奨 説明

CONFIG.name config.name 設定の名前。

CONFIG.path config.path configuration.xml ファイルへのパ 
ス（${AGENT.root}/var/domains/
b a s e / c o n f i g u r a t i o n s /

${CONFIG.name} など）。ハブとエー 
ジェントで有効です。

プロパテ ィ 6.5 で非推奨 説明

MO.name mo.name 管理オブジェクト name 属性の値。  
これは、各管理オブジェクトのコン
テキスト内でのみ有効です。

MO.agent mo.agent 管理オブジェクト agent 属性の値。  
これは、各管理オブジェクトのコン
テキスト内でのみ有効です。
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%platform% プロパティ

%platform% と い う 特殊なプロパテ ィ は、 プラ ッ ト フ ォームのチェ ッ ク に使用されます。
ほかのプロパテ ィ はシステム上に任意のプロパテ ィ と し て定義でき ますが、 %platform% 
プロパテ ィ はネイ テ ィ ブに定義されます。 このプロパテ ィ は次の値に解決されます。

■ SunOS
■ WinNT
■ Win2000
■ WinXP
■ Win2003
■ MacOS
■ Linux
■ AIX
■ HPUX
■ Windows
■ UNIX

プロパティ式の使い方

プロパテ ィ の値が外部の状態に依存する こ と があ り ます。 た と えば、 プロセスのコマン ド
属性を定義する場合、 プロセスの開始に使用される コマン ド は、 そのプロセス をホス ト す
るオペレーテ ィ ング システムによ って異なる可能性があ り ます。 BAS には、 このよ う な
チェ ッ ク を実行する プロパテ ィ 式と呼ばれる メ カニズムがあ り ます。

プロパテ ィ 式は、 property 要素の value 属性で使用し ます。 プロパテ ィ 式を使用する
と、 定義し た条件に基づいてプロパテ ィ の値を設定でき ます。 これによ り 、 設定の可搬性
を さ まざまな面で容易に向上させる こ と ができ ます。 プロパテ ィ 式には次の 2 種類があ り
ます。

■ if ステー ト メ ン ト

■ switch ステー ト メ ン ト

if ステートメント

if ステー ト メ ン ト をプロパテ ィ の value 属性 と し て使用でき ます。 基本の構文は次の と
お り です。

if(condition) { 
    "result" 
    }  
    [else { 
    "result" 
    }]

こ こ で、 condition は、 true か false かを評価する有効な演算子で結果が求められる
比較、 初の result は、 condition が true と評価された場合のプロパテ ィ の値です。
条件が false と評価された場合は、 else 演算子を使って 2 番目の結果を提供でき ます。

if ステー ト メ ン ト で使用される条件は、 演算子を使ってプロパテ ィ の値を評価する ため
にだけ使用されます。 有効な演算子は次の とお り です。

■ = （等しい）

■ ! （等し く ない）

■ # （含む）

単項演算子 ? も あ り ます。 この演算子は、 プロパテ ィ  キーの存在を調べるだけで、 比較す
る値を必要と し ません。
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また、 & （AND） 演算子および | （OR） 演算子を使用し て、 1 回のチェ ッ ク で複数の条件
を使用する こ と もでき ます。

た と えば、 次の条件があ る と し ます。

${AGENT.default.smartagent.port} = "14000"

これは、 エージェ ン ト のスマー ト  エージェ ン ト  ポー ト が 14000 の場合は true、 14000 で
はない場合は false にな り ます。

メ モ すべての値を引用符 （""） で囲む必要があ る こ と に注意し て く ださい。

こ の条件を使用する  if ステー ト メ ン ト の例は次の とお り です。

if(${AGENT.default.smartagent.port} = "14000") { 
    "default_port" 
    } else { 
    "user_defined_port" 
}

適切な XML 構文を使用し て、 こ の if ステー ト メ ン ト をプロパテ ィ の value 属性のかわ
り に使用でき ます。

<property name="isDefault" value= 
    "if(${AGENT.default.smartagent.port} = &quot;14000&quot;) { 
        &quot;default_port&quot; 
        } else { 
        &quot;user_defined_port&quot; 
    }" />

警告 if ステー ト メ ン ト は XML フ ァ イルにだけ配置されるため、 正し く 解析される よ う に、 適
切な XML 文法を使用する必要があ り ます。 し たがって、 引用符はネス ト でき ません。 条
件の値や結果を引用符で囲む場合は、 &quot; を使用する必要があ り ます。

基本的な if ステー ト メ ン ト の例
■ プロパテ ィ  agent.name が存在するかど う かをチェ ッ クする ステー ト メ ン ト

if(${AGENT.name} ?) { 
    "named_agent" 
    } else { 
    "no_name" 
    }

プロパテ ィ 値と し て使用する場合

<property name="isNamed" value= 
    "if(${AGENT.name} ?) { 
        &quot;named_agent&quot; 
        } else { 
        &quot;no_name&quot; 
        }" />

■ agent.host プロパテ ィ に文字列 "nett2" が含まれるかど う かをチェ ッ クする ステー
ト メ ン ト

if(${AGENT.name} # "nett2") { 
    "bad_name" 
    } else { 
    "ok" 
    }

プロパテ ィ 値と し て使用する場合

<property name="nameCheck" value= 
    "if(${AGENT.name} # &quot;nett2&quot;) { 
        &quot;bad_name&quot; 
        } else { 
        &quot;ok&quot; 
        }" />

■ & （AND） 演算子 と  %platform% プロパテ ィ を使用し て、 プラ ッ ト フ ォームが 
Windows 2003 であ り 、 AGENT.host プロパテ ィ が存在するかど う かをチェ ッ クする ス
テー ト メ ン ト

if(${%platform%} = "Win2003" & ${AGENT.host} ?) { 
    "ready" 
    }
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プロパテ ィ 値と し て使用する場合

<property name="sysCheck" value= 
    "if(${%platform%} = &quot;Win2003&quot; & ${AGENT.host} ?) { 
        &quot;ready&quot; 
        }" />

ネス ト された if ステー ト メ ン ト

デフ ォル ト の構文の result を別の if ステー ト メ ン ト にする こ と で、 if ステー ト メ ン ト
をネス ト でき ます。 後に解決された if ステー ト メ ン ト の結果がプロパテ ィ の値にな り
ます。 構文は次の とお り です。

if(condition) { 
    if(condition) { 
        "result" 
        }  
        [else { 
        "result" 
        }] 
    [else { 
    "result" 
    }]

解決でき る限 り 、 ほかの result フ ィ ール ド も ネス ト された if ステー ト メ ン ト で置換し
続け る こ と ができ ます。

ネス ト された if ステー ト メ ン ト の例

プラ ッ ト フ ォームが UNIX かど う かをチェ ッ ク し た う え （UNIX ではない場合は 
"other_platform" を返す）、 ユーザー名が "root" かど う かによ って異なる コマン ド を
返すステー ト メ ン ト

if ($%platform% = "Unix") { 
    if(${user.name} = "root" { 
        "rm -rf *" 
        } else { 
        "rm -rf ." } 
    else { 
    "other_platform" 
    }

プロパテ ィ 値と し て使用する場合

<property name="unixCommand" value= 
    "if(${user.name} = &quot;root&quot; { 
        &quot;rm -rf *&quot; 
        } else { 
        &quot;rm -rf .&quot; } 
    else { 
    &quot;other_platform&quot; 
    }" />
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switch ステートメント

また、 switch ステー ト メ ン ト をプロパテ ィ の value 属性と し て使用でき ます。 これを使
用し て、 い く つかのケース を評価し、 それぞれに異な る結果を提供し た り 、 どのケースに
も評価されない場合のデフ ォル ト 値を提供する こ と ができ ます。 構文は次の とお り です。

switch(${property-name}) { 
    case "value" : "result"; 
    [case "value" : "result"; 
    ...] 
    [default : "default-result"] 
}

こ こ で、 value は、 property-name と い う 名前のプロパテ ィ が と り 得る値、 result 
は、 switch ステー ト メ ン ト を使って定義されるプロパテ ィ の値です。

た と えば、 次の switch ステー ト メ ン ト は、 さ まざまなオペレーテ ィ ング システムを
チェ ッ ク し て、 コマン ド の値を設定し ます。

switch (${%platform%}) { 
    case "Win2003" : "dd"; 
    case "WinXP" : "dd -x"; 
    case "Win2000" : ""; 
    default : "dd1" 
}

プロパテ ィ 値と し て使用する場合は、 次のよ う にな り ます。

<property name="command" value= 
    "switch (${%platform%}) { 
        case &quot;Win2003&quot; : &quot;dd&quot;; 
        case &quot;WinXP&quot; : &quot;dd -x&quot;; 
        case &quot;Win2000&quot; : &quot;&quot;; 
        default : &quot;dd1&quot; 
    }" />
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第 章

Chapter   50Borland 管理シェル（BMSH）    
の API 仕様  

このドキュメントは、Borland 管理シェルの API 仕様です。

BMSH オブジェクトには、次の 4 種類があります。

■ 事前にイ ン ス タ ン ス化されたオブジェ ク ト

■ fso
■ bes

■ ユーザーがイ ン ス タ ン ス化するオブジェ ク ト

■ Hub
■ PropertyContext
■ HttpPage

■ 静的オブジェ ク ト

■ BmsExec
■ Dom4j
■ BmsState

■ フ ァ ク ト リ  オブジェ ク ト  - ほかのオブジェ ク ト （通常は、 事前にイ ン ス タ ン ス化され
たオブジェ ク ト ） によ って生成されるオブジェ ク ト

■ PropertyFileSO
■ TextStream

fso

fso オブジェクトは、ファイル システムとやり取りするためのメソッドとプロパティを
持ちます。プロパティ ファイル（.properties）内の値を取得および設定するために便
利なメソッドがあります。BMSH 内で変数 fso として事前にインスタンス化されています。

プロパテ ィ の概要

String 
 

classpath [ get ]

説明 ：  
クラスパスを戻します。
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String jars [ get ]

説明 ：   
クラスパスにある jar を戻します。

String pwd [ get ]

説明 ：   
現在の作業ディレクトリを戻します。

メ ソ ッ ドの概要

void copyFile(String sourceFile, String destinationFile, boolean overwrite)

説明 ：   
ファイルをコピー元からコピー先にコピーし、必要に応じてコピー先を上書き
します。

パラ メ ータ ：  
sourceFile  -   コピー元ファイル 
destinationFile  -   コピー先ファイル 
overwrite  -   true の場合は、コピー先ファイルが存在すれば上書きします。

戻り値 ： 
なし

boolean createArchive(String arFile, String archiveAs, String fileToArchive)

説明 ：  
arFile という名前でアーカイブを作成します。同じ名前のアーカイブ ファ
イルが存在すれば、置き換えます。

パラ メ ータ ： 
arFile - 作成するアーカイブ ファイルの名前。このファイルには、
archiveAs というエントリ名で fileToArchive が格納されます。マニ
フェストが作成されます。このルーチンは、アーカイブ ファイルを更新しませ
ん。ファイルを 1 つだけ含む .dar ファイルなどのアーカイブに使用が限定
されます。 
archiveAs  -   アーカイブされたファイルのパス。 
fileToArchive - アーカイブするファイルのパス。

戻り値 ： 
成功した場合は true、そうではない場合は false。

void createFolder(String folderName)

説明 ： 
ディレクトリ パスを作成します。フル パスを作成します。java.io.File( 
folderName ).mkdirs() を使用します。

パラ メ ータ ： 
folderName - 作成するフォルダのパス。

戻り値 ： 
なし

TextStreamcreateTextFile(String filename, boolean overwrite)

説明 ： 
テキストファイルを作成し、ファイルを書き込むことができる TextStream 
オブジェクトを戻します。注意： メソッドが戻ったときにファイルは開いた状
態です。

パラ メ ータ ： 
filename  -   テキスト ファイルの名前。 
overwrite - true の場合は、既存のテキスト ファイルを上書きします。

戻り値 ： 
TextStream インターフェイス

boolean deleteFile(String filename)

説明 ： 
ファイルを削除します。

パラ メ ータ ：  
filename - 削除するファイル。

戻り値 ：  
成功した場合は true。
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boolean deleteFolder(String folderName)

説明 ：  
ディレクトリを再帰的に削除します。

パラ メ ータ ：  
folderName - （再帰的に）削除するフォルダのパス。

戻り値 ：  
削除された場合は true、そうではない場合は false。

boolean exists(String filename)

説明 ：  
ファイルが存在するかどうかを戻します。

パラ メ ータ ：  
filename - 確認するファイル。

戻り値 ：  
ファイルが存在する場合は true。

boolean extractFile(String jarFile, String jarEntry, String destDir, String 
usePath)

説明 ：  
jar（または zip）ファイルからファイルを抽出します。

パラ メ ータ ：  
jarFile  -   抽出するファイルを含む jar ファイルの名前。 
jarEntry - jarFile 内の抽出するファイルの名前。重要：jarEntry のファイ
ル セパレータおよび大文字と小文字がアーカイブの内容と正確に一致していな
いと、エントリが検出されません。 
destDir - jarFile の抽出先のディレクトリの名前。抽出時、この場所が 
jarEntry パスのルートになります。別の場所に抽出する場合は、
usePath=="useDestDir" を設定します 
usePath - ファイルの抽出先を選択します。usePath == "useDestDir" を設定す
ると、ファイルは destDir に抽出されます。usePath == "useZipPath" を設
定するか、未定義の場合、ファイルのパスは、destDir をルートとする 
jarFile と同じになります。

戻り値 ：  
成功した場合は true、そうではない場合は false。

int fileLength(String filename)

説明 ：  
引数で指定されたファイルの長さを戻します。

パラ メ ータ ：  
filename - 長さを検出するファイルの名前。

戻り値 ：  
ファイルが見つからない場合は -1、そうではない場合はファイルの長さ（0 以
上の整数）。

String[] files(String dir)

説明 ：  
ディレクトリ内のファイルをリストします。リストはアルファベット順です。
ファイルをフィルタリングしたり、再帰的に検索する場合は、
fso.findFiles() を使用します。

パラ メ ータ ：  
dir - リストするファイルを含むディレクトリ。

戻り値 ：  
ファイルを格納する String[]。
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String[] findFiles(String dir, String matchName, boolean recurse)

説明 ：  
mathchName パラメータと一致するファイルとディレクトリを検索します。検
索は dir パラメータから始まり、recurse パラ メ ータが true の場合は再
帰的に実行されます。大文字と小文字は区別されません。最適化は行われない
ため、数ギガバイトのディスクの検索には時間がかかります。リストはアル
ファベット順です。戻されるファイルにはフル パスが付きます。

パラ メ ータ ：  
dir - リストするファイルを含むディレクトリ。再帰的なサブフォルダの検索
はここから始まります。 
matchName  -   検索するファイル名の文字列。ワイルドカードを使用できま
す。 
recurse - true の場合は、サブディレクトリを再帰的に検索します。

戻り値 ：  
ファイルとディレクトリを格納する String[]。

String[] folders(String dir)

説明 ：  
ディレクトリのサブディレクトリをリストします。リストはアルファベット順
です。

パラ メ ータ ：  
dir - リストする子フォルダを含むルート ディレクトリ。

戻り値 ：  
子フォルダを格納する String[]。

String getBaseName(String path) (obsolete)

説明 ：  
指定されたフル パスのベース ファイル名を戻します。
LiveConnect:java.io.File(path).getName(); を使用してください。

パラ メ ータ ：  
path - ファイルのフル パス。

戻り値 ：  
ベース ファイル名。

String getProperty(String propFile, String propName)

説明 ：  
指定したプロパティを取得します。これは便利なルーチンです。同じファイル
に何度もアクセスする場合は、まず fso.loadPropFile() でプロパティ 
ファイルを開き、PropertiesSO のメソッドを使ってプロパティにアクセス
し、変更を加える方法が便利です。

パラ メ ータ ：  
propFile  -   プロパティ ファイル。 
propName - 取得するプロパティ。

戻り値 ：  
プロパティ値または null。

boolean isDirectory(String filename)

説明 ：  
ファイルがディレクトリかどうかを戻します。

パラ メ ータ ：  
filename - 確認するファイル。

戻り値 ：  
ファイルがディレクトリの場合は true。

PropertiesloadProperties(String fileName) (experimental)

説明 ：  
java.util.Properties オブジェクトをプロパティ ファイルからロードし
ます。

パラ メ ータ ：  
fileName - プロパティ ファイル。

戻り値 ：  
ファイルからロードされた java.util.Properties オブジェクト。
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PropertyFi
leSO

loadPropFile(String filename)

説明 ：  
スクリプト可能な Java プロパティ ファイルをロードします。スクリプト可能
なプロパティ ファイルには変更時のコメントが保持されます。このメソッドで
開かれるプロパティ ファイルは、メソッドが戻ったときに開いた状態です。

パラ メ ータ ：  
filename - ロードするプロパティ ファイル。

戻り値 ：  
プロパティ ファイルに対するスクリプト可能なインターフェイス。

boolean moveFile(String currentName, String newName)

説明 ：  
ファイルを移動します。ファイル名の変更に使用します。

パラ メ ータ ：  
currentName  -   現在のファイル名。 
newName - 移動後のファイル名。

戻り値 ：  
成功した場合は true。

TextStreamopenTextFile(String filename, int ioMode, boolean okToCreate)

説明 ：  
ファイルを TextStream として開くためのファクトリ メソッド。例を次に示し
ます。

     var stream = fso.openTextFile( "fileFoo", 1, true) 
     while( !stream.atEndOfStream) { 
        line = stream.readLine(); 
        print(line); 
    } 
    stream.close();

パラ メ ータ ：  
filename  -  開くファイルの名前。 
ioMode  -   読み取り専用の場合は 1、書き込み専用の場合は 2。 
okToCreate - ファイルが存在しない場合に作成する場合は true。

戻り値 ：  
TextStream オブジェクト。

boolean setProperty(String filename, String propname, String propvalue)

説明 ：  
指定されたプロパティを設定します。これは便利なルーチンです。同じファイ
ルに何度もアクセスする場合は、まず fso.loadPropFile() でプロパティ 
ファイルを開き、PropertiesSO のメソッドを使ってプロパティにアクセス
し、変更を加える方法が便利です。このルーチンは、プロパティ ファイル内の
コメントを維持します。ファイルにプロパティが存在しない場合は追加されま
す。例を次に示します。

 fso.setProperty("vbroker.properties","vbroker.security.disabled", 
"false");

パラ メ ータ ：  
filename  -   プロパティ ファイル。 
propname  -   設定するプロパティ。 
propvalue - プロパティの新しい値。プロパティが存在しない場合は追加され
ます。

戻り値 ：  
成功した場合は true。
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bes

bes オブジェクトは、ローカルな BES インストールに作用する機能へのスクリプト可能
なインターフェイスです。これらの機能を使用するためにログインする必要はありませ
ん。このオブジェクトは、BMSH によって事前に bes としてインスタンス化されていま
す。

Hub

HubSO オブジェクトは、Borland 管理ハブとやり取りするためのコア メソッドとプロパ
ティを持ちます。${installRoot}/bin/bscript/autoload/hub_ext.js には、設
定と管理オブジェクトのための便利な API セットが含まれています。

プロパテ ィ の概要

String installRoot [ get ]

説明 ：  
BES インストールのルート フォルダ プロパティ。これは、bmsh.exe と 
scu.exe がある BES /bin フォルダの親の名前になります。

String tempFolder [ get ]

説明 ：  
一時ファイルのルート パス。

メ ソ ッ ドの概要

String getConsolePort()

説明 ：  
コンソールの管理ポートを戻します。

戻り値 ：  
コンソールのポート。

String getManagementPort(String domain)

説明 ：  
ドメインの管理ポートを戻します。

戻り値 ：  
ポート。

void setConsolePort(String port)

説明 ：  
コンソールの管理検索ポートを設定します。

戻り値 ：  
コンソールのポート。

void setManagementPort(String port, String domain)

説明 ：  
指定されたドメインの管理ポートを設定します。

パラ メ ータ ：  
port  -   ポートの新しい値。 
domain - ドメイン名。

メ ソ ッ ドの概要

void addArchivedConfiguration(String archiveFile)

説明 ：  
ハブに設定を追加します。

void addConfiguration(String file)

説明 ：  
ハブに設定を追加します。

パラ メ ータ ：  
file - 設定に追加される configuration.xml ファイルのフル パス（スク
リプトに対してローカル）。
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String addConfigurationFromTemplate(String templatePath, String configName, 
Object templateProperties)

説明 ：  
テンプレートに基づいて設定をハブに追加します。

パラ メ ータ ：  
templatePath - テンプレート ファイルのパス。絶対パスではない場合は、
installRoot/var/templates/configurations フォルダからの相対パス
とみなされます。 
configName - 新しい設定の名前。空の場合は、テンプレートのルート ファイ
ル名が使用されます。 
templateProperties - テンプレート プロパティの上書きを含む 
java.util.Properties オブジェクト。テンプレートをインスタンス化する
ときに使用されます。プロパティ名については、テンプレートの「プロパ
ティ」の記述を参照してください。

戻り値 ：  
成功した場合は「Success」、そうではない場合はエラー メッセージを含む文字
列。

boolean connect(String osAgentPort, String hubName)

説明 ：  
ハブに接続します。ハブに接続してから Hub API を呼び出す必要があります。
これにより、VisiBroker ORB が作成されます。

パラ メ ータ ：  
osAgentPort  -   osagent 管理ポート。 
hubName - 管理ハブの名前。

戻り値 ：  
接続が成功した場合は true、そうではない場合は false。

boolean corbalocConnect(String host, String port)

説明 ：  
ハブに接続します。ハブに接続してから Hub API を呼び出す必要があります。
これにより、VisiBroker ORB が作成されます。

パラ メ ータ ：  
host - ハブが存在するホスト 
port - 管理ハブの IIOP ポート

戻り値 ：  
接続が成功した場合は true、そうではない場合は false。

void disconnect()

説明 ：  
ハブとの接続を切断します。接続を切断する必要はありませんが、明示的に切
断すると、接続のタイムアウトを待つより早くハブのリソースを解放できま
す。接続を切断すると、ハブは通知を送信しなくなります。TODO: 名前とパス
ワードでログイン。

String[] getAgents(String config)

説明 ：  
設定に属するエージェントを取得します。

パラ メ ータ ：  
config - 設定名。

戻り値 ：  
設定に含まれる各エージェントを表す文字列からなる JavaScript 配列。

String[] getAgentsBelongingToHub()

説明 ：  
ハブに属するエージェントの名前を取得します。

戻り値 ：  
ハブに属する各エージェントを表す文字列からなる JavaScript 配列。
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Object getConfiguration(String cfgName)

説明 ：  
設定オブジェクトを取得します

戻り値 ：  
Java Configuration オブジェクト。

ScriptablegetConfigurations()

説明 ：  
ハブによって管理される設定を取得します。例を次に示します。

 
  var h = new Hub(); 
  h.connect(42424) 
  var cfgs = h.getConfigurations(); 
   for( c in cfgs ) 
    print(cfgs[c]);

戻り値 ：  
ハブが管理している各設定を表す文字列からなる JavaScript 配列。

String getHost()

説明 ：  
ハブのホスト名を取得します。

戻り値 ：  
ハブのホスト名。

String getName()

説明 ：  
ハブの名前を戻します。

戻り値 ：  
ハブ名を表す文字列。

Object getNamedAgent(String name)

説明 ：  
エージェントへのインターフェイスを取得します。

戻り値 ：  
Java ManagementAgent オブジェクト

String getStateName(int state)

説明 ：  
管理オブジェクトの状態を示す整数値を文字列に変換します。通知や API のほ
かのメソッドでは、状態が整数として戻されます。

パラ メ ータ ：  
state - 通知によって戻される状態値。

戻り値 ：  
状態を表す文字列。

boolean iorConnect(String ior)

説明 ：  
ハブに接続します。ハブに接続してから Hub API を呼び出す必要があります。
これにより、VisiBroker ORB が作成されます。

パラ メ ータ ：  
ior - ハブを表す IOR 文字列

戻り値 ：  
接続が成功した場合は true、そうではない場合は false。

void removeConfiguration(String configName, boolean stopFirst)

説明 ：  
ハブから設定を削除します。

パラ メ ータ ：  
configName  -   設定名を表す文字列。 
stopFirst - 削除する前に設定を停止する（推奨）必要があることを示す 
boolean 型フラグ。
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PropertyContext

PropertyContext クラスは、プロパティ名に対応するプレースホルダーを含む文字列
にプロパティ値を設定するために使用されるスクリプト可能なインターフェイスを表しま
す。PropertyContext は、プロパティとその値を表す要素を含む Dom4j によ って初期
化されます。静的な create メ ソ ッ ド は、 ルー ト  ノード内のプロパテ ィ 要素、 それらの名
前、 およびそれらの値を検索するための xpath 文字列を制御します。

void updateConfiguration(String file)

説明 ：  
ハブの設定を更新します。

パラ メ ータ ：  
file - 更新される configuration.xml ファイルのフル パス（スクリプト
に対してローカル）。

Object waitForEvent()

説明 ：  
ハブ イベントを待機します。この呼び出しは、ハブからイベントを受け取るま
で待機してブロックします。イベントのフィルタリングは呼び出し元で行う必
要があります。次の例は、すべてのイベントを監視して表示します。

   var hubName = "myHub"; 
   var hub = new Hub(); 
   hub.connect(42424, hubName); 
 
   while(1) { 
       print("Sleeping... Waiting for notifications..."); 
       var event = hub.waitForEvent(); 
       print(event.toString()); 
   }

戻り値 ：  
Event オブジェクト

Object waitForStartEvent(int timeoutInSec)

説明 ：  
開始イベントを待機します。これは、イベントの状態が「RUNNING（実行中）」
の場合にだけ戻ること以外は、waitForEvent() と同じです。

パラ メ ータ ：  
timeoutInSec - 開始を待機する時間。

戻り値 ：  
Event オブジェクト

Object waitForStopEvent(int timeout)

説明 ：  
ハブの開始イベントを待機します。これは、イベントの状態が「STOPPED（停
止）」の場合にだけ戻ること以外は、waitForEvent() と同じです。

戻り値 ：  
Event オブジェクト

メ ソ ッ ドの概要

void addProperties(Object propertiesContainingNode)

説明 ：  
子要素を含むラップされた XML ノードを指定して、それらのプ
ロパティを既存のプロパティに追加します。

パラ メ ータ ：  
propertiesContainingNode -
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static PropertyContext create(org.w3c.dom.Node root, String propElementXPath, 
String nameAttr, String valueAttr)

説明 ：  
ルート org.w3c.dom.Node によ って初期化される 
PropertyContext オブジェ ク ト を作成し ます。 渡される ノー
ド が org.w3c.dom.Document の場合は、
getDocumentElement() の結果が実際のノードとして使用さ
れます。オプションのパラメータにより、プロパティ要素、その
要素内のプロパティ名属性、およびその要素内のプロパティ値属
性を検索するための xpath 文字列を制御できます。

パラ メ ータ ：  
root  -   プロパティの検索に使用するルートノード。 
propElementXPath  -   プロパティ値を保持する要素の検索に使
用する xpath。 
nameAttr  -   プロパティ名を表す属性の検索に使用されます。 
valueAttr - プロパティ値を表す属性の検索に使用されます。

戻り値 ：  
オプションの xpath 文字列を使ってルート ノードによって初期
化された PropertyContext インスタンス。

Object getProperties()

説明 ：  
基底のプロパティ コンテナをネイティブ Java Object にラップ
して戻します。

戻り値 ：  
プロパティを含む java.lang.Object。

String getProperty(String property)

説明 ：  
個別のプロパティ値を取得します

パラ メ ータ ：  
property - プロパティの名前。

戻り値 ：  
プロパティ値。プロパティが未定義の場合は null。

void properties() (experimental)

説明 ：

String setProperty(String property, String value)

説明 ：  
個別のプロパティ値を設定します

パラ メ ータ ：  
property - プロパティの名前。 
value - プロパティの新しい値。

戻り値 ：  
プロパティの元の値。プロパティが未定義の場合は null。

String substituteProperties(String source)

説明 ：  
source 文字列内にある既知のプロパティを保存されている値に
置き換えます。

パラ メ ータ ：  
source  -   "${property.name}" 形式のプロパティを含む文字列。

戻り値 ：  
プロパティ値が置換された後の文字列。
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HttpPage

HttpPage オブジェクトは、Web ページ（HTTP URL）とやり取りするためのメソッドとプ
ロパティを持ちます。例を次に示します。

    var p = new HttpPage("http://www.google.com"); 
    var e = p.getPage(); 
    if( e != null ) { 
       var s = fso.openTextFile("google.html",2,true); 
       s.write(e); 
       s.close(); 
    } else { 
       print("Page:" + p.getUrl() + " is NOT available."); 
    }

メ モ 1. リ ダイ レ ク ト （HTTP 300） に続けて接続 （HTTP 要求） が行われます。 
2. 発生する可能性が最も高い例外は、オブジェクトの作成時に発生する 
MalformedURLException です。 
3. HTTP 応答を待機する と きのタ イ ムア ウ ト は制御でき ません。 
4. ページに含まれる  JavaScript は実行されません。 
5. ページに含まれる  URL リ フ ァ レ ン スはサポー ト されません。 た と えば、 ページ上で参照
される  .jpeg は取得されません。

メ ソ ッ ドの概要

int getHttpResponseCode()

説明 ：  
URL の HTTP 応答コードを戻します。

戻り値 ：  
HTTP ヘッダーの HTTP 応答コードを示す正の値。ページを受信しなかった
場合は負の値。

String getHttpResponseMessage()

説明 ：  
URL の HTTP 応答メッセージを戻します。

戻り値 ：  
HTTP ヘッダーの HTTP 応答メッセージ。ページを受信しなかった場合は 
null。

String  getPage()

説明 ：  
Web ページのコンテンツを戻します。ページに含まれるハイパーリンクは
取得されません。たとえば、ハイパーリンクが .jpg を参照していても、
ファイルは取得されません。JavaScript を使用したリダイレクトは実行さ
れません。JavaScript は実行されません。

戻り値 ：  
Web ページを表す文字列。ページを受信しなかった場合は null。

int getPageLength()

説明 ：  
Web ページのコンテンツの長さを戻します。

戻り値 ：  
ページのコンテンツの長さを示す正の値。ページを受信しなかった場合は
負の値。
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BmsExec

BMS エージェントの機能を使ってプロセスの開始、停止、ping を行うメソッドがありま
す。

static ObjecthttpRequest(String urlStr)

説明 ：  
指定された URL に HTTP 要求を発行します。Java HttpURLConnection オブ
ジェクトを戻します。HttpURLConnection API は http://
java.sun.com/j2se/1.4.1/docs/api/ で定義されています。

戻り値 ：  
HttpURLConnection。接続が失敗した場合は null。

static int ping(String urlStr, int desiredRespCode)

説明 ：  
URL を ping して、応答コードが引数に一致するかどうかを確認します。こ
れは、HttpPage オブジェクトをインスタンス化しないで Web ページを 
ping できる便利なメソッドです。Web ページを BMS 管理オブジェクトとし
て ping するように設計されています。成功の内容をより詳細に把握する必
要がある場合は、HttpPage オブジェクトをインスタンス化し、そのメソッ
ドを使用する必要があります。

パラ メ ータ ：  
urlStr  -   ping する HTTP URL。 
desiredRespCode - 目的の HTTP 応答コード。

戻り値 ：  
0 - httpResponseCode == httpRespCode の場合（ページが実行されている）。 
1 - httpResponseCode != httpRespCode の場合（ページが実行されていな
い）。

メ ソ ッ ドの概要

static boolean killProcess(String processToken)

説明 ：  
pid/starttime 形式の引数文字列で指定したプロセスを終了します。この
形式は、startProcess から戻される形式と同じです。プロセスの強制
終了が成功した場合は true が戻され、そうではない場合は false が戻さ
れます。プロセスを終了する方法としては最も直接的です。通常の手順に
したがってプロセスを停止するには、stopProcess() を使用します。

戻り値 ：  
プロセスが強制終了された場合は true、そうではない場合は false。

static boolean pingProcess(String processToken)

説明 ：  
pid/starttime 形式の引数文字列で指定したプロセスが実行中かどうかを
戻します。この引数の形式は、startProcess から戻される形式と同じ
です。

戻り値 ：  
プロセスが実行中の場合は true、そうではない場合は false。

static String startProcess(String cmdLine)

説明 ：  
プロセスを開始し、pid/starttime 形式で PID と開始時刻を戻します。プ
ロセスを開始できなかった場合は、null が戻されます。開始時刻を取得
できなかった場合は、値として -1 が使用されます。

パラ メ ータ ：  
cmdLine - 実行するコマンドライン。

戻り値 ：  
PID と開始時刻を含む文字列。
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Dom4j

Dom4j オブジェクトには、XML ファイルの解析と保存に便利な静的メソッドがあります。
Dom4j API については、http://www.dom4j.org/apidocs/index.html を参照して
ください。この API は、JavaScript の LiveConnect 機能を使って parseAXmlFile オ
ブジェクトから戻されるオブジェクトとともに使用できます。例を次に示します。

  var dom = Dom4j.parseXmlFile("logConfiguration.xml"); 
 
  var rn = dom.selectSingleNode("/log4j:configuration/root"); 
  var an = rn.selectSingleNode("appender-ref[@ref='SOCKET']"); 
 
   if( an == null ) { 
         an = rn.addElement("appender-ref"); 
         an.addAttribute("ref","SOCKET"); 
  } 
 
  Dom4j.save(dom,"logConfiguration.xml");

static String startProcessX(Object processNode, Object propertyContext)

説明 ：  
Dom4j processNode 引数で参照されるプロセスを開始します。

パラ メ ータ ：  
processNode  -   設定ファイルにある Dom4j <process> ノード。 
propertyContext  -   <process> ノードにある ${} プロパティ置換値を含
む PropertyContext ノード。

戻り値 ：  
プロセスを開始し、pid/starttime 形式で PID と開始時刻を戻します。プ
ロセスを開始できなかった場合は null。

static boolean stopProcess(String process, String strategy)

説明 ：  
pid/starttime 形式の引数文字列で指定したプロセスの停止を試みます。
この形式は、startProcess から戻される形式と同じです。プロセス
の停止が成功した場合は true が戻され、そうではない場合は false が戻
されます。これでプロセスを停止できない場合は、killProcess() を使用
します。

パラ メ ータ ：  
process  -   停止するプロセスの PID と開始時刻。 
strategy  -   次のいずれかです。 
Windows の場合： 
"ctrl-c" - プロセスに ctrl-c を送信します。 
"wm-close" - プロセスが所有するすべてのウィンドウに WM_CLOSE を送信
します。 
"c-exit" - C ランタイムの exit() を呼び出します。 
"exit-process" - Windows ExitProcess() API を呼び出します。kill と同
等です。 
"bes-launcher-exit" - BES 起動プログラム内の API を呼び出します。こ
れにより、定義されている Java クリーンアップ メソッドが呼び出され、
終了します。 
UNIX の場合： 
どのストラテジを使用しても、プロセスに SIGTERM シグナルが送信され
ます。

戻り値 ：  
プロセスが停止された場合は true、そうではない場合は false。



526 AppServer 開発者ガイ ド

BmsState

state オブジェクトは、管理オブジェクトのいくつかの状態を表すクラスです。

メ ソ ッ ドの概要

static String getAttribute(String xmlFile, String attrXPath)

説明 ：  
XML ファイルから 1 つの属性値を取得します。1 つの属性値を取得する場
合は便利なルーチンです。

パラ メ ータ ：  
xmlFile  -   使用するファイルの名前。 
attrXPath - 設定する属性の xpath。

戻り値 ：  
属性値。

static Object parseXmlFile(String xmlFile)

説明 ：  
XML ファイルを解析し、Dom4j 文書を戻します。文書はネイティブな 
Dom4j 文書です。normalized() で標準化されています。

戻り値 ：  
- org.dom4j.Document。

static boolean save(Object node, String xmlFile)

説明 ：  
dom のノードをファイルに保存します。"pretty" XML 形式で保存されま
す。

パラ メ ータ ：  
node - dom ノード。文書ノードを指定できます。 
xmlFile - ノードの保存先ファイルの名前。

戻り値 ：  
boolean - 保存された場合は true、そうではない場合は false。

static boolean setAttribute(String xmlFile, String attrXPath, String attrValue)

説明 ：  
XML ファイルを開き、属性を設定して、ファイルを保存します。1 つの属
性値を設定する場合は便利なルーチンです。

パラ メ ータ ：  
xmlFile  -   使用するファイルの名前。 
attrXPath - 設定する属性の xpath。 
attrValue - 属性に設定する値。

戻り値 ：  
boolean - 保存された場合は true、そうではない場合は false。

プロパテ ィ の概要

int STATE_DEPENDENCY_DOWN [ get ]

説明 ：  
グループの依存関係が停止しています。

int STATE_ERROR_STARTING [ get ]

説明 ：  
開始時にエラーがありました。

int STATE_ERROR_STOPPED [ get ]

説明 ：  
エラーによってエンティティが停止しています。

int STATE_ERROR_STOPPING [ get ]

説明 ：  
エラーによってサービスが停止しています。

int STATE_ERROR_WAIT_START [ get ]

説明 ：  
開始の待機中にエラーが発生しました。
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PropertyFileSO

PropertyFileSO オブジェクトには、.properties ファイルにアクセスするためのメ
ソッドとプロパティがあります。PropertyFileSO は、.properties ファイル内のコ
メント（#）を維持する点で、java.util.Properties オブジェクトとは異なります。
例を次に示します。

 var pf = fso.loadPropFile("foo.properties"); 
 var val = pf.getValue(propname); 
 pf.setValue(propname,"propValue"); 
 pf.write() 
 pf.close()

1 つのプロパティだけを取得または設定する場合は、fso.get/setProperty() の使用
をお勧めします。

int STATE_ERROR_WAIT_STOP [ get ]

説明 ：  
停止の待機中にエラーが発生しました。

int STATE_MALFUNCTIONING [ get ]

説明 ：  
動作不良の状態です。

int STATE_RESTARTING [ get ]

説明 ：  
（再開の要求によって）再開しようとしています。

int STATE_RUNNING [ get ]

説明 ：  
起動して実行中です。

int STATE_STARTING [ get ]

説明 ：  
開始しようとしています。

int STATE_STOPPED [ get ]

説明 ：  
完全に停止しています。

int STATE_STOPPING [ get ]

説明 ：  
停止しようとしています。

int STATE_WAITING_TO_RESTART [ get ]

説明 ：  
再開を待機しています。

int STATE_WAITING_TO_START [ get ]

説明 ：  
開始を待機しています。

int STATE_WAITING_TO_STOP [ get ]

説明 ：  
停止を待機しています。

メ ソ ッ ドの概要

void close()

説明 ：  
プロパティ ファイルを閉じます。

String getValue(String propname)

説明 ：  
プロパティ値を取得します。

パラ メ ータ ：  
propname - 取得するプロパティの名前。
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TextStream

TextStream オブジェクトには、テキスト ファイルの読み書きに使用するメソッドとプ
ロパティがあります。これは fso のファクトリ オブジェクトです。
fso.openTextFile() または fso.createTextFile() によって生成されます。

void setValue(String propname, String propvalue)

説明 ：  
プロパティ値を設定します。

パラ メ ータ ：  
propname - 取得するプロパティの名前。 
propvalue - プロパティに設定する値。

void write()

説明 ：  
プロパティ ファイルを書き込みます。行った変更を維持するには、プロパティ 
ファイルを書き込む必要があります。

プロパテ ィ の概要

boolean atEndOfStream [ get ]

説明 ：  
ファイル ストリームの終端に到達したことを示します。例を次に示します。

  while( !stream.atEndOfStream ) 
    line = readline();

メ ソ ッ ドの概要

void close()

説明 ：  
ストリームを閉じます。

String readAll()

説明 ：  
ファイルのすべてをバッファに読み取ります。

String readLine()

説明 ：  
ファイルの次の行をバッファに読み取ります。

boolean reset()

説明 ：  
ストリームを最初の文字位置にリセットします。

戻り値 ：  
ストリームが最初の文字を指している場合は true。

void write(String text)

説明 ：  
テキストをストリームの末尾に書き込みます。ストリームは書き込みモードで
開かれている必要があります。fso.openTextStream() を参照してくださ
い。

パラ メ ータ ：  
text - ストリームに書き込むテキスト。

void writeLine(String text)

説明 ：  
テキストをストリームに書き込み、末尾に CR/LF を付加します。ストリームは
書き込みモードで開かれている必要があります。

パラ メ ータ ：  
text - ストリームに書き込むテキスト。
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control-overrides 要素 489

parameters stop-ping-interval 属性
control-overrides 要素 489

parameters stop-retry-interval 属性
control-overrides 要素 489

parameters stop-timeout 属性
control-overrides 要素 489

parameters サブ要素
control-overides 要素 451, 460
control-overrides 要素 487

parameters サブ要素の属性
control-overrides 要素 488

parameters 要素
escalate-stop 属性 489
kill-first-ping-interval 属性 490
kill-ping-interval 属性 489
kill-retry-interval 属性 489
kill-timeout 属性 489
local-restart 属性 488
ping-interval 属性 489
ping-policy 属性 489
start-first-ping-delay 属性 489
start-ping-interval 属性 489
start-timeout 属性 489
stop-ping-interval 属性 489
stop-retry-interval 属性 489
stop-timeout 属性 489

partition.xml リ フ ァ レン ス  345
partition-process 管理オブジェ ク ト  タ イプ

process 要素のサブ要素 476
process 要素の属性 476

partition-process 要素
jpda サブ要素 476
jpda サブ要素の属性 483
optimizeit サブ要素 476
partition タ イプ 475

partition-services の member サブ要素
mo-ref 属性 484

partition-services 要素
member サブ要素 483
member サブ要素の属性 484
partition タ イプ 475

partition タ イプ
jmx 要素 475
partition-process 要素 475
partition-services 要素 475
ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496
開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
強制終了ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 497
停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 495

partner-url 属性
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tibco-data 要素 474
patch、 iastool コマン ド  333
path サブ要素

apache-data 要素 470
java-process 要素 443
profiler 要素 482
strace 要素 480
VBJ-process 要素 447

path 属性
stderr 要素 437
stdin 要素 437
stdout 要素 437

ping-apache-process
apache-process ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496

ping-custom-executable
custom-executable ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496

ping-interval 属性
parameters 要素 489

ping-partition
partition ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496

ping-policy 属性
parameters 要素 489

ping-tibco-server
tibco ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496

ping、 iastool コマン ド  333
ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ

apache-process 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
apache-process タ イプ 496
custom-executable 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
custom-executable タ イプ 496
custom-javascript 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
custom-javascript タ イプ 496
ordered-group 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
ordered-group タ イプ 496
osagent 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
osagent タ イプ 496
ots 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
ots タ イプ 496
partition 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
partition タ イプ 496
process 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
process タ イプ 496
redundancy-group 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
redundancy-group タ イプ 496
state-proxy 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
state-proxy タ イプ 496
tibco 管理オブジェ ク ト  タ イプ 496
tibco タ イプ 496

ping サブ要素
control-overides 要素 450, 458
control-overrides 要素 488

ping サブ要素のス ト ラ テジ属性
control-overrides 要素 491

ping サブ要素の属性
control-overrides 要素 491
control-overrrides 要素 452, 461

ping 処理 396
ping 要素

ス ト ラ テジ属性 491, 496
port サブ要素

osagent 要素 466
process() メ ソ ッ ド

と  ReqProcessor IDL 63
process タ イプ

control-overrides 要素 433
ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496

process 要素 432
time-rules 要素 432
開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 492
強制終了ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 497
停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494

process 要素
arguments サブ要素 434
command 属性 433
custom-executable タ イプ 457, 463
data-id 属性 433
directory 属性 433
osagent タ イプ 464
ots 管理オブジェ ク ト  タ イプ 471
ots タ イプ 471
partition-process 管理オブジェ ク ト  タ イプ 476
process タ イプ 432
stderr サブ要素 436
stdin サブ要素 436
stdout サブ要素 436
tibco 管理オブジェ ク ト  タ イプ 475
tibco タ イプ 472
visiserver 管理オブジェ ク ト  タ イプ 465
（UNIX） プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 438
（Windows） プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 437

process 要素のサブ要素
custom-executable タ イプ 463

process 要素の属性
custom-executable タ イプ 463

Profiler
パーテ ィ シ ョ ン 26

profiler サブ要素
jdkpath 属性 478
sthome 属性 478
xmlpath 属性 478

profiler 要素
bootclasspath サブ要素 481
classpath サブ要素 481
options サブ要素 481, 482
path サブ要素 482

properties 要素
value 属性 509

 416, 505
properties サブ要素 505

proxy Apache デ ィ レ ク ト リ  29
pservice、 iastool コマン ド  335

R
RA 管理のサイ ンオン 266
redundancy-group

管理オブジェ ク ト  タ イプ 400, 422, 427
管理オブジェ ク ト  タ イプ ping ス ト ラ テジ 496
管理オブジェ ク ト  タ イプ開始ス ト ラ テジ 493
管理オブジェ ク ト  タ イプ強制終了ス ト ラ テジ 497
管理オブジェ ク ト  タ イプ停止ス ト ラ テジ 494

redundancy-group member サブ要素
mo-ref 属性 430
stop-policy 属性 430

redundancy-group タ イプ
control-overrides 要素 428
ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496
time-rules 要素 428
開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
強制終了ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 497
停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494
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redundancy-group 要素
clear-member-start-failures 属性 429
count-member-problem-as-stopped 属性 429
count-member-unknown-as-stopped 属性 429
desired-range-max 属性 429
desired-range-min 属性 429
excess-running-ok 属性 429
member サブ要素 430
member サブ要素の属性 430
必須属性 429

RegExp オブジェ ク ト
BMSH の 411

removestubs、 iastool コマン ド  336
ReqProcessor IDL 62

process() メ ソ ッ ド  63
ReqProcessor イ ン ターフ ェース定義言語 （IDL） 61
res-ref-name 89
res-ref-names 90
restart、 iastool コマン ド  336
revision 属性

設定要素 415
Rhino プロ ジェ ク ト  407
root-directory 属性

プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 438, 444, 448
run-apache-process

apache-process 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
run-custom-executable

custom-executable 強制終了ア ク シ ョ ン ス ト ラ テ
ジ 497

custom-executable 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494
process 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493

run-process
osagent 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
ots 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
process 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 492
tibco 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493

run サブ要素
jscript 要素 454
script 属性 455

run サブ要素の属性
jscript 要素 455

run 要素 456
arguments サブ要素 455

run 要素のサブ要素
jscript 要素 455

S
script 属性

jscript 要素の name サブ要素 455
jscript 要素の run サブ要素 455

SCU
起動 391

SCU 実行可能フ ァ イル 391
停止 397

SCU プロセス  389
agent.shutdown.policy プロパテ ィ  397, 398
再起動 398
停止 397

security
enabling for Tibco 224

server.xml 30
IIOP コネ ク タ設定 35

server.xml フ ァ イル 35
server-config.wsdd フ ァ イル

Web サービ ス  71, 72
server-name 属性

tibco-data 要素 474
ServerTrace、 パーテ ィ シ ョ ン 26
server-url 属性

tibco-data 要素 474
Service Broker

Web サービ ス  67
Service Requestor

Web サービ ス  67
shared-data-storage 属性

tibco-data 要素 474
show-gui 属性

プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 437, 443, 448
shutdown-apache-process

apache-process 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 495
small-icon 属性

設定要素 415
SOAP

Web サービ ス  67, 71
SQL 型

Java 型へのマ ッ ピング 113, 147
start-first-ping-delay 属性

parameters 要素 489
start-minimized 属性

プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 437, 443, 448
start-partition

partition 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
start-ping-interval 属性

parameters 要素 489
start-timeout 属性

parameters 要素 489
start、 iastool コマン ド  337, 338
start サブ要素

control-overides 要素 450, 458
control-overrides 要素 487

start サブ要素のス ト ラ テジ属性
control-overrides 要素 490

start サブ要素の属性
control-overrides 要素 490
control-overrrides 要素 451, 460

start 属性
ordered-group member サブ要素 426

start 要素
ス ト ラ テジ属性 490, 492

state-proxy
管理オブジェ ク ト  タ イプ 400, 422, 431
管理オブジェ ク ト  タ イプ ping ス ト ラ テジ 496
管理オブジェ ク ト  タ イプ開始ス ト ラ テジ 493
管理オブジェ ク ト  タ イプ強制終了ス ト ラ テジ 497
管理オブジェ ク ト  タ イプ停止ス ト ラ テジ 494

state-proxy member サブ要素
mo-ref 属性 432

state-proxy タ イプ
control-overrides 要素 431
ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496
time-rules 要素 431
開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
強制終了ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 497
停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494

state-proxy 要素
member サブ要素 431

stderr path サブ要素
apache-data 要素 470

stderr-mode 属性
プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 438, 444, 448
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stderr サブ要素
java-process 要素 443
process 要素 436
VBJ-process 要素 448

stderr 要素
append 属性 437
path 属性 437
属性 437

stdin path サブ要素
apache-data 要素 470

stdin サブ要素
java-process 要素 443
process 要素 436
VBJ-process 要素 448

stdin 要素
path 属性 437
属性 437

stdout path サブ要素
apache-data 要素 470

stdout.log、 ス タ ッ ク  ト レースの生成 321
stdout-mode 属性

プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 438, 444, 448
stdout サブ要素

java-process 要素 443
process 要素 436
VBJ-process 要素 448

stdout 要素
append 属性 437
path 属性 437
属性 437

sthome 属性
optimizeit サブ要素 477
profiler サブ要素 478
strace サブ要素 478

stop-appserver-launcher
process 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494

stop-gui-process
process 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494

stop-partition
partition 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 495

stop-ping-interval 属性
parameters 要素 489

stop-policy 属性
ordered-group member サブ要素 426
redundancy-group member サブ要素 430

stop-process-term-signal
ots 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 495
process 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494
tibco 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 495

stop-process-windows-c-exit
osagent 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494
process 停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 494

stop-retry-interval 属性
parameters 要素 489

stop-timeout 属性
parameters 要素 489

stop、 iastool コマン ド  339
stop サブ要素

control-overides 要素 450, 459
control-overrides 要素 488

stop サブ要素のス ト ラ テジ属性
control-overrides 要素 490

stop サブ要素の属性
control-overrides 要素 490
control-overrrides 要素 453, 462

stop 属性

ordered-group member サブ要素 426
stop 要素

ス ト ラ テジ属性 490, 494
strace サブ要素

jdkpath 属性 478
sthome 属性 478
xmlpath 属性 478

strace 要素
bootclasspath サブ要素 479
classpath サブ要素 479
options サブ要素 480
path サブ要素 480

string-replacement プロパテ ィ  505
switch ステー ト メ ン ト

設定プロパテ ィ 内 509

T
Tibco

Tibco Management Console 223
tibco

process 開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
管理オブジェ ク ト  タ イプ 400, 423, 472
管理オブジェ ク ト  タ イプ ping ス ト ラ テジ 496
管理オブジェ ク ト  タ イプ開始ス ト ラ テジ 493
管理オブジェ ク ト  タ イプ強制終了ス ト ラ テジ 497
管理オブジェ ク ト  タ イプ停止ス ト ラ テジ 495

Tibco JMS 管理オブジェ ク ト  400, 404, 423, 472
Tibco JMS プロバイ ダ

管理オブジェ ク ト  423
tibco-data 要素

jms-home 属性 474
partner-url 属性 474
server-name 属性 474
server-url 属性 474
shared-data-storage 属性 474
tibco タ イプ 472

tibco 管理オブジェ ク ト  タ イプ
process 要素の属性 475

tibco タ イプ
ping ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 496
process 要素 472
tibco-data 要素 472
time-rules 要素 473
開始ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 493
強制終了ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 497
停止ア ク シ ョ ン ス ト ラ テジ 495

time-rules
管理オブジェ ク ト 、 概要 406
スケジュールされた タ ス ク、 概要 405
使い方の例外 406

time-rules の属性
ordered-group タ イプ 500

time-rules 要素
apache-process タ イプ 467
custom-executable タ イプ 457
custom-javascript タ イプ 449
java-process タ イプ 439
ordered-group タ イプ 423
osagent タ イプ 464
ots タ イプ 471
process タ イプ 432
redundancy-group タ イプ 428
state-proxy タ イプ 431
tibco タ イプ 473
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time-rule サブ要素 500
管理オブジェ ク ト  タ イプ 499

time-rule の属性 500
Tomcat ベースの Web コ ンテナ 30

IIOP コネ ク タ  35
IIOP 設定 35
JavaServer Pages 30
JSS への接続 33
server.xml 30, 35
環境変数 32
環境変数の追加 32
サーブレ ッ ト  30
設定フ ァ イル 30

type 属性 420, 422
apache-process 400, 422, 466
custom-executable 400, 422, 457
custom-javascript 400, 422, 449
java-process 400, 439
namingservice 400
ordered-group 400, 422, 423
osagent 400, 422, 464
ots 400, 423, 471
redundancy-group 400, 422, 427
state-proxy 400, 422, 431
tibco 400, 423, 472
管理オブジェ ク ト の 400
パーテ ィ シ ョ ン 400, 423, 475
パーテ ィ シ ョ ン サービ ス  485
プロセス  400, 422, 432

U
UDDI

Web サービ ス  67
umask 属性

プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 438, 444, 448
uncompress、 iastool コマン ド  340
undeploy、 iastool コマン ド  340
unmanage、 iastool コマン ド  341
UriMapFile.properties 41, 50, 65

Apache から  CORBA への接続 63
usage、 iastool コマン ド  342
use-current-env 属性

env-vars 要素 442, 447
use-default-env 属性

env-vars 要素 442, 447
user-name 属性

プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 438, 444, 448
UserTransaction イ ン ターフ ェース  81, 164
use-vbroker-env 属性

env-vars 要素 442, 447

V
vbj-java-options サブ要素

VBJ-process 要素 444
VBJ-process 要素

arguments サブ要素 446
env-vars サブ要素 446
java-process タ イプ 439, 444
library-path サブ要素 447
options サブ要素 446
path サブ要素 447
stderr サブ要素 448
stdin サブ要素 448

stdout サブ要素 448
vbj-java-options サブ要素 444
（UNIX） プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 448
（Windows） プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 448
属性 444

vendor 属性 421
verify、 iastool コマン ド  342
version 属性 421

configuration-id 要素 416
VisiBroker

ORB、 JBuilder で使用可能にする  375
スマー ト エージェ ン ト  375
パーテ ィ シ ョ ンのオプシ ョ ン 20
パーテ ィ シ ョ ンの設定 20
パーテ ィ シ ョ ンの編集 20

VisiBroker ネー ミ ング サービ ス管理オブジェ ク ト  400
VisiClient 92

概要 87
サンプル 92
デプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ  88

VisiClient コ ンテナ
既存のアプ リ ケーシ ョ ンに埋め込み 93

VisiConnect
管理のサイ ンオン 266
コ ンポーネン ト 管理のサイ ンオン 266
セキ ュ リ テ ィ  266
接続管理 264
説明 270
リ ソースアダプタ管理のサイ ンオン 266
概要 277
使用 277

VisiConnect サービ ス、 概要 277
VisiExchange コ ンポーネン ト  27, 35, 61
VisiNaming プロセス管理オブジェ ク ト  400, 404
visiserver 管理オブジェ ク ト  タ イプ

process 要素のサブ要素 465
process 要素の属性 465

vm-type 属性
java-process 要素 440

W
WAR フ ァ イル 30, 31

Web サービ ス  71, 72
WEB-INF デ ィ レ ク ト リ  31

WAR フ ァ イル、 Java Server Page のプ リ コ ンパイ
ル 317

Web アプ リ ケーシ ョ ン
WAR フ ァ イル 31
WEB-INF デ ィ レ ク ト リ  31

Web アプ リ ケーシ ョ ンアーカ イブフ ァ イル （WAR 
フ ァ イル） 30, 31

Web コ ンテナ 9, 30
IIOP コネ ク タ  35
IIOP 設定 35
JavaServer Pages 30
JSS への接続 33
server.xml 30, 35
環境変数 32
環境変数の追加 32
サーブレ ッ ト  30
設定フ ァ イル 30

Web コ ンポーネン ト  27
ク ラ ス タ  55, 58
スマー ト エージェ ン ト （osagent） 33
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Web コ ンポーネン ト の接続
変更 35

Web サーバー
Apache 27
CORBA への接続 61
.htaccess フ ァ イル 29
IIOP コネ ク タ  35
IIOP 設定 39, 63
デ ィ レ ク ト リ 構造 29

Web サービ ス  67
Apache ANT ツール 73
Apache Axis 68, 69
Apache Axis Admin ツール 74
Apache Axis のサンプル 73
Axis ツールキ ッ ト  72
deploy.wssd フ ァ イル 69
EJB プロバイ ダ 70, 72
Java2WSDL ツール 74
RPC プロバイ ダ 70
server-config.wsdd フ ァ イル 71, 72
Service Broker 67
Service Providers 67
Service Requestor 67
SOAP 67, 71
UDDI 67
WAR の作成 72
WAR フ ァ イル 71
WSDD 71
WSDL2Java ツール 74
XML 67, 69, 71
アーキテ クチャ  67
概要 67
サービ スプロバイ ダ 68, 70
サンプル 72, 73
ステー ト レ スセ ッ シ ョ ン Bean 68
ツール 73
パーテ ィ シ ョ ン 68
プロバイ ダ 69, 70, 71
プロバイ ダのサンプル 72

Web サービ スデプロ イ メ ン ト デス ク リ プタ （WSDD）
Web サービ ス  71

Web サービ スパッ ク  27, 35, 61
Web サービ スプロバイ ダ 68, 70, 72
Web モジュール 31
web.xml 31
web-borland.xml 30, 31
WebClusters.properties

Apache から  CORBA への接続 63
WebClusters.properties フ ァ イル 40, 49, 64
webcontainer_id 属性 64
WEB-INF デ ィ レ ク ト リ  31
Web サイ ト 、 ボーラ ン ド社の更新された ソ フ ト ウ ェ

ア 4
Windows 2000

IIS/IIOP リ ダ イ レ ク タ設定 46
Windows 2003

IIS/IIOP リ ダ イ レ ク タ設定 46
Windows XP

IIS/IIOP リ ダ イ レ ク タ設定 46
window-title 属性

プラ ッ ト フ ォーム固有のサブ要素 437, 443, 448
WSDL2Java ツール

Web サービ ス  74

X
XDOM オブジェ ク ト

BMSH の 411
XML

DTD 89
VisiClient 88

文法 89
Web サービ ス  67, 69, 71
管理オブジェ ク ト  419

xmlpath 属性
optimizeit サブ要素 477
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